
 

 

 廃炉発官Ｒ５第１１号 

令 和 ５ 年 ４ 月 ２ ４ 日 

 

原 子 力 規 制 委 員 会 殿 

 

 

                                東京都千代田区内幸町１丁目１番３号 

                                   東京電力ホールディングス株式会社 

            代表執行役社長  小早川 智明 

 

 

福島第一原子力発電所 特定原子力施設に係る実施計画 変更認可申請書の 

一部補正について 

 

 

令和４年１１月１４日付け廃炉発官Ｒ４第１４３号をもって申請し，令和５年２月

１４日付け廃炉発官Ｒ４第１７９号及び令和５年２月２０日付け廃炉発官Ｒ４第１

８１号をもって一部補正しました福島第一原子力発電所 特定原子力施設に係る実施

計画 変更認可申請書を別紙の通り一部補正をいたします。 

 

                                                              以 上 

 

  



別紙（1 / 2） 
 

「福島第一原子力発電所 特定原子力施設に係る実施計画」及び「参考資料」につ

いて，下記の箇所を別添の通りとする。 

 

補正箇所，補正理由及びその内容は以下の通り。 

   

○福島第一原子力発電所 特定原子力施設に係る実施計画 

ALPS 処理水海洋放出運用体制の変更及び ALPS 処理水海洋放出時の測定・評価

対象核種の選定について，記載の適正化を行う。 

併せて，原規規発第2303075号及び原規規発第23041712号にて認可された実施計

画の反映を行う。 

 

Ⅱ 特定原子力施設の設計，設備 

 2 特定原子力施設の構造及び設備，工事の計画 

2.50 ALPS 処理水希釈放出設備及び関連施設 

   本文 

・変更なし 

添付資料－２ 

・記載の適正化 

添付資料－５ 

・変更なし 

 

Ⅲ 特定原子力施設の保安 

第１編（１号炉，２号炉，３号炉及び４号炉に係る保安措置) 

第３章 体制及び評価 

第５条 

・原規規発第2303075号にて認可された実施計画の反映 

    附則 

・原規規発第23041712号にて認可された実施計画の反映 

 

第２編（５号炉及び６号炉に係る保安措置) 

第３章 体制及び評価 

第５条 

・原規規発第2303075号にて認可された実施計画の反映 

附則 

・原規規発第23041712号にて認可された実施計画の反映 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



別紙（2 / 2） 
 

第３編（保安に係る補足説明） 

1 運転管理に係る補足説明 

1.9 ALPS 処理水希釈放出設備の運転管理について 

・記載の適正化 

 

2 放射性廃棄物等の管理に関する補足説明 

2.1 放射性廃棄物等の管理 

2.1.2 放射性液体廃棄物等の管理 

・変更なし 

 

2.2 線量評価 

2.2.3 放射性液体廃棄物等による線量評価 

・変更なし 

 

  ○参考資料 

 「東京電力ホールディングス株式会社福島第一原子力発電所における多核種除去

設備等処理水の処分に関する基本方針」を踏まえた対応について 

  ・変更なし  

 

 

 

 

 

以 上 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

別添 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



福島第一原子力発電所 特定原子力施設に係る実施計画変更比較表（第Ⅱ章  2.50 ALPS処理水希釈放出設備及び関連施設） 

1 

変 更 前 変 更 後 変 更 理 由 

 

2.50 ALPS処理水希釈放出設備及び関連施設 

 

（中略） 

 

2.50.2 基本仕様 

 

（中略） 

 

2.50.2.2 放水設備の主要仕様 

 

（中略） 

 

(2) 放水トンネル 

基  数 1式 

主要寸法 延長 1,034m 内径 2,590mm 

構  造 鉄筋コンクリート造 

（コンクリート：42N/mm2，鉄筋：SD345） 

 

 

 

（以下省略） 

 

 

 

2.50 ALPS処理水希釈放出設備及び関連施設 

 

（中略） 

 

2.50.2 基本仕様 

 

（中略） 

 

2.50.2.2 放水設備の主要仕様 

 

（中略） 

 

(2) 放水トンネル 

基  数 1式 

主要寸法 延長 1,031m 内径 2,590mm 

構  造 鉄筋コンクリート造 

（コンクリート：42N/mm2，鉄筋：SD345） 

鉄鋼コンクリート造 

（コンクリート：42N/mm2，鉄鋼：SM490A） 

 

（以下省略） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

外洋上での放水口ケーソン設

置工事の設置状況を踏まえた

トンネル延長の確定 

放水トンネル工事の施工方法

確定を踏まえた仕様の追加 

 

1



福島第一原子力発電所 特定原子力施設に係る実施計画変更比較表（第Ⅱ章  2.50 ALPS処理水希釈放出設備及び関連施設 添付資料－２） 

1 

変 更 前 変 更 後 変 更 理 由 

添付資料－２ 

 

ALPS処理水希釈放出設備及び関連施設の具体的な安全確保策等 

 

（中略） 

 

6．設計上の考慮 

6.1 準拠規格及び基準 

 

（中略） 

 

具体的な規格及び基準は以下のとおり。 

・JIS G 3454 圧力配管用炭素鋼鋼管 

・JIS G 3457 配管用アーク溶接炭素鋼鋼管 

・JIS G 3459 配管用ステンレス鋼鋼管 

・JIS G 3468 配管用溶接大径ステンレス鋼鋼管 

・JWWA K 144 水道配水用ポリエチレン管 

・コンクリート標準示方書（設計編；2017 年制定）（公社）土木学会 

・コンクリート標準示方書（設計編；2012 年制定）（公社）土木学会 

・コンクリート標準示方書（構造性能照査編；2002 年制定）（公社）土木学会 

・道路橋示方書・同解説Ⅰ共通編 平成 24年（公社）日本道路協会 

・道路橋示方書・同解説Ⅳ下部構造編 平成 24年（公社）日本道路協会 

・道路橋示方書・同解説Ⅴ耐震設計編 平成 24年（公社）日本道路協会 

・共同溝設計指針 1986年（公社）日本道路協会 

・水理公式集 2018年（公社）土木学会 

・プレキャスト式雨水地下貯留施設技術マニュアル（改訂版；2020年）（公財）日本下水道新技術機

構 

・エポキシ樹脂塗装鉄筋を用いる鉄筋コンクリートの設計施工指針（改訂版；2013年）（公社）土木

学会 

・火力・原子力発電所土木構造物の設計（増補改訂版）（一社）電力土木技術協会 

・トンネル標準示方書〔共通編〕・同解説/〔シールド工法編〕・同解説（2016 年制定）（公社）土木学

会 

・トンネル標準示方書〔開削工法〕・同解説（2016年制定）（公社）土木学会 

・港湾の施設の技術上の基準・同解説 2018年（公社）日本港湾協会 

・内水圧が作用するトンネル覆工構造設計の手引き（1999年制定） （財団法人）先端建設技術セン

ター 

・シールド工事用標準セグメント 土木学会・日本下水道協会共編（2001年制定） 

・土木研究所資料 大規模地下構造物の耐震設計法・ガイドライン（案）-平成 4 年 3 月」 建設省

土木研究所・地震防災部耐震研究所 

・下水道施設の耐震対策指針と解説-2014年版（公社）日本下水道協会 

・下水道施設耐震計算例 処理場・ポンプ場編-2015年版（公社）日本下水道協会 

・下水道施設耐震計算例-管路施設編-2015年版（公社）日本下水道協会 

 

 

 

（中略） 

 

6.2 自然現象に対する設計上の考慮 

 

（中略） 

 

 

 

添付資料－２ 

 

ALPS処理水希釈放出設備及び関連施設の具体的な安全確保策等 

 

（中略） 

 

6．設計上の考慮 

6.1 準拠規格及び基準 

 

（中略） 

 

具体的な規格及び基準は以下のとおり。 

・JIS G 3454 圧力配管用炭素鋼鋼管 

・JIS G 3457 配管用アーク溶接炭素鋼鋼管 

・JIS G 3459 配管用ステンレス鋼鋼管 

・JIS G 3468 配管用溶接大径ステンレス鋼鋼管 

・JWWA K 144 水道配水用ポリエチレン管 

・コンクリート標準示方書（設計編；2017 年制定）（公社）土木学会 

・コンクリート標準示方書（設計編；2012 年制定）（公社）土木学会 

・コンクリート標準示方書（構造性能照査編；2002 年制定）（公社）土木学会 

・道路橋示方書・同解説Ⅰ共通編 平成 24年（公社）日本道路協会 

・道路橋示方書・同解説Ⅳ下部構造編 平成 24年（公社）日本道路協会 

・道路橋示方書・同解説Ⅴ耐震設計編 平成 24年（公社）日本道路協会 

・共同溝設計指針 1986年（公社）日本道路協会 

・水理公式集 2018年（公社）土木学会 

・プレキャスト式雨水地下貯留施設技術マニュアル（改訂版；2020年）（公財）日本下水道新技術機

構 

・エポキシ樹脂塗装鉄筋を用いる鉄筋コンクリートの設計施工指針（改訂版；2013年）（公社）土木

学会 

・火力・原子力発電所土木構造物の設計（増補改訂版）（一社）電力土木技術協会 

・トンネル標準示方書〔共通編〕・同解説/〔シールド工法編〕・同解説（2016 年制定）（公社）土木学

会 

・トンネル標準示方書〔開削工法〕・同解説（2016年制定）（公社）土木学会 

・港湾の施設の技術上の基準・同解説 2018年（公社）日本港湾協会 

・内水圧が作用するトンネル覆工構造設計の手引き（1999年制定） （財団法人）先端建設技術セン

ター 

・シールド工事用標準セグメント 土木学会・日本下水道協会共編（2001年制定） 

・土木研究所資料 大規模地下構造物の耐震設計法・ガイドライン（案）-平成 4 年 3 月」 建設省

土木研究所・地震防災部耐震研究所 

・下水道施設の耐震対策指針と解説-2014年版（公社）日本下水道協会 

・下水道施設耐震計算例 処理場・ポンプ場編-2015年版（公社）日本下水道協会 

・下水道施設耐震計算例-管路施設編-2015年版（公社）日本下水道協会 

・トンネルライブラリー第 23 号 セグメントの設計【改訂版】～許容応力度設計法から限界状態設

計法まで～（2010年制定）（公社）土木学会 

 

（中略） 

 

6.2 自然現象に対する設計上の考慮 

 

（中略） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

放水トンネル工事の施工方法

確定を踏まえた規格及び基準

の追加 
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福島第一原子力発電所 特定原子力施設に係る実施計画変更比較表（第Ⅱ章  2.50 ALPS処理水希釈放出設備及び関連施設 添付資料－２） 

2 

変 更 前 変 更 後 変 更 理 由 

e．台風（強風，高潮） 
 

（中略） 

 

なお，放水立坑（上流水槽）及び放水設備は，台風（高潮）で海面が上昇することによる影響に

ついても考慮した設計とするとともに，高潮警報が発生した場合には，沿岸から 1km離れた海洋へ

放出ができないおそれがあるため，運転員が手動により免震重要棟集中監視室から海洋放出を停止

できる設計とする。 

 

（中略） 

 

f．竜巻 
ALPS処理水希釈放出設備は，竜巻注意情報が発生された場合，竜巻による設備損傷のおそれを考

慮して，運転員が手動により免震重要棟集中監視室から設備を停止できる設計とする。 

 

（以下省略） 

e．台風（強風，高潮） 
 

（中略） 

 

なお，放水立坑（上流水槽）及び放水設備は，台風（高潮）で海面が上昇することによる影響に

ついても考慮した設計とするとともに，高潮警報が発表された場合には，沿岸から 1km離れた海洋

へ放出ができないおそれがあるため，運転員が手動により免震重要棟集中監視室から海洋放出を停

止できる設計とする。 

 

（中略） 

 

f．竜巻 
ALPS処理水希釈放出設備は，竜巻注意情報が発表された場合，竜巻による設備損傷のおそれを考

慮して，運転員が手動により免震重要棟集中監視室から設備を停止できる設計とする。 

 

（以下省略） 

 

 

 

 

 

記載の適正化 

 

 

 

 

 

 

 

記載の適正化 
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福島第一原子力発電所 特定原子力施設に係る実施計画変更比較表（第Ⅱ章  2.50 ALPS処理水希釈放出設備及び関連施設 添付資料－５） 

1 

変 更 前 変 更 後 変 更 理 由 

添付資料－５ 

 

放水立坑（上流水槽）および放水設備の設計に関する説明書 

 

（中略） 

 

1．設計内容 

1.1 設計の基本方針 

 放水立坑（上流水槽）および放水設備は，下記に準拠して評価を行う。 

・コンクリート標準示方書（設計編；2017 年制定）（公社）土木学会 

・コンクリート標準示方書（設計編；2012 年制定）（公社）土木学会 

・コンクリート標準示方書（構造性能照査編；2002 年制定）（公社）土木学会 

・道路橋示方書・同解説Ⅰ共通編 平成 24年（公社）日本道路協会 

・道路橋示方書・同解説Ⅳ下部構造編 平成 24年（公社）日本道路協会 

・道路橋示方書・同解説Ⅴ耐震設計編 平成 24年（公社）日本道路協会 

・共同溝設計指針 1986年（公社）日本道路協会 

・水理公式集 2018年（公社）土木学会 

・プレキャスト式雨水地下貯留施設技術マニュアル（改訂版；2020年）（公財）日本下水道新技術機

構 

・エポキシ樹脂塗装鉄筋を用いる鉄筋コンクリートの設計施工指針（改訂版；2013年）（公社）土木

学会 

・火力・原子力発電所土木構造物の設計（増補改訂版）（一社）電力土木技術協会 

・トンネル標準示方書〔共通編〕・同解説/〔シールド工法編〕・同解説（2016 年制定）（公社）土木学

会 

・トンネル標準示方書〔開削工法〕・同解説（2016年制定）（公社）土木学会 

・港湾の施設の技術上の基準・同解説 2018年（公社）日本港湾協会 

・内水圧が作用するトンネル覆工構造設計の手引き（1999年制定）（財団法人）先端建設技術センタ

ー 

・シールド工事用標準セグメント 土木学会・日本下水道協会共編（2001年制定） 

・土木研究所資料 大規模地下構造物の耐震設計法・ガイドライン（案）-平成 4 年 3 月」 建設省

土木研究所・地震防災部耐震研究所 

・下水道施設の耐震対策指針と解説-2014年版（公社）日本下水道協会 

・下水道施設耐震計算例 処理場・ポンプ場編-2015年版（公社）日本下水道協会 

・下水道施設耐震計算例 管路施設編-2015年版（公社）日本下水道協会 

 

 

 

 

（中略） 

 

 

添付資料－５ 

 

放水立坑（上流水槽）および放水設備の設計に関する説明書 

 

（中略） 

 

1．設計内容 

1.1 設計の基本方針 

 放水立坑（上流水槽）および放水設備は，下記に準拠して評価を行う。 

・コンクリート標準示方書（設計編；2017 年制定）（公社）土木学会 

・コンクリート標準示方書（設計編；2012 年制定）（公社）土木学会 

・コンクリート標準示方書（構造性能照査編；2002 年制定）（公社）土木学会 

・道路橋示方書・同解説Ⅰ共通編 平成 24年（公社）日本道路協会 

・道路橋示方書・同解説Ⅳ下部構造編 平成 24年（公社）日本道路協会 

・道路橋示方書・同解説Ⅴ耐震設計編 平成 24年（公社）日本道路協会 

・共同溝設計指針 1986年（公社）日本道路協会 

・水理公式集 2018年（公社）土木学会 

・プレキャスト式雨水地下貯留施設技術マニュアル（改訂版；2020年）（公財）日本下水道新技術機

構 

・エポキシ樹脂塗装鉄筋を用いる鉄筋コンクリートの設計施工指針（改訂版；2013年）（公社）土木

学会 

・火力・原子力発電所土木構造物の設計（増補改訂版）（一社）電力土木技術協会 

・トンネル標準示方書〔共通編〕・同解説/〔シールド工法編〕・同解説（2016 年制定）（公社）土木学

会 

・トンネル標準示方書〔開削工法〕・同解説（2016年制定）（公社）土木学会 

・港湾の施設の技術上の基準・同解説 2018年（公社）日本港湾協会 

・内水圧が作用するトンネル覆工構造設計の手引き（1999年制定）（財団法人）先端建設技術センタ

ー 

・シールド工事用標準セグメント 土木学会・日本下水道協会共編（2001年制定） 

・土木研究所資料 大規模地下構造物の耐震設計法・ガイドライン（案）-平成 4 年 3 月」 建設省

土木研究所・地震防災部耐震研究所 

・下水道施設の耐震対策指針と解説-2014年版（公社）日本下水道協会 

・下水道施設耐震計算例 処理場・ポンプ場編-2015年版（公社）日本下水道協会 

・下水道施設耐震計算例 管路施設編-2015年版（公社）日本下水道協会 

・トンネルライブラリー第 23 号 セグメントの設計【改訂版】～許容応力度設計法から限界状態設

計法まで～（2010年制定）（公社）土木学会 

 

（中略） 
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福島第一原子力発電所 特定原子力施設に係る実施計画変更比較表（第Ⅱ章  2.50 ALPS処理水希釈放出設備及び関連施設 添付資料－５） 

2 

変 更 前 変 更 後 変 更 理 由 

 

2．設計の方法  

2.1 評価条件 

2.1.1 使用材料の許容応力度 

放水設備に用いる材料のうち，コンクリートは普通コンクリートとし，設計基準強度は 24N/mm2，

30N/mm2，40N/mm2，42N/mm2とする。鉄筋は SD345とする。 

各使用材料の許容応力度を表－１～２に示す。 

 

表－１ コンクリートの許容応力度 

設計基準強度 

長期 短期 

圧縮 

（N/mm2） 

せん断

（N/mm2） 

圧縮

（N/mm2） 

せん断

（N/mm2） 

24 9.0 0.45 13.5 0.675 

30 11.0 0.50 16.5 0.750 

40 14.0 0.55 21.0 0.825 

42 16.0 0.73 24.0 1.095 

 

 

表－２ 鉄筋の許容応力度 

使用材料 

長期 短期 

圧縮・引張 

（N/mm2） 

圧縮・引張 

（N/mm2） 

SD345 200 300 

 

 

 

 

（現行記載なし） 

 

 

 

 

 

（中略） 

 

 

 

2．設計の方法  

2.1 評価条件 

2.1.1 使用材料の許容応力度 

放水設備に用いる材料のうち，コンクリートは普通コンクリートとし，設計基準強度は 24N/mm2，

30N/mm2，40N/mm2，42N/mm2とする。鉄筋は SD345および鋼は SM490Aとする。 

各使用材料の許容応力度を表－１～３に示す。 

 

表－１ コンクリートの許容応力度 

設計基準強度 

長期 短期 

圧縮 

（N/mm2） 

せん断

（N/mm2） 

圧縮

（N/mm2） 

せん断

（N/mm2） 

24 9.0 0.45 13.5 0.675 

30 11.0 0.50 16.5 0.750 

40 14.0 0.55 21.0 0.825 

42 16.0 0.73 24.0 1.095 

 

 

表－２ 鉄筋の許容応力度 

使用材料 

長期 短期 

圧縮・引張 

（N/mm2） 

圧縮・引張 

（N/mm2） 

SD345 200 300 

 

 

表－３ 鋼の許容応力度 

使用材料 

長期 短期 

圧縮・引張 

（N/mm2） 

圧縮・引張 

（N/mm2） 

SM490A 215 325 

 

 

（中略） 

 

 

 

 

 

 

 

放水トンネル工事の施工方法

確定を踏まえた材料の追加 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

放水トンネル工事の施工方法

確定を踏まえた材料の追加 
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福島第一原子力発電所 特定原子力施設に係る実施計画変更比較表（第Ⅱ章  2.50 ALPS処理水希釈放出設備及び関連施設 添付資料－５） 

3 

変 更 前 変 更 後 変 更 理 由 

 

2.2 評価方法 

表－５の照査を行うことで，供用期間中の健全性が確保されることを確認している。なお，照査項目

は，構造物の使用目的に適合するための要求性能を踏まえて設定している。 

 

表－５ 放水立坑（上流水槽）および放水設備の照査項目 

照査項目 
放水立坑 
(上流水槽) 

放水立坑 
(下流水槽) 

放水 

トンネル 
放水口 照査内容 

長

期 

構造 ○ ○ ○ ○ 
許容応力度以内である

こと 

構造 

（波浪） 
- - ○ ○ 

許容応力度以内である

こと 

ひび割れ ○ ○ ○ ○ 
ひび割れ幅が許容ひび

割れ幅以下であること 

塩害 ○ ○ ○ ○ 

鋼材位置の塩化物イオ

ン濃度が鋼材腐食発生

限界に達しないこと 

浮上がり ○ ○ - ○ 
浮上がりが生じないこ

と 

短期 ○ ○ ○ ○ 
地震に対して許容応力

度以内であること 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（中略） 

 

 

2.2 評価方法 

表－５の照査を行うことで，供用期間中の健全性が確保されることを確認している。なお，照査項目

は，構造物の使用目的に適合するための要求性能を踏まえて設定している。 

 

表－５ 放水立坑（上流水槽）および放水設備の照査項目 

照査項目 

 

放水立坑 
(上流水槽) 

放水立坑 
(下流水槽) 

放水 

トンネル 
(鉄筋コンク

リート造) 

放水 

トンネル 
(鉄鋼コンク

リート造) 

放水口 照査内容 

長

期 

構造 ○ ○ ○ ○ ○ 

許容応力度

以内である

こと 

構造 

（波浪） 
- - ○ ○ ○ 

許容応力度

以内である

こと 

ひび割れ ○ ○ ○ - ○ 

ひび割れ幅

が許容ひび

割れ幅以下

であること 

塩害 ○ ○ ○ - ○ 

鋼材位置の

塩化物イオ

ン濃度が鋼

材腐食発生

限界に達し

ないこと 

浮上がり ○ ○ - - ○ 

浮上がりが

生じないこ

と 

短期 ○ ○ ○ -(※) ○ 

地震に対し

て許容応力

度以内であ

ること 

(※)放水トンネル（鉄筋コンクリート造）の検討結果より、クリティカルケースが長期荷重を受ける場

合であるため、地震に対して許容応力度以内であることの確認は省略。 

 

 

（中略） 

 

 

 

 

 

 

 

放水トンネル工事の施工方法

確定を踏まえた仕様の追加 
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福島第一原子力発電所 特定原子力施設に係る実施計画変更比較表（第Ⅱ章  2.50 ALPS処理水希釈放出設備及び関連施設 添付資料－５） 

4 

変 更 前 変 更 後 変 更 理 由 

 

2.3.3 放水トンネル 

 

 放水トンネルの作用応力を許容応力と比較し，作用応力/許容応力の比が最大となる部位の照査結果

を表－８に示す。 

長期荷重および短期荷重に対して，許容応力度以内であることを確認し，構造を設定している。また，

鉄筋コンクリート製の覆工板に生じるひび割れ幅および塩害の照査を実施し，供用期間中の耐久性が確

保されることを確認している。 

 また，一般土木構造物と同様に，点検長期計画に基づき維持管理する。 

 

表－８ 放水トンネルの照査結果 

検討部位 
荷重 

ケース 
対象材料 応力 

作用応力 

（N/mm2） 

許容応力 

（N/mm2） 

作用応力/

許容応力 

覆工板 

(発進部) 
長期 鉄筋 曲げﾓｰﾒﾝﾄ 78 200 0.39 

覆工板 
(最深部） 

長期 鉄筋 曲げﾓｰﾒﾝﾄ 91 200 0.46 

 

 

（現行記載なし） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（中略） 

 

2.3.4 放水口 

放水口の作用応力を許容応力と比較し，作用応力/許容応力の比が最大となる部位の照査結果を表－

９に示す。 

長期荷重および短期荷重に対して，許容応力度以内であることを確認し，構造を設定している。また，

構造物の浮上がりが生じないことを確認している。さらに，鉄筋コンクリート製の躯体に生じるひび割

れ幅および塩害の照査を実施し，供用期間中の耐久性が確保されることを確認している。 

また，一般土木構造物と同様に，点検長期計画に基づき維持管理する。 

 

表－９ 放水口の照査結果 

検討部位 
荷重 

ケース 
対象材料 応力 

作用応力 

（N/mm2） 

許容応力 

（N/mm2） 

作用応力/

許容応力 

底版 長期 ｺﾝｸﾘｰﾄ せん断力 0.23 0.50 0.46 

側壁 長期 ｺﾝｸﾘｰﾄ せん断力 0.24 0.50 0.48 

 

（中略） 

 

 

2.3.3 放水トンネル 

2.3.3.1 放水トンネル（鉄筋コンクリート造） 

 放水トンネルの作用応力を許容応力と比較し，作用応力/許容応力の比が最大となる部位の照査結果

を表－８に示す。 

長期荷重および短期荷重に対して，許容応力度以内であることを確認し，構造を設定している。また，

鉄筋コンクリート製の覆工板に生じるひび割れ幅および塩害の照査を実施し，供用期間中の耐久性が確

保されることを確認している。 

 また，一般土木構造物と同様に，点検長期計画に基づき維持管理する。 

 

表－８ 放水トンネル（鉄筋コンクリート造）の照査結果 

検討部位 
荷重 

ケース 
対象材料 応力 

作用応力 

（N/mm2） 

許容応力 

（N/mm2） 

作用応力/

許容応力 

覆工板 

(発進部) 
長期 鉄筋 曲げﾓｰﾒﾝﾄ 78 200 0.39 

覆工板 
(最深部） 

長期 鉄筋 曲げﾓｰﾒﾝﾄ 91 200 0.46 

 

2.3.3.2 放水トンネル（鉄鋼コンクリート造） 

 鋼は長期荷重に対し作用応力を許容応力と比較し、作用応力/許容応力の比が最大となる部位の照査

結果を表－９に示す。 

なお，鉄鋼コンクリート製の覆工板は鋼に防錆塗装を施すため、鋼の腐食代は考慮せず、塩害の照査

を省略した。 

 また，一般土木構造物と同様に，点検長期計画に基づき維持管理する。 

 

表－９ 放水トンネル（鉄鋼コンクリート造）の照査結果 

検討部位 
荷重 

ケース 
対象材料 応力 

作用応力 

（N/mm2） 

許容応力 

（N/mm2） 

作用応力/

許容応力 

覆工板 

(到達部） 
長期 鋼 圧縮 92.8 215 0.43 

 

（中略） 

 

2.3.4 放水口 

放水口の作用応力を許容応力と比較し，作用応力/許容応力の比が最大となる部位の照査結果を表－

１０に示す。 

長期荷重および短期荷重に対して，許容応力度以内であることを確認し，構造を設定している。また，

構造物の浮上がりが生じないことを確認している。さらに，鉄筋コンクリート製の躯体に生じるひび割

れ幅および塩害の照査を実施し，供用期間中の耐久性が確保されることを確認している。 

また，一般土木構造物と同様に，点検長期計画に基づき維持管理する。 

 

表－１０ 放水口の照査結果 

検討部位 
荷重 

ケース 
対象材料 応力 

作用応力 

（N/mm2） 

許容応力 

（N/mm2） 

作用応力/

許容応力 

底版 長期 ｺﾝｸﾘｰﾄ せん断力 0.23 0.50 0.46 

側壁 長期 ｺﾝｸﾘｰﾄ せん断力 0.24 0.50 0.48 

 

（中略） 

 

 

 

放水トンネル工事の施工方法

確定を踏まえた仕様の追加 

 

 

 

 

 

 

放水トンネル工事の施工方法

確定を踏まえた仕様の追加 

 

 

 

 

 

 

放水トンネル工事の施工方法

確定を踏まえた仕様の追加 
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福島第一原子力発電所 特定原子力施設に係る実施計画変更比較表（第Ⅱ章  2.50 ALPS処理水希釈放出設備及び関連施設 添付資料－５） 

5 

変 更 前 変 更 後 変 更 理 由 

別紙－３ 

 
放水立坑（上流水槽）および放水設備（放水立坑（下流水槽），放水トンネル，放水口）に関する概略

図 

 

（中略） 

 

2.2 放水トンネル 

 放水トンネルの寸法，据付・組立に関する概略図を図－７～９に示す。 

 
図－７ 放水トンネル断面図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図－８ セグメント標準断面図（円周方向） 

 

 

 

別紙－３ 

 
放水立坑（上流水槽）および放水設備（放水立坑（下流水槽），放水トンネル，放水口）に関する概略

図 

 

（中略） 

 

2.2 放水トンネル 

 放水トンネルの寸法，据付・組立に関する概略図を図－７－１～９－２に示す。 

 
図－７－１ 放水トンネル断面図（鉄筋コンクリート造） 

 

 
図－７－２ 放水トンネル断面図（鉄鋼コンクリート造） 

 

 
図－８－１ セグメント標準断面図（円周方向）（鉄筋コンクリート造） 

 
 

図－８－２ セグメント標準断面図（円周方向）（鉄鋼コンクリート造） 

 

 

 

 

 

 

 

 

放水トンネル工事の施工方法

確定を踏まえた仕様の追加 
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福島第一原子力発電所 特定原子力施設に係る実施計画変更比較表（第Ⅱ章  2.50 ALPS処理水希釈放出設備及び関連施設 添付資料－５） 

6 

変 更 前 変 更 後 変 更 理 由 

 

 
図－９ セグメント標準断面図（延長方向） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（以下省略） 

 

 
図－９－１ セグメント標準断面図（延長方向）（鉄筋コンクリート造） 

 

 
図－９－２ セグメント標準断面図（延長方向）（鉄鋼コンクリート造） 

 

 

 

 

（以下省略） 

 

放水トンネル工事の施工方法
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福島第一原子力発電所 特定原子力施設に係る実施計画変更比較表（第Ⅲ章 第１編） 

1 

変 更 前 変 更 後 変 更 理 由 

 

（保安に関する職務） 

第５条 

保安に関する職務のうち，本社組織の職務は次のとおり。 

（１）社長は，トップマネジメントとして，管理責任者を指揮し，品質マネジメントシステムの構築，

実施，維持，改善に関して，保安活動を統轄するとともに，関係法令及び保安規定の遵守の意識

を定着させるための活動並びに健全な安全文化を育成及び維持するための活動を統轄する。ま

た，保安に関する組織（原子炉主任技術者を含む。）から適宜報告を求め，「原子力リスク管理基

本マニュアル」及び｢トラブル等の報告マニュアル｣に基づき，原子力安全を最優先し必要な指示

を行う。 

 

（中略） 

 

２．保安に関する職務のうち，発電所組織の職務は次のとおり。なお，保全のために行う設計，建設・

設置及び保守管理については，第６８条（施設管理計画）に基づき実施する。 

（１）所長は，廃炉・汚染水対策最高責任者を補佐し，発電所における保安に関する業務を統括し，そ

の際には主任技術者の意見を尊重する。 

 

（中略） 

 

（11）敷地全般管理・対応プログラム部は，５号炉及び６号炉に係る原子炉施設，屋外エリアのプロジ

ェクトの計画及び管理に関する業務（各プログラム部長が所管する業務を除く。）を行う。 

（12）ＡＬＰＳ処理水プログラム部は，１～４号炉に係る安全確保設備等のうち，多核種除去設備等に

より，トリチウム以外の放射性物質を告示濃度限度比総和１未満まで浄化処理した水（以下，Ａ

ＬＰＳ処理水という。）の海洋放出に関連する設備のプロジェクトの計画及び管理，運用方法の

検討に関する業務並びにこれらに係る機械設備及び土木設備の設計及び建設・設置に関する業務

を行う。また，ＡＬＰＳ処理水の分析の計画に関する業務を行う。 

 

（13）機械技術グループは，機械設備の設計に関する業務（機械技術ＧＭ以外の各プログラム部長及び

各ＧＭが所管する業務を除く。）を行う。 

 

（中略） 

 

（25）５・６号当直は，５号炉及び６号炉に係る原子炉施設，その他安全確保設備等のうち，放射性固

体廃棄物等の管理施設及び関連施設の運転管理に関する業務（５・６号当直長以外の各プログラ

ム部長及び各ＧＭが所管する業務を除く。）を行う。 

（26）水処理当直は，１～４号炉に係る安全確保設備等のうち，汚染水処理設備等，滞留水を貯留する

建屋，多核種除去設備等及びサブドレン他水処理施設（地下水ドレン集水設備を除く。）の運転

管理（運用支援ＧＭ，作業管理ＧＭ及び水処理計画ＧＭが所管する業務を除く。）に関する業務

を行う。 

（27）運用支援グループは，１～４号炉に係る安全確保設備等，５号炉及び６号炉に係る原子炉施設，

その他安全確保設備等のうち，使用済燃料共用プール設備，放射性固体廃棄物等の管理施設及び

関連施設（雑固体廃棄物焼却設備及び増設雑固体廃棄物焼却設備を除く。）の運転管理のうち，

マニュアル・手順書及び設備管理に関する業務を行う。また，１～４号炉に係る安全確保設備等

のうち，原子炉圧力容器・格納容器注水設備（ろ過水タンク，純水タンク及び原水地下タンク），

その他安全確保設備等のうち，放射性固体廃棄物等の管理施設及び関連施設（雑固体廃棄物焼却

設備及び増設雑固体廃棄物焼却設備），大型機器除染設備並びに減容処理設備の運用に関する業

務を行う。 

 

（中略） 

 

 

（保安に関する職務） 

第５条 

保安に関する職務のうち，本社組織の職務は次のとおり。 

（１）社長は，トップマネジメントとして，管理責任者を指揮し，品質マネジメントシステムの構築，

実施，維持，改善に関して，保安活動を統轄するとともに，関係法令及び保安規定の遵守の意識

を定着させるための活動並びに健全な安全文化を育成及び維持するための活動を統轄する。ま

た，保安に関する組織（原子炉主任技術者を含む。）から適宜報告を求め，「原子力リスク管理基

本マニュアル」及び｢トラブル等の報告マニュアル｣に基づき，原子力安全を最優先し必要な指示

を行う。 

 

（中略） 

 

２．保安に関する職務のうち，発電所組織の職務は次のとおり。なお，保全のために行う設計，建設・

設置及び保守管理については，第６８条（施設管理計画）に基づき実施する。 

（１）所長は，廃炉・汚染水対策最高責任者を補佐し，発電所における保安に関する業務を統括し，そ

の際には主任技術者の意見を尊重する。 

 

（中略） 

 

（11）敷地全般管理・対応プログラム部は，５号炉及び６号炉に係る原子炉施設，屋外エリアのプロジ

ェクトの計画及び管理に関する業務（各プログラム部長が所管する業務を除く。）を行う。 

（12）ＡＬＰＳ処理水プログラム部は，１～４号炉に係る安全確保設備等のうち，多核種除去設備等に

より，トリチウム以外の放射性物質を告示濃度限度比総和１未満まで浄化処理した水（以下，Ａ

ＬＰＳ処理水という。）の海洋放出に関連する設備のプロジェクトの計画及び管理，運用方法の

検討並びにＡＬＰＳ処理水希釈放出設備の運転計画に関する業務並びにこれらに係る機械設備

及び土木設備の設計及び建設・設置に関する業務を行う。また，ＡＬＰＳ処理水の分析の計画に

関する業務を行う。 

（13）機械技術グループは，機械設備の設計に関する業務（機械技術ＧＭ以外の各プログラム部長及び

各ＧＭが所管する業務を除く。）を行う。 

 

（中略） 

 

（25）５・６号当直は，５号炉及び６号炉に係る原子炉施設，その他安全確保設備等のうち，放射性固

体廃棄物等の管理施設及び関連施設の運転管理に関する業務（５・６号当直長以外の各プログラ

ム部長及び各ＧＭが所管する業務を除く。）を行う。 

（26）水処理当直は，１～４号炉に係る安全確保設備等のうち，汚染水処理設備等，滞留水を貯留する

建屋，多核種除去設備等，サブドレン他水処理施設（地下水ドレン集水設備を除く。）及びＡＬ

ＰＳ処理水希釈放出設備の運転管理（運用支援ＧＭ，作業管理ＧＭ及び水処理計画ＧＭが所管す

る業務を除く。）に関する業務を行う。 

（27）運用支援グループは，１～４号炉に係る安全確保設備等，５号炉及び６号炉に係る原子炉施設，

その他安全確保設備等のうち，使用済燃料共用プール設備，放射性固体廃棄物等の管理施設及び

関連施設（雑固体廃棄物焼却設備及び増設雑固体廃棄物焼却設備を除く。）の運転管理のうち，

マニュアル・手順書及び設備管理に関する業務を行う。また，１～４号炉に係る安全確保設備等

のうち，原子炉圧力容器・格納容器注水設備（ろ過水タンク，純水タンク及び原水地下タンク），

その他安全確保設備等のうち，放射性固体廃棄物等の管理施設及び関連施設（雑固体廃棄物焼却

設備及び増設雑固体廃棄物焼却設備），大型機器除染設備並びに減容処理設備の運用に関する業

務を行う。 

 

（中略） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＡＬＰＳ処理水海洋放出運用

体制変更に伴う変更 
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福島第一原子力発電所 特定原子力施設に係る実施計画変更比較表（第Ⅲ章 第１編） 

2 

変 更 前 変 更 後 変 更 理 由 

 

（34）処理設備グループは，１～４号炉に係る安全確保設備等のうち，汚染水処理設備等及び多核種除

去設備等に係る機械設備の建設・設置及び保守管理に関する業務（地下水対策設備ＧＭ，貯留設

備ＧＭが所管する業務を除く。）を行う。 

（35）貯留設備グループは，１～４号炉に係る安全確保設備等のうち，汚染水処理設備等（貯留設備）

の土木設備の保守管理，汚染水処理設備等（貯留設備の付帯設備）並びに雨水処理設備等の建設・

設置及び保守管理に関する業務を行う。 

（36）電気設備保守グループは，電気設備の保守管理並びに電源車の運用及び保守管理に関する業務（配

電・電路ＧＭ及び建築設備保守ＧＭが所管する業務を除く。）を行う。 

（37）電気設備建設グループは，電気設備の建設・設置に関する業務（配電・電路ＧＭが所管する業務

を除く。）を行う。 

（38）燃料計装設備グループは，計装設備の建設・設置及び保守管理に関する業務（燃料計装設備ＧＭ

以外の各プログラム部長及び各ＧＭが所管する業務を除く。）を行う。 

（39）水処理計装設備グループは，１～４号炉に係る安全確保設備等のうち，汚染水処理設備等，滞留

水を貯留する建屋，多核種除去設備等，サブドレン他水処理施設，油処理装置，３号機原子炉格

納容器内取水設備，５号炉及び６号炉に係る原子炉施設のうち，５・６号炉仮設設備（滞留水貯

留設備），その他安全確保設備等のうち，放射性固体廃棄物等の管理施設及び関連施設，放射性

物質分析・研究施設第１棟，大型機器除染設備並びに減容処理設備に係る計装設備の建設・設置

及び保守管理に関する業務を行う。また，１～４号炉に係る安全確保設備等のうち，ＡＬＰＳ処

理水の海洋放出に関連する設備に係る計装設備の建設・設置に関する業務を行う。 

（40）土木基盤設備グループは，土木設備の建設・設置及び保守管理に関する業務（土木基盤設備ＧＭ

以外の各プログラム部長及び各ＧＭが所管する業務を除く。）を行う。 

 

（省略） 

 

 

（34）処理設備グループは，１～４号炉に係る安全確保設備等のうち，汚染水処理設備等及び多核種除

去設備等に係る機械設備の建設・設置及び保守管理に関する業務（地下水対策設備ＧＭ，貯留設

備ＧＭが所管する業務を除く。）を行う。 

（35）貯留設備グループは，１～４号炉に係る安全確保設備等のうち，汚染水処理設備等（貯留設備）

の土木設備及びＡＬＰＳ処理水希釈放出設備の機械設備の保守管理並びに汚染水処理設備等（貯

留設備の付帯設備）及び雨水処理設備等の建設・設置及び保守管理に関する業務を行う。 

（36）電気設備保守グループは，電気設備の保守管理並びに電源車の運用及び保守管理に関する業務（配

電・電路ＧＭ及び建築設備保守ＧＭが所管する業務を除く。）を行う。 

（37）電気設備建設グループは，電気設備の建設・設置に関する業務（配電・電路ＧＭが所管する業務

を除く。）を行う。 

（38）燃料計装設備グループは，計装設備の建設・設置及び保守管理に関する業務（燃料計装設備ＧＭ

以外の各プログラム部長及び各ＧＭが所管する業務を除く。）を行う。 

（39）水処理計装設備グループは，１～４号炉に係る安全確保設備等のうち，汚染水処理設備等，滞留

水を貯留する建屋，多核種除去設備等，サブドレン他水処理施設，油処理装置，３号機原子炉格

納容器内取水設備，ＡＬＰＳ処理水希釈放出設備，５号炉及び６号炉に係る原子炉施設のうち，

５・６号炉仮設設備（滞留水貯留設備），その他安全確保設備等のうち，放射性固体廃棄物等の

管理施設及び関連施設，放射性物質分析・研究施設第１棟，大型機器除染設備並びに減容処理設

備に係る計装設備の建設・設置及び保守管理に関する業務を行う。 

 

（40）土木基盤設備グループは，土木設備の建設・設置及び保守管理に関する業務（土木基盤設備ＧＭ

以外の各プログラム部長及び各ＧＭが所管する業務を除く。）を行う。 

 

（省略） 

 

 

 

 

 

 

ＡＬＰＳ処理水海洋放出運用

体制変更に伴う変更 
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福島第一原子力発電所 特定原子力施設に係る実施計画変更比較表（第Ⅲ章 第１編） 

3 

変 更 前 変 更 後 変 更 理 由 

 

附  則 
 

 

 

 

 

 

 

 

附則（令和５年４月１７日 原規規発第 23041712号） 

（施行期日） 

第１条 

この規定は，令和５年４月２７日から施行する。 

２．添付１（管理区域図）の全体図及び添付２（管理対象区域図）の全体図の変更は，それぞれの区域

の変更をもって適用することとし，それまでの間は従前の例による。 

 

（省略） 

 

 

附  則 
 

附則（                      ） 

（施行期日） 

第１条 

この規定は，原子力規制委員会の認可を受けた日から１０日以内に施行する。 

２．第５条については，ＡＬＰＳ処理水希釈放出設備の運用を開始した時点から適用することとし，そ

れまでの間は従前の例による。 

 

附則（令和５年４月１７日 原規規発第 23041712号） 

（施行期日） 

第１条 

この規定は，令和５年４月２７日から施行する。 

２．添付１（管理区域図）の全体図及び添付２（管理対象区域図）の全体図の変更は，それぞれの区域

の変更をもって適用することとし，それまでの間は従前の例による。 

 

（省略） 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

12



福島第一原子力発電所 特定原子力施設に係る実施計画変更比較表（第Ⅲ章 第２編） 

1 

変 更 前 変 更 後 変 更 理 由 

 

（保安に関する職務） 

第５条 

保安に関する職務のうち，本社組織の職務は次のとおり。 

（１）社長は，トップマネジメントとして，管理責任者を指揮し，品質マネジメントシステムの構築，

実施，維持，改善に関して，保安活動を統轄するとともに，関係法令及び保安規定の遵守の意識

を定着させるための活動並びに健全な安全文化を育成及び維持するための活動を統轄する。ま

た，保安に関する組織（原子炉主任技術者を含む。）から適宜報告を求め，「原子力リスク管理基

本マニュアル」及び｢トラブル等の報告マニュアル｣に基づき，原子力安全を最優先し必要な指示

を行う。 

 

（中略） 

 

２．保安に関する職務のうち，発電所組織の職務は次のとおり。なお，保全のために行う設計，建設・

設置及び保守管理については，第１０７条（施設管理計画）に基づき実施する。 

（１）所長は，廃炉・汚染水対策最高責任者を補佐し，発電所における保安に関する業務を統括し，そ

の際には主任技術者の意見を尊重する。 

 

（中略） 

 

（11）敷地全般管理・対応プログラム部は，５号炉及び６号炉に係る原子炉施設，屋外エリアのプロジ

ェクトの計画及び管理に関する業務（各プログラム部長が所管する業務を除く。）を行う。 

（12）ＡＬＰＳ処理水プログラム部は，１～４号炉に係る安全確保設備等のうち，多核種除去設備等に

より，トリチウム以外の放射性物質を告示濃度限度比総和１未満まで浄化処理した水（以下，Ａ

ＬＰＳ処理水という。）の海洋放出に関連する設備のプロジェクトの計画及び管理，運用方法の

検討に関する業務並びにこれらに係る機械設備及び土木設備の設計及び建設・設置に関する業務

を行う。また，ＡＬＰＳ処理水の分析の計画に関する業務を行う。 

 

（13）機械技術グループは，機械設備の設計に関する業務（機械技術ＧＭ以外の各プログラム部長及び

各ＧＭが所管する業務を除く。）を行う。 

 

（中略） 

 

（25）５・６号当直は，５号炉及び６号炉に係る原子炉施設，その他安全確保設備等のうち，放射性固

体廃棄物等の管理施設及び関連施設の運転管理に関する業務（５・６号当直長以外の各プログラ

ム部長及び各ＧＭが所管する業務を除く。）を行う。 

（26）水処理当直は，１～４号炉に係る安全確保設備等のうち，汚染水処理設備等，滞留水を貯留する

建屋，多核種除去設備等及びサブドレン他水処理施設（地下水ドレン集水設備を除く。）の運転

管理（運用支援ＧＭ，作業管理ＧＭ及び水処理計画ＧＭが所管する業務を除く。）に関する業務

を行う。 

（27）運用支援グループは，１～４号炉に係る安全確保設備等，５号炉及び６号炉に係る原子炉施設，

その他安全確保設備等のうち，使用済燃料共用プール設備，放射性固体廃棄物等の管理施設及び

関連施設（雑固体廃棄物焼却設備及び増設雑固体廃棄物焼却設備を除く。）の運転管理のうち，

マニュアル・手順書及び設備管理に関する業務を行う。また，１～４号炉に係る安全確保設備等

のうち，原子炉圧力容器・格納容器注水設備（ろ過水タンク，純水タンク及び原水地下タンク），

その他安全確保設備等のうち，放射性固体廃棄物等の管理施設及び関連施設（雑固体廃棄物焼却

設備及び増設雑固体廃棄物焼却設備），大型機器除染設備並びに減容処理設備の運用に関する業

務を行う。 

 

（中略） 

 

 

（保安に関する職務） 

第５条 

保安に関する職務のうち，本社組織の職務は次のとおり。 

（１）社長は，トップマネジメントとして，管理責任者を指揮し，品質マネジメントシステムの構築，

実施，維持，改善に関して，保安活動を統轄するとともに，関係法令及び保安規定の遵守の意識

を定着させるための活動並びに健全な安全文化を育成及び維持するための活動を統轄する。ま

た，保安に関する組織（原子炉主任技術者を含む。）から適宜報告を求め，「原子力リスク管理基

本マニュアル」及び｢トラブル等の報告マニュアル｣に基づき，原子力安全を最優先し必要な指示

を行う。 

 

（中略） 

 

２．保安に関する職務のうち，発電所組織の職務は次のとおり。なお，保全のために行う設計，建設・

設置及び保守管理については，第１０７条（施設管理計画）に基づき実施する。 

（１）所長は，廃炉・汚染水対策最高責任者を補佐し，発電所における保安に関する業務を統括し，そ

の際には主任技術者の意見を尊重する。 

 

（中略） 

 

（11）敷地全般管理・対応プログラム部は，５号炉及び６号炉に係る原子炉施設，屋外エリアのプロジ

ェクトの計画及び管理に関する業務（各プログラム部長が所管する業務を除く。）を行う。 

（12）ＡＬＰＳ処理水プログラム部は，１～４号炉に係る安全確保設備等のうち，多核種除去設備等に

より，トリチウム以外の放射性物質を告示濃度限度比総和１未満まで浄化処理した水（以下，Ａ

ＬＰＳ処理水という。）の海洋放出に関連する設備のプロジェクトの計画及び管理，運用方法の

検討並びにＡＬＰＳ処理水希釈放出設備の運転計画に関する業務並びにこれらに係る機械設備

及び土木設備の設計及び建設・設置に関する業務を行う。また，ＡＬＰＳ処理水の分析の計画に

関する業務を行う。 

（13）機械技術グループは，機械設備の設計に関する業務（機械技術ＧＭ以外の各プログラム部長及び

各ＧＭが所管する業務を除く。）を行う。 

 

（中略） 

 

（25）５・６号当直は，５号炉及び６号炉に係る原子炉施設，その他安全確保設備等のうち，放射性固

体廃棄物等の管理施設及び関連施設の運転管理に関する業務（５・６号当直長以外の各プログラ

ム部長及び各ＧＭが所管する業務を除く。）を行う。 

（26）水処理当直は，１～４号炉に係る安全確保設備等のうち，汚染水処理設備等，滞留水を貯留する

建屋，多核種除去設備等，サブドレン他水処理施設（地下水ドレン集水設備を除く。）及びＡＬ

ＰＳ処理水希釈放出設備の運転管理（運用支援ＧＭ，作業管理ＧＭ及び水処理計画ＧＭが所管す

る業務を除く。）に関する業務を行う。 

（27）運用支援グループは，１～４号炉に係る安全確保設備等，５号炉及び６号炉に係る原子炉施設，

その他安全確保設備等のうち，使用済燃料共用プール設備，放射性固体廃棄物等の管理施設及び

関連施設（雑固体廃棄物焼却設備及び増設雑固体廃棄物焼却設備を除く。）の運転管理のうち，

マニュアル・手順書及び設備管理に関する業務を行う。また，１～４号炉に係る安全確保設備等

のうち，原子炉圧力容器・格納容器注水設備（ろ過水タンク，純水タンク及び原水地下タンク），

その他安全確保設備等のうち，放射性固体廃棄物等の管理施設及び関連施設（雑固体廃棄物焼却

設備及び増設雑固体廃棄物焼却設備），大型機器除染設備並びに減容処理設備の運用に関する業

務を行う。 

 

（中略） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＡＬＰＳ処理水海洋放出運用

体制変更に伴う変更 

13



福島第一原子力発電所 特定原子力施設に係る実施計画変更比較表（第Ⅲ章 第２編） 

2 

変 更 前 変 更 後 変 更 理 由 

 

（34）処理設備グループは，１～４号炉に係る安全確保設備等のうち，汚染水処理設備等及び多核種除

去設備等に係る機械設備の建設・設置及び保守管理に関する業務（地下水対策設備ＧＭ，貯留設

備ＧＭが所管する業務を除く。）を行う。 

（35）貯留設備グループは，１～４号炉に係る安全確保設備等のうち，汚染水処理設備等（貯留設備）

の土木設備の保守管理，汚染水処理設備等（貯留設備の付帯設備）並びに雨水処理設備等の建設・

設置及び保守管理に関する業務を行う。 

（36）電気設備保守グループは，電気設備の保守管理並びに電源車の運用及び保守管理に関する業務（配

電・電路ＧＭ及び建築設備保守ＧＭが所管する業務を除く。）を行う。 

（37）電気設備建設グループは，電気設備の建設・設置に関する業務（配電・電路ＧＭが所管する業務

を除く。）を行う。 

（38）燃料計装設備グループは，計装設備の建設・設置及び保守管理に関する業務（燃料計装設備ＧＭ

以外の各プログラム部長及び各ＧＭが所管する業務を除く。）を行う。 

（39）水処理計装設備グループは，１～４号炉に係る安全確保設備等のうち，汚染水処理設備等，滞留

水を貯留する建屋，多核種除去設備等，サブドレン他水処理施設，油処理装置，３号機原子炉格

納容器内取水設備，５号炉及び６号炉に係る原子炉施設のうち，５・６号炉仮設設備（滞留水貯

留設備），その他安全確保設備等のうち，放射性固体廃棄物等の管理施設及び関連施設，放射性

物質分析・研究施設第１棟，大型機器除染設備並びに減容処理設備に係る計装設備の建設・設置

及び保守管理に関する業務を行う。また，１～４号炉に係る安全確保設備等のうち，ＡＬＰＳ処

理水の海洋放出に関連する設備に係る計装設備の建設・設置に関する業務を行う。 

（40）土木基盤設備グループは，土木設備の建設・設置及び保守管理に関する業務（土木基盤設備ＧＭ

以外の各プログラム部長及び各ＧＭが所管する業務を除く。）を行う。 

 

（省略） 

 

 

（34）処理設備グループは，１～４号炉に係る安全確保設備等のうち，汚染水処理設備等及び多核種除

去設備等に係る機械設備の建設・設置及び保守管理に関する業務（地下水対策設備ＧＭ，貯留設

備ＧＭが所管する業務を除く。）を行う。 

（35）貯留設備グループは，１～４号炉に係る安全確保設備等のうち，汚染水処理設備等（貯留設備）

の土木設備及びＡＬＰＳ処理水希釈放出設備の機械設備の保守管理並びに汚染水処理設備等（貯

留設備の付帯設備）及び雨水処理設備等の建設・設置及び保守管理に関する業務を行う。 

（36）電気設備保守グループは，電気設備の保守管理並びに電源車の運用及び保守管理に関する業務（配

電・電路ＧＭ及び建築設備保守ＧＭが所管する業務を除く。）を行う。 

（37）電気設備建設グループは，電気設備の建設・設置に関する業務（配電・電路ＧＭが所管する業務

を除く。）を行う。 

（38）燃料計装設備グループは，計装設備の建設・設置及び保守管理に関する業務（燃料計装設備ＧＭ

以外の各プログラム部長及び各ＧＭが所管する業務を除く。）を行う。 

（39）水処理計装設備グループは，１～４号炉に係る安全確保設備等のうち，汚染水処理設備等，滞留

水を貯留する建屋，多核種除去設備等，サブドレン他水処理施設，油処理装置，３号機原子炉格

納容器内取水設備，ＡＬＰＳ処理水希釈放出設備，５号炉及び６号炉に係る原子炉施設のうち，

５・６号炉仮設設備（滞留水貯留設備），その他安全確保設備等のうち，放射性固体廃棄物等の

管理施設及び関連施設，放射性物質分析・研究施設第１棟，大型機器除染設備並びに減容処理設

備に係る計装設備の建設・設置及び保守管理に関する業務を行う。 

 

（40）土木基盤設備グループは，土木設備の建設・設置及び保守管理に関する業務（土木基盤設備ＧＭ

以外の各プログラム部長及び各ＧＭが所管する業務を除く。）を行う。 

 

（省略） 

 

 

 

 

 

 

ＡＬＰＳ処理水海洋放出運用

体制変更に伴う変更 
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福島第一原子力発電所 特定原子力施設に係る実施計画変更比較表（第Ⅲ章 第２編） 

3 

変 更 前 変 更 後 変 更 理 由 

 

附  則 
 

 

 

 

 

 

 

 

附則（令和５年４月１７日 原規規発第 23041712号） 

（施行期日） 

第１条 

この規定は，令和５年４月２７日から施行する。 

２．添付１（管理区域図）の全体図及び添付２（管理対象区域図）の全体図の変更は，それぞれの区域

の変更をもって適用することとし，それまでの間は従前の例による。 

 

（省略） 

 

 

附  則 
 

附則（                      ） 

（施行期日） 

第１条 

この規定は，原子力規制委員会の認可を受けた日から１０日以内に施行する。 

２．第５条については，ＡＬＰＳ処理水希釈放出設備の運用を開始した時点から適用することとし，そ

れまでの間は従前の例による。 

 

附則（令和５年４月１７日 原規規発第 23041712号） 

（施行期日） 

第１条 

この規定は，令和５年４月２７日から施行する。 

２．添付１（管理区域図）の全体図及び添付２（管理対象区域図）の全体図の変更は，それぞれの区域

の変更をもって適用することとし，それまでの間は従前の例による。 

 

（省略） 
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福島第一原子力発電所 特定原子力施設に係る実施計画変更比較表（第Ⅲ章 3.1.9 ALPS処理水希釈放出設備の運転管理について） 

1 

変 更 前 変 更 後 変 更 理 由 

1.9 ALPS処理水希釈放出設備の運転管理について 

 

（中略） 

 

1.9.2 ALPS処理水希釈放出設備の運転管理 

 

（中略） 

 

1.9.2.3 受入，測定・確認，放出工程における基本的な手順 

 

（中略） 

 

 

 

 

 

 

 

図－３ 受入，測定・確認，放出工程の手順 
（中略） 

 

 

1.9 ALPS処理水希釈放出設備の運転管理について 

 

（中略） 

 

1.9.2 ALPS処理水希釈放出設備の運転管理 

 

（中略） 

 

1.9.2.3 受入，測定・確認，放出工程における基本的な手順 

 

（中略） 

 

 

 

 

 

 

 

図－３ 受入，測定・確認，放出工程の手順 

（中略） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

機器動作順序/作業手順の改善

による記載の変更 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

機器動作順序の改善による記

載の変更 

記載の適正化 

 

 

 

 

 

 

放出可否/分析結果通知 
放出可否/分析結果通知 
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福島第一原子力発電所 特定原子力施設に係る実施計画変更比較表（第Ⅲ章 3.1.9 ALPS処理水希釈放出設備の運転管理について） 

2 

変 更 前 変 更 後 変 更 理 由 

1.9.2.4 測定・確認工程運用手順 

 

（中略） 

 

 
図－４ 測定・確認工程フロー 

（中略） 

 
図－６ 測定・確認工程の設備状態（起動～運転） 

（中略） 

 

 

1.9.2.4 測定・確認工程運用手順 

 

（中略） 

 

 
 

図－４ 測定・確認工程フロー 

（中略） 

 
図－６ 測定・確認工程の設備状態（起動～運転） 

（中略） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

機器動作順序/作業手順の改善

による記載の変更 

 

 

 

 

記載の適正化 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

機器動作順序/作業手順の改善

による記載の変更 
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福島第一原子力発電所 特定原子力施設に係る実施計画変更比較表（第Ⅲ章 3.1.9 ALPS処理水希釈放出設備の運転管理について） 

3 

変 更 前 変 更 後 変 更 理 由 

 
図－７ 測定・確認工程の設備状態（運転～停止） 

 

1.9.2.5 放出工程運用手順 

 

（中略） 

 

 
図－８ 放出工程フロー 

 

（中略） 

 

 

図－７ 測定・確認工程の設備状態（運転～停止） 

 

1.9.2.5 放出工程運用手順 

 

（中略） 

 

 
図－８ 放出工程フロー 

 

（中略） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

機器動作順序/作業手順の改善

による記載の変更 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

記載の適正化 
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福島第一原子力発電所 特定原子力施設に係る実施計画変更比較表（第Ⅲ章 3.1.9 ALPS処理水希釈放出設備の運転管理について） 

4 

変 更 前 変 更 後 変 更 理 由 

 
 

図－１５ 放出工程の設備状態（放出操作～ALPS処理水移送開始） 

 

 
 

図－１６ 放出工程の設備状態（放出完了～設備停止） 

 

 

 

 

図－１５ 放出工程の設備状態（放出操作～ALPS処理水移送開始） 

 

 
 

図－１６ 放出工程の設備状態（放出完了～設備停止） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

記載の適正化 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

機器動作順序の改善による記

載の変更 
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福島第一原子力発電所 特定原子力施設に係る実施計画変更比較表（第Ⅲ章 3.1.9 ALPS処理水希釈放出設備の運転管理について） 

5 

変 更 前 変 更 後 変 更 理 由 

1.9.3 異常事象発生時等の対応 

 

（中略） 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－１７ 放出工程時の通常停止及び緊急停止フロー 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1.9.3 異常事象発生時等の対応 

 

（中略） 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－１７ 放出工程時の通常停止及び緊急停止フロー 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

記載の適正化 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

機器動作順序の改善による記

載の変更 

 

 

記載の適正化 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※:「⑨緊急遮断弁盤両系通信異常」は、緊

急遮断弁の制御盤の通信異常を想定し

ており、系統の運転は問題ないことが

想定されることから、通常の放出停止

と同様の設備動作を計画。 

※:「⑨緊急遮断弁盤両系通信異常」は、緊

急遮断弁の制御盤の通信異常を想定し

ており、系統の運転は問題ないことが

想定されることから、通常の放出停止

と同様の設備動作を計画。 
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福島第一原子力発電所 特定原子力施設に係る実施計画変更比較表（第Ⅲ章 3.1.9 ALPS処理水希釈放出設備の運転管理について） 

6 

変 更 前 変 更 後 変 更 理 由 

 
 

図－１８ 放出工程の設備状態（緊急停止） 

（中略） 

 

（現行記載なし） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（以下省略） 

図－１８ 放出工程の設備状態（緊急停止） 

（中略） 

 

また，前述の「海域モニタリングでの異常値」とは，迅速に状況を把握するために行う分析の結

果から海水中のトリチウム濃度が以下の①又は②に該当する場合を言う。 

 

①：放出口付近においては，政府方針で定める放出時のトリチウム濃度の上限値である 1,500Bq/L

を，設備や測定の不確かさを考慮しても上回らないように設定された放出時の運用値の上限

を超えた場合 

②：①の範囲の外側においては，分析結果に関して，明らかに異常と判断される値が得られた場

合 

 

ここで，①及び②ともに，評価対象とする試料採取地点は，トリチウムの拡散シミュレーション

等をもとに定めた総合モニタリング計画の試料採取地点の中から選定することとし，具体的な試料

採取地点，異常と判断する設定値，及び一旦海洋放出を停止した後に海洋放出を再開する場合の確

認事項等，運用上必要な事項については，別途社内マニュアルで定める。 

 

なお，上記に加えて，総合モニタリング計画に基づくモニタリング全体において通常と異なる状

況等が確認・判断された場合には，必要な対応を行う。 

 

（以下省略） 

 

 

 

 

機器動作順序の改善による記

載の変更 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

海域モニタリングにおける異

常値の考え方について追記 
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福島第一原子力発電所 特定原子力施設に係る実施計画変更比較表（第Ⅲ章 第 3編 （保安に係る補足説明） 2.1 放射性廃棄物等の管理） 

1 

変 更 前 変 更 後 変 更 理 由 

2 放射性廃棄物等の管理に関する補足説明 

 

2.1 放射性廃棄物等の管理 

 

（中略） 

 

2.1.2 放射性液体廃棄物等の管理 

 

（中略） 

 

(5) 排水管理の方法 

 

（中略） 

 

なお，ALPS 処理水中のトリチウム以外の放射性核種の特定及びその後の測定・評価の対象とする放射

性核種の選定の考え方は以下の通り。 

 

・多核種除去設備等処理水の主要 7核種に炭素 14及びテクネチウム 99 を加えた放射能濃度の分析結果

の合計値と全β測定値において，現行の 64 核種以外の放射性核種の存在を疑わせるようなかい離は

認められていないことや，ALPS 処理水を海洋放出する時点においては，十分に減衰して存在量が十分

少なくなっている ALPS 除去対象核種も考えられること等から，トリチウム以外の放射性核種の告示

濃度限度比総和 1未満を満足すると考えている。 

・この上で，告示濃度限度比総和 1未満を満足することを確実なものとするため，国内における廃止措

置や埋設施設に関する知見を踏まえ，汚染水中に有意に存在するか徹底的に検証を実施した上で，測

定・評価の対象とする放射性核種を選定する。 

 

（中略） 

 

2.1.2.4 添付資料 

添付資料－１ サブドレン他水処理施設の排水管理に関する運用について 

添付資料－２ サブドレン他水処理施設の排水に係る評価対象核種について 

添付資料－３ サブドレン他水処理施設の排水管理を行う核種選定実施のための確認対象核種につい

て 

添付資料－４ 確認対象核種の再選定について（事故発災から 5年経過後の減衰等を考慮した見直し） 

 

 

 

（中略） 

 

 

 

 

 

（現行記載なし） 

 

 

2 放射性廃棄物等の管理に関する補足説明 

 

2.1 放射性廃棄物等の管理 

 

（中略） 

 

2.1.2 放射性液体廃棄物等の管理 

 

（中略） 

 

(5) 排水管理の方法 

 

（中略） 

 

なお，ALPS 処理水中のトリチウム以外の放射性核種の特定及びその後の測定・評価の対象とする放

射性核種（以下「測定・評価対象核種」という。）の選定の考え方は添付資料－５の通り。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

（中略） 

 

2.1.2.4 添付資料 

添付資料－１ サブドレン他水処理施設の排水管理に関する運用について 

添付資料－２ サブドレン他水処理施設の排水に係る評価対象核種について 

添付資料－３ サブドレン他水処理施設の排水管理を行う核種選定実施のための確認対象核種につい

て 

添付資料－４ 確認対象核種の再選定について（事故発災から 5年経過後の減衰等を考慮した見直

し） 

添付資料－５ ALPS 処理水海洋放出時の測定・評価対象核種の選定について 

 

（中略） 

 

添付資料－５ 

 

ALPS 処理水海洋放出時の測定・評価対象核種の選定について 

 

（新規記載） 

 

（以下省略） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ALPS 処理水海洋放出時の測定・

評価対象核種の選定について、

添付資料に記載するため、記載

の変更及び削除。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ALPS 処理水海洋放出時の測定・

評価対象核種の選定について

を追加 

 

 

 

ALPS 処理水海洋放出時の測定・

評価対象核種の選定について

を追加 
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福島第一原子力発電所 特定原子力施設に係る実施計画変更比較表（第Ⅲ章 第 3編 （保安に係る補足説明） 2.2 線量評価） 

1 

変 更 前 変 更 後 変 更 理 由 

2.2 線量評価 

 

（中略） 

 

2.2.3 放射性液体廃棄物等の線量評価 

2.2.3.1 線量評価の方法 

（1）評価対象核種 

ALPS 処理水については，トリチウム及びトリチウム以外の放射性核種を評価対象とする。なお，トリ

チウム以外の対象放射性核種の選定の考え方は，「3.2.1.2.3(5)排水管理の方法」を参照。 

 

（以下省略） 

2.2 線量評価 

 

（中略） 

 

2.2.3 放射性液体廃棄物等の線量評価 

2.2.3.1 線量評価の方法 

（1）評価対象核種 

ALPS 処理水については，トリチウム及びトリチウム以外の放射性核種を評価対象とする。なお，ト

リチウム以外の対象放射性核種の選定の考え方は，「Ⅲ 第 3編 2.1.2 放射性液体廃棄物等の管理」を

参照。 

 

（以下省略） 

 

 

 

 

 

 

 

 

記載の適正化 
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福島第一原子力発電所 特定原子力施設に係る実施計画変更比較表（参考資料） 

1 

変 更 前 変 更 後 変 更 理 由 

参考資料 

 

「東京電力ホールディングス株式会社福島第一原子力発電所における多核種除去設備等処理水の処分

に関する基本方針」を踏まえた対応について 

 

（中略） 

 

上記⑥の人および環境への放射線の影響について，2022年 4月時点における設計段階の評価結果を添

付する。 

 

（中略） 

 

添付資料－２ ALPS処理水の海洋放出に係る放射線影響評価報告書（設計段階・改訂版） 

 

 
 

参考資料 

 

「東京電力ホールディングス株式会社福島第一原子力発電所における多核種除去設備等処理水の処分

に関する基本方針」を踏まえた対応について 

 

（中略） 

 

上記⑥の人および環境への放射線の影響について，2023年 2月時点における建設段階の評価結果を添

付する。 

 

（中略） 

 

添付資料－２ ALPS処理水の海洋放出に係る放射線環境影響評価報告書（建設段階・改訂版） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

放射線環境影響評価報告書改

訂に伴う変更 

 

 

 

放射線環境影響評価報告書改

訂に伴う変更 
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福島第一原子力発電所 特定原子力施設に係る実施計画変更比較表（参考資料 添付資料 1） 

1 

変 更 前 変 更 後 変 更 理 由 

添付資料－１ 

 

政府方針を踏まえた対応について 

 

（中略） 

 

別紙－２ 

 

海洋放出初期の少量放出の方法の補足説明 

 

ALPS 処理水の海洋放出にあたって，測定・確認用設備において測定・確認済みの ALPS 処理水（約 1 万

m3/タンク群）ごとに，希釈放出することにしている。このとき，政府方針を踏まえて，初期段階では

慎重に少量での放出から開始するが，次の 2段階で実施し，必要な検証を実施する。 

 

第 1 段階：ALPS 処理水希釈放出設備により，想定通り希釈できていることを確認することを目的に，

放水立坑（上流水槽）を使用し，少量の ALPS 処理水等を希釈後，トリチウム濃度を直接

確認した後に海洋放出する。（1．第 1段階の運用方法 参照） 

 

第 2 段階：ALPS 処理水希釈放出設備及び関連施設の運用手順を確実に実施できることを確認するこ

と，及び海洋放出により海水中のトリチウム濃度に想定以上の変化がないことを確認する

ことを目的に，ALPS 処理水の放出量および放出間隔を調整しながら海洋放出する。第 2

段階の放出方法については，放出開始初年度の放出計画で定める。 

なお，第 2 段階終了後は，測定・確認用設備において測定済みの ALPS 処理水約 1 万 m3/タンク群を

連続放出，かつタンク群ごとの放出間隔を空けないで実施する。 

 

1．第 1段階の運用方法 

放水立坑（上流水槽）約 2,000m3を空にした後，海水移送ポンプ 1 台を運転し，少量（20m3以下）の

ALPS 処理水を流入させる。 

その後，放水立坑（上流水槽）から採水しトリチウム濃度を測定する。ALPS 処理水移送量と希釈海水

量から求めた計算上のトリチウム濃度とこれを比較し，同程度であることおよび 1,500Bq/L 未満である

ことを確認した後，再度希釈海水を流し海洋へ放出する。 

 

（中略） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

添付資料－１ 

 

政府方針を踏まえた対応について 

 

（中略） 

 

別紙－２ 

 

海洋放出初期の少量での放出の補足説明 

 

ALPS 処理水の海洋放出にあたって，測定・確認用設備において測定・確認済みの ALPS 処理水（約 1 万

m3/タンク群）ごとに，希釈放出することにしている。このとき，政府方針を踏まえて，通常放出に先立

つ初期段階では「慎重に少量での放出」から開始することとしており，必要な検証目的に応じて，次の

2段階で実施する。 

第 1段階：「トリチウム濃度の直接確認」という。 

ALPS 処理水希釈放出設備により，想定通り希釈できていることを確認することを目的に，

放水立坑（上流水槽）を使用し，極少量の ALPS 処理水を希釈後，トリチウム濃度を直接

確認し海洋放出する。 

第 2段階：「設備健全性及び運用手順等の確認放出」という。 

第 1段階に続き，ALPS 処理水希釈放出設備及び関連施設の運用手順を確実に実施できるこ

とを確認すること，及び海洋放出により海水中のトリチウム濃度に想定以上の変化がない

ことを確認することを目的に，測定・確認用設備に貯留している，第 1段階放出後の残り

（約 1万 m3）の ALPS 処理水を所定の計画に基づく方法で海洋放出する。 

 

 

1．運用方法 

放水立坑（上流水槽）約 2,000m3を空にした後，海水移送ポンプ 1 台を運転し，極少量（20m3以下）

の ALPS 処理水を流入させる。 

その後，放水立坑（上流水槽）から採水しトリチウム濃度を測定する。ALPS 処理水移送量と希釈海水

量から求めた計算上のトリチウム濃度とこれを比較し，同程度であること及び 1,500Bq/L 未満であるこ

とを確認する。引き続き，第 2段階として連続で海洋放出する。 

 

（中略） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

運用方法の検討を踏まえた,手

順の反映 
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福島第一原子力発電所 特定原子力施設に係る実施計画変更比較表（参考資料 添付資料 1） 

2 

変 更 前 変 更 後 変 更 理 由 

 

 
 

③放水立坑（上流水槽）が満水になる前

にポンプを停止し，放水立坑（上流水

槽）内の水を採水・測定する。（結果

が出るまで放出しない。） 

④トリチウム濃度を確認し，計算上のトリ

チウム濃度と実際の濃度が同程度であ

ること，及び 1,500Bq/L を下回っている

ことを確認できた後, 再度海水を流し，

放水立坑（上流水槽）内の水を海洋へ放

出する。 

 

図－１ 第 1段階の運用イメージ 

 

 

（中略） 

 
2．海域モニタリングによる海洋放出停止 

 
（中略） 

 
2.1 運用方法 

海洋拡散シミュレーション結果や放射線影響評価に用いた濃度などとの比較検討を行い，想定してい

る範囲内にあることを確認する。海域モニタリングにおける異常値については，ALPS処理水の放出前後

の海域モニタリング結果の変動範囲を見極めた上で適切に設定する。平常値の変動範囲を超えた場合に

は，他のモニタリング実施機関の結果も確認して，原因について調査を行う。平常値の変動範囲を大き

く超えるような異常値が検知されるような場合には，一旦海洋放出を停止し，当該地点の再測定のほか，

暫定的に範囲，頻度を拡充して周辺海域に異常がないことを確認する。 

なお，2022 年 4 月から海域モニタリングの分析結果を蓄積し，サブドレン・地下水ドレン処理済水，

地下水バイパス水，構内排水路に含まれるトリチウムなどによる海水濃度の変化などを海洋への放出前

の平常値として把握していく。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

③放水立坑（上流水槽）が満水になる前

にポンプを停止し，放水立坑（上流水

槽）内の水を採水・測定する。 

④トリチウム濃度を確認し，計算上のト

リチウム濃度と実際の濃度が同程度

であること，及び 1,500Bq/L を下回っ

ていることを確認する。 

⑤引き続き第 2段階に移行し，海水ポンプ

2 台以上を起動し海水流量が安定した

後に，ALPS 処理水移送ポンプを起動し

連続での海洋放出を行う。なお，第 1

段階で放水立坑（上流水槽）に貯留され

ていた水は，第 2段階における海水ポン

プ 2台以上の起動により，放水設備に排

水されることとなる。 

 

図－１ 少量での放出の運用イメージ 

（中略） 

 

2．海域モニタリングによる海洋放出停止 

 

（中略） 

 

2.1 海域モニタリングにおける異常に関する考え方 

海域モニタリングにおける異常値とは，迅速に状況を把握するために行う分析の結果から海水中のト

リチウム濃度が以下の①又は②に該当する場合を言う。 

 

①：放出口付近においては，政府方針で定める放出時のトリチウム濃度の上限値である 1,500Bq/L を，

設備や測定の不確かさを考慮しても上回らないように設定された放出時の運用値の上限を超え

た場合 

②：①の範囲の外側においては，分析結果に関して，明らかに異常と判断される値が得られた場合 

 

2.2 運用方法 

上記①及び②の評価対象とする試料採取地点は，トリチウムの拡散シミュレーション等をもとに定め

た総合モニタリング計画の試料採取地点の中から選定することとし，具体的な試料採取地点，異常と判

断する設定値，及び一旦海洋放出を停止した後に海洋放出を再開する場合の確認事項等，運用上必要な

事項については，別途社内マニュアルで定める。 

 
なお，上記に加えて，総合モニタリング計画に基づくモニタリング全体において通常と異なる状況等

が確認・判断された場合には，必要な対応を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

運用方法の検討を踏まえた,手

順の反映 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

海域モニタリングにおける異

常値の考え方（実施計画Ⅲ第 3

章 1.9.3）について反映 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

放水 
トンネル 

 

放水立坑 
（上流水槽） 

移送設備より 

採水・測定 

放水 
トンネル 

 

放水立坑 
（上流水槽） 

移送設備より 

ALPS 処理水 

海水 

放水 
トンネル 

 

放水立坑 
（上流水槽） 

移送設備より 

採水・測定 

放水 
トンネル 

 

放水立坑 
（上流水槽） 

移送設備より 

ALPS 処理水 

海水 
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福島第一原子力発電所 特定原子力施設に係る実施計画変更比較表（参考資料 添付資料 1） 

3 

変 更 前 変 更 後 変 更 理 由 

 

 
図－３ 発電所から 20km 圏内海域モニタリング図 

 

図－４ 発電所から 20km 圏外海域モニタリング図 

 

 
（以下省略） 

 

（記載の削除） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（記載の削除） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
（以下省略） 
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福島第一原子力発電所 特定原子力施設に係る実施計画変更比較表（参考資料_添付資料 2） 

1 

変 更 前 変 更 後 変 更 理 由 

添付資料－２ 

 

多核種除去設備等処理水（ALPS 処理水）の海洋放出に係る 

放射線影響評価報告書 

（設計段階・改訂版） 

 

2022 年 4月 

東京電力ホールディングス株式会社 

 

添付資料－２ 

 

多核種除去設備等処理水（ALPS 処理水）の海洋放出に係る 

放射線環境影響評価報告書 

（建設段階・改訂版） 

 

2023 年 2月 

東京電力ホールディングス株式会社 

 

 

 

 

時点更新に伴う記載の適正化 
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福島第一原子力発電所 特定原子力施設に係る実施計画変更比較表（参考資料_添付資料 2） 

2 

変 更 前 変 更 後 変 更 理 由 

エグゼクティブサマリー 

 

（中略） 

 

次に、2013 年に汚染水の貯蔵に伴うリスク問題が顕在化してから 6年以上もの長い間、専門家の間で

ALPS 処理水の取扱いについて複数の案が検討されてきた経緯（2 章）、本評価の目的（3章）、評価の考

え方（4 章）、ALPS による対象核種の除去の仕組みおよび ALPS 処理水放出設備の概要（5 章）をそれぞ

れ説明いたします。 

 

 

続く 6章および 7 章では、人および海生動植物への放射線影響評価に関して説明いたします。各章で

は、放射線影響評価の主要な構成要素であるソースターム、海水中の拡散・移行のモデリング、被ばく

経路、代表的個人・標準動植物の設定に関する考え方が詳述されています。 

 

（中略） 

 

社内外の専門家による上記の合理的かつ保守的な想定に基づき得られた放射線影響に関する評価結

果からは、①ALPS 処理水が福島第一原子力発電所の沖合約 1km の海底から放出された場合に、放出点近

傍の最も影響を受けると想定される人が受ける放射線による影響は、国際的なガイドラインに沿って定

められている我が国の安全基準と比べて、およそ 3 万分の１～3,000 分の 1程度と十分に小さいこと、

また、②福島第一原子力発電所周辺 10km×10km の海域に生息する動植物に与える影響も、ICRP が提唱

する、その水準を超えると当該動植物種に何らかの影響が生じることが懸念されるとされるレベル（誘

導考慮参考レベル）下限値のおよそ 50万分の１～2万分の 1程度にとどまること、さらに、③放出点か

ら離れた地域に及ぼす影響（トランスバウンダリー・インパクト）は検知できないほど小さい、という

評価が得られました。 

 

（中略） 

 

9 章では、ALPS 処理水の海洋放出に伴い実施するモニタリングの計画に関して説明いたします。これに

は、測定点、測定対象、頻度の増加など強化・拡充されたモニタリング計画が含まれ、7 章までに実施

した放射線影響評価の結果を踏まえて適切なものとなっています。 

 

 

（中略） 

 

本報告書の評価は、海洋放出に係る計画の設計段階で入手可能な情報を基に実施したものであり、昨

年 11 月に報告書を公表した後、当社における検討の進捗や意見募集により寄せられた意見、IAEA の専

門家によるレビュー、原子力規制委員会との議論等を踏まえて、評価を一部見直し、改訂したものです。

当社としては、今後、測定対象核種の厳密な選定を含む設計・運用に関する検討の進捗、各方面からの

意見、第三者評価によるクロスチェックなどを通じて得られる知見を反映し、評価をさらに見直し、必

要に応じこの報告書を改訂するとともに、放出計画等の必要な事項に反映していく予定です。 

 

 

なお、当社は、ALPS 処理水を放出する前に、希釈前の ALPS 処理水に含まれる放射性物質を分析し、

その結果を公表いたします。また、海洋放出開始当初は海洋放出前に混合・希釈の状況を直接確認し、

その結果も公表いたします。さらに、海洋放出の実施に当たっては、周辺環境に与える影響等を監視し

つつ、慎重に少量での放出から開始する計画であり、万が一、故障や停電などにより希釈設備等が機能

不全に陥った場合や、放出開始後のモニタリングにより異常値が検出された場合には、安全に放出でき

る状況が確立されたと確認できるまでの間、放出を停止することとし、人および海生動植物の安全確保

に最善の努力を尽くします。 

エグゼクティブサマリー 

 

（中略） 

 

次に、2013 年に汚染水の貯蔵に伴うリスク問題が顕在化してから 6年以上もの長い間、専門家の間で

ALPS 処理水の取扱いについて複数の案が検討されてきた経緯（2章）について記載しています。本報告

書では引き続いて、ALPS による処理、ALPS 処理水の希釈、管理されモニタリングされた ALPS 処理水の

放出に向け示された国の基本方針を踏まえた本放射線環境影響評価の目的（3 章）および評価の考え方

（4 章）の議論に進みます。5 章では、ALPS 処理水等の水質や特性、計画されている放出方法および放

出設備の概要を説明いたします。 

続く 6章および 7章では、人および海生動植物への放射線環境影響評価に関して説明いたします。各

章では、放射線環境影響評価の国際的な標準に沿ったソースターム、海水中の拡散・移行のモデリング、

被ばく経路、代表的個人・標準動植物の設定に関する考え方が詳述されています。 

 

（中略） 

 

社内外の専門家による上記の合理的かつ保守的な想定に基づき得られた放射線環境影響に関する評

価結果からは、①ALPS 処理水が福島第一原子力発電所の沖合約 1km の海底から放出された場合に、放出

点近傍の最も影響を受けると想定される人が受ける放射線による影響は、国際的なガイドラインに沿っ

て定められている我が国の安全基準と比べて、特に被ばくレベルはおよそ 50 万分の１～3 万分の 1 程

度と十分に小さいこと、また、②福島第一原子力発電所周辺 10km×10km の海域に生息する動植物に与

える被ばくレベルも、ICRP が提唱する、その被ばく範囲を超えると当該動植物種に何らかの影響が生じ

ることが懸念されるとされるレベル（誘導考慮参考レベル）下限値のおよそ 3,000 万分の１～100 万分

の 1程度にとどまること、さらに、③放出点から離れた地域に及ぼす影響（トランスバウンダリー・イ

ンパクト）は検知できないほど小さい、という評価が得られました。 

 

（中略） 

 

9 章では、ALPS 処理水の海洋放出に伴い実施するモニタリングの計画に関して説明いたします。これに

は、測定点、測定対象、頻度の増加など 2011 年の震災以降継続実施されている総合モニタリング計画

の強化・拡充が含まれ、7 章までに実施した放射線環境影響評価の結果を踏まえて適切なものとなって

います。 

 

（中略） 

 

2021 年 11 月、当社は設計段階における放射線環境影響評価報告書（本報告書の旧版にあたり、ALPS

処理水の海洋への希釈放出に関する計画の設計段階で入手可能な情報を元に行われた評価が含まれる）

を公表しました。2022 年 4 月には、当社における検討の進捗や意見募集により寄せられた意見、IAEA タ

スクフォースによるレビュー、原子力規制委員会との議論等を踏まえて評価を一部見直し、改訂しまし

た。これら議論や建設段階への進捗に照らし、当社はソースタームを改訂した放射線環境影響評価を

2022 年 11 月に公表しました。その後実施された、IAEA タスクフォースによる 2回目のレビュー、原子

力規制委員会との再度の議論等を踏まえて評価を一部見直し、今回改訂するものです。 

 

なお、当社は、ALPS 処理水を放出する前に、希釈前の ALPS 処理水に含まれる放射性物質を分析し、

その結果を公表いたします。また、海洋放出開始当初は海洋放出前に混合・希釈の状況を直接確認し、

その結果も速やかに公表いたします。さらに、海洋放出の実施に当たっては、周辺環境に与える影響等

を監視しつつ、慎重に少量での放出から開始する計画であり、万が一、故障や停電などにより希釈設備

等が機能不全に陥った場合や、放出開始後の強化されたモニタリングにより異常値がみられた場合に

は、安全に放出できる状況が確立されたと確認できるまでの間、放出を停止することとし、人および海

生動植物の安全確保に最善の努力を尽くします。 

放出を開始した後であっても、当社は、今後も、運用に関する検討の進捗、各方面からの意見、第三

者評価によるクロスチェックなどを通じて得られる知見を反映し、評価をさらに見直し、必要に応じて

この報告書を改訂するとともに、さらに必要な場合には放出計画等に反映していく予定です。 

 

 

 

 

 

記載の充実 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

測定・評価対象核種の選定に伴

う記載の適正化 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

記載の適正化及び記載の充実 

 

 

 

 

 

時点更新及び測定・評価対象核

種の選定に伴う記載の適正化

及び充実 
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9-3. 敷地外のモニタリング       152 

9-3-1. 東京電力による福島第一原子力発電所港湾外周辺の海域モニタリング  153 

9-3-2. 国および福島県によるモニタリング      161 

(1) 従前の国および福島県が実施している海域モニタリング   161 

a. 海水         161 

b. 海底土         162 

c. 海洋生物         162 

(2) 国が ALPS 処理水の海洋放出を受けて強化・拡充する海域モニタリング  162 

a. 海水         162 

b. 水生生物         164 

(3) 福島県が ALPS 処理水の海洋放出を受けて強化・拡充する海水モニタリング 166 

(4) 国が実施する海域モニタリングに係る IAEA との協力、IAEA 海洋モニタリング 168 

9-4. 異常時の措置        169 

9-5. モニタリングに関するまとめ      170 

10. まとめ         171 

参照文献          172 

用語集          175 

記載の適正化 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

記載の充実 
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福島第一原子力発電所 特定原子力施設に係る実施計画変更比較表（参考資料_添付資料 2） 

5 

変 更 前 変 更 後 変 更 理 由 

作成メンバー         200 

 

作成メンバー（2023 年 2月 8 日現在）      177 

 

記載の適正化 
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福島第一原子力発電所 特定原子力施設に係る実施計画変更比較表（参考資料_添付資料 2） 

6 

変 更 前 変 更 後 変 更 理 由 

添付資料 

 

添付 I  ALPS 除去対象核種選定の考え方 

 

（中略） 

 

添付 XII  被ばく評価に使用する海水濃度の評価範囲による影響について 

 

 

参考資料 

 

参考 A 福島第一原子力発電所の敷地境界線量評価と日本国内法における告示濃度限度について 

参考 B ALPS 処理水に関する各処分方法の検討経緯 

参考 C 運用管理値の設定と仮想した ALPS 処理水による被ばく評価について 

参考 D ALPS 処理水放出に係る放射線以外も含む環境影響の評価結果について 

参考 E 国内外の利害関係者との協議の状況 

添付資料 

 

添付 I  ALPS 処理水海洋放出時の測定・評価対象核種選定の考え方 

 

（中略） 

 

添付 XII  被ばく評価に使用する海水濃度の評価範囲による影響について 

添付 XIII ALPS 処理水の分析における不確かさの適用について 

 

参考資料 

 

参考 A 福島第一原子力発電所の敷地境界線量評価と日本国内法における告示濃度限度について 

参考 B ALPS 処理水に関する各処分方法の検討経緯 

参考 C 旧運用管理値の設定と仮想した ALPS 処理水による被ばく評価について 

参考 D ALPS 処理水放出に係る放射線以外も含む環境影響の評価結果について 

参考 E 国内外の利害関係者との協議の状況 

参考 F ALPS 除去対象核種選定の考え方 

参考 G 線量拘束値を踏まえた各核種の年間放出量上限および最適化評価結果 

 

 

測定・評価対象核種の選定に伴

う記載内容変更 

 

 

 

記載の充実 

 

 

 

 

 

測定・評価対象核種の選定に伴

う記載の適正化 

 

測定・評価対象核種の選定に伴

う ALPS 除去対象核種選定の考

え方の記載位置変更及び記載

の充実 
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福島第一原子力発電所 特定原子力施設に係る実施計画変更比較表（参考資料_添付資料 2） 

7 

変 更 前 変 更 後 変 更 理 由 

評価の概要 

 

当社は、現時点の ALPS 処理水の海洋放出方法の検討状況に基づき、IAEA 安全基準文書 GSG-9 

“Regulatory Control of Radioactive Discharges to the Environment” [1]（以下、「GSG-9」）に示

される計画的な放出による人への線量評価を行うとともに、GSG-9 では評価対象外となっている潜在被

ばく 1および環境防護に関する評価も行った。また、評価の具体的な手順については、IAEA 安全基準文

書 GSG-10 “Prospective Radiological Environmental Impact Assessment for Facilities and 

Activities” [2]（以下、「GSG-10」）に従った。本評価の結果、ALPS による高度な水処理と、数十年に

及ぶ廃炉にかかる期間を有効に活用した放出計画により、ALPS 処理水の海洋放出が人、海生動植物に与

える影響を抑制し、国際的なガイドラインに沿って定められている我が国の安全基準内に十分収まるこ

とが示された。 

 

 

 

本報告書のとりまとめにあたっては、社内より放射線影響評価について知見を有する職員を選定・配

置するとともに、人の放射線防護、環境防護、海洋拡散計算の 3分野について、社外より専門家をメン

バーとして招聘し、意見を聴取した。 

 

（中略） 

 

放射性核種と拡散の評価 

 

評価対象核種は、トリチウム（H-3）、炭素 14（C-14）および ALPS による除去対象 62 核種の合計 64

核種とした（汚染水に存在する放射性物質を推定して、62 核種を ALPS 除去対象核種として選定した考

え方は、添付 I「ALPS 除去対象核種選定の考え方」参照）。また、ALPS 処理水の核種組成は、処理前の

汚染水中に含まれる放射性物質の組成や濃度、ALPS における処理時点での各吸着材の寿命などにより

タンク群 2ごとに異なることから、評価に使用する ALPS 処理水の核種組成は、実際に 64 核種の測定・

評価が完了した３つのタンク群の核種組成とした（以上、6-1-2.(1)）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（中略） 

 

なお、ALPS 処理水に含まれるトリチウム以外の核種の濃度は、希釈前であってもすでに規制基準以下

の濃度であるが、海水希釈により、さらに濃度が低くなる。そのため、海水希釈後の放出水のトリチウ

ム以外の 63 核種による告示濃度比総和は 0.01 未満となり、放射線による影響はさらに低減することと

なる（以上、5-2.）。 

放出水が海域に放出された際の拡散計算は、福島第一原子力発電所事故後の海水中セシウム濃度の再

現計算により再現性が確認されたモデル [4]を元に、発電所近傍海域を高解像度化したモデルにより評

価した（以上、6-1-2.(2)）。なお、評価にあたっては、放出されるトリチウムの単位時間当たりの放射

能量のみ（流量や濃度は考慮しない）を使用して拡散計算を行っている。したがって、この評価上は希

釈の効果は考慮されていない。 

評価の概要 

 

本報告書に記載される放射線環境影響評価の基礎として、当社は希釈された ALPS 処理水の計画的な

海洋放出によって推定被ばく線量評価と影響に関し、2 つのカテゴリーの線量評価を実施した。一つ目

の線量評価では、被ばくと人間の健康と安全に対して評価を行った。この評価（潜在被ばく 1を除く）

においては、IAEA 安全基準文書 GSG-9 “Regulatory Control of Radioactive Discharges to the 

Environment” [1]（以下、「GSG-9」）および IAEA 安全基準文書 GSG-10 “Prospective Radiological 

Environmental Impact Assessment for Facilities and Activities” [2]（以下、「GSG-10」）に示

される評価の具体的な手順にしたがい、計画し実施した。GSG-9 では潜在被ばく評価に関して要求して

いないが、当社は GSG-10 のガイドラインに従い、潜在被ばくに関する評価も行った。二つ目の線量評

価では環境、すなわち動植物への影響について、GSG-10 に従い評価を実施した。これらの評価の結果、

ALPS による高度な水処理と、数十年に及ぶ廃炉にかかる期間を有効に活用した放出計画により、ALPS 処

理水の海洋放出が人、海生動植物に与える影響を抑制し、国際的なガイドラインに沿って定められてい

る我が国の安全基準内に十分収まることが示された。 

本報告書のとりまとめにあたっては、社内より放射線環境影響評価について知見を有する職員を選

定・配置するとともに、人の放射線防護、環境防護、海洋拡散計算の 3分野について、社外より専門家

をメンバーとして招聘し、意見を聴取した。 

 

（中略） 

 

放射性核種と拡散の評価 

 

当社は、ALPS 処理水の放出後における環境中での拡散パターンや被ばく経路について複数の評価を

行ってきた。当初の設計段階の評価においては、震災後の 2011 年 12 月の時点で建屋滞留水から除去す

べき核種として選定された ALPS 除去対象 62核種に炭素 14（C-14）とトリチウム（H-3）加えた、64核

種という広範なソースタームを選定した。なお、福島第一原子力発電所内で汲み上げられた建屋滞留水

は、ALPS 等の水処理設備により処理した後、構内に建設されたタンク内に保管されているが、含まれる

核種の組成は、処理前の建屋滞留水中の核種組成および濃度、水処理設備で用いられる吸着材の寿命等

により、貯留される各タンク群 2あるいはタンクごとに異なったものとなっていることから、評価に使

用する ALPS 処理水の核種組成は、実際に ALPS 除去対象核種である 62 核種およびトリチウム、C-14 の

測定・評価が完了した３つのタンク群の核種組成としていた。 

建設段階においては、これまでの原子力規制委員会および IAEA タスクフォースからの指摘を踏まえ、

ALPS 処理水に必ずしも含まれるものではないが、建屋滞留水やストロンチウム処理水等（ALPS 処理前

の水）において有意に存在している、あるいは存在する可能性がある核種が、海洋放出を行う ALPS 処

理水において放出基準を満足していることを念のために確認するため、選定されたトリチウムを含む 30

核種という、より現実的かつ絞り込まれたソースタームを選定し、評価した（詳細は 6-1-2(1)参照）。

なお、当社は、ALPS 処理水の海洋放出に先立ち、試料を採取し、トリチウム以外の 29 核種を測定する

ことにより、それらが確実に規制基準を下回るまで除去されているかを確認するとともに、従来の ALPS

除去対象核種も自主的に測定する（建屋滞留水中の放射性物質量を推定し、30 核種（トリチウムを含

む）を ALPS 処理水の海洋放出前に測定・評価すべき核種として選定する手順の背景にある妥当性につ

いては、添付 I「ALPS 処理水海洋放出時の測定・評価対象核種選定の考え方」参照）。 

 

（中略） 

 

ALPS 処理水に含まれるトリチウム以外の核種の濃度は、希釈前であってもすでに規制基準以下の濃

度であるが、海水希釈により、さらに濃度が低くなる。そのため、海水希釈後の放出水のトリチウム以

外の核種による告示濃度比総和は 0.01 未満となり、放射線による影響はさらに低減することとなる（以

上、5-2.）。 

放出水が海域に放出された際の拡散計算は、福島第一原子力発電所事故後の海水中セシウム濃度の再

現計算により再現性が確認されたモデル [4]を元に、発電所近傍海域を高解像度化したモデルにより評

価した（以上、6-1-2.(2)）。評価にあたっては、放出されるトリチウムの単位時間当たりの放射能量の

み（流量や濃度は考慮しない）を使用して拡散計算を行っている。したがって、この保守性の高い評価

上は、被ばくを低減する効果がある希釈の効果は考慮されていない。 

 

 

記載の充実 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

測定・評価対象核種の選定に伴

う記載の適正化及び充実 
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福島第一原子力発電所 特定原子力施設に係る実施計画変更比較表（参考資料_添付資料 2） 

8 

変 更 前 変 更 後 変 更 理 由 

 

（中略） 

 

新たな情報やモニタリングの結果を踏まえた変更 

 

本報告書の評価は、海洋放出に係る計画の設計段階にある現時点で入手可能な情報を基に実施したも

のであり、昨年 11 月に報告書を公表した後、意見募集により寄せられた意見、原子力規制委員会から

の指摘、IAEA によるレビューの結果等を踏まえて評価を見直し、報告書を改訂した。当社としては、今

後、測定対象核種の厳密な選定を含む設計・運用に関する検討の進捗、各方面からの意見、IAEA の専門

家によるレビュー、第三者評価によるクロスチェックなどを通じて得られる知見を反映し、必要に応じ

て本評価を見直し、この報告書をさらに改訂し、さらに必要な場合には放出計画等に反映させていく予

定である。 

また、当社は、ALPS 処理水を放出する前に、希釈前の ALPS 処理水に含まれる放射性核種を分析し、

結果を公表する。また、海洋放出開始当初、海洋放出前に混合・希釈の状況を直接確認し、その結果も

公表する。さらに、海洋放出の実施に当たっては、周辺環境に与える影響等を監視しつつ、慎重に少量

での放出から開始する計画である。万が一、故障や停電などにより希釈設備等が機能不全に陥った場合

や、放出開始後のモニタリングにより異常値が検出された場合には、安全に放出できる状況が確立され

たと確認できるまでの間、放出を停止することとし、人および海生動植物の安全確保に最善の努力を尽

くす。 

本報告書の結論としては、国際的に認知されている文書にしたがって評価した結果、計画している福

島第一原子力発電所からの ALPS 処理水の放出による放射性物質による被ばくは、線量限度、線量拘束

値や誘導考慮参考レベルの範囲に対して十分小さいということである。 

 

 

 

 

（中略） 

 

 

（中略） 

 

新たな情報やモニタリングの結果を踏まえた変更 

 

本報告書の評価は、2021 年 11 月に海洋放出に係る計画の設計段階にある時点で入手可能な情報を基

に実施した。その後、意見募集により寄せられた意見、原子力規制委員会からの指摘、IAEA によるレビ

ューの結果等を踏まえて 2022 年 4月に評価を見直し、報告書を改訂した。2022 年 11 月には、さらにそ

の後開始された建設工事の進捗、以前の IAEA の専門家によるレビュー、原子力規制委員会との議論な

ども踏まえ、ALPS 処理水海洋放出時の測定・評価対象核種を選定し、ソースタームを見直し、建設段階

の評価として、線量評価を見直した。今回は、その後実施された、IAEA タスクフォースによる 2回目の

レビュー、原子力規制委員会との再度の議論等を踏まえて評価を一部見直したものである。 

また、当社は、ALPS 処理水を放出する前に、希釈前の ALPS 処理水に含まれる放射性核種を分析し、

結果を公表する。また、海洋放出開始当初、海洋放出前に混合・希釈の状況を直接確認し、その結果も

速やかに公表する。さらに、海洋放出の実施に当たっては、周辺環境に与える影響等を監視しつつ、慎

重に少量での放出から開始する計画である。万が一、故障や停電などにより希釈設備等が機能不全に陥

った場合や、放出開始後の強化されたモニタリングにより異常値が検出された場合には、安全に放出で

きる状況が確立されたと確認できるまでの間、放出を停止することとし、人および海生動植物の安全確

保に最善の努力を尽くす。 

本報告書の結論としては、国際的に認知されている文書にしたがって評価した結果、計画している福

島第一原子力発電所からの ALPS 処理水の放出による放射性物質による被ばくは、線量限度、線量拘束

値や誘導考慮参考レベルの範囲に対して十分小さいということである。 

なお、放出を開始した後であっても、当社は、今後も、運用に関する検討の進捗、各方面からの意見、

第三者評価によるクロスチェックなどを通じて得られる知見を反映し、評価をさらに見直し、必要に応

じてこの報告書を改訂するとともに、さらに必要な場合には放出計画等に反映していく予定である。 

 

（中略） 

 

 

 

 

 

 

測定・評価対象核種の選定及び

時点更新に伴う記載の適正化

及び充実 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

35



福島第一原子力発電所 特定原子力施設に係る実施計画変更比較表（参考資料_添付資料 2） 

9 

変 更 前 変 更 後 変 更 理 由 

1. 背景 

 

（中略） 

 

当社は、重層的な対策 16により、現在では汚染水が建屋外に漏えいしないよう管理するだけでなく、

その発生量自体を、日量約 540m3（2014 年 5 月実績）から約 140m3（2020 年実績）まで低減し、さらに

今後の発生量を 2025 年には同 100m3以下に抑制することを目標としている。 

 

（中略） 

 

汚染水は、セシウム吸着装置 17と、62 核種を除去可能な ALPS によって浄化処理され、敷地内のタン

クに貯蔵される。ALPS 処理によりトリチウム以外の核種の告示濃度比総和（参考 A「福島第一原子力発

電所の敷地境界線量評価と日本国内法における告示濃度限度について」参照）は１未満となる（トリチ

ウム以外の核種の告示濃度比総和が 1 未満となった水を「ALPS 処理水」と呼ぶ。なお、ALPS により一

度処理を行ったものの告示濃度比総和が 1 未満となっていないものを「処理途上水」と呼び、「ALPS 処

理水」と「処理途上水」をまとめて「ALPS 処理水等」と呼ぶ。）。2022 年 1月時点で、ストロンチウム処

理水（ALPS 処理前水）18と ALPS 処理水等を貯蔵するタンクは 1,047 基あり、容量約 137 万 m3に対し、

保管量は約 129 万 m3となっている。 

 

（中略） 

 

今後、数十年に及ぶ廃炉作業を安全かつ着実に進めていくため、ALPS を含む水処理設備を用いて放射

性物質を可能な限り取り除いた上で、人や海生動植物に実質的な影響を与えないような安全な方法で処

分を実施し、今後行われる使用済み燃料の乾式キャスクによる仮保管設備での保管などを適切に行うこ

とにより、引き続き発電所全体でのリスクを着実に低減させていく必要がある。 

 

 

 

（中略） 

 

 

1. 背景 

 

（中略） 

 

当社は、重層的な対策 16により、現在では汚染水が建屋外に漏えいしないよう管理するだけでなく、

その発生量自体を、日量約 540m3（2014 年 5 月実績）から約 130m3（2021 年実績）まで低減し、さらに

今後の発生量を 2025 年には同 100m3以下に抑制することを目標としている。 

 

（中略） 

 

汚染水は、セシウム吸着装置 17と、62 核種を除去可能な ALPS によって浄化処理され、敷地内のタン

クに貯蔵される。ALPS 処理によりトリチウム以外の 29 核種の告示濃度比総和（参考 A「福島第一原子

力発電所の敷地境界線量評価と日本国内法における告示濃度限度について」参照）は１未満となる（ト

リチウム以外の核種の告示濃度比総和が 1 未満となった水を「ALPS 処理水」と呼ぶ。なお、ALPS によ

り一度処理を行ったものの告示濃度比総和が 1未満となっていないものを「処理途上水」と呼び、「ALPS

処理水」と「処理途上水」をまとめて「ALPS 処理水等」と呼ぶ。）。2022 年 12 月時点で、ストロンチ

ウム処理水（ALPS 処理前水）18と ALPS 処理水等を貯蔵するタンクは 1,066 基あり、容量約 137 万 m3に

対し、保管量は約 132 万 m3となっている。 

 

（中略） 

 

今後、数十年に及ぶ廃炉作業を安全かつ着実に進めていくためには、ALPS 処理水等を長期的に保管し

続けることは現実的ではなく（詳細については、参考 B「ALPS 処理水に関する各処分方法の検討経緯」

参照） 、ALPS を含む水処理設備を用いて放射性物質を可能な限り取り除いた上で、人や海生動植物に

実質的な影響を与えないような安全な方法で処分を実施し、今後行われる使用済み燃料の乾式キャスク

による仮保管設備での保管などを適切に行うことにより、引き続き発電所全体でのリスクを着実に低減

させていく必要がある。 

 

（中略） 

 

 

 

 

 

 

 

測定・評価対象核種の選定及び

時点更新に伴う記載の適正化

及び充実 
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変 更 前 変 更 後 変 更 理 由 

2. ALPS 処理水の取扱いの検討 

 

（中略） 

 

- 基本方針や国際的に認知された安全基準等で示された条件のもとで放出を行った場合の人および環

境への放射線の影響について、原子力規制委員会による必要な認可手続き開始までに、安全性を評

価する。その結果を公表し、IAEA の専門家等のレビューを受ける（2021 年 11 月に本報告書の初版

を公表した。今回の改訂も含めその結果を公表し、引き続き IAEA の専門家等のレビューを受ける。）。 

 

 

（中略） 

 

3. 評価実施の目的 

 

本放射線影響評価の目的を以下のとおりとする。 

 

（中略） 

 

4. 評価の考え方 

 

（中略） 

 

(1) 線量拘束値 

 

（中略） 

 

本評価においても、GSG-9 Fig.3, “Steps in setting discharge limits, indicating those 

responsible.”中の“Determine appropriate constraints”がこれに相当し、線量目標値 50μSv/年＝

0.05mSv/年を線量拘束値として取り扱う。 

 

（中略） 

 

当社も、かかる経緯を受け、上記「基本方針を踏まえた当社の対応」（2021 年 4 月）に示すとおり、

本報告書の評価条件としてトリチウムの年間放出量を 22 兆 Bq/年（2.2E+13Bq/年）と設定し、その上で

放射線影響の評価を行うものである。 

線量拘束値と、トリチウムの年間放出量 22兆 Bq/年（2.2E+13Bq/年）との関係については、6-1-3.に

おいて考察を行った。 

 

(2) トリチウムについて 

 

（中略） 

 

具体的には、海産物摂取の被ばく評価に、トリチウムの補正した実効線量係数として成人：2.0E-

11Sv/Bq、幼児：3.5E-11Sv/Bq、乳児：7.0E-11Sv/Bq を使用した。 

 

 

 

 

（中略） 

 

OBT については、添付 III「トリチウムの被ばく評価における有機結合型トリチウムの影響について」

にまとめた。 

 

2. ALPS 処理水の取扱いの検討 

 

（中略） 

 

- 基本方針や国際的に認知された安全基準等で示された条件のもとで放出を行った場合の人および環

境への放射線の影響について、原子力規制委員会による必要な認可手続き開始までに、安全性を評

価する。その結果を公表し、IAEA タスクフォース等のレビューを受ける（2021 年 11 月に本報告書

の初版を公表した。今回の改訂も含めその結果を公表し、放出開始後も引き続き IAEA の専門家等の

レビューを受ける）。 

 

（中略） 

 

3. 評価実施の目的 

 

本放射線環境影響評価の目的を以下のとおりとする。 

 

（中略） 

 

4. 評価の考え方 

 

（中略） 

 

(1) 線量拘束値 

 

（中略） 

 

この原子力規制委員会の見解にしたがい、当社は線量目標値 50μSv/年＝0.05mSv/年が IAEA 安全基

準における線量拘束値（GSG-9 Fig.3）に対応するものとして取り扱う。 

 

 

（中略） 

 

当社も、かかる経緯を受け、上記「基本方針を踏まえた当社の対応」（2021 年 4 月）に示すとおり、

本報告書の評価条件としてトリチウムの年間放出量を 22 兆 Bq/年（2.2E+13Bq/年）と設定し、その上で

放射線環境影響の評価を行うものである。 

線量拘束値と、トリチウムの年間放出量 22兆 Bq/年（2.2E+13Bq/年）との関係については、6-1-3.に

おいて考察を、また線量拘束値に対する防護と安全の最適化についてはその結果を参考 Gに示した。 

 

(2) トリチウムについて 

 

（中略） 

 

具体的には、海産物摂取の被ばく評価に、トリチウムの補正した実効線量係数として成人：2.0E-

11Sv/Bq、幼児：3.5E-11Sv/Bq、乳児：7.0E-11Sv/Bq を使用した。その結果、6-1-3(3)に記載するとお

り、いずれの場合も代表的個人に関する線量限度および線量拘束値に相当する原子力発電所の線量目標

値と比較しても、十分小さい値であった。これらの線量評価は、非常に保守的な仮定に基づく結果であ

る。 

 

（中略） 

 

 ただし、OBT の環境中での移行については不確かさもあることから、8.「評価に係る不確かさに関す

る考察」にて OBT 割合の不確かさによる影響について考察するとともに、添付 III「トリチウムの被ば

く評価における有機結合型トリチウムの影響について」にまとめた。 

 

 

 

 

 

 

記載の適正化及び IAEA レビュ

ーミッションにおける議論を

踏まえた記載の充実 
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変 更 前 変 更 後 変 更 理 由 

(3) トリチウム以外の核種の移行、蓄積の評価について 

本報告書では、トリチウム以外の核種についても、海水に溶存した状態で移流、拡散するものとして

評価を行った。放出される核種の一部は、放射性物質の化学形態等に応じて海水中の浮遊粒子や海底土、

船体、海浜砂、漁網への吸着、または海洋生物への移行・濃縮が生じることから、環境における動態は

トリチウムと必ずしも一致しないことが想定される。 

 

（中略） 

 

 これについて、図 4-1 にまとめた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

また、海洋における移流、拡散については、7 年分のシミュレーション計算を行い、年ごとの変動が

小さいことを確認している。 

このような配慮により、本評価は 1年間の被ばく評価であるが、長期間にわたる放出により、環境中

で放射性物質が蓄積した状態での評価となっており、ピーク値がこれ以上高くなることはないと考えら

れる。 

 

(3) トリチウム以外の核種の移行、蓄積の評価について 

本報告書では、トリチウム以外の核種についても、海水に溶存した状態で移流、拡散するものとして

評価を行った。トリチウムの場合とは異なり、放出される核種の一部は、放射性物質の化学形態等に応

じて海水中の浮遊粒子や海底土、船体、海浜砂、漁網への吸着、または海洋生物への移行・濃縮が生じ

ることから、環境における動態はトリチウムと必ずしも一致しないことが想定される。 

 

（中略） 

 

 

図 4-1 に、海水における放射性物質の蓄積についてまとめた。ALPS 処理水中に含まれる放射性物質

は、海洋に放出後、潮流等によって移流、拡散して拡がっていく。その際、実際の海水中では放射性物

質の一部は海水中の浮遊粒子や海底土に吸着されるため、移流、拡散に加えて浮遊粒子や海底土等への

吸着によっても海水中の放射性物質濃度は低下する。一方で、浮遊粒子や海底土に付着した放射性物質

は海底土に蓄積していくため、海底土の放射性物質濃度は上昇していく。海水から浮遊粒子や海底土へ

の付着は、分配係数という係数により付着のし易さが決まっており、海水中の放射性物質濃度が一定の

場合、最初は吸着により海底土の濃度が上昇していくが、長期間蓄積による濃度上昇が継続するとやが

て海水と海底土の間で平衡状態（吸着と離脱がバランスした状態）に達して、それ以上吸着が進まない

状態となる。このように、放出開始直後は、浮遊粒子や海底土への吸着による海水中放射性物質濃度（溶

存態濃度）の低下が大きく、海底土への蓄積が進むにつれて海底土への吸着が減り、海水中放射性物質

濃度（溶存態濃度）の低下は小さくなっていく。 

実際には、平衡状態に達する時期は、放出量と放射性物質の種類によって変わってくるが、本報告書に

おけるモデルでは放出直後から平衡状態に到達したものとして評価を行っている。すなわち、浮遊粒子

や海底土への吸着による海水中放射性物質濃度（溶存態濃度）の低下を考慮しないことにより、海産物

の濃度を長期間の放出継続後の海水中放射性物質濃度から評価し、同時に海底土からの外部被ばくも長

期間の蓄積後の放射性物質濃度から評価している。 

また、測定・評価対象核種のうち一部の核種では、放射性壊変後に別の放射性核種（以下、子孫核種）

に変わるものがあるが、子孫核種の半減期が元の核種（以下、親核種）の半減期に比べて短い Sr-90/Y-

90 等については子孫核種が蓄積することは無い。一方、子孫核種が親核種より長半減期の核種は、子孫

核種が蓄積することも考えられるが、α核種については、これまでのタンク群における全α測定結果が

すべて不検出であることに加えて、保守的に複数のα核種が全α測定結果の濃度（検出下限値）で含ま

れているものとして評価を行っている。なお、Pu-241 については、全α測定結果を基にした濃度評価か

ら、子孫核種である Am-241 よりも高い濃度で含まれるものとしていることから、長期的には Am-241 の

濃度が現状の濃度の 2 倍近くまで 蓄積する可能性が考えられるが、Am-241 による被ばくは、測定・評

価対象核種全体からの被ばくのごく一部であり、Am-241 の蓄積が被ばく評価結果に与える影響は小さ

いものと考えられる。 

また、海洋における移流、拡散については、7年分のシミュレーション計算を行い、年ごとの変動が

小さいことを確認している。 

このように、本評価は、簡潔に要約すると、以下の通りである。 

・海水に関する移行経路では、実際の環境中で起こる海底土や生物への移行に関わらず、海水中の

濃度は堆積物への移行によって低下せず、放出期間中この海水中濃度を維持すると仮定してい

る。 

・堆積物に関する移行経路では、実際は何年も平衡状態が生じないにもかかわらず、1年目から海水

と堆積物との間が平衡状態となると仮定している。 

これが放出期間中一貫して継続すると仮定して、放出期間中に発生する最も高い被ばく線量を計算し

たもので、長期間にわたる放出により、環境中で別項に示した C-14 および I-129 を含む放射性物質が

蓄積しきった数十後を想定した状態での評価となっていることから、ピーク値がこれ以上高くなるこ

とはないと考えられる。図 4-2 に、IAEA が第 1回レビューミッション報告書 [15]にて示した、環境中

の放射性物質の蓄積の積み重ねにより想定される将来の被ばく（線量預託）のイメージと本報告書の

被ばく評価のイメージを示した。 

以上の通り、本報告書の評価は、通常では放出開始数年経過しなければ到達することがない海水中にお

ける海底土等への蓄積が分配係数に応じて瞬時に平衡状態になるものとしているため、使用されたモデ

ルは放出された放射性物質の移流・拡散については十分に保守的であり、ソースタームの見直しによっ

ても放射性物質の移流、拡散の考え方を変更する必要も生じない。 

 

 

記載の適正化及び IAEA レビュ

ーミッションにおける議論を

踏まえた記載の充実 
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変 更 前 変 更 後 変 更 理 由 

実
現
象
に
お
け
る
海
底
土
等
へ
の
蓄
積
プ
ロ
セ
ス 

 

海洋放出が始まると、放出口から放出された放射性物

質が海水中で潮流等によって移流、拡散することで、

放射性物質が供給され、海水中の濃度が上昇する。 

 

濃度の上昇により、供給された放射性物質のうち一部

が海底土や浮遊粒子等に吸着される。その結果、海水

中の放射性物質濃度が低下するとともに、海底土およ

び浮遊粒子等の放射性物質濃度が上昇し、分配係数に

応じた平衡状態に達する。 

 

そこに、さらに放射性物質が放出され、海水中の放射

性物質濃度が上昇する。 

 

再び、海底土および浮遊粒子等の近傍で放射性物質の

一部が吸着され、海水側の濃度が低下、海底土および

浮遊粒子の濃度が上昇し、平衡に達する。これを長期

的に繰り返すことで、海底土や浮遊粒子等の放射性物

質濃度が上昇し、やがて海水中の放射性物質濃度と平

衡状態となる。 

実
現
象
に
お
け
る
海
底
土
等
へ
の
蓄
積
プ
ロ
セ
ス 

 

海洋放出が始まると、放出口から放出された放射性物

質が海水中で潮流等によって移流、拡散することで、

放射性物質が供給され、海水中の濃度が上昇する。 

 

供給された放射性物質のうち一部が海底土や浮遊粒子

等に吸着される。その結果、海水中の放射性物質濃度

が低下するとともに、海底土および浮遊粒子等の放射

性物質濃度が上昇し、核種ごとの分配係数に応じた平

衡状態に達する。 

 

そこに、さらに放射性物質が放出され、海水中の放射

性物質濃度が上昇する。 

 

再び、海底土および浮遊粒子等の近傍で放射性物質の

一部が吸着され、海水側の濃度が低下、海底土および

浮遊粒子の濃度が上昇し、平衡に達する。これを長期

的に繰り返すことで、海底土や浮遊粒子等の放射性物

質濃度が上昇し、やがて海水中の放射性物質濃度と平

衡状態となる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

記載の適正化 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 放射性物質 
 浮遊粒子 

⇒浮遊粒子への吸着、海底土等への吸着、沈積 
移流、拡散による放射性物質の供給 

海底土等への吸着、沈積 

吸着により濃度が低下 

⇒濃度上昇 
移流、拡散による放射性物質の供給 

再度濃度が上昇 

⇒濃度上昇⇒海底土等への吸着、沈積 
移流、拡散による放射性物質の供給 

海底土等への吸着、沈積 

吸着により濃度が低下 

 

 放射性物質 
 浮遊粒子 

⇒浮遊粒子への吸着、海底土等への吸着、沈積 
移流、拡散による放射性物質の供給 

海底土等への吸着、沈積 

吸着により濃度が低下 

⇒濃度上昇 
移流、拡散による放射性物質の供給 

再度濃度が上昇 

⇒濃度上昇⇒海底土等への吸着、沈積 
移流、拡散による放射性物質の供給 

海底土等への吸着、沈積 

吸着により濃度が低下 
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変 更 前 変 更 後 変 更 理 由 

本
報
告
書
の
モ
デ
ル 

 

今回の評価においては、移流・拡散により放射性物質

が供給されると、海水中濃度に応じて、海底土等の濃

度が瞬時に平衡状態まで放射性物質が蓄積される。 

一方、海水中濃度は、海底土等への吸着が行われても

海水中の濃度低下は発生しないものと仮定した。 

これは、長期的な放出の継続により、海水と海底土等

が平衡状態（吸着と離脱がバランス）になり、それ以上

吸着が起こらない状態を模擬している。 

図 4-1 実際の海底土等への蓄積プロセスと本報告書でのモデル（イメージ図） 

 

（現行記載なし） 

 

本
報
告
書
の
モ
デ
ル 

 

今回の評価においては、海水中濃度に応じて、海底土

等の濃度が瞬時に平衡状態まで放射性物質が蓄積され

るとしている。 

一方、海水中濃度の低下は発生しないものとした。 

これは、長期的な放出の継続により、海水と海底土等

が平衡状態（吸着と離脱がバランス）になり、それ以

上吸着が起こらない状態を模擬している。 

図 4-1 実際の海底土等への蓄積プロセスと本報告書でのモデル（イメージ図） 

 

 

 
図 4-2 環境における放射性物質の蓄積と積み重ねにより約束される被ばく（線量預託）のイメージ 

[15]と本報告書における被ばく評価のイメージ 

 

記載の適正化 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

IAEA レビューミッションにお

ける議論を踏まえた記載の充

実 

 

吸着はしているが海水中濃度低下しないと想定 

 

海底土等には瞬時にこれ以上吸着できない
濃度（＝平衡濃度）まで吸着すると仮定 

吸着はしているが海水中濃度低下しないと想定 

 

海底土等には瞬時にこれ以上吸着できない
濃度（＝平衡濃度）まで吸着すると仮定 

年間の被ばく  

 

年間の被ばく  

 

年間の被ばく  

 

時間  

時間  

時間  

2 年間 

本報告書では、環境中に放射性物質が蓄積した状態で評価 

 

吸着 
離脱 

吸着と離脱がバランス 
吸着 

離脱 

吸着と離脱がバランス 
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福島第一原子力発電所 特定原子力施設に係る実施計画変更比較表（参考資料_添付資料 2） 
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変 更 前 変 更 後 変 更 理 由 

（現行記載なし） 

 

(4) 炭素 14（C-14）について 

C-14 は、半減期が約 5700 年と長く、放出後は安定炭素とともに大気圏、陸上生物圏、水圏、岩

石圏など地球規模の炭素循環に分配される。原子放射線の影響に関する国連科学委員会の電離放射

線の発生源と影響に関する 2008 年報告書（以下、UNSCEAR2008 報告書） [16]附属書 B表４によれ

ば、C-14 は宇宙線により大気中で年間 1.4E+15Bq（1.4PBq）生成されているとされている。 

また、原子放射線の影響に関する国連科学委員会の電離放射線の発生源と影響に関する 2016 年報

告書（以下、UNSCEAR2016 報告書） [17]附属書 B表 13 および欧州委員会放射性物質放出データベ

ース [18]によれば、再処理工場からは、気体および液体の形状でそれぞれ毎年 1E+12Bq を超える量

が放出されている。ALPS 処理水の放出においては、年間の C-14 の放出量は 1E+10Bq に満たない程

度と、これらの生成、放出と比べてわずかであり、地球規模の影響は無視できる程度と考えられる

ことから、代表的個人の評価のみ実施した。 

 

(5) ヨウ素 129（I-129）について 

I-129 は、半減期が 1600 万年と非常に長いため、海洋に放出された場合でも長い時間をかけて地

球環境中に広く分布する可能性がある。ただし、海水中には大量の安定ヨウ素が含まれており、I-

129 は安定ヨウ素による同位体希釈を受けつつ移行していく。 

UNSCEAR2016 報告書附属書 B表 13および欧州委員会放射性物質放出データベースによれば、I-

129 は、再処理工場から液体として毎年 1E+12Bq を超える量が放出されている。ALPS 処理水の放出

においては、年間の I-129 の放出量は 1E+08Bq 前後であり、地球規模の影響は無視できる程度と考

えられることから、代表的個人の評価のみ実施した。 

 

IAEA レビューミッションにお

ける議論を踏まえた記載の充

実 
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変 更 前 変 更 後 変 更 理 由 

5. ALPS 処理水等の水質と放出方法 

5-1. ALPS 処理水等の水質について 

現在タンクに保管されている約 128 万 m3の ALPS 処理水等（ストロンチウム処理水を除く）は、汚染

水に含まれる放射性核種のうち、トリチウムと C-14 を除く 62 核種を除去できるよう設計された ALPS

によって浄化処理を行った水である。海洋放出期間中に新たに発生する汚染水についても、これまでと

同様に ALPS 等により適切な処理を行い、海洋放出を行う必要がある。ALPS による除去対象 62核種選定

の考え方を添付 I「ALPS 除去対象核種選定の考え方」に示し、汚染水から放射性物質を除去する仕組み

を添付 II「ALPS 処理水等の水質について」に示した。 

ALPS は、トリチウムと C-14 以外の 62 種類の放射性物質を告示濃度比総和 1 未満まで浄化する能力

を有しているが、処理を開始した当初の性能向上前の処理や、敷地境界における追加の被ばく線量を下

げるため処理量を優先したこと等により、ALPS 処理水等の約 7 割（2019 年 12 月 31 日までに満水とな

ったタンク群の内訳に基づく）は、トリチウム以外の放射性物質が環境中へ放出する際の基準（告示濃

度比総和 １未満）を超えて含まれている、いわゆる「処理途上水」である。 

 

（中略） 

 

 ALPS による二次処理については、2020 年 9 月より２つのタンク群合計 2,000m3 を対象に、二次処理

性能確認試験を実施し、それぞれのタンク群においてトリチウムを除く核種の告示濃度比総和が 1未満

に低減できることを確認した [15]。二次処理性能確認試験の結果を含め、ALPS 処理水等の水質につい

ては、添付 II「ALPS 処理水等の水質について」に示した。 

 

本報告書では、すでに発電所内に貯留されている約 128 万 m3の ALPS 処理水等だけでなく、海洋放出

開始後に発生する汚染水も、ALPS を含む水処理設備により適切に浄化処理を行った後、ALPS 処理水と

して海洋放出を行っていく予定であることから、本報告書の評価対象として考慮している。 

 

 

 

 

（中略） 

 

 

5. ALPS 処理水等の水質と放出方法 

5-1. ALPS 処理水等の水質について 

2022 年 12 月現在タンクに保管されている約 132 万 m3の ALPS 処理水等（ストロンチウム処理水を除

く）は、汚染水に含まれる放射性核種のうち、トリチウムと C-14 を除く 62 核種を除去できるよう設

計された ALPS によって浄化処理を行った水である。海洋放出期間中に新たに発生する汚染水について

も、これまでと同様に ALPS 等により適切な処理を行い、海洋放出を行う必要がある。ALPS による除去

対象 62 核種選定の考え方を参考 F「ALPS 除去対象核種選定の考え方」に示し、汚染水から放射性物質

を除去する仕組みを添付 II「ALPS 処理水等の水質について」に示した。 

ALPS は、トリチウムと C-14 以外の 62 種類の放射性物質を告示濃度比総和 1 未満まで浄化する能力

を有しているが、処理を開始した当初の性能向上前の処理や、敷地境界における追加の被ばく線量を下

げるため処理量を優先したこと等により、ALPS 処理水等の約 7割（2022 年 9 月 30 日までに満水となっ

たタンク群の内訳に基づく）は、トリチウム以外の放射性物質が環境中へ放出する際の基準（告示濃度

比総和 １未満）を超えて含まれている、いわゆる「処理途上水」である。 

 

（中略） 

 

 ALPS による二次処理については、2020 年 9 月より２つのタンク群合計 2,000m3 を対象に、二次処理

性能確認試験を実施し、それぞれのタンク群においてトリチウムを除く核種の告示濃度比総和が 1未満

に低減できることを確認した [19]。二次処理性能確認試験の結果を含め、ALPS 処理水等の水質につい

ては、添付 II「ALPS 処理水等の水質について」に示した。設計段階の評価では、ALPS 除去対象 62核種

にトリチウムおよび C-14 を加えた 64 核種を線量評価対象核種として評価を行った。 

一方、ALPS 除去対象核種の 62 核種の選定にあたっては、震災 1 年後のインベントリデータを使用し

ていることから、現在では十分に減衰して存在量が十分に小さくなっている核種の存在も考えられる。 

以上の状況を踏まえて、ALPS 処理水を海洋放出するに当たり、改めて徹底的に検証した上で測定核種

の選定を行い、新たに測定・評価対象核種を 29 核種とした（表 5-1-2）。本報告書では、これにトリチ

ウムを加えた 30 核種を線量評価対象核種として評価を行う。 

 

（中略） 

 

 

 

 

時点更新及び測定・評価対象核

種の選定に伴う記載の適正化、

並びに IAEA レビューミッショ

ンにおける議論を踏まえた記

載の充実 
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変 更 前 変 更 後 変 更 理 由 

表 5-1-1 ALPS 除去対象 62 核種とトリチウム、C-14 の告示濃度限度 

  
対象核種 

（物理学的半減期） 

告示濃度限度 

（Bq/L） 
  

対象核種 

（物理学的半減期） 

告示濃度限度 

（Bq/L） 

1 H-3（約 12 年） 6.0E+04 33 Te-129m（約 34 日） 3.0E+02 

2 C-14（約 5700 年） 2.0E+03 34 I-129（約 1600 万年） 9.0E+00 

3 Mn-54（約 310 日） 1.0E+03 35 Cs-134（約 2.1 年） 6.0E+01 

4 Fe-59（約 44 日） 4.0E+02 36 Cs-135（約 230 万年） 6.0E+02 

5 Co-58（約 71 日） 1.0E+03 37 Cs-136（約 13 日） 3.0E+02 

6 Co-60（約 5.3 年） 2.0E+02 38 Cs-137（約 30 年） 9.0E+01 

7 Ni-63（約 100 年） 6.0E+03 39 Ba-137m（約 2.6 分） 8.0E+05 

8 Zn-65（約 240 日） 2.0E+02 40 Ba-140（約 13 日） 3.0E+02 

9 Rb-86（約 19 日） 3.0E+02 41 Ce-141（約 33 日） 1.0E+03 

10 Sr-89（約 51 日） 3.0E+02 42 Ce-144（約 280 日） 2.0E+02 

11 Sr-90（約 29 年） 3.0E+01 43 Pr-144（約 17 分） 2.0E+04 

12 Y-90（約 64 時間） 3.0E+02 44 Pr-144m（約 7.2 分） 4.0E+04 

13 Y-91（約 59 日） 3.0E+02 45 Pm-146（約 5.5 年） 9.0E+02 

14 Nb-95（約 35 日） 1.0E+03 46 Pm-147（約 2.6 年） 3.0E+03 

15 Tc-99（約 21 万年） 1.0E+03 47 Pm-148（約 5.4 日） 3.0E+02 

16 Ru-103（約 39 日） 1.0E+03 48 Pm-148m（約 41 日） 5.0E+02 

17 Ru-106（約 370 日） 1.0E+02 49 Sm-151（約 90 年） 8.0E+03 

18 Rh-103m（約 56 分） 2.0E+05 50 Eu-152（約 14 年） 6.0E+02 

19 Rh-106（約 30 秒） 3.0E+05 51 Eu-154（約 8.6 年） 4.0E+02 

20 Ag-110m（約 250 日） 3.0E+02 52 Eu-155（約 4.8 年） 3.0E+03 

21 Cd-113m（約 14 年） 4.0E+01 53 Gd-153（約 240 日） 3.0E+03 

22 Cd-115m（約 45 日） 3.0E+02 54 Tb-160（約 72 日） 5.0E+02 

23 Sn-119m（約 290 日） 2.0E+03 55 Pu-238（約 88 年） 4.0E+00 

24 Sn-123（約 130 日） 4.0E+02 56 Pu-239（約 24000 年） 4.0E+00 

25 Sn-126（約 23 万年） 2.0E+02 57 Pu-240（約 6600 年） 4.0E+00 

26 Sb-124（約 60 日） 3.0E+02 58 Pu-241（約 14 年） 2.0E+02 

27 Sb-125（約 2.8 年） 8.0E+02 59 Am-241（約 430 年） 5.0E+00 

28 Te-123m（約 120 日） 6.0E+02 60 Am-242m（約 140 年） 5.0E+00 

29 Te-125m（約 57 日） 9.0E+02 61 Am-243（約 7400 年） 5.0E+00 

30 Te-127（約 9.4 時間） 5.0E+03 62 Cm-242（約 160 日） 6.0E+01 

31 Te-127m（約 110 日） 3.0E+02 63 Cm-243（約 29 年） 6.0E+00 

32 Te-129（約 70 分） 1.0E+04 64 Cm-244（約 18 年） 7.0E+00 

※半減期は、ICRP Publication 107 “Nuclear Decay Data for Dosimetric Calculations”[16]を参考に有効数字 2桁

で記載 

 

表 5-1-1 ALPS 除去対象 62 核種とトリチウム、C-14 の告示濃度限度 

  
対象核種 

（物理学的半減期） 

告示濃度限度 

（Bq/L） 
  

対象核種 

（物理学的半減期） 

告示濃度限度 

（Bq/L） 

1 H-3（約 12 年） 6.0E+04 33 Te-129m（約 34 日） 3.0E+02 

2 C-14（約 5700 年） 2.0E+03 34 I-129（約 1600 万年） 9.0E+00 

3 Mn-54（約 310 日） 1.0E+03 35 Cs-134（約 2.1 年） 6.0E+01 

4 Fe-59（約 44 日） 4.0E+02 36 Cs-135（約 230 万年） 6.0E+02 

5 Co-58（約 71 日） 1.0E+03 37 Cs-136（約 13 日） 3.0E+02 

6 Co-60（約 5.3 年） 2.0E+02 38 Cs-137（約 30 年） 9.0E+01 

7 Ni-63（約 100 年） 6.0E+03 39 Ba-137m（約 2.6 分） 8.0E+05 

8 Zn-65（約 240 日） 2.0E+02 40 Ba-140（約 13 日） 3.0E+02 

9 Rb-86（約 19 日） 3.0E+02 41 Ce-141（約 33 日） 1.0E+03 

10 Sr-89（約 51 日） 3.0E+02 42 Ce-144（約 280 日） 2.0E+02 

11 Sr-90（約 29 年） 3.0E+01 43 Pr-144（約 17 分） 2.0E+04 

12 Y-90（約 64 時間） 3.0E+02 44 Pr-144m（約 7.2 分） 4.0E+04 

13 Y-91（約 59 日） 3.0E+02 45 Pm-146（約 5.5 年） 9.0E+02 

14 Nb-95（約 35 日） 1.0E+03 46 Pm-147（約 2.6 年） 3.0E+03 

15 Tc-99（約 21 万年） 1.0E+03 47 Pm-148（約 5.4 日） 3.0E+02 

16 Ru-103（約 39 日） 1.0E+03 48 Pm-148m（約 41 日） 5.0E+02 

17 Ru-106（約 370 日） 1.0E+02 49 Sm-151（約 90 年） 8.0E+03 

18 Rh-103m（約 56 分） 2.0E+05 50 Eu-152（約 14 年） 6.0E+02 

19 Rh-106（約 30 秒） 3.0E+05 51 Eu-154（約 8.6 年） 4.0E+02 

20 Ag-110m（約 250 日） 3.0E+02 52 Eu-155（約 4.8 年） 3.0E+03 

21 Cd-113m（約 14 年） 4.0E+01 53 Gd-153（約 240 日） 3.0E+03 

22 Cd-115m（約 45 日） 3.0E+02 54 Tb-160（約 72 日） 5.0E+02 

23 Sn-119m（約 290 日） 2.0E+03 55 Pu-238（約 88 年） 4.0E+00 

24 Sn-123（約 130 日） 4.0E+02 56 Pu-239（約 24000 年） 4.0E+00 

25 Sn-126（約 23 万年） 2.0E+02 57 Pu-240（約 6600 年） 4.0E+00 

26 Sb-124（約 60 日） 3.0E+02 58 Pu-241（約 14 年） 2.0E+02 

27 Sb-125（約 2.8 年） 8.0E+02 59 Am-241（約 430 年） 5.0E+00 

28 Te-123m（約 120 日） 6.0E+02 60 Am-242m（約 140 年） 5.0E+00 

29 Te-125m（約 57 日） 9.0E+02 61 Am-243（約 7400 年） 5.0E+00 

30 Te-127（約 9.4 時間） 5.0E+03 62 Cm-242（約 160 日） 6.0E+01 

31 Te-127m（約 110 日） 3.0E+02 63 Cm-243（約 29 年） 6.0E+00 

32 Te-129（約 70 分） 1.0E+04 64 Cm-244（約 18 年） 7.0E+00 

※半減期は、ICRP Publication 107 “Nuclear Decay Data for Dosimetric Calculations”[20]を参考に有効数字 2桁

で記載 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参照文献の追加に伴う記載の

適正化 
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変 更 前 変 更 後 変 更 理 由 

（現行記載なし） 表 5-1-2 ALPS 処理水海洋放出時の測定・評価対象核種およびトリチウム 

  
対象核種 

（物理学的半減期） 

告示濃度限度 

（Bq/L） 

1 H-3（約 12 年） 6.0E+04 

2 C-14（約 5700 年） 2.0E+03 

3 Mn-54（約 310 日） 1.0E+03 

4 Fe-55（約 2.7 年） 2.0E+03 

5 Co-60（約 5.3 年） 2.0E+02 

6 Ni-63（約 100 年） 6.0E+03 

7 Se-79（約 30 万年） 2.0E+02 

8 Sr-90（約 29 年） 3.0E+01 

9 Y-90（約 64 時間） 3.0E+02 

10 Tc-99（約 21 万年） 1.0E+03 

11 Ru-106（約 370 日） 1.0E+02 

12 Sb-125（約 2.8 年） 8.0E+02 

13 Te-125m（約 57 日） 9.0E+02 

14 I-129（約 1600 万年） 9.0E+00 

15 Cs-134（約 2.1 年） 6.0E+01 

16 Cs-137（約 30 年） 9.0E+01 

17 Ce-144（約 280 日） 2.0E+02 

18 Pm-147（約 2.6 年） 3.0E+03 

19 Sm-151（約 90 年） 8.0E+03 

20 Eu-154（約 8.6 年） 4.0E+02 

21 Eu-155（約 4.8 年） 3.0E+03 

22 U-234（約 25 万年） 2.0E+01 

23 U-238（約 45 億年） 2.0E+01 

24 Np-237(約 210 万年) 9.0E+00 

25 Pu-238（約 88 年） 4.0E+00 

26 Pu-239（約 24000 年） 4.0E+00 

27 Pu-240（約 6600 年） 4.0E+00 

28 Pu-241（約 14 年） 2.0E+02 

29 Am-241（約 430 年） 5.0E+00 

30 Cm-244（約 18 年） 7.0E+00 

※半減期は、ICRP Publication 107 “Nuclear Decay Data for Dosimetric Calculations” [20]を参

考に有効数字 2桁で記載 

測定・評価対象核種の選定に伴

う新規記載 
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変 更 前 変 更 後 変 更 理 由 

5-2. 放出方法 

 

（中略） 

 

 希釈放出前に、ALPS 処理水中の放射性物質濃度（トリチウム、62核種および C-14）の濃度を測定・

評価し、測定・評価した結果を毎回公開するとともに、第三者による測定・評価や公開等も実施、

その結果も公開する。 

 

 

（中略） 

 

表 5-2-1 具体的な実施事項 
処理途上水の二次処理 ・処理途上水については、ALPS 等により二次処理を実施し、放出されるトリチウム

以外の放射性物質が安全に関する規制基準値を確実に下回る（トリチウム以外の

告示濃度比総和が 1 未満になっている）ことを確認し、放出される放射性物質の

量を可能な限り低減する。 

ALPS 処理水の分析 ・希釈前の ALPS 処理水中のトリチウム、62 核種（ALPS 除去対象核種）および C-14

の放射性物質の濃度の測定・評価結果については、希釈放出前に毎回公開すると

ともに、第三者による測定・評価や公開等も実施する。 

希釈・放出 

（緊急時の措置含む） 
・除去が困難なトリチウムは、濃度が告示濃度限度を十分下回るよう、十分な量の海

水を用いて希釈（100 倍以上）して放出する。これに伴い、放出水のトリチウム以

外の核種による告示濃度比総和は、0.01 未満となる。 

－トリチウム濃度は、地下水バイパスおよびサブドレン等の排水濃度の運用目標

（1,500Bq/L 未満）と同じとする。 

・トリチウムの年間放出量は、当面、事故前の福島第一原子力発電所の放出管理値で

ある年間 22 兆 Bq（2.2E+13Bq）を上限とし、これを下回る水準とする。 

なお、トリチウムの年間放出量は、廃炉の進捗等に応じて適宜見直す。 

・故障や停電等により移送設備や希釈設備が計画する機能を発揮できない場合は、

直ちに放出を停止する。 

・海域モニタリングで異常値が検出された場合には、いったん放出を停止するとと

もに、その状況を調査する。放出を再開する際には、安全に放出できることを確認

したうえで実施する。 

海域モニタリング ・放出開始予定の約 1 年前から強化した計画にしたがい海域モニタリングを開始す

る。 

・海水および魚類・海藻類のモニタリングを強化する。 

－これまでの Cs-137 を中心としたものに加え、トリチウムも重点的に測定・評価

する。 

－測定試料は引き続き海水が中心であるが、加えて魚類、海藻類の採取数を増加

させる。 

・放出時の放射能測定結果は随時公開する。 

－第三者による分析や公開等について検討する。 
 

5-2. 放出方法 

 

（中略） 

 

 希釈放出前に、ALPS 処理水中の放射性物質濃度（測定・評価対象核種 29核種およびトリチウム）

の濃度を測定・評価し、測定・評価した結果を毎回公開するとともに、第三者による測定・評価

や公開等も実施、その結果も公開する。また、ALPS 除去対象核種（62核種）のうち、測定・評価

対象核種に含まれない核種についても同様に測定し、公開する。 

 

（中略） 

 

表 5-2-1 具体的な実施事項 
処理途上水の二次処理 ・処理途上水については、ALPS 等により二次処理を実施し、放出されるトリチウム

以外の放射性物質が安全に関する規制基準値を確実に下回る（トリチウム以外の

告示濃度比総和が 1 未満になっている）ことを確認し、放出される放射性物質の

量を可能な限り低減する。 

ALPS 処理水の分析 ・希釈前の ALPS 処理水中の測定・評価対象核種 29 核種およびトリチウム、それに

含まれない ALPS 除去対象核種の濃度の測定・評価結果については、希釈放出前に

毎回公開するとともに、第三者による測定・評価や公開等も実施する。 

希釈・放出 

（緊急時の措置含む） 
・除去が困難なトリチウムは、濃度が告示濃度限度を十分下回るよう、十分な量の海

水を用いて希釈（100 倍以上）して放出する。これに伴い、放出水のトリチウム以

外の核種による告示濃度比総和は、0.01 未満となる。 

－トリチウム濃度は、地下水バイパスおよびサブドレン等の排水濃度の運用目標

（1,500Bq/L 未満）と同じとする。 

・トリチウムの年間放出量は、当面、事故前の福島第一原子力発電所の放出管理値で

ある年間 22 兆 Bq（2.2E+13Bq）を上限とし、これを下回る水準とする。 

なお、トリチウムの年間放出量は、廃炉の進捗等に応じて適宜見直す。 

・故障や停電等により移送設備や希釈設備が計画する機能を発揮できない場合は、

直ちに放出を停止する。 

・海域モニタリングで異常値が検出された場合には、いったん放出を停止するとと

もに、その状況を調査する。放出を再開する際には、安全に放出できることを確認

したうえで実施する。 

海域モニタリング ・放出開始予定の約 1 年前から強化した計画にしたがい海域モニタリングを開始す

る。 

・海水および魚類・海藻類のモニタリングを強化する。 

－これまでの Cs-137 を中心としたものに加え、トリチウムも重点的に測定・評価

する。 

－測定試料は引き続き海水が中心であるが、加えて魚類、海藻類の採取数を増加

させる。 

・放出時の放射能測定結果は随時公開する。 

－第三者による分析や公開等について検討する。 
 

 

 

 

 

測定・評価対象核種の選定に伴

う記載の適正化 
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変 更 前 変 更 後 変 更 理 由 

 これに加え、ALPS 処理水の放出前の運用管理として、同じ告示濃度比の場合に魚介類による濃縮な

どの影響により人への被ばく影響が相対的に大きくなる８核種について、自主的な希釈前における運

用管理値を設け、さらなる放射線環境影響の低減を図る。運用管理値の検討内容は参考 C「運用管理値

の設定と仮想した ALPS 処理水による被ばく評価について」に示した。運用管理対象核種と運用管理値

を表 5-2-2 に示す。放出前の測定・確認用設備における分析の結果、これら 8核種の濃度が運用管理

値を超過していた場合には、放出を行わず、二次処理に回すこととする。なお、これら 8核種につい

ては、今後行われる放出前の測定対象核種見直し時に、その見直し結果と併せて必要に応じて見直す

ものとする。 

 

表 5-2-2 運用管理値（希釈前） 
 

対象核種 
告示濃度限度 

(Bq/L) 

運用管理値 

(Bq/L) 
告示濃度比 

C-14 2.0E+03 5.0E+02 2.5E-01 

Fe-59 4.0E+02 2.0E-01 5.0E-04 

Ag-110m 3.0E+02 6.0E-02 2.0E-04 

Cd-113m 4.0E+01 2.0E-01 5.0E-03 

Cd-115m 3.0E+02 4.0E+00 1.3E-02 

Sn-119m 2.0E+03 6.0E+01 3.0E-02 

Sn-123 4.0E+02 8.0E+00 2.0E-02 

Sn-126 2.0E+02 4.0E-01 2.0E-03 

（削除） 

 

測定・評価対象核種の選定に伴

う記載の適正化 
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変 更 前 変 更 後 変 更 理 由 

5-3. 放出設備 

「基本方針を踏まえた当社の対応」では、海洋放出設備の概念図（図 5-3-1）を示しているが、その

後の設計詳細化により、以下に示すその後の海洋放出設備の検討状況を反映し、評価を行った。 

 

 

 

 

（中略） 

 

 

5-3. 放出設備 

「基本方針を踏まえた当社の対応」では、海洋放出設備の概念図（図 5-3-1）を示しているが、その

後の設計詳細化以降、IAEA レビューおよび原子力規制委員会審査会合を通じて設計を確定したことに

より、以下に示すその後の海洋放出設備の検討状況を反映し、評価を行った。なお、設備容量等の最

適化については、参考 G「線量拘束値を踏まえた各核種の年間放出量上限および最適化評価結果」にま

とめた。 

放出設備の詳細については、「福島第一原子力発電所 特定原子力施設に係る実施計画 変更認可

申請書」 [21]を参照のこと。 

 

（中略） 

 

 

 

 

時点更新に伴う記載の適正化 

IAEA レビューミッションにお

ける議論を踏まえた記載の充

実 

記載の充実 
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変 更 前 変 更 後 変 更 理 由 

5-3-2. 測定・確認用設備 

測定・確認用設備は、ALPS 近傍の海抜 33.5m の敷地中央に設置された K4 タンクエリアに設置された

35 基のタンクのうち、30基を転用して使用する。タンク 10基約 1万 m3分を 1群として構成し、各タン

ク内に撹拌装置、タンク群ごとに循環装置を設けることにより、均質化した水を採取して分析できるも

のとする。同時に受入、測定・確認、放出の 3用途が必要なため、タンク群は 3群設けローテーション

しながら運用する。 

 

 

 

 

（中略） 

 

（現行記載なし） 

 

 

 

 

 

 

5-3-3. 移送設備 

移送設備は、ALPS 処理水移送ポンプおよび移送配管等により構成される。 

移送設備のうち、ALPS 処理水移送ポンプは、運転号機と予備機の 2台構成とし、海抜 33.5m の測定・

確認用設備のタンクから希釈設備まで ALPS 処理水の移送を行うため、測定・確認用設備近傍の多核種

移送設備建屋内に設置する。同建屋内には、浄化が不十分な水が放出されることがないよう、ガンマ線

を検出して緊急隔離を行う目的で、放射線検出器を設ける。 

 

 

移送設備のうち移送配管は、海抜 33.5m の測定・確認用設備から海抜 2.5m の海水配管までを繋ぐよ

うに設置する。異常時に ALPS 処理水の移送を停止できるよう、移送配管には緊急遮断弁を 2 箇所設け

る。1箇所は異常時の ALPS 処理水の放出量を最少化するよう海水配管注入部手前に、もう 1箇所は想定

される日本海溝津波などによる水没等により前者の緊急遮断弁が機能しない場合に備え、海抜 11.5m に

新設予定の防潮堤内側に設置する ALPS 電気品室内に設ける。同室内には、海水配管ヘッダに移送され

る ALPS 処理水の流量を計測するための流量計、および規定された流量に調整するための流量調節弁が

併設される。 

 

（中略） 

 

5-3-4. 希釈設備 

 

（中略） 

 

希釈設備は、5, 6 号機海側の海抜 2.5m の地点に設置する。大量の海水による希釈（100 倍以上）に

より、トリチウム濃度を 1,500Bq/L 未満とすることを確実にするため、海水移送配管には流量計を設け

る。海水移送ポンプは、既存の 5号機循環水ポンプ用の取水路を転用して設置するとともに、保守性を

考慮し、3 台設置とする。海水による十分な希釈が出来るよう、海水移送ポンプの能力は流量測定可能

な最大流量のポンプ（約 17 万 m3/日/台）とする。図 5-3-5 に希釈設備の概要図を示す。 

 

 

（中略） 

 

5-3-2. 測定・確認用設備 

測定・確認用設備は、ALPS 近傍の海抜 33.5m の敷地中央に設置された K4タンクエリアに設置された

1基あたり 1,000m3の容量を持つ 35基のタンクのうち、30 基を転用して使用する。タンク 10 基・公称

容量約 1万 m3分を 1群として構成し、各タンク内に撹拌装置 1台ずつで合計 30台、ならびに 1基あた

り 160m3/h の容量を持つ循環ポンプ 2台を含む循環装置を設け、原則、これらの運転時間を測定・確認

用タンク水量が 2巡するのに要する時間以上確保する（実運用開始後にも適宜検証を行い、十分に循

環・攪拌したことが確認できる場合には、この限りではない）ことにより、均質化した水を採取して

分析できるものとする。同時に受入、測定・確認、放出の 3用途が必要なため、タンク群は 3群設け

ローテーションしながら運用する。 

 

（中略） 

 

放出工程では、ALPS 処理水のトリチウム濃度を監視・制御装置に登録し、放出水中に含まれるトリ

チウム濃度が運用の上限値である 1,500Bq/L 未満になるよう、ALPS 処理水移送流量を最大 500m3/日（最

小流量（年平均）は汚染水発生量以上）の範囲で設定する。 

測定・確認工程の分析において確認したトリチウム濃度は、ヒューマンエラー防止のためスキャナ等

により機械的に読み取り、監視・制御装置へ登録する。監視・制御装置は、登録したトリチウム濃度と

海水流量から、ALPS 処理水移送流量を自動計算する。 

 

5-3-3. 移送設備 

移送設備は、ALPS 処理水移送ポンプおよび移送配管等により構成される。 

移送設備のうち、ALPS 処理水移送ポンプは、1台あたり 30m3/h の移送能力を持ち、運転号機と予備機

の 2台構成で、下流側に設置された ALPS 処理水流量調整弁および ALPS 処理水流量計等により流量を最

大 500m3/日の範囲で運用を行う。このポンプは、海抜 33.5m の測定・確認用設備のタンクから希釈設備

まで ALPS 処理水の移送を行うため、測定・確認用設備近傍の多核種移送設備建屋内に設置する。同建

屋内には、浄化が不十分な水が放出されることがないよう、ガンマ線を検出して緊急隔離を行う目的で、

放射線検出器（シンチレーション検出器）を設ける。 

移送設備のうち移送配管は、海抜 33.5m の測定・確認用設備から海抜 2.5m の海水配管までを繋ぐよう

に設置する。異常発生時に ALPS 処理水の移送を速やかに停止できるよう、移送配管には緊急遮断弁を

2箇所設ける。1箇所は異常発生時の ALPS 処理水の放出量を最少化するよう海水配管注入部手前に、も

う 1 箇所は想定される日本海溝津波などによる水没等により前者の緊急遮断弁が機能しない場合に備

え、海抜 11.5m に新設予定の防潮堤内側に設置する ALPS 電気品室内に設ける。同室内には、海水配管

ヘッダに移送される ALPS 処理水の流量を計測するための流量計、ならびに最大 500m3/日の範囲および

規定された流量に調整するための流量調節弁が併設される。 

 

（中略） 

 

5-3-4. 希釈設備 

 

（中略） 

 

希釈設備は、5, 6 号機海側の海抜 2.5m の地点に設置する。大量の海水による希釈（100 倍以上）に

より、トリチウム濃度を 1,500Bq/L 未満とすることを確実にするため、海水移送配管には流量計を設け

る。海水移送ポンプは、既存の 5号機循環水ポンプ用の取水路を転用して設置するとともに、保守性を

考慮し、3 台設置（うち 1 台予備）とする。海水による十分な希釈が出来るよう、海水移送ポンプの能

力は流量測定可能な最大流量のポンプ（1台あたり 7,086m3/h）とし、流量調整は行わない。図 5-3-5 に

希釈設備の概要図を示す。 

 

（中略） 

 

 

 

時点更新に伴う記載の適正化

及び記載の充実 
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変 更 前 変 更 後 変 更 理 由 

6. 人（公衆）の防護に関する評価 

6-1. 通常時の被ばく評価 

 

（中略） 

 

6-1-2. 評価方法 

(1) ソースターム 

ALPS 処理水の海洋放出に係る放射線影響評価の対象核種は、トリチウム、C-14 および ALPS による除

去対象 62核種の合計 64核種とした（表 5-1-1）。このうち、トリチウムについては「基本方針を踏まえ

た当社の対応」において、年間放出量の上限を当面事故前の福島第一原子力発電所の放出管理値である

22 兆 Bq（2.2E+13Bq）としている。 

 

 

 

トリチウム以外の 63 核種の放出量は、ALPS 処理水の核種組成（核種ごとの濃度）と年間排水量の積に

よって算出する。ALPS 処理水の核種組成はタンク群ごとに異なるが、現時点で 64 核種すべての分析結

果がそろっている K4、J1-C、J1-G の３つのタンク群の核種組成を使って設定することとした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

i. K4 タンク群（トリチウム以外の 63核種の告示濃度比総和 0.29） 

ii. J1-C タンク群（トリチウム以外の 63 核種の告示濃度比総和 0.35） 

iii. J1-G タンク群（トリチウム以外の 63核種の告示濃度比総和 0.22） 

 

（中略） 

 

一方、ALPS 除去対象核種の 62 核種は、震災 1 年後のインベントリデータを使用していることから、

現在では十分に減衰して存在量が十分に小さくなっている核種の存在も考えられる。 

以上の状況を踏まえて、ALPS 処理水を海洋放出するに当たり、改めて徹底的に検証した上で測定核種

の選定を行うこととしており、その場合には本評価を見直す予定である。新たな核種が追加される可能

性もあるが、ALPS 処理水の主要７核種に C-14 と Tc-99 を加えた放射能濃度の分析結果の合計値と全β

測定値において、現行の 64 核種以外の核種の存在を疑わせるようなかい離は認められていないこと、

及び検討対象として今後加わるものとしては、低エネルギーの放射線のため人体への影響が小さい核種

が予想されていることから、測定核種の見直しによる被ばく評価への影響はほとんどないものと考えて

いる。 

6. 人（公衆）の防護に関する評価 

6-1. 通常時の被ばく評価 

 

（中略） 

 

6-1-2. 評価方法 

(1) ソースターム 

5-1 で示したとおり、ALPS 処理水の海洋放出に係る放射線環境影響評価の対象核種は、これまで

ALPS の除去対象核種である 62核種に、トリチウム、C-14 を加えた 64核種としてきたが、原子力規制

委員会および IAEA の指摘を受けて、今般、あらためて測定・評価対象核種の選定を行い、29核種を選

定した（表 5-1-2）ことから、これにトリチウムを加えた 30 核種を線量評価対象核種として本放射線

環境影響評価を行う。 

このうち、トリチウムについては「基本方針を踏まえた当社の対応」において、年間放出量の上限

を当面事故前の福島第一原子力発電所の放出管理値である 22 兆 Bq（2.2E+13Bq）としている。 

トリチウム以外の 29 核種の放出量は、ALPS 処理水の核種組成（核種ごとの濃度）と年間排水量の積

によって算出する。ALPS 処理水の核種組成はタンク群ごとに異なるが、これまで評価対象核種として

きた 64 核種すべての分析結果がそろっている K4、J1-C、J1-G の３つのタンク群の核種組成を、引き

続き使って設定することとした。なお、新たに測定・評価対象核種として選定した Se-79 および Fe-55

については、今回核種選定にあたり追加で実施した測定では不検出であったが、現時点で 3つのタン

ク群ごとの 64核種の分析対象としていなかったため、Se-79 については ALPS 出口の濃度（検出下限

値）を３つのタンク群全てに共通で用いて、Fe-55 については K4 タンク群では当該タンク群での濃度

（検出下限値）、J1-C、J1-G タンク群では ALPS 出口の濃度（検出下限値）を共通で用いるとともに、

α核種である U-234、U-238、Np-237 については、これまで同様全αの分析結果から設定した。 

さらに、測定・評価対象核種の選定に事故後 12年となる 2023 年 3 月時点のインベントリを用いて

いることを踏まえ、2023 年 3 月時点の濃度となるよう半減期補正を行った。 

 

i. K4 タンク群（トリチウム以外の 29核種の告示濃度比総和 0.26） 

ii. J1-C タンク群（トリチウム以外の 29 核種の告示濃度比総和 0.21） 

iii. J1-G タンク群（トリチウム以外の 29核種の告示濃度比総和 0.10） 

 

（中略） 

 

（削除） 

 

 

 

 

 

 

 

 

測定・評価対象核種の選定に伴

う記載の適正化 
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変 更 前 変 更 後 変 更 理 由 

 
図 6-1-2  ALPS 処理水の分析結果における主要 7核種および 

Tc-99 の濃度分布（2021 年 3 月末現在）と 3タンク群の比較 
※主要 7核種告示濃度比総和 0.59 未満（添付 II 参照）の分析結果(80 基分)をプロット 

（二次処理試験水は除く） 

※縦軸はタンクの数を示す（不検出の場合には検出下限値で計数） 

※本図は測定時点の濃度でとりまとめたものであり、半減期補正はしていない 

 
図 6-1-2  ALPS 処理水の分析結果における主要 7核種および 

Tc-99 の濃度分布（2021 年 3 月末現在）と 3タンク群の比較 
※主要 7核種告示濃度比総和 0.59 未満（添付 II 参照）の分析結果(80 基分)をプロット 

（二次処理試験水は除く） 

※縦軸はタンクの数を示す 

※不検出の場合には検出下限値を使用して作成したため、一部の実測最大値は検出下限値である 

※本図は測定時点の濃度でとりまとめたものであり、半減期補正はしていない 

記載の適正化 
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変 更 前 変 更 後 変 更 理 由 

 
図 6-1-3 ALPS 処理水等の分析結果におけるトリチウム、 

C-14 の濃度分布（2021 年 3 月末現在）と 3 タンク群の比較 
※タンク群の分析結果(トリチウムは 189 基分、C-14 は 81 基分)をプロット（二次処理試験水は除く） 

※縦軸はタンクの数を示す（不検出の場合には検出下限値で計数） 

※本図は測定時点の濃度でとりまとめたものであり、半減期補正はしていない 

 

一方、保管されている ALPS 処理水等のトリチウム濃度には、図 6-1-3 のとおり幅があるため、想定

される処理水の年間排水量は、放出する ALPS 処理水中に含まれるトリチウムの濃度によって変化する。

年間排水量は、トリチウム濃度と逆比例の関係であり、トリチウム以外の 63 核種の年間放出量は、ト

リチウム濃度が低い方が増加する。すなわち、下式に示す関係がある。 

 

（中略） 

 

① トリチウムの年間放出量は、上限である 22兆 Bq（2.2E+13Bq）とする。 

② ①とトリチウム濃度から、年間排水量を求める。 

③ 63 核種の濃度と②で求めた年間排水量の積により、核種ごとの年間放出量を求める。検出下限値

未満の核種の中には、短半減期核種のものも含まれ、事故後 11 年以上経過した現在では実際に

はすでに減衰してしまったものもあると考えられるが、保守的に検出下限値で存在するものとし

て評価する。 

 

（中略） 

 

 

 
図 6-1-3 ALPS 処理水等の分析結果におけるトリチウム、 

C-14 の濃度分布（2021 年 3 月末現在）と 3タンク群の比較 
※タンク群の分析結果(トリチウムは 189 基分、C-14 は 81 基分)をプロット（二次処理試験水は除く） 

※縦軸はタンクの数を示す（不検出の場合には検出下限値で計数） 

※本図は測定時点の濃度でとりまとめたものであり、半減期補正はしていない 

 

一方、保管されている ALPS 処理水等のトリチウム濃度には、図 6-1-3 のとおり幅があるため、想定

される処理水の年間排水量は、放出する ALPS 処理水中に含まれるトリチウムの濃度によって変化す

る。年間排水量は、トリチウム濃度と逆比例の関係であり、トリチウム以外の 29 核種の年間放出量

は、トリチウム濃度が低い方が増加する。すなわち、下式に示す関係がある。 

 

（中略） 

 

① トリチウムの年間放出量は、上限である 22兆 Bq（2.2E+13Bq）とする。 

② ①とトリチウム濃度から、年間排水量を求める。 

③ 29 核種の濃度と②で求めた年間排水量の積により、核種ごとの年間放出量を求める。検出下限値

未満の核種の中には、実際には存在していないものもあると考えられるが、保守的に検出下限値

で存在するものとして評価する。 

 

 

（中略） 

 

 

記載の適正化 
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変 更 前 変 更 後 変 更 理 由 

表 6-1-1 実測値（K4 タンク群）の核種組成によるソースターム（年間放出量） 

対象 

核種 

核種濃度 

（Bq/L) 

年間排水量 

（L） 

年間放出量 

（Bq) 
備考 

H-3 1.9E+05 1.2E+08 2.2E+13 ・トリチウムの年間放出量は、年

間放出量の上限値とした 

・放出する際には、トリチウム濃

度が1,500Bq/L未満となるよう、

海水により 100 倍以上に希釈し

てから放出する 

C-14 1.5E+01 1.7E+09 

Mn-54 6.7E-03 7.8E+05 

Fe-59 1.7E-02 2.0E+06 

Co-58 8.0E-03 9.3E+05 

Co-60 4.4E-01 5.1E+07 

Ni-63 2.2E+00 2.5E+08 

Zn-65 1.5E-02 1.7E+06 

Rb-86 1.9E-01 2.2E+07 

Sr-89 1.0E-01 1.2E+07 

Sr-90 2.2E-01 2.5E+07 

Y-90 2.2E-01 2.5E+07 

Y-91 2.2E+00 2.5E+08 

Nb-95 1.0E-02 1.2E+06 

Tc-99 7.0E-01 8.1E+07 

Ru-103 1.0E-02 1.2E+06 

Ru-106 1.6E+00 1.9E+08 

Rh-103m 1.0E-02 1.2E+06 

Rh-106 1.6E+00 1.9E+08 

Ag-110m 5.6E-03 6.5E+05 

Cd-113m 1.8E-02 2.1E+06 

Cd-115m 6.4E-01 7.4E+07 

Sn-119m 1.7E-01 2.0E+07 

Sn-123 1.2E+00 1.4E+08 

Sn-126 2.7E-02 3.1E+06 

Sb-124 9.5E-03 1.1E+06 

Sb-125 3.3E-01 3.8E+07 

Te-123m 9.2E-03 1.1E+06 

Te-125m 3.3E-01 3.8E+07 

Te-127 3.2E-01 3.7E+07 

Te-127m 3.2E-01 3.7E+07 

Te-129 8.1E-02 9.4E+06 

Te-129m 3.2E-01 3.7E+07 

I-129 2.1E+00 2.4E+08 

Cs-134 4.5E-02 5.2E+06 

Cs-135 2.5E-06 2.9E+02 

Cs-136 3.0E-02 3.5E+06 

Cs-137 4.2E-01 4.9E+07 

Ba-137m 4.2E-01 4.9E+07 

Ba-140 9.5E-02 1.1E+07 

表 6-1-1 実測値（K4 タンク群）の核種組成によるソースターム（年間放出量） 

対象 

核種 

核種濃度 

（Bq/L) 

年間排水量 

（L） 

年間放出量 

（Bq) 
備考 

H-3 1.4E+05 1.6E+08 2.2E+13 ・トリチウムの年間放出量は、年

間放出量の上限値とした 

・放出する際には、トリチウム濃

度が1,500Bq/L未満となるよう、

海水により 100 倍以上に希釈し

てから放出する 

C-14 1.5E+01 2.4E+09 

Mn-54 8.5E-05 1.3E+04 

Fe-55 2.1E+00 3.3E+08 

Co-60 2.2E-01 3.5E+07 

Ni-63 2.1E+00 3.3E+08 

Se-79 1.5E+00 2.4E+08 

Sr-90 1.9E-01 3.0E+07 

Y-90 1.9E-01 3.0E+07 

Tc-99 7.0E-01 1.1E+08 

Ru-106 4.2E-02 6.6E+06 

Sb-125 8.6E-02 1.4E+07 

Te-125m 8.6E-02 1.4E+07 

I-129 2.1E+00 3.3E+08 

Cs-134 7.4E-03 1.2E+06 

Cs-137 3.7E-01 5.8E+07 

Ce-144 5.3E-04 8.3E+04 

Pm-147 4.5E-02 7.1E+06 

Sm-151 8.6E-04 1.4E+05 

Eu-154 7.8E-03 1.2E+06 

Eu-155 1.5E-02 2.4E+06 

U-234 6.3E-04 9.9E+04 

U-238 6.3E-04 9.9E+04 

Np-237 6.3E-04 9.9E+04 

Pu-238 6.0E-04 9.4E+04 

Pu-239 6.3E-04 9.9E+04 

Pu-240 6.3E-04 9.9E+04 

Pu-241 2.2E-02 3.5E+06 

Am-241 6.2E-04 9.7E+04 

Cm-244 5.1E-04 8.0E+04 
 

 

 

 

測定・評価対象核種の選定に伴
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変 更 前 変 更 後 変 更 理 由 

Ce-141 2.5E-02 2.9E+06 

Ce-144 6.3E-02 7.3E+06 

Pr-144 6.3E-02 7.3E+06 

Pr-144m 6.3E-02 7.3E+06 

Pm-146 9.8E-02 1.1E+07 

Pm-147 1.9E-01 2.2E+07 

Pm-148 5.0E-01 5.8E+07 

Pm-148m 8.4E-03 9.7E+05 

Sm-151 9.0E-04 1.0E+05 

Eu-152 2.8E-02 3.2E+06 

Eu-154 1.2E-02 1.4E+06 

Eu-155 3.3E-02 3.8E+06 

Gd-153 3.2E-02 3.7E+06 

Tb-160 2.8E-02 3.2E+06 

Pu-238 6.3E-04 7.3E+04 

Pu-239 6.3E-04 7.3E+04 

Pu-240 6.3E-04 7.3E+04 

Pu-241 2.8E-02 3.2E+06 

Am-241 6.3E-04 7.3E+04 

Am-242m 3.9E-05 4.5E+03 

Am-243 6.3E-04 7.3E+04 

Cm-242 6.3E-04 7.3E+04 

Cm-243 6.3E-04 7.3E+04 

Cm-244 6.3E-04 7.3E+04 
 

測定・評価対象核種の選定に伴

う記載の適正化 
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変 更 前 変 更 後 変 更 理 由 

表 6-1-2 実測値（J1-C タンク群）の核種組成によるソースターム（年間放出量） 

対象 

核種 

核種濃度 

（Bq/L) 

年間排水量 

（L） 

年間放出量 

（Bq) 
備考 

H-3 8.2E+05 2.7E+07 2.2E+13 ・トリチウムの年間放出量は、年

間放出量の上限値とした 

・放出する際には、トリチウム濃

度が1,500Bq/L未満となるよう、

海水により 100 倍以上に希釈し

てから放出する 

C-14 1.8E+01 4.8E+08 

Mn-54 3.8E-02 1.0E+06 

Fe-59 8.7E-02 2.3E+06 

Co-58 4.1E-02 1.1E+06 

Co-60 3.3E-01 8.9E+06 

Ni-63 8.5E+00 2.3E+08 

Zn-65 9.4E-02 2.5E+06 

Rb-86 5.0E-01 1.3E+07 

Sr-89 5.4E-02 1.4E+06 

Sr-90 3.6E-02 9.7E+05 

Y-90 3.6E-02 9.7E+05 

Y-91 1.7E+01 4.6E+08 

Nb-95 5.0E-02 1.3E+06 

Tc-99 1.2E+00 3.2E+07 

Ru-103 5.3E-02 1.4E+06 

Ru-106 1.4E+00 3.8E+07 

Rh-103m 5.3E-02 1.4E+06 

Rh-106 1.4E+00 3.8E+07 

Ag-110m 4.3E-02 1.2E+06 

Cd-113m 8.5E-02 2.3E+06 

Cd-115m 2.7E+00 7.2E+07 

Sn-119m 4.2E+01 1.1E+09 

Sn-123 6.6E+00 1.8E+08 

Sn-126 2.9E-01 7.8E+06 

Sb-124 9.7E-02 2.6E+06 

Sb-125 2.3E-01 6.2E+06 

Te-123m 9.2E-02 2.5E+06 

Te-125m 2.3E-01 6.2E+06 

Te-127 4.7E+00 1.3E+08 

Te-127m 4.9E+00 1.3E+08 

Te-129 6.2E-01 1.7E+07 

Te-129m 1.4E+00 3.8E+07 

I-129 1.2E+00 3.2E+07 

Cs-134 7.6E-02 2.0E+06 

Cs-135 1.2E-06 3.2E+01 

Cs-136 4.7E-02 1.3E+06 

Cs-137 1.9E-01 5.1E+06 

Ba-137m 1.9E-01 5.1E+06 

Ba-140 2.0E-01 5.4E+06 

表 6-1-2 実測値（J1-C タンク群）の核種組成によるソースターム（年間放出量） 

対象 

核種 

核種濃度 

（Bq/L) 

年間排水量 

（L） 

年間放出量 

（Bq) 
備考 

H-3 7.2E+05 3.1E+07 2.2E+13 ・トリチウムの年間放出量は、年

間放出量の上限値とした 

・放出する際には、トリチウム濃

度が1,500Bq/L未満となるよう、

海水により 100 倍以上に希釈し

てから放出する 

C-14 1.8E+01 5.5E+08 

Mn-54 5.3E-03 1.6E+05 

Fe-55 2.4E+00 7.3E+07 

Co-60 2.4E-01 7.3E+06 

Ni-63 8.3E+00 2.5E+08 

Se-79 1.5E+00 4.6E+07 

Sr-90 3.4E-02 1.0E+06 

Y-90 3.4E-02 1.0E+06 

Tc-99 1.2E+00 3.7E+07 

Ru-106 2.7E-01 8.3E+06 

Sb-125 1.2E-01 3.7E+06 

Te-125m 1.2E-01 3.7E+06 

I-129 1.2E+00 3.7E+07 

Cs-134 3.3E-02 1.0E+06 

Cs-137 1.7E-01 5.2E+06 

Ce-144 6.4E-02 2.0E+06 

Pm-147 4.2E-01 1.3E+07 

Sm-151 1.1E-02 3.4E+05 

Eu-154 9.4E-02 2.9E+06 

Eu-155 2.4E-01 7.3E+06 

U-234 3.2E-02 9.8E+05 

U-238 3.2E-02 9.8E+05 

Np-237 3.2E-02 9.8E+05 

Pu-238 3.2E-02 9.8E+05 

Pu-239 3.2E-02 9.8E+05 

Pu-240 3.2E-02 9.8E+05 

Pu-241 1.1E+00 3.4E+07 

Am-241 3.2E-02 9.8E+05 

Cm-244 3.0E-02 9.2E+05 
 

 

 

 

測定・評価対象核種の選定に伴

う記載の適正化 
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変 更 前 変 更 後 変 更 理 由 

Ce-141 2.6E-01 7.0E+06 

Ce-144 5.7E-01 1.5E+07 

Pr-144 5.7E-01 1.5E+07 

Pr-144m 5.7E-01 1.5E+07 

Pm-146 6.7E-02 1.8E+06 

Pm-147 8.0E-01 2.1E+07 

Pm-148 2.3E-01 6.2E+06 

Pm-148m 4.8E-02 1.3E+06 

Sm-151 1.1E-02 3.0E+05 

Eu-152 2.8E-01 7.5E+06 

Eu-154 1.1E-01 3.0E+06 

Eu-155 3.4E-01 9.1E+06 

Gd-153 2.6E-01 7.0E+06 

Tb-160 1.4E-01 3.8E+06 

Pu-238 3.3E-02 8.9E+05 

Pu-239 3.3E-02 8.9E+05 

Pu-240 3.3E-02 8.9E+05 

Pu-241 1.2E+00 3.2E+07 

Am-241 3.3E-02 8.9E+05 

Am-242m 5.9E-04 1.6E+04 

Am-243 3.3E-02 8.9E+05 

Cm-242 3.3E-02 8.9E+05 

Cm-243 3.3E-02 8.9E+05 

Cm-244 3.3E-02 8.9E+05 
 

測定・評価対象核種の選定に伴

う記載の適正化 
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変 更 前 変 更 後 変 更 理 由 

表 6-1-3 実測値（J1-G タンク群）の核種組成によるソースターム（年間放出量） 

対象 

核種 

核種濃度 

（Bq/L) 

年間排水量 

（L） 

年間放出量 

（Bq) 
備考 

H-3 2.7E+05 8.1E+07 2.2E+13 ・トリチウムの年間放出量は、年

間放出量の上限値とした 

・放出する際には、トリチウム濃

度が1,500Bq/L未満となるよう、

海水により 100 倍以上に希釈し

てから放出する 

C-14 1.6E+01 1.3E+09 

Mn-54 3.8E-02 3.1E+06 

Fe-59 7.2E-02 5.9E+06 

Co-58 3.7E-02 3.0E+06 

Co-60 2.3E-01 1.9E+07 

Ni-63 8.8E+00 7.2E+08 

Zn-65 8.0E-02 6.5E+06 

Rb-86 4.7E-01 3.8E+07 

Sr-89 4.5E-02 3.7E+06 

Sr-90 3.2E-02 2.6E+06 

Y-90 3.2E-02 2.6E+06 

Y-91 1.2E+01 9.8E+08 

Nb-95 4.7E-02 3.8E+06 

Tc-99 1.3E+00 1.1E+08 

Ru-103 5.1E-02 4.2E+06 

Ru-106 4.8E-01 3.9E+07 

Rh-103m 5.1E-02 4.2E+06 

Rh-106 4.8E-01 3.9E+07 

Ag-110m 4.0E-02 3.3E+06 

Cd-113m 8.6E-02 7.0E+06 

Cd-115m 2.3E+00 1.9E+08 

Sn-119m 4.0E+01 3.3E+09 

Sn-123 6.3E+00 5.1E+08 

Sn-126 1.5E-01 1.2E+07 

Sb-124 8.4E-02 6.8E+06 

Sb-125 1.4E-01 1.1E+07 

Te-123m 6.7E-02 5.5E+06 

Te-125m 1.4E-01 1.1E+07 

Te-127 4.3E+00 3.5E+08 

Te-127m 4.5E+00 3.7E+08 

Te-129 5.9E-01 4.8E+07 

Te-129m 1.2E+00 9.8E+07 

I-129 3.3E-01 2.7E+07 

Cs-134 6.7E-02 5.5E+06 

Cs-135 2.1E-06 1.7E+02 

Cs-136 3.6E-02 2.9E+06 

Cs-137 3.3E-01 2.7E+07 

Ba-137m 3.3E-01 2.7E+07 

Ba-140 1.7E-01 1.4E+07 

表 6-1-3 実測値（J1-G タンク群）の核種組成によるソースターム（年間放出量） 

対象 

核種 

核種濃度 

（Bq/L) 

年間排水量 

（L） 

年間放出量 

（Bq) 
備考 

H-3 2.4E+05 9.2E+07 2.2E+13 ・トリチウムの年間放出量は、年

間放出量の上限値とした 

・放出する際には、トリチウム濃

度が1,500Bq/L未満となるよう、

海水により 100 倍以上に希釈し

てから放出する 

C-14 1.6E+01 1.5E+09 

Mn-54 5.4E-03 5.0E+05 

Fe-55 2.4E+00 2.2E+08 

Co-60 1.7E-01 1.6E+07 

Ni-63 8.7E+00 8.0E+08 

Se-79 1.5E+00 1.4E+08 

Sr-90 3.0E-02 2.8E+06 

Y-90 3.0E-02 2.8E+06 

Tc-99 1.3E+00 1.2E+08 

Ru-106 9.4E-02 8.6E+06 

Sb-125 7.5E-02 6.9E+06 

Te-125m 7.5E-02 6.9E+06 

I-129 3.3E-01 3.0E+07 

Cs-134 3.0E-02 2.8E+06 

Cs-137 3.1E-01 2.8E+07 

Ce-144 6.5E-02 6.0E+06 

Pm-147 3.8E-01 3.5E+07 

Sm-151 9.8E-03 9.0E+05 

Eu-154 8.4E-02 7.7E+06 

Eu-155 1.2E-01 1.1E+07 

U-234 2.8E-02 2.6E+06 

U-238 2.8E-02 2.6E+06 

Np-237 2.8E-02 2.6E+06 

Pu-238 2.7E-02 2.5E+06 

Pu-239 2.8E-02 2.6E+06 

Pu-240 2.8E-02 2.6E+06 

Pu-241 8.9E-01 8.2E+07 

Am-241 2.8E-02 2.6E+06 

Cm-244 2.6E-02 2.4E+06 
 

 

 

 

測定・評価対象核種の選定に伴

う記載の適正化 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

56



福島第一原子力発電所 特定原子力施設に係る実施計画変更比較表（参考資料_添付資料 2） 

30 

変 更 前 変 更 後 変 更 理 由 

Ce-141 1.2E-01 9.8E+06 

Ce-144 5.5E-01 4.5E+07 

Pr-144 5.5E-01 4.5E+07 

Pr-144m 5.5E-01 4.5E+07 

Pm-146 6.3E-02 5.1E+06 

Pm-147 7.2E-01 5.9E+07 

Pm-148 4.5E-01 3.7E+07 

Pm-148m 4.1E-02 3.3E+06 

Sm-151 1.0E-02 8.1E+05 

Eu-152 1.9E-01 1.5E+07 

Eu-154 1.0E-01 8.1E+06 

Eu-155 1.8E-01 1.5E+07 

Gd-153 1.9E-01 1.5E+07 

Tb-160 1.4E-01 1.1E+07 

Pu-238 2.8E-02 2.3E+06 

Pu-239 2.8E-02 2.3E+06 

Pu-240 2.8E-02 2.3E+06 

Pu-241 1.0E+00 8.1E+07 

Am-241 2.8E-02 2.3E+06 

Am-242m 5.1E-04 4.2E+04 

Am-243 2.8E-02 2.3E+06 

Cm-242 2.8E-02 2.3E+06 

Cm-243 2.8E-02 2.3E+06 

Cm-244 2.8E-02 2.3E+06 
 

測定・評価対象核種の選定に伴

う記載の適正化 
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変 更 前 変 更 後 変 更 理 由 

(2) 放出後の拡散、移行のモデリング 

 

（中略） 

 

②海域における移流、拡散の評価 

海域における放射性物質の拡散計算には、領域海洋モデル「ROMS:Regional Ocean Modeling System」

を一般財団法人電力中央研究所にて福島沖に適用したモデルを使用する。本モデルは、福島第一原子力

発電所事故によって海洋に漏えいしたセシウムの拡散について、過去の実気象、海象のデータにより海

水中セシウム濃度の再現計算を実施し、実測データとの比較によって再現性が高いことを確認した

(Tsumune et al., 2020) [4]モデルであり、2020 年 3月 24 日公表の「多核種除去設備等処理水の取扱

いに関する小委員会報告書を受けた当社の検討素案について」 [17]でも使用している。 

 

（中略） 

 

 海表面の駆動力には、気象庁短期気象予測データ（JMA-GSM）をメソスケール気象モデル（Weather 

Reseach and Forecasting model(WRF), Skamarock, et al, 2008 [18]）を用いて内挿する短期気

象予測システム（Numerical Weather Forecasting and Analysis System (NuWFAS),橋本ら、2010) 

[19]による再解析結果（風速・短波・長波・気圧・気温・湿度・降水量）を使用した。NuWFAS のア

ウトプットの時間解像度が 1 時間ごとであり、水平解像度が 5 km であるため、シミュレーション

では時間方向、水平方向に内挿した結果を与えた。 

 外洋の境界条件およびデータ同化（ナッジング）27の元データとして、リアルタイムに更新されて

いる海洋海流の再解析データ（Japan Coastal Ocean Prediction Experiment 2 (JCOPE2, Miyazawa 

et al., 2009) 28 [20]の結果（水温、塩分、海面高度）を使用した。 

 

（中略） 

 

(3) 被ばく経路の設定 

 

（中略） 

 

a. 外部被ばく 

 

（現行記載なし） 

 

 

 

 

①海水面からの外部被ばく 

 

（中略） 

 

海水面からのγ線による実効線量換算係数 30は、廃止措置工事環境影響評価ハンドブック [21]（以

下、「廃止措置ハンドブック」）の値を使用した。実効線量換算係数の算出は、点減衰核積分法を用いた

簡易遮へい計算コード QAD-CGGP2 が使用されている。 

 

（中略） 

 

②船体からの外部被ばく 

 

（中略） 

 

船体に付着した放射性物質からのγ線による実効線量換算係数 31は、廃止措置ハンドブックの値を

(2) 放出後の拡散、移行のモデリング 

 

（中略） 

 

②海域における移流、拡散の評価 

海域における放射性物質の拡散計算には、領域海洋モデル「ROMS:Regional Ocean Modeling System」

を一般財団法人電力中央研究所にて福島沖に適用したモデルを使用する。本モデルは、福島第一原子力

発電所事故によって海洋に漏えいしたセシウムの拡散について、過去の実気象、海象のデータにより海

水中セシウム濃度の再現計算を実施し、実測データとの比較によって再現性が高いことを確認した

(Tsumune et al., 2020) [4]モデルであり、2020 年 3月 24 日公表の「多核種除去設備等処理水の取扱

いに関する小委員会報告書を受けた当社の検討素案について」 [22]でも使用している。 

 

（中略） 

 

 海表面の駆動力には、気象庁短期気象予測データ（JMA-GSM）をメソスケール気象モデル（Weather 

Reseach and Forecasting model(WRF), Skamarock, et al, 2008 [23]）を用いて内挿する短期気

象予測システム（Numerical Weather Forecasting and Analysis System (NuWFAS),橋本ら、2010) 

[24]による再解析結果（風速・短波・長波・気圧・気温・湿度・降水量）を使用した。NuWFAS のア

ウトプットの時間解像度が 1 時間ごとであり、水平解像度が 5 km であるため、シミュレーション

では時間方向、水平方向に内挿した結果を与えた。 

 外洋の境界条件およびデータ同化（ナッジング）27の元データとして、リアルタイムに更新されて

いる海洋海流の再解析データ（Japan Coastal Ocean Prediction Experiment 2 (JCOPE2, Miyazawa 

et al., 2009) 28 [25]の結果（水温、塩分、海面高度）を使用した。 

 

（中略） 

 

(3) 被ばく経路の設定 

 

（中略） 

 

a. 外部被ばく 

外部被ばくの評価は、廃止措置工事環境影響評価ハンドブック [26]（以下、「廃止措置ハンドブッ

ク」）の被ばく評価モデルおよび実効線量換算係数を使用した。外部被ばくについては、ICRP 

Publication 101a “Assessing Dose of the Representative Person for the Purpose of the 

Radiation Protection of the Public” [27]にて、「環境における外部被ばくに関しては、年齢によ

る単位被ばく当たりの線量にはほとんど変動性がないことが一般に認められている。」とあることか

ら、年齢別グループを設定しない。 

①海水面からの外部被ばく 

 

（中略） 

 

海水面からのγ線による実効線量換算係数 30は、廃止措置ハンドブックの値を使用した。実効線量換

算係数の算出は、点減衰核積分法を用いた簡易遮へい計算コード QAD-CGGP2 が使用されている。 

 

 

（中略） 

 

②船体からの外部被ばく 

 

（中略） 

 

船体に付着した放射性物質からのγ線による実効線量換算係数 31は、廃止措置ハンドブックの値を

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参照文献の追加に伴う記載の

適正化及び IAEA レビューミッ

ションにおける議論を踏まえ

た記載の充実 
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変 更 前 変 更 後 変 更 理 由 

使用した。実効線量換算係数の算出は、点減衰核積分法を用いた簡易遮へい計算コード QAD-CGGP2 が

使用されている。廃止措置ハンドブックに示されていない核種は、β・γ核種については Co-60、α核

種については Am-243 とそれぞれ保守的に最も大きい値を用いた（表 6-1-6）。船体への移行係数 32

は、「六ヶ所事業所再処理事業指定申請書」（日本原燃サービス、1989） [22]より

100((Bq/m2)/(Bq/L))で海水中濃度と常に平衡状態であると仮定した。 

 
（中略） 

 

b. 内部被ばく 

 

（現行記載なし） 

 

（中略） 

 

⑦海水の水しぶきの吸入による内部被ばく 

海浜においては、波による海水の水しぶきを吸入することが考えられることから、水しぶきの吸入に

よる内部被ばくを評価する。評価手法は、IAEA-TECDOC-1759 ”Determining the Suitability of 

Materials for Disposal at Sea under the London Convention 1972 and London Protocol 1996: A 

Radiological Assessment Procedure” [23]（以下、「TECDOC-1759」）を参考とした。 

 

 

（中略） 

 

Rs  は呼吸率であり、「発電用軽水型原子炉施設周辺の線量目標値に対する評価指

針」[24]より、成人 0.925m3/ｈ、幼児 0.363m3/ｈ、乳児 0.119m3/ｈを使用 

 

（中略） 

 

⑧海産物の摂取による内部被ばく 

 

（中略） 

 

海産物の濃縮係数 36 は、IAEA Technical Reports Series No.422 ”Sediment Distribution 

Coefficients and Concentration Factors for Biota in the Marine Environment” [25]（以下、「TRS-

422」）および UCRL-50564 Rev.1 ”CONCENTRATION FACTORS OF CHEMICAL ELEMENTS IN EDIBLE AQUATIC 

ORGANISMS” [26]（以下、「UCRL-50564 Rev.1」）に定める係数を使用した（表 6-1-12）。 

 

（中略） 

 

 

使用した。実効線量換算係数の算出は、点減衰核積分法を用いた簡易遮へい計算コード QAD-CGGP2 が

使用されている。廃止措置ハンドブックに示されていない核種は、β・γ核種については Co-60、α核

種については Am-243 とそれぞれ保守的に最も大きい値を用いた（表 6-1-6）。船体への移行係数 32

は、「六ヶ所事業所再処理事業指定申請書」（日本原燃サービス、1989） [28]より

100((Bq/m2)/(Bq/L))で海水中濃度と常に平衡状態であると仮定した。 

 
（中略） 

 

b. 内部被ばく 

 内部被ばくについては、飲食等により摂取する放射性物質の量に、預託実効線量係数から評価する。

内部被ばくについては、３つの年齢別グループ（成人、幼児、乳児）毎に評価を行う。 

 

（中略） 

 

⑦海水の水しぶきの吸入による内部被ばく 

海浜においては、波による海水の水しぶきを吸入することが考えられることから、水しぶきの吸入に

よる内部被ばくを評価する。評価にあたっては、水しぶきの空気中濃度として、IAEA-TECDOC-1759 ”

Determining the Suitability of Materials for Disposal at Sea under the London Convention 1972 

and London Protocol 1996: A Radiological Assessment Procedure” [29]（以下、「TECDOC-1759」）

に示されている水しぶきの空気中濃度の推奨値を使用した。 

 

（中略） 

 

Rs  は呼吸率であり、「発電用軽水型原子炉施設周辺の線量目標値に対する評価指

針」[30]より、成人 0.925m3/ｈ、幼児 0.363m3/ｈ、乳児 0.119m3/ｈを使用 

 

（中略） 

 

⑧海産物の摂取による内部被ばく 

 

（中略） 

 

海産物の濃縮係数 36は、IAEA Technical Reports Series No.422 ”Sediment Distribution 

Coefficients and Concentration Factors for Biota in the Marine Environment” [31]（以下、

「TRS-422」）に定める係数を使用した（表 6-1-12）。 

 

 

（中略） 

 

 

 

 

 

参照文献の追加測定・評価対象

核種の選定に伴う記載の適正

化、並びに IAEA レビューミッ

ションにおける議論を踏まえ

た記載の充実 
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変 更 前 変 更 後 変 更 理 由 

表 6-1-5 海水面からの放射線による実効線量換算係数 

（廃止措置ハンドブック [21]、それ以外は備考に付記） 

核種 
実効線量換算係数 

((mSv/h)/(Bq/L)) 
備考 

H-3 0.0E+00 純β核種であるため 0とした  

C-14 0.0E+00 純β核種であるため 0とした  

Mn-54 1.7E-07   

Fe-59 3.2E-11   

Co-58 2.0E-07   

Co-60 5.0E-07   

Ni-63 0.0E+00 純β核種であるため 0とした  

Zn-65 1.2E-07   

Rb-86 5.0E-07 
出典元で数値が与えられていない核種である

ため、保守的に Co-60 と同じ値とした 

Sr-89 5.0E-07 
出典元で数値が与えられていない核種である

ため、保守的に Co-60 と同じ値とした 

Sr-90 1.6E-09   

Y-90 － 親核種 Sr-90 に含まれる 

Y-91 5.0E-07 
出典元で数値が与えられていない核種である

ため、保守的に Co-60 と同じ値とした 

Nb-95 5.0E-07 
出典元で数値が与えられていない核種である

ため、保守的に Co-60 と同じ値とした 

Tc-99 1.5E-11   

Ru-103 5.0E-07 
出典元で数値が与えられていない核種である

ため、保守的に Co-60 と同じ値とした 

Ru-106 4.5E-08   

Rh-103m － 親核種 Ru-103 に含まれる 

Rh-106 － 親核種 Ru-106 に含まれる 

Ag-110m 5.0E-07 保守的に Co-60 と同じ値とした 

Cd-113m 7.4E-11   

Cd-115m 5.0E-07 
出典元で数値が与えられていない核種である

ため、保守的に Co-60 と同じ値とした 

Sn-119m 5.0E-07 
出典元で数値が与えられていない核種である

ため、保守的に Co-60 と同じ値とした 

Sn-123 5.0E-07 
出典元で数値が与えられていない核種である

ため、保守的に Co-60 と同じ値とした 

Sn-126 1.1E-08   

Sb-124 5.0E-07 
出典元で数値が与えられていない核種である

ため、保守的に Co-60 と同じ値とした 

Sb-125 8.7E-08   

Te-123m 5.0E-07 
出典元で数値が与えられていない核種である

ため、保守的に Co-60 と同じ値とした 

Te-125m 6.6E-09   

Te-127 5.0E-07 
出典元で数値が与えられていない核種である

ため、保守的に Co-60 と同じ値とした 

表 6-1-5 海水面からの放射線による実効線量換算係数 

（廃止措置ハンドブック [26]、それ以外は備考に付記） 

核種 
実効線量換算係数 

((mSv/h)/(Bq/L)) 
備考 

H-3 0.0E+00 純β核種であるため 0とした 

C-14 0.0E+00 純β核種であるため 0とした 

Mn-54 1.7E-07  

Fe-55 0.0E+00   

Co-60 5.0E-07  

Ni-63 0.0E+00 純β核種であるため 0とした 

Se-79 4.8E-12   

Sr-90 1.6E-09  

Y-90 － 親核種 Sr-90 に含まれる 

Tc-99 1.5E-11  

Ru-106 4.5E-08   

Sb-125 8.7E-08  

Te-125m 6.6E-09  

I-129 4.6E-09  

Cs-134 3.1E-07  

Cs-137 1.2E-07  

Ce-144 1.3E-08  

Pm-147 8.2E-12  

Sm-151 1.7E-12 
 

Eu-154 2.5E-07  

Eu-155 5.0E-07 
出典元で数値が与えられていない核種である

ため、保守的に Co-60 と同じ値とした 

U-234 5.9E-11   

U-238 5.2E-09   

Np-237 4.4E-08   

Pu-238 4.7E-11  

Pu-239 2.6E-11  

Pu-240 4.6E-11  

Pu-241 2.9E-08  

Am-241 4.6E-09  

Cm-244 4.5E-11  
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変 更 前 変 更 後 変 更 理 由 

Te-127m 5.0E-07 
出典元で数値が与えられていない核種である

ため、保守的に Co-60 と同じ値とした 

Te-129 － 親核種 Te-129m に含まれる 

Te-129m 5.0E-07 
出典元で数値が与えられていない核種である

ため、保守的に Co-60 と同じ値とした 

I-129 
4.6E-09 

  

Cs-134 3.1E-07   

Cs-135 5.0E-07 
出典元で数値が与えられていない核種である

ため、保守的に Co-60 と同じ値とした 

Cs-136 5.0E-07 
出典元で数値が与えられていない核種である

ため、保守的に Co-60 と同じ値とした 

Cs-137 1.2E-07   

Ba-137m － 親核種 Cs-137 に含まれる 

Ba-140 5.0E-07 
出典元で数値が与えられていない核種である

ため、保守的に Co-60 と同じ値とした 

Ce-141 5.0E-07 
出典元で数値が与えられていない核種である

ため、保守的に Co-60 と同じ値とした 

Ce-144 1.3E-08   

Pr-144 － 親核種 Ce-144 に含まれる 

Pr-144m － 親核種 Ce-144 に含まれる 

Pm-146 5.0E-07 
出典元で数値が与えられていない核種である

ため、保守的に Co-60 と同じ値とした 

Pm-147 8.2E-12   

Pm-148 5.0E-07 
出典元で数値が与えられていない核種である

ため、保守的に Co-60 と同じ値とした 

Pm-148m 5.0E-07 
出典元で数値が与えられていない核種である

ため、保守的に Co-60 と同じ値とした 

Sm-151 1.7E-12   

Eu-152 2.3E-07   

Eu-154 2.5E-07   

Eu-155 5.0E-07 
出典元で数値が与えられていない核種である

ため、保守的に Co-60 と同じ値とした 

Gd-153 5.0E-07 
出典元で数値が与えられていない核種である

ため、保守的に Co-60 と同じ値とした 

Tb-160 5.0E-07 
出典元で数値が与えられていない核種である

ため、保守的に Co-60 と同じ値とした 

Pu-238 4.7E-11   

Pu-239 2.6E-11   

Pu-240 4.6E-11   

Pu-241 2.9E-08   

Am-241 4.6E-09   

Am-242m 3.1E-09   

Am-243 4.4E-08   

Cm-242 4.8E-11   

測定・評価対象核種の選定に伴

う記載の適正化 
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変 更 前 変 更 後 変 更 理 由 

Cm-243 4.4E-08 
出典元で数値が与えられていない核種である

ため、保守的に Am-243 と同じ値とした 

Cm-244 4.5E-11   
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変 更 前 変 更 後 変 更 理 由 

表 6-1-6 船体からの放射線による実効線量換算係数 

（廃止措置ハンドブック [21]、それ以外は備考に付記） 

核種 
実効線量換算係数 

((mSv/h)/(Bq/m2)) 
備考 

H-3 0.0E+00 純β核種であるため 0とした  

C-14 0.0E+00 純β核種であるため 0とした  

Mn-54 1.4E-09   

Fe-59 4.2E-12   

Co-58 1.6E-09   

Co-60 3.5E-09   

Ni-63 0.0E+00 純β核種であるため 0とした  

Zn-65 1.0E-09   

Rb-86 3.5E-09 
出典元で数値が与えられていない核種であるた

め、保守的に Co-60 と同じ値とした 

Sr-89 3.5E-09 
出典元で数値が与えられていない核種であるた

め、保守的に Co-60 と同じ値とした 

Sr-90 5.8E-11   

Y-90 － 親核種 Sr-90 に含まれる 

Y-91 3.5E-09 
出典元で数値が与えられていない核種であるた

め、保守的に Co-60 と同じ値とした 

Nb-95 3.5E-09 
出典元で数値が与えられていない核種であるた

め、保守的に Co-60 と同じ値とした 

Tc-99 2.8E-12   

Ru-103 3.5E-09 
出典元で数値が与えられていない核種であるた

め、保守的に Co-60 と同じ値とした 

Ru-106 4.0E-10   

Rh-103m － 親核種 Ru-103 に含まれる 

Rh-106 － 親核種 Ru-106 に含まれる 

Ag-110m 3.5E-09 
出典元で数値が与えられていない核種であるた

め、保守的に Co-60 と同じ値とした 

Cd-113m 7.2E-12   

Cd-115m 3.5E-09 
出典元で数値が与えられていない核種であるた

め、保守的に Co-60 と同じ値とした 

Sn-119m 3.5E-09 
出典元で数値が与えられていない核種であるた

め、保守的に Co-60 と同じ値とした 

Sn-123 3.5E-09 
出典元で数値が与えられていない核種であるた

め、保守的に Co-60 と同じ値とした 

Sn-126 2.3E-10   

Sb-124 3.5E-09 
出典元で数値が与えられていない核種であるた

め、保守的に Co-60 と同じ値とした 

Sb-125 8.3E-10   

Te-123m 3.5E-09 
出典元で数値が与えられていない核種であるた

め、保守的に Co-60 と同じ値とした 

Te-125m 4.4E-10   

Te-127 3.5E-09 出典元で数値が与えられていない核種であるた

表 6-1-6 船体からの放射線による実効線量換算係数 

（廃止措置ハンドブック [26]、それ以外は備考に付記） 

核種 
実効線量換算係数 

((mSv/h)/(Bq/m2)) 
備考 

H-3 0.0E+00 純β核種であるため 0とした 

C-14 0.0E+00 純β核種であるため 0とした 

Mn-54 1.4E-09  

Fe-55 0.0E+00   

Co-60 3.5E-09  

Ni-63 0.0E+00 純β核種であるため 0とした 

Se-79 1.5E-12   

Sr-90 5.8E-11  

Y-90 － 親核種 Sr-90 に含まれる 

Tc-99 2.8E-12  

Ru-106 4.0E-10  

Sb-125 8.3E-10  

Te-125m 4.4E-10  

I-129 3.0E-10  

Cs-134 2.4E-09  

Cs-137 9.5E-10  

Ce-144 1.6E-10  

Pm-147 1.9E-12  

Sm-151 8.7E-13  

Eu-154 1.8E-09  

Eu-155 3.5E-09 
出典元で数値が与えられていない核種であるた

め、保守的に Co-60 と同じ値とした 

U-234 9.4E-11   

U-238 2.5E-10   

Np-237 1.4E-09   

Pu-238 1.1E-10  

Pu-239 3.9E-11  

Pu-240 1.0E-10  

Pu-241 7.7E-10  

Am-241 2.0E-10  

Cm-244 1.0E-10  
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変 更 前 変 更 後 変 更 理 由 

め、保守的に Co-60 と同じ値とした 

Te-127m 3.5E-09 
出典元で数値が与えられていない核種であるた

め、保守的に Co-60 と同じ値とした 

Te-129 － 親核種 Te-129m に含まれる 

Te-129m 3.5E-09 
出典元で数値が与えられていない核種であるた

め、保守的に Co-60 と同じ値とした 

I-129 3.0E-10   

Cs-134 2.4E-09   

Cs-135 3.5E-09 
出典元で数値が与えられていない核種であるた

め、保守的に Co-60 と同じ値とした 

Cs-136 3.5E-09 
出典元で数値が与えられていない核種であるた

め、保守的に Co-60 と同じ値とした 

Cs-137 9.5E-10   

Ba-137m － 親核種 Cs-137 に含まれる 

Ba-140 3.5E-09 
出典元で数値が与えられていない核種であるた

め、保守的に Co-60 と同じ値とした 

Ce-141 3.5E-09 
出典元で数値が与えられていない核種であるた

め、保守的に Co-60 と同じ値とした 

Ce-144 1.6E-10   

Pr-144 － 親核種 Ce-144 に含まれる 

Pr-144m － 親核種 Ce-144 に含まれる 

Pm-146 3.5E-09 
出典元で数値が与えられていない核種であるた

め、保守的に Co-60 と同じ値とした 

Pm-147 1.9E-12   

Pm-148 3.5E-09 
出典元で数値が与えられていない核種であるた

め、保守的に Co-60 と同じ値とした 

Pm-148m 3.5E-09 
出典元で数値が与えられていない核種であるた

め、保守的に Co-60 と同じ値とした 

Sm-151 8.7E-13   

Eu-152 1.8E-09   

Eu-154 1.8E-09   

Eu-155 3.5E-09 
出典元で数値が与えられていない核種であるた

め、保守的に Co-60 と同じ値とした 

Gd-153 3.5E-09 
出典元で数値が与えられていない核種であるた

め、保守的に Co-60 と同じ値とした 

Tb-160 3.5E-09 
出典元で数値が与えられていない核種であるた

め、保守的に Co-60 と同じ値とした 

Pu-238 1.1E-10   

Pu-239 3.9E-11   

Pu-240 1.0E-10   

Pu-241 7.7E-10   

Am-241 2.0E-10   

Am-242m 8.3E-10   

Am-243 1.1E-09   

Cm-242 1.1E-10   

測定・評価対象核種の選定に伴

う記載の適正化 
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変 更 前 変 更 後 変 更 理 由 

Cm-243 1.1E-09 
出典元で数値が与えられていない核種であるた

め、保守的に Am-243 と同じ値とした 

Cm-244 1.0E-10   
 

測定・評価対象核種の選定に伴

う記載の適正化 
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変 更 前 変 更 後 変 更 理 由 

表 6-1-7 遊泳、海中作業における海水からの放射線による実効線量換算係数 

（廃止措置ハンドブック [21]、それ以外は備考に付記） 

核種 
実効線量換算係数 

((mSv/h)/(Bq/L)) 
備考 

H-3 0.0E+00   

C-14 0.0E+00   

Mn-54 4.8E-07   

Fe-59 6.8E-07   

Co-58 4.7E-07   

Co-60 1.4E-06   

Ni-63 0.0E+00   

Zn-65 3.3E-07   

Rb-86 1.4E-06 
出典元で数値が与えられていない核種である

ため、保守的に Co-60 と同じ値とした 

Sr-89 1.4E-06 
出典元で数値が与えられていない核種である

ため、保守的に Co-60 と同じ値とした 

Sr-90 7.2E-13   

Y-90 － 親核種 Sr-90 に含まれる 

Y-91 1.4E-06 
出典元で数値が与えられていない核種である

ため、保守的に Co-60 と同じ値とした 

Nb-95 1.4E-06 
出典元で数値が与えられていない核種である

ため、保守的に Co-60 と同じ値とした 

Tc-99 4.0E-13   

Ru-103 1.4E-06 
出典元で数値が与えられていない核種である

ため、保守的に Co-60 と同じ値とした 

Ru-106 1.2E-07   

Rh-103m － 親核種 Ru-103 に含まれる 

Rh-106 － 親核種 Ru-106 に含まれる 

Ag-110m 1.4E-06 
出典元で数値が与えられていない核種である

ため、保守的に Co-60 と同じ値とした 

Cd-113m 4.2E-11   

Cd-115m 1.4E-06 
出典元で数値が与えられていない核種である

ため、保守的に Co-60 と同じ値とした 

Sn-119m 1.4E-06 
出典元で数値が与えられていない核種である

ため、保守的に Co-60 と同じ値とした 

Sn-123 1.4E-06 
出典元で数値が与えられていない核種である

ため、保守的に Co-60 と同じ値とした 

Sn-126 3.2E-08   

Sb-124 1.4E-06 
出典元で数値が与えられていない核種である

ため、保守的に Co-60 と同じ値とした 

Sb-125 2.5E-07   

Te-123m 1.4E-06 
出典元で数値が与えられていない核種である

ため、保守的に Co-60 と同じ値とした 

Te-125m 2.0E-08   

Te-127 1.4E-06 
出典元で数値が与えられていない核種である

ため、保守的に Co-60 と同じ値とした 

Te-127m 1.4E-06 
出典元で数値が与えられていない核種である

ため、保守的に Co-60 と同じ値とした 

表 6-1-7 遊泳、海中作業における海水からの放射線による実効線量換算係数 

（廃止措置ハンドブック [26]、それ以外は備考に付記） 

核種 
実効線量換算係数 

((mSv/h)/(Bq/L)) 
備考 

H-3 0.0E+00   

C-14 0.0E+00   

Mn-54 4.8E-07   

Fe-55 9.7E-10   

Co-60 1.4E-06   

Ni-63 0.0E+00   

Se-79 0.0E+00   

Sr-90 7.2E-13  

Y-90 － 親核種 Sr-90 に含まれる 

Tc-99 4.0E-13  

Ru-106 1.2E-07  

Sb-125 2.5E-07  

Te-125m 2.0E-08  

I-129 1.4E-08  

Cs-134 9.0E-07  

Cs-137 3.4E-07  

Ce-144 2.8E-08  

Pm-147 2.5E-12  

Sm-151 8.3E-12  

Eu-154 6.4E-07  

Eu-155 1.4E-06 
出典元で数値が与えられていない核種である

ため、保守的に Co-60 と同じ値とした 

U-234 1.0E-09   

U-238 1.6E-08   

Np-237 1.5E-07   

Pu-238 1.1E-09  

Pu-239 5.2E-10  

Pu-240 9.9E-10  

Pu-241 8.1E-08  

Am-241 1.9E-08  

Cm-244 9.0E-10  
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変 更 前 変 更 後 変 更 理 由 

Te-129 － 親核種 Te-129m に含まれる 

Te-129m 1.4E-06 
出典元で数値が与えられていない核種である

ため、保守的に Co-60 と同じ値とした 

I-129 1.4E-08   

Cs-134 9.0E-07   

Cs-135 1.4E-06 
出典元で数値が与えられていない核種である

ため、保守的に Co-60 と同じ値とした 

Cs-136 1.4E-06 
出典元で数値が与えられていない核種である

ため、保守的に Co-60 と同じ値とした 

Cs-137 3.4E-07   

Ba-137m － 親核種 Cs-137 に含まれる 

Ba-140 1.4E-06 
出典元で数値が与えられていない核種である

ため、保守的に Co-60 と同じ値とした 

Ce-141 1.4E-06 
出典元で数値が与えられていない核種である

ため、保守的に Co-60 と同じ値とした 

Ce-144 2.8E-08   

Pr-144 － 親核種 Ce-144 に含まれる 

Pr-144m － 親核種 Ce-144 に含まれる 

Pm-146 1.4E-06 
出典元で数値が与えられていない核種である

ため、保守的に Co-60 と同じ値とした 

Pm-147 2.5E-12   

Pm-148 1.4E-06 
出典元で数値が与えられていない核種である

ため、保守的に Co-60 と同じ値とした 

Pm-148m 1.4E-06 
出典元で数値が与えられていない核種である

ため、保守的に Co-60 と同じ値とした 

Sm-151 8.3E-12   

Eu-152 6.6E-07   

Eu-154 6.4E-07   

Eu-155 1.4E-06 
出典元で数値が与えられていない核種である

ため、保守的に Co-60 と同じ値とした 

Gd-153 1.4E-06 
出典元で数値が与えられていない核種である

ため、保守的に Co-60 と同じ値とした 

Tb-160 1.4E-06 
出典元で数値が与えられていない核種である

ため、保守的に Co-60 と同じ値とした 

Pu-238 1.1E-09   

Pu-239 5.2E-10   

Pu-240 9.9E-10   

Pu-241 8.1E-08   

Am-241 1.9E-08   

Am-242m 1.4E-08   

Am-243 1.4E-07   

Cm-242 1.1E-09   

Cm-243 1.4E-07 
出典元で数値が与えられていない核種である

ため、保守的に Am-243 と同じ値とした 

Cm-244 9.0E-10   
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変 更 前 変 更 後 変 更 理 由 

表 6-1-8 海浜砂からの放射線による実効線量換算係数 

（「廃止措置工事環境影響ハンドブック」 [21]、それ以外は備考に付記） 

核種 
実効線量換算係数 

((mSv/h)/(Bq/kg)) 
備考 

H-3 0.0E+00 純β核種であるため 0とした  

C-14 0.0E+00 純β核種であるため 0とした  

Mn-54 1.6E-07   

Fe-59 1.6E-11   

Co-58 1.9E-07   

Co-60 4.7E-07   

Ni-63 0.0E+00 純β核種であるため 0とした  

Zn-65 1.1E-07   

Rb-86 4.7E-07 
出典元で数値が与えられていない核種である

ため、保守的に Co-60 と同じ値とした 

Sr-89 4.7E-07 
出典元で数値が与えられていない核種である

ため、保守的に Co-60 と同じ値とした 

Sr-90 1.2E-09   

Y-90 － 親核種 Sr-90 に含まれる 

Y-91 4.7E-07 
出典元で数値が与えられていない核種である

ため、保守的に Co-60 と同じ値とした 

Nb-95 4.7E-07 
出典元で数値が与えられていない核種である

ため、保守的に Co-60 と同じ値とした 

Tc-99 6.3E-12   

Ru-103 4.7E-07 
出典元で数値が与えられていない核種である

ため、保守的に Co-60 と同じ値とした 

Ru-106 4.3E-08   

Rh-103m － 親核種 Ru-103 に含まれる 

Rh-106 － 親核種 Ru-106 に含まれる 

Ag-110m 4.7E-07 
出典元で数値が与えられていない核種である

ため、保守的に Co-60 と同じ値とした 

Cd-113m 4.1E-11   

Cd-115m 4.7E-07 
出典元で数値が与えられていない核種である

ため、保守的に Co-60 と同じ値とした 

Sn-119m 4.7E-07 
出典元で数値が与えられていない核種である

ため、保守的に Co-60 と同じ値とした 

Sn-123 4.7E-07 
出典元で数値が与えられていない核種である

ため、保守的に Co-60 と同じ値とした 

Sn-126 5.2E-09 
 

Sb-124 4.7E-07 
出典元で数値が与えられていない核種である

ため、保守的に Co-60 と同じ値とした 

Sb-125 8.3E-08   

Te-123m 4.7E-07 
出典元で数値が与えられていない核種である

ため、保守的に Co-60 と同じ値とした 

Te-125m 1.9E-09   

Te-127 4.7E-07 出典元で数値が与えられていない核種である

表 6-1-8 海浜砂からの放射線による実効線量換算係数 

（「廃止措置工事環境影響ハンドブック」 [26]、それ以外は備考に付記） 

核種 
実効線量換算係数 

((mSv/h)/(Bq/kg)) 
備考 

H-3 0.0E+00 純β核種であるため 0とした 

C-14 0.0E+00 純β核種であるため 0とした 

Mn-54 1.6E-07   

Fe-55 0.0E+00   

Co-60 4.7E-07   

Ni-63 0.0E+00 純β核種であるため 0とした 

Se-79 1.8E-12   

Sr-90 1.2E-09   

Y-90 － 親核種 Sr90 に含める 

Tc-99 6.3E-12   

Ru-106 4.3E-08   

Sb-125 8.3E-08   

Te-125m 1.9E-09   

I-129 1.3E-09   

Cs-134 3.1E-07   

Cs-137 1.2E-07   

Ce-144 1.0E-08   

Pm-147 3.5E-12   

Sm-151 6.3E-13   

Eu-154 2.3E-07   

Eu-155 4.7E-07 
出典元で数値が与えられていない核種である

ため、保守的に Co-60 と同じ値とした 

U-234 4.1E-11   

U-238 3.9E-09   

Np-237 3.7E-08   

Pu-238 3.6E-11  

Pu-239 2.1E-11  

Pu-240 3.5E-11  

Pu-241 2.0E-08  

Am-241 1.7E-09  

Cm-244 3.6E-11  
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変 更 前 変 更 後 変 更 理 由 

ため、保守的に Co-60 と同じ値とした 

Te-127m 4.7E-07 
出典元で数値が与えられていない核種である

ため、保守的に Co-60 と同じ値とした 

Te-129 － 親核種 Te-129m に含まれる 

Te-129m 4.7E-07 
出典元で数値が与えられていない核種である

ため、保守的に Co-60 と同じ値とした 

I-129 1.3E-09   

Cs-134 3.1E-07   

Cs-135 4.7E-07 
出典元で数値が与えられていない核種である

ため、保守的に Co-60 と同じ値とした 

Cs-136 4.7E-07 
出典元で数値が与えられていない核種である

ため、保守的に Co-60 と同じ値とした 

Cs-137 1.2E-07   

Ba-137m － 親核種 Cs-137 に含まれる 

Ba-140 4.7E-07 
出典元で数値が与えられていない核種である

ため、保守的に Co-60 と同じ値とした 

Ce-141 4.7E-07 
出典元で数値が与えられていない核種である

ため、保守的に Co-60 と同じ値とした 

Ce-144 1.0E-08   

Pr-144 － 親核種 Ce-144 に含まれる 

Pr-144m － 親核種 Ce-144 に含まれる 

Pm-146 4.7E-07 
出典元で数値が与えられていない核種である

ため、保守的に Co-60 と同じ値とした 

Pm-147 3.5E-12   

Pm-148 4.7E-07 
出典元で数値が与えられていない核種である

ため、保守的に Co-60 と同じ値とした 

Pm-148m 4.7E-07 
出典元で数値が与えられていない核種である

ため、保守的に Co-60 と同じ値とした 

Sm-151 6.3E-13   

Eu-152 2.1E-07   

Eu-154 2.3E-07   

Eu-155 4.7E-07 
出典元で数値が与えられていない核種である

ため、保守的に Co-60 と同じ値とした 

Gd-153 4.7E-07 
出典元で数値が与えられていない核種である

ため、保守的に Co-60 と同じ値とした 

Tb-160 4.7E-07 
出典元で数値が与えられていない核種である

ため、保守的に Co-60 と同じ値とした 

Pu-238 3.6E-11   

Pu-239 2.1E-11   

Pu-240 3.5E-11   

Pu-241 2.0E-08   

Am-241 1.7E-09   

Am-242m 2.0E-09   

Am-243 3.1E-08   

Cm-242 3.7E-11   

測定・評価対象核種の選定に伴

う記載の適正化 
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変 更 前 変 更 後 変 更 理 由 

Cm-243 3.1E-08 
出典元で数値が与えられていない核種である

ため、保守的に Am-243 と同じ値とした 

Cm-244 3.6E-11   
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変 更 前 変 更 後 変 更 理 由 

表 6-1-9 漁網からの放射線による実効線量換算係数 

（「廃止措置工事環境影響ハンドブック」 [21]、その他は備考に付記」） 

核種 
実効線量換算係数 

((mSv/h)/(Bq/kg)) 
備考 

H-3 0.0E+00 純β核種であるため 0とした  

C-14 0.0E+00 純β核種であるため 0とした  

Mn-54 3.2E-08   

Fe-59 2.2E-12   

Co-58 3.7E-08   

Co-60 9.9E-08   

Ni-63 0.0E+00 純β核種であるため 0とした  

Zn-65 2.3E-08   

Rb-86 9.9E-08 
出典元で数値が与えられていない核種である

ため、保守的に Co-60 と同じ値とした 

Sr-89 9.9E-08 
出典元で数値が与えられていない核種である

ため、保守的に Co-60 と同じ値とした 

Sr-90 2.1E-10   

Y-90 － 親核種 Sr-90 に含まれる 

Y-91 9.9E-08 
出典元で数値が与えられていない核種である

ため、保守的に Co-60 と同じ値とした 

Nb-95 9.9E-08 
出典元で数値が与えられていない核種である

ため、保守的に Co-60 と同じ値とした 

Tc-99 7.9E-13   

Ru-103 9.9E-08 
出典元で数値が与えられていない核種である

ため、保守的に Co-60 と同じ値とした 

Ru-106 8.2E-09   

Rh-103m － 親核種 Ru-103 に含まれる 

Rh-106 － 親核種 Ru-106 に含まれる 

Ag-110m 9.9E-08 
出典元で数値が与えられていない核種である

ため、保守的に Co-60 と同じ値とした 

Cd-113m 5.9E-12   

Cd-115m 9.9E-08 
出典元で数値が与えられていない核種である

ため、保守的に Co-60 と同じ値とした 

Sn-119m 9.9E-08 
出典元で数値が与えられていない核種である

ため、保守的に Co-60 と同じ値とした 

Sn-123 9.9E-08 
出典元で数値が与えられていない核種である

ため、保守的に Co-60 と同じ値とした 

Sn-126 7.0E-10   

Sb-124 9.9E-08 
出典元で数値が与えられていない核種である

ため、保守的に Co-60 と同じ値とした 

Sb-125 1.5E-08   

Te-123m 9.9E-08 
出典元で数値が与えられていない核種である

ため、保守的に Co-60 と同じ値とした 

Te-125m 2.3E-10   

Te-127 9.9E-08 出典元で数値が与えられていない核種である

表 6-1-9 漁網からの放射線による実効線量換算係数 

（「廃止措置工事環境影響ハンドブック」 [26]、その他は備考に付記」） 

核種 
実効線量換算係数 

((mSv/h)/(Bq/kg)) 
備考 

H-3 0.0E+00 純β核種であるため 0とした  

C-14 0.0E+00 純β核種であるため 0とした  

Mn-54 3.2E-08   

Fe-55 0.0E+00   

Co-60 9.9E-08  

Ni-63 0.0E+00 純β核種であるため 0とした  

Se-79 2.0E-13   

Sr-90 2.1E-10 親核種 Sr-90 に含まれる 

Y-90 －  

Tc-99 7.9E-13  

Ru-106 8.2E-09  

Sb-125 1.5E-08  

Te-125m 2.3E-10  

I-129 1.6E-10  

Cs-134 5.9E-08  

Cs-137 2.2E-08  

Ce-144 2.0E-09  

Pm-147 4.2E-13  

Sm-151 5.8E-14  

Eu-154 4.7E-08  

Eu-155 9.9E-08 
出典元で数値が与えられていない核種である

ため、保守的に Co-60 と同じ値とした 

U-234 2.9E-12   

U-238 7.1E-10   

Np-237 6.2E-09   

Pu-238 1.7E-12  

Pu-239 1.9E-12  

Pu-240 1.8E-12  

Pu-241 3.1E-09  

Am-241 2.1E-10  

Cm-244 2.1E-12  
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変 更 前 変 更 後 変 更 理 由 

ため、保守的に Co-60 と同じ値とした 

Te-127m 9.9E-08 
出典元で数値が与えられていない核種である

ため、保守的に Co-60 と同じ値とした 

Te-129 － 親核種 Te-129m に含まれる 

Te-129m 9.9E-08 
出典元で数値が与えられていない核種である

ため、保守的に Co-60 と同じ値とした 

I-129 1.6E-10   

Cs-134 5.9E-08   

Cs-135 9.9E-08 
出典元で数値が与えられていない核種である

ため、保守的に Co-60 と同じ値とした 

Cs-136 9.9E-08 
出典元で数値が与えられていない核種である

ため、保守的に Co-60 と同じ値とした 

Cs-137 2.2E-08   

Ba-137m － 親核種 Cs-137 に含まれる 

Ba-140 9.9E-08 
出典元で数値が与えられていない核種である

ため、保守的に Co-60 と同じ値とした 

Ce-141 9.9E-08 
出典元で数値が与えられていない核種である

ため、保守的に Co-60 と同じ値とした 

Ce-144 2.0E-09   

Pr-144 － 親核種 Ce-144 に含まれる 

Pr-144m － 親核種 Ce-144 に含まれる 

Pm-146 9.9E-08 
出典元で数値が与えられていない核種である

ため、保守的に Co-60 と同じ値とした 

Pm-147 4.2E-13   

Pm-148 9.9E-08 
出典元で数値が与えられていない核種である

ため、保守的に Co-60 と同じ値とした 

Pm-148m 9.9E-08 
出典元で数値が与えられていない核種である

ため、保守的に Co-60 と同じ値とした 

Sm-151 5.8E-14   

Eu-152 4.3E-08   

Eu-154 4.7E-08   

Eu-155 9.9E-08 
出典元で数値が与えられていない核種である

ため、保守的に Co-60 と同じ値とした 

Gd-153 9.9E-08 
出典元で数値が与えられていない核種である

ため、保守的に Co-60 と同じ値とした 

Tb-160 9.9E-08 
出典元で数値が与えられていない核種である

ため、保守的に Co-60 と同じ値とした 

Pu-238 1.7E-12   

Pu-239 1.9E-12   

Pu-240 1.8E-12   

Pu-241 3.1E-09   

Am-241 2.1E-10   

Am-242m 2.7E-10   

Am-243 4.8E-09   

Cm-242 1.8E-12   

測定・評価対象核種の選定に伴

う記載の適正化 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

72



福島第一原子力発電所 特定原子力施設に係る実施計画変更比較表（参考資料_添付資料 2） 

46 

変 更 前 変 更 後 変 更 理 由 

Cm-243 4.8E-09 
出典元で数値が与えられていない核種である

ため、保守的に Am-243 と同じ値とした 

Cm-244 2.1E-12   
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変 更 前 変 更 後 変 更 理 由 

表 6-1-10 経口摂取による実効線量係数（GSR Part 3 [13]） 

対象 

核種 

実効線量係数 

（mSv/Bq） 備考 

成人 幼児 乳児 

H-3 (THO) 1.8E-08 3.1E-08 6.4E-08 飲水の評価に使用 

H-3 (OBT 考慮) 2.0E-08 3.5E-08 7.0E-08 
摂取するトリチウムの 10％が OBT

と仮定、海産物摂取の評価に使用 

C-14 5.8E-07 9.9E-07 1.4E-06  

Mn-54 7.1E-07 1.9E-06 5.4E-06  

Fe-59 1.8E-06 7.5E-06 3.9E-05   

Co-58 7.4E-07 2.6E-06 7.3E-06   

Co-60 3.4E-06 1.7E-05 5.4E-05  

Ni-63 1.5E-07 4.6E-07 1.6E-06  

Zn-65 3.9E-06 9.7E-06 3.6E-05   

Rb-86 2.8E-06 9.9E-06 3.1E-05   

Sr-89 2.6E-06 8.9E-06 3.6E-05   

Sr-90 2.8E-05 4.7E-05 2.3E-04 子孫核種の影響を含む 

Y-90 2.7E-06 1.0E-05 3.1E-05  

Y-91 2.4E-06 8.8E-06 2.8E-05   

Nb-95 5.8E-07 1.8E-06 4.6E-06   

Tc-99 6.4E-07 2.3E-06 1.0E-05  

Ru-103 7.3E-07 2.4E-06 7.1E-06 子孫核種の影響を含む 

Ru-106 7.0E-06 2.5E-05 8.4E-05 子孫核種の影響を含む 

Rh-103m 3.8E-09 1.3E-08 4.7E-08   

Rh-106 － － － 
半減期が十分短い（約 30秒）ので

単独での取り込みは考慮しない 

Ag-110m 2.8E-06 7.8E-06 2.4E-05   

Cd-113m 2.3E-05 3.9E-05 1.2E-04   

Cd-115m 3.3E-06 9.7E-06 4.1E-05   

Sn-119m 3.4E-07 1.3E-06 4.1E-06   

Sn-123 2.1E-06 7.8E-06 2.5E-05   

Sn-126 4.7E-06 1.6E-05 5.0E-05   

Sb-124 2.5E-06 8.4E-06 2.5E-05   

Sb-125 1.1E-06 3.4E-06 1.1E-05  

Te-123m 1.4E-06 4.9E-06 1.9E-05   

Te-125m 8.7E-07 3.3E-06 1.3E-05  

Te-127 1.7E-07 6.2E-07 1.5E-06   

Te-127m 2.3E-06 9.5E-06 4.1E-05   

Te-129 6.3E-08 2.1E-07 7.5E-07   

Te-129m 3.0E-06 1.2E-05 4.4E-05 子孫核種の影響を含む 

I-129 1.1E-04 1.7E-04 1.8E-04  

Cs-134 1.9E-05 1.3E-05 2.6E-05  

Cs-135 2.0E-06 1.7E-06 4.1E-06   

表 6-1-10 経口摂取による実効線量係数（GSR Part 3 [13]） 

対象 

核種 

実効線量係数 

（mSv/Bq） 備考 

成人 幼児 乳児 

H-3 (THO) 1.8E-08 3.1E-08 6.4E-08 飲水の評価に使用 

H-3（OBT 考慮) 2.0E-08 3.5E-08 7.0E-08 
摂取するトリチウムの 10％が OBT

と仮定、海産物摂取の評価に使用 

C-14 5.8E-07 9.9E-07 1.4E-06  

Mn-54 7.1E-07 1.9E-06 5.4E-06  

Fe-55 3.3E-07 1.7E-06 7.6E-06   

Co-60 3.4E-06 1.7E-05 5.4E-05  

Ni-63 1.5E-07 4.6E-07 1.6E-06  

Se-79 2.9E-06 1.9E-05 4.1E-05   

Sr-90 2.8E-05 4.7E-05 2.3E-04 
 

Y-90 2.7E-06 1.0E-05 3.1E-05  

Tc-99 6.4E-07 2.3E-06 1.0E-05  

Ru-106 7.0E-06 2.5E-05 8.4E-05  

Sb-125 1.1E-06 3.4E-06 1.1E-05  

Te-125m 8.7E-07 3.3E-06 1.3E-05  

I-129 1.1E-04 1.7E-04 1.8E-04  

Cs-134 1.9E-05 1.3E-05 2.6E-05  

Cs-137 1.3E-05 9.6E-06 2.1E-05  

Ce-144 5.2E-06 1.9E-05 6.6E-05  

Pm-147 2.6E-07 9.6E-07 3.6E-06  

Sm-151 9.8E-08 3.3E-07 1.5E-06  

Eu-154 2.0E-06 6.5E-06 2.5E-05  

Eu-155 3.2E-07 1.1E-06 4.3E-06  

U-234 4.9E-05 8.8E-05 3.7E-04   

U-238 4.5E-05 8.0E-05 3.4E-04   

Np-237 1.1E-04 1.4E-04 2.0E-03   

Pu-238 2.3E-04 3.1E-04 4.0E-03  

Pu-239 2.5E-04 3.3E-04 4.2E-03  

Pu-240 2.5E-04 3.3E-04 4.2E-03  

Pu-241 4.8E-06 5.5E-06 5.6E-05  

Am-241 2.0E-04 2.7E-04 3.7E-03  

Cm-244 1.2E-04 1.9E-04 2.9E-03  
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変 更 前 変 更 後 変 更 理 由 

Cs-136 3.0E-06 6.1E-06 1.5E-05   

Cs-137 1.3E-05 9.6E-06 2.1E-05 子孫核種の影響を含む 

Ba-137m － － － 
半減期が十分短い（約 2.6 分）の

で単独での取り込みは考慮しない 

Ba-140 2.6E-06 9.2E-06 3.2E-05   

Ce-141 7.1E-07 2.6E-06 8.1E-06   

Ce-144 5.2E-06 1.9E-05 6.6E-05 子孫核種の影響を含む 

Pr-144 5.0E-08 1.7E-07 6.4E-07   

Pr-144m － － － 
半減期が十分短い（約 7.2 分）の

で単独での取り込みは考慮しない 

Pm-146 9.0E-07 2.8E-06 1.0E-05   

Pm-147 2.6E-07 9.6E-07 3.6E-06  

Pm-148 2.7E-06 9.7E-06 3.0E-05   

Pm-148m 1.7E-06 5.5E-06 1.5E-05   

Sm-151 9.8E-08 3.3E-07 1.5E-06  

Eu-152 1.4E-06 4.1E-06 1.6E-05   

Eu-154 2.0E-06 6.5E-06 2.5E-05  

Eu-155 3.2E-07 1.1E-06 4.3E-06  

Gd-153 2.7E-07 9.4E-07 2.9E-06   

Tb-160 1.6E-06 5.4E-06 1.6E-05   

Pu-238 2.3E-04 3.1E-04 4.0E-03  

Pu-239 2.5E-04 3.3E-04 4.2E-03  

Pu-240 2.5E-04 3.3E-04 4.2E-03  

Pu-241 4.8E-06 5.5E-06 5.6E-05  

Am-241 2.0E-04 2.7E-04 3.7E-03  

Am-242m 1.9E-04 2.3E-04 3.1E-03   

Am-243 2.0E-04 2.7E-04 3.6E-03   

Cm-242 1.2E-05 3.9E-05 5.9E-04   

Cm-243 1.5E-04 2.2E-04 3.2E-03   

Cm-244 1.2E-04 1.9E-04 2.9E-03  
 

測定・評価対象核種の選定に伴
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変 更 前 変 更 後 変 更 理 由 

表 6-1-11 吸入摂取による実効線量係数（GSR Part 3 [13]） 

対象 

核種 

実効線量係数 

（mSv/Bq） 備考 

成人 幼児 乳児 

H-3  1.8E-08 3.1E-08 6.4E-08 トリチウム蒸気の換算係数を使用 

C-14 5.8E-06 1.1E-05 1.9E-05   

Mn-54 1.5E-06 3.8E-06 7.5E-06   

Fe-59 4.0E-06 8.1E-06 2.1E-05   

Co-58 2.1E-06 4.5E-06 9.0E-06   

Co-60 3.1E-05 5.9E-05 9.2E-05   

Ni-63 1.3E-06 2.7E-06 4.8E-06   

Zn-65 2.2E-06 5.7E-06 1.5E-05   

Rb-86 9.3E-07 3.4E-06 1.2E-05   

Sr-89 7.9E-06 1.7E-05 3.9E-05   

Sr-90 1.6E-04 2.7E-04 4.2E-04 子孫核種の影響を含む 

Y-90 1.5E-06 4.2E-06 1.3E-05 
 

Y-91 8.9E-06 1.9E-05 4.3E-05   

Nb-95 1.8E-06 3.6E-06 7.7E-06   

Tc-99 1.3E-05 2.4E-05 4.1E-05   

Ru-103 3.0E-06 6.0E-06 1.3E-05 子孫核種の影響を含む 

Ru-106 6.6E-05 1.4E-04 2.6E-04 子孫核種の影響を含む 

Rh-103m 2.7E-09 6.7E-09 2.0E-08   

Rh-106 － － － 
半減期が十分短い（約 30秒）ので

単独での取り込みは考慮しない 

Ag-110m 1.2E-05 2.6E-05 4.6E-05   

Cd-113m 1.1E-04 1.8E-04 3.0E-04   

Cd-115m 7.7E-06 1.7E-05 4.6E-05   

Sn-119m 2.2E-06 4.7E-06 1.0E-05   

Sn-123 8.1E-06 1.8E-05 4.0E-05   

Sn-126 2.8E-05 6.2E-04 1.2E-04   

Sb-124 8.6E-06 1.8E-05 3.9E-05   

Sb-125 1.2E-05 2.4E-05 4.2E-05   

Te-123m 5.1E-06 9.8E-06 2.0E-05   

Te-125m 4.2E-06 7.8E-06 1.7E-05   

Te-127 1.4E-07 3.9E-07 1.2E-06   

Te-127m 9.8E-06 2.0E-05 4.1E-05   

Te-129 3.9E-08 1.0E-07 3.5E-07   

Te-129m 7.9E-06 1.7E-05 3.8E-05 子孫核種の影響を含む 

I-129 3.6E-05 6.1E-05 7.2E-05   

Cs-134 2.0E-05 4.1E-05 7.0E-05   

Cs-135 8.6E-06 1.6E-05 2.7E-05   

Cs-136 2.8E-06 6.0E-06 1.5E-05   

Cs-137 3.9E-05 7.0E-05 1.1E-04 子孫核種の影響を含む 

表 6-1-11 吸入摂取による実効線量係数（GSR Part 3 [13]） 

対象 

核種 

実効線量係数 

（mSv/Bq） 備考 

成人 幼児 乳児 

H-3 1.8E-08 3.1E-08 6.4E-08 トリチウム蒸気の換算係数を使用 

C-14 5.8E-06 1.1E-05 1.9E-05   

Mn-54 1.5E-06 3.8E-06 7.5E-06   

Fe-55 7.7E-07 2.2E-06 4.2E-06   

Co-60 3.1E-05 5.9E-05 9.2E-05   

Ni-63 1.3E-06 2.7E-06 4.8E-06   

Se-79 6.8E-06 1.3E-05 2.3E-05   

Sr-90 1.6E-04 2.7E-04 4.2E-04   

Y-90 1.5E-06 4.2E-06 1.3E-05   

Tc-99 1.3E-05 2.4E-05 4.1E-05   

Ru-106 6.6E-05 1.4E-04 2.6E-04  

Sb-125 1.2E-05 2.4E-05 4.2E-05   

Te-125m 4.2E-06 7.8E-06 1.7E-05   

I-129 3.6E-05 6.1E-05 7.2E-05   

Cs-134 2.0E-05 4.1E-05 7.0E-05  

Cs-137 3.9E-05 7.0E-05 1.1E-04  

Ce-144 5.3E-05 1.4E-04 3.6E-04 
 

Pm-147 5.0E-06 1.1E-05 2.1E-05  

Sm-151 4.0E-06 6.7E-06 1.1E-05  

Eu-154 5.3E-05 9.7E-05 1.6E-04   

Eu-155 6.9E-06 1.4E-05 2.6E-05   

U-234 9.4E-03 1.9E-02 3.3E-02   

U-238 8.0E-03 1.6E-02 2.9E-02   

Np-237 5.0E-02 6.0E-02 9.8E-02   

Pu-238 1.1E-01 1.4E-01 2.0E-01   

Pu-239 1.2E-01 1.5E-01 2.1E-01   

Pu-240 1.2E-01 1.5E-01 2.1E-01   

Pu-241 2.3E-03 2.6E-03 2.8E-03   

Am-241 9.6E-02 1.2E-01 1.8E-01   

Cm-244 5.7E-02 8.3E-02 1.5E-01  
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変 更 前 変 更 後 変 更 理 由 

Ba-137m － － － 
半減期が十分短い（約 2.6 分）の

で単独での取り込みは考慮しない 

Ba-140 5.8E-06 1.2E-05 2.9E-05   

Ce-141 3.8E-06 7.1E-06 1.6E-05   

Ce-144 5.3E-05 1.4E-04 3.6E-04 子孫核種の影響を含む 

Pr-144 1.8E-08 5.2E-08 1.9E-07  

Pr-144m － － － 
半減期が十分短い（約 7.2 分）の

で単独での取り込みは考慮しない 

Pm-146 2.1E-05 3.9E-05 6.4E-05   

Pm-147 5.0E-06 1.1E-05 2.1E-05   

Pm-148 2.2E-06 5.5E-06 1.5E-05   

Pm-148m 5.7E-06 1.2E-05 2.5E-05   

Sm-151 4.0E-06 6.7E-06 1.1E-05   

Eu-152 4.2E-05 7.0E-05 1.1E-04   

Eu-154 5.3E-05 9.7E-05 1.6E-04   

Eu-155 6.9E-06 1.4E-05 2.6E-05   

Gd-153 2.1E-06 6.5E-06 1.5E-05   

Tb-160 7.0E-06 1.5E-05 3.2E-05   

Pu-238 1.1E-01 1.4E-01 2.0E-01   

Pu-239 1.2E-01 1.5E-01 2.1E-01   

Pu-240 1.2E-01 1.5E-01 2.1E-01   

Pu-241 2.3E-03 2.6E-03 2.8E-03   

Am-241 9.6E-02 1.2E-01 1.8E-01   

Am-242m 9.2E-02 1.1E-01 1.6E-01   

Am-243 9.6E-02 1.2E-01 1.8E-01   

Cm-242 5.9E-03 1.2E-02 2.7E-02   

Cm-243 6.9E-02 9.5E-02 1.6E-01   

Cm-244 5.7E-02 8.3E-02 1.5E-01   
 

測定・評価対象核種の選定に伴

う記載の適正化 
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変 更 前 変 更 後 変 更 理 由 

表 6-1-12 海産物に対する濃縮係数 (TRS-422 [25]、それ以外は備考に付記) 

対象 

核種 

濃縮係数（（Bq/kg）/（Bq/L）） 

備考 

魚類 
無脊椎動

物 
海藻 

H-3 1.0E+00 1.0E+00 1.0E+00   

C-14 2.0E+04 2.0E+04 1.0E+04   

Mn-54 1.0E+03 5.0E+04 6.0E+03   

Fe-59 3.0E+04 5.0E+05 2.0E+04   

Co-58 7.0E+02 2.0E+04 6.0E+03   

Co-60 7.0E+02 2.0E+04 6.0E+03   

Ni-63 1.0E+03 2.0E+03 2.0E+03   

Zn-65 1.0E+03 8.0E+04 2.0E+03 

 

Rb-86 9.0E+00 1.7E+01 1.7E+01 UCRL-50564 Rev.1 より引用 

Sr-89 3.0E+00 1.0E+01 1.0E+01 
 

Sr-90 3.0E+00 1.0E+01 1.0E+01   

Y-90 － － － 親核種 Sr-90 と平衡状態とする 

Y-91 2.0E+01 1.0E+03 1.0E+03   

Nb-95 3.0E+01 1.0E+03 3.0E+03   

Tc-99 8.0E+01 5.0E+02 3.0E+04   

Ru-103 2.0E+00 5.0E+02 2.0E+03   

Ru-106 2.0E+00 5.0E+02 2.0E+03   

Rh-103m － － － 親核種 Ru-103 と平衡状態とする 

Rh-106 － － － 親核種 Ru-106 と平衡状態とする 

Ag-110m 1.0E+04 6.0E+04 5.0E+03   

Cd-113m 5.0E+03 8.0E+04 2.0E+04   

Cd-115m 5.0E+03 8.0E+04 2.0E+04   

Sn-119m 5.0E+05 5.0E+05 2.0E+05   

Sn-123 5.0E+05 5.0E+05 2.0E+05   

Sn-126 5.0E+05 5.0E+05 2.0E+05   

Sb-124 6.0E+02 3.0E+02 2.0E+01   

Sb-125 6.0E+02 3.0E+02 2.0E+01   

Te-123m 1.0E+03 1.0E+03 1.0E+04   

Te-125m 1.0E+03 1.0E+03 1.0E+04   

Te-127 1.0E+03 1.0E+03 1.0E+04   

Te-127m 1.0E+03 1.0E+03 1.0E+04   

Te-129 － － － 親核種 Te-129m と平衡状態とする 

Te-129m 1.0E+03 1.0E+03 1.0E+04   

I-129 9.0E+00 1.0E+01 1.0E+04   

Cs-134 1.0E+02 6.0E+01 5.0E+01   

Cs-135 1.0E+02 6.0E+01 5.0E+01   

Cs-136 1.0E+02 6.0E+01 5.0E+01   

Cs-137 1.0E+02 6.0E+01 5.0E+01   

Ba-137m － － － 親核種 Cs-137 と平衡状態とする 

表 6-1-12 海産物に対する濃縮係数 (TRS-422 [31]) 

対象 

核種 

濃縮係数（（Bq/kg）/（Bq/L）） 
備考 

魚類 無脊椎動物 海藻 

H-3 1.0E+00 1.0E+00 1.0E+00   

C-14 2.0E+04 2.0E+04 1.0E+04   

Mn-54 1.0E+03 5.0E+04 6.0E+03   

Fe-55 3.0E+04 5.0E+05 2.0E+04   

Co-60 7.0E+02 2.0E+04 6.0E+03   

Ni-63 1.0E+03 2.0E+03 2.0E+03   

Se-79 1.0E+04 1.0E+04 1.0E+03   

Sr-90 3.0E+00 1.0E+01 1.0E+01  

Y-90 － － － 親核種 Sr-90 と平衡状態とする 

Tc-99 8.0E+01 1.0E+03 3.0E+04   

Ru-106 2.0E+00 5.0E+02 2.0E+03   

Sb-125 6.0E+02 3.0E+02 2.0E+01   

Te-125m 1.0E+03 1.0E+03 1.0E+04 親核種 Sb-125 と平衡状態とする 

I-129 9.0E+00 1.0E+01 1.0E+04   

Cs-134 1.0E+02 6.0E+01 5.0E+01   

Cs-137 1.0E+02 6.0E+01 5.0E+01  

Ce-144 5.0E+01 2.0E+03 5.0E+03  

Pm-147 3.0E+02 7.0E+03 3.0E+03  

Sm-151 3.0E+02 7.0E+03 3.0E+03   

Eu-154 3.0E+02 7.0E+03 3.0E+03   

Eu-155 3.0E+02 7.0E+03 3.0E+03   

U-234 1.0E+00 3.0E+01 1.0E+02   

U-238 1.0E+00 3.0E+01 1.0E+02   

Np-237 1.0E+00 4.0E+02 5.0E+01   

Pu-238 1.0E+02 3.0E+03 4.0E+03   

Pu-239 1.0E+02 3.0E+03 4.0E+03   

Pu-240 1.0E+02 3.0E+03 4.0E+03   

Pu-241 1.0E+02 3.0E+03 4.0E+03   

Am-241 1.0E+02 1.0E+03 8.0E+03   

Cm-244 1.0E+02 1.0E+03 5.0E+03  

※無脊椎動物としては、軟体動物（頭足類を除く）の値を使用した。 

参照文献の追加及び測定・評価

対象核種の選定に伴う記載の

適正化 
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変 更 前 変 更 後 変 更 理 由 

Ba-140 1.0E+01 1.0E+01 7.0E+01   

Ce-141 5.0E+01 2.0E+03 5.0E+03   

Ce-144 5.0E+01 2.0E+03 5.0E+03   

Pr-144 － － － 親核種 Ce-144 と平衡状態とする 

Pr-144m － － － 親核種 Ce-144 と平衡状態とする 

Pm-146 3.0E+02 7.0E+03 3.0E+03   

Pm-147 3.0E+02 7.0E+03 3.0E+03   

Pm-148 3.0E+02 7.0E+03 3.0E+03   

Pm-148m 3.0E+02 7.0E+03 3.0E+03   

Sm-151 3.0E+02 7.0E+03 3.0E+03   

Eu-152 3.0E+02 7.0E+03 3.0E+03   

Eu-154 3.0E+02 7.0E+03 3.0E+03   

Eu-155 3.0E+02 7.0E+03 3.0E+03   

Gd-153 3.0E+02 7.0E+03 3.0E+03   

Tb-160 6.0E+01 3.0E+03 2.0E+03   

Pu-238 1.0E+02 3.0E+03 4.0E+03   

Pu-239 1.0E+02 3.0E+03 4.0E+03   

Pu-240 1.0E+02 3.0E+03 4.0E+03   

Pu-241 1.0E+02 3.0E+03 4.0E+03   

Am-241 1.0E+02 1.0E+03 8.0E+03   

Am-242m 1.0E+02 1.0E+03 8.0E+03   

Am-243 1.0E+02 1.0E+03 8.0E+03   

Cm-242 1.0E+02 1.0E+03 5.0E+03   

Cm-243 1.0E+02 1.0E+03 5.0E+03   

Cm-244 1.0E+02 1.0E+03 5.0E+03   

※無脊椎動物としては、軟体動物（頭足類を除く）の値を使用した。 

測定・評価対象核種の選定に伴

う記載の適正化 
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(4) 被ばく評価の対象となる代表的個人の設定 

 

（中略） 

 

②代表的個人の特性 

被ばく評価の対象となる代表的個人の特性は、「発電用軽水型原子炉施設の安全審査における一般公

衆の線量評価について」等より以下のとおり設定した。 

 

 

・漁業に年間 120 日（2,880 時間）従事し、そのうち 80日（1,920 時間）は漁網の近くで作業を行う。 

・海岸に年間 500 時間滞在し、96時間遊泳を行う。 

 

 

 

 

 

 

（中略） 

 

海産物の摂取量は、以下の２ケースについて、３つの年齢別グループ（成人、幼児、乳児）を考慮し

て評価を行うこととした。 

 

i. 海産物を平均的に摂取する個人 

20 歳以上の平均摂取量を成人の値とし、幼児（5歳を想定）、乳児（1歳を想定）は「発電用軽水型

原子炉施設周辺の線量目標値に対する評価指針」 [24]より成人のそれぞれ 1/2、1/5 の摂取量とし

た。 

 

（中略） 

 

なお、外部被ばくについては、ICRP Publication 101a “Assessing Dose of the Representative 

Person for the Purpose of the Radiation Protection of the Public” [27]にて、「環境における外

部被ばくに関しては、年齢による単位被ばく当たりの線量にはほとんど変動性がないことが一般に認め

られている。」とあることから、年齢別グループを設定しない。 

 

被ばくに係わる評価地点および評価に使用する海水濃度は、以下のとおりとした。 

 

i. 海水面からの外部被ばく、および船体からの外部被ばく 

発電所周辺の最寄りの漁港は、南北ともに発電所から 5km 以上離れた場所にある。漁業は、漁港

から船舶により出港し、漁港を中心に発電所周辺を含めた海域で広く行われるが、評価にあたって

は、保守的に発電所南北 5km、沖合 10km（発電所周辺 10km×10km の範囲（図 6-1-11））の範囲で行

われるものとし、評価に使用する海水濃度は、日常的に漁業が行われていないエリア内も含めた発

電所周辺 10km×10km 圏内の海表面（最上層）の年間平均濃度とした。 

 

 

 

ii. 遊泳等における海水からの外部被ばく、海浜砂からの外部被ばく、海水の飲水による内部被ばく、

および海水の水しぶきの吸入による内部被ばく 

これらはすべて、砂浜滞在時の被ばくとして想定した。発電所周辺の海岸は、帰還困難区域とな

っており、中間貯蔵施設も設置されているが、北側の居住可能なエリアには、砂浜が広がっている。

そのため、評価地点を発電所北側の最寄りの砂浜とし、評価に使用する海水濃度は、砂浜前の海水

（全層）の年間平均濃度とした。なお、海岸付近は水深が 5m に満たないため上下層の混合が顕著

であることから、表層濃度と全層濃度の違いがほとんどない。 

 

 

iii. 漁網からの外部被ばく、および海産物摂取による内部被ばく 

(4) 被ばく評価の対象となる代表的個人の設定 

 

（中略） 

 

②代表的個人の特性 

被ばく評価の対象となる代表的個人の特性は、海洋放出の影響評価であることから周辺海域で広く行

われている漁業に従事する個人の特性とし、「発電用軽水型原子炉施設の安全審査における一般公衆の

線量評価について」等より以下のとおり設定した。 

 

・漁業に年間 120 日（2,880 時間）従事し、そのうち 80日（1,920 時間）は漁網の近くで作業を行う。 

・海岸に年間 500 時間滞在し、96時間遊泳を行う。 

 

6-1-2.(3)a.外部被ばくにて示したとおり、外部被ばくについては年齢別グループを設定しないが、

内部被ばくの評価は、３つの年齢別グループ（成人、幼児、乳児）を考慮して評価を行うこととした。 

飲水や吸入摂取による内部被ばくの評価に使用する、海岸への滞在時間および遊泳時間は、成人と同

じとした。 

 

（中略） 

 

評価にあたっては、以下の通り海産物を平均的に摂取する場合と多く摂取する場合の 2通りの評価を

行った。 

 

i. 海産物を平均的に摂取する個人 

20 歳以上の平均摂取量を成人の値とし、幼児（5歳を想定）、乳児（1歳を想定）は「発電用軽水型

原子炉施設周辺の線量目標値に対する評価指針」 [30]より成人のそれぞれ 1/2、1/5 の摂取量とし

た。 

 

（中略） 

 

（削除） 

 

 

 

 

被ばくに係わる評価地点および評価に使用する海水濃度は、以下のとおりとした。 

 

i. 海水面からの外部被ばく、および船体からの外部被ばく 

発電所周辺の最寄りの漁港は、南北ともに発電所から 5km 以上離れた場所にある。漁業は、漁

港から船舶により出港し、漁港を中心に発電所周辺を含めた海域で広く行われる。従って、海水

面からの外部被ばく、船体へ付着した放射性物質からの外部被ばくを評価するには、漁港を中心

とした海域全体で評価することが適当と考えるが、本評価においては、保守的に発電所南北それ

ぞれ 5km、沖合 10km（発電所周辺 10km×10km の範囲（図 6-1-11））を評価地点とした。また、

評価に使用する海水濃度は、日常的に漁業が行われていないエリア内も含めた発電所周辺 10km×

10km 圏内の海表面（最上層）の年間平均濃度とした。 

 

ii. 遊泳等における海水からの外部被ばく、海浜砂からの外部被ばく、海水の飲水による内部被ばく、

および海水の水しぶきの吸入による内部被ばく 

発電所周辺の海岸は、帰還困難区域となっており、中間貯蔵施設も設置されているが、北側の居

住可能なエリアには、砂浜が広がっている。拡散評価の結果では、当該の砂浜付近の海水中放射性

物質の年間平均濃度が高くなっていることから、これらの経路の被ばく評価地点を発電所北側の最

寄りの砂浜とし、評価に使用する海水濃度は、砂浜前の海水（全層）の年間平均濃度とした。なお、

海岸付近は水深が 5m に満たないため上下層の混合が顕著であることから、表層濃度と全層濃度の

違いがほとんどない。 

 

iii. 漁網からの外部被ばく、および海産物摂取による内部被ばく 

 

 

 

 

 

参照文献の追加に伴う記載の

適正化及び IAEA レビューミッ

ションにおける議論を踏まえ

た記載の充実 
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変 更 前 変 更 後 変 更 理 由 

海水から漁網へは、漁業を行う際に放射性物質が移行することが考えられる。また、魚は漁業に

よって捕獲され、海産物として食卓に届けられる。そのため、評価点の考え方は i.と同じく保守的

に発電所周辺 10km×10km の漁業が範囲内のみで行われるものとするが、魚は表層から底層まで分

布すること、漁網は捕獲対象とする魚に合わせた深さで使用することから、評価に使用する海水濃

度は 10km×10km 圏内の海水（全層）の年間平均濃度とした。 

 

 

 

 

 

 

（中略） 

 

表 6-1-14 海産物を多く摂取する個人の摂取量（g/日） 

（厚労省・令和元年国民健康・栄養調査[6]を基準に設定） 

 

（中略） 

 

 

海水から漁網へは、漁業を行う際に放射性物質が移行することが考えられる。また、魚は漁業に

よって捕獲され、海産物として食卓に届けられる。そのため、評価点の考え方は i.と同じく、保守

的に発電所周辺 10km×10km の範囲内のみとし、評価に使用する海水濃度は、魚は表層から底層ま

で分布すること、漁網は捕獲対象とする魚に合わせた深さで使用することから、評価に使用する海

水濃度は、10km×10km 圏内の海水（全層）の年間平均濃度とした。 

なお、発電所北側の最寄りの砂浜評価地点において、釣り等により捕獲した魚介類を摂取する可

能性も考えられるが、釣り等により捕獲した魚介類摂取は年間に摂取する魚介類のごく一部である

こと、本地点も海産物摂取による被ばく評価の対象とした 10km×10km 圏内の一部であること、お

よび摂取する海産物を 10km×10km 圏内の漁獲物のみと保守的に設定していることから、別途評価

する必要は無い。 

 

（中略） 

 

表 6-1-14 海産物を多く摂取する個人の摂取量（g/日） 

（厚労省・令和元年国民健康・栄養調査[6]を基に設定） 

 

（中略） 

 

 

 

 

 

IAEA レビューミッションにお

ける議論を踏まえた記載の充

実 
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変 更 前 変 更 後 変 更 理 由 

6-1-3. 評価結果 

(1) 拡散シミュレーション結果 

6-1-2.(2)に示したモデルを用いて、発電所沖合約 1km の海底から、年間 22 兆 Bq（2.2E+13Bq）のト

リチウムを、年間を通じて均等に放出し続ける条件で、移流、拡散による海水中トリチウム濃度の計算

を実施した。気象、海象条件は、2014 年および 2019 年の 2 年分実施した。2 年間の結果に大きな違い

はないが、発電所周辺の平均濃度が相対的に高い 2019 年の気象、海象条件による計算結果を評価に使

用することとした。計算結果を図 6-1-12～6-1-16 に示す。図 6-1-12 は広域の海表面の年間平均濃度、

図 6-1-13 は発電所周辺の海表面の年間平均濃度を図示したものである。海表面で１Bq/L を超える濃度

範囲は、発電所周辺の 3km 範囲程度となっている。 

 

（中略） 

 

なお、年ごとの気象、海象データのばらつきによる影響を確認するため、2015 年～2018 年および 2020

年の気象、海象データを使用してシミュレーション計算を実施した。2014 年～2020 年までの 7 年間の

計算結果を、表 6-1-15 および図 6-1-19 に示す。7 年間の計算は 1 年ごとに計算したものであり、7 年

間連続で計算したものではないが、海域の流れは日々変化し、蓄積するような傾向は見られない。一方

で、発電所周辺 10km×10km の範囲の平均濃度や拡散範囲の年変動は小さく、2019 年の計算結果を長期

的な評価に使用することに問題はないものと考える。 

また、上記 7 年間の計算結果から、計算領域境界部の濃度について確認したところ、計算領域の境界

における日平均濃度の最大値は 1.4E-02Bq/L であった。また、年間平均濃度の最大値は、領域の東側境

界部で最大で 2.6E-04Bq/L（2015 年、最上層）であった。この濃度は、日本周辺海域における海水中ト

リチウム濃度（0.1～1Bq/L 程度）と比較して 3～4桁小さいこと、発電所周辺 10km×10km の評価結果と

比較しても 2～3 桁小さく、また年ごとの濃度の大きなばらつきも見られないことから、計算領域の大

きさは十分であり、本評価の計算領域の外側における放射線影響は十分小さい。表 6-1-16 に評価年ご

とのモデル境界における最大濃度を示す。 

 

（中略） 

 

 

6-1-3. 評価結果 

(1) 拡散シミュレーション結果 

6-1-2.(2)に示したモデルを用いて、発電所沖合約 1km の海底から、年間 22兆 Bq（2.2E+13Bq）のト

リチウムを、年間を通じて均等に放出し続ける条件で、移流、拡散による海水中トリチウム濃度の計

算を実施した。気象、海象条件は、2014 年および 2019 年の 2年分実施した。2年間の結果に大きな違

いはないが、発電所周辺の平均濃度が相対的に高い 2019 年の気象、海象条件による計算結果を評価に

使用することとした。計算結果を図 6-1-12～6-1-18 に示す。図 6-1-12 は広域の海表面の年間平均濃

度、図 6-1-13 は発電所周辺の海表面の年間平均濃度を図示したものである。海表面で１Bq/L を超える

濃度範囲は、発電所周辺の 3km 範囲程度となっている。 

 

（中略） 

 

なお、年ごとの気象、海象データのばらつきによる影響を確認するため、2015 年～2018 年および 2020

年の気象、海象データを使用してシミュレーション計算を実施した。2014 年～2020 年までの 7 年間の

計算結果を、表 6-1-15 および図 6-1-19 に示す。7 年間の計算は 1 年ごとに計算したものであり、7 年

間連続で計算したものではないが、海域の流れは日々変化し、各年の計算において蓄積するような傾向

は見られない。一方で、発電所周辺 10km×10km の範囲の平均濃度や拡散範囲の年変動は小さく、2019

年の計算結果を長期的な評価に使用することに問題はないものと考える。 

また、上記 7年間の計算結果から、計算領域境界部の濃度について確認したところ、計算領域の境界

における日平均濃度の最大値は 1.4E-02Bq/L であった。また、計算領域境界部の年間平均濃度の最大値

は、領域の東側境界部で最大で 2.6E-04Bq/L（2015 年、最上層）であった。この濃度は、日本周辺海域

における海水中トリチウム濃度（0.1～1Bq/L 程度）と比較して 3～4桁小さいこと、発電所周辺 10km×

10km の評価結果と比較しても 2～3 桁小さく、また年ごとの濃度の大きなばらつきも見られないことか

ら、計算領域の大きさは十分であり、本評価の計算領域の外側における放射線環境影響は十分小さい。

表 6-1-16 に評価年ごとの計算領域境界部における年間平均濃度の最大値を示す。 

 

（中略） 

 

 

 

 

 

 

 

 

記載の適正化 
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変 更 前 変 更 後 変 更 理 由 

(2) 評価に使用する核種ごとの海水中濃度 

 

（中略） 

 

表 6-1-18 評価に使用する海水濃度（K4 タンク群の核種組成によるソースターム） 

対象 

核種 

年間放出量 

（Bq) 

評価に使用する海水濃度（Bq/L) 

10km×10km 圏内 

全層平均 

10km×10km 圏内 

最上層平均 

砂浜評価地点 

全層平均 

H-3 2.2E+13 5.6E-02 1.2E-01 8.8E-01 

C-14 1.7E+09 4.4E-06 9.5E-06 6.9E-05 

Mn-54 7.8E+05 2.0E-09 4.2E-09 3.1E-08 

Fe-59 2.0E+06 5.0E-09 1.1E-08 7.9E-08 

Co-58 9.3E+05 2.4E-09 5.1E-09 3.7E-08 

Co-60 5.1E+07 1.3E-07 2.8E-07 2.0E-06 

Ni-63 2.5E+08 6.5E-07 1.4E-06 1.0E-05 

Zn-65 1.7E+06 4.4E-09 9.5E-09 6.9E-08 

Rb-86 2.2E+07 5.6E-08 1.2E-07 8.8E-07 

Sr-89 1.2E+07 2.9E-08 6.3E-08 4.6E-07 

Sr-90 2.5E+07 6.5E-08 1.4E-07 1.0E-06 

Y-90 2.5E+07 6.5E-08 1.4E-07 1.0E-06 

Y-91 2.5E+08 6.5E-07 1.4E-06 1.0E-05 

Nb-95 1.2E+06 2.9E-09 6.3E-09 4.6E-08 

Tc-99 8.1E+07 2.1E-07 4.4E-07 3.2E-06 

Ru-103 1.2E+06 2.9E-09 6.3E-09 4.6E-08 

Ru-106 1.9E+08 4.7E-07 1.0E-06 7.4E-06 

Rh-103m 1.2E+06 2.9E-09 6.3E-09 4.6E-08 

Rh-106 1.9E+08 4.7E-07 1.0E-06 7.4E-06 

Ag-110m 6.5E+05 1.7E-09 3.5E-09 2.6E-08 

Cd-113m 2.1E+06 5.3E-09 1.1E-08 8.3E-08 

Cd-115m 7.4E+07 1.9E-07 4.0E-07 3.0E-06 

Sn-119m 2.0E+07 5.0E-08 1.1E-07 7.9E-07 

Sn-123 1.4E+08 3.5E-07 7.6E-07 5.6E-06 

Sn-126 3.1E+06 8.0E-09 1.7E-08 1.3E-07 

Sb-124 1.1E+06 2.8E-09 6.0E-09 4.4E-08 

Sb-125 3.8E+07 9.7E-08 2.1E-07 1.5E-06 

Te-123m 1.1E+06 2.7E-09 5.8E-09 4.3E-08 

Te-125m 3.8E+07 9.7E-08 2.1E-07 1.5E-06 

Te-127 3.7E+07 9.4E-08 2.0E-07 1.5E-06 

Te-127m 3.7E+07 9.4E-08 2.0E-07 1.5E-06 

Te-129 3.7E+07 9.4E-08 2.0E-07 1.5E-06 

Te-129m 3.7E+07 9.4E-08 2.0E-07 1.5E-06 

I-129 2.4E+08 6.2E-07 1.3E-06 9.7E-06 

Cs-134 5.2E+06 1.3E-08 2.8E-08 2.1E-07 

Cs-135 2.9E+02 7.4E-13 1.6E-12 1.2E-11 

(2) 評価に使用する核種ごとの海水中濃度 

 

（中略） 

 

表 6-1-18 評価に使用する海水濃度（K4 タンク群の核種組成によるソースターム） 

対象 

核種 

年間放出量 

（Bq) 

評価に使用する海水濃度（Bq/L) 

10km×10km 圏内 

全層平均 

10km×10km 圏内 

最上層平均 

砂浜評価地点 

全層平均 

H-3 2.2E+13 5.6E-02 1.2E-01 8.8E-01 

C-14 2.4E+09 6.0E-06 1.3E-05 9.4E-05 

Mn-54 1.3E+04 3.4E-11 7.3E-11 5.3E-10 

Fe-55 3.3E+08 8.4E-07 1.8E-06 1.3E-05 

Co-60 3.5E+07 8.8E-08 1.9E-07 1.4E-06 

Ni-63 3.3E+08 8.4E-07 1.8E-06 1.3E-05 

Se-79 2.4E+08 6.0E-07 1.3E-06 9.4E-06 

Sr-90 3.0E+07 7.6E-08 1.6E-07 1.2E-06 

Y-90 3.0E+07 7.6E-08 1.6E-07 1.2E-06 

Tc-99 1.1E+08 2.8E-07 6.0E-07 4.4E-06 

Ru-106 6.6E+06 1.7E-08 3.6E-08 2.6E-07 

Sb-125 1.4E+07 3.4E-08 7.4E-08 5.4E-07 

Te-125m 1.4E+07 3.4E-08 7.4E-08 5.4E-07 

I-129 3.3E+08 8.4E-07 1.8E-06 1.3E-05 

Cs-134 1.2E+06 3.0E-09 6.3E-09 4.7E-08 

Cs-137 5.8E+07 1.5E-07 3.2E-07 2.3E-06 

Ce-144 8.3E+04 2.1E-10 4.5E-10 3.3E-09 

Pm-147 7.1E+06 1.8E-08 3.9E-08 2.8E-07 

Sm-151 1.4E+05 3.4E-10 7.4E-10 5.4E-09 

Eu-154 1.2E+06 3.1E-09 6.7E-09 4.9E-08 

Eu-155 2.4E+06 6.0E-09 1.3E-08 9.4E-08 

U-234 9.9E+04 2.5E-10 5.4E-10 4.0E-09 

U-238 9.9E+04 2.5E-10 5.4E-10 4.0E-09 

Np-237 9.9E+04 2.5E-10 5.4E-10 4.0E-09 

Pu-238 9.4E+04 2.4E-10 5.1E-10 3.8E-09 

Pu-239 9.9E+04 2.5E-10 5.4E-10 4.0E-09 

Pu-240 9.9E+04 2.5E-10 5.4E-10 4.0E-09 

Pu-241 3.5E+06 8.8E-09 1.9E-08 1.4E-07 

Am-241 9.7E+04 2.5E-10 5.3E-10 3.9E-09 

Cm-244 8.0E+04 2.0E-10 4.4E-10 3.2E-09 

対象とする 

被ばく評価 

漁網から 

海産物摂取 

海水面から 

船体から 

遊泳中 

海浜砂から 

飲水 

しぶき吸入 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

測定・評価対象核種の選定に伴

う記載の適正化 
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変 更 前 変 更 後 変 更 理 由 

Cs-136 3.5E+06 8.8E-09 1.9E-08 1.4E-07 

Cs-137 4.9E+07 1.2E-07 2.7E-07 1.9E-06 

Ba-137m 4.9E+07 1.2E-07 2.7E-07 1.9E-06 

Ba-140 1.1E+07 2.8E-08 6.0E-08 4.4E-07 

Ce-141 2.9E+06 7.4E-09 1.6E-08 1.2E-07 

Ce-144 7.3E+06 1.9E-08 4.0E-08 2.9E-07 

Pr-144 7.3E+06 1.9E-08 4.0E-08 2.9E-07 

Pr-144m 7.3E+06 1.9E-08 4.0E-08 2.9E-07 

Pm-146 1.1E+07 2.9E-08 6.2E-08 4.5E-07 

Pm-147 2.2E+07 5.6E-08 1.2E-07 8.8E-07 

Pm-148 5.8E+07 1.5E-07 3.2E-07 2.3E-06 

Pm-148m 9.7E+05 2.5E-09 5.3E-09 3.9E-08 

Sm-151 1.0E+05 2.7E-10 5.7E-10 4.2E-09 

Eu-152 3.2E+06 8.3E-09 1.8E-08 1.3E-07 

Eu-154 1.4E+06 3.5E-09 7.6E-09 5.6E-08 

Eu-155 3.8E+06 9.7E-09 2.1E-08 1.5E-07 

Gd-153 3.7E+06 9.4E-09 2.0E-08 1.5E-07 

Tb-160 3.2E+06 8.3E-09 1.8E-08 1.3E-07 

Pu-238 7.3E+04 1.9E-10 4.0E-10 2.9E-09 

Pu-239 7.3E+04 1.9E-10 4.0E-10 2.9E-09 

Pu-240 7.3E+04 1.9E-10 4.0E-10 2.9E-09 

Pu-241 3.2E+06 8.3E-09 1.8E-08 1.3E-07 

Am-241 7.3E+04 1.9E-10 4.0E-10 2.9E-09 

Am-242m 4.5E+03 1.1E-11 2.5E-11 1.8E-10 

Am-243 7.3E+04 1.9E-10 4.0E-10 2.9E-09 

Cm-242 7.3E+04 1.9E-10 4.0E-10 2.9E-09 

Cm-243 7.3E+04 1.9E-10 4.0E-10 2.9E-09 

Cm-244 7.3E+04 1.9E-10 4.0E-10 2.9E-09 

対象とする 

被ばく評価 

漁網から 

海産物摂取 

海水面から 

船体から 

遊泳中 

海浜砂から 

飲水 

しぶき吸入 
 

測定・評価対象核種の選定に伴

う記載の適正化 
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変 更 前 変 更 後 変 更 理 由 

表 6-1-19 評価に使用する海水濃度（J1-C タンク群の核種組成によるソースターム） 

対象 

核種 

年間放出量 

（Bq) 

評価に使用する海水濃度（Bq/L) 

10km×10km 圏内 

全層平均 

10km×10km 圏内 

最上層平均 

砂浜評価地点 

全層平均 

H-3 2.2E+13 5.6E-02 1.2E-01 8.8E-01 

C-14 4.8E+08 1.2E-06 2.6E-06 1.9E-05 

Mn-54 1.0E+06 2.6E-09 5.6E-09 4.1E-08 

Fe-59 2.3E+06 5.9E-09 1.3E-08 9.3E-08 

Co-58 1.1E+06 2.8E-09 6.0E-09 4.4E-08 

Co-60 8.9E+06 2.3E-08 4.8E-08 3.5E-07 

Ni-63 2.3E+08 5.8E-07 1.2E-06 9.1E-06 

Zn-65 2.5E+06 6.4E-09 1.4E-08 1.0E-07 

Rb-86 1.3E+07 3.4E-08 7.3E-08 5.4E-07 

Sr-89 1.4E+06 3.7E-09 7.9E-09 5.8E-08 

Sr-90 9.7E+05 2.5E-09 5.3E-09 3.9E-08 

Y-90 9.7E+05 2.5E-09 5.3E-09 3.9E-08 

Y-91 4.6E+08 1.2E-06 2.5E-06 1.8E-05 

Nb-95 1.3E+06 3.4E-09 7.3E-09 5.4E-08 

Tc-99 3.2E+07 8.2E-08 1.8E-07 1.3E-06 

Ru-103 1.4E+06 3.6E-09 7.8E-09 5.7E-08 

Ru-106 3.8E+07 9.6E-08 2.0E-07 1.5E-06 

Rh-103m 1.4E+06 3.6E-09 7.8E-09 5.7E-08 

Rh-106 3.8E+07 9.6E-08 2.0E-07 1.5E-06 

Ag-110m 1.2E+06 2.9E-09 6.3E-09 4.6E-08 

Cd-113m 2.3E+06 5.8E-09 1.2E-08 9.1E-08 

Cd-115m 7.2E+07 1.8E-07 4.0E-07 2.9E-06 

Sn-119m 1.1E+09 2.9E-06 6.1E-06 4.5E-05 

Sn-123 1.8E+08 4.5E-07 9.7E-07 7.1E-06 

Sn-126 7.8E+06 2.0E-08 4.2E-08 3.1E-07 

Sb-124 2.6E+06 6.6E-09 1.4E-08 1.0E-07 

Sb-125 6.2E+06 1.6E-08 3.4E-08 2.5E-07 

Te-123m 2.5E+06 6.3E-09 1.3E-08 9.9E-08 

Te-125m 6.2E+06 1.6E-08 3.4E-08 2.5E-07 

Te-127 1.3E+08 3.2E-07 6.9E-07 5.0E-06 

Te-127m 1.3E+08 3.3E-07 7.2E-07 5.3E-06 

Te-129 3.8E+07 9.6E-08 2.0E-07 1.5E-06 

Te-129m 3.8E+07 9.6E-08 2.0E-07 1.5E-06 

I-129 3.2E+07 8.2E-08 1.8E-07 1.3E-06 

Cs-134 2.0E+06 5.2E-09 1.1E-08 8.2E-08 

Cs-135 3.2E+01 8.2E-14 1.8E-13 1.3E-12 

Cs-136 1.3E+06 3.2E-09 6.9E-09 5.0E-08 

Cs-137 5.1E+06 1.3E-08 2.8E-08 2.0E-07 

Ba-137m 5.1E+06 1.3E-08 2.8E-08 2.0E-07 

表 6-1-19 評価に使用する海水濃度（J1-C タンク群の核種組成によるソースターム） 

対象 

核種 

年間放出量 

（Bq) 

評価に使用する海水濃度（Bq/L) 

10km×10km 圏内 

全層平均 

10km×10km 圏内 

最上層平均 

砂浜評価地点 

全層平均 

H-3 2.2E+13 5.6E-02 1.2E-01 8.8E-01 

C-14 5.5E+08 1.4E-06 3.0E-06 2.2E-05 

Mn-54 1.6E+05 4.1E-10 8.8E-10 6.5E-09 

Fe-55 7.3E+07 1.9E-07 4.0E-07 2.9E-06 

Co-60 7.3E+06 1.9E-08 4.0E-08 2.9E-07 

Ni-63 2.5E+08 6.5E-07 1.4E-06 1.0E-05 

Se-79 4.6E+07 1.2E-07 2.5E-07 1.8E-06 

Sr-90 1.0E+06 2.6E-09 5.7E-09 4.2E-08 

Y-90 1.0E+06 2.6E-09 5.7E-09 4.2E-08 

Tc-99 3.7E+07 9.3E-08 2.0E-07 1.5E-06 

Ru-106 8.3E+06 2.1E-08 4.5E-08 3.3E-07 

Sb-125 3.7E+06 9.3E-09 2.0E-08 1.5E-07 

Te-125m 3.7E+06 9.3E-09 2.0E-08 1.5E-07 

I-129 3.7E+07 9.3E-08 2.0E-07 1.5E-06 

Cs-134 1.0E+06 2.6E-09 5.5E-09 4.0E-08 

Cs-137 5.2E+06 1.3E-08 2.8E-08 2.1E-07 

Ce-144 2.0E+06 5.0E-09 1.1E-08 7.8E-08 

Pm-147 1.3E+07 3.3E-08 7.0E-08 5.1E-07 

Sm-151 3.4E+05 8.6E-10 1.8E-09 1.3E-08 

Eu-154 2.9E+06 7.3E-09 1.6E-08 1.1E-07 

Eu-155 7.3E+06 1.9E-08 4.0E-08 2.9E-07 

U-234 9.8E+05 2.5E-09 5.3E-09 3.9E-08 

U-238 9.8E+05 2.5E-09 5.3E-09 3.9E-08 

Np-237 9.8E+05 2.5E-09 5.3E-09 3.9E-08 

Pu-238 9.8E+05 2.5E-09 5.3E-09 3.9E-08 

Pu-239 9.8E+05 2.5E-09 5.3E-09 3.9E-08 

Pu-240 9.8E+05 2.5E-09 5.3E-09 3.9E-08 

Pu-241 3.4E+07 8.6E-08 1.8E-07 1.3E-06 

Am-241 9.8E+05 2.5E-09 5.3E-09 3.9E-08 

Cm-244 9.2E+05 2.3E-09 5.0E-09 3.7E-08 

対象とする 

被ばく評価 

漁網から 

海産物摂取 

海水面から 

船体から 

遊泳中 

海浜砂から 

飲水 

しぶき吸入 
 

 

 

 

 

 

 

測定・評価対象核種の選定に伴

う記載の適正化 
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変 更 前 変 更 後 変 更 理 由 

Ba-140 5.4E+06 1.4E-08 2.9E-08 2.1E-07 

Ce-141 7.0E+06 1.8E-08 3.8E-08 2.8E-07 

Ce-144 1.5E+07 3.9E-08 8.3E-08 6.1E-07 

Pr-144 1.5E+07 3.9E-08 8.3E-08 6.1E-07 

Pr-144m 1.5E+07 3.9E-08 8.3E-08 6.1E-07 

Pm-146 1.8E+06 4.6E-09 9.8E-09 7.2E-08 

Pm-147 2.1E+07 5.5E-08 1.2E-07 8.6E-07 

Pm-148 6.2E+06 1.6E-08 3.4E-08 2.5E-07 

Pm-148m 1.3E+06 3.3E-09 7.0E-09 5.2E-08 

Sm-151 3.0E+05 7.5E-10 1.6E-09 1.2E-08 

Eu-152 7.5E+06 1.9E-08 4.1E-08 3.0E-07 

Eu-154 3.0E+06 7.5E-09 1.6E-08 1.2E-07 

Eu-155 9.1E+06 2.3E-08 5.0E-08 3.6E-07 

Gd-153 7.0E+06 1.8E-08 3.8E-08 2.8E-07 

Tb-160 3.8E+06 9.6E-09 2.0E-08 1.5E-07 

Pu-238 8.9E+05 2.3E-09 4.8E-09 3.5E-08 

Pu-239 8.9E+05 2.3E-09 4.8E-09 3.5E-08 

Pu-240 8.9E+05 2.3E-09 4.8E-09 3.5E-08 

Pu-241 3.2E+07 8.2E-08 1.8E-07 1.3E-06 

Am-241 8.9E+05 2.3E-09 4.8E-09 3.5E-08 

Am-242m 1.6E+04 4.0E-11 8.6E-11 6.3E-10 

Am-243 8.9E+05 2.3E-09 4.8E-09 3.5E-08 

Cm-242 8.9E+05 2.3E-09 4.8E-09 3.5E-08 

Cm-243 8.9E+05 2.3E-09 4.8E-09 3.5E-08 

Cm-244 8.9E+05 2.3E-09 4.8E-09 3.5E-08 

対象とする 

被ばく評価 

漁網から 

海産物摂取 

海水面から 

船体から 

遊泳中 

海浜砂から 

飲水 

しぶき吸入 
 

測定・評価対象核種の選定に伴

う記載の適正化 
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変 更 前 変 更 後 変 更 理 由 

表 6-1-20 評価に使用する海水濃度（J1-G タンク群の核種組成によるソースターム） 

対象 

核種 

年間放出量 

（Bq) 

評価に使用する海水濃度（Bq/L) 

10km×10km 圏内 

全層平均 

10km×10km 圏内 

最上層平均 

砂浜評価地点 

全層平均 

H-3 2.2E+13 5.6E-02 1.2E-01 8.8E-01 

C-14 1.3E+09 3.3E-06 7.1E-06 5.2E-05 

Mn-54 3.1E+06 7.9E-09 1.7E-08 1.2E-07 

Fe-59 5.9E+06 1.5E-08 3.2E-08 2.3E-07 

Co-58 3.0E+06 7.7E-09 1.6E-08 1.2E-07 

Co-60 1.9E+07 4.8E-08 1.0E-07 7.5E-07 

Ni-63 7.2E+08 1.8E-06 3.9E-06 2.9E-05 

Zn-65 6.5E+06 1.7E-08 3.6E-08 2.6E-07 

Rb-86 3.8E+07 9.7E-08 2.1E-07 1.5E-06 

Sr-89 3.7E+06 9.3E-09 2.0E-08 1.5E-07 

Sr-90 2.6E+06 6.6E-09 1.4E-08 1.0E-07 

Y-90 2.6E+06 6.6E-09 1.4E-08 1.0E-07 

Y-91 9.8E+08 2.5E-06 5.3E-06 3.9E-05 

Nb-95 3.8E+06 9.7E-09 2.1E-08 1.5E-07 

Tc-99 1.1E+08 2.7E-07 5.8E-07 4.2E-06 

Ru-103 4.2E+06 1.1E-08 2.3E-08 1.7E-07 

Ru-106 3.9E+07 1.0E-07 2.1E-07 1.6E-06 

Rh-103m 4.2E+06 1.1E-08 2.3E-08 1.7E-07 

Rh-106 3.9E+07 1.0E-07 2.1E-07 1.6E-06 

Ag-110m 3.3E+06 8.3E-09 1.8E-08 1.3E-07 

Cd-113m 7.0E+06 1.8E-08 3.8E-08 2.8E-07 

Cd-115m 1.9E+08 4.8E-07 1.0E-06 7.5E-06 

Sn-119m 3.3E+09 8.3E-06 1.8E-05 1.3E-04 

Sn-123 5.1E+08 1.3E-06 2.8E-06 2.1E-05 

Sn-126 1.2E+07 3.1E-08 6.7E-08 4.9E-07 

Sb-124 6.8E+06 1.7E-08 3.7E-08 2.7E-07 

Sb-125 1.1E+07 2.9E-08 6.2E-08 4.6E-07 

Te-123m 5.5E+06 1.4E-08 3.0E-08 2.2E-07 

Te-125m 1.1E+07 2.9E-08 6.2E-08 4.6E-07 

Te-127 3.5E+08 8.9E-07 1.9E-06 1.4E-05 

Te-127m 3.7E+08 9.3E-07 2.0E-06 1.5E-05 

Te-129 9.8E+07 2.5E-07 5.3E-07 3.9E-06 

Te-129m 9.8E+07 2.5E-07 5.3E-07 3.9E-06 

I-129 2.7E+07 6.8E-08 1.5E-07 1.1E-06 

Cs-134 5.5E+06 1.4E-08 3.0E-08 2.2E-07 

Cs-135 1.7E+02 4.4E-13 9.3E-13 6.8E-12 

Cs-136 2.9E+06 7.5E-09 1.6E-08 1.2E-07 

Cs-137 2.7E+07 6.8E-08 1.5E-07 1.1E-06 

Ba-137m 2.7E+07 6.8E-08 1.5E-07 1.1E-06 

表 6-1-20 評価に使用する海水濃度（J1-G タンク群の核種組成によるソースターム） 

対象 

核種 

年間放出量 

（Bq) 

評価に使用する海水濃度（Bq/L) 

10km×10km 圏内 

全層平均 

10km×10km 圏内 

最上層平均 

砂浜評価地点 

全層平均 

H-3 2.2E+13 5.6E-02 1.2E-01 8.8E-01 

C-14 1.5E+09 3.7E-06 8.0E-06 5.9E-05 

Mn-54 5.0E+05 1.3E-09 2.7E-09 2.0E-08 

Fe-55 2.2E+08 5.6E-07 1.2E-06 8.8E-06 

Co-60 1.6E+07 4.0E-08 8.5E-08 6.2E-07 

Ni-63 8.0E+08 2.0E-06 4.4E-06 3.2E-05 

Se-79 1.4E+08 3.5E-07 7.5E-07 5.5E-06 

Sr-90 2.8E+06 7.0E-09 1.5E-08 1.1E-07 

Y-90 2.8E+06 7.0E-09 1.5E-08 1.1E-07 

Tc-99 1.2E+08 3.0E-07 6.5E-07 4.8E-06 

Ru-106 8.6E+06 2.2E-08 4.7E-08 3.4E-07 

Sb-125 6.9E+06 1.8E-08 3.8E-08 2.8E-07 

Te-125m 6.9E+06 1.8E-08 3.8E-08 2.8E-07 

I-129 3.0E+07 7.7E-08 1.7E-07 1.2E-06 

Cs-134 2.8E+06 7.0E-09 1.5E-08 1.1E-07 

Cs-137 2.8E+07 7.2E-08 1.6E-07 1.1E-06 

Ce-144 6.0E+06 1.5E-08 3.3E-08 2.4E-07 

Pm-147 3.5E+07 8.9E-08 1.9E-07 1.4E-06 

Sm-151 9.0E+05 2.3E-09 4.9E-09 3.6E-08 

Eu-154 7.7E+06 2.0E-08 4.2E-08 3.1E-07 

Eu-155 1.1E+07 2.8E-08 6.0E-08 4.4E-07 

U-234 2.6E+06 6.5E-09 1.4E-08 1.0E-07 

U-238 2.6E+06 6.5E-09 1.4E-08 1.0E-07 

Np-237 2.6E+06 6.5E-09 1.4E-08 1.0E-07 

Pu-238 2.5E+06 6.3E-09 1.4E-08 9.9E-08 

Pu-239 2.6E+06 6.5E-09 1.4E-08 1.0E-07 

Pu-240 2.6E+06 6.5E-09 1.4E-08 1.0E-07 

Pu-241 8.2E+07 2.1E-07 4.5E-07 3.3E-06 

Am-241 2.6E+06 6.5E-09 1.4E-08 1.0E-07 

Cm-244 2.4E+06 6.1E-09 1.3E-08 9.5E-08 

対象とする 

被ばく評価 

漁網から 

海産物摂取 

海水面から 

船体から 

遊泳中 

海浜砂から 

飲水 

しぶき吸入 
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変 更 前 変 更 後 変 更 理 由 

Ba-140 1.4E+07 3.5E-08 7.6E-08 5.5E-07 

Ce-141 9.8E+06 2.5E-08 5.3E-08 3.9E-07 

Ce-144 4.5E+07 1.1E-07 2.4E-07 1.8E-06 

Pr-144 4.5E+07 1.1E-07 2.4E-07 1.8E-06 

Pr-144m 4.5E+07 1.1E-07 2.4E-07 1.8E-06 

Pm-146 5.1E+06 1.3E-08 2.8E-08 2.1E-07 

Pm-147 5.9E+07 1.5E-07 3.2E-07 2.3E-06 

Pm-148 3.7E+07 9.3E-08 2.0E-07 1.5E-06 

Pm-148m 3.3E+06 8.5E-09 1.8E-08 1.3E-07 

Sm-151 8.1E+05 2.1E-09 4.4E-09 3.3E-08 

Eu-152 1.5E+07 3.9E-08 8.4E-08 6.2E-07 

Eu-154 8.1E+06 2.1E-08 4.4E-08 3.3E-07 

Eu-155 1.5E+07 3.7E-08 8.0E-08 5.9E-07 

Gd-153 1.5E+07 3.9E-08 8.4E-08 6.2E-07 

Tb-160 1.1E+07 2.9E-08 6.2E-08 4.6E-07 

Pu-238 2.3E+06 5.8E-09 1.2E-08 9.1E-08 

Pu-239 2.3E+06 5.8E-09 1.2E-08 9.1E-08 

Pu-240 2.3E+06 5.8E-09 1.2E-08 9.1E-08 

Pu-241 8.1E+07 2.1E-07 4.4E-07 3.3E-06 

Am-241 2.3E+06 5.8E-09 1.2E-08 9.1E-08 

Am-242m 4.2E+04 1.1E-10 2.3E-10 1.7E-09 

Am-243 2.3E+06 5.8E-09 1.2E-08 9.1E-08 

Cm-242 2.3E+06 5.8E-09 1.2E-08 9.1E-08 

Cm-243 2.3E+06 5.8E-09 1.2E-08 9.1E-08 

Cm-244 2.3E+06 5.8E-09 1.2E-08 9.1E-08 

対象とする 

被ばく評価 

漁網から 

海産物摂取 

海水面から 

船体から 

遊泳中 

海浜砂から 

飲水 

しぶき吸入 
 

測定・評価対象核種の選定に伴
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変 更 前 変 更 後 変 更 理 由 

(3) 被ばく評価結果 

 表 6-1-18～6-1-20 の海水濃度を使用し、以下の３ケースの被ばく評価を行った結果を表 6-1-21～22

に示す。 

実測値の核種組成によるソースターム 

i. K4 タンク群（トリチウム以外の 63核種の告示濃度比総和 0.29） 

ii. J1-C タンク群（トリチウム以外の 63 核種の告示濃度比総和 0.35） 

iii. J1-G タンク群（トリチウム以外の 63 核種の告示濃度比総和 0.22） 

 

人に関する被ばく評価結果は、0.00003（3E-05）～0.0004（4E-04）mSv/年であった。 

いずれの場合も一般公衆の線量限度 1mSv/年はもとより、線量拘束値に相当する国内の原子力発電所に

対する線量目標値 0.05mSv/年も大きく下回った。 

実測値によるソースタームでの評価は、検出下限値未満の核種（不検出核種）についても検出下限値

で含まれるものとして評価したことから、評価結果は保守的なものと考えられる。評価結果のうち、不

検出核種の寄与について、添付 IX「実測値によるソースタームにおける不検出核種の寄与について」に

示した。 

また、実効線量係数が大きく、内部被ばくの評価値が高くなる乳児においても、内部被ばくの評価結

果は 0.000029（2.9E-05）mSv/年～0.00071（7.1E-04）mSv/年の範囲に収まっており、線量限度１ｍSv/

年はもとより、線量拘束値に相当する線量目標値 0.05mSv/年も大きく下回る結果であった。 

これらの評価結果の、核種ごとの内訳を添付 X「被ばく評価結果の核種ごとの内訳」に示す。 

 

 

 

 

社会・経済的なバランスも考慮しつつ、できるだけ被ばくを少なくするよう努力するという、放射線

防護の基本的な考え方 38から言えば、防護の最適化は、必ずしも被ばくの最小化を意味することとはな

らない。線量拘束値を超えない範囲であれば、放射線防護の最適化が行われていると解されるので、以

下に、「処理水の年間放出量」、「線量拘束値」、および、「ソースタームの被ばく評価結果」を用い、許容

されうる放出上限の試算を示す。 

例えば、実測値によるソースタームのうち最も被ばく評価結果の数値が大きい J1-G タンク群の評価

結果を用いてトリチウムの年間放出量を計算すれば、線量拘束値が 0.05mSv/年であり、J1-G タンク群

のソースタームに基づいた被ばく評価結果（海産物摂取量が多い場合）が 4E-04mSv/年であることから、 

 

2.2E+13(Bq/年)×0.05 (mSv/年)÷0.0004(mSv/年)=2.7E+15(Bq/年)＝2,700 兆 Bq/年 

 

という結果となる。 

 

同様に計算により、最も被ばく評価結果の数値が小さい K4タンク群の評価結果を用いると、 

 

2.2E+13(Bq/年)×0.05 (mSv/年)÷0.00003(mSv/年)=3.6E+16(Bq/年)＝3.6 京 Bq/年（36,000 兆 Bq/年） 

 

となり、ソースタームおよび海産物摂取量に応じて最小となった 2,700 兆 Bq/年（J1-G タンク群のソー

スタームで海産物摂取量が多い場合）を放出量の上限として、放射線防護の最適化により実際の放出量

を決定することとなる。 

一方、実際に海洋放出される ALPS 処理水に含まれるトリチウムの年間放出量は、2021 年 4 月の国の

基本方針により、「放出するトリチウムの年間の放出量は、事故前の福島第一原発の放出管理値（年間

22 兆ベクレル）を下回る水準になるよう放出を実施し、定期的に見直すこととする。」とされている。

これは、ALPS 処理水のみならず廃炉全体のリスク最適化の観点、ALPS 処理水の陸上保管中に期待され

る放射性物質の自然減衰の効果と長期保管中における漏えいリスクや職業被ばく、廃炉完了までに ALPS

処理水の処分も完了していること、ならびにステークホルダーの理解などの社会的受容性も考慮した公

共政策上の選択である。このような経緯を踏まえ、当社では、上記「基本方針を踏まえた当社の対応（2021

年 4 月）」に示すとおり、本報告書の評価条件としてトリチウムの年間放出量を 22 兆 Bq/年（2.2E+13Bq/

年）と設定し、放射線影響評価を行った。 

なお、年間のトリチウム放出量については、国の基本方針を踏まえ、汚染水の発生状況や新たに生じ

(3) 被ばく評価結果 

 表 6-1-18～6-1-20 の海水濃度を使用し、以下の３ケースの被ばく評価を行った結果を表 6-1-21～22

に示す。 

実測値の核種組成によるソースターム 

i. K4 タンク群（トリチウム以外の 29核種の告示濃度比総和 0.26） 

ii. J1-C タンク群（トリチウム以外の 29 核種の告示濃度比総和 0.21） 

iii. J1-G タンク群（トリチウム以外の 29 核種の告示濃度比総和 0.10） 

 

人に関する被ばく評価結果は、0.000002（2E-06）～0.00003（3E-05）mSv/年であった。 

いずれの場合も一般公衆の線量限度 1mSv/年はもとより、線量拘束値に相当する国内の原子力発電所に

対する線量目標値 0.05mSv/年も大きく下回った。 

実測値によるソースタームでの評価は、検出下限値未満の核種（不検出核種）についても検出下限値

で含まれるものとして評価したことから、評価結果は保守的なものと考えられる。評価結果のうち、不

検出核種の寄与について、添付 IX「実測値によるソースタームにおける不検出核種の寄与について」に

示した。 

また、実効線量係数が大きく、内部被ばくの評価値が高くなる乳児においても、内部被ばくの評価結

果は 0.0000017（1.7E-06）mSv/年～0.000032（3.2E-05）mSv/年の範囲に収まっており、線量限度１ｍ

Sv/年はもとより、線量拘束値に相当する線量目標値 0.05mSv/年も大きく下回る結果であった。 

これらの評価結果の、核種ごとの内訳を添付 X「被ばく評価結果の核種ごとの内訳」に示す。また、

添付 XI「外部被ばく線量換算係数の保守性について」において、米国環境保護庁が発行した FGR15 の線

量換算係数による試算を実施して、廃止措置ハンドブックの線量換算係数の保守性を確認しているが、

その際参考として砂浜地点における幼児、乳児の外部被ばくについても試算を行った。 

 

（削除） 
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変 更 前 変 更 後 変 更 理 由 

る ALPS 処理水のトリチウム濃度などを精査し、利害関係者を含めた最適化の観点等に十分留意しつつ、

線量拘束値を満たす範囲で、定期的に見直すこととしている。 

 

 

表 6-1-21 人に関する被ばく評価結果 

評価 
ケース 

ソース 
ターム 

実測値によるソースターム 

i. K4 タンク群 ii. J1-C タンク群 
iii. J1-G タンク

群 

海産物 
摂取量 

平均的 多い 平均的 多い 平均的 多い 

外部 
被ばく 
(mSv/
年） 

海水面 6.5E-09 1.7E-08 4.7E-08 

船体 4.8E-09 1.2E-08 3.3E-08 

遊泳中 4.5E-09 1.2E-08 3.2E-08 

海浜砂 7.8E-06 2.1E-05 5.6E-05 

漁網 1.6E-06 4.3E-06 1.2E-05 

内部 
被ばく 
(ｍSv/
年) 

飲水 3.3E-07 3.1E-07 3.2E-07 

しぶき 
吸入 

9.3E-08 2.0E-07 4.0E-07 

海産物 
摂取 

1.5E-05 6.1E-05 2.8E-05 1.1E-04 7.9E-05 3.0E-04 

合計 
（mSv/年） 

3E-05 7E-05 5E-05 1E-04 1E-04 4E-04 

 

（削除） 

 

 

 

表 6-1-21 人に関する被ばく評価結果 

評価 
ケース 

ソース 
ターム 

実測値によるソースターム 

i. K4 タンク群 ii. J1-C タンク群 
iii. J1-G タンク

群 

海産物 
摂取量 

平均的 多い 平均的 多い 平均的 多い 

外部 
被ばく 
(mSv/
年） 

海水面 4.6E-10 1.7E-10 3.7E-10 

船体 4.9E-10 1.8E-10 3.7E-10 

遊泳中 3.2E-10 1.2E-10 2.5E-10 

海浜砂 5.4E-07 2.0E-07 4.3E-07 

漁網 1.1E-07 3.9E-08 8.3E-08 

内部 
被ばく 
(ｍSv/
年) 

飲水 3.4E-07 3.1E-07 3.1E-07 

しぶき 
吸入 

9.2E-08 1.9E-07 3.8E-07 

海産物 
摂取 

6.9E-06 3.1E-05 1.2E-06 5.5E-06 2.6E-06 1.1E-05 

合計 
（mSv/年） 

8E-06 3E-05 2E-06 6E-06 4E-06 1E-05 

 

IAEA レビューミッションにお

ける議論を踏まえた記載位置

の変更 

 

 

 

 

 

 

 

 

測定・評価対象核種の選定に伴

う記載の適正化 

 

90



福島第一原子力発電所 特定原子力施設に係る実施計画変更比較表（参考資料_添付資料 2） 

64 

変 更 前 変 更 後 変 更 理 由 

表 6-1-22 年齢別の内部被ばく評価結果 

評価 
ケース 

ソース 
ターム 

実測値によるソースターム 

i. K4 タンク群 ii. J1-C タンク群 
iii. J1-G タンク

群 

海産物 
摂取量 

平均的 多い 平均的 多い 平均的 多い 

飲水による 
内部被ばく 
(mSv/年） 

成人 3.3E-07 3.1E-07 3.2E-07 

幼児 5.7E-07 5.4E-07 5.5E-07 

乳児 － － － 

水しぶきの 
吸入による 
内部被ばく 
(mSv/年） 

成人 9.3E-08 2.0E-07 4.0E-07 

幼児 6.2E-08 1.1E-07 2.2E-07 

乳児 4.0E-08 6.5E-08 1.2E-07 

海産物摂取
による 

内部被ばく 
(mSv/年） 

成人 1.5E-05 6.1E-05 2.8E-05 1.1E-04 7.9E-05 3.0E-04 

幼児 2.4E-05 9.4E-05 5.1E-05 2.0E-04 1.5E-04 5.6E-04 

乳児 2.9E-05 1.1E-04 6.7E-05 2.5E-04 1.9E-04 7.1E-04 

 

表 6-1-22 年齢別の内部被ばく評価結果 

評価 
ケース 

ソース 
ターム 

実測値によるソースターム 

i. K4 タンク群 ii. J1-C タンク群 
iii. J1-G タンク

群 

海産物 
摂取量 

平均的 多い 平均的 多い 平均的 多い 

飲水による 
内部被ばく 
(mSv/年） 

成人 3.4E-07 3.1E-07 3.1E-07 

幼児 5.8E-07 5.3E-07 5.4E-07 

乳児 － － － 

水しぶきの 
吸入による 
内部被ばく 
(mSv/年） 

成人 9.2E-08 1.9E-07 3.8E-07 

幼児 6.0E-08 1.1E-07 2.0E-07 

乳児 3.9E-08 6.2E-08 1.1E-07 

海産物摂取
による 

内部被ばく 
(mSv/年） 

成人 6.9E-06 3.1E-05 1.2E-06 5.5E-06 2.6E-06 1.1E-05 

幼児 7.8E-06 3.6E-05 1.5E-06 6.8E-06 3.6E-06 1.6E-05 

乳児 6.9E-06 3.2E-05 1.7E-06 8.1E-06 4.6E-06 2.2E-05 
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変 更 前 変 更 後 変 更 理 由 

（現行記載なし） (4) 線量拘束値を踏まえた各核種の年間放出量上限と最適化 

社会・経済的なバランスも考慮しつつ、できるだけ被ばくを少なくするよう努力するという、放射

線防護の基本的な考え方 38から言えば、防護の最適化は、必ずしも被ばくの最小化を意味することと

はならず、線量拘束値を超えない範囲であれば、放射線防護の最適化が行われていると解される。 

トリチウムについては、実測値によるソースタームのうち最も被ばく評価結果の数値が大きい K4タ

ンク群の評価結果を用いてトリチウムの年間放出量を計算した場合、線量拘束値が 0.05mSv/年であ

り、K4 タンク群のソースタームに基づいた被ばく評価結果（海産物摂取量が多い場合）が 3E-05mSv/

年であることから、 

 

2.2E+13(Bq/年)×0.05 (mSv/年)÷0.00003(mSv/年)=3.7E+16(Bq/年)＝3.7 京 Bq/年（37,000 兆 Bq/

年） 

 

という結果となる。 

同様の計算により、最も被ばく評価結果の数値が小さい J1-C タンク群の評価結果を用いる場合には 

 

2.2E+13(Bq/年)×0.05 (mSv/年)÷0.000002(mSv/年)=5.5E+17(Bq/年)＝55 京 Bq/年（550,000 兆 Bq/

年） 

 

となり、ソースタームおよび海産物摂取量に応じて最小となった 3.7 京 Bq/年（K4 タンク群のソース

タームで海産物摂取量が多い場合）を放出量の上限として、放射線防護の最適化により実際の放出量

を決定することとなる。他の核種も含めた「処理水の年間放出量」、「線量拘束値」、および「ソー

スタームの被ばく評価結果」を用いた、許容されうる放出上限の試算および最適化の実施結果につい

ては、参考 G「線量拘束値を踏まえた各核種の年間放出量上限および最適化評価結果」にまとめた。 

一方、実際に海洋放出される ALPS 処理水に含まれるトリチウムの年間放出量は、2021 年 4 月の国の

基本方針により、「放出するトリチウムの年間の放出量は、事故前の福島第一原発の放出管理値（年

間 22兆ベクレル）を下回る水準になるよう放出を実施し、定期的に見直すこととする。」とされてい

る。これは、ALPS 処理水のみならず廃炉全体のリスク最適化の観点、ALPS 処理水の陸上保管中に期待

される放射性物質の自然減衰の効果と長期保管中における漏えいリスクや職業被ばく、廃炉完了まで

に ALPS 処理水の処分も完了していること、ならびにステークホルダーの理解などの社会的受容性も考

慮した公共政策上の選択である。このような経緯を踏まえ、当社では、上記「基本方針を踏まえた当

社の対応」（2021 年 4月）に示すとおり、本報告書の評価条件としてトリチウムの年間放出量を 22兆

Bq/年（2.2E+13Bq/年）と設定し、放射線環境影響評価を行った。 

なお、年間のトリチウム放出量については、国の基本方針を踏まえ、汚染水の発生状況や新たに生

じる ALPS 処理水のトリチウム濃度などを精査し、利害関係者を含めた最適化の観点等に十分留意しつ

つ、線量拘束値を満たす範囲で、定期的に見直すこととしている。 

IAEA レビューミッションにお

ける議論を踏まえた記載位置

の変更及び記載の充実 
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変 更 前 変 更 後 変 更 理 由 

6-2. 潜在被ばくの評価 

 

（中略） 

 

6-2-1. 評価方法 

(1) 潜在被ばくシナリオの特定と選択 

 

（中略） 

 

・ケース 1 配管からの漏えい 

配管からの漏えいを考えた場合、ALPS 処理水の流量は通常時と変わらないと考えられるが、希釈され

ること無く海洋に流出することとなる。最も厳しい配管からの漏えいシナリオとして、海洋に近い場所

で配管破断が発生し、通常運転時の最大流量（500m3/日）が全量北防波堤付近から流出する事象を選定

した。また、現実には流量の常時監視や、毎日巡視点検を行うことから、翌日には流出は止まると考え

られるが、ここでは、流出に気付くことができずに測定・確認用タンク 1系列 1万 m3が空になるまで 20

日間漏えいが継続することとした。 

 

 

 

 

・ケース 2 タンクからの漏えい 

最も厳しいシナリオとして、巨大地震等で測定・確認用タンク 3群すべてが破損し、1日で 3万 m3の

ALPS 処理水が海洋に流出する事象を選定した。現実には、ALPS 処理水の一部がタンクや堰内に留まっ

たり、敷地内で地中に浸透することが考えられるが、ここでは全量がそのまま海洋に流出することとし

た。 

 

6-2. 潜在被ばくの評価 

 

（中略） 

 

6-2-1. 評価方法 

(1) 潜在被ばくシナリオの特定と選択 

 

（中略） 

 

・ケース 1 配管からの漏えい 

配管からの漏えいを考えた場合、ALPS 処理水の流量は通常時と変わらないと考えられるが、希釈さ

れること無く海洋に流出することとなる。最も厳しい配管からの漏えいシナリオとして、海洋に近い

場所で配管破断が発生し、通常運転時の最大流量（500m3/日）が全量北防波堤付近から流出する事象を

選定した。また、現実には流量の常時監視や、毎日巡視点検を行うことから、翌日には流出は止まる

と考えられるが、ここでは、流出に気付くことができずに測定・確認用タンク 1系列 1万 m3が空にな

るまで 20日間漏えいが継続することとした。 

ALPS 処理水の移送配管が破断した場合、破断の場所によって 5,6 号機取水口付近、又は 5,6 号機放

水口付近に流出する可能性があるが、ALPS 処理水の希釈用海水取水のため、5,６号機取水口と 5,6 号

機放水口付近はつながっており、保守的に全量が 5，6号機放水口付近に直接流出するものとした。 

 

・ケース 2 タンクからの漏えい 

最も厳しいシナリオとして、巨大地震等で測定・確認用タンク 3群すべてが破損し、1日で 3万 m3

の ALPS 処理水が海洋に流出する事象を選定した。現実には、ALPS 処理水の一部がタンクや堰内に留ま

ったり、敷地内で地中に浸透することが考えられるが、ここでは全量がそのまま海洋に流出すること

とした。 

海洋流出の位置は、ケース１と同様 5,6 号機放水口付近に直接全量が流出するものとした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

記載の充実 
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変 更 前 変 更 後 変 更 理 由 

(2) ソースターム 

ケース 1（配管破断） 

 

（中略） 

 

表 6-2-1 実測値（K4 タンク群）の核種組成によるソースターム（ケース 1） 

対象 

核種 

核種濃度 

（Bq/L) 

日排水量 

（L/日） 

日放出量 

（Bq/日) 
備考 

H-3 1.9E+05 5.0E+05 9.5E+10 ・日放出量は、通常運転時の日排

水量の最大値 500m3 と核種ごと

の濃度の積により求めた 
C-14 1.5E+01 7.5E+06 

Mn-54 6.7E-03 3.4E+03 

Fe-59 1.7E-02 8.5E+03 

Co-58 8.0E-03 4.0E+03 

Co-60 4.4E-01 2.2E+05 

Ni-63 2.2E+00 1.1E+06 

Zn-65 1.5E-02 7.5E+03 

Rb-86 1.9E-01 9.5E+04 

Sr-89 1.0E-01 5.0E+04 

Sr-90 2.2E-01 1.1E+05 

Y-90 2.2E-01 1.1E+05 

Y-91 2.2E+00 1.1E+06 

Nb-95 1.0E-02 5.0E+03 

Tc-99 7.0E-01 3.5E+05 

Ru-103 1.0E-02 5.0E+03 

Ru-106 1.6E+00 8.0E+05 

Rh-103m 1.0E-02 5.0E+03 

Rh-106 1.6E+00 8.0E+05 

Ag-110m 5.6E-03 2.8E+03 

Cd-113m 1.8E-02 9.0E+03 

Cd-115m 6.4E-01 3.2E+05 

Sn-119m 1.7E-01 8.5E+04 

Sn-123 1.2E+00 6.0E+05 

Sn-126 2.7E-02 1.4E+04 

Sb-124 9.5E-03 4.8E+03 

Sb-125 3.3E-01 1.7E+05 

Te-123m 9.2E-03 4.6E+03 

Te-125m 3.3E-01 1.7E+05 

Te-127 3.2E-01 1.6E+05 

Te-127m 3.2E-01 1.6E+05 

Te-129 8.1E-02 4.1E+04 

Te-129m 3.2E-01 1.6E+05 

I-129 2.1E+00 1.1E+06 

Cs-134 4.5E-02 2.3E+04 

Cs-135 2.5E-06 1.3E+00 

(2) ソースターム 

ケース 1（配管破断） 

 

（中略） 

 

表 6-2-1 実測値（K4 タンク群）の核種組成によるソースターム（ケース 1） 

対象 

核種 

核種濃度 

（Bq/L) 

日排水量 

（L/日） 

日放出量 

（Bq/日) 
備考 

H-3 1.4E+05 5.0E+05 7.0E+10 ・日放出量は、通常運転時の日排

水量の最大値 500m3 と核種ごと

の濃度の積により求めた 
C-14 1.5E+01 7.5E+06 

Mn-54 8.5E-05 4.3E+01 

Fe-55 2.1E+00 1.1E+06 

Co-60 2.2E-01 1.1E+05 

Ni-63 2.1E+00 1.1E+06 

Se-79 1.5E+00 7.5E+05 

Sr-90 1.9E-01 9.5E+04 

Y-90 1.9E-01 9.5E+04 

Tc-99 7.0E-01 3.5E+05 

Ru-106 4.2E-02 2.1E+04 

Sb-125 8.6E-02 4.3E+04 

Te-125m 8.6E-02 4.3E+04 

I-129 2.1E+00 1.1E+06 

Cs-134 7.4E-03 3.7E+03 

Cs-137 3.7E-01 1.9E+05 

Ce-144 5.3E-04 2.7E+02 

Pm-147 4.5E-02 2.3E+04 

Sm-151 8.6E-04 4.3E+02 

Eu-154 7.8E-03 3.9E+03 

Eu-155 1.5E-02 7.5E+03 

U-234 6.3E-04 3.2E+02 

U-238 6.3E-04 3.2E+02 

Np-237 6.3E-04 3.2E+02 

Pu-238 6.0E-04 3.0E+02 

Pu-239 6.3E-04 3.2E+02 

Pu-240 6.3E-04 3.2E+02 

Pu-241 2.2E-02 1.1E+04 

Am-241 6.2E-04 3.1E+02 

Cm-244 5.1E-04 2.6E+02 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

測定・評価対象核種の選定に伴

う記載の適正化 
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変 更 前 変 更 後 変 更 理 由 

Cs-136 3.0E-02 1.5E+04 

Cs-137 4.2E-01 2.1E+05 

Ba-137m 4.2E-01 2.1E+05 

Ba-140 9.5E-02 4.8E+04 

Ce-141 2.5E-02 1.3E+04 

Ce-144 6.3E-02 3.2E+04 

Pr-144 6.3E-02 3.2E+04 

Pr-144m 6.3E-02 3.2E+04 

Pm-146 9.8E-02 4.9E+04 

Pm-147 1.9E-01 9.5E+04 

Pm-148 5.0E-01 2.5E+05 

Pm-148m 8.4E-03 4.2E+03 

Sm-151 9.0E-04 4.5E+02 

Eu-152 2.8E-02 1.4E+04 

Eu-154 1.2E-02 6.0E+03 

Eu-155 3.3E-02 1.7E+04 

Gd-153 3.2E-02 1.6E+04 

Tb-160 2.8E-02 1.4E+04 

Pu-238 6.3E-04 3.2E+02 

Pu-239 6.3E-04 3.2E+02 

Pu-240 6.3E-04 3.2E+02 

Pu-241 2.8E-02 1.4E+04 

Am-241 6.3E-04 3.2E+02 

Am-242m 3.9E-05 2.0E+01 

Am-243 6.3E-04 3.2E+02 

Cm-242 6.3E-04 3.2E+02 

Cm-243 6.3E-04 3.2E+02 

Cm-244 6.3E-04 3.2E+02 
 

測定・評価対象核種の選定に伴

う記載の適正化 
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変 更 前 変 更 後 変 更 理 由 

表 6-2-2 実測値（J1-C タンク群）の核種組成によるソースターム（ケース 1） 

対象 

核種 

核種濃度 

（Bq/L) 

日排水量 

（L/日） 

日放出量 

（Bq/日) 
備考 

H-3 8.2E+05 5.0E+05 4.1E+11 ・日放出量は、通常運転時の日排

水量の最大値 500m3 と核種ごと

の濃度の積により求めた 
C-14 1.8E+01 9.0E+06 

Mn-54 3.8E-02 1.9E+04 

Fe-59 8.7E-02 4.4E+04 

Co-58 4.1E-02 2.1E+04 

Co-60 3.3E-01 1.7E+05 

Ni-63 8.5E+00 4.3E+06 

Zn-65 9.4E-02 4.7E+04 

Rb-86 5.0E-01 2.5E+05 

Sr-89 5.4E-02 2.7E+04 

Sr-90 3.6E-02 1.8E+04 

Y-90 3.6E-02 1.8E+04 

Y-91 1.7E+01 8.5E+06 

Nb-95 5.0E-02 2.5E+04 

Tc-99 1.2E+00 6.0E+05 

Ru-103 5.3E-02 2.7E+04 

Ru-106 1.4E+00 7.0E+05 

Rh-103m 5.3E-02 2.7E+04 

Rh-106 1.4E+00 7.0E+05 

Ag-110m 4.3E-02 2.2E+04 

Cd-113m 8.5E-02 4.3E+04 

Cd-115m 2.7E+00 1.4E+06 

Sn-119m 4.2E+01 2.1E+07 

Sn-123 6.6E+00 3.3E+06 

Sn-126 2.9E-01 1.5E+05 

Sb-124 9.7E-02 4.9E+04 

Sb-125 2.3E-01 1.2E+05 

Te-123m 9.2E-02 4.6E+04 

Te-125m 2.3E-01 1.2E+05 

Te-127 4.7E+00 2.4E+06 

Te-127m 4.9E+00 2.5E+06 

Te-129 6.2E-01 3.1E+05 

Te-129m 1.4E+00 7.0E+05 

I-129 1.2E+00 6.0E+05 

Cs-134 7.6E-02 3.8E+04 

Cs-135 1.2E-06 6.0E-01 

Cs-136 4.7E-02 2.4E+04 

Cs-137 1.9E-01 9.5E+04 

Ba-137m 1.9E-01 9.5E+04 

Ba-140 2.0E-01 1.0E+05 

表 6-2-2 実測値（J1-C タンク群）の核種組成によるソースターム（ケース 1） 

対象 

核種 

核種濃度 

（Bq/L) 

日排水量 

（L/日） 

日放出量 

（Bq/日) 
備考 

H-3 7.2E+05 5.0E+05 3.6E+11 ・日放出量は、通常運転時の日排

水量の最大値 500m3 と核種ごと

の濃度の積により求めた 
C-14 1.8E+01 9.0E+06 

Mn-54 5.3E-03 2.7E+03 

Fe-55 2.4E+00 1.2E+06 

Co-60 2.4E-01 1.2E+05 

Ni-63 8.3E+00 4.2E+06 

Se-79 1.5E+00 7.5E+05 

Sr-90 3.4E-02 1.7E+04 

Y-90 3.4E-02 1.7E+04 

Tc-99 1.2E+00 6.0E+05 

Ru-106 2.7E-01 1.4E+05 

Sb-125 1.2E-01 6.0E+04 

Te-125m 1.2E-01 6.0E+04 

I-129 1.2E+00 6.0E+05 

Cs-134 3.3E-02 1.7E+04 

Cs-137 1.7E-01 8.5E+04 

Ce-144 6.4E-02 3.2E+04 

Pm-147 4.2E-01 2.1E+05 

Sm-151 1.1E-02 5.5E+03 

Eu-154 9.4E-02 4.7E+04 

Eu-155 2.4E-01 1.2E+05 

U-234 3.2E-02 1.6E+04 

U-238 3.2E-02 1.6E+04 

Np-237 3.2E-02 1.6E+04 

Pu-238 3.2E-02 1.6E+04 

Pu-239 3.2E-02 1.6E+04 

Pu-240 3.2E-02 1.6E+04 

Pu-241 1.1E+00 5.5E+05 

Am-241 3.2E-02 1.6E+04 

Cm-244 3.0E-02 1.5E+04 
 

 

 

 

測定・評価対象核種の選定に伴

う記載の適正化 
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変 更 前 変 更 後 変 更 理 由 

Ce-141 2.6E-01 1.3E+05 

Ce-144 5.7E-01 2.9E+05 

Pr-144 5.7E-01 2.9E+05 

Pr-144m 5.7E-01 2.9E+05 

Pm-146 6.7E-02 3.4E+04 

Pm-147 8.0E-01 4.0E+05 

Pm-148 2.3E-01 1.2E+05 

Pm-148m 4.8E-02 2.4E+04 

Sm-151 1.1E-02 5.5E+03 

Eu-152 2.8E-01 1.4E+05 

Eu-154 1.1E-01 5.5E+04 

Eu-155 3.4E-01 1.7E+05 

Gd-153 2.6E-01 1.3E+05 

Tb-160 1.4E-01 7.0E+04 

Pu-238 3.3E-02 1.7E+04 

Pu-239 3.3E-02 1.7E+04 

Pu-240 3.3E-02 1.7E+04 

Pu-241 1.2E+00 6.0E+05 

Am-241 3.3E-02 1.7E+04 

Am-242m 5.9E-04 3.0E+02 

Am-243 3.3E-02 1.7E+04 

Cm-242 3.3E-02 1.7E+04 

Cm-243 3.3E-02 1.7E+04 

Cm-244 3.3E-02 1.7E+04 
 

測定・評価対象核種の選定に伴

う記載の適正化 
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変 更 前 変 更 後 変 更 理 由 

表 6-2-3 実測値（J1-G タンク群）の核種組成によるソースターム（ケース 1） 

対象 

核種 

核種濃度 

（Bq/L) 

日排水量 

（L/日） 

日放出量 

（Bq/日) 
備考 

H-3 2.7E+05 5.0E+05 1.4E+11 ・日放出量は、通常運転時の日排

水量の最大値 500m3 と核種ごと

の濃度の積により求めた 
C-14 1.6E+01 8.0E+06 

Mn-54 3.8E-02 1.9E+04 

Fe-59 7.2E-02 3.6E+04 

Co-58 3.7E-02 1.9E+04 

Co-60 2.3E-01 1.2E+05 

Ni-63 8.8E+00 4.4E+06 

Zn-65 8.0E-02 4.0E+04 

Rb-86 4.7E-01 2.4E+05 

Sr-89 4.5E-02 2.3E+04 

Sr-90 3.2E-02 1.6E+04 

Y-90 3.2E-02 1.6E+04 

Y-91 1.2E+01 6.0E+06 

Nb-95 4.7E-02 2.4E+04 

Tc-99 1.3E+00 6.5E+05 

Ru-103 5.1E-02 2.6E+04 

Ru-106 4.8E-01 2.4E+05 

Rh-103m 5.1E-02 2.6E+04 

Rh-106 4.8E-01 2.4E+05 

Ag-110m 4.0E-02 2.0E+04 

Cd-113m 8.6E-02 4.3E+04 

Cd-115m 2.3E+00 1.2E+06 

Sn-119m 4.0E+01 2.0E+07 

Sn-123 6.3E+00 3.2E+06 

Sn-126 1.5E-01 7.5E+04 

Sb-124 8.4E-02 4.2E+04 

Sb-125 1.4E-01 7.0E+04 

Te-123m 6.7E-02 3.4E+04 

Te-125m 1.4E-01 7.0E+04 

Te-127 4.3E+00 2.2E+06 

Te-127m 4.5E+00 2.3E+06 

Te-129 5.9E-01 3.0E+05 

Te-129m 1.2E+00 6.0E+05 

I-129 3.3E-01 1.7E+05 

Cs-134 6.7E-02 3.4E+04 

Cs-135 2.1E-06 1.1E+00 

Cs-136 3.6E-02 1.8E+04 

Cs-137 3.3E-01 1.7E+05 

Ba-137m 3.3E-01 1.7E+05 

Ba-140 1.7E-01 8.5E+04 

表 6-2-3 実測値（J1-G タンク群）の核種組成によるソースターム（ケース 1） 

対象 

核種 

核種濃度 

（Bq/L) 

日排水量 

（L/日） 

日放出量 

（Bq/日) 
備考 

H-3 2.4E+05 5.0E+05 1.2E+11 ・日放出量は、通常運転時の日排

水量の最大値 500m3 と核種ごと

の濃度の積により求めた 
C-14 1.6E+01 8.0E+06 

Mn-54 5.4E-03 2.7E+03 

Fe-55 2.4E+00 1.2E+06 

Co-60 1.7E-01 8.5E+04 

Ni-63 8.7E+00 4.4E+06 

Se-79 1.5E+00 7.5E+05 

Sr-90 3.0E-02 1.5E+04 

Y-90 3.0E-02 1.5E+04 

Tc-99 1.3E+00 6.5E+05 

Ru-106 9.4E-02 4.7E+04 

Sb-125 7.5E-02 3.8E+04 

Te-125m 7.5E-02 3.8E+04 

I-129 3.3E-01 1.7E+05 

Cs-134 3.0E-02 1.5E+04 

Cs-137 3.1E-01 1.6E+05 

Ce-144 6.5E-02 3.3E+04 

Pm-147 3.8E-01 1.9E+05 

Sm-151 9.8E-03 4.9E+03 

Eu-154 8.4E-02 4.2E+04 

Eu-155 1.2E-01 6.0E+04 

U-234 2.8E-02 1.4E+04 

U-238 2.8E-02 1.4E+04 

Np-237 2.8E-02 1.4E+04 

Pu-238 2.7E-02 1.4E+04 

Pu-239 2.8E-02 1.4E+04 

Pu-240 2.8E-02 1.4E+04 

Pu-241 8.9E-01 4.5E+05 

Am-241 2.8E-02 1.4E+04 

Cm-244 2.6E-02 1.3E+04 
 

 

 

 

 

 

 

 

測定・評価対象核種の選定に伴

う記載の適正化 
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変 更 前 変 更 後 変 更 理 由 

Ce-141 1.2E-01 6.0E+04 

Ce-144 5.5E-01 2.8E+05 

Pr-144 5.5E-01 2.8E+05 

Pr-144m 5.5E-01 2.8E+05 

Pm-146 6.3E-02 3.2E+04 

Pm-147 7.2E-01 3.6E+05 

Pm-148 4.5E-01 2.3E+05 

Pm-148m 4.1E-02 2.1E+04 

Sm-151 1.0E-02 5.0E+03 

Eu-152 1.9E-01 9.5E+04 

Eu-154 1.0E-01 5.0E+04 

Eu-155 1.8E-01 9.0E+04 

Gd-153 1.9E-01 9.5E+04 

Tb-160 1.4E-01 7.0E+04 

Pu-238 2.8E-02 1.4E+04 

Pu-239 2.8E-02 1.4E+04 

Pu-240 2.8E-02 1.4E+04 

Pu-241 1.0E+00 5.0E+05 

Am-241 2.8E-02 1.4E+04 

Am-242m 5.1E-04 2.6E+02 

Am-243 2.8E-02 1.4E+04 

Cm-242 2.8E-02 1.4E+04 

Cm-243 2.8E-02 1.4E+04 

Cm-244 2.8E-02 1.4E+04 
 

測定・評価対象核種の選定に伴

う記載の適正化 
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変 更 前 変 更 後 変 更 理 由 

ケース 2（タンク破損） 

 

（中略） 

 

表 6-2-４ 実測値（K4 タンク群）の核種組成によるソースターム（ケース２） 

対象 

核種 

核種濃度 

（Bq/L) 

日排水量 

（L/日） 

日放出量 

（Bq/日) 
備考 

H-3 1.9E+05 3.0E+07 5.7E+12 ・測定・確認用タンク 3 群がす

べて破損し、全容量（3万 m3）が

1日で流出すると仮定した 

・日放出量は、日排水量 3 万 m3

と、核種濃度の積により求めた 

C-14 1.5E+01 4.5E+08 

Mn-54 6.7E-03 2.0E+05 

Fe-59 1.7E-02 5.1E+05 

Co-58 8.0E-03 2.4E+05 

Co-60 4.4E-01 1.3E+07 

Ni-63 2.2E+00 6.6E+07 

Zn-65 1.5E-02 4.5E+05 

Rb-86 1.9E-01 5.7E+06 

Sr-89 1.0E-01 3.0E+06 

Sr-90 2.2E-01 6.6E+06 

Y-90 2.2E-01 6.6E+06 

Y-91 2.2E+00 6.6E+07 

Nb-95 1.0E-02 3.0E+05 

Tc-99 7.0E-01 2.1E+07 

Ru-103 1.0E-02 3.0E+05 

Ru-106 1.6E+00 4.8E+07 

Rh-103m 1.0E-02 3.0E+05 

Rh-106 1.6E+00 4.8E+07 

Ag-110m 5.6E-03 1.7E+05 

Cd-113m 1.8E-02 5.4E+05 

Cd-115m 6.4E-01 1.9E+07 

Sn-119m 1.7E-01 5.1E+06 

Sn-123 1.2E+00 3.6E+07 

Sn-126 2.7E-02 8.1E+05 

Sb-124 9.5E-03 2.9E+05 

Sb-125 3.3E-01 9.9E+06 

Te-123m 9.2E-03 2.8E+05 

Te-125m 3.3E-01 9.9E+06 

Te-127 3.2E-01 9.6E+06 

Te-127m 3.2E-01 9.6E+06 

Te-129 8.1E-02 2.4E+06 

Te-129m 3.2E-01 9.6E+06 

I-129 2.1E+00 6.3E+07 

Cs-134 4.5E-02 1.4E+06 

Cs-135 2.5E-06 7.5E+01 

Cs-136 3.0E-02 9.0E+05 

ケース 2（タンク破損） 

 

（中略） 

 

表 6-2-４ 実測値（K4 タンク群）の核種組成によるソースターム（ケース２） 

対象 

核種 

核種濃度 

（Bq/L) 

日排水量 

（L/日） 

日放出量 

（Bq/日) 
備考 

H-3 1.4E+05 3.0E+07 4.2E+12 ・測定・確認用タンク 3 群がす

べて破損し、全容量（3万 m3）が

1日で流出すると仮定した 

・日放出量は、日排水量 3 万 m3

と、核種濃度の積により求めた 

C-14 1.5E+01 4.5E+08 

Mn-54 8.5E-05 2.6E+03 

Fe-55 2.1E+00 6.3E+07 

Co-60 2.2E-01 6.6E+06 

Ni-63 2.1E+00 6.3E+07 

Se-79 1.5E+00 4.5E+07 

Sr-90 1.9E-01 5.7E+06 

Y-90 1.9E-01 5.7E+06 

Tc-99 7.0E-01 2.1E+07 

Ru-106 4.2E-02 1.3E+06 

Sb-125 8.6E-02 2.6E+06 

Te-125m 8.6E-02 2.6E+06 

I-129 2.1E+00 6.3E+07 

Cs-134 7.4E-03 2.2E+05 

Cs-137 3.7E-01 1.1E+07 

Ce-144 5.3E-04 1.6E+04 

Pm-147 4.5E-02 1.4E+06 

Sm-151 8.6E-04 2.6E+04 

Eu-154 7.8E-03 2.3E+05 

Eu-155 1.5E-02 4.5E+05 

U-234 6.3E-04 1.9E+04 

U-238 6.3E-04 1.9E+04 

Np-237 6.3E-04 1.9E+04 

Pu-238 6.0E-04 1.8E+04 

Pu-239 6.3E-04 1.9E+04 

Pu-240 6.3E-04 1.9E+04 

Pu-241 2.2E-02 6.6E+05 

Am-241 6.2E-04 1.9E+04 

Cm-244 5.1E-04 1.5E+04 
 

 

 

 

 

 

 

 

測定・評価対象核種の選定に伴

う記載の適正化 
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変 更 前 変 更 後 変 更 理 由 

Cs-137 4.2E-01 1.3E+07 

Ba-137m 4.2E-01 1.3E+07 

Ba-140 9.5E-02 2.9E+06 

Ce-141 2.5E-02 7.5E+05 

Ce-144 6.3E-02 1.9E+06 

Pr-144 6.3E-02 1.9E+06 

Pr-144m 6.3E-02 1.9E+06 

Pm-146 9.8E-02 2.9E+06 

Pm-147 1.9E-01 5.7E+06 

Pm-148 5.0E-01 1.5E+07 

Pm-148m 8.4E-03 2.5E+05 

Sm-151 9.0E-04 2.7E+04 

Eu-152 2.8E-02 8.4E+05 

Eu-154 1.2E-02 3.6E+05 

Eu-155 3.3E-02 9.9E+05 

Gd-153 3.2E-02 9.6E+05 

Tb-160 2.8E-02 8.4E+05 

Pu-238 6.3E-04 1.9E+04 

Pu-239 6.3E-04 1.9E+04 

Pu-240 6.3E-04 1.9E+04 

Pu-241 2.8E-02 8.4E+05 

Am-241 6.3E-04 1.9E+04 

Am-242m 3.9E-05 1.2E+03 

Am-243 6.3E-04 1.9E+04 

Cm-242 6.3E-04 1.9E+04 

Cm-243 6.3E-04 1.9E+04 

Cm-244 6.3E-04 1.9E+04 
 

測定・評価対象核種の選定に伴

う記載の適正化 
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変 更 前 変 更 後 変 更 理 由 

表 6-2-５ 実測値（J1-C タンク群）の核種組成によるソースターム（ケース２） 

対象 

核種 

核種濃度 

（Bq/L) 

日排水量 

（L/日） 

日放出量 

（Bq/日) 
備考 

H-3 8.2E+05 3.0E+07 2.5E+13 ・測定・確認用タンク 3 群がす

べて破損し、全容量（3万 m3）が

1日で流出すると仮定した 

・日放出量は、日排水量 3 万 m3

と、核種濃度の積により求めた 

C-14 1.8E+01 5.4E+08 

Mn-54 3.8E-02 1.1E+06 

Fe-59 8.7E-02 2.6E+06 

Co-58 4.1E-02 1.2E+06 

Co-60 3.3E-01 9.9E+06 

Ni-63 8.5E+00 2.6E+08 

Zn-65 9.4E-02 2.8E+06 

Rb-86 5.0E-01 1.5E+07 

Sr-89 5.4E-02 1.6E+06 

Sr-90 3.6E-02 1.1E+06 

Y-90 3.6E-02 1.1E+06 

Y-91 1.7E+01 5.1E+08 

Nb-95 5.0E-02 1.5E+06 

Tc-99 1.2E+00 3.6E+07 

Ru-103 5.3E-02 1.6E+06 

Ru-106 1.4E+00 4.2E+07 

Rh-103m 5.3E-02 1.6E+06 

Rh-106 1.4E+00 4.2E+07 

Ag-110m 4.3E-02 1.3E+06 

Cd-113m 8.5E-02 2.6E+06 

Cd-115m 2.7E+00 8.1E+07 

Sn-119m 4.2E+01 1.3E+09 

Sn-123 6.6E+00 2.0E+08 

Sn-126 2.9E-01 8.7E+06 

Sb-124 9.7E-02 2.9E+06 

Sb-125 2.3E-01 6.9E+06 

Te-123m 9.2E-02 2.8E+06 

Te-125m 2.3E-01 6.9E+06 

Te-127 4.7E+00 1.4E+08 

Te-127m 4.9E+00 1.5E+08 

Te-129 6.2E-01 1.9E+07 

Te-129m 1.4E+00 4.2E+07 

I-129 1.2E+00 3.6E+07 

Cs-134 7.6E-02 2.3E+06 

Cs-135 1.2E-06 3.6E+01 

Cs-136 4.7E-02 1.4E+06 

Cs-137 1.9E-01 5.7E+06 

Ba-137m 1.9E-01 5.7E+06 

Ba-140 2.0E-01 6.0E+06 

表 6-2-５ 実測値（J1-C タンク群）の核種組成によるソースターム（ケース２） 

対象 

核種 

核種濃度 

（Bq/L) 

日排水量 

（L/日） 

日放出量 

（Bq/日) 
備考 

H-3 7.2E+05 3.0E+07 2.2E+13 ・測定・確認用タンク 3 群がす

べて破損し、全容量（3万 m3）が

1日で流出すると仮定した 

・日放出量は、日排水量 3 万 m3

と、核種濃度の積により求めた 

C-14 1.8E+01 5.4E+08 

Mn-54 5.3E-03 1.6E+05 

Fe-55 2.4E+00 7.2E+07 

Co-60 2.4E-01 7.2E+06 

Ni-63 8.3E+00 2.5E+08 

Se-79 1.5E+00 4.5E+07 

Sr-90 3.4E-02 1.0E+06 

Y-90 3.4E-02 1.0E+06 

Tc-99 1.2E+00 3.6E+07 

Ru-106 2.7E-01 8.1E+06 

Sb-125 1.2E-01 3.6E+06 

Te-125m 1.2E-01 3.6E+06 

I-129 1.2E+00 3.6E+07 

Cs-134 3.3E-02 9.9E+05 

Cs-137 1.7E-01 5.1E+06 

Ce-144 6.4E-02 1.9E+06 

Pm-147 4.2E-01 1.3E+07 

Sm-151 1.1E-02 3.3E+05 

Eu-154 9.4E-02 2.8E+06 

Eu-155 2.4E-01 7.2E+06 

U-234 3.2E-02 9.6E+05 

U-238 3.2E-02 9.6E+05 

Np-237 3.2E-02 9.6E+05 

Pu-238 3.2E-02 9.6E+05 

Pu-239 3.2E-02 9.6E+05 

Pu-240 3.2E-02 9.6E+05 

Pu-241 1.1E+00 3.3E+07 

Am-241 3.2E-02 9.6E+05 

Cm-244 3.0E-02 9.0E+05 
 

 

 

 

測定・評価対象核種の選定に伴

う記載の適正化 
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変 更 前 変 更 後 変 更 理 由 

Ce-141 2.6E-01 7.8E+06 

Ce-144 5.7E-01 1.7E+07 

Pr-144 5.7E-01 1.7E+07 

Pr-144m 5.7E-01 1.7E+07 

Pm-146 6.7E-02 2.0E+06 

Pm-147 8.0E-01 2.4E+07 

Pm-148 2.3E-01 6.9E+06 

Pm-148m 4.8E-02 1.4E+06 

Sm-151 1.1E-02 3.3E+05 

Eu-152 2.8E-01 8.4E+06 

Eu-154 1.1E-01 3.3E+06 

Eu-155 3.4E-01 1.0E+07 

Gd-153 2.6E-01 7.8E+06 

Tb-160 1.4E-01 4.2E+06 

Pu-238 3.3E-02 9.9E+05 

Pu-239 3.3E-02 9.9E+05 

Pu-240 3.3E-02 9.9E+05 

Pu-241 1.2E+00 3.6E+07 

Am-241 3.3E-02 9.9E+05 

Am-242m 5.9E-04 1.8E+04 

Am-243 3.3E-02 9.9E+05 

Cm-242 3.3E-02 9.9E+05 

Cm-243 3.3E-02 9.9E+05 

Cm-244 3.3E-02 9.9E+05 
 

測定・評価対象核種の選定に伴

う記載の適正化 
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変 更 前 変 更 後 変 更 理 由 

表 6-2-６ 実測値（J1-G タンク群）の核種組成によるソースターム（ケース２） 

対象 

核種 

核種濃度 

（Bq/L) 

日排水量 

（L/日） 

日放出量 

（Bq/日) 
備考 

H-3 2.7E+05 3.0E+07 8.1E+12 ・測定・確認用タンク 3 群がす

べて破損し、全容量（3万 m3）が

1日で流出すると仮定した 

・日放出量は、日排水量 3 万 m3

と、核種濃度の積により求めた 

C-14 1.6E+01 4.8E+08 

Mn-54 3.8E-02 1.1E+06 

Fe-59 7.2E-02 2.2E+06 

Co-58 3.7E-02 1.1E+06 

Co-60 2.3E-01 6.9E+06 

Ni-63 8.8E+00 2.6E+08 

Zn-65 8.0E-02 2.4E+06 

Rb-86 4.7E-01 1.4E+07 

Sr-89 4.5E-02 1.4E+06 

Sr-90 3.2E-02 9.6E+05 

Y-90 3.2E-02 9.6E+05 

Y-91 1.2E+01 3.6E+08 

Nb-95 4.7E-02 1.4E+06 

Tc-99 1.3E+00 3.9E+07 

Ru-103 5.1E-02 1.5E+06 

Ru-106 4.8E-01 1.4E+07 

Rh-103m 5.1E-02 1.5E+06 

Rh-106 4.8E-01 1.4E+07 

Ag-110m 4.0E-02 1.2E+06 

Cd-113m 8.6E-02 2.6E+06 

Cd-115m 2.3E+00 6.9E+07 

Sn-119m 4.0E+01 1.2E+09 

Sn-123 6.3E+00 1.9E+08 

Sn-126 1.5E-01 4.5E+06 

Sb-124 8.4E-02 2.5E+06 

Sb-125 1.4E-01 4.2E+06 

Te-123m 6.7E-02 2.0E+06 

Te-125m 1.4E-01 4.2E+06 

Te-127 4.3E+00 1.3E+08 

Te-127m 4.5E+00 1.4E+08 

Te-129 5.9E-01 3.6E+07 

Te-129m 1.2E+00 3.6E+07 

I-129 3.3E-01 9.9E+06 

Cs-134 6.7E-02 2.0E+06 

Cs-135 2.1E-06 6.3E+01 

Cs-136 3.6E-02 1.1E+06 

Cs-137 3.3E-01 9.9E+06 

Ba-137m 3.3E-01 9.9E+06 

Ba-140 1.7E-01 5.1E+06 

表 6-2-６ 実測値（J1-G タンク群）の核種組成によるソースターム（ケース２） 

対象 

核種 

核種濃度 

（Bq/L) 

日排水量 

（L/日） 

日放出量 

（Bq/日) 
備考 

H-3 2.4E+05 3.0E+07 7.2E+12 ・測定・確認用タンク 3 群がす

べて破損し、全容量（3万 m3）が

1日で流出すると仮定した 

・日放出量は、日排水量 3 万 m3

と、核種濃度の積により求めた 

C-14 1.6E+01 4.8E+08 

Mn-54 5.4E-03 1.6E+05 

Fe-55 2.4E+00 7.2E+07 

Co-60 1.7E-01 5.1E+06 

Ni-63 8.7E+00 2.6E+08 

Se-79 1.5E+00 4.5E+07 

Sr-90 3.0E-02 9.0E+05 

Y-90 3.0E-02 9.0E+05 

Tc-99 1.3E+00 3.9E+07 

Ru-106 9.4E-02 2.8E+06 

Sb-125 7.5E-02 2.3E+06 

Te-125m 7.5E-02 2.3E+06 

I-129 3.3E-01 9.9E+06 

Cs-134 3.0E-02 9.0E+05 

Cs-137 3.1E-01 9.3E+06 

Ce-144 6.5E-02 2.0E+06 

Pm-147 3.8E-01 1.1E+07 

Sm-151 9.8E-03 2.9E+05 

Eu-154 8.4E-02 2.5E+06 

Eu-155 1.2E-01 3.6E+06 

U-234 2.8E-02 8.4E+05 

U-238 2.8E-02 8.4E+05 

Np-237 2.8E-02 8.4E+05 

Pu-238 2.7E-02 8.1E+05 

Pu-239 2.8E-02 8.4E+05 

Pu-240 2.8E-02 8.4E+05 

Pu-241 8.9E-01 2.7E+07 

Am-241 2.8E-02 8.4E+05 

Cm-244 2.6E-02 7.8E+05 
 

 

 

 

 

 

 

 

測定・評価対象核種の選定に伴

う記載の適正化 
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変 更 前 変 更 後 変 更 理 由 

Ce-141 1.2E-01 3.6E+06 

Ce-144 5.5E-01 1.7E+07 

Pr-144 5.5E-01 1.7E+07 

Pr-144m 5.5E-01 1.7E+07 

Pm-146 6.3E-02 1.9E+06 

Pm-147 7.2E-01 2.2E+07 

Pm-148 4.5E-01 1.4E+07 

Pm-148m 4.1E-02 1.2E+06 

Sm-151 1.0E-02 3.0E+05 

Eu-152 1.9E-01 5.7E+06 

Eu-154 1.0E-01 3.0E+06 

Eu-155 1.8E-01 5.4E+06 

Gd-153 1.9E-01 5.7E+06 

Tb-160 1.4E-01 4.2E+06 

Pu-238 2.8E-02 8.4E+05 

Pu-239 2.8E-02 8.4E+05 

Pu-240 2.8E-02 8.4E+05 

Pu-241 1.0E+00 3.0E+07 

Am-241 2.8E-02 8.4E+05 

Am-242m 5.1E-04 1.5E+04 

Am-243 2.8E-02 8.4E+05 

Cm-242 2.8E-02 8.4E+05 

Cm-243 2.8E-02 8.4E+05 

Cm-244 2.8E-02 8.4E+05 
 

測定・評価対象核種の選定に伴

う記載の適正化 
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変 更 前 変 更 後 変 更 理 由 

(3) 拡散、移行のモデリング、被ばく経路 

 潜在被ばくの評価においては、沖合 1km から沿岸へ海洋への放出場所が変わるが、放出先は同じ海域

であり、そこでの拡散、移行についても通常時の被ばくと同様と想定されることから、移行経路は、6-

1-2.(2)で設定した通常時の被ばくと同じとする。また、シミュレーションも同じモデルを使用するが、

沿岸からの流出であることから、5, 6 号機放水口付近からの放出による計算結果を使用した。 

 対象となる地域、海域が同じであり、移行経路も同じであることから、被ばく経路も通常時の被ばく

と同じとした。 

 

 

 

 

 

（現行記載なし） 

(3) 拡散、移行のモデリング、被ばく経路 

 潜在被ばくの評価においては、沖合 1km から沿岸へ海洋への放出場所が変わるが、放出先は同じ海域

であり、そこでの拡散、移行についても通常時の被ばくと同様と想定されることから、移行経路は、6-

1-2.(2)で設定した通常時の被ばくと同じとする。また、シミュレーションも同じモデルを使用するが、

沿岸からの流出であることから、5, 6 号機放水口付近からの放出による計算結果を使用した。5，6 号

機放水口の位置を図 6-2-1 に示す。 

 対象となる地域、海域が同じであり、移行経路も同じであることから、被ばく経路も通常時の被ばく

と同じとした。 

 放水位置の違いによる拡散シミュレーションの結果（年間平均濃度）の比較を図 6-2-2～4 に示す。

広域の拡散に大きな違いはみられないが、発電所近傍の沿岸では 5，6 号機放水口からの放出の方が高

い濃度となっている。 

 

 

 
図 6-2-1 現在の計画における放水位置と 5, 6 号機放水口の位置 

 

 

 

 

 

記載の充実 

5,6 号機放水口位置 

放水位置 
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変 更 前 変 更 後 変 更 理 由 

 

（現行記載なし） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

          （沖合 1km からの放水）             （5, 6 号機放水口からの放水） 

図 6-2-2 放水位置の違いによる海表面の年間平均濃度分布図の比較（広域） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  （沖合 1km からの放水）            （5, 6 号機放水口からの放水） 

図 6-2-3 放水位置の違いによる海表面の年間平均濃度分布図の比較（拡大図） 

 

 

 

記載の充実 
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変 更 前 変 更 後 変 更 理 由 

 

（現行記載なし） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（沖合 1km からの放水） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（5, 6 号機放水口からの放水） 

図 6-2-4 放水位置の違いによる年間平均濃度分布図の比較（断面図） 

 

 

 

 

記載の充実 
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変 更 前 変 更 後 変 更 理 由 

(4) 代表的個人の設定 

 潜在被ばく評価の対象となる代表的個人も、地域、海域や移行経路、被ばく経路が同じであり、6-1-

2.(4)と同じ特性とした。ALPS 処理水の流出後は、海流により拡散希釈が進み、速やかに濃度は低下す

るが、流速が小さい期間が 3～4 日継続する場合を考慮し、流出終了後も 1 週間、被ばくが継続するも

のとした。なお、その間海水濃度は、保守的に同じ濃度が続くものとした。それぞれのケースについて、

年間の作業時間等から被ばく継続期間の時間比例計算で被ばく時間等を設定した。設定した被ばく時間

等は表 6-2-7 のとおり。 

 

（中略） 

 

 被ばく評価地点は、通常時被ばくで使用した発電所北側の砂浜評価地点付近とし、保守的にすべての

経路で砂浜評価地点付近の海水中濃度を使用した。 

 

 

 

 

 

(5) 線量評価の方法 

 代表的個人の被ばく量を、GSG-10 の 5.69 に記載されている、保守的な潜在被ばくシナリオに基づく

簡易な評価を行うことが必要な施設または活動に対する代表的な基準である 5ｍSv と比較する。 

 

(4) 代表的個人の設定 

 潜在被ばく評価の対象となる代表的個人も、地域、海域や移行経路、被ばく経路が同じであり、6-1-

2.(4)と同じとし、潜在被ばくを受ける際も同じ生活習慣が維持されるものとした。ALPS 処理水の流出

後は、海流により拡散が進み、速やかに濃度は低下するが、本評価においては、流速が小さい期間が 3

～4 日継続する場合を考慮し、流出終了後も 1 週間、保守的に同じ海水濃度が続き、被ばくが継続する

ものとした。それぞれのケースについて、年間の作業時間等から被ばく継続期間の時間比例計算で被ば

く時間等を設定した。設定した被ばく時間等は表 6-2-7 のとおり。 

 

（中略） 

 

 被ばく評価地点は、5，6号機放水口から最も近い居住可能区域であり、通常時被ばくで使用した発電

所北側の砂浜評価地点付近とした。年間を通じた評価を行う通常時被ばくでは、漁業は広範囲で行われ

ることから、漁業に係わる被ばく経路（海水面、船体、漁網、海産物摂取）は発電所周辺 10km×10km の

範囲全体を評価対象エリアとしたが、潜在被ばくについては被ばく期間が短く、漁業も海水濃度が高い

エリア中心に行われる可能性があることから、評価に使用する海水中放射性物質濃度は、全ての経路で

砂浜評価地点の海水中濃度を使用した。 

 

(5) 線量評価の方法 

 代表的個人の被ばく量を、GSG-10 の 5.69 に記載されている、保守的な潜在被ばくシナリオに基づく

簡易な評価を行うことが必要な施設または活動に対する代表的な基準である 5ｍSv と比較する。 

 なお、ALPS 処理水の放出では、万一の事故でも、放出されるのは ALPS 処理水であり、希釈されない

ことを除けば通常の放出と大きな違いは無く、放出される核種や移行経路および被ばく経路も通常の放

出と変わることは無い。 

さらに、ALPS 処理水は、トリチウム以外の放射性物質を法令の基準値を下回るよう浄化した水であ

り、測定・確認用設備の容量約 3万 m3が希釈されない状態で放出されても、被ばくが確定的影響の範囲

に入ることは考えられないことから、個別の臓器が高線量を受ける恐れは無く、預託実効線量による評

価のみを行う。 

 

 

 

記載の適正化 

 

 

 

 

 

 

 

IAEA レビューミッションにお

ける議論を踏まえた記載の充

実 
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変 更 前 変 更 後 変 更 理 由 

6-2-2 評価結果 

(1) 評価に使用する海水中濃度 

 

（中略） 

 

表 6-2-9 評価に使用する海水濃度（K4 タンク群の核種組成によるソースターム） 

対象 

核種 

ケース 1（配管破断） ケース 2（タンク破損） 

日放出量 

（Bq/日) 

砂浜評価地点付近 

の海水中濃度 

（Bq/L） 

日放出量 

（Bq/日) 

砂浜評価地点付近 

の海水中濃度 

（Bq/L） 

H-3 9.5E+10 8.8E+00 5.7E+12 1.4E+03 

C-14 7.5E+06 7.0E-04 4.5E+08 1.1E-01 

Mn-54 3.4E+03 3.1E-07 2.0E+05 5.0E-05 

Fe-59 8.5E+03 7.9E-07 5.1E+05 1.3E-04 

Co-58 4.0E+03 3.7E-07 2.4E+05 6.0E-05 

Co-60 2.2E+05 2.0E-05 1.3E+07 3.3E-03 

Ni-63 1.1E+06 1.0E-04 6.6E+07 1.6E-02 

Zn-65 7.5E+03 7.0E-07 4.5E+05 1.1E-04 

Rb-86 9.5E+04 8.8E-06 5.7E+06 1.4E-03 

Sr-89 5.0E+04 4.6E-06 3.0E+06 7.5E-04 

Sr-90 1.1E+05 1.0E-05 6.6E+06 1.6E-03 

Y-90 1.1E+05 1.0E-05 6.6E+06 1.6E-03 

Y-91 1.1E+06 1.0E-04 6.6E+07 1.6E-02 

Nb-95 5.0E+03 4.6E-07 3.0E+05 7.5E-05 

Tc-99 3.5E+05 3.3E-05 2.1E+07 5.2E-03 

Ru-103 5.0E+03 4.6E-07 3.0E+05 7.5E-05 

Ru-106 8.0E+05 7.4E-05 4.8E+07 1.2E-02 

Rh-103m 5.0E+03 4.6E-07 3.0E+05 7.5E-05 

Rh-106 8.0E+05 7.4E-05 4.8E+07 1.2E-02 

Ag-110m 2.8E+03 2.6E-07 1.7E+05 4.2E-05 

Cd-113m 9.0E+03 8.4E-07 5.4E+05 1.3E-04 

Cd-115m 3.2E+05 3.0E-05 1.9E+07 4.8E-03 

Sn-119m 8.5E+04 7.9E-06 5.1E+06 1.3E-03 

Sn-123 6.0E+05 5.6E-05 3.6E+07 9.0E-03 

Sn-126 1.4E+04 1.3E-06 8.1E+05 2.0E-04 

Sb-124 4.8E+03 4.4E-07 2.9E+05 7.1E-05 

Sb-125 1.7E+05 1.5E-05 9.9E+06 2.5E-03 

Te-123m 4.6E+03 4.3E-07 2.8E+05 6.9E-05 

Te-125m 1.7E+05 1.5E-05 9.9E+06 2.5E-03 

Te-127 1.6E+05 1.5E-05 9.6E+06 2.4E-03 

Te-127m 1.6E+05 1.5E-05 9.6E+06 2.4E-03 

Te-129 4.1E+04 3.8E-06 2.4E+06 6.0E-04 

Te-129m 1.6E+05 1.5E-05 9.6E+06 2.4E-03 

6-2-2 評価結果 

(1) 評価に使用する海水中濃度 

 

（中略） 

 

表 6-2-9 評価に使用する海水濃度（K4 タンク群の核種組成によるソースターム） 

対象 

核種 

ケース 1（配管破断） ケース 2（タンク破損） 

日放出量 

（Bq/日) 

砂浜評価地点付近 

の海水中濃度 

（Bq/L） 

日放出量 

（Bq/日) 

砂浜評価地点付近 

の海水中濃度 

（Bq/L） 

H-3 7.0E+10 6.5E+00 4.2E+12 1.0E+03 

C-14 7.5E+06 7.0E-04 4.5E+08 1.1E-01 

Mn-54 4.3E+01 3.9E-09 2.6E+03 6.3E-07 

Fe-55 1.1E+06 9.8E-05 6.3E+07 1.6E-02 

Co-60 1.1E+05 1.0E-05 6.6E+06 1.6E-03 

Ni-63 1.1E+06 9.8E-05 6.3E+07 1.6E-02 

Se-79 7.5E+05 7.0E-05 4.5E+07 1.1E-02 

Sr-90 9.5E+04 8.8E-06 5.7E+06 1.4E-03 

Y-90 9.5E+04 8.8E-06 5.7E+06 1.4E-03 

Tc-99 3.5E+05 3.3E-05 2.1E+07 5.2E-03 

Ru-106 2.1E+04 2.0E-06 1.3E+06 3.1E-04 

Sb-125 4.3E+04 4.0E-06 2.6E+06 6.4E-04 

Te-125m 4.3E+04 4.0E-06 2.6E+06 6.4E-04 

I-129 1.1E+06 9.8E-05 6.3E+07 1.6E-02 

Cs-134 3.7E+03 3.4E-07 2.2E+05 5.5E-05 

Cs-137 1.9E+05 1.7E-05 1.1E+07 2.8E-03 

Ce-144 2.7E+02 2.5E-08 1.6E+04 4.0E-06 

Pm-147 2.3E+04 2.1E-06 1.4E+06 3.4E-04 

Sm-151 4.3E+02 4.0E-08 2.6E+04 6.4E-06 

Eu-154 3.9E+03 3.6E-07 2.3E+05 5.8E-05 

Eu-155 7.5E+03 7.0E-07 4.5E+05 1.1E-04 

U-234 3.2E+02 2.9E-08 1.9E+04 4.7E-06 

U-238 3.2E+02 2.9E-08 1.9E+04 4.7E-06 

Np-237 3.2E+02 2.9E-08 1.9E+04 4.7E-06 

Pu-238 3.0E+02 2.8E-08 1.8E+04 4.5E-06 

Pu-239 3.2E+02 2.9E-08 1.9E+04 4.7E-06 

Pu-240 3.2E+02 2.9E-08 1.9E+04 4.7E-06 

Pu-241 1.1E+04 1.0E-06 6.6E+05 1.6E-04 

Am-241 3.1E+02 2.9E-08 1.9E+04 4.6E-06 

Cm-244 2.6E+02 2.4E-08 1.5E+04 3.8E-06 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

測定・評価対象核種の選定に伴

う記載の適正化 
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変 更 前 変 更 後 変 更 理 由 

I-129 1.1E+06 9.8E-05 6.3E+07 1.6E-02 

Cs-134 2.3E+04 2.1E-06 1.4E+06 3.4E-04 

Cs-135 1.3E+00 1.2E-10 7.5E+01 1.9E-08 

Cs-136 1.5E+04 1.4E-06 9.0E+05 2.2E-04 

Cs-137 2.1E+05 2.0E-05 1.3E+07 3.1E-03 

Ba-137m 2.1E+05 2.0E-05 1.3E+07 3.1E-03 

Ba-140 4.8E+04 4.4E-06 2.9E+06 7.1E-04 

Ce-141 1.3E+04 1.2E-06 7.5E+05 1.9E-04 

Ce-144 3.2E+04 2.9E-06 1.9E+06 4.7E-04 

Pr-144 3.2E+04 2.9E-06 1.9E+06 4.7E-04 

Pr-144m 3.2E+04 2.9E-06 1.9E+06 4.7E-04 

Pm-146 4.9E+04 4.6E-06 2.9E+06 7.3E-04 

Pm-147 9.5E+04 8.8E-06 5.7E+06 1.4E-03 

Pm-148 2.5E+05 2.3E-05 1.5E+07 3.7E-03 

Pm-148m 4.2E+03 3.9E-07 2.5E+05 6.3E-05 

Sm-151 4.5E+02 4.2E-08 2.7E+04 6.7E-06 

Eu-152 1.4E+04 1.3E-06 8.4E+05 2.1E-04 

Eu-154 6.0E+03 5.6E-07 3.6E+05 9.0E-05 

Eu-155 1.7E+04 1.5E-06 9.9E+05 2.5E-04 

Gd-153 1.6E+04 1.5E-06 9.6E+05 2.4E-04 

Tb-160 1.4E+04 1.3E-06 8.4E+05 2.1E-04 

Pu-238 3.2E+02 2.9E-08 1.9E+04 4.7E-06 

Pu-239 3.2E+02 2.9E-08 1.9E+04 4.7E-06 

Pu-240 3.2E+02 2.9E-08 1.9E+04 4.7E-06 

Pu-241 1.4E+04 1.3E-06 8.4E+05 2.1E-04 

Am-241 3.2E+02 2.9E-08 1.9E+04 4.7E-06 

Am-242m 2.0E+01 1.8E-09 1.2E+03 2.9E-07 

Am-243 3.2E+02 2.9E-08 1.9E+04 4.7E-06 

Cm-242 3.2E+02 2.9E-08 1.9E+04 4.7E-06 

Cm-243 3.2E+02 2.9E-08 1.9E+04 4.7E-06 

Cm-244 3.2E+02 2.9E-08 1.9E+04 4.7E-06 
 

測定・評価対象核種の選定に伴

う記載の適正化 
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変 更 前 変 更 後 変 更 理 由 

表 6-2-10 評価に使用する海水濃度（J1-C タンク群の核種組成によるソースターム） 

対象 

核種 

ケース 1（配管破断） ケース 2（タンク破損） 

日放出量 

（Bq/日) 

砂浜評価地点付近 

の海水中濃度 

（Bq/L） 

日放出量 

（Bq/日) 

砂浜評価地点付近 

の海水中濃度 

（Bq/L） 

H-3 4.1E+11 3.8E+01 2.5E+13 6.1E+03 

C-14 9.0E+06 8.4E-04 5.4E+08 1.3E-01 

Mn-54 1.9E+04 1.8E-06 1.1E+06 2.8E-04 

Fe-59 4.4E+04 4.0E-06 2.6E+06 6.5E-04 

Co-58 2.1E+04 1.9E-06 1.2E+06 3.1E-04 

Co-60 1.7E+05 1.5E-05 9.9E+06 2.5E-03 

Ni-63 4.3E+06 3.9E-04 2.6E+08 6.3E-02 

Zn-65 4.7E+04 4.4E-06 2.8E+06 7.0E-04 

Rb-86 2.5E+05 2.3E-05 1.5E+07 3.7E-03 

Sr-89 2.7E+04 2.5E-06 1.6E+06 4.0E-04 

Sr-90 1.8E+04 1.7E-06 1.1E+06 2.7E-04 

Y-90 1.8E+04 1.7E-06 1.1E+06 2.7E-04 

Y-91 8.5E+06 7.9E-04 5.1E+08 1.3E-01 

Nb-95 2.5E+04 2.3E-06 1.5E+06 3.7E-04 

Tc-99 6.0E+05 5.6E-05 3.6E+07 9.0E-03 

Ru-103 2.7E+04 2.5E-06 1.6E+06 4.0E-04 

Ru-106 7.0E+05 6.5E-05 4.2E+07 1.0E-02 

Rh-103m 2.7E+04 2.5E-06 1.6E+06 4.0E-04 

Rh-106 7.0E+05 6.5E-05 4.2E+07 1.0E-02 

Ag-110m 2.2E+04 2.0E-06 1.3E+06 3.2E-04 

Cd-113m 4.3E+04 3.9E-06 2.6E+06 6.3E-04 

Cd-115m 1.4E+06 1.3E-04 8.1E+07 2.0E-02 

Sn-119m 2.1E+07 2.0E-03 1.3E+09 3.1E-01 

Sn-123 3.3E+06 3.1E-04 2.0E+08 4.9E-02 

Sn-126 1.5E+05 1.3E-05 8.7E+06 2.2E-03 

Sb-124 4.9E+04 4.5E-06 2.9E+06 7.2E-04 

Sb-125 1.2E+05 1.1E-05 6.9E+06 1.7E-03 

Te-123m 4.6E+04 4.3E-06 2.8E+06 6.9E-04 

Te-125m 1.2E+05 1.1E-05 6.9E+06 1.7E-03 

Te-127 2.4E+06 2.2E-04 1.4E+08 3.5E-02 

Te-127m 2.5E+06 2.3E-04 1.5E+08 3.7E-02 

Te-129 3.1E+05 2.9E-05 1.9E+07 4.6E-03 

Te-129m 7.0E+05 6.5E-05 4.2E+07 1.0E-02 

I-129 6.0E+05 5.6E-05 3.6E+07 9.0E-03 

Cs-134 3.8E+04 3.5E-06 2.3E+06 5.7E-04 

Cs-135 6.0E-01 5.6E-11 3.6E+01 9.0E-09 

Cs-136 2.4E+04 2.2E-06 1.4E+06 3.5E-04 

Cs-137 9.5E+04 8.8E-06 5.7E+06 1.4E-03 

表 6-2-10 評価に使用する海水濃度（J1-C タンク群の核種組成によるソースターム） 

対象 

核種 

ケース 1（配管破断） ケース 2（タンク破損） 

日放出量 

（Bq/日) 

砂浜評価地点付近 

の海水中濃度 

（Bq/L） 

日放出量 

（Bq/日) 

砂浜評価地点付近 

の海水中濃度 

（Bq/L） 

H-3 3.6E+11 3.3E+01 2.2E+13 5.4E+03 

C-14 9.0E+06 8.4E-04 5.4E+08 1.3E-01 

Mn-54 2.7E+03 2.5E-07 1.6E+05 4.0E-05 

Fe-55 1.2E+06 1.1E-04 7.2E+07 1.8E-02 

Co-60 1.2E+05 1.1E-05 7.2E+06 1.8E-03 

Ni-63 4.2E+06 3.9E-04 2.5E+08 6.2E-02 

Se-79 7.5E+05 7.0E-05 4.5E+07 1.1E-02 

Sr-90 1.7E+04 1.6E-06 1.0E+06 2.5E-04 

Y-90 1.7E+04 1.6E-06 1.0E+06 2.5E-04 

Tc-99 6.0E+05 5.6E-05 3.6E+07 9.0E-03 

Ru-106 1.4E+05 1.3E-05 8.1E+06 2.0E-03 

Sb-125 6.0E+04 5.6E-06 3.6E+06 9.0E-04 

Te-125m 6.0E+04 5.6E-06 3.6E+06 9.0E-04 

I-129 6.0E+05 5.6E-05 3.6E+07 9.0E-03 

Cs-134 1.7E+04 1.5E-06 9.9E+05 2.5E-04 

Cs-137 8.5E+04 7.9E-06 5.1E+06 1.3E-03 

Ce-144 3.2E+04 3.0E-06 1.9E+06 4.8E-04 

Pm-147 2.1E+05 2.0E-05 1.3E+07 3.1E-03 

Sm-151 5.5E+03 5.1E-07 3.3E+05 8.2E-05 

Eu-154 4.7E+04 4.4E-06 2.8E+06 7.0E-04 

Eu-155 1.2E+05 1.1E-05 7.2E+06 1.8E-03 

U-234 1.6E+04 1.5E-06 9.6E+05 2.4E-04 

U-238 1.6E+04 1.5E-06 9.6E+05 2.4E-04 

Np-237 1.6E+04 1.5E-06 9.6E+05 2.4E-04 

Pu-238 1.6E+04 1.5E-06 9.6E+05 2.4E-04 

Pu-239 1.6E+04 1.5E-06 9.6E+05 2.4E-04 

Pu-240 1.6E+04 1.5E-06 9.6E+05 2.4E-04 

Pu-241 5.5E+05 5.1E-05 3.3E+07 8.2E-03 

Am-241 1.6E+04 1.5E-06 9.6E+05 2.4E-04 

Cm-244 1.5E+04 1.4E-06 9.0E+05 2.2E-04 
 

 

 

 

 

 

 

測定・評価対象核種の選定に伴

う記載の適正化 
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変 更 前 変 更 後 変 更 理 由 

Ba-137m 9.5E+04 8.8E-06 5.7E+06 1.4E-03 

Ba-140 1.0E+05 9.3E-06 6.0E+06 1.5E-03 

Ce-141 1.3E+05 1.2E-05 7.8E+06 1.9E-03 

Ce-144 2.9E+05 2.6E-05 1.7E+07 4.3E-03 

Pr-144 2.9E+05 2.6E-05 1.7E+07 4.3E-03 

Pr-144m 2.9E+05 2.6E-05 1.7E+07 4.3E-03 

Pm-146 3.4E+04 3.1E-06 2.0E+06 5.0E-04 

Pm-147 4.0E+05 3.7E-05 2.4E+07 6.0E-03 

Pm-148 1.2E+05 1.1E-05 6.9E+06 1.7E-03 

Pm-148m 2.4E+04 2.2E-06 1.4E+06 3.6E-04 

Sm-151 5.5E+03 5.1E-07 3.3E+05 8.2E-05 

Eu-152 1.4E+05 1.3E-05 8.4E+06 2.1E-03 

Eu-154 5.5E+04 5.1E-06 3.3E+06 8.2E-04 

Eu-155 1.7E+05 1.6E-05 1.0E+07 2.5E-03 

Gd-153 1.3E+05 1.2E-05 7.8E+06 1.9E-03 

Tb-160 7.0E+04 6.5E-06 4.2E+06 1.0E-03 

Pu-238 1.7E+04 1.5E-06 9.9E+05 2.5E-04 

Pu-239 1.7E+04 1.5E-06 9.9E+05 2.5E-04 

Pu-240 1.7E+04 1.5E-06 9.9E+05 2.5E-04 

Pu-241 6.0E+05 5.6E-05 3.6E+07 9.0E-03 

Am-241 1.7E+04 1.5E-06 9.9E+05 2.5E-04 

Am-242m 3.0E+02 2.7E-08 1.8E+04 4.4E-06 

Am-243 1.7E+04 1.5E-06 9.9E+05 2.5E-04 

Cm-242 1.7E+04 1.5E-06 9.9E+05 2.5E-04 

Cm-243 1.7E+04 1.5E-06 9.9E+05 2.5E-04 

Cm-244 1.7E+04 1.5E-06 9.9E+05 2.5E-04 
 

測定・評価対象核種の選定に伴

う記載の適正化 
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変 更 前 変 更 後 変 更 理 由 

表 6-2-11 評価に使用する海水濃度（J1-G タンク群の核種組成によるソースターム） 

対象 

核種 

ケース 1（配管破断） ケース 2（タンク破損） 

日放出量 

（Bq/日) 

砂浜評価地点付近 

の海水中濃度 

（Bq/L） 

日放出量 

（Bq/日) 

砂浜評価地点付近 

の海水中濃度 

（Bq/L） 

H-3 1.4E+11 1.3E+01 8.1E+12 2.0E+03 

C-14 8.0E+06 7.4E-04 4.8E+08 1.2E-01 

Mn-54 1.9E+04 1.8E-06 1.1E+06 2.8E-04 

Fe-59 3.6E+04 3.3E-06 2.2E+06 5.4E-04 

Co-58 1.9E+04 1.7E-06 1.1E+06 2.8E-04 

Co-60 1.2E+05 1.1E-05 6.9E+06 1.7E-03 

Ni-63 4.4E+06 4.1E-04 2.6E+08 6.6E-02 

Zn-65 4.0E+04 3.7E-06 2.4E+06 6.0E-04 

Rb-86 2.4E+05 2.2E-05 1.4E+07 3.5E-03 

Sr-89 2.3E+04 2.1E-06 1.4E+06 3.4E-04 

Sr-90 1.6E+04 1.5E-06 9.6E+05 2.4E-04 

Y-90 1.6E+04 1.5E-06 9.6E+05 2.4E-04 

Y-91 6.0E+06 5.6E-04 3.6E+08 9.0E-02 

Nb-95 2.4E+04 2.2E-06 1.4E+06 3.5E-04 

Tc-99 6.5E+05 6.0E-05 3.9E+07 9.7E-03 

Ru-103 2.6E+04 2.4E-06 1.5E+06 3.8E-04 

Ru-106 2.4E+05 2.2E-05 1.4E+07 3.6E-03 

Rh-103m 2.6E+04 2.4E-06 1.5E+06 3.8E-04 

Rh-106 2.4E+05 2.2E-05 1.4E+07 3.6E-03 

Ag-110m 2.0E+04 1.9E-06 1.2E+06 3.0E-04 

Cd-113m 4.3E+04 4.0E-06 2.6E+06 6.4E-04 

Cd-115m 1.2E+06 1.1E-04 6.9E+07 1.7E-02 

Sn-119m 2.0E+07 1.9E-03 1.2E+09 3.0E-01 

Sn-123 3.2E+06 2.9E-04 1.9E+08 4.7E-02 

Sn-126 7.5E+04 7.0E-06 4.5E+06 1.1E-03 

Sb-124 4.2E+04 3.9E-06 2.5E+06 6.3E-04 

Sb-125 7.0E+04 6.5E-06 4.2E+06 1.0E-03 

Te-123m 3.4E+04 3.1E-06 2.0E+06 5.0E-04 

Te-125m 7.0E+04 6.5E-06 4.2E+06 1.0E-03 

Te-127 2.2E+06 2.0E-04 1.3E+08 3.2E-02 

Te-127m 2.3E+06 2.1E-04 1.4E+08 3.4E-02 

Te-129 3.0E+05 2.7E-05 1.8E+07 4.4E-03 

Te-129m 6.0E+05 5.6E-05 3.6E+07 9.0E-03 

I-129 1.7E+05 1.5E-05 9.9E+06 2.5E-03 

Cs-134 3.4E+04 3.1E-06 2.0E+06 5.0E-04 

Cs-135 1.1E+00 9.8E-11 6.3E+01 1.6E-08 

Cs-136 1.8E+04 1.7E-06 1.1E+06 2.7E-04 

Cs-137 1.7E+05 1.5E-05 9.9E+06 2.5E-03 

表 6-2-11 評価に使用する海水濃度（J1-G タンク群の核種組成によるソースターム） 

対象 

核種 

ケース 1（配管破断） ケース 2（タンク破損） 

日放出量 

（Bq/日) 

砂浜評価地点付近 

の海水中濃度 

（Bq/L） 

日放出量 

（Bq/日) 

砂浜評価地点付近 

の海水中濃度 

（Bq/L） 

H-3 1.2E+11 1.1E+01 7.2E+12 1.8E+03 

C-14 8.0E+06 7.4E-04 4.8E+08 1.2E-01 

Mn-54 2.7E+03 2.5E-07 1.6E+05 4.0E-05 

Fe-55 1.2E+06 1.1E-04 7.2E+07 1.8E-02 

Co-60 8.5E+04 7.9E-06 5.1E+06 1.3E-03 

Ni-63 4.4E+06 4.0E-04 2.6E+08 6.5E-02 

Se-79 7.5E+05 7.0E-05 4.5E+07 1.1E-02 

Sr-90 1.5E+04 1.4E-06 9.0E+05 2.2E-04 

Y-90 1.5E+04 1.4E-06 9.0E+05 2.2E-04 

Tc-99 6.5E+05 6.0E-05 3.9E+07 9.7E-03 

Ru-106 4.7E+04 4.4E-06 2.8E+06 7.0E-04 

Sb-125 3.8E+04 3.5E-06 2.3E+06 5.6E-04 

Te-125m 3.8E+04 3.5E-06 2.3E+06 5.6E-04 

I-129 1.7E+05 1.5E-05 9.9E+06 2.5E-03 

Cs-134 1.5E+04 1.4E-06 9.0E+05 2.2E-04 

Cs-137 1.6E+05 1.4E-05 9.3E+06 2.3E-03 

Ce-144 3.3E+04 3.0E-06 2.0E+06 4.9E-04 

Pm-147 1.9E+05 1.8E-05 1.1E+07 2.8E-03 

Sm-151 4.9E+03 4.6E-07 2.9E+05 7.3E-05 

Eu-154 4.2E+04 3.9E-06 2.5E+06 6.3E-04 

Eu-155 6.0E+04 5.6E-06 3.6E+06 9.0E-04 

U-234 1.4E+04 1.3E-06 8.4E+05 2.1E-04 

U-238 1.4E+04 1.3E-06 8.4E+05 2.1E-04 

Np-237 1.4E+04 1.3E-06 8.4E+05 2.1E-04 

Pu-238 1.4E+04 1.3E-06 8.1E+05 2.0E-04 

Pu-239 1.4E+04 1.3E-06 8.4E+05 2.1E-04 

Pu-240 1.4E+04 1.3E-06 8.4E+05 2.1E-04 

Pu-241 4.5E+05 4.1E-05 2.7E+07 6.6E-03 

Am-241 1.4E+04 1.3E-06 8.4E+05 2.1E-04 

Cm-244 1.3E+04 1.2E-06 7.8E+05 1.9E-04 
 

 

 

 

 

 

 

測定・評価対象核種の選定に伴

う記載の適正化 
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変 更 前 変 更 後 変 更 理 由 

Ba-137m 1.7E+05 1.5E-05 9.9E+06 2.5E-03 

Ba-140 8.5E+04 7.9E-06 5.1E+06 1.3E-03 

Ce-141 6.0E+04 5.6E-06 3.6E+06 9.0E-04 

Ce-144 2.8E+05 2.6E-05 1.7E+07 4.1E-03 

Pr-144 2.8E+05 2.6E-05 1.7E+07 4.1E-03 

Pr-144m 2.8E+05 2.6E-05 1.7E+07 4.1E-03 

Pm-146 3.2E+04 2.9E-06 1.9E+06 4.7E-04 

Pm-147 3.6E+05 3.3E-05 2.2E+07 5.4E-03 

Pm-148 2.3E+05 2.1E-05 1.4E+07 3.4E-03 

Pm-148m 2.1E+04 1.9E-06 1.2E+06 3.1E-04 

Sm-151 5.0E+03 4.6E-07 3.0E+05 7.5E-05 

Eu-152 9.5E+04 8.8E-06 5.7E+06 1.4E-03 

Eu-154 5.0E+04 4.6E-06 3.0E+06 7.5E-04 

Eu-155 9.0E+04 8.4E-06 5.4E+06 1.3E-03 

Gd-153 9.5E+04 8.8E-06 5.7E+06 1.4E-03 

Tb-160 7.0E+04 6.5E-06 4.2E+06 1.0E-03 

Pu-238 1.4E+04 1.3E-06 8.4E+05 2.1E-04 

Pu-239 1.4E+04 1.3E-06 8.4E+05 2.1E-04 

Pu-240 1.4E+04 1.3E-06 8.4E+05 2.1E-04 

Pu-241 5.0E+05 4.6E-05 3.0E+07 7.5E-03 

Am-241 1.4E+04 1.3E-06 8.4E+05 2.1E-04 

Am-242m 2.6E+02 2.4E-08 1.5E+04 3.8E-06 

Am-243 1.4E+04 1.3E-06 8.4E+05 2.1E-04 

Cm-242 1.4E+04 1.3E-06 8.4E+05 2.1E-04 

Cm-243 1.4E+04 1.3E-06 8.4E+05 2.1E-04 

Cm-244 1.4E+04 1.3E-06 8.4E+05 2.1E-04 
 

測定・評価対象核種の選定に伴

う記載の適正化 
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変 更 前 変 更 後 変 更 理 由 

(2) 被ばく評価結果 

 (1) で求めた海水中濃度を用いて計算した、潜在被ばくの評価結果を表6-2-12に示す。結果は、0.0007

（7E-04）ｍSv～0.3（3E-01）mSv と、事故時の基準 5mSv を下回っている。 

 

表 6-2-12 潜在被ばくの評価結果 

評価 

ケー

ス 

ソース 

ターム 

ケース 1（配管破断） ケース 2（タンク破損） 

K4 タンク群 
J1-C タンク

群 

J1-G タンク

群 
K4 タンク群 

J1-C タンク

群 

J1-G タンク

群 

海産物 

摂取量 
多い 多い 多い 多い 多い 多い 

外部 

被ば

く 

(mSv) 

海水面 3.5E-08 4.0E-07 3.6E-07 1.7E-06 1.9E-05 1.7E-05 

船体 2.5E-08 2.8E-07 2.5E-07 1.2E-06 1.4E-05 1.2E-05 

遊泳中 3.3E-09 3.8E-08 3.4E-08 1.6E-07 1.8E-06 1.6E-06 

海浜砂 5.8E-06 6.7E-05 5.9E-05 2.8E-04 3.2E-03 2.8E-03 

漁網 1.8E-05 2.1E-04 1.9E-04 8.9E-04 1.0E-02 9.1E-03 

内部 

被ば

く 

(ｍ

Sv) 

飲水 2.4E-07 9.9E-07 3.3E-07 1.2E-05 4.7E-05 1.6E-05 

しぶき 

吸入 
6.9E-08 6.4E-07 4.2E-07 3.3E-06 3.1E-05 2.0E-05 

海産物 

摂取 
7.1E-04 5.4E-03 4.9E-03 3.4E-02 2.6E-01 2.4E-01 

合計 

（mSv） 
7E-04 6E-03 5E-03 4E-02 3E-01 2E-01 

 

(2) 被ばく評価結果 

 (1) で求めた海水中濃度を用いて計算した、潜在被ばくの評価結果を表 6-2-12～13 に示す。結果

は、0.0002（2E-04）ｍSv～0.01（1E-02）mSv と、事故時の基準 5mSv を下回っている。 

 

表 6-2-12 潜在被ばくの評価結果 

評価 

ケー

ス 

ソース 

ターム 

ケース 1（配管破断） ケース 2（タンク破損） 

K4 タンク群 
J1-C タンク

群 

J1-G タンク

群 
K4 タンク群 

J1-C タンク

群 

J1-G タンク

群 

海産物 

摂取量 
多い 多い 多い 多い 多い 多い 

外部 

被ば

く 

(mSv) 

海水面 1.8E-09 3.5E-09 2.5E-09 8.8E-08 1.7E-07 1.2E-07 

船体 1.9E-09 3.6E-09 2.5E-09 9.4E-08 1.7E-07 1.2E-07 

遊泳中 1.7E-10 3.3E-10 2.3E-10 8.3E-09 1.6E-08 1.1E-08 

海浜砂 2.9E-07 5.6E-07 4.0E-07 1.4E-05 2.7E-05 1.9E-05 

漁網 8.9E-07 1.7E-06 1.2E-06 4.3E-05 8.3E-05 5.8E-05 

内部 

被ば

く 

(ｍ

Sv) 

飲水 1.8E-07 8.7E-07 2.9E-07 8.7E-06 4.1E-05 1.4E-05 

しぶき 

吸入 
5.0E-08 5.4E-07 3.5E-07 2.4E-06 2.6E-05 1.7E-05 

海産物 

摂取 
2.6E-04 2.4E-04 1.6E-04 1.3E-02 1.2E-02 7.8E-03 

合計 

（mSv） 
3E-04 2E-04 2E-04 1E-02 1E-02 8E-02 

 

 

測定・評価対象核種の選定に伴

う記載の適正化 
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変 更 前 変 更 後 変 更 理 由 

（現行記載なし） 表 6-2-13 年齢別の内部被ばく評価結果 

評価 
ケー
ス 

ソース 
ターム 

ケース 1（配管破断） ケース 2（タンク破損） 

K4 タンク群 
J1-C タンク

群 

J1-G タンク

群 
K4 タンク群 

J1-C タンク

群 

J1-G タンク

群 

海産物 
摂取量 

多い 多い 多い 多い 多い 多い 

飲水
によ
る 
内部 
被ば
く 
(ｍ
Sv) 

成人 1.8E-07 8.7E-07 2.9E-07 8.7E-06 4.1E-05 1.4E-05 

幼児 3.1E-07 1.5E-06 5.0E-07 1.5E-05 7.1E-05 2.4E-05 

乳児 - - - - - - 

水し
ぶき
の 
吸入
によ
る 
内部 
被ば
く 
(ｍ
Sv) 

成人 5.0E-08 5.4E-07 3.5E-07 2.4E-06 2.6E-05 1.7E-05 

幼児 3.3E-08 3.1E-07 1.9E-07 1.6E-06 1.5E-05 9.1E-06 

乳児 2.1E-08 1.7E-07 1.0E-07 1.0E-06 8.3E-06 4.8E-06 

海産
物摂
取に
よる 
内部 
被ば
く 
(ｍ
Sv) 

成人 2.6E-04 2.4E-04 1.6E-04 1.3E-02 1.2E-02 7.8E-03 

幼児 3.1E-04 3.0E-04 2.4E-04 1.5E-02 1.4E-02 1.1E-02 

乳児 2.8E-04 3.6E-04 3.2E-04 1.3E-02 1.7E-02 1.5E-02 

 

 

記載の充実 
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変 更 前 変 更 後 変 更 理 由 

7. 環境防護に関する評価 

環境防護に関する評価の方法は、GSG-10 附属書Ⅰとされている。本報告書においては、GSG-10 附属

書Ⅰの手順にしたがって環境防護に関する評価を試みた。 

 

7-1. 評価の考え方 

GSG-10 附属書Ⅰに示されている、通常運転時における動植物の防護のための評価を行う。 

 

7-1-1. 評価手順 

図 7-1 の手順にて評価を行う。 

ソースタームの選択 

 

環境中の拡散・移行のモデリング 

 

被ばく経路の特定 

 

標準動物、標準植物 39[28]の選定 

 

標準動物、標準植物への 
線量率の評価 

 

推定線量率と誘導考慮参考レベル 

（DCRL）40[28]との比較 

図 7-1 環境防護に関する評価の手順（GSG-10より作成） 

 

7-2. 評価方法 

 

（中略） 

 

7-2-3. 被ばく経路の設定 

 

（中略） 

 

動植物に対する内部被ばく線量換算係数および外部被ばく線量換算係数 41は、ICRP Publication 136 

“Dose Coefficients for Non-human Biota Environmentally Exposed to Radiation”(ICRP,2017) 

[29]（以下、「ICRP Pub.136」）および ICRP の BiotaDC プログラム [30]より引用した（表 7-2-1、7-2-

2 に示す）。なお、Sn-126 の線量換算係数のみ BiotaDC で計算できなかったため、保守的な値として、

内部被ばく線量換算係数は Ru-106、外部被ばく線量換算係数は Ag-110m の値を用いた。 

動植物と海水の濃度比 42 は、ICRP Publication 114 “Environmental Protection : Transfer 

Parameters for Reference Animals and Plants”(ICRP,2009) [31]（以下、「ICRP Pub.114」）および

IAEA Technical report series No.479  “Handbook of Parameter Values for the Prediction of 

Radionuclide Transfer to Wildlife”（以下、「TRS-479」）より引用したが、ここに示されていない元

素については、TRS-422 [25]の濃縮係数を引用した（表 7-2-3 に示す）。海水と海底の堆積物の濃度分

配係数は、TRS-422 の 2.3.OCEAN MARGIN Kds に定める係数を使用した（表 7-2-4 に示す）。 

 

（中略） 

 

7. 環境防護に関する評価 

環境防護に関する評価の方法は、GSG-10 附属書Ⅰとされている。本報告書においては、GSG-10 附属

書Ⅰの手順にしたがって環境防護に関する評価を試みた。 

 

7-1. 評価の考え方 

GSG-10 附属書Ⅰに示されている、通常運転時における動植物の防護のための評価を行う。 

 

7-1-1. 評価手順 

図 7-1 の手順にて評価を行う。 

ソースタームの選択 

 

環境中の拡散・移行のモデリング 

 

被ばく経路の特定 

 

標準動物、標準植物 39[32]の選定 

 

標準動物、標準植物への 
線量率の評価 

 

推定線量率と誘導考慮参考レベル 

（DCRL）40[32]との比較 

図 7-1 環境防護に関する評価の手順（GSG-10より作成） 

 

7-2. 評価方法 

 

（中略） 

 

7-2-3. 被ばく経路の設定 

 

（中略） 

 

動植物に対する内部被ばく線量換算係数および外部被ばく線量換算係数 41は、ICRP Publication 136 

“Dose Coefficients for Non-human Biota Environmentally Exposed to Radiation”(ICRP,2017) 

[33]（以下、「ICRP Pub.136」）および ICRP の BiotaDC プログラム [34]より引用した（表 7-2-1、7-2-

2 に示す）。 

 

動植物と海水の濃度比 42 は、ICRP Publication 114 “Environmental Protection : Transfer 

Parameters for Reference Animals and Plants”(ICRP,2009) [35]（以下、「ICRP Pub.114」）および

IAEA Technical report series No.479  “Handbook of Parameter Values for the Prediction of 

Radionuclide Transfer to Wildlife”（以下、「TRS-479」）より引用した（表 7-2-3 に示す）。海水と海

底の堆積物の濃度分配係数は、TRS-422 [31]の 2.3.OCEAN MARGIN Kds に定める係数を使用した（表 7-

2-4 に示す）。 

 

（中略） 
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変 更 前 変 更 後 変 更 理 由 

7-2-4. 標準動物、標準植物（評価対象となる生物）の選定 

発電所のある福島県沿岸には、多年生海藻のアラメを主体とした小規模な藻場が広く分布している 

[32]。発電所周辺に、天然記念物に指定された海生動植物の生息地のような特別な海域は見られない 

[33]ことから、ICRP Pub.136 に示されている標準動物、標準植物として以下を選定した。 

 

（中略） 

7-2-5. 線量評価 

 

（中略） 

 

表 7-2-1 海生動植物に対する内部被ばく線量換算係数（ICRP Pub.136、それ以外は備考に付記） 

  
対象 

核種 

内部被ばく線量換算係数 

((mGy/日）/(Bq/kg) 備考 

扁平魚 カニ 褐藻 

1 H-3 7.9E-08 7.9E-08 7.9E-08  

2 C-14 7.0E-07 7.0E-07 7.0E-07  

3 Mn-54 1.1E-06 1.4E-06 9.4E-07  

4 Fe-59 2.9E-06 3.4E-06 2.0E-06 BiotaDC にて算出した 

5 Co-58 1.6E-06 2.1E-06 1.5E-06   

6 Co-60 3.8E-06 5.0E-06 3.6E-06  

7 Ni-63 2.4E-07 2.4E-07 2.4E-07  

8 Zn-65 7.7E-07 1.0E-06 7.0E-07   

9 Rb-86 8.8E-06 9.1E-06 6.9E-06 BiotaDC にて算出した 

10 Sr-89 7.7E-06 7.9E-06 7.7E-06   

11 Sr-90 1.4E-05 1.5E-05 1.4E-05  

12 Y-90 ―  ― ― 親核種 Sr-90 に含まれる 

13 Y-91 8.0E-06 8.1E-06 6.4E-06 BiotaDC にて算出した 

14 Nb-95 1.5E-06 1.9E-06 1.4E-06   

15 Tc-99 1.4E-06 1.4E-06 1.4E-06  

16 Ru-103 2.1E-06 2.3E-06 2.0E-06   

17 Ru-106 1.7E-05 1.9E-05 1.7E-05  

18 Rh-103m ―  ― ― 親核種 Ru-103 に含まれる 

19 Rh-106 ―  ― ― 親核種 Ru-106 に含まれる 

20 Ag-110m 4.3E-06 5.5E-06 4.1E-06 BiotaDC にて算出した 

21 Cd-113m 2.5E-06 2.5E-06 2.4E-06 BiotaDC にて算出した 

22 Cd-115m 8.0E-06 8.2E-06 6.4E-06 BiotaDC にて算出した 

23 Sn-119m 1.2E-06 1.2E-06 1.1E-06 BiotaDC にて算出した 

24 Sn-123 7.0E-06 7.1E-06 5.8E-06 BiotaDC にて算出した 

25 Sn-126 1.7E-05 1.9E-05 1.7E-05 
出典元で数値が与えられていない
核種であるため、Ru-106 の値を使
用 

26 Sb-124 7.0E-06 7.9E-06 6.7E-06   

27 Sb-125 2.0E-06 2.2E-06 1.9E-06  

28 Te-123m 1.6E-06 1.7E-06 1.4E-06 BiotaDC にて算出した 

29 Te-125m 1.7E-06 1.8E-06 1.6E-06 BiotaDC にて算出した 

7-2-4. 標準動物、標準植物（評価対象となる生物）の選定 

発電所のある福島県沿岸には、多年生海藻のアラメを主体とした小規模な藻場が広く分布している 

[36]。発電所周辺に、天然記念物に指定された海生動植物の生息地のような特別な海域は見られない 

[37]ことから、ICRP Pub.136 に示されている標準動物、標準植物として以下を選定した。 

 

（中略） 

 

7-2-5. 線量評価 

 

（中略） 

 

表 7-2-1 海生動植物に対する内部被ばく線量換算係数（ICRP Pub.136、それ以外は備考に付記） 

  
対象 

核種 

内部被ばく線量換算係数 

((mGy/日）/(Bq/kg) 備考 

扁平魚 カニ 褐藻 

1 H-3 7.9E-08 7.9E-08 7.9E-08  

2 C-14 7.0E-07 7.0E-07 7.0E-07  

3 Mn-54 1.1E-06 1.4E-06 9.4E-07  

4 Fe-55 8.0E-08 8.0E-08 8.0E-08 BiotaDC にて算出した 

5 Co-60 3.8E-06 5.0E-06 3.6E-06  

6 Ni-63 2.4E-07 2.4E-07 2.4E-07  

7 Se-79 7.2E-07 7.2E-07 7.2E-07   

8 Sr-90 1.4E-05 1.5E-05 1.4E-05  

9 Y-90 －  －  －  親核種 Sr-90 に含まれる 

10 Tc-99 1.4E-06 1.4E-06 1.4E-06  

11 Ru-106 1.7E-05 1.9E-05 1.7E-05  

12 Sb-125 2.0E-06 2.2E-06 1.9E-06  

13 Te-125m 1.7E-06 1.8E-06 1.6E-06 BiotaDC にて算出した 

14 I-129 1.0E-06 1.1E-06 1.0E-06  

15 Cs-134 4.1E-06 4.8E-06 3.8E-06  

16 Cs-137 4.1E-06 4.3E-06 4.1E-06  

17 Ce-144 1.6E-05 1.7E-05 1.6E-05  

18 Pm-147 8.6E-07 8.6E-07 8.5E-07 BiotaDC にて算出した 

19 Sm-151 2.8E-07 2.8E-07 2.8E-07 BiotaDC にて算出した 

20 Eu-154 5.0E-06 5.8E-06 5.0E-06  

21 Eu-155 1.0E-06 1.0E-06 9.8E-07  

22 U-234 6.7E-05 6.7E-05 6.7E-05   

23 U-238 6.0E-05 6.0E-05 6.0E-05   

24 Np-237 6.7E-05 6.7E-05 6.7E-05   

25 Pu-238 7.7E-05 7.7E-05 7.7E-05  

26 Pu-239 7.2E-05 7.2E-05 7.2E-05  

27 Pu-240 7.2E-05 7.2E-05 7.2E-05  

28 Pu-241 7.4E-08 7.4E-08 7.4E-08  

29 Am-241 7.7E-05 7.7E-05 7.7E-05  

 

 

参照文献の追加及び測定・評価

対象核種の選定に伴う記載の
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変 更 前 変 更 後 変 更 理 由 

30 Te-127 3.1E-06 3.1E-06 2.9E-06 BiotaDC にて算出した 

31 Te-127m 4.2E-06 4.2E-06 4.0E-06 BiotaDC にて算出した 

32 Te-129 ―  ― ― 親核種 Te-129m に含まれる 

33 Te-129m 8.4E-06 8.6E-06 8.2E-06   

34 I-129 1.0E-06 1.1E-06 1.0E-06  

35 Cs-134 4.1E-06 4.8E-06 3.8E-06  

36 Cs-135 1.2E-06 1.2E-06 1.2E-06   

37 Cs-136 4.3E-06 5.3E-06 4.1E-06   

38 Cs-137 4.1E-06 4.3E-06 4.1E-06  

39 Ba-137m ―  ― ― 親核種 Cs-137 に含まれる 

40 Ba-140 1.4E-05 1.5E-05 1.4E-05   

41 Ce-141 2.4E-06 2.6E-06 2.4E-06   

42 Ce-144 1.6E-05 1.7E-05 1.6E-05  

43 Pr-144 ―  ― ― 親核種 Ce-144 に含まれる 

44 Pr-144m ―  ― ― 親核種 Ce-144 に含まれる 

45 Pm-146 2.3E-06 2.6E-06 1.5E-06 BiotaDC にて算出した 

46 Pm-147 8.6E-07 8.6E-07 8.5E-07 BiotaDC にて算出した 

47 Pm-148 9.9E-06 1.1E-05 7.3E-06 BiotaDC にて算出した 

48 Pm-148m 5.2E-06 6.1E-06 3.3E-06 BiotaDC にて算出した 

49 Sm-151 2.8E-07 2.8E-07 2.8E-07 BiotaDC にて算出した 

50 Eu-152 3.1E-06 3.6E-06 2.9E-06   

51 Eu-154 5.0E-06 5.8E-06 5.0E-06  

52 Eu-155 1.0E-06 1.0E-06 9.8E-07  

53 Gd-153 8.5E-07 9.2E-07 7.0E-07 BiotaDC にて算出した 

54 Tb-160 4.8E-06 5.4E-06 3.7E-06 BiotaDC にて算出した 

55 Pu-238 7.7E-05 7.7E-05 7.7E-05  

56 Pu-239 7.2E-05 7.2E-05 7.2E-05  

57 Pu-240 7.2E-05 7.2E-05 7.2E-05  

58 Pu-241 7.4E-08 7.4E-08 7.4E-08  

59 Am-241 7.7E-05 7.7E-05 7.7E-05  

60 Am-242m 3.6E-06 3.6E-06 3.4E-06 BiotaDC にて算出した 

61 Am-243 7.9E-05 7.9E-05 7.8E-05 BiotaDC にて算出した 

62 Cm-242 8.6E-05 8.6E-05 8.6E-05   

63 Cm-243 8.4E-05 8.4E-05 8.4E-05   

64 Cm-244 8.2E-05 8.2E-05 8.2E-05  
 

30 Cm-244 8.2E-05 8.2E-05 8.2E-05  
 

測定・評価対象核種の選定に伴
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変 更 前 変 更 後 変 更 理 由 

表 7-2-2 海生動植物に対する外部被ばく線量換算係数（ICRP Pub.136、それ以外は備考に付記） 

  
対象 

核種 

外部被ばく線量換算係数 

((mGy/日）/（Bq/kg）） 備考 

扁平魚 カニ 褐藻 

1 H-3 1.9E-14 2.4E-16 2.4E-16   

2 C-14 4.3E-10 5.3E-10 5.3E-10   

3 Mn-54 1.1E-05 1.0E-05 1.1E-05   

4 Fe-59 1.5E-05 1.5E-05 1.6E-05 BiotaDC にて算出した  

5 Co-58 1.2E-05 1.2E-05 1.2E-05   

6 Co-60 3.1E-05 3.1E-05 3.4E-05   

7 Ni-63 2.6E-11 4.1E-11 4.1E-11   

8 Zn-65 7.4E-06 7.2E-06 7.4E-06   

9 Rb-86 1.7E-06 1.4E-06 3.7E-06 BiotaDC にて算出した  

10 Sr-89 3.6E-07 2.0E-07 4.1E-07   

11 Sr-90 1.2E-06 5.5E-07 1.2E-06   

12 Y-90 ―  ― ― 親核種 Sr-90 に含まれる 

13 Y-91 4.4E-07 2.5E-07 2.0E-06 BiotaDC にて算出した  

14 Nb-95 9.6E-06 9.4E-06 9.8E-06   

15 Tc-99 3.1E-09 3.4E-09 3.6E-09   

16 Ru-103 6.2E-06 6.0E-06 6.2E-06   

17 Ru-106 5.3E-06 3.8E-06 5.3E-06   

18 Rh-103m ―  ― ― 親核種 Ru-103 に含まれる 

19 Rh-106m ―  ― ― 親核種 Ru-106 に含まれる 

20 Ag-110m 3.6E-05 3.4E-05 3.6E-05   

21 Cd-113m 1.7E-08 1.6E-08 1.4E-07 BiotaDC にて算出した 

22 Cd-115m 8.2E-07 6.2E-07 2.4E-06 BiotaDC にて算出した 

23 Sn-119m 1.0E-07 8.0E-08 1.7E-07 BiotaDC にて算出した 

24 Sn-123 3.7E-07 2.5E-07 1.6E-06 BiotaDC にて算出した 

25 Sn-126 3.6E-05 3.4E-05 3.6E-05 
出典元で数値が与えられていない核

種であるため、Ag-110m の値を使用  

26 Sb-124 2.4E-05 2.3E-05 2.4E-05   

27 Sb-125 5.5E-06 5.3E-06 5.5E-06   

28 Te-123m 1.8E-06 1.7E-06 2.0E-06 BiotaDC にて算出した 

29 Te-125m 2.9E-07 2.4E-07 4.3E-07 BiotaDC にて算出した 

30 Te-127 8.9E-08 8.3E-08 2.9E-07 BiotaDC にて算出した 

31 Te-127m 1.8E-07 1.6E-07 4.2E-07 BiotaDC にて算出した 

32 Te-129 ―  ― ― 親核種 Te-129m に含まれる 

33 Te-129m 1.2E-06 1.1E-06 1.3E-06   

34 I-129 2.2E-07 1.9E-07 2.4E-07   

35 Cs-134 2.0E-05 1.9E-05 2.0E-05   

36 Cs-135 2.2E-09 2.6E-09 2.6E-09   

37 Cs-136 2.6E-05 2.6E-05 2.6E-05   

表 7-2-2 海生動植物に対する外部被ばく線量換算係数（ICRP Pub.136、それ以外は備考に付記） 

  
対象 

核種 

外部被ばく線量換算係数 

((mGy/日）/（Bq/kg）） 備考 

扁平魚 カニ 褐藻 

1 H-3 1.9E-14 2.4E-16 2.4E-16  
2 C-14 4.3E-10 5.3E-10 5.3E-10  
3 Mn-54 1.1E-05 1.0E-05 1.1E-05  
4 Fe-55 3.3E-10 3.9E-10 1.0E-09 BiotaDC にて算出した 

5 Co-60 3.1E-05 3.1E-05 3.4E-05 
 

6 Ni-63 2.6E-11 4.1E-11 4.1E-11  
7 Se-79 4.8E-10 5.8E-10 6.2E-10   

8 Sr-90 1.2E-06 5.5E-07 1.2E-06 
 

9 Y-90 － － － 親核種 Sr-90 に含まれる 

10 Tc-99 3.1E-09 3.4E-09 3.6E-09 
 

11 Ru-106 5.3E-06 3.8E-06 5.3E-06 

 

12 Sb-125 5.5E-06 5.3E-06 5.5E-06  
13 Te-125m 2.9E-07 2.4E-07 4.3E-07 BiotaDC にて算出した 

14 I-129 2.2E-07 1.9E-07 2.4E-07 
 

15 Cs-134 2.0E-05 1.9E-05 2.0E-05 
 

16 Cs-137 7.2E-06 7.0E-06 7.2E-06 
 

17 Ce-144 2.6E-06 1.5E-06 2.6E-06  

18 Pm-147 9.9E-10 1.1E-09 1.0E-08 BiotaDC にて算出した 

19 Sm-151 7.7E-11 8.4E-11 7.6E-10 BiotaDC にて算出した 

20 Eu-154 1.6E-05 1.5E-05 1.6E-05  

21 Eu-155 7.4E-07 7.0E-07 7.4E-07  

22 U-234 4.8E-09 4.1E-09 5.5E-09   

23 U-238 3.1E-09 2.6E-09 3.6E-09   

24 Np-237 3.1E-07 2.9E-07 3.1E-07   

25 Pu-238 4.6E-09 3.8E-09 5.5E-09  

26 Pu-239 2.6E-09 2.3E-09 3.1E-09  

27 Pu-240 4.3E-09 3.6E-09 5.3E-09  

28 Pu-241 1.9E-11 1.9E-11 2.0E-11  

29 Am-241 2.9E-07 2.6E-07 2.9E-07  

30 Cm-244 4.8E-09 3.8E-09 5.5E-09  
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変 更 前 変 更 後 変 更 理 由 

38 Cs-137 7.2E-06 7.0E-06 7.2E-06   

39 Ba-137m ―  ― ― 親核種 Cs-137 に含まれる 

40 Ba-140 3.1E-05 3.1E-05 3.4E-05   

41 Ce-141 9.6E-07 9.1E-07 9.8E-07   

42 Ce-144 2.6E-06 1.5E-06 2.6E-06   

43 Pr-144 ―  ― ― 親核種 Ce-144 に含まれる 

44 Pr-144m ―  ― ― 親核種 Ce-144 に含まれる 

45 Pm-146 9.5E-06 9.1E-06 1.0E-05 BiotaDC にて算出した 

46 Pm-147 9.9E-10 1.1E-09 1.0E-08 BiotaDC にて算出した 

47 Pm-148 8.1E-06 7.5E-06 1.1E-05 BiotaDC にて算出した 

48 Pm-148m 2.5E-05 2.4E-05 2.7E-05 BiotaDC にて算出した 

49 Sm-151 7.7E-11 8.4E-11 7.6E-10 BiotaDC にて算出した 

50 Eu-152 1.5E-05 1.4E-05 1.5E-05   

51 Eu-154 1.6E-05 1.5E-05 1.6E-05   

52 Eu-155 7.4E-07 7.0E-07 7.4E-07   

53 Gd-153 1.2E-06 1.1E-06 1.4E-06 BiotaDC にて算出した 

54 Tb-160 1.4E-05 1.4E-05 1.5E-05 BiotaDC にて算出した 

55 Pu-238 4.6E-09 3.8E-09 5.5E-09   

56 Pu-239 2.6E-09 2.3E-09 3.1E-09   

57 Pu-240 4.3E-09 3.6E-09 5.3E-09   

58 Pu-241 1.9E-11 1.9E-11 2.0E-11   

59 Am-241 2.9E-07 2.6E-07 2.9E-07   

60 Am-242m 2.4E-07 2.3E-07 4.2E-07 BiotaDC にて算出した 

61 Am-243 2.9E-06 2.8E-06 3.2E-06 BiotaDC にて算出した 

62 Cm-242 5.3E-09 4.3E-09 6.2E-09   

63 Cm-243 1.6E-06 1.5E-06 1.6E-06   

64 Cm-244 4.8E-09 3.8E-09 5.5E-09   
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変 更 前 変 更 後 変 更 理 由 

表 7-2-3 海生動植物に対する濃度比（ICRP Pub.114 他、備考に付記） 

 対象 

核種 

濃度比（（Bq/kg-f.w）/（Bq/L）） 
備考 

扁平魚 カニ 褐藻 

1 H-3 1.0E+00 1.0E+00 3.7E-01 ICRP Pub.114 より引用 

2 C-14 1.2E+04 1.0E+04 8.0E+03 ICRP Pub.114 より引用 

3 Mn-54 2.6E+03 4.5E+04 1.1E+04 
TRS-479（魚、カニ）より引用 

ICRP Pub.114（褐藻）より引用 

4 Fe-59 3.0E+04 5.0E+05 2.0E+04 

ICRP Pub.114、TRS-479 に示されて

いないため TRS-422 の濃縮係数を

引用 

5 Co-58 1.1E+04 5.5E+03 1.7E+03 TRS-479 より引用 

6 Co-60 1.1E+04 5.5E+03 1.7E+03 TRS-479 より引用 

7 Ni-63 2.7E+02 6.4E+03 2.0E+03 TRS-479 より引用 

8 Zn-65 2.5E+04 3.0E+05 1.3E+04 

TRS-479（魚）より引用 

ICRP Pub.114（カニ、褐藻）より引

用 

9 Rb-86 1.2E+02 6.3E+01 9.6E+01 同族の Csの値を使用 

10 Sr-89 4.4E+01 1.5E+02 4.3E+01 TRS-479 より引用 

11 Sr-90 4.4E+01 1.5E+02 4.3E+01 TRS-479 より引用 

12 Y-90 ー ー ー 親核種 Sr-90 にて評価する。 

13 Y-91 2.0E+01 1.0E+03 1.0E+03 

ICRP Pub.114、TRS-479 に示されて

いないため TRS-422 の濃縮係数を

引用 

14 Nb-95 3.0E+01 8.8E+02 4.9E+02 
ICRP Pub.114（魚）より引用 

TRS-479（カニ、褐藻）より引用 

15 Tc-99 8.0E+01 1.8E+04 5.3E+04 
ICRP Pub.114（魚）より引用 

TRS-479（カニ、褐藻）より引用 

16 Ru-103 2.9E+01 1.6E+03 1.2E+03 TRS-479 より引用 

17 Ru-106 2.9E+01 1.6E+03 1.2E+03 TRS-479 より引用 

18 Rh-103m ー ー ー 親核種 Ru-103 にて評価する 

19 Rh-106 ー ー ー 親核種 Ru-106 にて評価する 

20 Ag-110m 1.1E+04 2.0E+05 3.9E+03 
TRS-479（魚、褐藻）より引用 

ICRP Pub.114（カニ）より引用 

21 Cd-113m 2.9E+04 1.3E+05 1.6E+03 
TRS-479（魚、カニ）より引用 

ICRP Pub.114（褐藻）より引用 

22 Cd-115m 2.9E+04 1.3E+05 1.6E+03 
TRS-479（魚、カニ）より引用 

ICRP Pub.114（褐藻）より引用 

23 Sn-119m 5.0E+05 5.0E+05 2.0E+05 

ICRP Pub.114、TRS-479 に示されて

いないため TRS-422 の濃縮係数を

引用 

24 Sn-123 5.0E+05 5.0E+05 2.0E+05 

ICRP Pub.114、TRS-479 に示されて

いないため TRS-422 の濃縮係数を

引用 

25 Sn-126 5.0E+05 5.0E+05 2.0E+05 

ICRP Pub.114、TRS-479 に示されて

いないため TRS-422 の濃縮係数を

引用 

26 Sb-124 6.0E+02 4.7E+02 1.5E+03 ICRP Pub.114（魚､褐藻）より引用 

表 7-2-3 海生動植物に対する濃度比（ICRP Pub.114 他、備考に付記） 

 対象 

核種 

濃度比（（Bq/kg-f.w）/（Bq/L）） 
備考 

扁平魚 カニ 褐藻 

1 H-3 1.0E+00 1.0E+00 3.7E-01 ICRP Pub.114 より引用 

2 C-14 1.2E+04 1.0E+04 8.0E+03 ICRP Pub.114 より引用 

3 Mn-54 2.6E+03 4.5E+04 1.1E+04 
TRS-479（魚、カニ）より引用 

ICRP Pub.114（褐藻）より引用 

4 Fe-55 3.0E+04 5.0E+05 2.0E+04 

ICRP Pub.114、TRS-479 に示されて

いないため TRS-422 の濃縮係数を

引用 

5 Co-60 1.1E+04 5.5E+03 1.7E+03 TRS-479 より引用 

6 Ni-63 2.7E+02 6.4E+03 2.0E+03 
TRS-479（カニ）より引用 

ICRP Pub.114（魚、褐藻）より引用 

7 Se-79 1.0E+04 1.0E+04 4.3E+02 
TRS-479（褐藻）より引用 

ICRP Pub.114（魚、カニ）より引用 

8 Sr-90 4.4E+01 2.3E+02 4.3E+01 
TRS-479（カニ、褐藻）より引用 

ICRP Pub.114（魚）より引用 

9 Y-90 － － － 親核種 Sr-90 にて評価する 

10 Tc-99 8.0E+01 1.8E+04 5.3E+04 
TRS-479（魚、カニ）より引用 

ICRP Pub.114（褐藻）より引用 

11 Ru-106 2.9E+01 1.6E+03 1.2E+03 TRS-479 より引用 

12 Sb-125 6.0E+02 4.7E+02 1.5E+03 
TRS-479（カニ）より引用 

ICRP Pub.114（魚、褐藻）より引用 

13 Te-125m 1.0E+03 1.0E+03 1.0E+04 ICRP Pub.114 より引用 

14 I-129 9.0E+00 8.8E+03 4.2E+03 
ICRP Pub.114（魚）より引用 

TRS-479（カニ、褐藻）より引用 

15 Cs-134 1.2E+02 6.3E+01 9.6E+01 TRS-479 より引用 

16 Cs-137 1.2E+02 6.3E+01 9.6E+01 TRS-479 より引用 

17 Ce-144 3.9E+02 2.2E+03 2.1E+03 TRS-479 より引用 

18 Pm-147 7.3E+02 2.4E+04 5.9E+03 ICRP Pub.114 より引用 

19 Sm-151 7.3E+02 2.4E+04 5.9E+03 ICRP Pub.114 より引用 

20 Eu-154 7.3E+02 2.4E+04 1.4E+03 
TRS-479（褐藻）より引用 

ICRP Pub.114（魚、カニ）より引用 

21 Eu-155 7.3E+02 2.4E+04 1.4E+03 
TRS-479（褐藻）より引用 

ICRP Pub.114（魚、カニ）より引用 

22 U-234 8.8E+00 3.5E+01 8.3E+01 TRS-479 より引用 

23 U-238 8.8E+00 3.5E+01 8.3E+01 TRS-479 より引用 

24 Np-237 2.1E+01 4.3E+02 5.4E+01 
TRS-479（カニ）より引用 

ICRP Pub.114（魚、褐藻）より引用 

25 Pu-238 2.5E+03 1.7E+03 4.1E+03 TRS-479 より引用 

26 Pu-239 2.5E+03 1.7E+03 4.1E+03 TRS-479 より引用 

27 Pu-240 2.5E+03 1.7E+03 4.1E+03 TRS-479 より引用 

28 Pu-241 2.5E+03 1.7E+03 4.1E+03 TRS-479 より引用 

29 Am-241 3.2E+02 9.9E+03 4.3E+02 ICRP Pub.114 より引用 

30 Cm-244 1.9E+02 3.2E+04 1.2E+04 
TRS-479（カニ、褐藻）より引用 

ICRP Pub.114（魚）より引用 
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変 更 前 変 更 後 変 更 理 由 

TRS-479（カニ）より引用 

27 Sb-125 6.0E+02 4.7E+02 1.5E+03 
ICRP Pub.114（魚､褐藻）より引用 

TRS-479（カニ）より引用 

28 Te-123m 1.0E+03 1.0E+03 1.0E+04 ICRP Pub.114 より引用 

29 Te-125m 1.0E+03 1.0E+03 1.0E+04 ICRP Pub.114 より引用 

30 Te-127 1.0E+03 1.0E+03 1.0E+04 ICRP Pub.114 より引用 

31 Te-127m 1.0E+03 1.0E+03 1.0E+04 ICRP Pub.114 より引用 

32 Te-129 ー ー ー 親核種 Te-129m にて評価する 

33 Te-129m 1.0E+03 1.0E+03 1.0E+04 ICRP Pub.114 より引用 

34 I-129 9.0E+00 8.8E+03 4.2E+03 
ICRP Pub.114（魚）より引用 

TRS-479（カニ、褐藻）より引用 

35 Cs-134 1.2E+02 6.3E+01 9.6E+01 TRS-479 より引用 

36 Cs-135 1.2E+02 6.3E+01 9.6E+01 TRS-479 より引用 

37 Cs-136 1.2E+02 6.3E+01 9.6E+01 TRS-479 より引用 

38 Cs-137 1.2E+02 6.3E+01 9.6E+01 TRS-479 より引用 

39 Ba-137m ー ー ー 親核種 Cs-137 にて評価する 

40 Ba-140 9.6E+00 8.0E+02 1.6E+03 ICRP Pub.114 より引用 

41 Ce-141 3.9E+02 2.2E+03 2.1E+03 TRS-479 より引用 

42 Ce-144 3.9E+02 2.2E+03 2.1E+03 TRS-479 より引用 

43 Pr-144 ー ー ー 親核種 Ce-144 にて評価する 

44 Pr-144m ー ー ー 親核種 Ce-144 にて評価する 

45 Pm-146 7.3E+02 2.4E+04 5.9E+03 

同族 Eu の値を使用（魚、カニ） 

ICRP114 同族の Laの値を使用（褐

藻） 

46 Pm-147 7.3E+02 2.4E+04 5.9E+03 

同族 Eu の値を使用（魚、カニ） 

ICRP114 同族の Laの値を使用（褐

藻） 

47 Pm-148 7.3E+02 2.4E+04 5.9E+03 

同族 Eu の値を使用（魚、カニ） 

ICRP114 同族の Laの値を使用（褐

藻） 

48 Pm-148m 7.3E+02 2.4E+04 5.9E+03 

同族 Eu の値を使用（魚、カニ） 

ICRP114 同族の Laの値を使用（褐

藻） 

49 Sm-151 7.3E+02 2.4E+04 5.9E+03 

同族 Eu の値を使用（魚、カニ） 

ICRP114 同族の Laの値を使用（褐

藻） 

50 Eu-152 7.3E+02 2.4E+04 1.4E+03 
ICRP Pub.114（魚、カニ）より引用 

TRS-479（褐藻）より引用 

51 Eu-154 7.3E+02 2.4E+04 1.4E+03 
ICRP Pub.114（魚、カニ）より引用 

TRS-479（褐藻）より引用 

52 Eu-155 7.3E+02 2.4E+04 1.4E+03 
ICRP Pub.114（魚、カニ）より引用 

TRS-479（褐藻）より引用 

53 Gd-153 7.3E+02 2.4E+04 5.9E+03 

同族 Eu の値を使用（魚、カニ） 

ICRP114 同族の Laの値を使用（褐

藻） 

54 Tb-160 6.0E+01 4.0E+03 2.0E+03 

ICRP Pub.114、TRS-479 に示されて

いないため TRS-422 の濃縮係数を

引用 
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う記載の適正化 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

124



福島第一原子力発電所 特定原子力施設に係る実施計画変更比較表（参考資料_添付資料 2） 

98 

変 更 前 変 更 後 変 更 理 由 

55 Pu-238 2.5E+03 1.7E+03 4.1E+03 TRS-479 より引用 

56 Pu-239 2.5E+03 1.7E+03 4.1E+03 TRS-479 より引用 

57 Pu-240 2.5E+03 1.7E+03 4.1E+03 TRS-479 より引用 

58 Pu-241 2.5E+03 1.7E+03 4.1E+03 TRS-479 より引用 

59 Am-241 3.2E+02 9.9E+03 4.3E+02 TRS-479 より引用 

60 Am-242m 3.2E+02 9.9E+03 4.3E+02 TRS-479 より引用 

61 Am-243 3.2E+02 9.9E+03 4.3E+02 TRS-479 より引用 

62 Cm-242 1.9E+02 3.2E+04 1.2E+04 
ICRP Pub.114（魚）より引用 

TRS-479（カニ、褐藻）より引用 

63 Cm-243 1.9E+02 3.2E+04 1.2E+04 
ICRP Pub.114（魚）より引用 

TRS-479（カニ、褐藻）より引用 

64 Cm-244 1.9E+02 3.2E+04 1.2E+04 
ICRP Pub.114（魚）より引用 

TRS-479（カニ、褐藻）より引用 
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変 更 前 変 更 後 変 更 理 由 

表 7-2-4 海水と海底の堆積物の濃度分配係数（TRS-422、それ以外は備考に付記） 

  
対象 

核種 

濃度分配係数 

（（Bq/kg）/（Bq/L）） 
備考 

1 H-3 1.0E+00  

2 C-14 1.0E+03  

3 Mn-54 2.0E+06  

4 Fe-59 3.0E+08   

5 Co-58 3.0E+05   

6 Co-60 3.0E+05  

7 Ni-63 2.0E+04  

8 Zn-65 7.0E+04   

9 Rb-86 4.0E+03 
出典元で数値が与えられていない核種

であるため、同族の Csの値を使用する 

10 Sr-89 8.0E+00   

11 Sr-90 8.0E+00  

12 Y-90 ー 親核種 Sr-90 にて評価する 

13 Y-91 9.0E+05   

14 Nb-95 8.0E+05   

15 Tc-99 1.0E+02  

16 Ru-103 4.0E+04   

17 Ru-106 4.0E+04  

18 Rh-103m ー 親核種 Ru-103 にて評価する 

19 Rh-106 ー 親核種 Ru-106 にて評価する 

20 Ag-110m 1.0E+04   

21 Cd-113m 3.0E+04   

22 Cd-115m 3.0E+04   

23 Sn-119m 4.0E+06   

24 Sn-123 4.0E+06   

25 Sn-126 4.0E+06   

26 Sb-124 2.0E+03   

27 Sb-125 2.0E+03  

28 Te-123m 1.0E+03   

29 Te-125m 1.0E+03  

30 Te-127 1.0E+03   

31 Te-127m 1.0E+03   

32 Te-129 ー 親核種 Te-129m にて評価する 

33 Te-129m 1.0E+03   

34 I-129 7.0E+01  

35 Cs-134 4.0E+03  

36 Cs-135 4.0E+03   

37 Cs-136 4.0E+03   

38 Cs-137 4.0E+03  

39 Ba-137m ー 親核種 Cs-137 にて評価する 

40 Ba-140 2.0E+03   

表 7-2-4 海水と海底の堆積物の濃度分配係数（TRS-422 より引用） 

  
対象 

核種 

濃度分配係数 

（（Bq/kg）/（Bq/L）） 
備考 

1 H-3 1.00E+00  

2 C-14 1.00E+03  

3 Mn-54 2.00E+06  

4 Fe-55 3.00E+08   

5 Co-60 3.00E+05  

6 Ni-63 2.00E+04  

7 Se-79 3.00E+03   

8 Sr-90 8.00E+00  

9 Y-90 － 親核種 Sr-90 にて評価する 

10 Tc-99 1.00E+02  

11 Ru-106 4.00E+04  

12 Sb-125 2.00E+03  

13 Te-125m 1.00E+03  

14 I-129 7.00E+01  

15 Cs-134 4.00E+03  

16 Cs-137 4.00E+03  

17 Ce-144 3.00E+06  

18 Pm-147 2.00E+06  

19 Sm-151 3.00E+06  

20 Eu-154 2.00E+06  

21 Eu-155 2.00E+06  

22 U-234 1.00E+03   

23 U-238 1.00E+03   

24 Np-237 1.00E+03   

25 Pu-238 1.00E+05  

26 Pu-239 1.00E+05  

27 Pu-240 1.00E+05  

28 Pu-241 1.00E+05  

29 Am-241 2.00E+06  

30 Cm-244 2.00E+06  
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変 更 前 変 更 後 変 更 理 由 

41 Ce-141 3.0E+06   

42 Ce-144 3.0E+06   

43 Pr-144 ー 親核種 Ce-144 にて評価する 

44 Pr-144m ー 親核種 Ce-144 にて評価する 

45 Pm-146 2.0E+06   

46 Pm-147 2.0E+06  

47 Pm-148 2.0E+06   

48 Pm-148m 2.0E+06   

49 Sm-151 3.0E+06  

50 Eu-152 2.0E+06   

51 Eu-154 2.0E+06  

52 Eu-155 2.0E+06  

53 Gd-153 2.0E+06   

54 Tb-160 2.0E+06   

55 Pu-238 1.0E+05  

56 Pu-239 1.0E+05  

57 Pu-240 1.0E+05  

58 Pu-241 1.0E+05  

59 Am-241 2.0E+06  

60 Am-242m 2.0E+06   

61 Am-243 2.0E+06   

62 Cm-242 2.0E+06   

63 Cm-243 2.0E+06   

64 Cm-244 2.0E+06  
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変 更 前 変 更 後 変 更 理 由 

7-3. 評価結果 

 

（中略） 

 

7-3-1. 評価に使用する海水中濃度 

 

（中略） 

 

表 7-3-2 評価に使用する海水中濃度（K4 タンク群の核種組成によるソースターム） 

対象 

核種 

年間放出

量 

（Bq) 

評価に使用する海水中濃度 

（10km×10km 圏内） 

最下層平均濃度 

（Bq/L) 

H-3 2.2E+13 6.0E-02 

C-14 1.7E+09 4.7E-06 

Mn-54 7.8E+05 2.1E-09 

Fe-59 2.0E+06 5.4E-09 

Co-58 9.3E+05 2.5E-09 

Co-60 5.1E+07 1.4E-07 

Ni-63 2.5E+08 6.9E-07 

Zn-65 1.7E+06 4.7E-09 

Rb-86 2.2E+07 6.0E-08 

Sr-89 1.2E+07 3.2E-08 

Sr-90 2.5E+07 6.9E-08 

Y-90 2.5E+07 6.9E-08 

Y-91 2.5E+08 6.9E-07 

Nb-95 1.2E+06 3.2E-09 

Tc-99 8.1E+07 2.2E-07 

Ru-103 1.2E+06 3.2E-09 

Ru-106 1.9E+08 5.1E-07 

Rh-103m 1.2E+06 3.2E-09 

Rh-106 1.9E+08 5.1E-07 

Ag-110m 6.5E+05 1.8E-09 

Cd-113m 2.1E+06 5.7E-09 

Cd-115m 7.4E+07 2.0E-07 

Sn-119m 2.0E+07 5.4E-08 

Sn-123 1.4E+08 3.8E-07 

Sn-126 3.1E+06 8.5E-09 

Sb-124 1.1E+06 3.0E-09 

Sb-125 3.8E+07 1.0E-07 

Te-123m 1.1E+06 2.9E-09 

Te-125m 3.8E+07 1.0E-07 

Te-127 3.7E+07 1.0E-07 

Te-127m 3.7E+07 1.0E-07 

Te-129 9.4E+06 2.6E-08 

7-3. 評価結果 

 

（中略） 

 

7-3-1. 評価に使用する海水中濃度 

 

（中略） 

 

表 7-3-2 評価に使用する海水中濃度（K4 タンク群の核種組成によるソースターム） 

対象 

核種 

年間放出

量 

（Bq) 

評価に使用する海水中濃度 

（10km×10km 圏内） 

最下層平均濃度 

（Bq/L) 

H-3 2.2E+13 6.0E-02 

C-14 2.4E+09 6.4E-06 

Mn-54 1.3E+04 3.6E-11 

Fe-55 3.3E+08 9.0E-07 

Co-60 3.5E+07 9.4E-08 

Ni-63 3.3E+08 9.0E-07 

Se-79 2.4E+08 6.4E-07 

Sr-90 3.0E+07 8.1E-08 

Y-90 3.0E+07 8.1E-08 

Tc-99 1.1E+08 3.0E-07 

Ru-106 6.6E+06 1.8E-08 

Sb-125 1.4E+07 3.7E-08 

Te-125m 1.4E+07 3.7E-08 

I-129 3.3E+08 9.0E-07 

Cs-134 1.2E+06 3.2E-09 

Cs-137 5.8E+07 1.6E-07 

Ce-144 8.3E+04 2.3E-10 

Pm-147 7.1E+06 1.9E-08 

Sm-151 1.4E+05 3.7E-10 

Eu-154 1.2E+06 3.3E-09 

Eu-155 2.4E+06 6.4E-09 

U-234 9.9E+04 2.7E-10 

U-238 9.9E+04 2.7E-10 

Np-237 9.9E+04 2.7E-10 

Pu-238 9.4E+04 2.6E-10 

Pu-239 9.9E+04 2.7E-10 

Pu-240 9.9E+04 2.7E-10 

Pu-241 3.5E+06 9.4E-09 

Am-241 9.7E+04 2.7E-10 

Cm-244 8.0E+04 2.2E-10 

対象とする被ばく評価 環境防護 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

測定・評価対象核種の選定に伴

う記載の適正化 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

測定・評価対象核種の選定に伴

う記載の適正化 
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変 更 前 変 更 後 変 更 理 由 

Te-129m 3.7E+07 1.0E-07 

I-129 2.4E+08 6.6E-07 

Cs-134 5.2E+06 1.4E-08 

Cs-135 2.9E+02 7.9E-13 

Cs-136 3.5E+06 9.5E-09 

Cs-137 4.9E+07 1.3E-07 

Ba-137m 4.9E+07 1.3E-07 

Ba-140 1.1E+07 3.0E-08 

Ce-141 2.9E+06 7.9E-09 

Ce-144 7.3E+06 2.0E-08 

Pr-144 7.3E+06 2.0E-08 

Pr-144m 7.3E+06 2.0E-08 

Pm-146 1.1E+07 3.1E-08 

Pm-147 2.2E+07 6.0E-08 

Pm-148 5.8E+07 1.6E-07 

Pm-148m 9.7E+05 2.7E-09 

Sm-151 1.0E+05 2.8E-10 

Eu-152 3.2E+06 8.8E-09 

Eu-154 1.4E+06 3.8E-09 

Eu-155 3.8E+06 1.0E-08 

Gd-153 3.7E+06 1.0E-08 

Tb-160 3.2E+06 8.8E-09 

Pu-238 7.3E+04 2.0E-10 

Pu-239 7.3E+04 2.0E-10 

Pu-240 7.3E+04 2.0E-10 

Pu-241 3.2E+06 8.8E-09 

Am-241 7.3E+04 2.0E-10 

Am-242m 4.5E+03 1.2E-11 

Am-243 7.3E+04 2.0E-10 

Cm-242 7.3E+04 2.0E-10 

Cm-243 7.3E+04 2.0E-10 

Cm-244 7.3E+04 2.0E-10 

対象とする被ばく評価 環境防護 
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変 更 前 変 更 後 変 更 理 由 

表 7-3-3 評価に使用する海水中濃度（J1-C タンク群の核種組成によるソースターム） 

対象 

核種 

年間放出

量 

（Bq) 

評価に使用する海水中濃度 

（10km×10km 圏内） 

最下層平均濃度 

（Bq/L) 

H-3 2.2E+13 6.0E-02 

C-14 4.8E+08 1.3E-06 

Mn-54 1.0E+06 2.8E-09 

Fe-59 2.3E+06 6.4E-09 

Co-58 1.1E+06 3.0E-09 

Co-60 8.9E+06 2.4E-08 

Ni-63 2.3E+08 6.2E-07 

Zn-65 2.5E+06 6.9E-09 

Rb-86 1.3E+07 3.7E-08 

Sr-89 1.4E+06 4.0E-09 

Sr-90 9.7E+05 2.6E-09 

Y-90 9.7E+05 2.6E-09 

Y-91 4.6E+08 1.2E-06 

Nb-95 1.3E+06 3.7E-09 

Tc-99 3.2E+07 8.8E-08 

Ru-103 1.4E+06 3.9E-09 

Ru-106 3.8E+07 1.0E-07 

Rh-103m 1.4E+06 3.9E-09 

Rh-106 3.8E+07 1.0E-07 

Ag-110m 1.2E+06 3.1E-09 

Cd-113m 2.3E+06 6.2E-09 

Cd-115m 7.2E+07 2.0E-07 

Sn-119m 1.1E+09 3.1E-06 

Sn-123 1.8E+08 4.8E-07 

Sn-126 7.8E+06 2.1E-08 

Sb-124 2.6E+06 7.1E-09 

Sb-125 6.2E+06 1.7E-08 

Te-123m 2.5E+06 6.7E-09 

Te-125m 6.2E+06 1.7E-08 

Te-127 1.3E+08 3.4E-07 

Te-127m 1.3E+08 3.6E-07 

Te-129 1.7E+07 4.5E-08 

Te-129m 3.8E+07 1.0E-07 

I-129 3.2E+07 8.8E-08 

Cs-134 2.0E+06 5.6E-09 

Cs-135 3.2E+01 8.8E-14 

Cs-136 1.3E+06 3.4E-09 

Cs-137 5.1E+06 1.4E-08 

表 7-3-3 評価に使用する海水中濃度（J1-C タンク群の核種組成によるソースターム） 

対象 

核種 

年間放出

量 

（Bq) 

評価に使用する海水中濃度 

（10km×10km 圏内） 

最下層平均濃度 

（Bq/L) 

H-3 2.2E+13 6.0E-02 

C-14 5.5E+08 1.5E-06 

Mn-54 1.6E+05 4.4E-10 

Fe-55 7.3E+07 2.0E-07 

Co-60 7.3E+06 2.0E-08 

Ni-63 2.5E+08 6.9E-07 

Se-79 4.6E+07 1.3E-07 

Sr-90 1.0E+06 2.8E-09 

Y-90 1.0E+06 2.8E-09 

Tc-99 3.7E+07 1.0E-07 

Ru-106 8.3E+06 2.3E-08 

Sb-125 3.7E+06 1.0E-08 

Te-125m 3.7E+06 1.0E-08 

I-129 3.7E+07 1.0E-07 

Cs-134 1.0E+06 2.8E-09 

Cs-137 5.2E+06 1.4E-08 

Ce-144 2.0E+06 5.3E-09 

Pm-147 1.3E+07 3.5E-08 

Sm-151 3.4E+05 9.2E-10 

Eu-154 2.9E+06 7.8E-09 

Eu-155 7.3E+06 2.0E-08 

U-234 9.8E+05 2.7E-09 

U-238 9.8E+05 2.7E-09 

Np-237 9.8E+05 2.7E-09 

Pu-238 9.8E+05 2.7E-09 

Pu-239 9.8E+05 2.7E-09 

Pu-240 9.8E+05 2.7E-09 

Pu-241 3.4E+07 9.2E-08 

Am-241 9.8E+05 2.7E-09 

Cm-244 9.2E+05 2.5E-09 

対象とする被ばく評価 環境防護 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

測定・評価対象核種の選定に伴

う記載の適正化 
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変 更 前 変 更 後 変 更 理 由 

Ba-137m 5.1E+06 1.4E-08 

Ba-140 5.4E+06 1.5E-08 

Ce-141 7.0E+06 1.9E-08 

Ce-144 1.5E+07 4.2E-08 

Pr-144 1.5E+07 4.2E-08 

Pr-144m 1.5E+07 4.2E-08 

Pm-146 1.8E+06 4.9E-09 

Pm-147 2.1E+07 5.9E-08 

Pm-148 6.2E+06 1.7E-08 

Pm-148m 1.3E+06 3.5E-09 

Sm-151 3.0E+05 8.0E-10 

Eu-152 7.5E+06 2.0E-08 

Eu-154 3.0E+06 8.0E-09 

Eu-155 9.1E+06 2.5E-08 

Gd-153 7.0E+06 1.9E-08 

Tb-160 3.8E+06 1.0E-08 

Pu-238 8.9E+05 2.4E-09 

Pu-239 8.9E+05 2.4E-09 

Pu-240 8.9E+05 2.4E-09 

Pu-241 3.2E+07 8.8E-08 

Am-241 8.9E+05 2.4E-09 

Am-242m 1.6E+04 4.3E-11 

Am-243 8.9E+05 2.4E-09 

Cm-242 8.9E+05 2.4E-09 

Cm-243 8.9E+05 2.4E-09 

Cm-244 8.9E+05 2.4E-09 

対象とする被ばく評価 環境防護 
 

測定・評価対象核種の選定に伴

う記載の適正化 
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変 更 前 変 更 後 変 更 理 由 

表 7-3-4 評価に使用する海水中濃度（J1-G タンク群の核種組成によるソースターム） 

対象 

核種 

年間放出

量 

（Bq) 

評価に使用する海水中濃度 

（10km×10km 圏内） 

最下層平均濃度 

（Bq/L) 

H-3 2.2E+13 6.0E-02 

C-14 1.3E+09 3.6E-06 

Mn-54 3.1E+06 8.4E-09 

Fe-59 5.9E+06 1.6E-08 

Co-58 3.0E+06 8.2E-09 

Co-60 1.9E+07 5.1E-08 

Ni-63 7.2E+08 2.0E-06 

Zn-65 6.5E+06 1.8E-08 

Rb-86 3.8E+07 1.0E-07 

Sr-89 3.7E+06 1.0E-08 

Sr-90 2.6E+06 7.1E-09 

Y-90 2.6E+06 7.1E-09 

Y-91 9.8E+08 2.7E-06 

Nb-95 3.8E+06 1.0E-08 

Tc-99 1.1E+08 2.9E-07 

Ru-103 4.2E+06 1.1E-08 

Ru-106 3.9E+07 1.1E-07 

Rh-103m 4.2E+06 1.1E-08 

Rh-106 3.9E+07 1.1E-07 

Ag-110m 3.3E+06 8.9E-09 

Cd-113m 7.0E+06 1.9E-08 

Cd-115m 1.9E+08 5.1E-07 

Sn-119m 3.3E+09 8.9E-06 

Sn-123 5.1E+08 1.4E-06 

Sn-126 1.2E+07 3.3E-08 

Sb-124 6.8E+06 1.9E-08 

Sb-125 1.1E+07 3.1E-08 

Te-123m 5.5E+06 1.5E-08 

Te-125m 1.1E+07 3.1E-08 

Te-127 3.5E+08 9.6E-07 

Te-127m 3.7E+08 1.0E-06 

Te-129 4.8E+07 1.3E-07 

Te-129m 9.8E+07 2.7E-07 

I-129 2.7E+07 7.3E-08 

Cs-134 5.5E+06 1.5E-08 

Cs-135 1.7E+02 4.7E-13 

Cs-136 2.9E+06 8.0E-09 

Cs-137 2.7E+07 7.3E-08 

表 7-3-4 評価に使用する海水中濃度（J1-G タンク群の核種組成によるソースターム） 

対象 

核種 

年間放出

量 

（Bq) 

評価に使用する海水中濃度 

（10km×10km 圏内） 

最下層平均濃度 

（Bq/L) 

H-3 2.2E+13 6.0E-02 

C-14 1.5E+09 4.0E-06 

Mn-54 5.0E+05 1.4E-09 

Fe-55 2.2E+08 6.0E-07 

Co-60 1.6E+07 4.3E-08 

Ni-63 8.0E+08 2.2E-06 

Se-79 1.4E+08 3.8E-07 

Sr-90 2.8E+06 7.5E-09 

Y-90 2.8E+06 7.5E-09 

Tc-99 1.2E+08 3.3E-07 

Ru-106 8.6E+06 2.4E-08 

Sb-125 6.9E+06 1.9E-08 

Te-125m 6.9E+06 1.9E-08 

I-129 3.0E+07 8.3E-08 

Cs-134 2.8E+06 7.5E-09 

Cs-137 2.8E+07 7.8E-08 

Ce-144 6.0E+06 1.6E-08 

Pm-147 3.5E+07 9.5E-08 

Sm-151 9.0E+05 2.5E-09 

Eu-154 7.7E+06 2.1E-08 

Eu-155 1.1E+07 3.0E-08 

U-234 2.6E+06 7.0E-09 

U-238 2.6E+06 7.0E-09 

Np-237 2.6E+06 7.0E-09 

Pu-238 2.5E+06 6.8E-09 

Pu-239 2.6E+06 7.0E-09 

Pu-240 2.6E+06 7.0E-09 

Pu-241 8.2E+07 2.2E-07 

Am-241 2.6E+06 7.0E-09 

Cm-244 2.4E+06 6.5E-09 

対象とする被ばく評価 環境防護 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

測定・評価対象核種の選定に伴

う記載の適正化 
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変 更 前 変 更 後 変 更 理 由 

Ba-137m 2.7E+07 7.3E-08 

Ba-140 1.4E+07 3.8E-08 

Ce-141 9.8E+06 2.7E-08 

Ce-144 4.5E+07 1.2E-07 

Pr-144 4.5E+07 1.2E-07 

Pr-144m 4.5E+07 1.2E-07 

Pm-146 5.1E+06 1.4E-08 

Pm-147 5.9E+07 1.6E-07 

Pm-148 3.7E+07 1.0E-07 

Pm-148m 3.3E+06 9.1E-09 

Sm-151 8.1E+05 2.2E-09 

Eu-152 1.5E+07 4.2E-08 

Eu-154 8.1E+06 2.2E-08 

Eu-155 1.5E+07 4.0E-08 

Gd-153 1.5E+07 4.2E-08 

Tb-160 1.1E+07 3.1E-08 

Pu-238 2.3E+06 6.2E-09 

Pu-239 2.3E+06 6.2E-09 

Pu-240 2.3E+06 6.2E-09 

Pu-241 8.1E+07 2.2E-07 

Am-241 2.3E+06 6.2E-09 

Am-242m 4.2E+04 1.1E-10 

Am-243 2.3E+06 6.2E-09 

Cm-242 2.3E+06 6.2E-09 

Cm-243 2.3E+06 6.2E-09 

Cm-244 2.3E+06 6.2E-09 

対象とする被ばく評価 環境防護 
 

測定・評価対象核種の選定に伴

う記載の適正化 
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変 更 前 変 更 後 変 更 理 由 

7-3-2. 被ばく評価結果 

標準動植物に対する被ばく評価の結果は表 7-3-5 のとおり。いずれの結果も、誘導考慮参考レベルの

下限値と比べて 10,000 分の１以下の低い線量率であった。 

 

表 7-3-5 環境防護に関する評価結果 

評価 

ケース 

実測値によるソースターム 

i. K4 タンク群 ii. J1-C タンク群 iii. J1-G タンク群 

被ばく 

（ｍGy/日） 

扁平魚 2E-05 2E-05 6E-05 

カニ 2E-05 2E-05 6E-05 

褐藻 2E-05 2E-05 6E-05 

誘導考慮参考レベル(DCRL) [29] 

  扁平魚：1-10 mGy/日  カニ：10-100mGy/日  褐藻：1-10mGy/日 
 

7-3-2. 被ばく評価結果 

標準動植物に対する被ばく評価の結果は表 7-3-5 のとおり。いずれの結果も、誘導考慮参考レベルの

下限値と比べて 100 万分の１以下の低い線量率であった。 

 

表 7-3-5 環境防護に関する評価結果 

評価 

ケース 

実測値によるソースターム 

i. K4 タンク群 ii. J1-C タンク群 iii. J1-G タンク群 

被ばく 

（ｍGy/日） 

扁平魚 6E-07 3E-07 7E-07 

カニ 7E-07 3E-07 7E-07 

褐藻 7E-07 3E-07 8E-07 

誘導考慮参考レベル(DCRL) [33] 

  扁平魚：1-10 mGy/日  カニ：10-100mGy/日  褐藻：1-10mGy/日 
 

 

 

測定・評価対象核種の選定に伴

う記載の適正化 
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変 更 前 変 更 後 変 更 理 由 

8. 評価に係る不確かさに関する考察 

 

（中略） 

 

8-1. ソースタームの選択に含まれる不確かさ 

ソースタームの不確かさとして、以下の項目が挙げられる。 

 

8-1-1. 核種組成の不確かさ（認識的不確かさ） 

 

（中略） 

 

一方で、３つのソースタームによる被ばく評価値のうち、K4タンク群によるソースタームと J1-Ｇタ

ンク群によるソースタームの間には、５倍程度の差がみられている。トリチウム濃度の差は大きくない

ことから、この差は主に核種組成の違いによるものであるが、評価においては、短半減期核種も含め、

不検出核種も検出下限値で含まれているものとして保守的に評価しており、添付 IX「実測値によるソー

スタームにおける不検出核種の寄与について」に示したとおり、被ばく評価値の 7割以上は不検出核種

による寄与であるから、ソースタームの不確かさの原因は、主に不検出核種の検出下限値の違いによる

部分が大きいと考えられる。 

一方、３つのタンクの核種組成は、告示濃度比総和が 0.3 前後であり、最も被ばく評価値が大きい J1-

G タンク群の核種組成の告示濃度比総和は 0.22 である。放出管理上の制限値が告示濃度比総和 1 未満

であるので、告示濃度比総和が１に近い ALPS 処理水を放出する場合、被ばくは 4～5倍程度となる可能

性がある。 

また、ALPS 処理水のトリチウム濃度が低い場合、逆に排水量は増えるためトリチウム以外の核種の放

出量が増えて被ばくが増える、といったトリチウム濃度による不確かさがあるが、排水量にも最大で

500m3/日という制約があり、年間排水量は 1.5E+08L（設備利用率 80%）と、K4 タンク群（年間排水量

1.2E+08L）の 1.25 倍、J1-G タンク群（年間排水量 8.1E+07L）の 2倍程度に過ぎない。 

 

 

8-1-2. 分析の不確かさ（偶然的不確かさ） 

ソースタームの設定に使用した３つのタンク群の核種組成は、分析の不確かさを含んでいる。分析の

不確かさによる被ばく評価値への影響を確認するため、J1-C タンク群の分析結果で求めた拡張不確か

さを、被ばく評価値の大きな J1-G タンク群の測定結果に適用し、通常時の被ばく評価を行った。J1-G

タンク群の核種組成に拡張不確かさを考慮した核種組成を表 8-1、設定したソースタームおよび評価に

使用した海水濃度を表 8-2、被ばく評価結果を表 8-3 に示す。 

 

（中略） 

 

8-1-3. ソースタームの不確かさのまとめ 

ソースタームの不確かさについて、タンク群の核種組成による差が J1-G タンク群によるソースター

ムを中心として±5倍程度あり、さらに分析の不確かさが±1.5 倍程度はあると考えられる。 

8. 評価に係る不確かさに関する考察 

 

（中略） 

 

8-1. ソースタームの選択に含まれる不確かさ 

ソースタームの不確かさとして、以下の項目が挙げられる。 

 

8-1-1. 核種組成の不確かさ（認識的不確かさ） 

 

（中略） 

 

一方で、今回対象核種の見直しを行った結果、不検出核種による被ばく評価値への影響は小さくな

った。３つのソースタームによる被ばく評価値のうち、K4タンク群によるソースタームと J1-C タンク

群によるソースタームの間には、5倍程度の差がみられているが、これはトリチウム濃度の差により

ALPS 処理水の放出水量が K4 タンク群の方が約 5倍多いことが理由として考えられる。一方、トリチウ

ム濃度の差が小さい K4タンク群によるソースタームと J1-G タンク群のソースタームの間では、被ば

く評価値の差は 3倍程度と小さい。トリチウム濃度の差は 1.7 倍程度であることから、核種組成の違

いによる差も 1.7 倍程度あるが、核種組成の違いによる差は小さくなっている。 

３つのタンクの核種組成は、告示濃度比総和が 0.1～0.3 程度であり、最も被ばく評価値が大きい K4

タンク群の核種組成の告示濃度比総和は 0.26 である。放出管理上の制限値が告示濃度比総和 1未満で

あるので、告示濃度比総和が１に近い ALPS 処理水を放出する場合、被ばくは 3～4倍程度となる可能

性がある。 

また、ALPS 処理水のトリチウム濃度が低い場合、逆に排水量は増えるためトリチウム以外の核種の

放出量が増えて被ばくが増える、といったトリチウム濃度による不確かさがあるが、排水量にも最大

で 500m3/日という設備上の制約があり、トリチウム濃度が低い場合でも年間排水量は最大 1.5E+08L

（設備利用率 80%）と、K4 タンク群（年間排水量 1.6E+08L）と同程度、J1-G タンク群（年間排水量

9.2E+07L）の 2倍程度に過ぎない。 

 

8-1-2. 分析の不確かさ（偶然的不確かさ） 

ソースタームの設定に使用した３つのタンク群の核種組成は、分析の不確かさを含んでいる。分析の

不確かさによる被ばく評価値への影響を確認するため、J1-C タンク群の分析結果で求めた拡張不確か

さを、被ばく評価値の大きな K4 タンク群の測定結果に適用し、通常時の被ばく評価を行った。K4 タン

ク群の核種組成に拡張不確かさを考慮した核種組成を表 8-1、設定したソースタームおよび評価に使用

した海水濃度を表 8-2、被ばく評価結果を表 8-3 に示す。 

 

（中略） 

 

8-1-3. ソースタームの不確かさのまとめ 

ソースタームの不確かさについて、タンク群の核種組成による差が J1-G タンク群によるソースター

ムを中心として±2～3倍程度、トリチウム濃度による不確かさが 2倍程度あり、さらに分析の不確かさ

が±1.5 倍程度はあると考えられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

測定・評価対象核種の見直しに

伴う記載の適正化 
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変 更 前 変 更 後 変 更 理 由 

表 8-1 J1-G タンク群の核種組成に検出の不確かさを考慮した核種組成 

対象 

核種 

告示濃度限度

（Bq/L) 

J1-G タンク群の 

核種組成 

（Bq/L) 

拡張不確かさを考

慮した J1-G タンク

群の核種組成

（Bq/L） 

告示濃度比 

H-3 6.0E+04 2.7E+05 2.7E+05 － 

C-14 2.0E+03 1.6E+01 2.0E+01 1.0E-02 

Mn-54 1.0E+03 3.8E-02 6.4E-02 6.4E-05 

Fe-59 4.0E+02 7.2E-02 1.2E-01 3.0E-04 

Co-58 1.0E+03 3.7E-02 6.2E-02 6.2E-05 

Co-60 2.0E+02 2.3E-01 2.7E-01 1.4E-03 

Ni-63 6.0E+03 8.8E+00 9.2E+00 1.5E-03 

Zn-65 2.0E+02 8.0E-02 1.3E-01 6.7E-04 

Rb-86 3.0E+02 4.7E-01 7.9E-01 2.6E-03 

Sr-89 3.0E+02 4.5E-02 5.3E-02 1.8E-04 

Sr-90 3.0E+01 3.2E-02 4.2E-02 1.4E-03 

Y-90 3.0E+02 3.2E-02 4.2E-02 1.4E-04 

Y-91 3.0E+02 1.2E+01 2.0E+01 6.6E-02 

Nb-95 1.0E+03 4.7E-02 7.9E-02 7.9E-05 

Tc-99 1.0E+03 1.3E+00 1.3E+00 1.3E-03 

Ru-103 1.0E+03 5.1E-02 8.6E-02 8.6E-05 

Ru-106 1.0E+02 4.8E-01 6.1E-01 6.1E-03 

Rh-103m 2.0E+05 5.1E-02 8.6E-02 4.3E-07 

Rh-106 3.0E+05 4.8E-01 6.1E-01 2.0E-06 

Ag-110m 3.0E+02 4.0E-02 6.7E-02 2.2E-04 

Cd-113m 4.0E+01 8.6E-02 9.0E-02 2.2E-03 

Cd-115m 3.0E+02 2.3E+00 4.5E+00 1.5E-02 

Sn-119m 2.0E+03 4.0E+01 6.7E+01 3.4E-02 

Sn-123 4.0E+02 6.3E+00 1.1E+01 2.6E-02 

Sn-126 2.0E+02 1.5E-01 2.5E-01 1.3E-03 

Sb-124 3.0E+02 8.4E-02 1.4E-01 4.7E-04 

Sb-125 8.0E+02 1.4E-01 2.0E-01 2.5E-04 

Te-123m 6.0E+02 6.7E-02 1.1E-01 1.9E-04 

Te-125m 9.0E+02 1.4E-01 2.0E-01 2.2E-04 

Te-127 5.0E+03 4.3E+00 7.5E+00 1.5E-03 

Te-127m 3.0E+02 4.5E+00 7.9E+00 2.6E-02 

Te-129 1.0E+04 5.9E-01 1.0E+00 1.0E-04 

Te-129m 3.0E+02 1.2E+00 2.1E+00 7.1E-03 

I-129 9.0E+00 3.3E-01 3.8E-01 4.2E-02 

Cs-134 6.0E+01 6.7E-02 1.1E-01 1.9E-03 

表 8-1 K4 タンク群の核種組成に分析の不確かさを考慮した核種組成 

対象 

核種 

告示濃度限度

（Bq/L) 

K4 タンク群の 

核種組成 

（Bq/L) 

拡張不確かさを考

慮した K4タンク群

の核種組成

（Bq/L） 

告示濃度比 

H-3 6.0E+04 1.4E+05 1.4E+05 － 

C-14 2.0E+03 1.5E+01 1.9E+01 9.4E-03 

Mn-54 1.0E+03 8.5E-05 1.4E-04 1.4E-07 

Fe-55 2.0E+03 2.1E+00 3.6E+00 1.8E-03 

Co-60 2.0E+02 2.2E-01 2.6E-01 1.3E-03 

Ni-63 6.0E+03 2.1E+00 2.2E+00 3.7E-04 

Se-79 2.0E+02 1.5E+00 2.5E+00 1.2E-02 

Sr-90 3.0E+01 1.9E-01 2.5E-01 8.3E-03 

Y-90 3.0E+02 1.9E-01 2.5E-01 8.3E-04 

Tc-99 1.0E+03 7.0E-01 7.1E-01 7.1E-04 

Ru-106 1.0E+02 4.2E-02 5.3E-02 5.3E-04 

Sb-125 8.0E+02 8.6E-02 1.2E-01 1.5E-04 

Te-125m 9.0E+02 8.6E-02 1.2E-01 1.4E-04 

I-129 9.0E+00 2.1E+00 2.4E+00 2.7E-01 

Cs-134 6.0E+01 7.4E-03 1.2E-02 2.1E-04 

Cs-137 9.0E+01 3.7E-01 4.5E-01 5.0E-03 

Ce-144 2.0E+02 5.3E-04 9.0E-04 4.5E-06 

Pm-147 3.0E+03 4.5E-02 7.7E-02 2.6E-05 

Sm-151 8.0E+03 8.6E-04 1.5E-03 1.8E-07 

Eu-154 4.0E+02 7.8E-03 1.3E-02 3.3E-05 

Eu-155 3.0E+03 1.5E-02 2.5E-02 8.4E-06 

U-234 2.0E+01 6.3E-04 7.5E-04 3.8E-05 

U-238 2.0E+01 6.3E-04 7.5E-04 3.8E-05 

Np-237 9.0E+00 6.3E-04 7.5E-04 8.4E-05 

Pu-238 4.0E+00 6.0E-04 7.2E-04 1.8E-04 

Pu-239 4.0E+00 6.3E-04 7.5E-04 1.9E-04 

Pu-240 4.0E+00 6.3E-04 7.5E-04 1.9E-04 

Pu-241 2.0E+02 2.2E-02 2.6E-02 1.3E-04 

Am-241 5.0E+00 6.2E-04 7.4E-04 1.5E-04 

Cm-244 7.0E+00 5.1E-04 6.1E-04 8.7E-05 

告示濃度比総和 3.1E-01 
 

測定・評価対象核種の見直しに

伴う記載の適正化 
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変 更 前 変 更 後 変 更 理 由 

Cs-135 6.0E+02 2.1E-06 2.6E-06 4.3E-09 

Cs-136 3.0E+02 3.6E-02 6.1E-02 2.0E-04 

Cs-137 9.0E+01 3.3E-01 4.0E-01 4.5E-03 

Ba-137m 8.0E+05 3.3E-01 4.0E-01 5.0E-07 

Ba-140 3.0E+02 1.7E-01 2.9E-01 9.6E-04 

Ce-141 1.0E+03 1.2E-01 2.0E-01 2.0E-04 

Ce-144 2.0E+02 5.5E-01 9.4E-01 4.7E-03 

Pr-144 2.0E+04 5.5E-01 9.4E-01 4.7E-05 

Pr-144m 4.0E+04 5.5E-01 9.4E-01 2.3E-05 

Pm-146 9.0E+02 6.3E-02 1.1E-01 1.2E-04 

Pm-147 3.0E+03 7.2E-01 1.2E+00 4.1E-04 

Pm-148 3.0E+02 4.5E-01 7.6E-01 2.5E-03 

Pm-148m 5.0E+02 4.1E-02 6.9E-02 1.4E-04 

Sm-151 8.0E+03 1.0E-02 1.7E-02 2.1E-06 

Eu-152 6.0E+02 1.9E-01 3.2E-01 5.3E-04 

Eu-154 4.0E+02 1.0E-01 1.7E-01 4.3E-04 

Eu-155 3.0E+03 1.8E-01 3.0E-01 1.0E-04 

Gd-153 3.0E+03 1.9E-01 3.2E-01 1.1E-04 

Tb-160 5.0E+02 1.4E-01 2.4E-01 4.7E-04 

Pu-238 4.0E+00 2.8E-02 3.3E-02 8.4E-03 

Pu-239 4.0E+00 2.8E-02 3.3E-02 8.4E-03 

Pu-240 4.0E+00 2.8E-02 3.3E-02 8.4E-03 

Pu-241 2.0E+02 1.0E+00 1.2E+00 6.0E-03 

Am-241 5.0E+00 2.8E-02 3.3E-02 6.7E-03 

Am-242m 5.0E+00 5.1E-04 6.1E-04 1.2E-04 

Am-243 5.0E+00 2.8E-02 3.3E-02 6.7E-03 

Cm-242 6.0E+01 2.8E-02 3.3E-02 5.6E-04 

Cm-243 6.0E+00 2.8E-02 3.3E-02 5.6E-03 

Cm-244 7.0E+00 2.8E-02 3.3E-02 4.8E-03 

告示濃度比総和 3.2E-01 
 

測定・評価対象核種の選定に伴

う記載の適正化 
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変 更 前 変 更 後 変 更 理 由 

表 8-2 評価に使用する海水濃度（J1-G タンク群の核種組成に検出の不確かさを考慮した核種組成によ

るソースターム） 

対象 

核種 

ソースター

ム（年間放

出量） 

（Bq) 

評価に使用する海水濃度（Bq/L) 

10km×10km 圏内 

全層平均 

10km×10km 圏内 

最上層平均 

砂浜評価地点 

全層平均 

H-3 2.2E+13 5.6E-02 1.2E-01 9.0E-01 

C-14 6.1E+08 1.5E-06 3.3E-06 2.5E-05 

Mn-54 1.7E+06 4.4E-09 9.4E-09 7.0E-08 

Fe-59 3.9E+06 1.0E-08 2.1E-08 1.6E-07 

Co-58 1.9E+06 4.7E-09 1.0E-08 7.6E-08 

Co-60 1.0E+07 2.7E-08 5.7E-08 4.3E-07 

Ni-63 2.4E+08 6.1E-07 1.3E-06 9.7E-06 

Zn-65 4.2E+06 1.1E-08 2.3E-08 1.7E-07 

Rb-86 2.3E+07 5.7E-08 1.2E-07 9.2E-07 

Sr-89 1.7E+06 4.4E-09 9.3E-09 7.0E-08 

Sr-90 1.3E+06 3.2E-09 6.9E-09 5.2E-08 

Y-90 1.3E+06 3.2E-09 6.9E-09 5.2E-08 

Y-91 7.5E+08 1.9E-06 4.1E-06 3.1E-05 

Nb-95 2.3E+06 5.7E-09 1.2E-08 9.2E-08 

Tc-99 3.3E+07 8.3E-08 1.8E-07 1.3E-06 

Ru-103 2.4E+06 6.1E-09 1.3E-08 9.8E-08 

Ru-106 4.7E+07 1.2E-07 2.6E-07 1.9E-06 

Rh-103m 2.4E+06 6.1E-09 1.3E-08 9.8E-08 

Rh-106 4.7E+07 1.2E-07 2.6E-07 1.9E-06 

Ag-110m 1.9E+06 4.9E-09 1.1E-08 7.9E-08 

Cd-113m 2.4E+06 6.1E-09 1.3E-08 9.7E-08 

Cd-115m 1.4E+08 3.6E-07 7.8E-07 5.8E-06 

Sn-119m 1.9E+09 4.8E-06 1.0E-05 7.8E-05 

Sn-123 3.0E+08 7.6E-07 1.6E-06 1.2E-05 

Sn-126 1.3E+07 3.3E-08 7.2E-08 5.4E-07 

Sb-124 4.4E+06 1.1E-08 2.4E-08 1.8E-07 

Sb-125 8.9E+06 2.3E-08 4.8E-08 3.6E-07 

Te-123m 4.2E+06 1.1E-08 2.3E-08 1.7E-07 

Te-125m 8.9E+06 2.3E-08 4.8E-08 3.6E-07 

Te-127 2.2E+08 5.6E-07 1.2E-06 9.0E-06 

Te-127m 2.3E+08 5.8E-07 1.3E-06 9.4E-06 

Te-129 6.7E+07 1.7E-07 3.7E-07 2.7E-06 

Te-129m 6.7E+07 1.7E-07 3.7E-07 2.7E-06 

I-129 3.7E+07 9.4E-08 2.0E-07 1.5E-06 

Cs-134 3.4E+06 8.7E-09 1.9E-08 1.4E-07 

Cs-135 3.9E+01 1.0E-13 2.1E-13 1.6E-12 

Cs-136 2.1E+06 5.4E-09 1.2E-08 8.7E-08 

Cs-137 6.2E+06 1.6E-08 3.4E-08 2.5E-07 

表 8-2 評価に使用する海水濃度（K4 タンク群の核種組成に分析の不確かさを考慮した核種組成による

ソースターム） 

対象 

核種 

ソースターム（年

間放出量） 

（Bq) 

評価に使用する海水濃度（Bq/L) 

10km×10km 圏内 

全層平均 

10km×10km 圏内 

最上層平均 

砂浜評価地点 

全層平均 

H-3 2.2E+13 5.6E-02 1.2E-01 8.8E-01 

C-14 3.0E+09 7.5E-06 1.6E-05 1.2E-04 

Mn-54 2.2E+04 5.7E-11 1.2E-10 9.0E-10 

Fe-55 5.6E+08 1.4E-06 3.1E-06 2.2E-05 

Co-60 4.1E+07 1.0E-07 2.2E-07 1.6E-06 

Ni-63 3.4E+08 8.8E-07 1.9E-06 1.4E-05 

Se-79 3.9E+08 1.0E-06 2.1E-06 1.6E-05 

Sr-90 3.9E+07 9.9E-08 2.1E-07 1.6E-06 

Y-90 3.9E+07 9.9E-08 2.1E-07 1.6E-06 

Tc-99 1.1E+08 2.8E-07 6.1E-07 4.5E-06 

Ru-106 8.3E+06 2.1E-08 4.6E-08 3.3E-07 

Sb-125 1.9E+07 4.9E-08 1.1E-07 7.8E-07 

Te-125m 1.9E+07 4.9E-08 1.1E-07 7.8E-07 

I-129 3.8E+08 9.7E-07 2.1E-06 1.5E-05 

Cs-134 2.0E+06 5.0E-09 1.1E-08 7.8E-08 

Cs-137 7.1E+07 1.8E-07 3.9E-07 2.8E-06 

Ce-144 1.4E+05 3.6E-10 7.7E-10 5.7E-09 

Pm-147 1.2E+07 3.1E-08 6.6E-08 4.8E-07 

Sm-151 2.3E+05 5.8E-10 1.3E-09 9.2E-09 

Eu-154 2.1E+06 5.3E-09 1.1E-08 8.3E-08 

Eu-155 4.0E+06 1.0E-08 2.2E-08 1.6E-07 

U-234 1.2E+05 3.0E-10 6.4E-10 4.7E-09 

U-238 1.2E+05 3.0E-10 6.4E-10 4.7E-09 

Np-237 1.2E+05 3.0E-10 6.4E-10 4.7E-09 

Pu-238 1.1E+05 2.9E-10 6.1E-10 4.5E-09 

Pu-239 1.2E+05 3.0E-10 6.4E-10 4.7E-09 

Pu-240 1.2E+05 3.0E-10 6.4E-10 4.7E-09 

Pu-241 4.1E+06 1.1E-08 2.3E-08 1.7E-07 

Am-241 1.2E+05 3.0E-10 6.3E-10 4.7E-09 

Cm-244 9.6E+04 2.4E-10 5.2E-10 3.8E-09 

対象とする 

被ばく評価 

漁網から 

海産物摂取 

海水面から 

船体から 

遊泳中 

海浜砂から 

飲水 

しぶき吸入 
 

測定・評価対象核種の見直しに

伴う記載の適正化 
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変 更 前 変 更 後 変 更 理 由 

Ba-137m 6.2E+06 1.6E-08 3.4E-08 2.5E-07 

Ba-140 9.1E+06 2.3E-08 5.0E-08 3.7E-07 

Ce-141 1.2E+07 3.0E-08 6.4E-08 4.8E-07 

Ce-144 2.6E+07 6.6E-08 1.4E-07 1.1E-06 

Pr-144 2.6E+07 6.6E-08 1.4E-07 1.1E-06 

Pr-144m 2.6E+07 6.6E-08 1.4E-07 1.1E-06 

Pm-146 3.0E+06 7.6E-09 1.6E-08 1.2E-07 

Pm-147 3.6E+07 9.3E-08 2.0E-07 1.5E-06 

Pm-148 1.0E+07 2.7E-08 5.7E-08 4.3E-07 

Pm-148m 2.2E+06 5.5E-09 1.2E-08 8.9E-08 

Sm-151 5.0E+05 1.3E-09 2.7E-09 2.1E-08 

Eu-152 1.3E+07 3.2E-08 6.9E-08 5.2E-07 

Eu-154 5.0E+06 1.3E-08 2.7E-08 2.1E-07 

Eu-155 1.5E+07 3.9E-08 8.3E-08 6.3E-07 

Gd-153 1.2E+07 3.0E-08 6.4E-08 4.8E-07 

Tb-160 6.4E+06 1.6E-08 3.5E-08 2.6E-07 

Pu-238 1.1E+06 2.7E-09 5.8E-09 4.3E-08 

Pu-239 1.1E+06 2.7E-09 5.8E-09 4.3E-08 

Pu-240 1.1E+06 2.7E-09 5.8E-09 4.3E-08 

Pu-241 3.8E+07 9.8E-08 2.1E-07 1.6E-06 

Am-241 1.1E+06 2.7E-09 5.8E-09 4.3E-08 

Am-242m 1.9E+04 4.8E-11 1.0E-10 7.7E-10 

Am-243 1.1E+06 2.7E-09 5.8E-09 4.3E-08 

Cm-242 1.1E+06 2.7E-09 5.8E-09 4.3E-08 

Cm-243 1.1E+06 2.7E-09 5.8E-09 4.3E-08 

Cm-244 1.1E+06 2.7E-09 5.8E-09 4.3E-08 

対象とする 

被ばく評価 

漁網から 

海産物摂取 

海水面から 

船体から 

遊泳中 

海浜砂から 

飲水 

しぶき吸入 
 

測定・評価対象核種の選定に伴

う記載の適正化 
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変 更 前 変 更 後 変 更 理 由 

表 8-3 J1-G タンク群の核種組成に検出の不確かさを考慮した核種組成による 

被ばく評価結果（評価エリア 10km×10km） 

評価 
ケース 

ソース 
ターム 

(1)実測値によるソースターム (2)分析の不確かさ

を考慮したソース

ターム（J1-G） i. K4 タンク群 ii. J1-C タンク群 
iii. J1-G タンク

群 

海産物 
摂取量 

平均的 多い 平均的 多い 平均的 多い 平均的 多い 

外部 
被ばく 
(mSv/
年） 

海水面 6.5E-09 1.7E-08 4.7E-08 8.0E-08 

船体 4.8E-09 1.2E-08 3.3E-08 5.6E-08 

遊泳中 4.5E-09 1.2E-08 3.2E-08 5.6E-08 

海浜砂 7.8E-06 2.1E-05 5.6E-05 9.7E-05 

漁網 1.6E-06 4.3E-06 1.2E-05 2.0E-05 

内部 
被ばく 
(ｍSv/
年) 

飲水 3.3E-07 3.1E-07 3.2E-07 3.3E-07 

しぶき 
吸入 

9.3E-08 2.0E-07 4.0E-07 4.8E-07 

海産物 
摂取 

1.5E-05 6.1E-05 2.8E-05 1.1E-04 7.9E-05 3.0E-04 1.3E-04 5.0E-04 

合計 
（mSv/年） 

3E-05 7E-05 5E-05 1E-04 1E-04 4E-04 2E-04 6E-04 

 

表 8-3 K4 タンク群の核種組成に分析の不確かさを考慮した核種組成による 

被ばく評価結果（評価エリア 10km×10km） 

評価 
ケース 

ソース 
ターム 

(1)実測値によるソースターム (2)分析の不確かさ

を考慮したソース

ターム（K4） i. K4 タンク群 ii. J1-C タンク群 
iii. J1-G タンク

群 

海産物 
摂取量 

平均的 多い 平均的 多い 平均的 多い 平均的 多い 

外部 
被ばく 
(mSv/
年） 

海水面 4.6E-10 1.7E-10 3.7E-10 5.7E-10 

船体 4.9E-10 1.8E-10 3.7E-10 6.0E-10 

遊泳中 3.2E-10 1.2E-10 2.5E-10 3.9E-10 

海浜砂 5.4E-07 2.0E-07 4.3E-07 6.7E-07 

漁網 1.1E-07 3.9E-08 8.3E-08 1.3E-07 

内部 
被ばく 
(ｍSv/
年) 

飲水 3.4E-07 3.1E-07 3.1E-07 3.4E-07 

しぶき 
吸入 

9.2E-08 1.9E-07 3.8E-07 9.6E-08 

海産物 
摂取 

6.9E-06 3.1E-05 1.2E-06 5.5E-06 2.6E-06 1.1E-05 8.7E-06 3.9E-05 

合計 
（mSv/年） 

8E-06 3E-05 2E-06 6E-06 4E-06 1E-05 1E-05 4E-05 

 

測定・評価対象核種の選定に伴

う記載の適正化 
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変 更 前 変 更 後 変 更 理 由 

表 8-4 J1-G タンク群の核種組成に検出の不確かさを考慮した核種組成による 

年齢別の内部被ばく評価結果（評価エリア 10km×10km） 

評価 
ケース 

ソース 
ターム 

（１）実測値によるソースターム (2)分析の不確かさ

を考慮したソース

ターム（J1-G） i. K4 タンク群 ii. J1-C タンク群 
iii. J1-G タンク

群 

海産物 
摂取量 

平均的 多い 平均的 多い 平均的 多い 平均的 多い 

飲水に
よる 

内部被
ばく 

（ｍSv/
年） 

成人 3.3E-07 3.1E-07 3.2E-07 3.2E-07 

幼児 5.7E-07 5.4E-07 5.5E-07 5.7E-07 

乳児 － － － － 

水しぶ
きの吸
入によ
る 

内部被
ばく 

（ｍSv/
年） 

成人 9.3E-08 2.0E-07 4.0E-07 4.7E-07 

幼児 6.2E-08 1.1E-07 2.2E-07 2.5E-07 

乳児 4.0E-08 6.5E-08 1.2E-07 1.3E-07 

海産物
摂取に
よる 

内部被
ばく 

（ｍSv/
年） 

成人 1.5E-05 6.1E-05 2.8E-05 1.1E-04 7.9E-05 3.0E-04 1.3E-04 5.0E-04 

幼児 2.4E-05 9.4E-05 5.1E-05 2.0E-04 1.5E-04 5.6E-04 2.4E-04 9.4E-04 

乳児 2.9E-05 1.1E-04 6.7E-05 2.5E-04 1.9E-04 7.1E-04 3.2E-04 1.2E-03 

 

表 8-4 K4 タンク群の核種組成に分析の不確かさを考慮した核種組成による 

年齢別の内部被ばく評価結果（評価エリア 10km×10km） 

評価 
ケース 

ソース 
ターム 

（１）実測値によるソースターム (2)分析の不確かさ

を考慮したソース

ターム（K4） i. K4 タンク群 ii. J1-C タンク群 
iii. J1-G タンク

群 

海産物 
摂取量 

平均的 多い 平均的 多い 平均的 多い 平均的 多い 

飲水に
よる 
内部被
ばく 

（ｍSv/
年） 

成人 3.4E-07 3.1E-07 3.1E-07 3.4E-07 

幼児 5.8E-07 5.3E-07 5.4E-07 5.9E-07 

乳児 － － － － 

水しぶ
きの吸
入によ
る 

内部被
ばく 

（ｍSv/
年） 

成人 9.2E-08 1.9E-07 3.8E-07 9.6E-08 

幼児 6.0E-08 1.1E-07 2.0E-07 6.3E-08 

乳児 3.9E-08 6.2E-08 1.1E-07 4.0E-08 

海産物
摂取に
よる 
内部被
ばく 

（ｍSv/
年） 

成人 6.9E-06 3.1E-05 1.2E-06 5.5E-06 2.6E-06 1.1E-05 8.7E-06 3.9E-05 

幼児 7.8E-06 3.6E-05 1.5E-06 6.8E-06 3.6E-06 1.6E-05 1.1E-05 5.0E-05 

乳児 6.9E-06 3.2E-05 1.7E-06 8.1E-06 4.6E-06 2.2E-05 1.0E-05 4.9E-05 

 

測定・評価対象核種の選定に伴

う記載の適正化 
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変 更 前 変 更 後 変 更 理 由 

8-2. 環境中での拡散、移行のモデリングに含まれる不確かさ 

 

（中略） 

 

8-2-3. 移行経路に選定における不確かさ（認識的不確かさ） 

 

（中略） 

 

これらの移行係数については知見が少ないが、砂浜への移行について、TECDOC-1759 の手法（米国環

境保護庁発行の FGR15 の外部被ばく線量換算係数を使用）により評価が可能であったことから、砂浜か

らの被ばくの計算を行ったところ、本報告書の結果が上回っており、その差は 20～200 倍以上であった。 

 

（中略） 

 

（現行記載なし） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

8-4. 代表的個人の選定における不確かさ 

 

（中略） 

 

8-4-3. 評価対象とする海域の範囲による不確かさ（認識的不確かさ） 

 

（中略） 

 

評価対象範囲の大きさによる影響を確認するため、10km×10km の範囲に加えて、5km×5km の範囲お

よび 20km×10km の範囲で年間平均濃度を算出し、通常時の人への被ばく評価を行った。20km×10km の

被ばく評価結果は、10km×10km と比べて 2 割程度低かったが、違いは小さかった。5km×5km は、10km

×10km の 3 倍程度高かった。実際に発電所周辺 5km×5km でのみ漁業を行うことは考えられないこと、

および本報告書では評価海域で漁獲された海産物のみを摂取するとして被ばくを評価しているが、実際

に発電所周辺で漁獲された魚介類のみを摂食することは考えられないことから、海域の範囲について不

確かさを考慮する必要はないものと考えられる。5km×5km の範囲および 20km×10km の範囲の被ばく評

価の結果については、添付 XII「被ばく評価に使用する海水濃度の評価範囲による影響について」にま

とめた。 

 

 

（中略） 

 

8-5. 不確かさに関するまとめ 

 

（中略） 

 

8-2. 環境中での拡散、移行のモデリングに含まれる不確かさ 

 

（中略） 

 

8-2-3. 移行経路に選定における不確かさ（認識的不確かさ） 

 

（中略） 

 

これらの移行係数については知見が少ないが、砂浜への移行について、TECDOC-1759 の手法（米国環

境保護庁発行の FGR15 の外部被ばく線量換算係数を使用）により評価が可能であったことから、砂浜か

らの被ばくの計算を行ったところ、本報告書の結果が上回っており、その差は 2倍程度であった。 

 

（中略） 

 

8-2-5. トリチウムの環境中での移行における不確かさ（認識的不確かさ） 

4.(2) で記載したとおり、トリチウム水（HTO）は、環境中で動植物等により一部が有機結合型トリチ

ウム（OBT）に変換される。本報告書では、HTO 摂取における人の体内における動態モデルを参考に、摂

取する海産物中のトリチウムのうち、10％が OBT と仮定して被ばく評価を行っているが、環境中でのト

リチウムの移行には不確かさが考えられる。 

ただし、トリチウムによる被ばくが、被ばく評価値全体に占める割合は小さい。また HTO に比べた OBT

の経口摂取による内部被ばくの実効線量係数の大きさは 3倍程度に過ぎないことから、トリチウムの移

行における不確かさは被ばく評価結果に影響を及ぼさない。トリチウムの環境中での移行における不確

かさが被ばく評価に及ぼす影響については、添付 III「トリチウムの被ばく評価における有機結合型ト

リチウムの影響について」にまとめた。なお、上記は現状の年間 22兆 Bq 未満という放出レベルでの話

であり、将来の最適化の一環として大幅にトリチウム放出量が増えるなどする場合には、さらに詳細な

評価が必要となる。 

 

8-4. 代表的個人の選定における不確かさ 

 

（中略） 

 

8-4-3. 評価対象とする海域の範囲による不確かさ（認識的不確かさ） 

 

（中略） 

 

評価対象範囲の大きさによる影響を確認するため、10km×10km の範囲に加えて、5km×5km の範囲お

よび 20km×10km の範囲で年間平均濃度を算出し、通常時の人への被ばく評価を行った。20km×10km の

被ばく評価結果は、10km×10km と違いは小さかった。5km×5km は、10km×10km の 3 倍程度高かった。

実際に発電所周辺 5km×5km でのみ漁業を行うことは考えられないこと、および本報告書では評価海域

で漁獲された海産物のみを摂取するとして被ばくを評価しているが、実際に発電所周辺で漁獲された魚

介類のみを摂食することは考えられないことから、海域の範囲について不確かさを考慮する必要はない

ものと考えられる。仮に、摂取する海産物のうち 10%が 5km×5km 内で漁獲されたものであると仮定し評

価したとしても、食物摂取による内部被ばく増加は約 20%程度であり、大きくない。5km×5km の範囲お

よび 20km×10km の範囲の被ばく評価の結果については、添付 XII「被ばく評価に使用する海水濃度の評

価範囲による影響について」にまとめた。 

 

（中略） 

 

8-5. 不確かさに関するまとめ 

 

（中略） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

測定・評価対象核種の選定に伴

う記載の適正化 
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変 更 前 変 更 後 変 更 理 由 

表 8-5 本評価における不確かさのまとめ 

項目 不確かさの内容 不確かさの評価 
ソースタ
ームの選
択 

ALPS 処理水の核種組成は、
二次処理を行い、測定を行
うまで不明であり、認識的
不確かさがある。 

実測値によるソースタームのうち検出下限値の低い
K4 タンク群は、最も高い J1-G タンク群の 1/5 程度
の被ばく評価結果となっている。一方、J1-G タンク
群は、告示濃度比総和 0.22 であり、同じ核種比率の
まま告示濃度比総和が１となれば、５倍程度の被ば
くとなる。 

実測値は、分析の不確かさ
による偶然的不確かさを
含む。 

分析の不確かさによる影響は、2 倍に満たない程度と
考えられる。 

環境中で
の拡散、
移行のモ
デリング 

気象、海象データには年変
動があり、偶然的不確かさ
を含む。 

10km×10km の平均濃度を 7 年分計算したところ、2
割前後の差が見られた。 
実測値との比較では、濃度の高い部分は良く一致し
ており、10km×10km の平均濃度を計算する上では、
不確かさは 2倍に満たない程度と推定。 

拡散シミュレーションモ
デルは、モデル自体に認識
的不確かさがある。 

移行経路 外部被ばくの移行係数は、
元素の違いを考慮してお
らず、外部被ばくの線量換
算係数は、すべての核種を
網羅していないことによ
る認識的不確かさがある。 

TECDOC-1759 の手法（FGR15 の外部被ばく線量換算係
数を使用）により、砂浜からの被ばくの計算を行った
ところ、放射線影響評価報告書の結果が上回ってお
り、その差は 20 倍～200 倍以上であった。 
ただし、外部被ばくは、内部被ばくと比べて被ばくへ
の影響は小さく、被ばくの合計値はほとんど変わら
ない。 

海産物摂取による内部被
ばく評価に使用している
魚介類の濃縮係数は、デー
タが十分ではなく認識的
不確かさを含んでいる。 

濃縮係数について、TRS-422 では、生物と元素の組み
合わせに対して信頼できるデータベースが存在する
場合はほとんどすべてで最大値と最小値の範囲は推
奨値から一桁以内であり、濃縮係数の最大値と最小
値の範囲は、推奨値から上下一桁とすることができ
るとしている。 

被ばく経
路 

選定した移行経路、被ばく
経路が、すべての経路を網
羅していないことによる
認識的不確かさがある。 

TECDOC-1759 の手法により、選定しなかった被ばく経
路の計算を行い、選定した経路よりも被ばく評価値
が大きかった経路を追加した。ただし、海産物摂取に
よる内部被ばくの影響が大きいため合計値はほとん
ど変わらない。 

代表的個
人の選定 

現在、発電所周辺地域は復
興途上であり、国内の先行
事例から生活習慣データ
を使用したため、実際の生
活習慣との違いによる認
識的不確かさを含んでい
る。 
また、食品摂取量は全国の
データから設定しており、
同様に認識的不確かさを
含んでいる。 

外部被ばくによる影響は、六ヶ所再処理施設の被ば
く時間と比較して短めであるが、海産物摂取による
内部被ばくに比べて小さく、被ばく評価結果には影
響しない。 
内部被ばく結果に影響する海産物摂取量は、年齢別
に集計された全国の統計データを使用しており、東
北地区のデータとは 10％程度違いが見られるが、報
告書では摂食する魚介類はすべて発電所周辺で漁獲
されたものとして評価していることから、過小評価
となるような不確かさはないものと考える。 

評価対象海域として適切
なエリアがどの範囲か、認
識的不確かさを含んでい
る。 

10km×10km よりも狭い 5km×5km、広い 20km×10km
の範囲で評価をしたところ、5km×5km の範囲では 3
倍程度の被ばくとなり、20km×20km の範囲では大き
な違いは無かった。実際に 5km×5km の範囲内だけで
漁業を行うことは考えられないこと、および報告書
では摂食する魚介類はすべて発電所周辺で漁獲され
たものとして評価していることから、評価対象海域
の設定による不確かさを考慮する必要はないものと
考える。 

 

表 8-5 本評価における不確かさのまとめ 

項目 不確かさの内容 不確かさの評価 
ソースタ
ームの選
択 

ALPS 処理水の核種組成は、
二次処理を行い、測定を行
うまで不明であり、認識的
不確かさがある。 

実測値によるソースタームのうち告示濃度比総和の
大きい K4 タンク群は、最も小さい J1-G タンク群の
3倍程度の被ばく評価結果となっている。一方、K4タ
ンク群は、告示濃度比総和 0.26 であり、同じ核種比
率のまま告示濃度比総和が１となれば、3～4 倍程度
の被ばくとなる。 

実測値は、分析の不確かさ
による偶然的不確かさを
含む。 

分析の不確かさによる影響は、2倍に満たない程度と
考えられる。 

環境中で
の拡散、
移行のモ
デリング 

気象、海象データには年変
動があり、偶然的不確かさ
を含む。 

10km×10km の平均濃度を 7 年分計算したところ、2
割前後の差が見られた。 
実測値との比較では、濃度の高い部分は良く一致し
ており、10km×10km の平均濃度を計算する上では、
不確かさは 2倍に満たない程度と推定。 

拡散シミュレーションモ
デルは、モデル自体に認識
的不確かさがある。 

移行経路 外部被ばくの移行係数は、
元素の違いを考慮してお
らず、外部被ばくの線量換
算係数は、すべての核種を
網羅していないことによ
る認識的不確かさがある。 

FGR15 の外部被ばく線量換算係数により、砂浜からの
被ばくの計算を行ったところ、放射線環境影響評価
報告書の結果が上回っており、その差は 2 倍程度で
あった。 
ただし、外部被ばくは、内部被ばくと比べて被ばくへ
の影響は小さく、被ばくの合計値はほとんど変わら
ない。 

海産物摂取による内部被
ばく評価に使用している
魚介類の濃縮係数は、デー
タが十分ではなく認識的
不確かさを含んでいる。 

濃縮係数について、TRS-422 では、生物と元素の組み
合わせに対して信頼できるデータベースが存在する
場合はほとんどすべてで最大値と最小値の範囲は推
奨値から一桁以内であり、濃縮係数の最大値と最小
値の範囲は、推奨値から上下一桁とすることができ
るとしている。 

被ばく経
路 

選定した移行経路、被ばく
経路が、すべての経路を網
羅していないことによる
認識的不確かさがある。 

TECDOC-1759 の手法により、選定しなかった被ばく経
路の計算を行い、当初選定した経路よりも被ばく評
価値が大きかった経路を追加した。ただし、海産物摂
取による内部被ばくの影響が大きいため合計値はほ
とんど変わらない。 

代表的個
人の選定 

現在、発電所周辺地域は復
興途上であり、国内の先行
事例から生活習慣データ
を使用したため、実際の生
活習慣との違いによる認
識的不確かさを含んでい
る。 
また、食品摂取量は全国の
データから設定しており、
同様に認識的不確かさを
含んでいる。 

外部被ばくによる影響は、六ヶ所再処理施設の被ば
く時間と比較して短めであるが、海産物摂取による
内部被ばくに比べて小さく、被ばく評価結果には影
響しない。 
内部被ばく結果に影響する海産物摂取量は、年齢別
に集計された全国の統計データを使用しており、東
北地区のデータとは 10％程度違いが見られるが、報
告書では摂食する魚介類はすべて発電所周辺で漁獲
されたものとして評価していることから、過小評価
となるような不確かさはないものと考える。 

評価対象海域として適切
なエリアがどの範囲か、認
識的不確かさを含んでい
る。 

10km×10km よりも狭い 5km×5km、広い 20km×10km
の範囲で評価をしたところ、5km×5km の範囲では 3
倍程度の被ばくとなり、20km×10km の範囲では大き
な違いは無かった。実際に 5km×5km の範囲内だけで
漁業を行うことは考えられないこと、および報告書
では摂食する魚介類はすべて発電所周辺で漁獲され
たものとして評価していることから、評価対象海域
の設定による不確かさを考慮する必要はないものと
考える。 
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変 更 前 変 更 後 変 更 理 由 

9. ALPS 処理水の海洋放出に伴い実施されるモニタリング 

 

（中略） 

 

9-1. 福島第一原子力発電所における分析能力 

 

（中略） 

 

9-1-1. 設備面における分析能力 

 

（中略） 

 

表 9-2 化学分析棟における分析装置（将来追設予定分を含む） 

取扱試料 分析装置 測定対象核種 配備数 

モニタリング試料：海

水等 

排水試料：地下水バイ

パス、サブドレン 

ALPS 出口水：最終段 

 

等 

Ge 半導体検出装置 
γ線放出核種 

（Cs-134、137 など） 
12 

α自動測定装置 全α 2 

低バックガスフロー計数装

置 
全β、Sr-90 5 

β核種分析装置 Sr-90 2 

低バック液体シンチレーシ

ョン計数装置 

トリチウム、C-14 

Cd-113m、Ni-63 

9 

（さらに 3

台追設予

定） 

誘導結合プラズマ質量分析

装置（ICP-MS） 
I-129、Tc-99 2 

希ガス質量分析装置 

（He-MS） 
トリチウム 

2 

（追設予

定） 

低エネルギー光子用高純度

Ge 半導体検出器（LEPS） 

低エネルギーγ線放出核

種 

（Sn-126 含む） 

2 

（追設予

定） 

 

9-1-2. 力量面での分析能力 

 

（中略） 

 
46 「公共水域水、排水、土壌、灰及び汚泥の放射性核種（Cs134/Cs137 及び H-3 を含む）分析試験」（認

証機関：Perry Johnson Accreditation Inc., 認定証番号：L20-355-R1） 

 

（中略） 

 

 

9. ALPS 処理水の海洋放出に伴い実施されるモニタリング 

 

（中略） 

 

9-1. 福島第一原子力発電所における分析能力 

 

（中略） 

 

9-1-1. 設備面における分析能力 

 

（中略） 

 

表 9-2 化学分析棟における分析装置（将来追設予定分を含む） 

取扱試料 分析装置 測定対象核種 配備数 

モニタリング試料：海

水等 

排水試料：地下水バイ

パス、サブドレン 

ALPS 出口水：最終段 

 

等 

Ge 半導体検出装置 
γ線放出核種 

（Cs-134、137 など） 
12 

α自動測定装置 全α 2 

低バックガスフロー計数装

置 
全β、Sr-90 5 

β核種分析装置 Sr-90 2 

低バック液体シンチレーシ

ョン計数装置 
トリチウム、C-14、Ni-63 

9 

（さらに 3

台追設予

定） 

誘導結合プラズマ質量分析

装置（ICP-MS） 
I-129、Tc-99 2 

希ガス質量分析装置 

（He-MS） 
トリチウム 

2 

（追設予

定） 

低エネルギー光子用高純度

Ge 半導体検出器（LEPS） 

低エネルギーγ線放出核

種 

（Fe-55 含む） 

2 

（追設予

定） 

 

9-1-2. 力量面での分析能力 

 

（中略） 

 
46「公共水域水、排水、土壌、灰及び汚泥の放射性核種（Cs134/Cs137 及び H-3 を含む）分析試験」（認

証機関：Perry Johnson Accreditation Inc., 認定証番号：L22-389） 

 

（中略） 
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変 更 前 変 更 後 変 更 理 由 

9-2. 福島第一原子力発電所の敷地内のモニタリング 

敷地内で行われるものは、①放出可否判断や希釈倍率決定に結果を使用する、測定・確認用設備での

64 核種の測定・評価（ソースモニタリング）、②放出開始直後の放出判断に使用する、海水による処理

水の希釈・混合状態の確認のための放水立坑（上流水槽）で採取する試料によるモニタリング、③連続

放出中に毎日一回希釈状態を確認するために実施する海水配管から採取する試料によるモニタリング、

の 3種類があり、そのすべてを当社が主体的に行う。 

 

（中略） 

 

9-2-1. ソースモニタリング 

ソースモニタリングとは、ソースターム（1年間に海洋に放出される ALPS 処理水に含まれる核種ごと

の年間放出量（総量））についてのモニタリングである。この分析は、測定・確認用設備が ALPS 処理水

で満水となる都度、ALPS 処理水を均質化した後に試料を採取し、ALPS 処理水に含まれるすべての測定

対象核種（トリチウム、C-14 および ALPS の除去対象 62核種）の分析・評価 47を行うものである。当社

は、その分析結果をもって、 

 

 トリチウムを除く 63 核種の濃度の告示濃度比総和 48が規制基準である 1 を下回っていることの確

認 

 測定したトリチウム濃度から、希釈後の濃度が確実に国の基本方針で定められた濃度である

1,500Bq/L 未満となるように、希釈放出される ALPS 処理水の流量を決定すること 

 

の根拠とする。 

 

（中略） 

 

試料の分析は、福島第一原子力発電所構内に設置され、今後拡張される予定（表 9-2 参照）の化学分

析棟にて TPT 分析員が行う。これに加えて、当社が第三者として指定する分析機関、国が第三者として

指定する分析機関の他、ALPS 処理水の処分に関するレビューの一環として IAEA 研究機関および IAEA が

指定する加盟国の分析機関が関与することで、多重的に分析結果が検証される仕組みとなっている。国

および IAEA が主体となる分析については、現在、国および IAEA にて協議を行っているところである。

その結果についても公表される予定である。 

測定・確認用設備における各核種の測定・評価方法を表 9-5 に、核種ごとの目標検出下限値および準

拠手法を表 9-6 に示す。 

 

9-2. 福島第一原子力発電所の敷地内のモニタリング 

敷地内で行われるものは、①放出可否判断や希釈倍率決定に結果を使用する、測定・確認用設備での

30 核種およびそれに含まれない ALPS 除去対象 39 核種の測定・評価（ソースモニタリング）、②放出開

始直後の放出判断に使用する、海水による処理水の希釈・混合状態の確認のための放水立坑（上流水槽）

で採取する試料によるモニタリング、③連続放出中に毎日一回希釈状態を確認するために実施する海水

配管から採取する試料によるモニタリング、の 3種類があり、そのすべてを当社が主体的に行う。 

 

（中略） 

 

9-2-1. ソースモニタリング 

ソースモニタリングとは、ソースターム（1年間に海洋に放出される ALPS 処理水に含まれる核種ごと

の年間放出量（総量））についてのモニタリングである。この分析は、測定・確認用設備が ALPS 処理水

で満水となる都度、ALPS 処理水を均質化した後に試料を採取し、ALPS 処理水に含まれるすべての測定

対象核種（ALPS 処理水海洋放出時の測定・評価対象 29核種およびトリチウム、それに含まれない ALPS

の除去対象核種）の分析・評価 47を行うものである。当社は、その分析結果をもって、 

 

 トリチウムを除く ALPS 処理水海洋放出時の測定・評価対象 29 核種の濃度の告示濃度比総和 48が規

制基準である 1を下回っていることの確認 

 測定したトリチウム濃度から、希釈後の濃度が確実に国の基本方針で定められた濃度である

1,500Bq/L 未満となるように、希釈放出される ALPS 処理水の流量を決定すること 

 

の根拠とする。 

 

（中略） 

 

試料の分析は、福島第一原子力発電所構内に設置され、今後拡張される予定（表 9-2 参照）の化学分

析棟にて TPT 分析員が行う。これに加えて、当社が第三者として指定する分析機関、国が第三者として

指定する分析機関の他、ALPS 処理水の処分に関するレビューの一環として IAEA 研究機関および IAEA が

指定する加盟国の分析機関が関与することで、多重的に分析結果が検証される仕組みとなっている。そ

の結果についても公表される予定である。 

測定・確認用設備における各核種の測定・評価方法を表 9-5 に、核種ごとの目標検出下限値および準

拠手法を表 9-6 に示す。 
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変 更 前 変 更 後 変 更 理 由 

表 9-5 各核種の測定および評価方法 

No. 核種 線種 測定または評価方法 

1 Mn-54 
均質化した試料をマリネリ容器に分取し、Ge半導体検出装置にて
計数 

2 Fe-59 
均質化した試料をマリネリ容器に分取し、Ge半導体検出装置にて
計数 

3 Co-58 
均質化した試料をマリネリ容器に分取し、Ge半導体検出装置にて
計数 

4 Co-60 
均質化した試料をマリネリ容器に分取し、Ge半導体検出装置にて
計数 

5 Ni-63 
レジンにより単離、シンチレータを混合し、低バック液体シンチ
レーション計数装置にて計数 

6 Zn-65 
均質化した試料をマリネリ容器に分取し、Ge半導体検出装置にて
計数 

7 Rb-86 
均質化した試料をマリネリ容器に分取し、Ge半導体検出装置にて
計数 

8 Sr-89 
レジンにより単離、沈殿回収したものをマウントし、ステンレス
皿にてβ核種分析装置により計数 

9 Sr-90 
レジンにより単離、沈殿回収したものをマウントし、ステンレス
皿にてβ核種分析装置により計数 

10 Y-90  【評価値】Sr-90 と放射平衡として濃度評価 

11 Y-91 
均質化した試料をマリネリ容器に分取し、Ge半導体検出装置にて
計数 

12 Nb-95 
均質化した試料をマリネリ容器に分取し、Ge半導体検出装置にて
計数 

13 Tc-99 
試料を希硝酸で希釈し、誘導結合プラズマ質量分析装置（ICP-MS）
により計数 

14 Ru-103 
均質化した試料をマリネリ容器に分取し、Ge半導体検出装置にて
計数 

15 Ru-106 
均質化した試料をマリネリ容器に分取し、Ge半導体検出装置にて
計数 

16 Rh-103m  【評価値】Ru-103 と放射平衡として濃度評価 

17 Rh-106  【評価値】Ru-106 と放射平衡として濃度評価 

18 Ag-110m 
均質化した試料をマリネリ容器に分取し、Ge半導体検出装置にて
計数 

19 Cd-113m 
イオン交換により単離、シンチレータと混合し、低バック液体シ
ンチレーション計数装置により計数 

20 Cd-115m 
均質化した試料をマリネリ容器に分取し、Ge半導体検出装置にて
計数 

21 Sn-119m 
【評価値】Sn-123 の放射能濃度測定値および計算による核種存在
比から評価 

22 Sn-123 
均質化した試料をマリネリ容器に分取し、Ge半導体検出装置にて
計数 

23 Sn-126 
均質化した試料をマリネリ容器に分取し、Ge半導体検出装置にて
計数 

24 Sb-124 
均質化した試料をマリネリ容器に分取し、Ge半導体検出装置にて
計数 

25 Sb-125 
均質化した試料をマリネリ容器に分取し、Ge半導体検出装置にて
計数 

26 Te-123m 
均質化した試料をマリネリ容器に分取し、Ge半導体検出装置にて
計数 

27 Te-125m  【評価値】Sb-125 と放射平衡として濃度評価 

28 Te-127  均質化した試料をマリネリ容器に分取し、Ge半導体検出装置にて

表 9-5 各核種の測定および評価方法 

 No. 核種 計測対

象 
測定または評価方法 

 － 
トリチウム 
（FWT） 


蒸留により単離、シンチレータを混合し、低バック液体シ
ンチレーション計数装置にて計数 

Ａ
Ｌ
Ｐ
Ｓ
処
理
水
海
洋
放
出
時
の
測
定
・
評
価
対
象
核
種 

１ C-14 
CO2にして吸収剤に捕集して単離、シンチレータと混合し、
低バック液体シンチレーション計数装置にて計数 

2 Mn-54 
均質化した試料をマリネリ容器に分取し、Ge半導体検出装
置にて計数 

3 Fe-55 X 
レジンにより単離し、低エネルギーγ 線・X 線用 Ge 半導
体検出装置にて計数 

4 Co-60 
均質化した試料をマリネリ容器に分取し、Ge半導体検出装
置にて計数 

5 Ni-63 
レジンにより単離、シンチレータを混合し、低バック液体
シンチレーション計数装置にて計数 

6 Se-79 
レジンにより単離、シンチレータを混合し、低バック液体
シンチレーション計数装置にて計数 

7 Sr-90 
レジンにより単離、沈殿回収したものをマウントし、ステ
ンレス皿にてβ核種分析装置により計数 

8 Y-90 － 【評価値】Sr-90 と放射平衡として濃度評価 

9 Tc-99 質量 
試料を希硝酸で希釈し、誘導結合プラズマ質量分析装置
（ICP-MS）により計数 

10 Ru-106 
均質化した試料をマリネリ容器に分取し、Ge半導体検出装
置にて計数 

11 Sb-125 
均質化した試料をマリネリ容器に分取し、Ge半導体検出装
置にて計数 

12 Te-125m － 【評価値】Sb-125 と放射平衡として濃度評価 

13 I-129 質量 
試料に試薬添加によりヨウ素酸イオンに調整後、誘導結合
プラズマ質量分析装置（ICP-MS）により計数 

14 Cs-134 
均質化した試料をマリネリ容器に分取し、Ge半導体検出装
置にて計数 

15 Cs-137 
均質化した試料をマリネリ容器に分取し、Ge半導体検出装
置にて計数 

16 Ce-144 
均質化した試料をマリネリ容器に分取し、Ge半導体検出装
置にて計数 

17 Pm-147 － 
【評価値】同族の Eu-154 の放射能濃度測定値および計算
による核種存在比から評価 

18 Sm-151 － 
【評価値】同族の Eu-154 の放射能濃度測定値および計算
による核種存在比から評価 

19 Eu-154 
均質化した試料をマリネリ容器に分取し、Ge半導体検出装
置にて計数 

20 Eu-155 
均質化した試料をマリネリ容器に分取し、Ge半導体検出装
置にて計数 

21 U-234 

試料を鉄共沈させ除鉄した後、ステンレス皿に蒸発乾固
し、ZnSα自動測定装置で計数した全 α測定値を他核種と
案分せずそのまま使用 

22 U-238 

試料を鉄共沈させ除鉄した後、ステンレス皿に蒸発乾固
し、ZnSα自動測定装置で計数した全 α測定値を他核種と
案分せずそのまま使用 

23 Np-237 

試料を鉄共沈させ除鉄した後、ステンレス皿に蒸発乾固
し、ZnSα自動測定装置で計数した全 α測定値を他核種と
案分せずそのまま使用 

24 Pu-238  試料を鉄共沈させ除鉄した後、ステンレス皿に蒸発乾固
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変 更 前 変 更 後 変 更 理 由 

計数、親核種(Te-127m)の半減期を使用して評価 

29 Te-127m 
【評価値】Te-127 の放射能濃度測定値および計算による核種存在
比から評価 

30 Te-129 
均質化した試料をマリネリ容器に分取し、Ge半導体検出装置にて
計数、親核種(Te-129m)の半減期を使用して評価 

31 Te-129m 
均質化した試料をマリネリ容器に分取し、Ge半導体検出装置にて
計数 

32 I-129 
試料に試薬添加によりヨウ素酸イオンに調整後、誘導結合プラズ
マ質量分析装置（ICP-MS）により計数 

33 Cs-134 
均質化した試料をマリネリ容器に分取し、Ge半導体検出装置にて
計数 

34 Cs-135 
【評価値】Cs-137 の放射能濃度測定値および計算による核種存在
比から評価 

35 Cs-136 
均質化した試料をマリネリ容器に分取し、Ge半導体検出装置にて
計数 

36 Cs-137 
均質化した試料をマリネリ容器に分取し、Ge半導体検出装置にて
計数 

37 Ba-137m  【評価値】Cs-137 と放射平衡として濃度評価 

38 Ba-140 
均質化した試料をマリネリ容器に分取し、Ge半導体検出装置にて
計数 

39 Ce-141 
均質化した試料をマリネリ容器に分取し、Ge半導体検出装置にて
計数 

40 Ce-144 
均質化した試料をマリネリ容器に分取し、Ge半導体検出装置にて
計数 

41 Pr-144 
【評価値】Ce-144 と放射平衡として濃度評価、親核種（Pr-144m）
の半減期を使用して評価 

42 Pr-144m  【評価値】Ce-144 と放射平衡として濃度評価 

43 Pm-146 
均質化した試料をマリネリ容器に分取し、Ge半導体検出装置にて
計数 

44 Pm-147 
【評価値】同族の Eu-154 の放射能濃度測定値および計算による
核種存在比から評価 

45 Pm-148 
均質化した試料をマリネリ容器に分取し、Ge半導体検出装置にて
計数 

46 Pm-148m 
均質化した試料をマリネリ容器に分取し、Ge半導体検出装置にて
計数 

47 Sm-151 
【評価値】同族の Eu-154 の放射能濃度測定値および計算による
核種存在比から評価 

48 Eu-152 
均質化した試料をマリネリ容器に分取し、Ge半導体検出装置にて
計数 

49 Eu-154 
均質化した試料をマリネリ容器に分取し、Ge半導体検出装置にて
計数 

50 Eu-155 
均質化した試料をマリネリ容器に分取し、Ge半導体検出装置にて
計数 

51 Gd-153 
均質化した試料をマリネリ容器に分取し、Ge半導体検出装置にて
計数 

52 Tb-160 
均質化した試料をマリネリ容器に分取し、Ge半導体検出装置にて
計数 

53 Pu-238 

試料を鉄共沈させ除鉄した後、ステンレス皿に蒸発乾固し、ZnSα
自動測定装置で計数した全α測定値を他核種と案分せずそのま
ま使用 

54 Pu-239 

試料を鉄共沈させ除鉄した後、ステンレス皿に蒸発乾固し、ZnSα
自動測定装置で計数した全α測定値を他核種と案分せずそのま
ま使用 

し、ZnSα自動測定装置で計数した全α測定値を他核種と
案分せずそのまま使用 

25 Pu-239 

試料を鉄共沈させ除鉄した後、ステンレス皿に蒸発乾固
し、ZnSα自動測定装置で計数した全α測定値を他核種と
案分せずそのまま使用 

26 Pu-240 

試料を鉄共沈させ除鉄した後、ステンレス皿に蒸発乾固
し、ZnSα自動測定装置で計数した全α測定値を他核種と
案分せずそのまま使用 

27 Pu-241 － 【評価値】全α計数値と Pu-238 の同位体存在比から評価 

28 Am-241 

試料を鉄共沈させ除鉄した後、ステンレス皿に蒸発乾固
し、ZnSα自動測定装置で計数した全α測定値を他核種と
案分せずそのまま使用 

29 Cm-244 

試料を鉄共沈させ除鉄した後、ステンレス皿に蒸発乾固
し、ZnSα自動測定装置で計数した全α測定値を他核種と
案分せずそのまま使用 

そ
の
他
Ａ
Ｌ
Ｐ
Ｓ
除
去
対
象
核
種 

 Fe-59 
均質化した試料をマリネリ容器に分取し、Ge半導体検出装
置にて計数 

 Co-58 
均質化した試料をマリネリ容器に分取し、Ge半導体検出装
置にて計数 

 Zn-65 
均質化した試料をマリネリ容器に分取し、Ge半導体検出装
置にて計数 

 Rb-86 
均質化した試料をマリネリ容器に分取し、Ge半導体検出装
置にて計数 

 Sr-89 
レジンにより単離、沈殿回収したものをマウントし、ステ
ンレス皿にてβ核種分析装置により計数 

 Y-91 
均質化した試料をマリネリ容器に分取し、Ge半導体検出装
置にて計数 

 Nb-95 
均質化した試料をマリネリ容器に分取し、Ge半導体検出装
置にて計数 

 Ru-103 
均質化した試料をマリネリ容器に分取し、Ge半導体検出装
置にて計数 

 Rh-103m － 【評価値】Ru-103 と放射平衡として濃度評価 

 Rh-106 － 【評価値】Ru-106 と放射平衡として濃度評価 

 Ag-110m 
均質化した試料をマリネリ容器に分取し、Ge半導体検出装
置にて計数 

 Cd-113m  
レジンにより単離、シンチレータと混合し、低バック液体
シンチレーション計数装置により計数 

 Cd-115m 
均質化した試料をマリネリ容器に分取し、Ge半導体検出装
置にて計数 

 Sn-119m －
【評価値】Sn-123 の放射能濃度測定値および計算による核
種存在比から評価 

 Sn-123 
均質化した試料をマリネリ容器に分取し、Ge半導体検出装
置にて計数 

 Sn-126 
均質化した試料をマリネリ容器に分取し、Ge半導体検出装
置にて計数 

 Sb-124 
均質化した試料をマリネリ容器に分取し、Ge半導体検出装
置にて計数 

 Te-123m 
均質化した試料をマリネリ容器に分取し、Ge半導体検出装
置にて計数 

 Te-127 
均質化した試料をマリネリ容器に分取し、Ge半導体検出装
置にて計数、親核種(Te-127m)の半減期を使用して評価 

 Te-127m －
【評価値】Te-127 の放射能濃度測定値および計算による核
種存在比から評価 
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変 更 前 変 更 後 変 更 理 由 

55 Pu-240 

試料を鉄共沈させ除鉄した後、ステンレス皿に蒸発乾固し、ZnSα
自動測定装置で計数した全α測定値を他核種と案分せずそのま
ま使用 

56 Pu-241  【評価値】全α計数値と Pu-238 の同位体存在比から評価 

57 Am-241 

試料を鉄共沈させ除鉄した後、ステンレス皿に蒸発乾固し、ZnSα
自動測定装置で計数した全α測定値を他核種と案分せずそのま
ま使用 

58 Am-242m  【評価値】Am-241 の同位体存在比から評価 

59 Am-243 

試料を鉄共沈させ除鉄した後、ステンレス皿に蒸発乾固し、ZnSα
自動測定装置で計数した全α測定値を他核種と案分せずそのま
ま使用 

60 Cm-242 

試料を鉄共沈させ除鉄した後、ステンレス皿に蒸発乾固し、ZnSα
自動測定装置で計数した全α測定値を他核種と案分せずそのま
ま使用 

61 Cm-243 

試料を鉄共沈させ除鉄した後、ステンレス皿に蒸発乾固し、ZnSα
自動測定装置で計数した全α測定値を他核種と案分せずそのま
ま使用 

62 Cm-244 

試料を鉄共沈させ除鉄した後、ステンレス皿に蒸発乾固し、ZnSα
自動測定装置で計数した全α測定値を他核種と案分せずそのま
ま使用 

－ 
トリチウム 
（FWT） 


蒸留により単離、シンチレータを混合し、低バック液体シンチレ
ーション計数装置にて計数 

－ C-14 
CO2にして吸収剤に捕集して単離、シンチレータと混合し、低バッ
ク液体シンチレーション計数装置にて計数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(中略) 

 Te-129 
均質化した試料をマリネリ容器に分取し、Ge半導体検出装
置にて計数、親核種(Te-129m)の半減期を使用して評価 

 Te-129m 
均質化した試料をマリネリ容器に分取し、Ge半導体検出装
置にて計数 

 Cs-135 －
【評価値】Cs-137 の放射能濃度測定値および計算による核
種存在比から評価 

 Cs-136 
均質化した試料をマリネリ容器に分取し、Ge半導体検出装
置にて計数 

 Ba-137m  【評価値】Cs-137 と放射平衡として濃度評価 

 Ba-140 
均質化した試料をマリネリ容器に分取し、Ge半導体検出装
置にて計数 

 Ce-141 
均質化した試料をマリネリ容器に分取し、Ge半導体検出装
置にて計数 

 Pr-144 －
【評価値】Ce-144 と放射平衡として濃度評価、親核種（Pr-
144m）の半減期を使用して評価 

 Pr-144m － 【評価値】Ce-144 と放射平衡として濃度評価 

 Pm-146 
均質化した試料をマリネリ容器に分取し、Ge半導体検出装
置にて計数 

 Pm-148 
均質化した試料をマリネリ容器に分取し、Ge半導体検出装
置にて計数 

 Pm-148m 
均質化した試料をマリネリ容器に分取し、Ge半導体検出装
置にて計数 

 Eu-152 
均質化した試料をマリネリ容器に分取し、Ge半導体検出装
置にて計数 

 Gd-153 
均質化した試料をマリネリ容器に分取し、Ge半導体検出装
置にて計数 

 Tb-160 
均質化した試料をマリネリ容器に分取し、Ge半導体検出装
置にて計数 

 Am-242m － 【評価値】Am-241 の同位体存在比から評価 

 Am-243 

試料を鉄共沈させ除鉄した後、ステンレス皿に蒸発乾固
し、ZnSα自動測定装置で計数した全α測定値を他核種と
案分せずそのまま使用 

 Cm-242 

試料を鉄共沈させ除鉄した後、ステンレス皿に蒸発乾固
し、ZnSα自動測定装置で計数した全α測定値を他核種と
案分せずそのまま使用 

 Cm-243 

試料を鉄共沈させ除鉄した後、ステンレス皿に蒸発乾固
し、ZnSα自動測定装置で計数した全α測定値を他核種と
案分せずそのまま使用 

監
視
対
象
核
種
（
参
考
）
※ 

 Cl-36 

塩化銀により沈殿分離、シンチレータと混合し、低バック
液体シンチレーション計数装置により計数，またはβ核種
分析装置により計数 

 Nb-93m 
レジンにより単離し、低エネルギーγ 線・X 線用 Ge 半導
体検出装置にて計数 

 Nb-94 
均質化した試料をマリネリ容器に分取し、Ge半導体検出装
置にて計数 

 Mo-93 
レジンにより単離、低エネルギーγ 線・X 線用 Ge 半導体
検出装置にて計数 

 
Cd-113m  

レジンにより単離、シンチレータと混合し、低バック液体
シンチレーション計数装置により計数 

 
Ba-133 

均質化した試料をマリネリ容器に分取し、Ge半導体検出装
置にて計数 

※監視対象核種は、ソースモニタリングには含まない。 

（中略） 

測定・評価対象核種の選定に伴

う記載の適正化 
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変 更 前 変 更 後 変 更 理 由 

9-2-2.放水立坑（上流水槽）でのモニタリング 

海洋に放出する ALPS 処理水は、ALPS 等によってトリチウムを除く 63核種の告示濃度比総和が 1を

下回るまで処理を行うことにより、環境中に放出される水の安全性を確保する。 

一方、ALPS 処理水等には、これまでに分かっている範囲で最高 216 万 Bq/L、最低でも約 15 万 Bq/L

のトリチウムが含まれていることから、法律で定める環境への放出に関する上限である告示濃度限度

（6万 Bq/L）を超えている。加えて、2021 年 4月の国の基本方針において、放出時のトリチウム濃度

を地下水バイパスおよびサブドレンと同様、1,500Bq/L 未満とすることが謳われている。当社は、これ

を踏まえて、告示濃度限度を満足させるため、また、消費者等の懸念を少しでも払拭し、風評影響を

最大限抑制するため、大量の海水で希釈してから放出を行う。 

トリチウムは、弱いベータ線を放出する核種であり、弱いベータ線は Cs-137 のガンマ線とは違って

連続モニタリングを行うようなことができない。そのため、適切に希釈されているかどうかの確認

は、試料を採取し、液体シンチレーション計数装置での測定により行う。 

海洋放出の開始にあたっては、測定・確認用設備における分析・評価（上記 9-2-1.参照）の結果、ト

リチウム以外の 63核種の告示濃度比総和が 1を下回っていることが確認された ALPS 処理水（約 1万

m3/タンク群）ごとに、以下の図 9-4 に示す手順により、希釈設備により適切な希釈が行われ、環境に

放出する直前の放水立坑（上流水槽）においてトリチウム濃度が 1,500Bq/L 未満となっていること

を、当面の間、確認する。 

 

 
 

①いったん、放水立坑（上流水槽）内を空に

する。 

②移送設備で移送し ALPS 処理水を希釈設備で希

釈した水を放水立坑（上流水槽）に貯留する。 

 
 

③放水立坑（上流水槽）が満水になる前に

ポンプを停止し、放水立坑（上流水槽）内

の水を採水・測定する（結果が出るまで放

出しない）。 

④トリチウム濃度を確認し、計算上のトリチウム

濃度と実際の濃度が同程度であること、およ

び1,500ベクレル/リットルを下回っているこ

とが確認できた後、再度海水を流し、放水立坑

（上流水槽）内の水を海洋へ放出する。 

図 9-4 放水立坑（上流水槽）における分析および放出手順 

 

 

9-2-2.放水立坑（上流水槽）でのモニタリング 

海洋に放出する ALPS 処理水は、ALPS 等によってトリチウムを除く核種の告示濃度比総和が 1を下回

るまで処理を行うことにより、環境中に放出される水の安全性を確保する。 

一方、ALPS 処理水等には、これまでに分かっている範囲で最高 216 万 Bq/L、最低でも約 15 万 Bq/L

のトリチウムが含まれていることから、法律で定める環境への放出に関する上限である告示濃度限度

（6万 Bq/L）を超えている。加えて、2021 年 4月の国の基本方針において、放出時のトリチウム濃度

を地下水バイパスおよびサブドレンと同様、1,500Bq/L 未満とすることが謳われている。当社は、これ

を踏まえて、告示濃度限度を満足させるため、また、消費者等の懸念を少しでも払拭し、風評影響を

最大限抑制するため、大量の海水で希釈してから放出を行う。 

トリチウムは、弱いベータ線を放出する核種であり、弱いベータ線は Cs-137 のガンマ線とは違って

連続モニタリングを行うようなことができない。そのため、適切に希釈されているかどうかの確認

は、試料を採取し、液体シンチレーション計数装置での測定により行う。 

海洋放出の開始にあたっては、測定・確認用設備における分析・評価（上記 9-2-1.参照）の結果、ト

リチウム以外の 29核種の告示濃度比総和が 1を下回っていることが確認された ALPS 処理水（約 1万

m3/タンク群）ごとに、以下の図 9-4 に示す手順により、希釈設備により適切な希釈が行われ、環境に

放出する直前の放水立坑（上流水槽）においてトリチウム濃度が 1,500Bq/L 未満となっていること

を、当面の間、確認する。 

 

 
 

①いったん、放水立坑（上流水槽）内を空に

する。 

②移送設備で移送し ALPS 処理水を希釈設備で希釈

した水を放水立坑（上流水槽）に貯留する。 

 
 

③放水立坑（上流水槽）が満水になる前に

ポンプを停止し、放水立坑（上流水槽）内

の水を採水・測定する 

④トリチウム濃度を確認し、計算上のトリ

チウム濃度と実際の濃度が同程度である

こと、および 1,500Bq/L を下回っている

ことを確認する。 

⑤引き続き第 2 段階に移行し、海水ポンプ 2 台以

上を起動し海水流量が安定した後に、ALPS 処理

水移送ポンプを起動し連続での海洋放出を行

う。なお、第 1 段階で放水立坑（上流水槽）に

貯留されていた水は、第 2 段階における海水ポ

ンプ 2 台以上の起動により、放水設備に排水さ

れることとなる。 

図 9-4 放水立坑（上流水槽）における分析および放出手順 

 

測定・評価対象核種の選定に伴

う記載の適正化 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

記載の適正化 
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変 更 前 変 更 後 変 更 理 由 

 

（中略） 

 

9-3. 敷地外のモニタリング 

 

（中略） 

 

2021 年 4 月の ALPS 処理水の処分に関する国の基本方針公表後、各実施機関において、海域モニタリ

ングの強化・拡充について検討を行っている（9-3-1.、9-3-2.参照）。当社は ALPS 処理水の海洋放出に

あたり、法令に基づく規制基準等を遵守し、国際法や国際慣行を踏まえた措置をとるという観点に加え、

風評影響の抑制という観点、国内外の方々の懸念払拭ならびに理解醸成の観点から、海域モニタリング

の強化・拡充が重要であると認識している。当社による検討結果は、2022 年 3 月 30 日に開催されたモ

ニタリング調整会議にて、総合モニタリング計画に反映された。図 9-6 に各実施機関によるモニタリン

グの位置付けを示す。 

 

（中略） 

 

 

 

 

 

 

以下では、2022 年 3月末時点で、実施機関ごとに従前実施してきたモニタリングおよび今後実施が予

定されている各モニタリング計画を示す。 

 

9-3-1. 東京電力による福島第一原子力発電所周辺の海域モニタリング 

 

（中略） 

 

当社は、放出後の拡散状況や移行状況と比較するデータを継続的に取得するため、2021 年 8 月に公表

した検討結果に加えて検出下限値を設定した海域モニタリング計画を策定し、放出開始前の 2022 年 4

月から、計画の運用を開始した。 

 

 

 

（中略） 

 

当社は、海水だけでなく、放出による海生動植物への放射性物質の移⾏状況を確認するため、⿂類と海

藻類のモニタリングも行う予定である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（中略） 

 

9-3. 敷地外のモニタリング 

 

（中略） 

 

2021 年 4 月の ALPS 処理水の処分に関する国の基本方針公表後、各実施機関において、海域モニタリ

ングの強化・拡充について検討を行った（9-3-1.、9-3-2.参照）。当社は ALPS 処理水の海洋放出にあた

り、法令に基づく規制基準等を遵守し、国際法や国際慣行を踏まえた措置をとるという観点に加え、風

評影響の抑制という観点、国内外の方々の懸念払拭ならびに理解醸成の観点から、海域モニタリングの

強化・拡充が重要であると認識している。当社による検討結果は、2022 年 3 月 30 日に開催されたモニ

タリング調整会議にて、総合モニタリング計画に反映された。 

 

 

（中略） 

 

図 9-6 に各実施機関によるモニタリングの位置づけを示す。当社が発電所港湾外で実施する海域で

のモニタリングは、いずれも、国の総合モニタリング計画に位置付けられている。一方、発電所港湾

内および発電所敷地内で行われるモニタリングは国の総合モニタリング計画には位置付けられておら

ず、当社独自のモニタリングである。当社は、ALPS 処理水の海洋放出による環境への影響を確認する

目的で、発電所港湾内および発電所敷地内におけるモニタリングも実施していく。 

以下では、2022 年 3 月末時点で、実施機関ごとに従前実施してきたモニタリングおよび今後実施が予

定されている各モニタリング計画を示す。 

 

9-3-1. 東京電力による福島第一原子力発電所港湾外周辺の海域モニタリング 

 

（中略） 

 

当社は、放出後の拡散状況や移行状況と比較するデータを継続的に取得するため、2021 年 8月に公表

した検討結果に加えて検出下限値を設定した海域モニタリング計画を策定した。実際の放出を開始する

前の環境の状態を把握することは、放出開始後の環境への放出の影響を評価するために非常に重要であ

ることから、放出開始前の 2022 年 4 月から、ベースラインモニタリングとして変動範囲を把握する目

的で、計画の運用を開始した。 

 

（中略） 

 

当社は、海水だけでなく、放出による海生動植物への放射性物質の移⾏状況を確認するため、⿂類と

海藻類のモニタリングも行っている。 

 

当社は、本放射線環境影響評価結果に基づき考察した結果、 

 

 拡散シミュレーション結果から、放出予定地点からの放出後、環境中で速やかに拡散が行われ、本

報告書にて評価に用いた点（発電所から北に 3km ほどの砂浜など）において、周辺より有意に濃度

が高くなるエリアはなかったこと 

 処理水中の各核種濃度は、主要 7 核種およびトリチウム、C-14 を除きいずれも検出限界未満であ

り、これが海洋放出前に 100 倍以上に希釈されてから放出口から放出され、さらに環境中で拡散さ

れることから、環境中での分配あるいは濃縮を考慮しても、環境サンプル中に含まれるこれら検出

限界値未満の核種の濃度は非常に低く、仮に実現可能な範囲で検出限界を下げたとしても、検出が

困難であると考えられること 

 したがって、モニタリング対象核種は上記検出されている核種のうち、特に観測しやすいもの（H-

3 および Cs-137 に加え、海藻類について蓄積しやすい I-129）を中心に広範囲にスクリーニング

 

 

 

 

 

 

 

 

記載の適正化 

 

 

 

 

 

 

 

 

IAEA レビューミッションにお

ける議論を踏まえた記載の充
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当社は、以下のとおり海域モニタリングを強化・拡充することとした。当社の海域モニタリング強化・

拡充の具体的内容を図 9-7 に示す。 

 

 

 測定点・測定対象の増加 

 当社は ALPS 処理水の海洋放出を行う実施主体であることに鑑み、特に放水口周辺を中心に重

点的にモニタリングを実施することとし、発電所近傍、福島県沿岸において、海水および海洋

生物（魚類）のトリチウム測定点を計 13 点増加する（図 9-7 の赤枠およびオレンジ枠参照）。 

 海水モニタリングについては、当社は、今回の人および環境への放射線影響評価で考慮した「日

常的に漁業が行われていないエリア」の境界線上の３点を新たにモニタリング地点として追加

し、海水をモニタリングする（図 9-7 赤字参照）。 

 ⿂類については、現在、福島県沖 20km 圏内の 11ヶ所（うち１ヶ所は現在もトリチウム分析を

実施している）で採取したサンプルに基づき、放射線影響を測る上で代表的 57なセシウムの分

析を行っているが、トリチウムの濃縮の影響を確認するために現在トリチウムの分析を行って

いない 10ヶ所を加えた全 11ヶ所で採取した魚へのトリチウム分析を行う（図 9-7 右図のオレ

ンジ色枠参照）。なお、同地点での海水もトリチウム分析を行う。 

 

（中略） 

 

 検出下限値を国の目標値と整合するよう設定 

 海水中での放射性物質の拡散状況や海洋生物の状況を確認するため、トリチウムおよび I-129

の検出下限値を、国の検出下限目標値と整合する程度まで引き下げるよう設定する（図 9-7 の

黒枠参照、検出下限値については表 9-9 参照）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

（中略） 

 

 評価では、海洋拡散シミュレーション結果の範囲に収まっているか、放射線影響評価に用いた濃度

と同等であるかなどについても確認し、わかりやすく表現する。 

 自治体関係者等および学識経験者の方々に確認・評価いただく場にて報告することも計画する。 

 

（中略） 

 

 

し、異常値がみられた場合には、詳細な分析を行うことが適当であること 

 

を踏まえ、モニタリング対象地点と核種の選定を行った。 

以下のとおり海域モニタリングを強化・拡充することとした。当社の海域モニタリング強化・拡充の

具体的内容を図 9-7 に示す。なお、ここに示すものは、いずれの測定についても、国の総合モニタリン

グ計画に位置付けて行う。 

 

 測定点・測定対象の増加 

 当社は ALPS 処理水の海洋放出を行う実施主体であることに鑑み、特に放水口周辺を中心に重

点的にモニタリングを実施することとし、発電所近傍、福島県沿岸において、海水および海洋

生物（魚類）のトリチウム測定点を計 13 点増加する（図 9-7 の赤枠およびオレンジ枠参照）。 

 海水モニタリングについては、当社は、今回の人および環境への放射線環境影響評価で考慮し

た「日常的に漁業が行われていないエリア」の境界線上の３点を新たにモニタリング地点とし

て追加し、海水をモニタリングする（図 9-7 赤字参照）。 

 ⿂類については、現在、福島県沖 20km 圏内の 11ヶ所（うち１ヶ所は現在もトリチウム分析を

実施している）で採取したサンプルに基づき、放射線環境影響を測る上で代表的 57なセシウム

の分析を行っているが、トリチウムの濃縮の影響を確認するために現在トリチウムの分析を行

っていない 10ヶ所を加えた全 11 ヶ所で採取した魚へのトリチウム分析を行う（図 9-7 右図の

オレンジ色枠参照）。なお、同地点での海水もトリチウム分析を行う。 

 

（中略） 

 

 検出下限値を国の目標値と整合するよう設定 

 海水中での放射性物質の拡散状況や海洋生物の状況を確認するため、トリチウムおよび I-129

の検出下限値を、国の検出下限目標値と整合する程度まで引き下げるよう設定する（図 9-7 の

黒枠参照、検出下限値については表 9-9 参照）。 

 発電所北側の最寄りの砂浜における被ばく評価の対応 

 発電所北側では、従前より 5, 6 号機放水口北側（T-1）において海水、海底土のモニタリング

を実施している。発電所北側の最寄りの砂浜における被ばく評価地点でのモニタリングは計画

していないが、砂浜周辺にトリチウムが滞留するような特別な地形は無く、シミュレーション

の結果からも砂浜付近で濃度が高い傾向はみられていないことから、ALPS 処理水放出による

影響がより大きいと考えられる 5, 6 号機放水口北側において実施しているモニタリングを継

続する。 

 

（中略） 

 

 評価では、海洋拡散シミュレーション結果の範囲に収まっているか、放射線環境影響評価に用いた

濃度と同等であるかなどについても確認し、わかりやすく表現する。 

 自治体関係者等および学識経験者の方々に確認・評価いただく場にて報告することも計画する。 

 

（中略） 

 

 

IAEA レビューミッションにお

ける議論を踏まえた記載の充
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9-3-2. 国および福島県によるモニタリング 

 

（中略） 

 

(2) 国が ALPS 処理水の海洋放出を受けて強化・拡充する海域モニタリング 

2021 年 4月に公表された国の基本方針を受けて、今後の海域モニタリングについては、原子力規制庁、

環境省などの関係省庁が参加するモニタリング調整会議の下に設置された海域環境の監視測定タスク

フォースおよび環境省に設置された ALPS 処理水に係る海域モニタリング専門家会議において議論がな

され、2022 年 3 月に開催されたモニタリング調整会議において、総合モニタリング計画が改定された。

当社の放出計画や、本報告書の内容を踏まえて、放出口から 10km 以内の範囲は多めに測点を設定する

など、ALPS 処理水の放出前後において以下のような海域モニタリングの強化・拡充を行う方向で検討が

なされている 62。その計画を以下に示す。 

 

（中略） 

 

(3) 福島県が ALPS 処理水の海洋放出を受けて強化・拡充する海水モニタリング 

福島県は、ALPS 処理水の海洋放出を受けて、当社報告書の移流・拡散シミュレーションの評価を踏ま

え、現状の周辺海域の海水に含まれるトリチウム濃度（0.1～1 Bq/L）よりも濃度が高くなると評価さ

れた範囲において、表 9-13 のとおり、北、東、南方向に各１地点追加し、福島第一原子力発電所周辺の

既存 6地点を合わせた計 9地点で面的に海水に関するモニタリングを実施することを予定している。そ

の測定地点を図 9-11 に示す 64。 

 

（中略） 

 

 

9-3-2. 国および福島県によるモニタリング 

 

（中略） 

 

(2) 国が ALPS 処理水の海洋放出を受けて強化・拡充する海域モニタリング 

2021 年 4 月に公表された国の基本方針を受けて、今後の海域モニタリングについては、原子力規制

庁、環境省などの関係省庁が参加するモニタリング調整会議の下に設置された海域環境の監視測定タス

クフォースおよび環境省に設置された ALPS 処理水に係る海域モニタリング専門家会議において議論が

なされ、2022 年 3 月に開催されたモニタリング調整会議において、総合モニタリング計画が改定され

た。当社の放出計画や、本報告書の内容を踏まえて、放出口から 10km 以内の範囲は多めに測点を設定

するなど、ALPS 処理水の放出前後において以下のような海域モニタリングの強化・拡充を行う方向で検

討がなされた 62。その計画を以下に示す。 

 

（中略） 

 

(3) 福島県が ALPS 処理水の海洋放出を受けて強化・拡充する海水モニタリング 

福島県は、ALPS 処理水の海洋放出を受けて、当社報告書の移流・拡散シミュレーションの評価を踏ま

え、現状の周辺海域の海水に含まれるトリチウム濃度（0.1～1 Bq/L）よりも濃度が高くなると評価さ

れた範囲において、表 9-13 のとおり、北、東、南方向に各１地点追加し、福島第一原子力発電所周辺の

既存 6地点を合わせた計 9地点で面的に海水に関するモニタリングを実施することとしている。その測

定地点を図 9-11 に示す 64。 

 

（中略） 
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変 更 前 変 更 後 変 更 理 由 

9-4. 異常時の措置 

9-3.に記載する海域モニタリングにより、海洋拡散シミュレーション結果や放射線影響評価に用いた

濃度などとの比較検討を行い、想定している範囲内にあることを確認する。平常値の変動範囲を超えた

場合には、他のモニタリング実施機関の結果も確認して、原因について調査を行う。万が一、平常値の

変動範囲を大きく超えるような事象が確認されるような場合には、いったん海洋放出を停止し、当該地

点の再測定のほか、暫定的に範囲・頻度を拡充して周辺海域に異常がないことを確認する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

このため、2022 年 4月から海域モニタリングの分析結果を蓄積し、海洋への放出前の平常値として把

握していく。 

 

（中略） 

 

9-5.モニタリングに関するまとめ 

上記のとおり、当社、国、福島県において、海域モニタリングの取り組みが進められている中、ALPS

処理水の放出前後で、海域モニタリングが強化・拡充される。万が一、今後、強化・拡充された海域モ

ニタリングにおいて、異常値が検出された場合には、当社は安全に放出できる状況を確認できるまでの

間、確実に放出を停止することとする。 

 

9-4.異常時の措置 

9-3.に記載する海域モニタリングにより異常値が検出された場合には、一旦海洋放出を停止し、他の

モニタリング実施機関の結果も確認して、原因について調査を行う。 

 

 

 

 

また、前述の「海域モニタリングでの異常値」とは、迅速に状況を把握するために行う分析の結果か

ら海水中のトリチウム濃度が以下の①または②に該当する場合を言う。 

 

①：放出口付近においては、政府方針で定める放出時のトリチウム濃度の上限値である 1,500Bq/L を、

設備や測定の不確かさを考慮しても上回らないように設定された放出時の運用値の上限を超えた

場合 

②：①の範囲の外側においては、分析結果に関して、明らかに異常と判断される値が得られた場合 

 

ここで、①および②ともに、評価対象とする試料採取地点は、トリチウムの拡散シミュレーション等

をもとに定めた総合モニタリング計画の試料採取地点の中から選定することとし、具体的な試料採取地

点、異常と判断する設定値、および一旦海洋放出を停止した後に海洋放出を再開する場合の確認事項等、

運用上必要な事項については、別途社内マニュアルで定める。 

なお、上記に加えて、総合モニタリング計画に基づくモニタリング全体において通常と異なる状況等

が確認・判断された場合には、必要な対応を行う。 

このため、2022 年 4 月から海域モニタリングの分析結果を蓄積し、海洋への放出前の平常値として把

握していく。 

 

（中略） 

 

9-5.モニタリングに関するまとめ 

上記のとおり、当社、国、福島県において、海域モニタリングの取り組みが進められている中、

ALPS 処理水の放出前後で、海域モニタリングが強化・拡充された。万が一、今後、強化・拡充された

海域モニタリングにおいて、異常値が検出された場合には、当社は安全に放出できる状況を確認でき

るまでの間、確実に放出を停止することとする。 
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ける議論を踏まえた記載の充
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変 更 前 変 更 後 変 更 理 由 

10. まとめ 

福島第一原子力発電所において計画中の ALPS 処理水の海洋放出について、現時点（設計段階）の情

報を基に、人および環境に対する被ばく評価を行った。 

0.05mSv/年を線量拘束値に相当するものとし、複数のソースタームと複数の食品摂取量を設定して計

算を行った結果、2021 年 4 月の国の基本方針に基づく最適化によって、設定した代表的個人に対しては

年間の被ばく量は  3E-05～4E-04 mSv/年と、ICRP 勧告に示されている一般公衆の線量限度 1mSv/年は

もとより、原子力規制委員会に線量拘束値に相当するとされた 0.05mSv/年も大きく下回った。 

また、環境に対する影響でも、人に対する評価と同様の複数のソースタームを設定して計算を行った結

果、ICRP 勧告に基づき設定した標準動植物に対しては 2E-05～6E-05 mGy/日と、標準動植物の種類ごと

に ICRP 勧告に示されている誘導考慮参考レベル（DCRL）である扁平魚と褐藻の 1～10mGy/日およびカニ

に対する 10～100mGy/日を大きく下回った。 

本評価結果の不確かさについては、8章に示した。 

今後、測定対象核種の厳密な選定を含む設計・運用に関する検討の進捗、さらに IAEA の専門家によ

るレビューを通じて得られた知見、第三者によるクロスチェックなども行いつつ、各方面からいただい

た意見を適切に反映することにより、必要に応じて処分に係るリスクをさらに最適化していく。それに

応じて、今後も本報告書の評価を適宜見直していく計画である。 

10. まとめ 

福島第一原子力発電所において計画中の ALPS 処理水の海洋放出について、現時点（建設段階・改訂

版）の情報を基に、人および環境に対する被ばく評価を行った。 

0.05mSv/年を線量拘束値に相当するものとし、複数のソースタームと複数の食品摂取量を設定して計算

を行った結果、2021 年 4月の国の基本方針に基づく最適化によって、設定した代表的個人に対しては年

間の被ばく量は  2E-06～3E-05 mSv/年と、ICRP 勧告に示されている一般公衆の線量限度 1mSv/年はも

とより、原子力規制委員会に線量拘束値に相当するとされた 0.05mSv/年も大きく下回った。 

また、環境に対する影響でも、人に対する評価と同様の複数のソースタームを設定して計算を行った

結果、ICRP 勧告に基づき設定した標準動植物に対しては 3E-07～8E-07 mGy/日と、標準動植物の種類ご

とに ICRP 勧告に示されている誘導考慮参考レベル（DCRL）である扁平魚と褐藻の 1～10mGy/日およびカ

ニに対する 10～100mGy/日を大きく下回った。 

本評価結果の不確かさについては、8章に示した。 

今後、放出を開始した後であっても、運用に関する検討の進捗、各方面からいただいた意見、第三

者によるクロスチェックなどを通じて得られる知見を適宜適切に反映するとともに、必要な場合には

評価を見直し、本報告書を改訂するとともに、さらに必要に応じて放出計画等に反映していく。 

 

時点更新に伴う記載の適正化 

 

 

 

測定・評価対象核種の選定に伴

う記載の適正化 
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変 更 前 変 更 後 変 更 理 由 

用語集 

用語 説明 

多 核 種 除 去 設 備

（ALPS) 

汚染水に含まれるトリチウム以外の 62 種類の放射性物質を、法令に定

められた基準を満たすレベルまで浄化できる水処理設備（Advanced 

Liquid Processing System）。 

ALPS 処理水 

トリチウム以外の放射性物質が、安全に関する規制基準値を確実に下回

るまで、多核種除去設備等で浄化処理した水（トリチウムを除く告示濃

度比総和１未満）。 

処理途上水 
多核種除去設備等で浄化処理した水のうち、安全に関する規制基準値（ト

リチウムを除く告示濃度比総和１未満）を満たしていない水。 

ALPS 処理水等 ALPS 処理水と処理途上水の総称。 

ストロンチウム処理

水（ALPS 処理前水） 

汚染水から、セシウムとストロンチウムの大半を取り除いた ALPS 処理前

の水。 

二次処理 
トリチウム以外の放射性物質が、告示濃度比総和 1 未満まで浄化されて

いない処理途上水を、再度多核種除去設備等で浄化処理を行うこと。 

地下水バイパス 

山側から海側に流れている地下水を、原子炉建屋等から離れた場所にあ

る井戸から汲み上げ、排水基準を満たしていることを確認後に、海洋へ

排水することで、原子炉建屋等に近づく地下水の量を減少させる施策。 

サブドレン 

地下水が原子炉建屋等に流れ込むことで増加する汚染水の量を減らすた

め、サブドレン（建屋近傍の井戸）で汲み上げて浄化処理を行い、排水

基準を満たしていることを確認後に海洋に排水する施策。 

告示濃度限度 

「核原料物質又は核燃料物質の製錬の事業に関する規則等の規定に基づ

く線量限度等を定める告示」に定められた、放射性廃棄物を環境中へ放

出する際の基準。当該放射性廃棄物が複数の放射性物質を含む場合は、

告示濃度比総和が１未満となる必要がある。 

放出管理値 

原子力発電所が年間に放出する放射性物質の量を管理するために、放出

する核種ごとに設ける管理目標値。福島第一では、事故前のトリチウム

の放出管理値として 22 兆 Bq (2.2E+13Bq)を定めていた。 

運用管理値 

ALPS 処理水を処分する際に、被ばくへの影響が大きいと考えられる 8核

種について、被ばく低減の観点から当社が独自に定める濃度限度値。こ

れを超える濃度が検出された場合は放出を中止して貯留タンクに移送す

る。 

世界保健機関（WHO）

飲料水水質ガイドラ

イン 

飲料水の安全性確保のため、世界保健機関が定めた飲料水の水質に関す

るガイドライン。放射性物質の他、微生物、化学物質等の観点から、飲

み続けても問題のない水質が示されている。放射性物質濃度としては、

Cs-137 で 10Bq/L、トリチウムで 10,000Bq/L といった値が示されている。 

国際放射線防護委員

会（ICRP）勧告 

ICRP が勧告する放射線防護の基本的な考え方（概念）と基本となる数値

的基準を示した文書。 

国 際 原 子 力 機 関

（IAEA）安全基準文

書 

IAEA が、原子力安全確保に係る活動として、放射線や放射性物質の利用

に際して、人の健康や生命、財産等の安全を守るための基準を示した文

書。安全原則、安全要件、安全指針等からなり、守るべき考え方や基準

等が示されている。IAEA 安全基準文書は、全 IAEA 加盟国のコメントを

踏まえて作成されている。 

代表的個人 

放射線防護の検討のために行う一般公衆の被ばく評価において、被ばく

を受ける対象者として設定する仮想の個人。被ばく量が多くなるような

環境、生活習慣等を考慮する。 

用語集 

用語 説明 

多 核 種 除 去 設 備

（ALPS) 

汚染水に含まれるトリチウム以外の 62 種類の放射性物質を、法令に定

められた基準を満たすレベルまで浄化できる水処理設備（Advanced 

Liquid Processing System）。 

ALPS 処理水 

トリチウム以外の放射性物質が、安全に関する規制基準値を確実に下回

るまで、多核種除去設備等で浄化処理した水（トリチウムを除く告示濃

度比総和１未満）。 

処理途上水 
多核種除去設備等で浄化処理した水のうち、安全に関する規制基準値（ト

リチウムを除く告示濃度比総和１未満）を満たしていない水。 

ALPS 処理水等 ALPS 処理水と処理途上水の総称。 

ストロンチウム処理

水（ALPS 処理前水） 

汚染水から、セシウムとストロンチウムの大半を取り除いた ALPS 処理前

の水。 

二次処理 
トリチウム以外の放射性物質が、告示濃度比総和 1 未満まで浄化されて

いない処理途上水を、再度多核種除去設備等で浄化処理を行うこと。 

地下水バイパス 

山側から海側に流れている地下水を、原子炉建屋等から離れた場所にあ

る井戸から汲み上げ、排水基準を満たしていることを確認後に、海洋へ

排水することで、原子炉建屋等に近づく地下水の量を減少させる施策。 

サブドレン 

地下水が原子炉建屋等に流れ込むことで増加する汚染水の量を減らすた

め、サブドレン（建屋近傍の井戸）で汲み上げて浄化処理を行い、排水

基準を満たしていることを確認後に海洋に排水する施策。 

告示濃度限度 

「核原料物質又は核燃料物質の製錬の事業に関する規則等の規定に基づ

く線量限度等を定める告示」に定められた、放射性廃棄物を環境中へ放

出する際の基準。当該放射性廃棄物が複数の放射性物質を含む場合は、

告示濃度比総和が１未満となる必要がある。 

放出管理値 

原子力発電所が年間に放出する放射性物質の量を管理するために、放出

する核種ごとに設ける管理目標値。福島第一では、事故前のトリチウム

の放出管理値として 22 兆 Bq (2.2E+13Bq)を定めていた。 

運用管理値 

ALPS 処理水を処分する際に、被ばくへの影響が相対的に大きいと考えら

れる核種について、当社が独自に定める放出限度値。これを超える放出

量が見込まれた場合は、当該核種に関する放出放射能量の低減を検討す

る。 

世界保健機関（WHO）

飲料水水質ガイドラ

イン 

飲料水の安全性確保のため、世界保健機関が定めた飲料水の水質に関す

るガイドライン。放射性物質の他、微生物、化学物質等の観点から、飲

み続けても問題のない水質が示されている。放射性物質濃度としては、

Cs-137 で 10Bq/L、トリチウムで 10,000Bq/L といった値が示されている。 

国際放射線防護委員

会（ICRP）勧告 

ICRP が勧告する放射線防護の基本的な考え方（概念）と基本となる数値

的基準を示した文書。 

国 際 原 子 力 機 関

（IAEA）安全基準文

書 

IAEA が、原子力安全確保に係る活動として、放射線や放射性物質の利用

に際して、人の健康や生命、財産等の安全を守るための基準を示した文

書。安全原則、安全要件、安全指針等からなり、守るべき考え方や基準

等が示されている。IAEA 安全基準文書は、全 IAEA 加盟国のコメントを

踏まえて作成されている。 

代表的個人 

放射線防護の検討のために行う一般公衆の被ばく評価において、被ばく

を受ける対象者として設定する仮想の個人。被ばく量が多くなるような

環境、生活習慣等を考慮する。 
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変 更 前 変 更 後 変 更 理 由 

潜在被ばく 

確実に起こるとは予想されないが、予想される運転上の出来事、あるい

は、線源の事故または機器の故障や操作ミスを含めた確率的な性質の事

象または事象シーケンスによる、将来を見越して考慮した被ばく。放射

線防護の検討に用いる。 

日常的に漁業が行わ

れていないエリア 

漁業協同組合の組合員が一定の水域を共同に利用して漁業を営む権利

（共同漁業権）が設定されていない区域。共同漁業権非設定区域。 

領域海洋モデル 米国ラトガース大学で開発された海流の数値解析モデル。 

サブマージョンモデ

ル 

人が周囲を放射性物質に囲まれた状態（サブマージョン) を仮定した外

部被ばく線量計算モデル。 

濃縮係数 

海洋生物（原則可食部）中の放射性核種濃度（湿重量あたり）を、生息

している環境海水中放射性核種濃度に対する関係を示す便宜的な係数

で、生物への移行評価モデルで用いられる。 

実効線量換算係数 
放射性物質からの放射線により、人が受ける被ばく量を評価するための

換算係数。 

実効線量係数 
放射性核種の吸入量や摂取量から、人が受ける内部被ばく線量を評価す

るための換算係数。 

環境防護 人以外の生物を電離放射線による有害な影響から守ること。 

標準動植物 
環境からの放射線被ばくを、線量と影響に関連づけるために想定する、

特定タイプの動植物。 

動植物に関する線量

換算係数 

環境の放射性核種による、生物の内部被ばく線量と外部被ばく線量を簡

略化して計算するための換算係数。 

誘導考慮参考レベル 

（DCRL） 

ICRP が提唱する生物種ごとに定められた 1 桁の幅を持った線量率の範

囲。これを超える場合には影響を考慮する必要がある線量率レベル

(Derived consideration reference level)。 

濃度比 

動植物に対する環境からの放射線被ばくへの利用を目的に、水棲生物中

放射性核種濃度（全体）の、環境水中濃度に対する比率を、経験的に求

めた移行係数。 

分配係数 

放射性物質について、海水中の濃度（Bq/L）と、海底の堆積物中の濃度

（Bq/kg）が平衡状態にある時の比率。海水から海底の堆積物への、放射

性物質の移行評価に使用する。 

 

 

潜在被ばく 

確実に起こるとは予想されないが、予想される運転上の出来事、あるい

は、線源の事故または機器の故障や操作ミスを含めた確率的な性質の事

象または事象シーケンスによる、将来を見越して考慮した被ばく。放射

線防護の検討に用いる。 

日常的に漁業が行わ

れていないエリア 

漁業協同組合の組合員が一定の水域を共同に利用して漁業を営む権利

（共同漁業権）が設定されていない区域。共同漁業権非設定区域。 

領域海洋モデル 米国ラトガース大学で開発された海流の数値解析モデル。 

サブマージョンモデ

ル 

人が周囲を放射性物質に囲まれた状態（サブマージョン) を仮定した外

部被ばく線量計算モデル。 

濃縮係数 

海洋生物（原則可食部）中の放射性核種濃度（湿重量あたり）を、生息

している環境海水中放射性核種濃度に対する関係を示す便宜的な係数

で、生物への移行評価モデルで用いられる。 

実効線量換算係数 
放射性物質からの放射線により、人が受ける被ばく量を評価するための

換算係数。 

実効線量係数 
放射性核種の吸入量や摂取量から、人が受ける内部被ばく線量を評価す

るための換算係数。 

環境防護 人以外の生物を電離放射線による有害な影響から守ること。 

標準動植物 
環境からの放射線被ばくを、線量と影響に関連づけるために想定する、

特定タイプの動植物。 

動植物に関する線量

換算係数 

環境の放射性核種による、生物の内部被ばく線量と外部被ばく線量を簡

略化して計算するための換算係数。 

誘導考慮参考レベル 

（DCRL） 

ICRP が提唱する生物種ごとに定められた 1 桁の幅を持った線量率の範

囲。これを超える場合には影響を考慮する必要がある線量率レベル

(Derived consideration reference level)。 

濃度比 

動植物に対する環境からの放射線被ばくへの利用を目的に、水棲生物中

放射性核種濃度（全体）の、環境水中濃度に対する比率を、経験的に求

めた移行係数。 

分配係数 

放射性物質について、海水中の濃度（Bq/L）と、海底の堆積物中の濃度

（Bq/kg）が平衡状態にある時の比率。海水から海底の堆積物への、放射

性物質の移行評価に使用する。 
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132 

変 更 前 変 更 後 変 更 理 由 

作成メンバー 

 

本報告書のとりまとめにあたっては、社内より放射線影響評価について知見を有する職員を選定・配置

するとともに、放射線影響評価を行う上で特に重要な分野である、人の放射線防護、環境防護、海洋拡

散計算の 3分野について、社外より専門家をメンバーとして招聘した。 

 

・スポンサー 

松本 純一（東京電力ホールディングス株式会社） 

 

・評価メンバー 

チームリーダー： 岡村 知巳（東京電力ホールディングス株式会社） 

チームメンバー： 清岡 英男（東京電力ホールディングス株式会社） 

     一場 雄太（東京電力ホールディングス株式会社） 

     田口 涼太（東京電力ホールディングス株式会社） 

     占部 逸正（福山大学名誉教授，環境影響評価） 

立田 穣 （電力中央研究所サステナブルシステム研究本部客員研究員， 

        海生動植物被ばく評価） 

服部 隆利（電力中央研究所サステナブルシステム研究本部研究参事， 

        人の被ばく評価） 

        升本 順夫（東京大学教授，拡散計算） 

        津旨 大輔（電力中央研究所サステナブルシステム研究本部副研究参事， 

        拡散計算） 

 

 

 

・オブザーバー 

 小山 正史（電力中央研究所首席研究員）  

・事務局 

 佐藤 学 （東京電力ホールディングス株式会社） 

 松崎 勝久（東京電力ホールディングス株式会社） 

 

以上 

作成メンバー（2023 年 2月 8 日現在）  

 

本報告書のとりまとめにあたっては、社内より放射線環境影響評価について知見を有する職員を選

定・配置するとともに、放射線環境影響評価を行う上で特に重要な分野である、人の放射線防護、環

境防護、海洋拡散計算の 3分野について、社外より専門家をメンバーとして招聘した。 

 

・スポンサー 

松本 純一（東京電力ホールディングス株式会社） 

 

・評価メンバー 

チームリーダー：岡村 知巳（東京電力ホールディングス株式会社） 

チームメンバー：一場 雄太（東京電力ホールディングス株式会社） 

占部 逸正（福山大学名誉教授，環境影響評価） 

清岡 英男（東京電力ホールディングス株式会社） 

佐々木道也（電力中央研究所サステナブルシステム研究本部上席研究員， 

人の被ばく評価） 

立田 穣 （電力中央研究所サステナブルシステム研究本部客員研究員， 

海生動植物被ばく評価） 

津旨 大輔（電力中央研究所サステナブルシステム研究本部副研究参事， 

拡散計算） 

服部 隆利（原子力損害賠償・廃炉等支援機構廃炉支援部門技術グループ 

執行役員，人の被ばく評価） 

升本 順夫（国立大学法人東京大学教授，拡散計算） 

三角 和弘（電力中央研究所サステナブルシステム研究本部上席研究員， 

拡散計算） 

・オブザーバー 

小山 正史（電力中央研究所首席研究員）  

・事務局 

佐藤 学 （東京電力ホールディングス株式会社） 

松崎 勝久（東京電力ホールディングス株式会社） 

 

以上 

時点更新に伴う記載の適正化 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

メンバーの追加に伴う記載の

適正化 
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1 

変 更 前 変 更 後 変 更 理 由 

添付 I ALPS除去対象核種選定の考え方 

 

I-1. 除去対象核種の選定 

多核種除去設備の処理対象水（淡水、RO 濃縮塩水および処理装置出口水）は、1～3号機原子炉内の

燃料に由来する放射性物質（以下、「FP核種」）およびプラント運転時の保有水に含まれていた腐食生成

物に由来する放射性物質（以下、「CP核種」）を含んでいると想定される。多核種除去設備の設計として、

処理対象水が万一環境へ漏えいした場合の周辺公衆への放射線被ばくのリスクを低減するため、処理対

象水に含まれる FP核種および CP核種のうち、多核種除去設備で除去すべき高い濃度で存在する核種を

推定することが必要となる。 

よって、処理対象水に含まれる放射性物質の濃度を推定するにあたり、FP 核種については、炉心イ

ンベントリの評価結果から有意な濃度で存在すると想定される核種を選定し、そのうち、2011年 3月に

放射性物質の測定を実施している核種については、測定結果から滞留水中の濃度を推定し、測定してい

ない核種については、炉心インベントリの評価結果から滞留水に含まれる濃度を推定した。 

また、CP 核種については、プラント運転時の原子炉保有水に含まれていた核種が滞留水に移行して

いること、また、高温焼却炉建屋に滞留水を移送した際に、濃縮廃液タンクの保有水に含まれていた核

種が混入したことが考えられることから、プラント運転時の原子炉及び濃縮廃液タンクの保有水に対す

る CP 核種の測定結果を用いて、滞留水に含まれる濃度を推定した。 

FP 核種、CP 核種共に多核種除去設備の稼動時期が原子炉停止より 1 年後（365 日後）以降となる

と想定されたことから、半減期を考慮し原子炉停止 365 日後の滞留水中濃度を減衰補正により推定し

た。減衰補正により得られた原子炉停止 365 日後の推定濃度が告示濃度限度に対し、1/100 を超える核

種を滞留水中に有意な濃度で存在するものとして多核種除去設備の除去対象核種として選定した。な

お、1/100 以下となることから除外した核種の推定濃度と告示濃度限度との比の総和は、最大で 0.05

程度であることから、除外した核種の濃度は十分低いものと考える。 

 

I-2. 除去対象核種の選定方法および選定結果 

(1) FP 核種からの除去対象核種の選定方法および選定結果 

FP 核種からの除去対象核種の選定は、図 I-1 のフローに従い実施した。その結果、56 核種を除

去対象核種として選定した。 

(2) CP 核種からの除去対象核種の選定方法および選定結果 

CP 核種からの除去対象核種の選定は、図 I-2 のフローに従い実施した。その結果、6 核種を除去

対象核種として選定した。 

(3) 除去対象核種選定結果のまとめ 

FP 核種から選定した 56 核種に、CP 核種から選定した 6 核種を加えた計 62 核種を除去対象核

種として選定した（表 I-1参照）。 

 

 

添付 I ALPS処理水海洋放出時の測定・評価対象核種選定の考え方 

 

（全面改定） 

 

（以下省略） 

 

測定・評価対象核種の選定に伴

う記載変更 
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2 

変 更 前 変 更 後 変 更 理 由 

 
図 I-1：FP核種における除去対象核種選定フロー 

 

（以下省略） 

 

 

測定・評価対象核種の選定に伴

う記載変更 
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3 

変 更 前 変 更 後 変 更 理 由 

 
図 I-2 CP核種における除去対象核種選定フロー 

 

（以下省略） 

 

 

測定・評価対象核種の選定に伴

う記載変更 
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変 更 前 変 更 後 変 更 理 由 

表 I-1 除去対象核種一覧 

No. 核種 物理半減期 線種 No 核種 物理半減期 線種 

1 Mn-54 310d  32 I-129 1.6E+07y  

2 Fe-59 44 d  33 Cs-134 2.1y  

3 Co-58 71d  34 Cs-135 2.3E+06y  

4 Co-60 5.3y  35 Cs-136 13d  

5 Ni-63 100y  36 Cs-137 30y  

6 Zn-65 240d  37 Ba-137m 2.6m  

7 Rb-86 19d  38 Ba-140 13d  

8 Sr-89 51d  39 Ce-141 33d  

9 Sr-90 29y  40 Ce-144 280d  

10 Y-90 64h  41 Pr-144 17m  

11 Y-91 59d  42 Pr-144m 7.2m  

12 Nb-95 35d  43 Pm-146 5.5y  

13 Tc-99 2.1E+05y  44 Pm-147 2.6y  

14 Ru-103 39d  45 Pm-148 5.4d  

15 Ru-106 370d  46 Pm-148m 41d  

16 Rh-103m 56m  47 Sm-151 90y  

17 Rh-106 30s  48 Eu-152 14y  

18 Ag-110m 250d  49 Eu-154 8.6y  

19 Cd-113m 14 y  50 Eu-155 4.8y  

20 Cd-115m 45d  51 Gd-153 240d  

21 Sn-119m 290d  52 Tb-160 72d  

22 Sn-123 130d  53 Pu-238 88y  

23 Sn-126 2.3E+05y  54 Pu-239 2.4E+04y  

24 Sb-124 60d  55 Pu-240 6.6E+03y  

25 Sb-125 2.8y  56 Pu-241 14y  

26 Te-123m 120d  57 Am-241 430y  

27 Te-125m 57d  58 Am-242m 140y  

28 Te-127 9.4h  59 Am-243 7.4E+03y  

29 Te-127m 110d  60 Cm-242 160d  

30 Te-129 70m  61 Cm-243 29y  

31 Te-129m 34d  62 Cm-244 18y  
 

（以下省略） 

 

 

測定・評価対象核種の選定に伴

う記載変更 
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変 更 前 変 更 後 変 更 理 由 

添付 II ALPS処理水等の水質について 

 

（中略） 

 

II-1. 汚染水（建屋滞留水）の発生と汚染水処理設備の系統概要 

福島第一原子力発電所では、建屋に残る燃料デブリに水をかけて冷却しているが、こうした冷却水に、

建屋内に浸入する地下水や雨水が混ざることで汚染水が発生している。 

なお、汚染水の発生量は、陸側遮水壁（凍土壁）やサブドレンなどの対策により、原子炉建屋内に侵

入する水を減らしており、2020年度実績では日量平均約 140m3にまで減少してきている。 

汚染水に含まれる放射性物質によるリスクを低減させるため、まず、キュリオン、サリー、およびサ

リー２といったセシウム吸着装置を用いて、汚染水に含まれる放射性物質の大部分を占めるセシウムと

ストロンチウムを重点的に取り除いている。その後、淡水化装置により淡水化した水を炉内の破損燃料

冷却のために再循環するとともに、濃縮された残りの水については「ストロンチウム処理水（ALPS処理

前水）」として、多核種除去設備（以下、「ALPS」）による処理を行い、トリチウム以外の大部分を占める

除去対象核種 62核種を除去した後、高台に設置されたタンクにて貯留している。 

 

 

 

 

（中略） 

 

II-2. ALPSの系統概要 

ALPS は、上述のストロンチウム処理水に含まれると想定される核種のうち、ALPS によって除去する

ことができないトリチウムを除き、除去すべき濃度で含まれると推定される 62核種 1を、薬液による共

沈、活性炭や機能性材料による吸着、物理的なフィルターによるろ過など、物理的・化学的性質を利用

した処理により、希釈することなく告示濃度限度未満まで除去できる能力を有するよう設計されてお

り、その能力は実際の運用を通じてすでに実証されている（性能の詳細については II-3.「ALPSの性能」

参照）。 

 

（中略） 

 
1 選定プロセスおよび選定された核種の詳細については、添付 I「ALPS除去対象核種選定の考え方」参

照。 

 

（中略） 

 

II-4. ALPSによる処理途上水の二次処理性能 

II-4-1 二次処理性能試験実施の背景 

現在、福島第一原子力発電所に貯蔵される水の約 7 割は、II-7.に示すさまざまな理由により、告示

濃度比総和が 1以上と評価される水（いわゆる「処理途上水」）である。 

 

（中略） 

 

添付 II ALPS処理水等の水質について 

 

（中略） 

 

II-1. 汚染水（建屋滞留水）の発生と汚染水処理設備の系統概要 

福島第一原子力発電所では、建屋に残る燃料デブリに水をかけて冷却しているが、こうした冷却水に、

建屋内に浸入する地下水や雨水が混ざることで汚染水が発生している。 

なお、汚染水の発生量は、陸側遮水壁（凍土壁）やサブドレンなどの対策により、原子炉建屋内に侵

入する水を減らしており、2021年度実績では日量平均約 130m3にまで減少してきている。 

汚染水に含まれる放射性物質によるリスクを低減させるため、まず、キュリオン、サリー、およびサ

リー２といったセシウム吸着装置を用いて、汚染水に含まれる放射性物質の大部分を占めるセシウムと

ストロンチウムを重点的に取り除いている。その後、淡水化装置により淡水化した水を炉内の破損燃料

冷却のために再循環するとともに、濃縮された残りの水については「ストロンチウム処理水（ALPS処理

前水）」として、多核種除去設備（以下、「ALPS」）による処理を行い、トリチウム以外の大部分を占める

除去対象核種 62核種 1を除去した後、高台に設置されたタンクにて貯留している。 

 
1 選定プロセスおよび選定された核種の詳細については、参考 F「ALPS除去対象核種選定の考え方」参

照。 

 

（中略） 

 

II-2. ALPSの系統概要 

ALPS は、上述のストロンチウム処理水に含まれると想定される核種のうち、ALPS によって除去する

ことができないトリチウムを除き、除去すべき濃度で含まれると推定される 62 核種を、薬液による共

沈、活性炭や機能性材料による吸着、物理的なフィルターによるろ過など、物理的・化学的性質を利用

した処理により、希釈することなく告示濃度限度未満まで除去できる能力を有するよう設計されてお

り、その能力は実際の運用を通じてすでに実証されている（性能の詳細については II-3.「ALPSの性能」

参照）。 

 

（中略） 

 

（削除） 

 

 

（中略） 

 

II-4. ALPSによる処理途上水の二次処理性能 

II-4-1 二次処理性能試験実施の背景 

2023年 1 月現在、福島第一原子力発電所に貯蔵される水の約 7 割は、II-7.に示すさまざまな理由に

より、告示濃度比総和が 1以上と評価される水（いわゆる「処理途上水」）である。 

 

（中略） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

時点更新及び測定・評価対象核

種の選定に伴う記載の適正化 
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変 更 前 変 更 後 変 更 理 由 

II-5. 貯蔵されている ALPS処理水等の放射性物質に関する分析 

 

（中略） 

 

すなわち、移送先のタンク群（水の受け入れ時に 8～10基タンクを連結したもの）が満水になった時

に、当該タンク群での ALPSからの水受け入れ中に ALPS出口（測定箇所⑦）で採取した試料（水）の測

定結果から、下記の式を用いてトリチウムを除く 63 核種の告示濃度比が 1 未満と推定できるものを

ALPS処理水と、それ以外のものを処理途上水と判定している。 

𝐶𝐴𝑙𝑙 = 𝐶𝑀7 + 𝐶𝐶−14 + 𝐶55 < 1 
ここで、 

CAll： トリチウムを除く 63核種の告示濃度比総和 

CM7： 主要 7核種の測定結果から求められる告示濃度比総和 

CC-14：C-14の告示濃度比（保守的にこれまでに測定された最大濃度（215Bq/L）から求められ

る告示濃度比 0.11に設定） 

C55： 62 核種のうち主要 7 核種に含まれない 55核種に関する告示濃度比総和の推定値（こ

れまでの測定実績に基づく推定値、0.3と設定） 

 

（中略） 

 

II-5. 貯蔵されている ALPS処理水等の放射性物質に関する分析 

 

（中略） 

 

すなわち、移送先のタンク群（水の受け入れ時に 8～10基タンクを連結したもの）が満水になった時

に、当該タンク群での ALPSからの水受け入れ中に ALPS出口（測定箇所⑦）で採取した試料（水）の測

定結果から、下記の式を用いてトリチウムを除く核種の告示濃度比が 1 未満と推定できるものを ALPS

処理水と、それ以外のものを処理途上水と判定している。 

𝐶𝐴𝑙𝑙 = 𝐶𝑀7 + 𝐶𝐶−14 + 𝐶𝑂 < 1 
ここで、 

CAll： トリチウムを除く核種の告示濃度比総和 

CM7： 主要 7核種の測定結果から求められる告示濃度比総和 

CC-14：C-14の告示濃度比（保守的にこれまでに測定された最大濃度（215Bq/L）から求められ

る告示濃度比 0.11に設定） 

CO： トリチウムを除く核種のうち主要 7 核種に含まれない核種に関する告示濃度比総和

の推定値（これまでの測定実績に基づく推定値、0.3と設定） 

 

（中略） 

 

 

 

 

 

 

 

測定・評価対象核種の選定に伴

う記載の適正化 
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図 II-5 ALPS 処理水の分析結果における主要 7核種の濃度分布（2021 年 3月末現在） 

※主要 7核種告示濃度比総和 0.59未満の分析結果(80基分)をプロット（二次処理試験水は除く） 

※縦軸はタンクの数を示す（不検出の場合には検出下限値で計数） 

※本図は測定時点の濃度でとりまとめたものであり、半減期補正はしていない 

 

（中略） 

 

 
図 II-6 ALPS 処理水等の分析結果におけるトリチウム、C-14 の濃度分布（2021 年 3月末現在） 

※タンク群の分析結果(トリチウムは 189基分、C-14は 81基分)をプロット（二次処理試験水は除く） 

※縦軸はタンクの数を示す（不検出の場合には検出下限値で計数） 

※本図は測定時点の濃度でとりまとめたものであり、半減期補正はしていない 

 
図 II-5 ALPS 処理水の分析結果における主要 7核種の濃度分布（2021 年 3月末現在） 

※主要 7核種告示濃度比総和 0.59未満の分析結果(80基分)をプロット（二次処理試験水は除く） 

※縦軸はタンクの数を示す（不検出の場合には検出下限値で計数） 

※不検出の場合には検出下限値を使用して作成したため、一部の実測最大値は検出下限値である 

※本図は測定時点の濃度でとりまとめたものであり、半減期補正はしていない 

（中略） 

 

 
図 II-6 ALPS 処理水等の分析結果におけるトリチウム、C-14の濃度分布（2021 年 3月末現在） 

※タンク群の分析結果(トリチウムは 189基分、C-14は 81基分)をプロット（二次処理試験水は除く） 

※縦軸はタンクの数を示す（不検出の場合には検出下限値で計数） 

※本図は測定時点の濃度でとりまとめたものであり、半減期補正はしていない 
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変 更 前 変 更 後 変 更 理 由 

なお、上記推定の結果、現在タンク内に貯留されている水の約 7割が上式を満足していない「処理途

上水」、すなわち 63 核種の告示濃度比総和 CAllが 1以上のものと判断している。「処理途上水」は、今後

海洋放出の直前に二次処理を行い、測定・確認用設備で告示濃度比総和が 1を下回っていることを確認

した後にのみ、放出される。 

 

（中略） 

 

II-6. 放射性物質以外の水質 

 

（中略） 

 

表 II-8 には、サンプル採取を行ったタンク群とそれに貯蔵された水の受け入れ時期を、表 II-9-1～

2には当社「一般排水処理管理要領」に基づく測定対象 46項目に関する結果を示す 11。いずれも、日本

国内の法律および条令に基づく基準を満足するものであることが確認できている。 

 

（中略） 

 

なお、上記推定の結果、2023年 1月現在タンク内に貯留されている水の約 7割が上式を満足していな

い「処理途上水」、すなわちトリチウム以外の核種の告示濃度比総和 CAll が 1 以上のものと判断してい

る。「処理途上水」は、今後海洋放出の直前に二次処理を行い、測定・確認用設備で告示濃度比総和が 1

を下回っていることを確認した後にのみ、放出される。 

 

（中略） 

 

II-6. 放射性物質以外の水質 

 

（中略） 

 

表 II-8 には、サンプル採取を行ったタンク群とそれに貯蔵された水の受け入れ時期を、表 II-9-1～

2には当社「一般排水処理管理要領」に基づく測定対象 46項目に関する結果を示す 11。いずれも、日本

国内の法律および福島県条例に基づく基準を満足するものであることが確認できている。 

 

（中略） 

 

時点更新及び測定・評価対象核

種の選定に伴う記載の適正化 
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表 II-9-1 ALPS 処理水等タンクにおける化学物質等分析結果（その 1） 

項目 
基準または 

許容限度 
単位 

エリアおよびタンク群 

G3 J4 H1 K3 

A B E A 

水素イオン 5.0< /<9.0 pH 8.8 8.3 7.8 8.3 

浮遊物質量(SS) 
許容限度 200 

(日間平均 150) 
mg/L <1 <1 <1 <1 

化学的酸素要求量 

(COD) 

許容限度 160 

（日間平均 120） 
mg/L 2.4 2.8 3.9 3.9 

ホウ素（mg/L） 
許容限度 230 

（海域） 
mg/L 3.5 4.4 2.3 0.9 

溶解性鉄 許容限度 10 mg/L <1 <1 <1 <1 

銅 許容限度 3 mg/L <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 

ニッケル 許容限度 2 mg/L <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 

クロム 許容限度 2 mg/L <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 

亜鉛 許容限度 2 mg/L <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 

生物化学的酸素要求量 

(BOD) 

許容限度 160 

（日間平均 120） 
mg/L <1 <1 <1 <1 

大腸菌群数 
許容限度  

日間平均 3000 
個/cm3 0 0 0 0 

カドミウム 許容限度 0.03 mg/L <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 

シアン 許容限度 1 mg/L <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 

有機リン 許容限度 1 mg/L <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 

鉛 許容限度 0.1 mg/L <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 

六価クロム 許容限度 0.5 mg/L <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 

ヒ素 許容限度 0.1 mg/L <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 

水銀 許容限度 0.005 mg/L <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 

アルキル水銀 検出されないこと mg/L <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 

ポリ塩化ビフェニル 許容限度 0.003 mg/L <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 

トリクロロエチレン 許容限度 0.1 mg/L <0.03 <0.03 <0.03 <0.03 

テトラクロロエチレン 許容限度 0.1 mg/L <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 

ジクロロメタン 許容限度 0.2 mg/L <0.02 <0.02 <0.02 <0.02 

四塩化炭素 許容限度 0.02 mg/L <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 

1,2-ジクロロエタン 許容限度 0.04 mg/L <0.004 <0.004 <0.004 <0.004 

1,1-ジクロロエチレン 許容限度 1 mg/L <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 

シス-1,2-ジクロロエチ

レン 
許容限度 0.4 mg/L <0.04 <0.04 <0.04 <0.04 

1,1,1-トリクロロエタン 許容限度 3 mg/L <0.3 <0.3 <0.3 <0.3 

1,1,2-トリクロロエタン 許容限度 0.06 mg/L <0.006 <0.006 <0.006 <0.006 

1,3-ジクロロプロペン 許容限度 0.02 mg/L <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 

チウラム 許容限度 0.06 mg/L <0.006 <0.006 <0.006 <0.006 

シマジン 許容限度 0.03 mg/L <0.003 <0.003 <0.003 <0.003 

チオベンカルブ 許容限度 0.2 mg/L <0.02 <0.02 <0.02 <0.02 

ベンゼン 許容限度 0.1 mg/L <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 

セレン 許容限度 0.1 mg/L <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 

フェニトロチオン 許容限度 0.03 mg/L <0.003 <0.003 <0.003 <0.003 

フェノール類 許容限度 5 mg/L <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 

フッ素 許容限度 15（海域） mg/L <0.5 <0.5 <0.5 <0.5 

溶解性マンガン 許容限度 10 mg/L <1 <1 <1 <1 

アンモニア，アンモニウ

ム化合物 
許容限度 100 

mg/L <1 <1 <1 <1 

亜硝酸化合物および亜硝

酸化合物 
mg/L 2 2 <1 11 

1,4-ジオキサン 許容限度 0.5 mg/L <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 

n-ヘキサン抽出物質（鉱

物油） 
許容限度 5 mg/L <0.5 <0.5 <0.5 <0.5 

n-ヘキサン抽出物質（動

植物油脂類） 
許容限度 30 mg/L <1 <1 <1 <1 

窒素 許容限度 120 mg/L 2 2.3 0.7 11.1 

表 II-9-1 ALPS 処理水等タンクにおける化学物質等分析結果（その 1） 

項目 
基準または 

許容限度 
単位 

エリアおよびタンク群 

G3 J4 H1 K3 

A B E A 

水素イオン 5.0< /<9.0 pH 8.8 8.3 7.8 8.3 

浮遊物質量(SS) 
許容限度 200 

(日間平均 150) 
mg/L <1 <1 <1 <1 

化学的酸素要求量 

(COD) 

許容限度 160 

（日間平均 120） 
mg/L 2.4 2.8 3.9 3.9 

ホウ素（mg/L） 
許容限度 230 

（海域） 
mg/L 3.5 4.4 2.3 0.9 

溶解性鉄 許容限度 10 mg/L <1 <1 <1 <1 

銅 許容限度 3 mg/L <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 

ニッケル 許容限度 2 mg/L <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 

クロム 許容限度 2 mg/L <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 

亜鉛 許容限度 2 mg/L <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 

生物化学的酸素要求量 

(BOD) 

許容限度 160 

（日間平均 120） 
mg/L <1 <1 <1 <1 

大腸菌群数 
許容限度  

日間平均 3000 
個/cm3 0 0 0 0 

カドミウム 許容限度 0.03 mg/L <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 

シアン 許容限度 1 mg/L <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 

有機リン 許容限度 1 mg/L <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 

鉛 許容限度 0.1 mg/L <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 

六価クロム 許容限度 0.5 mg/L <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 

ヒ素 許容限度 0.1 mg/L <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 

水銀 許容限度 0.005 mg/L <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 

アルキル水銀 検出されないこと mg/L <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 

ポリ塩化ビフェニル 許容限度 0.003 mg/L <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 

トリクロロエチレン 許容限度 0.1 mg/L <0.03 <0.03 <0.03 <0.03 

テトラクロロエチレン 許容限度 0.1 mg/L <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 

ジクロロメタン 許容限度 0.2 mg/L <0.02 <0.02 <0.02 <0.02 

四塩化炭素 許容限度 0.02 mg/L <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 

1,2-ジクロロエタン 許容限度 0.04 mg/L <0.004 <0.004 <0.004 <0.004 

1,1-ジクロロエチレン 許容限度 1 mg/L <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 

シス-1,2-ジクロロエチ

レン 
許容限度 0.4 mg/L <0.04 <0.04 <0.04 <0.04 

1,1,1-トリクロロエタン 許容限度 3 mg/L <0.3 <0.3 <0.3 <0.3 

1,1,2-トリクロロエタン 許容限度 0.06 mg/L <0.006 <0.006 <0.006 <0.006 

1,3-ジクロロプロペン 許容限度 0.02 mg/L <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 

チウラム 許容限度 0.06 mg/L <0.006 <0.006 <0.006 <0.006 

シマジン 許容限度 0.03 mg/L <0.003 <0.003 <0.003 <0.003 

チオベンカルブ 許容限度 0.2 mg/L <0.02 <0.02 <0.02 <0.02 

ベンゼン 許容限度 0.1 mg/L <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 

セレン 許容限度 0.1 mg/L <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 

フェニトロチオン 許容限度 0.03 mg/L <0.003 <0.003 <0.003 <0.003 

フェノール類 許容限度 5 mg/L <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 

フッ素 許容限度 15（海域） mg/L <0.5 <0.5 <0.5 <0.5 

溶解性マンガン 許容限度 10 mg/L <1 <1 <1 <1 

アンモニア，アンモニウ

ム化合物 
許容限度 100 

mg/L <1 <1 <1 <1 

亜硝酸化合物および亜硝

酸化合物 
mg/L 2 2 <1 11 

1,4-ジオキサン 許容限度 0.5 mg/L <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 

n-ヘキサン抽出物質（鉱

物油） 
許容限度 5 mg/L <0.5 <0.5 <0.5 <0.5 

n-ヘキサン抽出物質（動

植物油脂類） 
許容限度 30 mg/L <1 <1 <1 <1 

窒素 許容限度 120 mg/L 2 2.3 0.7 11.1 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

記載の適正化 
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変 更 前 変 更 後 変 更 理 由 

（日間平均 60） 

リン 
許容限度 16 

（日間平均 8） 
mg/L <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 

 

 

（日間平均 60） 

リン 
許容限度 16 

（日間平均 8） 
mg/L <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 
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変 更 前 変 更 後 変 更 理 由 

表 II-9-2 ALPS 処理水等タンクにおける化学物質等分析結果（その 2） 

項目 
基準または 

許容限度 
単位 

エリアおよびタンク群 

K4 H2 G1S 

A C A 

水素イオン 5.0< /<9.0 pH 8.3 8.5 8.3 

浮遊物質量(SS) 
許容限度 200 

(日間平均 150) 
mg/L <1 <1 <1 

化学的酸素要求量 

(COD) 

許容限度 160 

（日間平均 120） 
mg/L 0.9 1.8 1.5 

ホウ素（mg/L） 
許容限度 230 

（海域） 
mg/L 0.4 1.1 1.1 

溶解性鉄 許容限度 10 mg/L <1 <1 <1 

銅 許容限度 3 mg/L <0.1 <0.1 <0.1 

ニッケル 許容限度 2 mg/L <0.1 <0.1 <0.1 

クロム 許容限度 2 mg/L <0.1 <0.1 <0.1 

亜鉛 許容限度 2 mg/L <0.1 <0.1 <0.1 

生物化学的酸素要求量 

(BOD) 

許容限度 160 

（日間平均 120） 
mg/L 2 <1 <1 

大腸菌群数 
許容限度  

日間平均 3000 
個/cm3 0 0 0 

カドミウム 許容限度 0.03 mg/L <0.01 <0.01 <0.01 

シアン 許容限度 1 mg/L <0.05 <0.05 <0.05 

有機リン 許容限度 1 mg/L <0.1 <0.1 <0.1 

鉛 許容限度 0.1 mg/L <0.01 <0.01 <0.01 

六価クロム 許容限度 0.5 mg/L <0.05 <0.05 <0.05 

ヒ素 許容限度 0.1 mg/L <0.01 <0.01 <0.01 

水銀 許容限度 0.005 mg/L <0.0005 <0.0005 <0.0005 

アルキル水銀 検出されないこと mg/L <0.0005 <0.0005 <0.0005 

ポリ塩化ビフェニル 許容限度 0.003 mg/L <0.0005 <0.0005 <0.0005 

トリクロロエチレン 許容限度 0.1 mg/L <0.03 <0.03 <0.03 

テトラクロロエチレン 許容限度 0.1 mg/L <0.01 <0.01 <0.01 

ジクロロメタン 許容限度 0.2 mg/L <0.02 <0.02 <0.02 

四塩化炭素 許容限度 0.02 mg/L <0.002 <0.002 <0.002 

1,2-ジクロロエタン 許容限度 0.04 mg/L <0.004 <0.004 <0.004 

1,1-ジクロロエチレン 許容限度 1 mg/L <0.1 <0.1 <0.1 

シス-1,2-ジクロロエチ

レン 
許容限度 0.4 mg/L <0.04 <0.04 <0.04 

1,1,1-トリクロロエタ

ン 
許容限度 3 mg/L <0.3 <0.3 <0.3 

1,1,2-トリクロロエタ

ン 
許容限度 0.06 mg/L <0.006 <0.006 <0.006 

1,3-ジクロロプロペン 許容限度 0.02 mg/L <0.002 <0.002 <0.002 

チウラム 許容限度 0.06 mg/L <0.006 <0.006 <0.006 

シマジン 許容限度 0.03 mg/L <0.003 <0.003 <0.003 

チオベンカルブ 許容限度 0.2 mg/L <0.02 <0.02 <0.02 

ベンゼン 許容限度 0.1 mg/L <0.01 <0.01 <0.01 

セレン 許容限度 0.1 mg/L <0.01 <0.01 <0.01 

フェニトロチオン 許容限度 0.03 mg/L <0.003 <0.003 <0.003 

フェノール類 許容限度 5 mg/L <0.1 <0.1 <0.1 

フッ素 許容限度 15（海域） mg/L <0.5 <0.5 <0.5 

溶解性マンガン 許容限度 10 mg/L <1 <1 <1 

アンモニア，アンモニウ

ム化合物 
許容限度 100 

mg/L <1 <1 <1 

亜硝酸化合物および亜

硝酸化合物 
mg/L 25 7 10 

1,4-ジオキサン 許容限度 0.5 mg/L <0.05 <0.05 <0.05 

n-ヘキサン抽出物質（鉱

物油） 
許容限度 5 mg/L <0.5 <0.5 <0.5 

n-ヘキサン抽出物質（動 許容限度 30 mg/L <1 <1 <1 

表 II-9-2 ALPS 処理水等タンクにおける化学物質等分析結果（その 2） 

項目 
基準または 

許容限度 
単位 

エリアおよびタンク群 

K4 H2 G1S 

A C A 

水素イオン 5.0< /<9.0 pH 8.3 8.5 8.3 

浮遊物質量(SS) 
許容限度 200 

(日間平均 150) 
mg/L <1 <1 <1 

化学的酸素要求量 

(COD) 

許容限度 160 

（日間平均 120） 
mg/L 0.9 1.8 1.5 

ホウ素（mg/L） 
許容限度 230 

（海域） 
mg/L 0.4 1.1 1.1 

溶解性鉄 許容限度 10 mg/L <1 <1 <1 

銅 許容限度 3 mg/L <0.1 <0.1 <0.1 

ニッケル 許容限度 2 mg/L <0.1 <0.1 <0.1 

クロム 許容限度 2 mg/L <0.1 <0.1 <0.1 

亜鉛 許容限度 2 mg/L <0.1 <0.1 <0.1 

生物化学的酸素要求量 

(BOD) 

許容限度 160 

（日間平均 120） 
mg/L 2 <1 <1 

大腸菌群数 
許容限度  

日間平均 3000 
個/cm3 0 0 0 

カドミウム 許容限度 0.03 mg/L <0.01 <0.01 <0.01 

シアン 許容限度 1 mg/L <0.05 <0.05 <0.05 

有機リン 許容限度 1 mg/L <0.1 <0.1 <0.1 

鉛 許容限度 0.1 mg/L <0.01 <0.01 <0.01 

六価クロム 許容限度 0.5 mg/L <0.05 <0.05 <0.05 

ヒ素 許容限度 0.1 mg/L <0.01 <0.01 <0.01 

水銀 許容限度 0.005 mg/L <0.0005 <0.0005 <0.0005 

アルキル水銀 検出されないこと mg/L <0.0005 <0.0005 <0.0005 

ポリ塩化ビフェニル 許容限度 0.003 mg/L <0.0005 <0.0005 <0.0005 

トリクロロエチレン 許容限度 0.1 mg/L <0.03 <0.03 <0.03 

テトラクロロエチレン 許容限度 0.1 mg/L <0.01 <0.01 <0.01 

ジクロロメタン 許容限度 0.2 mg/L <0.02 <0.02 <0.02 

四塩化炭素 許容限度 0.02 mg/L <0.002 <0.002 <0.002 

1,2-ジクロロエタン 許容限度 0.04 mg/L <0.004 <0.004 <0.004 

1,1-ジクロロエチレン 許容限度 1 mg/L <0.1 <0.1 <0.1 

シス-1,2-ジクロロエチ

レン 
許容限度 0.4 mg/L <0.04 <0.04 <0.04 

1,1,1-トリクロロエタ

ン 
許容限度 3 mg/L <0.3 <0.3 <0.3 

1,1,2-トリクロロエタ

ン 
許容限度 0.06 mg/L <0.006 <0.006 <0.006 

1,3-ジクロロプロペン 許容限度 0.02 mg/L <0.002 <0.002 <0.002 

チウラム 許容限度 0.06 mg/L <0.006 <0.006 <0.006 

シマジン 許容限度 0.03 mg/L <0.003 <0.003 <0.003 

チオベンカルブ 許容限度 0.2 mg/L <0.02 <0.02 <0.02 

ベンゼン 許容限度 0.1 mg/L <0.01 <0.01 <0.01 

セレン 許容限度 0.1 mg/L <0.01 <0.01 <0.01 

フェニトロチオン 許容限度 0.03 mg/L <0.003 <0.003 <0.003 

フェノール類 許容限度 5 mg/L <0.1 <0.1 <0.1 

フッ素 許容限度 15（海域） mg/L <0.5 <0.5 <0.5 

溶解性マンガン 許容限度 10 mg/L <1 <1 <1 

アンモニア，アンモニウ

ム化合物 
許容限度 100 

mg/L <1 <1 <1 

亜硝酸化合物および亜

硝酸化合物 
mg/L 25 7 10 

1,4-ジオキサン 許容限度 0.5 mg/L <0.05 <0.05 <0.05 

n-ヘキサン抽出物質（鉱

物油） 
許容限度 5 mg/L <0.5 <0.5 <0.5 

n-ヘキサン抽出物質（動 許容限度 30 mg/L <1 <1 <1 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

記載の適正化 
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変 更 前 変 更 後 変 更 理 由 

植物油脂類） 

窒素 
許容限度 120 

（日間平均 60） 
mg/L 24.6 7.5 10 

リン 
許容限度 16 

（日間平均 8） 
mg/L <0.05 <0.05 <0.05 

 

II-7. 処理途上水の発生理由 

ALPSは、汚染水から除去対象 62 核種を除去し、一度の処理で告示濃度比総和 1未満にする能力を持

っているが、II-5.に記載の方法により推定した結果、タンクに貯蔵される水のうち、含まれる放射性

物質濃度が告示濃度比総和 1以上となり、今後二次処理が行われる「処理途上水」が、全体の 7割（2022

年 2月現在約 67%）を占めている。この理由を処理の時期ごとに以下に示す。 

 

（中略） 

 

 

植物油脂類） 

窒素 
許容限度 120 

（日間平均 60） 
mg/L 24.6 7.5 10 

リン 
許容限度 16 

（日間平均 8） 
mg/L <0.05 <0.05 <0.05 

 

II-7. 処理途上水の発生理由 

ALPS は、汚染水から除去対象 62 核種を除去し、一度の処理でトリチウム以外の核種の告示濃度比総

和 1 未満にする能力を持っているが、II-5.に記載の方法により推定した結果、タンクに貯蔵される水

のうち、含まれる放射性物質濃度が告示濃度比総和 1以上となり、今後二次処理が行われる「処理途上

水」が、全体の 7割（2022 年 9月現在約 66%）を占めている。この理由を処理の時期ごとに以下に示す。 

 

（中略） 

 

 

 

 

 

 

 

 

時点更新及び測定・評価対象核

種の選定に伴う記載の適正化 
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変 更 前 変 更 後 変 更 理 由 

添付 III トリチウムの被ばく評価における有機結合型トリチウムの影響について 

 

（中略） 

 

III-2. OBT摂取による被ばく評価への影響について 

 

（中略） 

 

一方、環境中の動植物においては、HTOの一部が OBTに変換されることから、海産物として摂取する

トリチウムの一部は OBTであることが考えられる。ただし、環境中でトリチウムと水素の同位体比率

が変わるような濃縮は見られないこと、および海産物の重量の７割～９割程度が水であることから、

OBT によって、海産物中のトリチウム濃度が大きく変わることは無いと考えられる。 

 

 

（中略） 

 

本報告書では、海産物摂取による内部被ばくの評価において、OBTの割合を 10%として計算を行っ

た。 

 

表 III-1 海産物から摂取するトリチウムのうち OBTの割合により補正した実効線量係数 

海産物の 

OBT の割合 

（％） 

実効線量係数 

(mSv/Bq) 
備考 

成人 幼児 乳児  

0 1.8E-08 3.1E-08 6.4E-08  

10 2.0E-08 3.5E-08 7.0E-08 評価に使用 

20 2.3E-08 3.9E-08 7.5E-08  

100 4.2E-08 7.3E-08 1.2E-07  

 

 

添付 III トリチウムの被ばく評価における有機結合型トリチウムの影響について 

 

（中略） 

 

III-2. OBT摂取による被ばく評価への影響について 

 

（中略） 

 

一方、環境中の動植物においては、HTOの一部が OBTに変換されることから、海産物として摂取する

トリチウムの一部は OBTであることが考えられる。環境中でトリチウムと水素の同位体比率が変わる

ような濃縮は見られないこと、および海産物の重量の７割～９割程度が水であることから、海産物中

のトリチウムの OBTの比率が大きく変わることは無いと考えられるが、環境中でのトリチウムの移行

には不確かさがあることから、OBTの比率が被ばく評価に及ぼす影響について検討を行った。 

 

（中略） 

 

（削除） 

 

 

表 III-1 海産物から摂取するトリチウムのうち OBTの割合により補正した実効線量係数 

海産物中のトリ

チウムにおける 

OBTの割合 

（％） 

実効線量係数 

(mSv/Bq) 
備考 

成人 幼児 乳児  

0 1.8E-08 3.1E-08 6.4E-08  

10 2.0E-08 3.5E-08 7.0E-08 評価に使用 

20 2.3E-08 3.9E-08 7.5E-08  

100 4.2E-08 7.3E-08 1.2E-07  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

IAEAレビューミッションにお

ける議論を踏まえた記載の充

実 
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変 更 前 変 更 後 変 更 理 由 

（現行記載なし） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

III-3. 海生動植物の OBTについて  

 環境中における、HTOと OBTの同位体比については、フランスのラ・アーグ再処理施設周辺で行われ

たモニタリングの結果（図 III-5）が示されている[III-5]。海藻から魚類までどの種においても同位

体比は同じであり、濃縮するような傾向は見られていない。 

 

（中略） 

 

OBTの割合を 100％とした場合でも、トリチウムによる内部被ばくの評価値に及ぼす影響はすべて HTO

の場合の３倍程度に留まる。 

さらに代表的個人の被ばく評価値に及ぼす影響について検討を行った。 

 

評価条件 

通常時の被ばく評価 

（実測値（K4タンク群）によるソースターム、海産物を多く摂取する場合） 

 

評価結果 

表 III-2に示すとおり、OBT割合を 100％とした場合、全量 HTOの場合に比べてトリチウムによ

る被ばくが 3倍程度に増加するが、30核種による合計の被ばく評価値には影響は無かった。 

 

表 III-2 海産物摂取による内部被ばく評価結果 

（実測値（K4タンク群）によるソースターム、多く摂取） 

海産物中のトリチ

ウムにおける 

OBTの割合 

（％） 

被ばく評価結果（mSv/年） 

（）内はトリチウムによる被ばく 備考 

成人 幼児 乳児 

0 3.1E-05 

(1.1E-07) 

3.6E-05 

(9.8E-08) 

3.2E-05 

(8.0E-08) 
 

10 3.1E-05 

(1.2E-07) 

3.6E-05 

(1.1E-07) 

3.2E-05 

(8.7E-08) 
評価に使用 

20 3.1E-05 

(1.4E-07) 

3.6E-05 

(1.2E-07) 

3.2E-05 

(9.4E-08) 

 

100 3.1E-05 

(2.6E-07) 

3.6E-05 

(2.3E-07) 

3.2E-05 

(1.5E-07) 

 

 

本報告書では、前述の ICRP Publication 134 に示された人の体内動態モデルにおける OBT 割合 6％

を参考に、環境中における不確かさを踏まえて、摂取する海産物における OBT の割合を 10%として計算

を行ったが、OBT割合による被ばく評価結果への影響はほとんど無い。 

 

III-3. 海生動植物の OBTについて  

 環境中における、HTOと OBTの濃度比については、フランスのラ・アーグ再処理施設周辺で行われた

モニタリングの結果（図 III-5）が示されている[III-5]。海藻から魚類までどの種においても濃度比

は同じであり、濃縮するような傾向は見られていない。 

 

（中略） 

 

IAEAレビューミッションによ

る指摘を踏まえた記載の充実 
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変 更 前 変 更 後 変 更 理 由 

添付 V 希釈水の取放水による外部影響について 

 

（中略） 

 

表 V-2 代表的個人（海産物を多く摂取する場合）の被ばく評価結果の比較 

評価ケース 

K4 タンク群の実測値によるソースターム J1-G タンク群の実測値によるソースターム 

備考 通常時の被ばく

評価 

港湾外取水 

（5，6 号機放

水口北側） 

港湾内取水 

（港湾内北

側） 

通常時の被ば

く評価 

港湾外取水 

（5，6 号機

放水口北側） 

港湾内取水 

（港湾内北

側） 

外部被ばく 

(ｍSv/年) 

海水面から 6.5E-09 7.4E-08 1.4E-07 4.7E-08 1.1E-07 1.8E-07  

船体から 4.8E-09 5.8E-08 1.1E-07 3.3E-08 8.7E-08 1.4E-07 
遊泳中 4.5E-09 5.1E-08 9.4E-08 3.2E-08 7.9E-08 1.2E-07 
海浜砂 7.8E-06 9.4E-05 1.7E-04 5.6E-05 1.4E-04 2.2E-04 
漁網 1.6E-06 1.7E-05 3.1E-05 1.2E-05 2.7E-05 4.1E-05 

内部被ばく 

(ｍSv/年) 

飲水 3.3E-07 7.3E-07 1.2E-06 3.2E-07 7.2E-07 1.2E-06 成人の値 

しぶき吸入 9.3E-08 4.1E-07 7.8E-07 4.0E-07 7.2E-07 1.1E-06 
海産物摂取 6.1E-05 7.3E-05 8.4E-05 3.0E-04 3.1E-04 3.2E-04 

合計 7E-05 2E-04 3E-04 4E-04 5E-04 6E-04  

 

表 V-3 年齢別の内部被ばく評価結果（海産物を多く摂取する場合） 

評価ケース 

K4 タンク群の実測値によるソースターム J1-G タンク群の実測値によるソースターム 

備考 通常時の 

被ばく評価 

港湾外取水 

（5，6 号機放

水口北側） 

港湾内北側 

取水 

通常時の 

被ばく評価 

港湾外取水 

（5，6 号機放

水口北側） 

港湾内北側 

取水 

飲水による 

内部被ばく 

(ｍSv/年) 

成人 3.3E-07 7.3E-07 1.2E-06 3.2E-07 7.2E-07 1.2E-06  

幼児 5.7E-07 9.2E-07 1.4E-06 5.5E-07 9.0E-07 1.3E-06 

乳児 － － － － － － 

水しぶきの吸

入による 

内部被ばく 

(ｍSv/年) 

成人 9.3E-08 4.1E-07 7.8E-07 4.0E-07 7.2E-07 1.1E-06  

幼児 6.2E-08 2.8E-07 5.4E-07 2.2E-07 4.4E-07 6.9E-07 

乳児 4.0E-08 1.5E-07 2.9E-07 1.2E-07 2.3E-07 3.6E-07 

海産物摂取に

よる 

内部被ばく 

(ｍSv/年) 

成人 6.1E-05 7.3E-05 8.4E-05 3.0E-04 3.1E-04 3.2E-04  

幼児 9.4E-05 9.9E-05 1.1E-04 5.6E-04 5.6E-04 5.7E-04 

乳児 1.1E-04 1.1E-04 1.2E-04 7.1E-04 7.1E-04 7.2E-04 

 

 

添付 V 希釈水の取放水による外部影響について 

 

（中略） 

 

表 V-2 代表的個人（海産物を多く摂取する場合）の被ばく評価結果の比較 

評価ケース 

K4 タンク群の実測値によるソースターム J1-G タンク群の実測値によるソースターム 

備考 通常時の 

被ばく評価 

港湾外取水 

（5，6 号機放

水口北側） 

港湾内取水 

（港湾内北

側） 

通常時の 

被ばく評価 

港湾外取水 

（5，6 号機

放水口北側） 

港湾内取水 

（港湾内北

側） 

外部被ばく 

(ｍSv/年) 

海水面から 4.6E-10 6.7E-08 1.3E-07 3.7E-10 6.7E-08 1.3E-07  

船体から 4.9E-10 5.4E-08 1.0E-07 3.7E-10 5.3E-08 1.0E-07 
遊泳中 3.2E-10 4.7E-08 8.8E-08 2.5E-10 4.7E-08 8.8E-08 
海浜砂 5.4E-07 8.6E-05 1.6E-04 4.3E-07 8.6E-05 1.6E-04 
漁網 1.1E-07 1.5E-05 2.9E-05 8.3E-08 1.5E-05 2.9E-05 

内部被ばく 

(ｍSv/年) 

飲水 3.4E-07 7.3E-07 1.2E-06 3.1E-07 7.1E-07 1.1E-06 成人の値 

しぶき吸入 9.2E-08 4.1E-07 7.7E-07 3.8E-07 6.9E-07 1.0E-06 
海産物摂取 3.1E-05 4.1E-05 5.1E-05 1.1E-05 2.2E-05 3.2E-05 

合計 3E-05 1E-04 2E-04 1E-05 1E-04 2E-04  

 

表 V-3 年齢別の内部被ばく評価結果（海産物を多く摂取する場合） 

評価ケース 

K4 タンク群の実測値によるソースターム J1-G タンク群の実測値によるソースターム 

備考 通常時の 

被ばく評価 

港湾外取水 

（5，6 号機放

水口北側） 

港湾内北側 

取水 

通常時の 

被ばく評価 

港湾外取水 

（5，6 号機放

水口北側） 

港湾内北側 

取水 

飲水による 

内部被ばく 

(ｍSv/年) 

成人 3.4E-07 7.3E-07 1.2E-06 3.1E-07 7.1E-07 1.1E-06  

幼児 5.8E-07 9.2E-07 1.3E-06 5.4E-07 8.8E-07 1.3E-06 

乳児 － － － － － － 

水しぶきの吸

入による 

内部被ばく 

(ｍSv/年) 

成人 9.2E-08 4.1E-07 7.7E-07 3.8E-07 6.9E-07 1.0E-06  

幼児 6.0E-08 2.8E-07 5.3E-07 2.0E-07 4.2E-07 6.7E-07 

乳児 3.9E-08 1.5E-07 2.8E-07 1.1E-07 2.2E-07 3.5E-07 

海産物摂取に

よる 

内部被ばく 

(ｍSv/年) 

成人 3.1E-05 4.1E-05 5.1E-05 1.1E-05 2.2E-05 3.2E-05  

幼児 3.6E-05 4.0E-05 4.3E-05 1.6E-05 2.0E-05 2.4E-05 

乳児 3.2E-05 3.5E-05 3.9E-05 2.2E-05 2.5E-05 2.9E-05 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

測定・評価対象核種の選定に伴

う記載の適正化 
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変 更 前 変 更 後 変 更 理 由 

添付 VI 評価対象以外の移行経路、被ばく経路について 

 

（現行記載なし） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

多核種除去設備等処理水（ALPS 処理水）の海洋放出に係る放射線影響評価報告書（設計段階）（2021

年 11月、以下、「改訂前報告書」）における移行、被ばく経路の選定は、IAEA GSG-10を参考にしつつ、

国内の安全指針を策定してきた旧原子力安全委員会が了承した「発電用軽水型原子炉施設の安全審査に

おける一般公衆の線量評価について」（以下、「軽水炉の線量評価について」）、および先行事例である六

ヶ所再処理施設の事業指定申請書（以下、「六ヶ所申請書」）を参照して選定した。「軽水炉の線量評価に

ついて」では、発電用原子炉施設の安全審査で行う一般公衆に対する線量評価の基本的考え方の検討と

して、重要と思われる被ばく経路についてのケーススタディを行っており、液体廃棄物中の放射性物質

による線量評価として、以下の経路について試算を行っている。 

 

（中略） 

 

改訂前報告書では、まずこれらを踏まえて移行、被ばく経路の選定を行った。一方、IAEA GSG-10で

は、移行経路、被ばく経路について考慮すべき経路が示されている。これらの移行経路、被ばく経路に

ついて、あらためて経路の網羅性の観点から検討を行い、被ばく線量の試算を行った上で、被ばくの大

きさと網羅性の観点から経路の追加について検討を行った。 

 

 

 具体的には、TECDOC-1759 [VI-1]（海洋投棄する物質の適合性を判断するための放射線影響評価手順）

に示された移行経路および被ばく経路について、同書の評価手法による評価を行って、改訂前報告書の

被ばく評価結果との比較を行い、移行、被ばく経路の追加の必要性について検討を行った。 

 

 

VI-1. TECDOC-1759の手法による比較評価 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

VI-1-1. ソースターム 

被ばく評価手法や経路によって、被ばく影響の大きな核種が異なる事から、ソースタームは、64核種

すべてが含まれた実測値によるソースタームを用いた。 

 

VI-1-2. 環境中での拡散、移行のモデリング 

移行経路は、IAEAが GSG-10で示した経路を踏まえて、以下の通り選定した。 

(1) 直接放射線 

ALPS 処理水の処分で取り扱う放射性物質は、ALPS 処理水または希釈した ALPS 処理水のみである。

添付 VI 評価対象以外の移行経路、被ばく経路について 

 

 本書では、まず VI-1 において、多核種除去設備等処理水（ALPS 処理水）の海洋放出に係る放射線影

響評価報告書における、設計段階の当初から建設段階に至るまでの移行経路および被ばく経路の選定の

経緯について説明する。以下に述べるとおり、当社は IAEA GSG-10にしたがいつつ、国内の指針および

既往の評価、IAEA TECDOC-1759も参照し、被ばく経路の選定を行ったが、IAEA TECDOC-1759について

はあくまで被ばく経路の選定にあたり参照したものであり、同書に示す方法を使用して本文の被ばく評

価を実施したものではない。 

また、VI-2において記載した IAEA TECDOC-1759の手法による試算も、本文の被ばく評価結果との比

較のための参考として行ったものであり、本文の被ばく評価に同書の評価手法を使用したものではな

い。 

 

VI-1. 移行経路および被ばく経路の選定 

多核種除去設備等処理水（ALPS 処理水）の海洋放出に係る放射線影響評価報告書（設計段階）（2021

年 11月、以下、報告書（設計段階・当初版））は、IAEA GSG-10を参考にしつつ、国内の安全指針を策

定してきた旧原子力安全委員会が了承した「発電用軽水型原子炉施設の安全審査における一般公衆の線

量評価について」（以下、「軽水炉の線量評価について」）、および先行事例である六ヶ所再処理施設の事

業指定申請書（以下、「六ヶ所申請書」）を参照して被ばく経路を選定した。「軽水炉の線量評価につい

て」では、発電用原子炉施設の安全審査で行う一般公衆に対する線量評価の基本的考え方の検討として、

重要と思われる被ばく経路についてのケーススタディを行っており、液体廃棄物中の放射性物質による

線量評価として、以下の経路について試算を行っている。 

 

（中略） 

 

報告書（設計段階・当初版）では、まずこれらを踏まえて移行、被ばく経路の選定を行った。 

一方、IAEA GSG-10 では、移行経路、被ばく経路について考慮すべき経路が網羅的に示されている。

多核種除去設備等処理水（ALPS処理水）の海洋放出に係る放射線影響評価報告書（設計段階・改訂版）

（2022 年 4 月、以下、報告書（設計段階・改訂版））の作成に当たって、これらの移行経路、被ばく経

路について、あらためて経路の網羅性の観点から検討を行うこととし、被ばく線量の試算を行った上で、

被ばくの大きさと網羅性の観点から経路の追加について検討を行った。 

 検討にあたっては、IAEA TECDOC-1759 [VI-1]（海洋投棄する物質の適合性を判断するための放射線

影響評価手順）に示された移行経路および被ばく経路について、同書の評価手法による試算を行って、

報告書（設計段階・当初版）の被ばく評価結果との比較検討を行い、その結果報告書（設計段階・改訂

版）作成にあたって、遊泳時の飲水及び海岸での水しぶきの吸入による被ばく経路を追加した。 

 

VI-2. TECDOC-1759の手法による試算 

本文の評価との比較のため、参考に、TECDOC-1759の手法による試算を行った。 

今回の改訂版報告書（建設段階）では、ALPS処理水の測定・評価対象核種の選定が行われ、評価の対

象核種を見直したことから、新たなソースタームを用いて本文の評価結果と TECDOC-1759の手法による

試算値の比較も改訂した。 

 なお、検討で使用した TECDOC-1759の評価手法では、放出された放射性物質が海水中の浮遊粒子や海

底土に吸着して溶存態濃度が低下する影響などを考慮しているが、上記報告書（設計段階・改訂版）へ

の追加にあたっては、報告書（設計段階・当初版）と同じく、浮遊粒子や海底土への吸着による濃度低

下を考慮しない保守的な手法にて評価を行った。 

 

VI-2-1. ソースターム 

被ばく評価手法や経路によって、被ばく影響の大きな核種が異なる事から、ソースタームは、30核種

すべてが含まれた実測値によるソースターム（表 6-1-1～3）を用いた。 

 

VI-2-2. 環境中での拡散、移行のモデリング 

移行経路は、IAEAが GSG-10で示した経路を踏まえて、以下の通り選定した。 

(1) 直接放射線 

ALPS 処理水の処分で取り扱う放射性物質は、ALPS 処理水または希釈した ALPS 処理水のみである。

 

 

時点更新及び測定・評価対象核

種の選定に伴う記載の適正化、

並びに IAEA レビューミッショ

ンにおける議論を踏まえた記

載の充実 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

175



福島第一原子力発電所 特定原子力施設に係る実施計画変更比較表（参考資料_添付資料 2_添付 I～XIII，参考 A～G） 

17 

変 更 前 変 更 後 変 更 理 由 

ALPS 処理水は、あらかじめトリチウム以外の放射性物質が告示濃度比総和１未満となるまで浄化した

水であり、ALPS処理水および施設からの直接放射線による被ばくの影響はほとんど無いと考え、改訂前

報告書では、移行経路として選定しなかった。 

本評価でも選定しない。 

 

(2) 大気中での拡散、大気から地表への沈着と再浮遊 

ALPS処理水は、液体として海水により希釈して海洋放出すること、および大気中への移行の前に海洋

で希釈されることから、大気中に拡散した放射性物質による被ばくの影響はほとんど無いと考え、改訂

前報告書では移行経路として選定しなかった。 

本評価でも選定しない。 

 

(3) 海水中での移流、拡散 

ALPS処理水は、液体として海洋放出することから、改訂前報告書では海水中での移流、拡散を選定し

た。 

本評価でも選定した。 

 

(4) 海水から船体への移行 

海水中で拡散した放射性物質は、周辺海域で継続して操業する船舶の船体へ移行することが考えられ

ることから、改訂前報告書では移行経路として選定した。 

TECDOC-1759では経路、計算手法が例示されていないため、本評価では試算の対象としない。 

 

(5) 海水から海岸堆積物への移行 

海水中で移流、拡散した放射性物質は、海岸堆積物へ移行することが考えられることから、改訂前報

告書では移行経路として選定した。 

TECDOC-1759でも経路、計算手法が例示されていることから、本評価でも選定した。 

 

(6) 海水から浮遊粒子及び海底堆積物への移行 

海水中で移流、拡散した放射性物質は、一部が浮遊粒子および海底堆積物に吸着され、移行すること

により海水中濃度は低下する。一方で、海底堆積物には放射性物質が蓄積し、長期的には海水中濃度と

海底堆積物の濃度は平衡に達する。改訂前報告書では、保守的に移流、拡散の段階では考慮せず、海生

動植物の被ばく評価時に、海底堆積物との間で分配係数で平衡状態になっているものとして考慮した。 

TECDOC-1759 では、放出された放射性物質が海水から浮遊粒子、海底堆積物に移行するモデルによる

計算手法が例示されていることから、本評価でも選定した。 

 

 

(7)海水から漁網への移行 

海水中で移流、拡散した放射性物質は、海水中で使用される漁網へ移行することが考えられる。国内

の先行事例においても評価されていることから、改訂前報告書では選定した。 

TECDOC-1759では経路、計算手法が例示されていないため、本評価では選定しない。 

 

(8)海水から大気への移行 

ALPS処理水は、液体として海水により希釈して海洋放出すること、および大気中への移行の前に海洋

で希釈されることから、海水から大気中に拡散した放射性物質による被ばくの影響はほとんど無いと考

え、改訂前報告書では移行経路として選定しなかった。 

TECDOC-1759 では、海水から水しぶきとして移行する経路、計算手法が例示されており、経路として

選定した。 

 

 

(9) 海岸堆積物から大気への移行 

海岸堆積物が大気に移行する量はわずかであり、海岸に滞在する時間も短いことから、被ばくによる

影響はほとんど無いと考え、改訂前報告書では移行経路として選定しなかった。 

TECDOC-1759では経路、計算手法が例示されており、経路として選定した。 

 

ALPS 処理水は、あらかじめトリチウム以外の放射性物質が告示濃度比総和１未満となるまで浄化した

水であり、ALPS処理水および施設からの直接放射線による被ばくの影響はほとんど無いと考え、報告書

（設計段階・当初版）では、移行経路として選定しなかった。 

本試算でも対象としない。 

 

(2) 大気中での拡散、大気から地表への沈着と再浮遊 

ALPS処理水は、液体として海水により希釈して海洋放出すること、および大気中への移行の前に海洋

で希釈されることから、大気中に拡散した放射性物質による被ばくの影響はほとんど無いと考え、報告

書（設計段階・当初版）では移行経路として選定しなかった。 

本試算でも対象としない。 

 

(3) 海水中での移流、拡散 

ALPS処理水は、液体として海洋放出することから、報告書（設計段階・当初版）では海水中での移流、

拡散を選定した。 

本試算でも対象とした。 

 

(4) 海水から船体への移行 

海水中で拡散した放射性物質は、周辺海域で継続して操業する船舶の船体へ移行することが考えられ

ることから、報告書（設計段階・当初版）では移行経路として選定した。 

TECDOC-1759では経路、計算手法が例示されていないため、本試算では対象としない。 

 

(5) 海水から海岸堆積物への移行 

海水中で移流、拡散した放射性物質は、海岸堆積物へ移行することが考えられることから、報告書（設

計段階・当初版）では移行経路として選定した。 

TECDOC-1759でも経路、計算手法が例示されていることから、本試算でも対象とした。 

 

(6) 海水から浮遊粒子及び海底堆積物への移行 

海水中で移流、拡散した放射性物質は、一部が浮遊粒子および海底堆積物に吸着され、移行すること

により海水中濃度は低下する。一方で、海底堆積物には放射性物質が蓄積し、長期的には海水中濃度と

海底堆積物の濃度は平衡に達する。報告書（設計段階・当初版）では、保守的に移流、拡散時に海底堆

積物等への放射性物質の吸着による濃度低下は考慮せず、海生動植物の被ばく評価時に、海底堆積物と

の間で分配係数で平衡状態になっているものとして考慮した。 

TECDOC-1759 では、放出された放射性物質が海水から浮遊粒子、海底堆積物に移行し、海水中の溶存

態濃度が低下するモデルによる計算手法が例示されていることから、本試算でも対象とした。 

 

(7)海水から漁網への移行 

海水中で移流、拡散した放射性物質は、海水中で使用される漁網へ移行することが考えられる。国内の

先行事例においても評価されていることから、報告書（設計段階・当初版）では選定した。 

TECDOC-1759では経路、計算手法が例示されていないため、本試算では対象としない。 

 

(8)海水から大気への移行 

ALPS処理水は、液体として海水により希釈して海洋放出すること、および大気中への移行の前に海洋

で希釈されることから、海水から大気中に拡散した放射性物質による被ばくの影響はほとんど無いと考

え、報告書（設計段階・当初版）では移行経路として選定しなかった。 

TECDOC-1759 では、海水から水しぶきとして移行する経路、計算手法が例示されており、本試算では

対象とした。 

本検討の結果、報告書（設計段階・改訂版）において移行・被ばく経路として追加した。 

 

(9) 海岸堆積物から大気への移行 

海岸堆積物が大気に移行する量はわずかであり、海岸に滞在する時間も短いことから、被ばくによる

影響はほとんど無いと考え、報告書（設計段階・当初版）では移行経路として選定しなかった。 

TECDOC-1759では経路、計算手法が例示されており、経路として本試算では対象とした。 

本検討の結果、報告書（設計段階・改訂版）において移行・被ばく経路として追加した。 

 

時点更新に伴う記載の適正化

及び IAEA レビューミッション

における議論を踏まえた記載

の充実 
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変 更 前 変 更 後 変 更 理 由 

 

(10) 海水から海産物への移行 

海水から海産物への移行（濃縮）は、広く知られており、軽水炉をはじめ、国内の先行事例において

も評価されていることから、改訂前報告書では選定した。 

TECDOC-1759でも経路、計算手法が例示されており、経路として選定した。 

 

拡散シミュレーションは、改訂前報告書と同じ計算結果を使用するが、TECDOC-1759 では、計算領域

内に放出された核種の年間放出量と計算領域を通過する海水の量から求めた核種 j の平衡濃度 CBOX(j)

から、浮遊粒子濃度、海底堆積物への移行を考慮して溶存濃度 CDW(j)を次式により求める。 

 

 

(10) 海水から海産物への移行 

海水から海産物への移行（濃縮）は、広く知られており、軽水炉をはじめ、国内の先行事例において

も評価されていることから、報告書（設計段階・当初版）より選定した。 

TECDOC-1759でも経路、計算手法が例示されており、本試算でも対象とした。 

 

拡散シミュレーションは、報告書（設計段階・当初版）と同じ計算結果を使用するが、放射線環境影

響評価報告書では浮遊粒子や海底土への吸着を考慮せず核種ごとの海水中濃度を求めるのに対し、

TECDOC-1759 の手法による試算では、計算領域内に放出された核種の年間放出量と計算領域を通過する

海水の量から求めた核種 jの平衡濃度 CBOX(j)から、浮遊粒子濃度、海底堆積物への移行を考慮して溶存

濃度 CDW(j)を次式により求める。 

 

 

 

時点更新に伴う記載の適正化

及び IAEA レビューミッション

における議論を踏まえた記載

の充実 
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変 更 前 変 更 後 変 更 理 由 

 

（中略） 

 

VI-1-3. 被ばく経路の特定 

TECDOC-1759に示された経路、計算手法から、以下の被ばく経路の試算を行った。 

 

（中略） 

 

(1) 海浜砂からの外部被ばく 

 砂浜に移行した核種からの外部被ばく Eext,shore,public (Sv)は、次式により計算する。 

 

（中略） 

 

(2) 海岸堆積物の不注意な摂取による内部被ばく 

 海岸堆積物の不注意な摂取による内部被ばく Eing,shore,public(Sv)は、次式により計算する。 

 

（中略） 

 

(3) 海水の飲水による内部被ばく 

 海岸で遊泳中に誤って海水を飲んでしまう場合の内部被ばく Edrink,public(Sv)は、次式により計算する。 

 

 

（中略） 

 

(4) 飛散した海岸堆積物の吸入による内部被ばく 

 海岸で滞在中に、飛散した海岸堆積物を吸入する場合の内部被ばく Einh,shore,public(Sv)は、次式により

計算する。 

 

（中略） 

 

(5) 海水の水しぶきの吸入による内部被ばく 

 海岸で滞在中に、波等による水しぶきを吸入する場合の内部被ばく Einh, spray,public(Sv)は、次式により

計算する。 

 

（中略） 

 

(6) 海産物摂取による内部被ばく 

 海産物を摂取する場合の内部被ばく Eing,food,public(Sv)は、次式により計算する。 

 

（中略） 

 

CEB(j,k)＝CF(j,k)CDW(j) (VI-11) 
 

ここで、 

CF(j,k) は魚介類ｋの核種ｊに対する濃縮係数((Bq/kg)/(Bq/L)) 

CDW(j) は海水中の放射性核種 jの溶存濃度(Bq/m3)であり、式(VI-1)で求める。 

 

 

(7) 海底堆積物が皮膚に付着した場合の皮膚の被ばく 

 漁網操作時に、漁網とともに引き上げられた海底堆積物が皮膚に付着した場合を想定し、皮膚の実効

線量 Eskin(Sv)は、次式により計算する。 

 

 

 

（中略） 

 

VI-2-3. 試算の対象とした被ばく経路 

本試算では、TECDOC-1759に示された経路、計算手法から、以下の被ばく経路を対象とした。 

 

（中略） 

 

(1) 海浜砂からの外部被ばく 

 本試算では、砂浜に移行した核種からの外部被ばく Eext,shore,public (Sv)は、次式により計算する。 

 

（中略） 

 

(2) 海岸堆積物の不注意な摂取による内部被ばく 

 本試算では、海岸堆積物の不注意な摂取による内部被ばく Eing,shore,public(Sv)は、次式により計算する。 

 

（中略） 

 

(3) 海水の飲水による内部被ばく 

 本試算では、海岸で遊泳中に誤って海水を飲んでしまう場合の内部被ばく Edrink,public(Sv)は、次式に

より計算する。 

 

（中略） 

 

(4) 飛散した海岸堆積物の吸入による内部被ばく 

 本試算では、海岸で滞在中に、飛散した海岸堆積物を吸入する場合の内部被ばく Einh,shore,public(Sv)は、

次式により計算する。 

 

（中略） 

 

(5) 海水の水しぶきの吸入による内部被ばく 

 本試算では、海岸で滞在中に、波等による水しぶきを吸入する場合の内部被ばく Einh, spray,public(Sv)は、

次式により計算する。 

 

（中略） 

 

(6) 海産物摂取による内部被ばく 

 本試算では、海産物を摂取する場合の内部被ばく Eing,food,public(Sv)は、次式により計算する。 

 

（中略） 

 

CEB(j,k)＝CF(j,k)CDW(j)･1E-03 (VI-11) 
 

ここで、 

CF(j,k) は魚介類ｋの核種ｊに対する濃縮係数((Bq/kg)/(Bq/L)) 

CDW(j) は海水中の放射性核種 jの溶存濃度(Bq/m3)であり、式(VI-1)で求める。 

1E-03は単位の変換(m3 /L) 

 

(7) 海底堆積物が皮膚に付着した場合の皮膚の被ばく 

 皮膚の被ばくについては、TECDOC-1759に評価手法が示されていないことから、IAEA SRS44[VI-4]に

示されている皮膚等価線量換算係数を用いて、漁網操作時に、漁網とともに引き上げられた海底堆積物

が皮膚に付着した場合を想定し、皮膚の実効線量 Eskin(Sv)は、次式により計算する。 

 

 

 

 

IAEA レビューミッションにお

ける議論を踏まえた記載の充

実 
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変 更 前 変 更 後 変 更 理 由 

 

（中略） 

 

VI-1-4. 被ばく評価の対象となる代表的個人の設定 

 

（中略） 

 

表 VI-1 海浜砂からの放射線による実効線量換算係数（米国 EPA FGR15 より引用） 

核種 
実効線量換算係数 

((Sv/s)/(Bq/m2)) 
備考 

H-3 6.7E-22 
 

C-14 6.1E-19 
 

Mn-54 5.3E-16 
 

Fe-59 7.3E-16   

Co-58 6.2E-16   

Co-60 1.5E-15 
 

Ni-63 8.0E-20  

Zn-65 3.6E-16   

Rb-86 1.6E-16   

Sr-89 8.9E-17   

Sr-90 6.5E-18  

Y-90 1.5E-16  

Y-91 9.4E-17   

Nb-95 4.9E-16   

Tc-99 2.0E-18  

Ru-103 3.2E-16   

Ru-106 1.7E-20  

Rh-103m 4.3E-20   

Rh-106 3.4E-16   

Ag-110m 1.7E-15   

Cd-113m 6.3E-18   

Cd-115m 1.1E-16   

Sn-119m 9.6E-19   

Sn-123 8.1E-17   

Sn-126 1.1E-15 Sb-126mを考慮 

Sb-124 1.2E-15   

Sb-125 2.7E-16  

Te-123m 7.7E-17   

Te-125m 4.1E-18  

Te-127 1.5E-17   

Te-127m 1.7E-18 Te-127を考慮 

Te-129 1.1E-16   

Te-129m 5.1E-17 Te-129を考慮 

I-129 4.4E-18  

 

（中略） 

 

VI-2-4. 被ばく評価の対象となる代表的個人の設定 

 

（中略） 

 

表 VI-1 海浜砂からの放射線による実効線量換算係数（米国 EPA FGR15 より引用） 

核種 
実効線量換算係数 

((Sv/s)/(Bq/m2)) 
備考 

H-3 6.7E-22 

 

C-14 6.1E-19 

 

Mn-54 5.3E-16 

 

Fe-55 9.0E-26   

Co-60 1.5E-15 

 

Ni-63 8.0E-20 

 

Se-79 6.8E-19   

Sr-90 6.5E-18  

Y-90 1.5E-16  

Tc-99 2.0E-18  

Ru-106 1.7E-20  

Sb-125 2.7E-16  

Te-125m 4.1E-18  

I-129 4.4E-18  

Cs-134 1.0E-15  

Cs-137 7.9E-18  

Ce-144 1.1E-17  

Pm-147 9.4E-19  

Sm-151 1.1E-19  

Eu-154 7.9E-16  

Eu-155 3.1E-17  

U-234 6.4E-20   

U-238 1.4E-16   

Np-237 1.4E-16   

Pu-238 2.1E-20  

Pu-239 4.2E-20  

Pu-240 2.2E-20  

Pu-241 1.7E-21  

Am-241 9.9E-18  

Cm-244 3.1E-20  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

測定・評価対象核種の選定に伴
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変 更 前 変 更 後 変 更 理 由 

Cs-134 1.0E-15  

Cs-135 1.6E-18   

Cs-136 1.3E-15   

Cs-137 7.9E-18  

Ba-137m 3.9E-16   

Ba-140 1.6E-15 La-140を考慮 

Ce-141 4.5E-17   

Ce-144 1.1E-17  

Pr-144 2.0E-16   

Pr-144m 3.5E-18   

Pm-146 4.8E-16   

Pm-147 9.4E-19  

Pm-148 4.6E-16   

Pm-148m 1.3E-15   

Sm-151 1.1E-19  

Eu-152 7.2E-16   

Eu-154 7.9E-16  

Eu-155 3.1E-17  

Gd-153 4.3E-17   

Tb-160 7.1E-16   

Pu-238 2.1E-20  

Pu-239 4.2E-20  

Pu-240 2.2E-20  

Pu-241 1.7E-21  

Am-241 9.9E-18  

Am-242m 1.4E-17 Am-242を考慮 

Am-243 1.3E-16 Np-239を考慮 

Cm-242 2.6E-20   

Cm-243 7.1E-17   

Cm-244 3.1E-20  

 

 

 

測定・評価対象核種の選定に伴

う記載の適正化 
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表 VI-2 経口摂取による単位取込量当たりの預託実効線量 
（IAEA GSR-Part3より引用） 

対象 

核種 

実効線量係数 

（Sv/Bq） 備考 

成人 幼児 乳児 

H-3 (THO) 1.8E-11 3.1E-11 6.4E-11 飲水の評価に使用 

H-3 (OBT 考慮) 2.0E-11 3.5E-11 7.0E-11 
摂取するトリチウムの 10％が OBTと

仮定、海産物摂取の評価に使用 

C-14 5.8E-10 9.9E-10 1.4E-09 
 

Mn-54 7.1E-10 1.9E-09 5.4E-09 
 

Fe-59 1.8E-09 7.5E-09 3.9E-08   

Co-58 7.4E-10 2.6E-09 7.3E-09   

Co-60 3.4E-09 1.7E-08 5.4E-08 
 

Ni-63 1.5E-10 4.6E-10 1.6E-09 
 

Zn-65 3.9E-09 9.7E-09 3.6E-08   

Rb-86 2.8E-09 9.9E-09 3.1E-08   

Sr-89 2.6E-09 8.9E-09 3.6E-08   

Sr-90 2.8E-08 4.7E-08 2.3E-07 子孫核種の影響を含む 

Y-90 2.7E-09 1.0E-08 3.1E-08 
 

Y-91 2.4E-09 8.8E-09 2.8E-08   

Nb-95 5.8E-10 1.8E-09 4.6E-09   

Tc-99 6.4E-10 2.3E-09 1.0E-08 
 

Ru-103 7.3E-10 2.4E-09 7.1E-09 子孫核種の影響を含む 

Ru-106 7.0E-09 2.5E-08 8.4E-08 子孫核種の影響を含む 

Rh-103m 3.8E-12 1.3E-11 4.7E-11 
 

Rh-106 － － － 
半減期が十分短い（約 30 秒）ので単

独での取り込みは考慮しない 

Ag-110m 2.8E-09 7.8E-09 2.4E-08 
 

Cd-113m 2.3E-08 3.9E-08 1.2E-07   

Cd-115m 3.3E-09 9.7E-09 4.1E-08   

Sn-119m 3.4E-10 1.3E-09 4.1E-09   

Sn-123 2.1E-09 7.8E-09 2.5E-08   

Sn-126 4.7E-09 1.6E-08 5.0E-08   

Sb-124 2.5E-09 8.4E-09 2.5E-08   

Sb-125 1.1E-09 3.4E-09 1.1E-08 
 

Te-123m 1.4E-09 4.9E-09 1.9E-08   

Te-125m 8.7E-10 3.3E-09 1.3E-08 
 

Te-127 1.7E-10 6.2E-10 1.5E-09   

Te-127m 2.3E-09 9.5E-09 4.1E-08   

Te-129 6.3E-11 2.1E-10 7.5E-10   

Te-129m 3.0E-09 1.2E-08 4.4E-08 子孫核種の影響を含む 

I-129 1.1E-07 1.7E-07 1.8E-07 
 

Cs-134 1.9E-08 1.3E-08 2.6E-08 
 

表 VI-2 経口摂取による単位取込量当たりの預託実効線量 
（IAEA GSR-Part3より引用） 

対象 

核種 

実効線量係数 

（Sv/Bq） 備考 

成人 幼児 乳児 

H-3 (THO) 1.8E-11 3.1E-11 6.4E-11 飲水の評価に使用 

H-3 (OBT 考慮) 2.0E-11 3.5E-11 7.0E-11 
摂取するトリチウムの 10％が OBTと

仮定、海産物摂取の評価に使用 

C-14 5.8E-10 9.9E-10 1.4E-09 
 

Mn-54 7.1E-10 1.9E-09 5.4E-09 
 

Fe-55 3.3E-10 1.7E-09 7.6E-09   

Co-60 3.4E-09 1.7E-08 5.4E-08 
 

Ni-63 1.5E-10 4.6E-10 1.6E-09 
 

Se-79 2.9E-09 1.9E-08 4.1E-08   

Sr-90 2.8E-08 4.7E-08 2.3E-07 
 

Y-90 2.7E-09 1.0E-08 3.1E-08 
 

Tc-99 6.4E-10 2.3E-09 1.0E-08 
 

Ru-106 7.0E-09 2.5E-08 8.4E-08 
 

Sb-125 1.1E-09 3.4E-09 1.1E-08 
 

Te-125m 8.7E-10 3.3E-09 1.3E-08 
 

I-129 1.1E-07 1.7E-07 1.8E-07 
 

Cs-134 1.9E-08 1.3E-08 2.6E-08 
 

Cs-137 1.3E-08 9.6E-09 2.1E-08  

Ce-144 5.2E-09 1.9E-08 6.6E-08  

Pm-147 2.6E-10 9.6E-10 3.6E-09 
 

Sm-151 9.8E-11 3.3E-10 1.5E-09  

Eu-154 2.0E-09 6.5E-09 2.5E-08 
 

Eu-155 3.2E-10 1.1E-09 4.3E-09 
 

U-234 4.9E-08 8.8E-08 3.7E-07   

U-238 4.5E-08 8.0E-08 3.4E-07   

Np-237 1.1E-07 1.4E-07 2.0E-06   

Pu-238 2.3E-07 3.1E-07 4.0E-06 
 

Pu-239 2.5E-07 3.3E-07 4.2E-06 
 

Pu-240 2.5E-07 3.3E-07 4.2E-06 
 

Pu-241 4.8E-09 5.5E-09 5.6E-08 
 

Am-241 2.0E-07 2.7E-07 3.7E-06 
 

Cm-244 1.2E-07 1.9E-07 2.9E-06 
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変 更 前 変 更 後 変 更 理 由 

Cs-135 2.0E-09 1.7E-09 4.1E-09   

Cs-136 3.0E-09 6.1E-09 1.5E-08   

Cs-137 1.3E-08 9.6E-09 2.1E-08 子孫核種の影響を含む 

Ba-137m － － － 
半減期が十分短い（約 2.6 分）ので

単独での取り込みは考慮しない 

Ba-140 2.6E-09 9.2E-09 3.2E-08   

Ce-141 7.1E-10 2.6E-09 8.1E-09   

Ce-144 5.2E-09 1.9E-08 6.6E-08 子孫核種の影響を含む 

Pr-144 5.0E-11 1.7E-10 6.4E-10   

Pr-144m － － － 
半減期が十分短い（約 7.2 分）ので

単独での取り込みは考慮しない 

Pm-146 9.0E-10 2.8E-09 1.0E-08   

Pm-147 2.6E-10 9.6E-10 3.6E-09 
 

Pm-148 2.7E-09 9.7E-09 3.0E-08   

Pm-148m 1.7E-09 5.5E-09 1.5E-08   

Sm-151 9.8E-11 3.3E-10 1.5E-09 
 

Eu-152 1.4E-09 4.1E-09 1.6E-08   

Eu-154 2.0E-09 6.5E-09 2.5E-08 
 

Eu-155 3.2E-10 1.1E-09 4.3E-09 
 

Gd-153 2.7E-10 9.4E-10 2.9E-09   

Tb-160 1.6E-09 5.4E-09 1.6E-08   

Pu-238 2.3E-07 3.1E-07 4.0E-06 
 

Pu-239 2.5E-07 3.3E-07 4.2E-06 
 

Pu-240 2.5E-07 3.3E-07 4.2E-06 
 

Pu-241 4.8E-09 5.5E-09 5.6E-08 
 

Am-241 2.0E-07 2.7E-07 3.7E-06 
 

Am-242m 1.9E-07 2.3E-07 3.1E-06   

Am-243 2.0E-07 2.7E-07 3.6E-06   

Cm-242 1.2E-08 3.9E-08 5.9E-07   

Cm-243 1.5E-07 2.2E-07 3.2E-06   

Cm-244 1.2E-07 1.9E-07 2.9E-06 
 

 

測定・評価対象核種の選定に伴

う記載の適正化 
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変 更 前 変 更 後 変 更 理 由 

表 VI-3 吸入による単位取込量当たりの預託実効線量（IAEA GSR-Part3 より引用） 

対象 

核種 

実効線量係数 

（Sv/Bq） 備考 

成人 幼児 乳児 

H-3  1.8E-11 3.1E-11 6.4E-11 トリチウム蒸気の換算係数を使用 

C-14 5.8E-09 1.1E-08 1.9E-08   

Mn-54 1.5E-09 3.8E-09 7.5E-09   

Fe-59 4.0E-09 8.1E-09 2.1E-08   

Co-58 2.1E-09 4.5E-09 9.0E-09   

Co-60 3.1E-08 5.9E-08 9.2E-08   

Ni-63 1.3E-09 2.7E-09 4.8E-09   

Zn-65 2.2E-09 5.7E-09 1.5E-08   

Rb-86 9.3E-10 3.4E-09 1.2E-08   

Sr-89 7.9E-09 1.7E-08 3.9E-08   

Sr-90 1.6E-07 2.7E-07 4.2E-07 子孫核種の影響を含む 

Y-90 1.5E-09 4.2E-09 1.3E-08 

 

Y-91 8.9E-09 1.9E-08 4.3E-08   

Nb-95 1.8E-09 3.6E-09 7.7E-09   

Tc-99 1.3E-08 2.4E-08 4.1E-08   

Ru-103 3.0E-09 6.0E-09 1.3E-08 子孫核種の影響を含む 

Ru-106 6.6E-08 1.4E-07 2.6E-07 子孫核種の影響を含む 

Rh-103m 2.7E-12 6.7E-12 2.0E-11 

 

Rh-106 － － － 
半減期が十分短い（約 30 秒）ので単

独での取り込みは考慮しない 

Ag-110m 1.2E-08 2.6E-08 4.6E-08   

Cd-113m 1.1E-07 1.8E-07 3.0E-07   

Cd-115m 7.7E-09 1.7E-08 4.6E-08   

Sn-119m 2.2E-09 4.7E-09 1.0E-08   

Sn-123 8.1E-09 1.8E-08 4.0E-08   

Sn-126 2.8E-08 6.2E-07 1.2E-07   

Sb-124 8.6E-09 1.8E-08 3.9E-08   

Sb-125 1.2E-08 2.4E-08 4.2E-08   

Te-123m 5.1E-09 9.8E-09 2.0E-08   

Te-125m 4.2E-09 7.8E-09 1.7E-08   

Te-127 1.4E-10 3.9E-10 1.2E-09   

Te-127m 9.8E-09 2.0E-08 4.1E-08   

Te-129 3.9E-11 1.0E-10 3.5E-10  

Te-129m 7.9E-09 1.7E-08 3.8E-08 子孫核種の影響を含む 

I-129 3.6E-08 6.1E-08 7.2E-08   

Cs-134 2.0E-08 4.1E-08 7.0E-08   

Cs-135 8.6E-09 1.6E-08 2.7E-08   

Cs-136 2.8E-09 6.0E-09 1.5E-08   

Cs-137 3.9E-08 7.0E-08 1.1E-07 子孫核種の影響を含む 

表 VI-3 吸入による単位取込量当たりの預託実効線量（IAEA GSR-Part3より引用） 

対象 

核種 

実効線量係数 

（Sv/Bq） 備考 

成人 幼児 乳児 

H-3 1.8E-11 3.1E-11 6.4E-11 トリチウム蒸気の換算係数を使用 

C-14 5.8E-09 1.1E-08 1.9E-08  

Mn-54 1.5E-09 3.8E-09 7.5E-09  

Fe-55 7.7E-10 2.2E-09 4.2E-09   

Co-60 3.1E-08 5.9E-08 9.2E-08  

Ni-63 1.3E-09 2.7E-09 4.8E-09  

Se-79 6.8E-09 1.3E-08 2.3E-08   

Sr-90 1.6E-07 2.7E-07 4.2E-07  

Y-90 1.5E-09 4.2E-09 1.3E-08  

Tc-99 1.3E-08 2.4E-08 4.1E-08  

Ru-106 6.6E-08 1.4E-07 2.6E-07  

Cd-113m 1.1E-07 1.8E-07 3.0E-07  

Sb-125 1.2E-08 2.4E-08 4.2E-08  

Te-125m 4.2E-09 7.8E-09 1.7E-08  

I-129 3.6E-08 6.1E-08 7.2E-08  

Cs-134 2.0E-08 4.1E-08 7.0E-08  

Cs-137 3.9E-08 7.0E-08 1.1E-07  

Ce-144 5.3E-08 1.4E-07 3.6E-07  

Pm-147 5.0E-09 1.1E-08 2.1E-08  

Sm-151 4.0E-09 6.7E-09 1.1E-08  

Eu-154 5.3E-08 9.7E-08 1.6E-07  

Eu-155 6.9E-09 1.4E-08 2.6E-08  

U-234 9.4E-06 1.9E-05 3.3E-05   

U-238 8.0E-06 1.6E-05 2.9E-05   

Np-237 5.0E-05 6.0E-05 9.8E-05   

Pu-238 1.1E-04 1.4E-04 2.0E-04  

Pu-239 1.2E-04 1.5E-04 2.1E-04  

Pu-240 1.2E-04 1.5E-04 2.1E-04  

Pu-241 2.3E-06 2.6E-06 2.8E-06  

Am-241 9.6E-05 1.2E-04 1.8E-04  

Cm-244 5.7E-05 8.3E-05 1.5E-04  
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変 更 前 変 更 後 変 更 理 由 

Ba-137m － － － 
半減期が十分短い（約 2.6 分）ので

単独での取り込みは考慮しない 

Ba-140 5.8E-09 1.2E-08 2.9E-08   

Ce-141 3.8E-09 7.1E-09 1.6E-08   

Ce-144 5.3E-08 1.4E-07 3.6E-07 子孫核種の影響を含む 

Pr-144 1.8E-11 5.2E-11 1.9E-10  

Pr-144m － － － 
半減期が十分短い（約 7.2 分）ので

単独での取り込みは考慮しない 

Pm-146 2.1E-08 3.9E-08 6.4E-08   

Pm-147 5.0E-09 1.1E-08 2.1E-08   

Pm-148 2.2E-09 5.5E-09 1.5E-08   

Pm-148m 5.7E-09 1.2E-08 2.5E-08   

Sm-151 4.0E-09 6.7E-09 1.1E-08   

Eu-152 4.2E-08 7.0E-08 1.1E-07   

Eu-154 5.3E-08 9.7E-08 1.6E-07   

Eu-155 6.9E-09 1.4E-08 2.6E-08   

Gd-153 2.1E-09 6.5E-09 1.5E-08   

Tb-160 7.0E-09 1.5E-08 3.2E-08   

Pu-238 1.1E-04 1.4E-04 2.0E-04   

Pu-239 1.2E-04 1.5E-04 2.1E-04   

Pu-240 1.2E-04 1.5E-04 2.1E-04   

Pu-241 2.3E-06 2.6E-06 2.8E-06   

Am-241 9.6E-05 1.2E-04 1.8E-04   

Am-242m 9.2E-05 1.1E-04 1.6E-04   

Am-243 9.6E-05 1.2E-04 1.8E-04   

Cm-242 5.9E-06 1.2E-05 2.7E-05   

Cm-243 6.9E-05 9.5E-05 1.6E-04   

Cm-244 5.7E-05 8.3E-05 1.5E-04   
 

測定・評価対象核種の選定に伴
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変 更 前 変 更 後 変 更 理 由 

表 VI-4 皮膚等価線量換算係数（β及びγ放出核種） 

核種 

皮膚等価線量 

換算係数 

((Sv/年)/(Bq/cm2)) 

備考 

H-3 0.0E+00 
 

C-14 7.9E-03 
 

Mn-54 5.3E-04  

Fe-59 1.8E-02   

Co-58 4.2E-03   

Co-60 1.7E-02  

Ni-63 1.6E-04  

Zn-65 7.7E-04   

Rb-86 2.3E-02   

Sr-89 2.3E-02   

Sr-90 4.5E-02  

Y-90 2.4E-02  

Y-91 2.3E-02   

Nb-95 6.4E-03   

Tc-99 1.4E-02  

Ru-103 1.1E-02   

Ru-106 2.5E-02  

Rh-103m 1.4E-05   

Rh-106 0.0E+00   

Ag-110m 8.5E-03   

Cd-113m 2.0E-02   

Cd-115m 2.3E-02   

Sn-119m 0.0E+00   

Sn-123 0.0E+00   

Sn-126 1.6E-02   

Sb-124 2.2E-02   

Sb-125 1.8E-02  

Te-123m 2.0E-02   

Te-125m 2.6E-02  

Te-127 2.1E-02   

Te-127m 3.7E-02   

Te-129 2.3E-02   

Te-129m 3.7E-02   

I-129 5.8E-03  

Cs-134 1.7E-02  

Cs-135 9.6E-03   

Cs-136 2.1E-02   

Cs-137 2.2E-02  

Ba-137m 0.0E+00   

表 VI-4 皮膚等価線量換算係数（β及びγ放出核種） 

核種 

皮膚等価線量 

換算係数 

((Sv/年)/(Bq/cm2)) 

備考 

H-3 0.0E+00 

 

C-14 7.9E-03 

 

Mn-54 5.3E-04  

Fe-55 1.4E-04   

Co-60 1.7E-02  

Ni-63 1.6E-04  

Se-79 1.0E-02   

Sr-90 4.5E-02  

Y-90 2.4E-02  

Tc-99 1.4E-02  

Ru-106 2.5E-02  

Sb-125 1.8E-02  

Te-125m 2.6E-02  

I-129 5.8E-03  

Cs-134 1.7E-02  

Cs-137 2.2E-02  

Ce-144 3.9E-02  

Pm-147 1.1E-02  

Sm-151 2.5E-04  

Eu-154 3.1E-02  

Eu-155 7.6E-03  

U-234 3.7E-02   

U-238 3.7E-02   

Np-237 3.1E-02   

Pu-238 9.5E-04  

Pu-239 1.3E-05  

Pu-240 9.1E-07  

Pu-241 1.4E-08  

Am-241 6.3E-04  

Cm-244 1.9E-05  
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変 更 前 変 更 後 変 更 理 由 

Ba-140 5.3E-02   

Ce-141 2.5E-02   

Ce-144 3.9E-02  

Pr-144 0.0E+00   

Pr-144m 0.0E+00   

Pm-146 0.0E+00   

Pm-147 1.1E-02  

Pm-148 0.0E+00   

Pm-148m 0.0E+00   

Sm-151 2.5E-04  

Eu-152 1.5E-02   

Eu-154 3.1E-02  

Eu-155 7.6E-03  

Gd-153 3.6E-03   

Tb-160 3.1E-02   

Pu-238 9.5E-04  

Pu-239 1.3E-05  

Pu-240 9.1E-07  

Pu-241 1.4E-08  

Am-241 6.3E-04  

Am-242m 1.7E-02   

Am-243 3.7E-02   

Cm-242 2.1E-05   

Cm-243 1.7E-02   

Cm-244 1.9E-05 
 

 
（中略） 

 
VI-2. 被ばく評価結果 

 以下の３ケースのソースタームについて、TECDOC-1759 の評価手法を用いた評価を行って、改訂前報

告書の結果と比較を行った。 

i. K4タンク群（トリチウム以外の 63核種の告示濃度比総和 0.29） 

ii. J1-Cタンク群（トリチウム以外の 63核種の告示濃度比総和 0.35） 

iii. J1-Gタンク群（トリチウム以外の 63核種の告示濃度比総和 0.22） 

 

比較の結果を、表 VI-6（１）～（３）に示す。 

ソースタームに係わらず、いずれの評価結果においても、改訂前報告書における海産物摂取、漁網か

らの被ばく、海浜砂からの被ばくを超えるものは無かった。ただし、海水の飲水、海水しぶきの吸入の

経路は改訂前報告書の海水面からの被ばくなどよりも大きいことから、本報告書で経路として追加して

選定することとした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
（中略） 

 
VI-3. 試算結果 

 以下の３ケースのソースタームについて、TECDOC-1759 の評価手法を用いた試算を行って、報告書本

文の結果と比較を行った。 

i. K4タンク群（トリチウム以外の 29核種の告示濃度比総和 0.26） 

ii. J1-Cタンク群（トリチウム以外の 29核種の告示濃度比総和 0.21） 

iii. J1-Gタンク群（トリチウム以外の 29核種の告示濃度比総和 0.10） 

 

比較の結果を、表 VI-6（１）～（３）に示す。 

ソースタームに係わらず、いずれの評価結果においても、外部被ばくでは報告書本文における海浜砂

からの被ばく、内部被ばくでは海産物摂取を超えるものは無かった。 

 

時点更新及び測定・評価対象核

種の選定に伴う記載の適正化、

並びに IAEA レビューミッショ

ンにおける議論を踏まえた記

載の充実 
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変 更 前 変 更 後 変 更 理 由 

表 VI-6（１） K4タンク群のソースタームによる評価結果の比較 

評価ケース 改訂前報告書 TECDOC-1759 備考 

外部被ばく 
(mSv/年） 

海水面からの 
被ばく 

6.5E-09 評価対象外  

船体からの 
被ばく 

4.8E-09 評価対象外  

遊泳中における
被ばく 

4.5E-09 評価対象外  

海浜砂からの 
被ばく 

7.8E-06 4.0E-07 

改訂前報告書の評価では、保守的
な外部被ばく線量換算係数を用い
ているため保守的な評価となって
いると考えている 

漁網からの 
被ばく 

1.6E-06 評価対象外  

内部被ばく 
(ｍSv/年) 
（成人） 

海岸堆積物摂取  評価対象外 7.8E-10   

海水の飲水 評価対象外 3.3E-07 

希釈前のALPS処理水で告示濃度限
度を超えているトリチウムは、海
洋放出した後も他の核種と比べて
濃度が高いため、誤飲した場合は
トリチウムによる被ばくがほとん
どである 

海岸堆積物飛散
吸入 

評価対象外 5.1E-12   

海水しぶき吸入 評価対象外 7.7E-08   

海産物摂取 6.1E-05 1.6E-05 

改訂前報告書の評価では、浮遊粒
子や海底土への付着を考慮せず、
保守的な海水濃度を用いて海産物
の濃度を評価しているため保守的
な評価となっていると考えている 

皮膚の被ば
く 

(mSv/年） 

海底堆積物が皮
膚に付いた場合 

評価対象外  1.5E-09  

合計 
（mSv/年）  

7E-05 2E-05   

 

 

表 VI-6（１） K4タンク群のソースタームによる評価結果の比較 

評価ケース 報告書本文 TECDOC-1759 備考 

外部被ばく 
(mSv/年） 

海水面からの 
被ばく 

4.6E-10 評価対象外  

船体からの 
被ばく 

4.9E-10 評価対象外  

遊泳中における
被ばく 

3.2E-10 評価対象外  

海浜砂からの 
被ばく 

5.4E-07 1.1E-07 

報告書本文の評価では、保守的な
外部被ばく線量換算係数を用いて
いるため保守的な評価となってい
ると考えている 

漁網からの 
被ばく 

1.1E-07 評価対象外  

内部被ばく 
(ｍSv/年) 
（成人） 

海岸堆積物摂取  評価対象外 5.6E-10   

海水の飲水 3.4E-07 3.3E-07 

希釈前のALPS処理水で告示濃度限
度を超えているトリチウムは、海
洋放出した後も他の核種と比べて
濃度が高いため、誤飲した場合は
トリチウムによる被ばくがほとん
どであり結果は変わらない 

海岸堆積物飛散
吸入 

評価対象外 4.3E-12   

海水しぶき吸入 9.2E-08 7.9E-08   

海産物摂取 3.1E-05 2.2E-05 

報告書本文の評価では、浮遊粒子
や海底土への付着を考慮せず、保
守的な海水濃度を用いて海産物の
濃度を評価しているため保守的な
評価となっていると考えている 

皮膚の被ば
く 

(mSv/年） 

海底堆積物が皮
膚に付いた場合 

評価対象外  1.2E-10  

合計 
（mSv/年）  

3E-05 2E-05  
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変 更 前 変 更 後 変 更 理 由 

表 VI-6（2） J1-Cタンク群のソースタームによる評価結果の比較 

評価ケース 改訂前報告書 TECDOC-1759 備考 

外部被ばく 
(mSv/年） 

海水面からの 
被ばく 

1.7E-08 評価対象外  

船体からの 
被ばく 

1.2E-08 評価対象外  

遊泳中における
被ばく 

1.2E-08 評価対象外  

海浜砂からの 
被ばく 

2.1E-05 2.1E-07 

改訂前報告書の評価では、保守的
な外部被ばく線量換算係数を用い
ているため保守的な評価となって
いると考えている 

漁網からの 
被ばく 

4.3E-06 評価対象外  

内部被ばく 
(ｍSv/年) 
（成人） 

海岸堆積物摂取 評価対象外 6.6E-10   

海水の飲水 評価対象外 3.1E-07 

希釈前のALPS処理水で告示濃度限
度を超えているトリチウムは、海
洋放出した後も他の核種と比べて
濃度が高いため、誤飲した場合は
トリチウムによる被ばくがほとん
どである 

海岸堆積物飛散
吸入 

評価対象外 4.2E-11   

海水しぶき吸入 評価対象外 7.5E-08   

海産物摂取 1.1E-04 2.9E-06 

改訂前報告書の評価では、浮遊粒
子や海底土への付着を考慮せず、
保守的な海水濃度を用いて海産物
の濃度を評価しているため保守的
な評価となっていると考えている 

皮膚の被ば
く 

(mSv/年） 

海底堆積物が皮
膚に付いた場合 

評価対象外 2.2E-09  

合計 
（mSv/年）  

1E-04 3E-06 

 

 

 

表 VI-6（2） J1-Cタンク群のソースタームによる評価結果の比較 

評価ケース 報告書本文 TECDOC-1759 備考 

外部被ばく 
(mSv/年） 

海水面からの 
被ばく 

1.7E-10 評価対象外  

船体からの 
被ばく 

1.8E-10 評価対象外  

遊泳中における
被ばく 

1.2E-10 評価対象外  

海浜砂からの 
被ばく 

2.0E-07 2.9E-08 

報告書本文の評価では、保守的な
外部被ばく線量換算係数を用いて
いるため保守的な評価となってい
ると考えている 

漁網からの 
被ばく 

3.9E-08 評価対象外  

内部被ばく 
(ｍSv/年) 
（成人） 

海岸堆積物摂取 評価対象外 2.9E-10   

海水の飲水 3.1E-07 3.1E-07 

希釈前のALPS処理水で告示濃度限
度を超えているトリチウムは、海
洋放出した後も他の核種と比べて
濃度が高いため、誤飲した場合は
トリチウムによる被ばくがほとん
どであり結果は変わらない 

海岸堆積物飛散
吸入 

評価対象外 3.6E-11   

海水しぶき吸入 1.9E-07  8.2E-08   

海産物摂取 5.5E-06 3.1E-06 

報告書本文の評価では、浮遊粒子
や海底土への付着を考慮せず、保
守的な海水濃度を用いて海産物の
濃度を評価しているため保守的な
評価となっていると考えている 

皮膚の被ば
く 

(mSv/年） 

海底堆積物が皮
膚に付いた場合 

評価対象外 3.3E-10  

合計 
（mSv/年）  

6E-06 3E-06  
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変 更 前 変 更 後 変 更 理 由 

表 VI-6（3） J1-Gタンク群のソースタームによる評価結果の比較 

評価ケース 改訂前報告書 TECDOC-1759 備考 

外部被ばく 
(mSv/年） 

海水面からの 
被ばく 

4.7E-08 評価対象外  

船体からの 
被ばく 

3.3E-08 評価対象外  

遊泳中における
被ばく 

3.2E-08 評価対象外  

海浜砂からの 
被ばく 

5.6E-05 2.1E-07 

改訂前報告書の評価では、保守的
な外部被ばく線量換算係数を用い
ているため保守的な評価となって
いると考えている 

漁網からの 
被ばく 

1.2E-05 評価対象外  

内部被ばく 
(ｍSv/年) 
（成人） 

海岸堆積物摂取 評価対象外 6.6E-10   

海水の飲水 評価対象外 3.1E-07 

希釈前のALPS処理水で告示濃度限
度を超えているトリチウムは、海
洋放出した後も他の核種と比べて
濃度が高いため、誤飲した場合は
トリチウムによる被ばくがほとん
どである 

海岸堆積物飛散
吸入 

評価対象外 4.2E-11   

海水しぶき吸入 評価対象外 7.5E-08   

海産物摂取 3.0E-04 4.6E-06 

改訂前報告書の評価では、浮遊粒
子や海底土への付着を考慮せず、
保守的な海水濃度を用いて海産物
の濃度を評価しているため保守的
な評価となっていると考えている 

皮膚の被ば
く 

(mSv/年） 

海底堆積物が皮
膚に付いた場合 

評価対象外 5.2E-09  

合計 
（mSv/年）  

4E-04 5E-06  

 

（中略） 

 

  

表 VI-6（3） J1-Gタンク群のソースタームによる評価結果の比較 

評価ケース 報告書本文 TECDOC-1759 備考 

外部被ばく 
(mSv/年） 

海水面からの 
被ばく 

3.7E-10 評価対象外  

船体からの 
被ばく 

3.7E-10 評価対象外  

遊泳中における
被ばく 

2.5E-10 評価対象外  

海浜砂からの 
被ばく 

4.3E-07 6.8E-08 

報告書本文の評価では、保守的な
外部被ばく線量換算係数を用いて
いるため保守的な評価となってい
ると考えている 

漁網からの 
被ばく 

8.3E-08 評価対象外  

内部被ばく 
(ｍSv/年) 
（成人） 

海岸堆積物摂取 評価対象外 6.7E-10   

海水の飲水 3.1E-07 3.1E-07 

希釈前のALPS処理水で告示濃度限
度を超えているトリチウムは、海
洋放出した後も他の核種と比べて
濃度が高いため、誤飲した場合は
トリチウムによる被ばくがほとん
どであり結果は変わらない 

海岸堆積物飛散
吸入 

評価対象外 9.3E-11   

海水しぶき吸入 3.8E-07 9.6E-08   

海産物摂取 1.1E-05 4.6E-06 

報告書本文の評価では、浮遊粒子
や海底土への付着を考慮せず、保
守的な海水濃度を用いて海産物の
濃度を評価しているため保守的な
評価となっていると考えている 

皮膚の被ば
く 

(mSv/年） 

海底堆積物が皮
膚に付いた場合 

評価対象外 9.6E-10  

合計 
（mSv/年）  

1E-05 5E-06  

 

（中略） 
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変 更 前 変 更 後 変 更 理 由 

添付 VII 拡散シミュレーションの妥当性について 

 

（中略） 

 

ここでは、様々な観点から拡散シミュレーションの妥当性について記述する。 

 

 

 

（中略） 

 

VII-5. 計算領域の妥当性について 

報告書に使用したシミュレーションの計算領域は、南北約 490km、東西約 270kmである。2014年から

2020年の気象海象データで計算した年間平均濃度から、領域境界部の最大値及び位置について、表 VII-

1に示した。 

 

（中略） 

 

また、発電所周辺 10km×10km の年間平均濃度から計算した被ばく評価結果は、一般公衆の線量限度

1mSv/年はもとより、線量拘束値 0.05mSv/年と比べても大幅に低い評価結果であり、計算領域から外側

において、放射線影響を評価する必要は無いものと考える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 VII-1各年のモデル境界（南北、東）における年間平均濃度の最大値と位置 

 

（中略） 

 

表 VII-2 各年のモデル境界（南北、東）における日平均濃度の最大値と位置、発生日 

 

（中略） 

 

添付 VII 拡散シミュレーションの妥当性について 

 

（中略） 

 

ここでは、様々な観点から拡散シミュレーションの妥当性について記述する。 

また、計算領域の境界における放射性物質濃度の計算結果を示し、計算領域の妥当性についても記述

する。 

 

（中略） 

 

VII-5. 計算領域の妥当性について 

報告書に使用したシミュレーションの計算領域は、南北約 490km、東西約 270kmである。2014年から

2020 年の気象海象データで計算したトリチウムの年間平均濃度から、領域境界部の最大値及び位置に

ついて、表 VII-1に示した。 

 

（中略） 

 

さらに、被ばく評価値への寄与が大きい C-14, I-129について、3つのソースタームのうち年間放出

量が最も多い K4 タンク群のソースタームで放出した場合の、計算領域境界部における最大濃度を求め

た結果を表 VII-3, 4に示す。なお、表 VII-3,4は、2014年から 2020年の気象・海象データを基に評価

した結果を示したものであるが、1 年間の計算結果によって長期にわたる放出期間中の影響を評価する

ことに問題がないことは、上記 VII-4.に示したとおりである。 

C-14 は、本文 4.(4)に記載したとおり、宇宙線により常に生成されており、生成された C-14 は主に

二酸化炭素として大気圏で安定炭素（C-12,C-13）により希釈される。二酸化炭素は、海表面で常に海水

中に溶解していることから、海表面付近の C-14 濃度は、海表面における海水中の全炭素濃度と全炭素

に占める C-14 の放射能（比放射能）から計算することができる。原子放射線の影響に関する国連科学

委員会の電離放射線の発生源と影響に関する 2008 年報告書[VII-4]によれば、全炭素に対する C-14 の

比放射能は約 230Bq/kg とされていることから、海表面付近の全炭素濃度を 2000µg/kg、海水の比重を

1kg/Lとすれば、海表面の海水中 C-14濃度は、 

 

  2000［µg/kg］×1E-09［kg/µg］×230［Bq/kg］×1［kg/L］＝4.6E-04Bq/L 

 

となり、シミュレーションの計算領域境界における年平均濃度の計算結果はこれよりもはるかに低い濃

度であることから、ALPS処理水の放出による影響は無視できる。 

また、日本周辺海域の原子力施設の無い海域における I-129 濃度は、14～29nBq/L（1.4E-08～2.9E-

08Bq/L）[VII-3]であり、シミュレーションの計算領域境界における年平均濃度の最大値はこれよりも

低い濃度となっている。 

以上のとおり、計算領域境界におけるトリチウム、C-14、I-129 の年平均濃度は、海域のバックグラ

ウンドのレベルと比較して低く、計算領域から外側においてはさらに低い濃度となることが明らかであ

ることから、さらに外側の領域を含む拡散シミュレーションを実施する必要は無いものと考える。 

 

表 VII-1各年のモデル境界（南北、東）におけるトリチウムの年間平均濃度の最大値と位置 

 

（中略） 

 

表 VII-2 各年のモデル境界（南北、東）におけるトリチウムの日平均濃度の最大値と位置、発生日 

 

（中略） 
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変 更 前 変 更 後 変 更 理 由 

（現行記載なし） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

（現行記載なし） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

（中略） 

 

参照文献 
 

（中略） 

 

 [VII-3] 公益財団法人海洋生物環境研究所「令和 2年度原子力施設等防災対策等委託費（海洋環境に

おける放射能調査及び総合評価）事業調査報告書」,2021年 3 月 

 

 

表 VII-3各年のモデル境界（南北、東）における H-3，C-14と I-129の年平均濃度 

年 
トリチウム濃度

（Bq/L） 

C-14濃度 

（Bq/L） 

I-129濃度 

（Bq/L） 
備考 

2014 1.1E-04 8.5E-09 1.2E-09 

座標は表 VII-1 

を参照 

2015 2.6E-04 2.0E-08 2.8E-09 

2016 1.4E-04 1.1E-08 1.5E-09 

2017 2.4E-04 1.9E-08 2.6E-09 

2018 1.9E-04 1.5E-08 2.1E-09 

2019 1.6E-04 1.2E-08 1.7E-09 

2020 1.9E-04 1.5E-08 2.1E-09 

 

表 VII-4 各年のモデル境界（南北、東）における H-3，C-14と I-129の日平均濃度の最大値 

発生日 
トリチウム濃度

（Bq/L） 

C-14濃度 

（Bq/L） 

I-129濃度 

（Bq/L） 
備考 

2014/9/21 6.7E-03 5.2E-07 7.3E-08 

座標は表 VII-2 

を参照 

2015/8/2 7.2E-03 5.6E-07 7.9E-08 

2016/8/6 1.4E-02 1.1E-06 1.5E-07 

2017/7/28 6.5E-03 5.0E-07 7.1E-08 

2018/8/15 5.3E-03 4.1E-07 5.8E-08 

2019/8/1 1.0E-02 7.7E-07 1.1E-07 

2020/5/30 1.1E-02 8.5E-07 1.2E-07 

 

（中略） 

 

参照文献 
 

（中略） 

 

[VII-3] 公益財団法人海洋生物環境研究所「令和 3年度原子力施設等防災対策等委託費（海洋環境に

おける放射能調査及び総合評価）事業調査報告書」,2022 

[VII-4] 原子放射線の影響に関する国連科学委員会，「電離放射線の発生源と影響に関する 2008年報

告書」,2010 

IAEA レビューミッションにお

ける議論を踏まえた記載の充

実 
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変 更 前 変 更 後 変 更 理 由 

添付 IX 実測値によるソースタームにおける不検出核種の寄与について 

 

本評価の対象とした 64 核種には、これまでの分析評価において一度も検出されたことのない不検出

核種が多く含まれている。6-1-2.(1)「ソースターム（核種ごとの年間放出量）」に示したとおり、実測

値によるソースタームにおいては、検出下限未満の核種についても、保守的に検出下限値で含まれてい

るものとして年間放出量を設定しているが、一度も検出されたことのない核種については、半減期等も

考慮すれば実際は検出下限値よりもずっと低い濃度であるものも多いと推定される。 

 ここでは、被ばく評価の結果における保守性を確認するため、核種ごとの被ばく評価結果を検出核種

と不検出核種に分けて集計を行った。 

結果を表 IX-1～4 に示す。 

いずれのケースにおいても、不検出核種による寄与は大きく、評価結果は大きな保守性を含んでいる

ものと考えられる。 

 

表 IX-1 検出核種と不検出核種の寄与（人の被ばく） 
 

（中略） 

 

（現行記載なし） 

 

添付 IX 実測値によるソースタームにおける不検出核種の寄与について 

  

本評価の対象とした 30核種には、これまでの ALPS処理水等の分析評価において一度も検出されたこ

とのない不検出核種が多く含まれている。6-1-2.(1)「ソースターム（核種ごとの年間放出量）」に示し

たとおり、実測値によるソースタームにおいては、検出下限未満の核種についても、保守的に検出下限

値で含まれているものとして年間放出量を設定しているが、一度も検出されたことのない核種について

は、半減期等も考慮すれば実際は検出下限値よりもずっと低い濃度であるものも多いと推定される。 

 ここでは、被ばく評価の結果における不検出核種の寄与を確認するため、核種ごとの被ばく評価結果

を検出核種と不検出核種に分けて集計を行った。 

結果を表 IX-1～4に示す。 

いずれのケースにおいても、測定・評価対象核種選定前は不検出核種による寄与が大きかったが、測

定・評価対象核種選定に伴い、不検出核種の寄与が減少している。 

 

表 IX-1(1) 検出核種と不検出核種の寄与（人の被ばく 64核種） 
 

（中略） 

 

表 IX-1(2) 検出核種と不検出核種の寄与（人の被ばく 30核種） 

評価 
ケース 

ソース 
ターム 

実測値によるソースターム 

i. K4 タンク群 ii. J1-C タンク群 iii. J1-Gタンク群 

海産物 
摂取量 

平均的 多い 平均的 多い 平均的 多い 

被ばく* 
(mSv/年) 

検出核種 6.7E-06 2.6E-05 1.4E-06 4.3E-06 2.2E-06 6.9E-06 

不検出核種 1.2E-06 5.5E-06 5.9E-07 1.9E-06 1.5E-06 5.4E-06 

合計 7.9E-06 3.2E-05 2.0E-06 6.2E-06 3.8E-06 1.2E-05 

合計に占める 
不検出核種の割合 

15% 17% 30% 31% 41% 44% 

＊ 被ばくは外部被ばくと内部被ばくの合計 
 

 

 

測定・評価対象核種の選定に伴

う記載の適正化 
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変 更 前 変 更 後 変 更 理 由 

表 IX-2 検出核種と不検出核種の寄与（環境防護、K4 タンク群） 
 

（中略） 

 

（現行記載なし） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

表 IX-3 検出核種と不検出核種の寄与（環境防護、J1-Cタンク群） 
 

（中略） 

 

（現行記載なし） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

表 IX-4 検出核種と不検出核種の寄与（環境防護、J1-Gタンク群） 
 

（中略） 

 

（現行記載なし） 

 

表 IX-2(1) 検出核種と不検出核種の寄与（環境防護、K4 タンク群 64核種） 
 

（中略） 

 

表 IX-2(2) 検出核種と不検出核種の寄与（環境防護、K4 タンク群 30核種） 

評価ケース 
K4 タンク群 

扁平魚 カニ 褐藻 

被ばく
(mGy/日) 

検出核種 5.1E-07 5.1E-07 5.5E-07 

不検出核種 1.1E-07 1.5E-07 2.0E-07 

合計 6.2E-07 6.6E-07 7.5E-07 

合計に占める 
不検出核種の割合 

18% 23% 26% 

 

表 IX-3(1) 検出核種と不検出核種の寄与（環境防護、J1-Cタンク群 64核種） 
 

（中略） 

 

表 IX-3(2) 検出核種と不検出核種の寄与（環境防護、J1-Cタンク群 30核種） 

評価ケース 
J1-Cタンク群 

扁平魚 カニ 褐藻 

被ばく
(mGy/日) 

検出核種 1.1E-07 1.1E-07 1.2E-07 

不検出核種 1.8E-07 1.9E-07 2.1E-07 

合計 2.9E-07 3.0E-07 3.3E-07 

合計に占める 
不検出核種の割合 

61% 62% 64% 

 

表 IX-4(1) 検出核種と不検出核種の寄与（環境防護、J1-Gタンク群 64核種） 
 

（中略） 

 

表 IX-4(2) 検出核種と不検出核種の寄与（環境防護、J1-Gタンク群 30核種） 

評価ケース 
J1-Gタンク群 

扁平魚 カニ 褐藻 

被ばく
(mGy/日) 

検出核種 2.4E-07 2.4E-07 2.5E-07 

不検出核種 4.8E-07 4.9E-07 5.7E-07 

合計 7.2E-07 7.3E-07 8.2E-07 

合計に占める 
不検出核種の割合 

66% 68% 70% 

  

測定・評価対象核種の選定に伴

う記載の適正化 
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変 更 前 変 更 後 変 更 理 由 

添付 X 被ばく評価結果の核種ごとの内訳 

 

X-1. 人の内部被ばく評価 

 6-1.「通常時の被ばく評価」に示した以下の被ばく評価について、内部被ばくの核種別の評価結果を

表 X-1-1～4, X-2-1～4, X-3-1～4に示す。 

 

 

 

 

 

64核種の実測値によるソースターム 

i. K4タンク群（トリチウム以外の 63核種の告示濃度比総和 0.29） 

ii. J1-Cタンク群（トリチウム以外の 63核種の告示濃度比総和 0.35） 

iii. J1-Gタンク群（トリチウム以外の 63核種の告示濃度比総和 0.22） 

 

表 X-1-1 海水の飲水による内部被ばく評価結果 

（実測値（K4タンク群）によるソースターム） 

核種 
被ばく評価結果（mSv/年） 

備考 
成人 幼児 乳児 

H-3 3.0E-07 5.2E-07 対象外  

I-129 2.1E-08 3.2E-08 対象外  

Ru-106 1.0E-09 3.6E-09 対象外  

C-14 7.7E-10 1.3E-09 対象外  

Sr-90 5.5E-10 9.2E-10 対象外  

Cs-137 4.9E-10 3.6E-10 対象外  

Y-91 4.7E-10 1.7E-09 対象外   

Sn-123 2.2E-10 8.3E-10 対象外   

Cd-115m 1.9E-10 5.5E-10 対象外   

Co-60 1.3E-10 6.7E-10 対象外  

Pm-148 1.2E-10 4.3E-10 対象外   

Te-129m 8.5E-11 3.4E-10 対象外   

Cs-134 7.6E-11 5.2E-11 対象外  

Te-127m 6.5E-11 2.7E-10 対象外   

Y-90 5.3E-11 2.0E-10 対象外  

Rb-86 4.7E-11 1.7E-10 対象外   

Tc-99 4.0E-11 1.4E-10 対象外  

Cd-113m 3.7E-11 6.2E-11 対象外   

Sb-125 3.2E-11 1.0E-10 対象外  

Ni-63 2.9E-11 9.0E-11 対象外  

Ce-144 2.9E-11 1.1E-10 対象外  

Te-125m 2.6E-11 9.7E-11 対象外  

Sr-89 2.3E-11 7.9E-11 対象外   

Ba-140 2.2E-11 7.8E-11 対象外   

Pu-239 1.4E-11 1.8E-11 対象外  

Pu-240 1.4E-11 1.8E-11 対象外  

添付 X 被ばく評価結果の核種ごとの内訳 

 

X-1. 人の内部被ばく評価 

 6-1.「通常時の被ばく評価」に示した以下の被ばく評価について、内部被ばくの核種別の評価結果を

表 X-1-1～4, X-2-1～4, X-3-1～4に示す。 

本文 4.(3)に記載したとおり、本評価における Am-241 による被ばくについては、Pu-241 の壊変によ

る蓄積の影響により、最大 2倍程度まで被ばくが増える可能性があるが、被ばく評価に影響の大きい海

産物摂取による内部被ばくにおいて、Am-241 による影響は被ばく全体の 1/40 以下であり、被ばく評価

結果が一般公衆の線量限度 1mSv/年や線量拘束値に相当する 0.05mSv/年と比べてわずかであることも

考慮すれば、Am-241の蓄積による影響はわずかである。 

30核種の実測値によるソースターム 

i. K4タンク群（トリチウム以外の 29核種の告示濃度比総和 0.26） 

ii. J1-Cタンク群（トリチウム以外の 29核種の告示濃度比総和 0.21） 

iii. J1-Gタンク群（トリチウム以外の 29核種の告示濃度比総和 0.10） 

 

表 X-1-1 海水の飲水による内部被ばく評価結果 

（実測値（K4タンク群）によるソースターム） 

核種 
被ばく評価結果（mSv/年） 

備考 
成人 幼児 乳児 

H-3 3.0E-07 5.2E-07 対象外  

I-129 2.8E-08 4.3E-08 対象外  

C-14 1.0E-09 1.8E-09 対象外  

Sr-90 6.4E-10 1.1E-09 対象外  

Cs-137 5.8E-10 4.3E-10 対象外  

Se-79 5.2E-10 3.4E-09 対象外 ＿ 

Co-60 9.0E-11 4.5E-10 対象外  

Fe-55 8.4E-11 4.3E-10 対象外 ＿ 

Y-90 6.2E-11 2.3E-10 対象外  

Tc-99 5.4E-11 1.9E-10 対象外  

Ni-63 3.8E-11 1.2E-10 対象外  

Ru-106 3.5E-11 1.3E-10 対象外  

Pu-239 1.9E-11 2.5E-11 対象外  

Pu-240 1.9E-11 2.5E-11 対象外  

Cs-134 1.7E-11 1.2E-11 対象外  

Pu-238 1.7E-11 2.2E-11 対象外  

Am-241 1.5E-11 2.0E-11 対象外  

Pu-241 1.3E-11 1.5E-11 対象外  

Sb-125 1.1E-11 3.5E-11 対象外  

Te-125m 9.0E-12 3.4E-11 対象外  

Np-237 8.4E-12 1.1E-11 対象外 ＿ 

Cm-244 7.4E-12 1.2E-11 対象外  

U-234 3.7E-12 6.7E-12 対象外 ＿ 

U-238 3.4E-12 6.1E-12 対象外 ＿ 

Eu-154 1.9E-12 6.1E-12 対象外  

Pm-147 1.4E-12 5.2E-12 対象外  

 

 

 

 

 

測定・評価対象核種の選定に伴

う記載の適正化及び IAEA レビ

ューミッションにおける議論

を踏まえた記載の充実 
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Pu-238 1.3E-11 1.7E-11 対象外  

Pu-241 1.2E-11 1.4E-11 対象外  

Sn-126 1.1E-11 3.8E-11 対象外   

Am-241 1.1E-11 1.5E-11 対象外  

Am-243 1.1E-11 1.5E-11 対象外   

Cm-243 8.4E-12 1.2E-11 対象外   

Cs-136 8.0E-12 1.6E-11 対象外   

Pm-146 7.8E-12 2.4E-11 対象外   

Cm-244 6.7E-12 1.1E-11 対象外  

Zn-65 5.2E-12 1.3E-11 対象外   

Sn-119m 5.1E-12 2.0E-11 対象外   

Te-127 4.8E-12 1.8E-11 対象外   

Pm-147 4.4E-12 1.6E-11 対象外  

Tb-160 4.0E-12 1.3E-11 対象外   

Eu-152 3.5E-12 1.0E-11 対象外   

Fe-59 2.7E-12 1.1E-11 対象外   

Eu-154 2.1E-12 6.9E-12 対象外  

Sb-124 2.1E-12 7.1E-12 対象外   

Te-129 1.8E-12 6.0E-12 対象外   

Ce-141 1.6E-12 5.8E-12 対象外   

Ag-110m 1.4E-12 3.9E-12 対象外   

Pm-148m 1.3E-12 4.1E-12 対象外   

Te-123m 1.1E-12 4.0E-12 対象外   

Eu-155 9.4E-13 3.2E-12 対象外  

Gd-153 7.7E-13 2.7E-12 対象外   

Cm-242 6.7E-13 2.2E-12 対象外   

Am-242m 6.6E-13 8.0E-13 対象外   

Ru-103 6.5E-13 2.1E-12 対象外   

Co-58 5.3E-13 1.8E-12 対象外   

Nb-95 5.2E-13 1.6E-12 対象外   

Mn-54 4.2E-13 1.1E-12 対象外  

Pr-144 2.8E-13 9.5E-13 対象外   

Sm-151 7.8E-15 2.6E-14 対象外  

Rh-103m 3.4E-15 1.2E-14 対象外   

Cs-135 4.4E-16 3.8E-16 対象外   

Rh-106 0.0E+00 0.0E+00 対象外 親核種にて評価 

Ba-137m 0.0E+00 0.0E+00 対象外 親核種にて評価 

Pr-144m 0.0E+00 0.0E+00 対象外 親核種にて評価 

合計 3.3E-07 5.7E-07 対象外  

  

Eu-155 5.8E-13 2.0E-12 対象外  

Ce-144 3.3E-13 1.2E-12 対象外  

Sm-151 1.0E-14 3.4E-14 対象外  

Mn-54 7.3E-15 1.9E-14 対象外  

合計 3.4E-07 5.8E-07 対象外  
 

測定・評価対象核種の選定に伴

う記載の適正化 
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表 X-1-2 海水しぶきの吸入による内部被ばく評価結果 

（実測値（K4タンク群）によるソースターム） 

核種 
被ばく評価結果（mSv/年） 

備考 
成人 幼児 乳児 

H-3 7.3E-08 5.0E-08 3.4E-08  

Ru-106 2.3E-09 1.9E-09 1.1E-09  

C-14 1.9E-09 1.4E-09 7.9E-10  

I-129 1.6E-09 1.1E-09 4.2E-10  

Pu-239 1.6E-09 7.9E-10 3.6E-10  

Pu-240 1.6E-09 7.9E-10 3.6E-10  

Pu-238 1.5E-09 7.4E-10 3.5E-10  

Pu-241 1.4E-09 6.1E-10 2.2E-10 
 

Am-241 1.3E-09 6.4E-10 3.1E-10 
 

Am-243 1.3E-09 6.4E-10 3.1E-10   

Cm-243 9.3E-10 5.0E-10 2.8E-10   

Cm-244 7.7E-10 4.4E-10 2.6E-10  

Sr-90 7.5E-10 5.0E-10 2.5E-10 
 

Y-91 4.2E-10 3.5E-10 2.6E-10   

Cs-137 3.5E-10 2.5E-10 1.3E-10 
 

Co-60 2.9E-10 2.2E-10 1.1E-10 
 

Sn-123 2.1E-10 1.8E-10 1.3E-10   

Tc-99 1.9E-10 1.4E-10 7.9E-11 
 

Cd-115m 1.1E-10 9.1E-11 8.1E-11   

Sb-125 8.5E-11 6.7E-11 3.8E-11 
 

Cm-242 8.0E-11 6.4E-11 4.7E-11   

Am-242m 7.7E-11 3.6E-11 1.7E-11   

Ce-144 7.2E-11 7.4E-11 6.3E-11  

Te-127m 6.7E-11 5.4E-11 3.6E-11   

Ni-63 6.1E-11 5.0E-11 2.9E-11 
 

Te-129m 5.4E-11 4.6E-11 3.4E-11   

Pm-146 4.4E-11 3.2E-11 1.7E-11   

Cd-113m 4.2E-11 2.7E-11 1.5E-11   

Te-125m 3.0E-11 2.2E-11 1.5E-11 
 

Eu-152 2.5E-11 1.6E-11 8.5E-12   

Pm-148 2.4E-11 2.3E-11 2.1E-11   

Pm-147 2.0E-11 1.8E-11 1.1E-11 
 

Cs-134 1.9E-11 1.6E-11 8.7E-12 
 

Sr-89 1.7E-11 1.4E-11 1.1E-11   

Sn-126 1.6E-11 1.4E-10 8.9E-12   

Eu-154 1.4E-11 9.8E-12 5.3E-12 
 

Ba-140 1.2E-11 9.6E-12 7.6E-12   

Sn-119m 8.0E-12 6.7E-12 4.7E-12   

Y-90 7.1E-12 7.8E-12 7.9E-12 
 

表 X-1-2 海水しぶきの吸入による内部被ばく評価結果 

（実測値（K4タンク群）によるソースターム） 

核種 
被ばく評価結果（mSv/年） 

備考 
成人 幼児 乳児 

H-3 7.3E-08 5.0E-08 3.4E-08  

C-14 2.5E-09 1.9E-09 1.1E-09  

I-129 2.2E-09 1.5E-09 5.7E-10  

Pu-239 2.2E-09 1.1E-09 4.9E-10  

Pu-240 2.2E-09 1.1E-09 4.9E-10  

Pu-238 1.9E-09 9.6E-10 4.5E-10  

Am-241 1.7E-09 8.5E-10 4.2E-10  

Pu-241 1.5E-09 6.5E-10 2.3E-10 
 

Np-237 9.2E-10 4.3E-10 2.3E-10   

Sr-90 8.8E-10 5.9E-10 3.0E-10 
 

Cm-244 8.5E-10 4.8E-10 2.9E-10  

Cs-137 4.2E-10 3.0E-10 1.5E-10  

Se-79 3.0E-10 2.2E-10 1.3E-10   

Tc-99 2.6E-10 1.9E-10 1.1E-10 
 

Co-60 2.0E-10 1.5E-10 7.6E-11 
 

U-234 1.7E-10 1.4E-10 7.8E-11   

U-238 1.5E-10 1.1E-10 6.8E-11   

Ru-106 8.1E-11 6.7E-11 4.1E-11 
 

Ni-63 7.9E-11 6.5E-11 3.8E-11 
 

Fe-55 4.7E-11 5.3E-11 3.3E-11   

Sb-125 3.0E-11 2.4E-11 1.4E-11  

Eu-154 1.2E-11 8.6E-12 4.7E-12  

Te-125m 1.1E-11 7.7E-12 5.5E-12  

Y-90 8.3E-12 9.1E-12 9.2E-12  

Pm-147 6.5E-12 5.6E-12 3.5E-12 
 

Cs-134 4.3E-12 3.5E-12 1.9E-12 
 

Eu-155 3.0E-12 2.4E-12 1.5E-12 
 

Ce-144 8.2E-13 8.5E-13 7.1E-13 
 

Sm-151 1.0E-13 6.6E-14 3.5E-14 
 

Mn-54 3.7E-15 3.7E-15 2.4E-15 
 

合計 9.2E-08 6.0E-08 3.9E-08  
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変 更 前 変 更 後 変 更 理 由 

Eu-155 4.9E-12 3.9E-12 2.4E-12 
 

Tb-160 4.2E-12 3.5E-12 2.5E-12   

Rb-86 3.8E-12 5.4E-12 6.3E-12   

Ce-141 2.0E-12 1.5E-12 1.1E-12   

Cs-136 1.8E-12 1.5E-12 1.2E-12   

Sb-124 1.8E-12 1.4E-12 1.0E-12   

Fe-59 1.5E-12 1.2E-12 9.8E-13   

Ag-110m 1.4E-12 1.2E-12 7.1E-13   

Gd-153 1.4E-12 1.7E-12 1.3E-12   

Pm-148m 1.0E-12 8.5E-13 5.8E-13   

Te-123m 1.0E-12 7.6E-13 5.1E-13   

Te-127 9.6E-13 1.0E-12 1.1E-12   

Zn-65 7.1E-13 7.2E-13 6.2E-13   

Ru-103 6.4E-13 5.0E-13 3.6E-13   

Nb-95 3.9E-13 3.0E-13 2.1E-13   

Co-58 3.6E-13 3.0E-13 2.0E-13   

Te-129 2.7E-13 2.7E-13 3.1E-13   

Mn-54 2.2E-13 2.1E-13 1.4E-13 
 

Sm-151 7.7E-14 5.1E-14 2.7E-14 
 

Pr-144 2.4E-14 2.8E-14 3.3E-14   

Rh-103m 5.8E-16 5.6E-16 5.5E-16   

Cs-135 4.6E-16 3.4E-16 1.9E-16   

Rh-106 0.0E+00 0.0E+00 0.0E+00 親核種にて評価 

Ba-137m 0.0E+00 0.0E+00 0.0E+00 親核種にて評価 

Pr-144m 0.0E+00 0.0E+00 0.0E+00 親核種にて評価 

合計 9.3E-08 6.2E-08 4.0E-08  

 

 

測定・評価対象核種の選定に伴

う記載の適正化 
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変 更 前 変 更 後 変 更 理 由 

表 X-1-3 海産物摂取による内部被ばく評価結果 

（実測値（K4タンク群）によるソースターム、平均的に摂取） 

核種 
被ばく評価結果（mSv/年） 

備考 
成人 幼児 乳児 

Sn-123 9.8E-06 1.8E-05 2.4E-05   

I-129 2.7E-06 2.0E-06 8.6E-07  

C-14 1.4E-06 1.2E-06 6.8E-07  

Sn-126 4.9E-07 8.4E-07 1.1E-06   

Cd-115m 3.0E-07 4.4E-07 7.4E-07   

Sn-119m 2.3E-07 4.3E-07 5.6E-07   

Cd-113m 5.8E-08 5.0E-08 6.1E-08   

Co-60 4.9E-08 1.2E-07 1.6E-07  

H-3 3.3E-08 2.8E-08 2.3E-08  

Ru-106 3.3E-08 5.7E-08 7.6E-08  

Fe-59 2.3E-08 4.8E-08 1.0E-07   

Te-129m 1.8E-08 3.6E-08 5.3E-08   

Pm-148 1.7E-08 3.1E-08 3.9E-08   

Tc-99 1.6E-08 2.8E-08 4.9E-08 
 

Te-127m 1.4E-08 2.8E-08 4.9E-08   

Y-91 1.3E-08 2.3E-08 2.9E-08   

Zn-65 5.5E-09 7.0E-09 1.0E-08   

Te-125m 5.5E-09 1.0E-08 1.6E-08   

Cs-137 4.1E-09 1.5E-09 1.4E-09 
 

Ni-63 3.6E-09 5.4E-09 7.6E-09 
 

Ce-144 2.7E-09 4.9E-09 6.8E-09 
 

Ag-110m 2.1E-09 2.9E-09 3.6E-09   

Sb-125 1.5E-09 2.3E-09 3.1E-09  

Y-90 1.4E-09 2.6E-09 3.2E-09   

Am-241 1.4E-09 9.2E-10 5.0E-09  

Am-243 1.4E-09 9.2E-10 4.9E-09   

Pu-239 1.4E-09 8.8E-10 4.4E-09  

Pu-240 1.4E-09 8.8E-10 4.4E-09  

Pu-238 1.2E-09 8.3E-10 4.2E-09 
 

Pu-241 1.2E-09 6.5E-10 2.6E-09 
 

Pm-146 1.1E-09 1.8E-09 2.5E-09   

Te-127 1.0E-09 1.9E-09 1.8E-09   

Cm-243 7.2E-10 5.1E-10 3.0E-09   

Pm-147 6.4E-10 1.2E-09 1.8E-09 
 

Cs-134 6.4E-10 2.2E-10 1.8E-10 
 

Cm-244 5.8E-10 4.4E-10 2.7E-09 
 

Eu-152 5.1E-10 7.4E-10 1.2E-09   

Te-129 3.9E-10 6.3E-10 9.0E-10   

Mn-54 3.2E-10 4.3E-10 4.8E-10 
 

表 X-1-3 海産物摂取による内部被ばく評価結果 

（実測値（K4タンク群）によるソースターム、平均的に摂取） 

核種 
被ばく評価結果（mSv/年） 

備考 
成人 幼児 乳児 

I-129 3.7E-06 2.8E-06 1.2E-06  

C-14 1.9E-06 1.6E-06 9.2E-07  

Fe-55 7.0E-07 1.8E-06 3.3E-06   

Se-79 4.4E-07 1.4E-06 1.3E-06   

Co-60 3.3E-08 8.4E-08 1.1E-07  

H-3 3.2E-08 2.8E-08 2.3E-08  

Tc-99 2.3E-08 3.9E-08 6.7E-08  

Cs-137 4.9E-09 1.8E-09 1.6E-09  

Ni-63 4.6E-09 7.0E-09 9.9E-09  

Am-241 1.9E-09 1.2E-09 6.7E-09  

Pu-239 1.8E-09 1.2E-09 6.0E-09  

Pu-240 1.8E-09 1.2E-09 6.0E-09  

Pu-238 1.6E-09 1.1E-09 5.5E-09  

Pu-241 1.2E-09 7.0E-10 2.8E-09  

Ru-106 1.2E-09 2.0E-09 2.7E-09  

Cm-244 6.3E-10 4.9E-10 3.0E-09  

Sb-125 5.3E-10 8.1E-10 1.1E-09  

Te-125m 4.2E-10 7.9E-10 1.3E-09  

Sr-90 3.0E-10 2.5E-10 4.9E-10  

Eu-154 2.7E-10 4.5E-10 6.8E-10  

Pm-147 2.1E-10 3.8E-10 5.7E-10  

Cs-134 1.4E-10 4.9E-11 4.0E-11  

Eu-155 8.4E-11 1.5E-10 2.3E-10  

Np-237 4.7E-11 3.0E-11 1.7E-10   

Ce-144 3.1E-11 5.6E-11 7.7E-11  

Y-90 2.9E-11 5.3E-11 6.6E-11  

U-234 6.6E-12 5.8E-12 9.6E-12   

U-238 6.0E-12 5.2E-12 8.8E-12   

Mn-54 5.5E-12 7.4E-12 8.3E-12  

Sm-151 1.5E-12 2.5E-12 4.5E-12  

合計 6.9E-06 7.8E-06 6.9E-06  
 

 

 

 

 

 

測定・評価対象核種の選定に伴
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変 更 前 変 更 後 変 更 理 由 

Eu-154 3.1E-10 5.1E-10 7.7E-10 
 

Tb-160 2.7E-10 4.5E-10 5.3E-10   

Sr-90 2.5E-10 2.1E-10 4.2E-10 
 

Te-123m 2.5E-10 4.2E-10 6.6E-10 
 

Co-58 2.0E-10 3.4E-10 3.8E-10   

Pm-148m 1.8E-10 3.0E-10 3.2E-10   

Ce-141 1.5E-10 2.7E-10 3.3E-10   

Eu-155 1.4E-10 2.4E-10 3.6E-10 
 

Gd-153 1.1E-10 2.0E-10 2.4E-10   

Sb-124 9.7E-11 1.6E-10 2.0E-10   

Am-242m 8.3E-11 4.9E-11 2.6E-10   

Cs-136 6.7E-11 6.8E-11 6.9E-11   

Cm-242 5.8E-11 9.1E-11 5.5E-10   

Rb-86 5.0E-11 8.9E-11 1.1E-10   

Ba-140 3.9E-11 6.7E-11 9.4E-11   

Nb-95 2.8E-11 4.2E-11 4.3E-11   

Pr-144 2.3E-11 3.7E-11 5.6E-11   

Ru-103 2.1E-11 3.4E-11 4.0E-11   

Sr-89 1.1E-11 1.8E-11 3.0E-11   

Sm-151 1.1E-12 1.9E-12 3.5E-12 
 

Rh-103m 1.7E-13 2.9E-13 4.2E-13   

Cs-135 3.7E-15 1.6E-15 1.6E-15   

Rh-106 0.0E+00 0.0E+00 0.0E+00 親核種にて評価 

Ba-137m 0.0E+00 0.0E+00 0.0E+00 親核種にて評価 

Pr-144m 0.0E+00 0.0E+00 0.0E+00 親核種にて評価 

合計 1.5E-05 2.4E-05 2.9E-05  

  

測定・評価対象核種の選定に伴

う記載の適正化 
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変 更 前 変 更 後 変 更 理 由 

表 X-1-4 海産物摂取による内部被ばく評価結果 

（実測値（K4タンク群）によるソースターム、多く摂取） 

核種 
被ばく評価結果（mSv/年） 

備考 
成人 幼児 乳児 

Sn-123 3.7E-05 7.0E-05 8.9E-05   

I-129 1.3E-05 1.0E-05 4.1E-06  

C-14 5.2E-06 4.5E-06 2.5E-06  

Sn-126 1.9E-06 3.2E-06 4.0E-06   

Cd-115m 1.6E-06 2.3E-06 3.8E-06   

Sn-119m 8.5E-07 1.6E-06 2.1E-06   

Cd-113m 3.1E-07 2.6E-07 3.1E-07   

Co-60 2.7E-07 6.8E-07 8.4E-07  

Ru-106 1.6E-07 2.9E-07 3.8E-07  

H-3 1.3E-07 1.1E-07 8.7E-08  

Fe-59 1.2E-07 2.6E-07 5.3E-07   

Pm-148 9.4E-08 1.7E-07 2.0E-07   

Te-129m 8.0E-08 1.6E-07 2.3E-07   

Tc-99 7.7E-08 1.4E-07 2.3E-07 
 

Y-91 6.7E-08 1.2E-07 1.5E-07   

Te-127m 6.1E-08 1.3E-07 2.1E-07   

Zn-65 3.3E-08 4.1E-08 5.9E-08   

Te-125m 2.4E-08 4.5E-08 7.0E-08   

Cs-137 1.5E-08 5.6E-09 4.9E-09 
 

Ni-63 1.5E-08 2.3E-08 3.1E-08 
 

Ce-144 1.4E-08 2.5E-08 3.4E-08 
 

Ag-110m 9.9E-09 1.4E-08 1.7E-08   

Y-90 7.5E-09 1.4E-08 1.7E-08   

Pu-239 7.0E-09 4.6E-09 2.3E-08 
 

Pu-240 7.0E-09 4.6E-09 2.3E-08 
 

Am-241 6.7E-09 4.6E-09 2.4E-08 
 

Am-243 6.7E-09 4.6E-09 2.3E-08   

Pu-238 6.4E-09 4.3E-09 2.2E-08 
 

Pm-146 6.1E-09 9.6E-09 1.3E-08 
 

Pu-241 6.0E-09 3.4E-09 1.3E-08 
 

Sb-125 5.2E-09 8.2E-09 1.1E-08 
 

Te-127 4.5E-09 8.3E-09 7.8E-09   

Cm-243 3.5E-09 2.5E-09 1.4E-08   

Pm-147 3.4E-09 6.4E-09 9.2E-09 
 

Cm-244 2.8E-09 2.2E-09 1.3E-08 
 

Eu-152 2.7E-09 4.0E-09 6.1E-09   

Cs-134 2.3E-09 8.1E-10 6.4E-10 
 

Mn-54 1.8E-09 2.5E-09 2.7E-09 
 

Te-129 1.7E-09 2.8E-09 3.9E-09   

表 X-1-4 海産物摂取による内部被ばく評価結果 

（実測値（K4タンク群）によるソースターム、多く摂取） 

核種 
被ばく評価結果（mSv/年） 

備考 
成人 幼児 乳児 

I-129 1.8E-05 1.4E-05 5.5E-06  

C-14 7.1E-06 6.1E-06 3.4E-06  

Fe-55 3.8E-06 9.9E-06 1.7E-05   

Se-79 1.6E-06 5.4E-06 4.7E-06   

Co-60 1.8E-07 4.6E-07 5.7E-07  

H-3 1.2E-07 1.1E-07 8.7E-08  

Tc-99 1.1E-07 1.9E-07 3.2E-07  

Ni-63 1.9E-08 3.0E-08 4.1E-08  

Cs-137 1.8E-08 6.7E-09 5.8E-09  

Pu-239 9.5E-09 6.3E-09 3.1E-08  

Pu-240 9.5E-09 6.3E-09 3.1E-08  

Am-241 9.0E-09 6.1E-09 3.2E-08  

Pu-238 8.3E-09 5.6E-09 2.8E-08  

Pu-241 6.4E-09 3.7E-09 1.4E-08  

Ru-106 5.8E-09 1.0E-08 1.3E-08  

Cm-244 3.0E-09 2.4E-09 1.4E-08  

Sb-125 1.8E-09 2.9E-09 3.8E-09  

Eu-154 1.5E-09 2.4E-09 3.6E-09  

Te-125m 1.5E-09 2.8E-09 4.4E-09  

Sr-90 1.3E-09 1.1E-09 2.2E-09  

Pm-147 1.1E-09 2.0E-09 3.0E-09  

Cs-134 5.2E-10 1.8E-10 1.4E-10  

Eu-155 4.5E-10 7.8E-10 1.2E-09  

Np-237 2.8E-10 1.8E-10 9.8E-10   

Ce-144 1.6E-10 2.9E-10 3.9E-10  

Y-90 1.3E-10 2.4E-10 2.9E-10  

U-234 3.3E-11 2.9E-11 4.8E-11   

Mn-54 3.2E-11 4.3E-11 4.7E-11  

U-238 3.0E-11 2.7E-11 4.4E-11   

Sm-151 8.0E-12 1.3E-11 2.4E-11  

合計 3.1E-05 3.6E-05 3.2E-05  

  

 

 

 

 

測定・評価対象核種の選定に伴
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変 更 前 変 更 後 変 更 理 由 

Eu-154 1.7E-09 2.7E-09 4.1E-09 
 

Tb-160 1.5E-09 2.5E-09 2.8E-09   

Sr-90 1.1E-09 9.6E-10 1.8E-09 
 

Co-58 1.1E-09 1.9E-09 2.1E-09   

Te-123m 1.1E-09 1.9E-09 2.8E-09   

Pm-148m 9.9E-10 1.6E-09 1.7E-09   

Ce-141 7.5E-10 1.4E-09 1.7E-09   

Eu-155 7.4E-10 1.3E-09 1.9E-09 
 

Gd-153 6.0E-10 1.0E-09 1.3E-09   

Am-242m 4.0E-10 2.4E-10 1.2E-09   

Sb-124 3.4E-10 5.8E-10 6.9E-10   

Cm-242 2.8E-10 4.5E-10 2.6E-09   

Cs-136 2.5E-10 2.5E-10 2.5E-10   

Rb-86 2.1E-10 3.7E-10 4.6E-10   

Ba-140 1.6E-10 2.9E-10 4.0E-10   

Nb-95 1.4E-10 2.2E-10 2.1E-10   

Pr-144 1.1E-10 1.9E-10 2.7E-10   

Ru-103 1.1E-10 1.7E-10 2.0E-10   

Sr-89 4.8E-11 8.2E-11 1.3E-10   

Sm-151 6.1E-12 1.0E-11 1.8E-11 
 

Rh-103m 9.4E-13 1.6E-12 2.2E-12   

Cs-135 1.4E-14 5.9E-15 5.6E-15   

Rh-106 0.0E+00 0.0E+00 0.0E+00 親核種にて評価 

Ba-137m 0.0E+00 0.0E+00 0.0E+00 親核種にて評価 

Pr-144m 0.0E+00 0.0E+00 0.0E+00 親核種にて評価 

合計 6.1E-05 9.4E-05 1.1E-04  

  

測定・評価対象核種の選定に伴

う記載の適正化 
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変 更 前 変 更 後 変 更 理 由 

表 X-2-1 海水の飲水による内部被ばく評価結果 

（実測値（J1-Cタンク群）によるソースターム） 

核種 
被ばく評価結果（mSv/年） 

備考 
成人 幼児 乳児 

H-3 3.0E-07 5.2E-07 対象外  

I-129 2.7E-09 4.2E-09 対象外  

Y-91 8.4E-10 3.1E-09 対象外   

Sn-119m 2.9E-10 1.1E-09 対象外   

Sn-123 2.9E-10 1.1E-09 対象外   

Te-127m 2.3E-10 9.6E-10 対象外   

C-14 2.2E-10 3.7E-10 対象外  

Ru-106 2.0E-10 7.2E-10 対象外  

Cd-115m 1.8E-10 5.4E-10 対象外   

Pu-239 1.7E-10 2.2E-10 対象外  

Pu-240 1.7E-10 2.2E-10 対象外  

Pu-238 1.6E-10 2.1E-10 対象外  

Am-241 1.4E-10 1.8E-10 対象外  

Am-243 1.4E-10 1.8E-10 対象外   

Pu-241 1.2E-10 1.4E-10 対象外  

Cm-243 1.0E-10 1.5E-10 対象外   

Te-129m 8.7E-11 3.5E-10 対象外   

Cm-244 8.2E-11 1.3E-10 対象外  

Ce-144 6.1E-11 2.2E-10 対象外  

Cs-137 5.1E-11 3.8E-11 対象外  

Cd-113m 4.0E-11 6.8E-11 対象外   

Cs-134 3.0E-11 2.0E-11 対象外  

Rb-86 2.9E-11 1.0E-10 対象外   

Sn-126 2.8E-11 9.6E-11 対象外   

Ni-63 2.6E-11 8.1E-11 対象外  

Co-60 2.3E-11 1.2E-10 対象外  

Sr-90 2.1E-11 3.5E-11 対象外  

Te-127 1.6E-11 6.0E-11 対象外   

Tc-99 1.6E-11 5.7E-11 対象外  

Pm-148 1.3E-11 4.6E-11 対象外   

Ba-140 1.1E-11 3.8E-11 対象外   

Cm-242 8.2E-12 2.7E-11 対象外   

Eu-152 8.1E-12 2.4E-11 対象外   

Zn-65 7.6E-12 1.9E-11 対象外   

Sb-125 5.2E-12 1.6E-11 対象外  

Sb-124 5.0E-12 1.7E-11 対象外   

Tb-160 4.6E-12 1.6E-11 対象外   

Eu-154 4.5E-12 1.5E-11 対象外  

Pm-147 4.3E-12 1.6E-11 対象外  

表 X-2-1 海水の飲水による内部被ばく評価結果 

（実測値（J1-Cタンク群）によるソースターム） 

核種 
被ばく評価結果（mSv/年） 

備考 
成人 幼児 乳児 

H-3 3.0E-07 5.2E-07 対象外  

I-129 3.1E-09 4.8E-09 対象外  

C-14 2.4E-10 4.2E-10 対象外  

Pu-239 1.9E-10 2.5E-10 対象外  

Pu-240 1.9E-10 2.5E-10 対象外  

Pu-238 1.7E-10 2.3E-10 対象外  

Am-241 1.5E-10 2.0E-10 対象外  

Pu-241 1.2E-10 1.4E-10 対象外  

Se-79 1.0E-10 6.7E-10 対象外   

Cm-244 8.4E-11 1.3E-10 対象外  

Np-237 8.3E-11 1.1E-10 対象外   

Cs-137 5.2E-11 3.8E-11 対象外  

Ru-106 4.4E-11 1.6E-10 対象外  

U-234 3.7E-11 6.6E-11 対象外   

U-238 3.4E-11 6.0E-11 対象外   

Ni-63 2.9E-11 9.0E-11 対象外  

Sr-90 2.2E-11 3.7E-11 対象外  

Co-60 1.9E-11 9.6E-11 対象外  

Fe-55 1.9E-11 9.6E-11 対象外   

Tc-99 1.8E-11 6.5E-11 対象外  

Cs-134 1.5E-11 1.0E-11 対象外  

Ce-144 7.8E-12 2.9E-11 対象外  

Eu-154 4.4E-12 1.4E-11 対象外  

Sb-125 3.1E-12 9.6E-12 対象外  

Pm-147 2.6E-12 9.5E-12 対象外  

Te-125m 2.4E-12 9.3E-12 対象外  

Y-90 2.2E-12 8.0E-12 対象外  

Eu-155 1.8E-12 6.2E-12 対象外  

Mn-54 8.8E-14 2.4E-13 対象外  

Sm-151 2.5E-14 8.5E-14 対象外  

合計 3.1E-07 5.3E-07 対象外  
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変 更 前 変 更 後 変 更 理 由 

Te-125m 4.1E-12 1.6E-11 対象外  

Ce-141 3.8E-12 1.4E-11 対象外   

Fe-59 3.2E-12 1.3E-11 対象外   

Cs-136 2.9E-12 5.9E-12 対象外   

Sr-89 2.9E-12 9.9E-12 対象外   

Te-123m 2.7E-12 9.3E-12 対象外   

Ag-110m 2.5E-12 6.9E-12 対象外   

Am-242m 2.3E-12 2.8E-12 対象外   

Eu-155 2.2E-12 7.7E-12 対象外  

Y-90 2.0E-12 7.4E-12 対象外  

Te-129 1.8E-12 6.1E-12 対象外   

Pm-148m 1.7E-12 5.4E-12 対象外   

Gd-153 1.4E-12 5.0E-12 対象外   

Pm-146 1.2E-12 3.9E-12 対象外   

Ru-103 8.0E-13 2.6E-12 対象外   

Co-58 6.3E-13 2.2E-12 対象外   

Nb-95 6.0E-13 1.9E-12 対象外   

Pr-144 5.9E-13 2.0E-12 対象外   

Mn-54 5.6E-13 1.5E-12 対象外  

Sm-151 2.2E-14 7.5E-14 対象外  

Rh-103m 4.1E-15 1.4E-14 対象外   

Cs-135 4.9E-17 4.2E-17 対象外   

Rh-106 0.0E+00 0.0E+00 対象外 親核種にて評価 

Ba-137m 0.0E+00 0.0E+00 対象外 親核種にて評価 

Pr-144m 0.0E+00 0.0E+00 対象外 親核種にて評価 

合計 3.1E-07 5.4E-07 対象外  

  

測定・評価対象核種の選定に伴

う記載の適正化 
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変 更 前 変 更 後 変 更 理 由 

表 X-2-2 海水しぶきの吸入による内部被ばく評価結果 

（実測値（J1-Cタンク群）によるソースターム） 

核種 
被ばく評価結果（mSv/年） 

備考 
成人 幼児 乳児 

H-3 7.3E-08 5.0E-08 3.4E-08  

Pu-239 2.0E-08 9.6E-09 4.4E-09  

Pu-240 2.0E-08 9.6E-09 4.4E-09  

Pu-238 1.8E-08 9.0E-09 4.2E-09  

Am-241 1.6E-08 7.7E-09 3.8E-09  

Am-243 1.6E-08 7.7E-09 3.8E-09   

Pu-241 1.4E-08 6.1E-09 2.1E-09  

Cm-243 1.1E-08 6.1E-09 3.4E-09   

Cm-244 9.3E-09 5.3E-09 3.2E-09  

Cm-242 9.7E-10 7.7E-10 5.7E-10   

Y-91 7.5E-10 6.3E-10 4.7E-10   

C-14 5.2E-10 3.9E-10 2.2E-10  

Ru-106 4.6E-10 3.8E-10 2.3E-10 
 

Sn-119m 4.6E-10 3.8E-10 2.7E-10   

Am-242m 2.7E-10 1.3E-10 6.0E-11   

Sn-123 2.7E-10 2.3E-10 1.7E-10   

Te-127m 2.4E-10 1.9E-10 1.3E-10   

I-129 2.1E-10 1.4E-10 5.5E-11 
 

Ce-144 1.5E-10 1.6E-10 1.3E-10 
 

Cd-115m 1.0E-10 8.9E-11 7.9E-11   

Tc-99 7.7E-11 5.6E-11 3.1E-11 
 

Eu-152 5.8E-11 3.8E-11 2.0E-11   

Te-129m 5.5E-11 4.6E-11 3.4E-11   

Ni-63 5.5E-11 4.5E-11 2.6E-11 
 

Co-60 5.1E-11 3.8E-11 1.9E-11 
 

Cd-113m 4.6E-11 3.0E-11 1.6E-11   

Sn-126 4.0E-11 3.5E-10 2.2E-11   

Cs-137 3.7E-11 2.6E-11 1.3E-11  

Eu-154 2.9E-11 2.1E-11 1.1E-11 
 

Sr-90 2.9E-11 1.9E-11 9.7E-12 
 

Pm-147 2.0E-11 1.7E-11 1.1E-11 
 

Sb-125 1.4E-11 1.1E-11 6.2E-12 
 

Eu-155 1.2E-11 9.3E-12 5.6E-12 
 

Cs-134 7.5E-12 6.1E-12 3.4E-12 
 

Pm-146 7.0E-12 5.1E-12 2.7E-12   

Ba-140 5.8E-12 4.7E-12 3.7E-12   

Ce-141 4.9E-12 3.6E-12 2.7E-12   

Tb-160 4.9E-12 4.1E-12 2.9E-12   

Te-125m 4.8E-12 3.5E-12 2.5E-12 
 

表 X-2-2 海水しぶきの吸入による内部被ばく評価結果 

（実測値（J1-C タンク群）によるソースターム） 

核種 
被ばく評価結果（mSv/年） 

備考 
成人 幼児 乳児 

H-3 7.3E-08 5.0E-08 3.4E-08  

Pu-239 2.2E-08 1.1E-08 4.9E-09  

Pu-240 2.2E-08 1.1E-08 4.9E-09  

Pu-238 2.0E-08 9.9E-09 4.7E-09  

Am-241 1.7E-08 8.5E-09 4.2E-09  

Pu-241 1.4E-08 6.3E-09 2.2E-09  

Cm-244 9.7E-09 5.5E-09 3.3E-09  

Np-237 9.0E-09 4.3E-09 2.3E-09   

U-234 1.7E-09 1.3E-09 7.7E-10   

U-238 1.4E-09 1.1E-09 6.7E-10   

C-14 5.9E-10 4.4E-10 2.5E-10  

I-129 2.4E-10 1.6E-10 6.3E-11  

Ru-106 1.0E-10 8.4E-11 5.1E-11 
 

Tc-99 8.8E-11 6.4E-11 3.6E-11 
 

Ni-63 6.1E-11 5.0E-11 2.9E-11 
 

Se-79 5.8E-11 4.3E-11 2.5E-11   

Co-60 4.2E-11 3.1E-11 1.6E-11 
 

Cs-137 3.7E-11 2.6E-11 1.4E-11 
 

Sr-90 3.1E-11 2.0E-11 1.0E-11 
 

Eu-154 2.8E-11 2.0E-11 1.1E-11 
 

Ce-144 1.9E-11 2.0E-11 1.7E-11 
 

Pm-147 1.2E-11 1.0E-11 6.4E-12 
 

Fe-55 1.0E-11 1.2E-11 7.3E-12   

Eu-155 9.4E-12 7.5E-12 4.5E-12 
 

Sb-125 8.1E-12 6.4E-12 3.7E-12 
 

Cs-134 3.7E-12 3.0E-12 1.7E-12  

Te-125m 2.8E-12 2.1E-12 1.5E-12  

Y-90 2.9E-13 3.2E-13 3.2E-13  

Sm-151 2.5E-13 1.6E-13 8.8E-14 
 

Mn-54 4.5E-14 4.5E-14 2.9E-14 
 

合計 1.9E-07 1.1E-07 6.2E-08  
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変 更 前 変 更 後 変 更 理 由 

Sb-124 4.1E-12 3.4E-12 2.4E-12   

Te-127 3.3E-12 3.6E-12 3.6E-12   

Gd-153 2.7E-12 3.3E-12 2.5E-12   

Ag-110m 2.6E-12 2.2E-12 1.3E-12   

Pm-148 2.5E-12 2.5E-12 2.2E-12   

Te-123m 2.3E-12 1.8E-12 1.2E-12   

Rb-86 2.3E-12 3.3E-12 3.8E-12   

Sr-89 2.1E-12 1.8E-12 1.3E-12   

Fe-59 1.7E-12 1.4E-12 1.2E-12   

Pm-148m 1.4E-12 1.1E-12 7.7E-13   

Zn-65 1.0E-12 1.0E-12 9.0E-13   

Ru-103 7.9E-13 6.2E-13 4.4E-13   

Cs-136 6.5E-13 5.5E-13 4.5E-13   

Nb-95 4.5E-13 3.5E-13 2.5E-13   

Co-58 4.3E-13 3.6E-13 2.4E-13   

Mn-54 2.8E-13 2.8E-13 1.8E-13 
 

Te-129 2.7E-13 2.7E-13 3.1E-13   

Y-90 2.7E-13 2.9E-13 3.0E-13 
 

Sm-151 2.2E-13 1.4E-13 7.7E-14 
 

Pr-144 5.1E-14 5.8E-14 6.9E-14   

Rh-103m 7.1E-16 6.9E-16 6.8E-16   

Cs-135 5.1E-17 3.7E-17 2.1E-17   

Rh-106 0.0E+00 0.0E+00 0.0E+00 親核種にて評価 

Ba-137m 0.0E+00 0.0E+00 0.0E+00 親核種にて評価 

Pr-144m 0.0E+00 0.0E+00 0.0E+00 親核種にて評価 

合計 2.0E-07 1.1E-07 6.5E-08 
 

  

測定・評価対象核種の選定に伴

う記載の適正化 
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変 更 前 変 更 後 変 更 理 由 

表 X-2-3 海産物摂取による内部被ばく評価結果 

（実測値（J1-Cタンク群）によるソースターム、平均的に摂取） 

核種 
被ばく評価結果（mSv/年） 

備考 
成人 幼児 乳児 

Sn-119m 1.3E-05 2.5E-05 3.2E-05   

Sn-123 1.3E-05 2.3E-05 3.1E-05   

Sn-126 1.2E-06 2.1E-06 2.7E-06   

C-14 3.8E-07 3.3E-07 1.9E-07  

I-129 3.6E-07 2.7E-07 1.1E-07  

Cd-115m 2.9E-07 4.3E-07 7.2E-07   

Cd-113m 6.4E-08 5.4E-08 6.7E-08   

Te-127m 5.0E-08 1.0E-07 1.8E-07   

H-3 3.3E-08 2.8E-08 2.3E-08  

Fe-59 2.7E-08 5.7E-08 1.2E-07   

Y-91 2.3E-08 4.1E-08 5.1E-08   

Te-129m 1.9E-08 3.6E-08 5.4E-08   

Am-241 1.7E-08 1.1E-08 6.1E-08 
 

Am-243 1.7E-08 1.1E-08 5.9E-08   

Pu-239 1.6E-08 1.1E-08 5.4E-08 
 

Pu-240 1.6E-08 1.1E-08 5.4E-08 
 

Pu-238 1.5E-08 1.0E-08 5.1E-08 
 

Pu-241 1.1E-08 6.5E-09 2.6E-08 
 

Cm-243 8.7E-09 6.2E-09 3.6E-08   

Co-60 8.6E-09 2.2E-08 2.7E-08 
 

Zn-65 8.0E-09 1.0E-08 1.5E-08   

Cm-244 7.0E-09 5.4E-09 3.3E-08 
 

Ru-106 6.6E-09 1.2E-08 1.5E-08 
 

Tc-99 6.5E-09 1.1E-08 1.9E-08 
 

Ce-144 5.8E-09 1.0E-08 1.4E-08 
 

Ag-110m 3.7E-09 5.2E-09 6.4E-09   

Te-127 3.5E-09 6.3E-09 6.2E-09   

Ni-63 3.2E-09 4.9E-09 6.8E-09  

Pm-148 1.9E-09 3.4E-09 4.1E-09   

Eu-152 1.2E-09 1.7E-09 2.7E-09   

Te-125m 8.9E-10 1.6E-09 2.6E-09   

Cm-242 7.0E-10 1.1E-09 6.6E-09   

Eu-154 6.6E-10 1.1E-09 1.6E-09 
 

Pm-147 6.2E-10 1.2E-09 1.7E-09 
 

Te-123m 5.7E-10 9.8E-10 1.5E-09   

Cs-137 4.3E-10 1.6E-10 1.4E-10 
 

Mn-54 4.2E-10 5.7E-10 6.4E-10 
 

Te-129 3.9E-10 6.4E-10 9.2E-10   

Ce-141 3.6E-10 6.4E-10 7.9E-10   

表 X-2-3 海産物摂取による内部被ばく評価結果 

（実測値（J1-C タンク群）によるソースターム、平均的に摂取） 

核種 
被ばく評価結果（mSv/年） 

備考 
成人 幼児 乳児 

C-14 4.4E-07 3.7E-07 2.2E-07  

I-129 4.1E-07 3.1E-07 1.3E-07  

Fe-55 1.6E-07 4.1E-07 7.3E-07   

Se-79 8.5E-08 2.8E-07 2.5E-07   

H-3 3.2E-08 2.8E-08 2.3E-08  

Am-241 1.9E-08 1.2E-08 6.7E-08  

Pu-239 1.8E-08 1.2E-08 6.0E-08  

Pu-240 1.8E-08 1.2E-08 6.0E-08  

Pu-238 1.7E-08 1.1E-08 5.7E-08  

Pu-241 1.2E-08 6.8E-09 2.7E-08  

Tc-99 7.5E-09 1.3E-08 2.2E-08  

Cm-244 7.2E-09 5.6E-09 3.4E-08  

Co-60 7.1E-09 1.8E-08 2.2E-08 
 

Ni-63 3.5E-09 5.4E-09 7.6E-09 
 

Ru-106 1.5E-09 2.5E-09 3.4E-09 
 

Ce-144 7.4E-10 1.3E-09 1.8E-09 
 

Eu-154 6.4E-10 1.0E-09 1.6E-09 
 

Np-237 4.6E-10 3.0E-10 1.7E-09   

Cs-137 4.4E-10 1.6E-10 1.4E-10 
 

Pm-147 3.7E-10 6.9E-10 1.0E-09 
 

Eu-155 2.6E-10 4.5E-10 7.0E-10 
 

Sb-125 1.4E-10 2.2E-10 2.9E-10 
 

Cs-134 1.2E-10 4.2E-11 3.5E-11 
 

Te-125m 1.1E-10 2.1E-10 3.5E-10 
 

Mn-54 6.7E-11 9.0E-11 1.0E-10 
 

U-234 6.5E-11 5.7E-11 9.5E-11   

U-238 6.0E-11 5.2E-11 8.7E-11   

Sr-90 1.0E-11 8.7E-12 1.7E-11  

Sm-151 3.7E-12 6.2E-12 1.1E-11 
 

Y-90 1.0E-12 1.8E-12 2.3E-12 
 

合計 1.2E-06 1.5E-06 1.7E-06  
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変 更 前 変 更 後 変 更 理 由 

Eu-155 3.3E-10 5.6E-10 8.7E-10 
 

Tb-160 3.1E-10 5.2E-10 6.1E-10   

Am-242m 2.9E-10 1.7E-10 9.1E-10   

Cs-134 2.5E-10 8.5E-11 7.0E-11 
 

Pm-148m 2.4E-10 4.0E-10 4.3E-10   

Sb-125 2.4E-10 3.7E-10 4.9E-10 
 

Co-58 2.3E-10 4.1E-10 4.6E-10   

Sb-124 2.3E-10 3.9E-10 4.7E-10   

Gd-153 2.1E-10 3.7E-10 4.5E-10   

Pm-146 1.8E-10 2.8E-10 4.0E-10   

Y-90 5.4E-11 9.9E-11 1.2E-10   

Pr-144 4.7E-11 7.8E-11 1.2E-10   

Nb-95 3.2E-11 4.9E-11 5.0E-11   

Rb-86 3.1E-11 5.4E-11 6.9E-11   

Ru-103 2.6E-11 4.2E-11 4.9E-11   

Cs-136 2.4E-11 2.5E-11 2.5E-11   

Ba-140 1.9E-11 3.3E-11 4.6E-11   

Sr-90 9.6E-12 8.1E-12 1.6E-11 
 

Sm-151 3.2E-12 5.5E-12 9.8E-12 
 

Sr-89 1.3E-12 2.3E-12 3.7E-12   

Rh-103m 2.1E-13 3.6E-13 5.2E-13   

Cs-135 4.2E-16 1.8E-16 1.7E-16   

Rh-106 0.0E+00 0.0E+00 0.0E+00 親核種にて評価 

Ba-137m 0.0E+00 0.0E+00 0.0E+00 親核種にて評価 

Pr-144m 0.0E+00 0.0E+00 0.0E+00 親核種にて評価 

合計 2.8E-05 5.1E-05 6.7E-05  

  

測定・評価対象核種の選定に伴

う記載の適正化 
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変 更 前 変 更 後 変 更 理 由 

表 X-2-4 海産物摂取による内部被ばく評価結果 

（実測値（J1-Cタンク群）によるソースターム、多く摂取） 

核種 
被ばく評価結果（mSv/年） 

備考 
成人 幼児 乳児 

Sn-119m 4.9E-05 9.4E-05 1.2E-04   

Sn-123 4.7E-05 8.9E-05 1.1E-04   

Sn-126 4.6E-06 8.0E-06 9.9E-06   

I-129 1.7E-06 1.3E-06 5.4E-07  

Cd-115m 1.5E-06 2.3E-06 3.7E-06   

C-14 1.4E-06 1.3E-06 7.0E-07  

Cd-113m 3.4E-07 2.9E-07 3.4E-07   

Te-127m 2.2E-07 4.5E-07 7.6E-07   

Fe-59 1.5E-07 3.1E-07 6.2E-07   

H-3 1.3E-07 1.1E-07 8.7E-08  

Y-91 1.2E-07 2.2E-07 2.7E-07   

Pu-239 8.5E-08 5.6E-08 2.8E-07  

Pu-240 8.5E-08 5.6E-08 2.8E-07  

Am-241 8.2E-08 5.5E-08 2.9E-07  

Am-243 8.2E-08 5.5E-08 2.8E-07   

Te-129m 8.1E-08 1.6E-07 2.3E-07   

Pu-238 7.8E-08 5.3E-08 2.6E-07 
 

Pu-241 5.9E-08 3.4E-08 1.3E-07 
 

Zn-65 4.8E-08 6.0E-08 8.6E-08   

Co-60 4.7E-08 1.2E-07 1.5E-07 
 

Cm-243 4.2E-08 3.1E-08 1.7E-07   

Cm-244 3.4E-08 2.7E-08 1.6E-07 
 

Ru-106 3.3E-08 5.9E-08 7.6E-08 
 

Tc-99 3.1E-08 5.5E-08 9.2E-08 
 

Ce-144 2.9E-08 5.3E-08 7.1E-08 
 

Ag-110m 1.8E-08 2.5E-08 3.0E-08   

Te-127 1.5E-08 2.8E-08 2.7E-08   

Ni-63 1.3E-08 2.1E-08 2.8E-08  

Pm-148 1.0E-08 1.8E-08 2.2E-08   

Eu-152 6.3E-09 9.3E-09 1.4E-08   

Te-125m 3.9E-09 7.3E-09 1.1E-08   

Eu-154 3.5E-09 5.8E-09 8.6E-09 
 

Cm-242 3.4E-09 5.5E-09 3.2E-08   

Pm-147 3.4E-09 6.2E-09 9.0E-09 
 

Te-123m 2.5E-09 4.4E-09 6.6E-09   

Mn-54 2.4E-09 3.2E-09 3.6E-09 
 

Ce-141 1.8E-09 3.3E-09 4.0E-09   

Eu-155 1.8E-09 3.0E-09 4.6E-09 
 

Te-129 1.7E-09 2.8E-09 4.0E-09   

表 X-2-4 海産物摂取による内部被ばく評価結果 

（実測値（J1-Cタンク群）によるソースターム、多く摂取） 

核種 
被ばく評価結果（mSv/年） 

備考 
成人 幼児 乳児 

I-129 2.0E-06 1.5E-06 6.2E-07  

C-14 1.6E-06 1.4E-06 8.0E-07  

Fe-55 8.5E-07 2.2E-06 3.8E-06   

Se-79 3.2E-07 1.1E-06 9.1E-07   

H-3 1.2E-07 1.1E-07 8.7E-08  

Pu-239 9.4E-08 6.2E-08 3.0E-07  

Pu-240 9.4E-08 6.2E-08 3.0E-07  

Am-241 9.0E-08 6.1E-08 3.2E-07  

Pu-238 8.6E-08 5.8E-08 2.9E-07  

Pu-241 6.2E-08 3.6E-08 1.4E-07  

Co-60 3.9E-08 9.8E-08 1.2E-07  

Tc-99 3.6E-08 6.4E-08 1.1E-07  

Cm-244 3.5E-08 2.8E-08 1.6E-07  

Ni-63 1.5E-08 2.3E-08 3.1E-08  

Ru-106 7.3E-09 1.3E-08 1.7E-08 
 

Ce-144 3.7E-09 6.8E-09 9.1E-09 
 

Eu-154 3.5E-09 5.6E-09 8.4E-09 
 

Np-237 2.8E-09 1.8E-09 9.7E-09   

Pm-147 2.0E-09 3.7E-09 5.4E-09 
 

Cs-137 1.6E-09 6.0E-10 5.2E-10 
 

Eu-155 1.4E-09 2.4E-09 3.7E-09 
 

Sb-125 5.0E-10 7.9E-10 1.0E-09 
 

Cs-134 4.5E-10 1.6E-10 1.2E-10 
 

Te-125m 4.0E-10 7.6E-10 1.2E-09 
 

Mn-54 3.8E-10 5.2E-10 5.7E-10 
 

U-234 3.2E-10 2.9E-10 4.7E-10   

U-238 3.0E-10 2.6E-10 4.3E-10   

Sr-90 4.6E-11 3.9E-11 7.5E-11  

Sm-151 2.0E-11 3.3E-11 5.9E-11 
 

Y-90 4.5E-12 8.3E-12 1.0E-11 
 

合計 5.5E-06 6.8E-06 8.1E-06  
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変 更 前 変 更 後 変 更 理 由 

Tb-160 1.7E-09 2.8E-09 3.3E-09   

Cs-137 1.6E-09 5.8E-10 5.1E-10 
 

Am-242m 1.4E-09 8.4E-10 4.4E-09   

Pm-148m 1.3E-09 2.1E-09 2.3E-09   

Co-58 1.3E-09 2.2E-09 2.4E-09   

Gd-153 1.1E-09 2.0E-09 2.4E-09   

Pm-146 9.7E-10 1.5E-09 2.1E-09   

Cs-134 9.1E-10 3.2E-10 2.5E-10 
 

Sb-125 8.4E-10 1.3E-09 1.7E-09 
 

Sb-124 8.1E-10 1.4E-09 1.6E-09   

Y-90 2.9E-10 5.3E-10 6.3E-10   

Pr-144 2.3E-10 3.9E-10 5.7E-10   

Nb-95 1.6E-10 2.5E-10 2.5E-10   

Ru-103 1.3E-10 2.1E-10 2.4E-10   

Rb-86 1.3E-10 2.3E-10 2.8E-10   

Cs-136 8.9E-11 9.2E-11 9.0E-11   

Ba-140 8.0E-11 1.4E-10 1.9E-10   

Sr-90 4.3E-11 3.6E-11 7.0E-11 
 

Sm-151 1.7E-11 2.9E-11 5.2E-11 
 

Sr-89 6.0E-12 1.0E-11 1.6E-11   

Rh-103m 1.2E-12 2.0E-12 2.8E-12   

Cs-135 1.5E-15 6.5E-16 6.3E-16   

Rh-106 0.0E+00 0.0E+00 0.0E+00 親核種にて評価 

Ba-137m 0.0E+00 0.0E+00 0.0E+00 親核種にて評価 

Pr-144m 0.0E+00 0.0E+00 0.0E+00 親核種にて評価 

合計 1.1E-04 2.0E-04 2.5E-04  
 

測定・評価対象核種の選定に伴
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変 更 前 変 更 後 変 更 理 由 

表 X-3-1 海水の飲水による内部被ばく評価結果 

（実測値（J1-Gタンク群）によるソースターム） 

核種 
被ばく評価結果（mSv/年） 

備考 
成人 幼児 乳児 

H-3 3.0E-07 5.2E-07 対象外  

I-129 2.3E-09 3.5E-09 対象外  

Y-91 1.8E-09 6.6E-09 対象外   

Sn-119m 8.5E-10 3.3E-09 対象外   

Sn-123 8.3E-10 3.1E-09 対象外   

Te-127m 6.5E-10 2.7E-09 対象外   

C-14 5.8E-10 9.9E-10 対象外  

Cd-115m 4.7E-10 1.4E-09 対象外   

Pu-239 4.4E-10 5.8E-10 対象外  

Pu-240 4.4E-10 5.8E-10 対象外  

Pu-238 4.0E-10 5.4E-10 対象外  

Am-241 3.5E-10 4.7E-10 対象外 
 

Am-243 3.5E-10 4.7E-10 対象外   

Pu-241 3.0E-10 3.4E-10 対象外 
 

Cs-137 2.7E-10 2.0E-10 対象外 
 

Cm-243 2.6E-10 3.9E-10 対象外   

Te-129m 2.3E-10 9.0E-10 対象外   

Cm-244 2.1E-10 3.3E-10 対象外 
 

Ru-106 2.1E-10 7.5E-10 対象外 
 

Ce-144 1.8E-10 6.5E-10 対象外 
 

Cd-113m 1.2E-10 2.1E-10 対象外 
 

Ni-63 8.3E-11 2.5E-10 対象外 
 

Rb-86 8.2E-11 2.9E-10 対象外   

Cs-134 8.0E-11 5.5E-11 対象外 
 

Pm-148 7.6E-11 2.7E-10 対象外   

Sr-90 5.6E-11 9.4E-11 対象外  

Tc-99 5.2E-11 1.9E-10 対象外  

Co-60 4.9E-11 2.4E-10 対象外  

Te-127 4.6E-11 1.7E-10 対象外   

Sn-126 4.4E-11 1.5E-10 対象外   

Ba-140 2.8E-11 9.8E-11 対象外   

Cm-242 2.1E-11 6.8E-11 対象外   

Zn-65 2.0E-11 4.9E-11 対象外   

Eu-152 1.7E-11 4.9E-11 対象外   

Tb-160 1.4E-11 4.7E-11 対象外   

Sb-124 1.3E-11 4.4E-11 対象外   

Eu-154 1.3E-11 4.1E-11 対象外 
 

Pm-147 1.2E-11 4.3E-11 対象外 
 

Sb-125 9.6E-12 3.0E-11 対象外 
 

表 X-3-1 海水の飲水による内部被ばく評価結果 

（実測値（J1-Gタンク群）によるソースターム） 

核種 
被ばく評価結果（mSv/年） 

備考 
成人 幼児 乳児 

H-3 3.0E-07 5.2E-07 対象外  

I-129 2.6E-09 3.9E-09 対象外  

C-14 6.5E-10 1.1E-09 対象外  

Pu-239 4.9E-10 6.5E-10 対象外  

Pu-240 4.9E-10 6.5E-10 対象外  

Pu-238 4.4E-10 5.9E-10 対象外  

Am-241 3.9E-10 5.3E-10 対象外  

Se-79 3.1E-10 2.0E-09 対象外   

Pu-241 3.0E-10 3.4E-10 対象外  

Cs-137 2.8E-10 2.1E-10 対象外  

Cm-244 2.2E-10 3.5E-10 対象外  

Np-237 2.2E-10 2.8E-10 対象外   

U-234 9.7E-11 1.7E-10 対象外   

Ni-63 9.2E-11 2.8E-10 対象外 
 

U-238 8.9E-11 1.6E-10 対象外   

Sr-90 5.9E-11 9.9E-11 対象外 
 

Tc-99 5.9E-11 2.1E-10 対象外 
 

Fe-55 5.6E-11 2.9E-10 対象外   

Ru-106 4.6E-11 1.7E-10 対象外 
 

Co-60 4.1E-11 2.0E-10 対象外 
 

Cs-134 4.0E-11 2.7E-11 対象外 
 

Ce-144 2.4E-11 8.7E-11 対象外 
 

Eu-154 1.2E-11 3.8E-11 対象外 
 

Pm-147 7.0E-12 2.6E-11 対象外 
 

Sb-125 5.8E-12 1.8E-11 対象外 
 

Y-90 5.7E-12 2.1E-11 対象外  

Te-125m 4.6E-12 1.7E-11 対象外  

Eu-155 2.7E-12 9.3E-12 対象外  

Mn-54 2.7E-13 7.2E-13 対象外  

Sm-151 6.8E-14 2.3E-13 対象外 
 

合計 3.1E-07 5.4E-07 対象外 
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変 更 前 変 更 後 変 更 理 由 

Fe-59 8.1E-12 3.4E-11 対象外   

Te-125m 7.6E-12 2.9E-11 対象外 
 

Sr-89 7.3E-12 2.5E-11 対象外   

Ag-110m 7.0E-12 2.0E-11 対象外   

Cs-136 6.8E-12 1.4E-11 対象外   

Am-242m 6.1E-12 7.3E-12 対象外   

Te-123m 5.9E-12 2.1E-11 対象外   

Y-90 5.4E-12 2.0E-11 対象外 
 

Ce-141 5.3E-12 2.0E-11 対象外   

Te-129 4.7E-12 1.6E-11 対象外   

Pm-148m 4.4E-12 1.4E-11 対象外   

Eu-155 3.6E-12 1.2E-11 対象外 
 

Pm-146 3.5E-12 1.1E-11 対象外   

Gd-153 3.2E-12 1.1E-11 対象外   

Ru-103 2.3E-12 7.7E-12 対象外   

Pr-144 1.7E-12 5.9E-12 対象外   

Co-58 1.7E-12 6.0E-12 対象外   

Nb-95 1.7E-12 5.3E-12 対象外   

Mn-54 1.7E-12 4.5E-12 対象外 
 

Sm-151 6.1E-14 2.1E-13 対象外 
 

Rh-103m 1.2E-14 4.1E-14 対象外   

Cs-135 2.6E-16 2.2E-16 対象外   

Rh-106 0.0E+00 0.0E+00 対象外 親核種にて評価 

Ba-137m 0.0E+00 0.0E+00 対象外 親核種にて評価 

Pr-144m 0.0E+00 0.0E+00 対象外 親核種にて評価 

合計 3.2E-07 5.5E-07 対象外 
 

  

測定・評価対象核種の選定に伴
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変 更 前 変 更 後 変 更 理 由 

表 X-3-2 海水しぶきの吸入による内部被ばく評価結果 

（実測値（J1-Gタンク群）によるソースターム） 

核種 
被ばく評価結果（mSv/年） 

備考 
成人 幼児 乳児 

H-3 7.3E-08 5.0E-08 3.4E-08  

Pu-239 5.1E-08 2.5E-08 1.1E-08  

Pu-240 5.1E-08 2.5E-08 1.1E-08  

Pu-238 4.6E-08 2.3E-08 1.1E-08  

Am-241 4.1E-08 2.0E-08 9.8E-09  

Am-243 4.1E-08 2.0E-08 9.8E-09   

Pu-241 3.5E-08 1.5E-08 5.4E-09  

Cm-243 2.9E-08 1.6E-08 8.7E-09   

Cm-244 2.4E-08 1.4E-08 8.1E-09  

Cm-242 2.5E-09 2.0E-09 1.5E-09   

Y-91 1.6E-09 1.3E-09 1.0E-09   

C-14 1.4E-09 1.0E-09 5.9E-10 
 

Sn-119m 1.3E-09 1.1E-09 7.8E-10   

Sn-123 7.7E-10 6.7E-10 4.9E-10   

Am-242m 7.1E-10 3.3E-10 1.6E-10   

Te-127m 6.6E-10 5.3E-10 3.6E-10   

Ru-106 4.8E-10 4.0E-10 2.4E-10 
 

Ce-144 4.4E-10 4.6E-10 3.8E-10 
 

Cd-115m 2.7E-10 2.3E-10 2.1E-10   

Tc-99 2.5E-10 1.8E-10 1.0E-10 
 

Cs-137 1.9E-10 1.4E-10 7.0E-11 
 

I-129 1.8E-10 1.2E-10 4.6E-11 
 

Ni-63 1.7E-10 1.4E-10 8.2E-11 
 

Te-129m 1.4E-10 1.2E-10 8.8E-11   

Cd-113m 1.4E-10 9.2E-11 5.0E-11   

Eu-152 1.2E-10 7.9E-11 4.1E-11   

Co-60 1.1E-10 8.0E-11 4.1E-11  

Eu-154 8.0E-11 5.7E-11 3.1E-11  

Sr-90 7.7E-11 5.1E-11 2.6E-11 
 

Sn-126 6.3E-11 5.5E-10 3.5E-11   

Pm-147 5.4E-11 4.7E-11 2.9E-11 
 

Sb-125 2.5E-11 2.0E-11 1.1E-11 
 

Cs-134 2.0E-11 1.6E-11 9.1E-12 
 

Pm-146 2.0E-11 1.5E-11 7.8E-12   

Eu-155 1.9E-11 1.5E-11 9.1E-12 
 

Pm-148 1.5E-11 1.5E-11 1.3E-11   

Ba-140 1.5E-11 1.2E-11 9.6E-12   

Tb-160 1.5E-11 1.2E-11 8.7E-12   

Sb-124 1.1E-11 8.9E-12 6.4E-12   

表 X-3-2 海水しぶきの吸入による内部被ばく評価結果 

（実測値（J1-Gタンク群）によるソースターム） 

核種 
被ばく評価結果（mSv/年） 

備考 
成人 幼児 乳児 

H-3 7.3E-08 5.0E-08 3.4E-08  

Pu-239 5.7E-08 2.8E-08 1.3E-08  

Pu-240 5.7E-08 2.8E-08 1.3E-08  

Pu-238 5.0E-08 2.5E-08 1.2E-08  

Am-241 4.6E-08 2.2E-08 1.1E-08  

Pu-241 3.5E-08 1.5E-08 5.4E-09  

Cm-244 2.5E-08 1.4E-08 8.5E-09  

Np-237 2.4E-08 1.1E-08 6.0E-09   

U-234 4.5E-09 3.5E-09 2.0E-09   

U-238 3.8E-09 3.0E-09 1.8E-09   

C-14 1.6E-09 1.2E-09 6.6E-10 
 

Tc-99 2.9E-10 2.1E-10 1.2E-10 
 

Cs-137 2.1E-10 1.4E-10 7.4E-11 
 

I-129 2.0E-10 1.3E-10 5.2E-11 
 

Ni-63 1.9E-10 1.6E-10 9.1E-11 
 

Se-79 1.7E-10 1.3E-10 7.5E-11   

Ru-106 1.1E-10 8.8E-11 5.3E-11 
 

Co-60 8.9E-11 6.7E-11 3.4E-11 
 

Sr-90 8.1E-11 5.4E-11 2.7E-11 
 

Eu-154 7.5E-11 5.4E-11 2.9E-11 
 

Ce-144 5.8E-11 6.1E-11 5.1E-11 
 

Pm-147 3.2E-11 2.8E-11 1.7E-11 
 

Fe-55 3.1E-11 3.5E-11 2.2E-11   

Sb-125 1.5E-11 1.2E-11 6.9E-12 
 

Eu-155 1.4E-11 1.1E-11 6.8E-12  

Cs-134 1.0E-11 8.2E-12 4.6E-12  

Te-125m 5.3E-12 3.9E-12 2.8E-12  

Y-90 7.6E-13 8.4E-13 8.5E-13  

Sm-151 6.6E-13 4.4E-13 2.4E-13 
 

Mn-54 1.4E-13 1.4E-13 8.8E-14 
 

合計 3.8E-07 2.0E-07 1.1E-07 
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変 更 前 変 更 後 変 更 理 由 

Te-127 9.1E-12 9.9E-12 1.0E-11   

Te-125m 8.9E-12 6.5E-12 4.6E-12 
 

Ag-110m 7.2E-12 6.2E-12 3.6E-12   

Ce-141 6.9E-12 5.0E-12 3.7E-12   

Rb-86 6.6E-12 9.5E-12 1.1E-11   

Gd-153 6.0E-12 7.3E-12 5.5E-12   

Sr-89 5.4E-12 4.5E-12 3.4E-12   

Te-123m 5.2E-12 3.9E-12 2.6E-12   

Fe-59 4.3E-12 3.4E-12 2.9E-12   

Pm-148m 3.5E-12 2.9E-12 2.0E-12   

Zn-65 2.7E-12 2.7E-12 2.3E-12   

Ru-103 2.3E-12 1.8E-12 1.3E-12   

Cs-136 1.5E-12 1.3E-12 1.0E-12   

Nb-95 1.3E-12 1.0E-12 7.0E-13   

Co-58 1.2E-12 9.8E-13 6.5E-13   

Mn-54 8.6E-13 8.5E-13 5.5E-13 
 

Y-90 7.2E-13 8.0E-13 8.1E-13 
 

Te-129 7.1E-13 7.1E-13 8.1E-13   

Sm-151 6.0E-13 4.0E-13 2.1E-13 
 

Pr-144 1.5E-13 1.7E-13 2.0E-13   

Rh-103m 2.1E-15 2.0E-15 2.0E-15   

Cs-135 2.7E-16 2.0E-16 1.1E-16   

Rh-106 0.0E+00 0.0E+00 0.0E+00 親核種にて評価 

Ba-137m 0.0E+00 0.0E+00 0.0E+00 親核種にて評価 

Pr-144m 0.0E+00 0.0E+00 0.0E+00 親核種にて評価 

合計 4.0E-07 2.2E-07 1.2E-07 
 

  

測定・評価対象核種の選定に伴

う記載の適正化 
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変 更 前 変 更 後 変 更 理 由 

表 X-3-3 海産物摂取による内部被ばく評価結果 

（実測値（J1-Gタンク群）によるソースターム、平均的に摂取） 

核種 
被ばく評価結果（mSv/年） 

備考 
成人 幼児 乳児 

Sn-119m 3.7E-05 7.1E-05 9.2E-05   

Sn-123 3.6E-05 6.7E-05 8.8E-05   

Sn-126 1.9E-06 3.3E-06 4.2E-06   

C-14 1.0E-06 8.8E-07 5.1E-07  

Cd-115m 7.5E-07 1.1E-06 1.9E-06   

I-129 3.0E-07 2.3E-07 9.5E-08  

Cd-113m 2.0E-07 1.7E-07 2.0E-07   

Te-127m 1.4E-07 2.8E-07 4.9E-07   

Fe-59 6.8E-08 1.4E-07 3.0E-07   

Te-129m 4.9E-08 9.5E-08 1.4E-07   

Y-91 4.8E-08 8.8E-08 1.1E-07   

Am-241 4.4E-08 2.9E-08 1.6E-07 
 

Am-243 4.4E-08 2.9E-08 1.5E-07   

Pu-239 4.2E-08 2.8E-08 1.4E-07 
 

Pu-240 4.2E-08 2.8E-08 1.4E-07 
 

Pu-238 3.9E-08 2.6E-08 1.3E-07 
 

H-3 3.3E-08 2.8E-08 2.3E-08 
 

Pu-241 2.9E-08 1.6E-08 6.6E-08 
 

Cm-243 2.3E-08 1.6E-08 9.3E-08   

Tc-99 2.1E-08 3.7E-08 6.4E-08 
 

Zn-65 2.1E-08 2.6E-08 3.8E-08   

Co-60 1.8E-08 4.6E-08 5.7E-08 
 

Cm-244 1.8E-08 1.4E-08 8.4E-08 
 

Ce-144 1.7E-08 3.0E-08 4.1E-08 
 

Pm-148 1.1E-08 2.0E-08 2.4E-08   

Ag-110m 1.0E-08 1.5E-08 1.8E-08   

Ni-63 1.0E-08 1.5E-08 2.2E-08  

Te-127 9.9E-09 1.8E-08 1.7E-08   

Ru-106 6.9E-09 1.2E-08 1.6E-08 
 

Eu-152 2.4E-09 3.6E-09 5.5E-09   

Cs-137 2.3E-09 8.3E-10 7.5E-10 
 

Eu-154 1.8E-09 3.0E-09 4.5E-09 
 

Cm-242 1.8E-09 2.9E-09 1.7E-08   

Pm-147 1.7E-09 3.2E-09 4.7E-09 
 

Te-125m 1.6E-09 3.0E-09 4.8E-09   

Mn-54 1.3E-09 1.7E-09 1.9E-09 
 

Te-123m 1.3E-09 2.2E-09 3.4E-09   

Te-129 1.0E-09 1.7E-09 2.4E-09   

Tb-160 9.4E-10 1.6E-09 1.9E-09   

表 X-3-3 海産物摂取による内部被ばく評価結果 

（実測値（J1-Gタンク群）によるソースターム、平均的に摂取） 

核種 
被ばく評価結果（mSv/年） 

備考 
成人 幼児 乳児 

C-14 1.2E-06 9.9E-07 5.7E-07  

Fe-55 4.7E-07 1.2E-06 2.2E-06   

I-129 3.4E-07 2.5E-07 1.1E-07  

Se-79 2.6E-07 8.4E-07 7.4E-07   

Am-241 5.0E-08 3.2E-08 1.8E-07  

Pu-239 4.8E-08 3.1E-08 1.6E-07  

Pu-240 4.8E-08 3.1E-08 1.6E-07  

Pu-238 4.2E-08 2.8E-08 1.4E-07  

H-3 3.2E-08 2.8E-08 2.3E-08  

Pu-241 2.9E-08 1.6E-08 6.6E-08  

Tc-99 2.4E-08 4.2E-08 7.3E-08 
 

Cm-244 1.9E-08 1.5E-08 8.8E-08 
 

Co-60 1.5E-08 3.8E-08 4.8E-08 
 

Ni-63 1.1E-08 1.7E-08 2.4E-08 
 

Cs-137 2.4E-09 8.8E-10 7.9E-10 
 

Ce-144 2.2E-09 4.0E-09 5.5E-09 
 

Eu-154 1.7E-09 2.8E-09 4.3E-09 
 

Ru-106 1.5E-09 2.6E-09 3.5E-09 
 

Np-237 1.2E-09 7.8E-10 4.4E-09   

Pm-147 1.0E-09 1.9E-09 2.8E-09 
 

Eu-155 3.9E-10 6.8E-10 1.1E-09 
 

Cs-134 3.4E-10 1.2E-10 9.5E-11 
 

Sb-125 2.7E-10 4.1E-10 5.5E-10 
 

Te-125m 2.1E-10 4.0E-10 6.5E-10 
 

Mn-54 2.0E-10 2.8E-10 3.1E-10 
 

U-234 1.7E-10 1.5E-10 2.5E-10   

U-238 1.6E-10 1.4E-10 2.3E-10   

Sr-90 2.7E-11 2.3E-11 4.5E-11 
 

Sm-151 9.8E-12 1.7E-11 3.0E-11 
 

Y-90 2.6E-12 4.9E-12 6.1E-12 
 

合計 2.6E-06 3.6E-06 4.6E-06  
 

 

 

 

 

測定・評価対象核種の選定に伴

う記載の適正化 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

214



福島第一原子力発電所 特定原子力施設に係る実施計画変更比較表（参考資料_添付資料 2_添付 I～XIII，参考 A～G） 

56 

変 更 前 変 更 後 変 更 理 由 

Am-242m 7.6E-10 4.5E-10 2.4E-09   

Cs-134 6.7E-10 2.3E-10 1.9E-10 
 

Co-58 6.4E-10 1.1E-09 1.2E-09   

Pm-148m 6.4E-10 1.0E-09 1.1E-09   

Sb-124 6.0E-10 1.0E-09 1.2E-09   

Eu-155 5.3E-10 9.0E-10 1.4E-09 
 

Pm-146 5.2E-10 8.1E-10 1.1E-09   

Ce-141 5.0E-10 9.0E-10 1.1E-09   

Gd-153 4.7E-10 8.2E-10 1.0E-09   

Sb-125 4.4E-10 6.9E-10 9.1E-10 
 

Y-90 1.4E-10 2.7E-10 3.3E-10   

Pr-144 1.4E-10 2.3E-10 3.4E-10   

Nb-95 9.2E-11 1.4E-10 1.4E-10   

Rb-86 8.8E-11 1.5E-10 2.0E-10   

Ru-103 7.6E-11 1.2E-10 1.4E-10   

Cs-136 5.7E-11 5.8E-11 5.8E-11   

Ba-140 4.9E-11 8.4E-11 1.2E-10   

Sr-90 2.6E-11 2.2E-11 4.3E-11 
 

Sm-151 8.9E-12 1.5E-11 2.7E-11 
 

Sr-89 3.4E-12 5.8E-12 9.4E-12   

Rh-103m 6.2E-13 1.1E-12 1.5E-12   

Cs-135 2.2E-15 9.4E-16 9.3E-16   

Rh-106 0.0E+00 0.0E+00 0.0E+00 親核種にて評価 

Ba-137m 0.0E+00 0.0E+00 0.0E+00 親核種にて評価 

Pr-144m 0.0E+00 0.0E+00 0.0E+00 親核種にて評価 

合計 7.9E-05 1.5E-04 1.9E-04 
 

  

測定・評価対象核種の選定に伴

う記載の適正化 
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変 更 前 変 更 後 変 更 理 由 

表 X-3-4 海産物摂取による内部被ばく評価結果 

（実測値（J1-Gタンク群）によるソースターム、多く摂取） 

核種 
被ばく評価結果（mSv/年） 

備考 
成人 幼児 乳児 

Sn-119m 1.4E-04 2.7E-04 3.4E-04   

Sn-123 1.4E-04 2.6E-04 3.3E-04   

Sn-126 7.3E-06 1.3E-05 1.6E-05   

Cd-115m 4.0E-06 5.9E-06 9.7E-06   

C-14 3.9E-06 3.4E-06 1.9E-06  

I-129 1.4E-06 1.1E-06 4.5E-07  

Cd-113m 1.0E-06 8.8E-07 1.1E-06   

Te-127m 6.0E-07 1.3E-06 2.1E-06   

Fe-59 3.7E-07 7.7E-07 1.6E-06   

Y-91 2.6E-07 4.7E-07 5.8E-07   

Pu-239 2.2E-07 1.4E-07 7.1E-07  

Pu-240 2.2E-07 1.4E-07 7.1E-07 
 

Am-241 2.1E-07 1.4E-07 7.5E-07 
 

Am-243 2.1E-07 1.4E-07 7.3E-07   

Te-129m 2.1E-07 4.2E-07 6.0E-07   

Pu-238 2.0E-07 1.4E-07 6.8E-07 
 

Pu-241 1.5E-07 8.6E-08 3.4E-07 
 

H-3 1.3E-07 1.1E-07 8.7E-08 
 

Zn-65 1.2E-07 1.5E-07 2.2E-07   

Cm-243 1.1E-07 8.0E-08 4.5E-07   

Tc-99 1.0E-07 1.8E-07 3.0E-07 
 

Co-60 1.0E-07 2.5E-07 3.1E-07 
 

Cm-244 8.7E-08 6.9E-08 4.1E-07 
 

Ce-144 8.5E-08 1.6E-07 2.1E-07 
 

Pm-148 6.0E-08 1.1E-07 1.3E-07   

Ag-110m 5.0E-08 7.0E-08 8.4E-08   

Te-127 4.3E-08 7.8E-08 7.4E-08   

Ni-63 4.2E-08 6.5E-08 8.8E-08 
 

Ru-106 3.4E-08 6.1E-08 8.0E-08 
 

Eu-152 1.3E-08 1.9E-08 2.9E-08   

Eu-154 9.8E-09 1.6E-08 2.4E-08 
 

Pm-147 9.2E-09 1.7E-08 2.5E-08 
 

Cm-242 8.7E-09 1.4E-08 8.2E-08   

Cs-137 8.2E-09 3.1E-09 2.7E-09 
 

Mn-54 7.4E-09 9.9E-09 1.1E-08 
 

Te-125m 7.1E-09 1.4E-08 2.1E-08   

Te-123m 5.5E-09 9.6E-09 1.5E-08   

Tb-160 5.1E-09 8.6E-09 9.9E-09   

Te-129 4.4E-09 7.4E-09 1.0E-08   

表 X-3-4 海産物摂取による内部被ばく評価結果 

（実測値（J1-Gタンク群）によるソースターム、多く摂取） 

核種 
被ばく評価結果（mSv/年） 

備考 
成人 幼児 乳児 

C-14 4.4E-06 3.8E-06 2.1E-06  

Fe-55 2.5E-06 6.6E-06 1.1E-05   

I-129 1.6E-06 1.2E-06 5.1E-07  

Se-79 9.5E-07 3.2E-06 2.7E-06   

Pu-239 2.5E-07 1.6E-07 8.0E-07  

Pu-240 2.5E-07 1.6E-07 8.0E-07  

Am-241 2.4E-07 1.6E-07 8.5E-07  

Pu-238 2.2E-07 1.5E-07 7.3E-07  

Pu-241 1.5E-07 8.6E-08 3.4E-07  

H-3 1.2E-07 1.1E-07 8.7E-08  

Tc-99 1.2E-07 2.1E-07 3.5E-07  

Cm-244 9.1E-08 7.2E-08 4.2E-07 
 

Co-60 8.3E-08 2.1E-07 2.6E-07 
 

Ni-63 4.6E-08 7.2E-08 9.8E-08 
 

Ce-144 1.1E-08 2.1E-08 2.8E-08 
 

Eu-154 9.3E-09 1.5E-08 2.2E-08 
 

Cs-137 8.7E-09 3.3E-09 2.8E-09 
 

Ru-106 7.6E-09 1.4E-08 1.8E-08 
 

Np-237 7.2E-09 4.6E-09 2.5E-08   

Pm-147 5.4E-09 1.0E-08 1.5E-08 
 

Eu-155 2.1E-09 3.6E-09 5.5E-09 
 

Cs-134 1.2E-09 4.3E-10 3.4E-10 
 

Mn-54 1.2E-09 1.6E-09 1.7E-09 
 

Sb-125 9.4E-10 1.5E-09 1.9E-09 
 

U-234 8.5E-10 7.6E-10 1.2E-09   

U-238 7.8E-10 6.9E-10 1.1E-09   

Te-125m 7.4E-10 1.4E-09 2.3E-09  

Sr-90 1.2E-10 1.0E-10 2.0E-10 
 

Sm-151 5.3E-11 8.9E-11 1.6E-10 
 

Y-90 1.2E-11 2.2E-11 2.7E-11 
 

合計 1.1E-05 1.6E-05 2.2E-05  
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変 更 前 変 更 後 変 更 理 由 

Am-242m 3.6E-09 2.2E-09 1.1E-08   

Co-58 3.5E-09 6.1E-09 6.7E-09   

Pm-148m 3.4E-09 5.5E-09 5.9E-09   

Eu-155 2.8E-09 4.9E-09 7.4E-09 
 

Pm-146 2.8E-09 4.3E-09 6.0E-09   

Ce-141 2.5E-09 4.6E-09 5.6E-09   

Gd-153 2.5E-09 4.4E-09 5.2E-09   

Cs-134 2.4E-09 8.5E-10 6.8E-10 
 

Sb-124 2.1E-09 3.6E-09 4.3E-09   

Sb-125 1.6E-09 2.5E-09 3.2E-09 
 

Y-90 7.7E-10 1.4E-09 1.7E-09 
 

Pr-144 6.8E-10 1.2E-09 1.7E-09   

Nb-95 4.6E-10 7.2E-10 7.1E-10   

Ru-103 3.8E-10 6.3E-10 7.1E-10   

Rb-86 3.6E-10 6.5E-10 8.0E-10   

Cs-136 2.1E-10 2.1E-10 2.1E-10   

Ba-140 2.1E-10 3.7E-10 5.0E-10   

Sr-90 1.2E-10 9.8E-11 1.9E-10 
 

Sm-151 4.8E-11 8.1E-11 1.4E-10 
 

Sr-89 1.5E-11 2.6E-11 4.1E-11   

Rh-103m 3.4E-12 5.8E-12 8.1E-12   

Cs-135 8.1E-15 3.5E-15 3.3E-15   

Rh-106 0.0E+00 0.0E+00 0.0E+00 親核種にて評価 

Ba-137m 0.0E+00 0.0E+00 0.0E+00 親核種にて評価 

Pr-144m 0.0E+00 0.0E+00 0.0E+00 親核種にて評価 

合計 3.0E-04 5.6E-04 7.1E-04  

  

測定・評価対象核種の選定に伴

う記載の適正化 
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変 更 前 変 更 後 変 更 理 由 

X-2. 環境防護に関する評価結果 

7.「環境防護に関する評価」に示した以下の被ばく評価について、核種別の評価結果を表 X-4～6 に

示す。 

 

 

 

 

 

64核種の実測値によるソースターム 

i. K4タンク群（トリチウム以外の 63核種の告示濃度比総和 0.29） 

ii. J1-Cタンク群（トリチウム以外の 63核種の告示濃度比総和 0.35） 

iii. J1-Gタンク群（トリチウム以外の 63核種の告示濃度比総和 0.22） 

 

表 X-4 環境防護の評価結果（実測値（K4タンク群）によるソースターム） 

核種 
被ばく評価結果（mGy/日） 

備考 
扁平魚 カニ 褐藻 

Fe-59 1.2E-05 1.2E-05 1.3E-05   

Sn-123 1.6E-06 1.5E-06 1.7E-06   

Pm-148 1.3E-06 1.2E-06 1.7E-06   

Sn-126 6.9E-07 6.6E-07 6.4E-07   

Co-60 6.5E-07 6.5E-07 7.1E-07  

Pm-146 2.9E-07 2.8E-07 3.1E-07   

Y-91 1.4E-07 8.4E-08 6.3E-07   

Eu-152 1.3E-07 1.2E-07 1.3E-07   

Tb-160 1.2E-07 1.2E-07 1.3E-07   

Ce-144 7.8E-08 4.6E-08 7.8E-08   

Pm-148m 6.6E-08 6.4E-08 7.2E-08   

Eu-154 6.1E-08 5.7E-08 6.1E-08   

Ru-106 5.4E-08 5.4E-08 6.4E-08  

Cd-115m 4.9E-08 2.2E-07 9.3E-09   

Sn-119m 4.3E-08 4.1E-08 3.0E-08   

C-14 4.0E-08 3.3E-08 2.7E-08  

Mn-54 2.3E-08 2.1E-08 2.3E-08  

Gd-153 1.2E-08 1.1E-08 1.4E-08   

Nb-95 1.2E-08 1.2E-08 1.2E-08   

Ce-141 1.1E-08 1.1E-08 1.2E-08   

Eu-155 7.7E-09 7.5E-09 7.7E-09   

H-3 4.7E-09 4.7E-09 1.8E-09   

Co-58 4.6E-09 4.6E-09 4.6E-09   

Cs-137 2.0E-09 1.9E-09 2.0E-09   

Zn-65 1.3E-09 2.6E-09 1.3E-09   

Ba-140 9.3E-10 1.3E-09 1.7E-09   

Te-129m 9.1E-10 9.2E-10 8.4E-09   

Sb-125 7.0E-10 6.6E-10 8.7E-10   

Am-243 5.8E-10 7.1E-10 6.4E-10   

X-2. 環境防護に関する評価結果 

7.「環境防護に関する評価」に示した以下の被ばく評価について、核種別の評価結果を表 X-4～6 に

示す。 

本文 4.(3)に記載したとおり、本評価における Am-241 による被ばくについては、Pu-241 の壊変によ

る蓄積の影響により、最大 2倍程度まで被ばくが増える可能性があるが、Am-241による影響は被ばく全

体の 1/100以下であり、被ばく評価結果が誘導考慮参考レベルの下限値と比べてわずかであることも考

慮すれば、Am-241の蓄積による影響はわずかである。 

 

30核種の実測値によるソースターム 

i. K4タンク群（トリチウム以外の 29核種の告示濃度比総和 0.26） 

ii. J1-Cタンク群（トリチウム以外の 29核種の告示濃度比総和 0.21） 

iii. J1-Gタンク群（トリチウム以外の 29核種の告示濃度比総和 0.10） 

 

表 X-4 環境防護の評価結果（実測値（K4タンク群）によるソースターム） 

核種 
被ばく評価結果（mGy/日） 

備考 
扁平魚 カニ 褐藻 

Co-60 4.4E-07 4.4E-07 4.8E-07  

C-14 5.4E-08 4.5E-08 3.6E-08  

Eu-154 5.3E-08 5.1E-08 5.4E-08  

Fe-55 4.7E-08 8.9E-08 1.4E-07   

Eu-155 4.8E-09 4.7E-09 4.8E-09  

H-3 4.7E-09 4.7E-09 1.8E-09  

Se-79 4.6E-09 4.6E-09 2.0E-10   

Cs-137 2.4E-09 2.3E-09 2.3E-09  

Ru-106 1.9E-09 1.9E-09 2.3E-09  

Ce-144 8.9E-10 5.2E-10 8.9E-10  

Mn-54 4.0E-10 3.7E-10 4.0E-10  

Sb-125 2.5E-10 2.3E-10 3.1E-10  

Cs-134 1.3E-10 1.2E-10 1.3E-10  

Am-241 8.4E-11 2.7E-10 8.6E-11  

Te-125m 6.8E-11 7.1E-11 6.0E-10  

Ni-63 5.9E-11 1.4E-09 4.3E-10  

Sr-90 5.1E-11 2.8E-10 4.9E-11  

Pu-238 5.0E-11 3.4E-11 8.1E-11  

Pu-240 4.9E-11 3.3E-11 8.0E-11  

Pu-239 4.9E-11 3.3E-11 8.0E-11  

Tc-99 3.4E-11 7.6E-09 2.2E-08  

Pm-147 3.1E-11 4.2E-10 2.9E-10  

I-129 1.5E-11 8.7E-09 3.8E-09  

Cm-244 4.5E-12 5.7E-10 2.2E-10  

Pu-241 1.8E-12 1.2E-12 2.9E-12  

Np-237 4.2E-13 7.8E-12 1.0E-12   

U-234 1.6E-13 6.3E-13 1.5E-12   

U-238 1.4E-13 5.7E-13 1.3E-12   

Sm-151 1.2E-13 2.5E-12 1.0E-12  

 

 

 

測定・評価対象核種の選定に伴

う記載の適正化及び IAEA レビ

ューミッションにおける議論

を踏まえた記載の充実 
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変 更 前 変 更 後 変 更 理 由 

Cs-134 5.8E-10 5.4E-10 5.7E-10   

Cs-136 5.0E-10 5.0E-10 5.0E-10   

Te-127m 4.3E-10 4.3E-10 4.1E-09   

Cd-113m 4.1E-10 1.8E-09 3.4E-11   

Ag-110m 4.0E-10 2.2E-09 3.5E-10   

Ru-103 3.9E-10 3.9E-10 4.0E-10   

Cm-243 3.2E-10 8.3E-10 5.2E-10   

Te-127 3.2E-10 3.2E-10 2.9E-09   

Rb-86 2.7E-10 2.0E-10 4.8E-10   

Te-125m 1.9E-10 2.0E-10 1.7E-09  

Pm-147 9.7E-11 1.3E-09 9.0E-10  

Sb-124 8.5E-11 8.0E-11 1.0E-10   

Am-241 6.3E-11 2.0E-10 6.4E-11   

Ni-63 4.5E-11 1.1E-09 3.3E-10   

Sr-90 4.3E-11 1.6E-10 4.2E-11   

Pu-238 3.8E-11 2.6E-11 6.3E-11   

Pu-240 3.6E-11 2.4E-11 5.9E-11   

Pu-239 3.6E-11 2.4E-11 5.9E-11   

Tc-99 2.5E-11 5.6E-09 1.6E-08   

I-129 1.1E-11 6.4E-09 2.8E-09   

Sr-89 1.1E-11 3.7E-11 1.1E-11   

Te-123m 7.3E-12 7.4E-12 4.4E-11   

Cm-242 4.3E-12 5.5E-10 2.1E-10   

Cm-244 4.1E-12 5.2E-10 2.0E-10   

Am-242m 3.0E-12 3.3E-12 5.2E-12   

Pu-241 1.6E-12 1.1E-12 2.7E-12   

Sm-151 9.1E-14 1.9E-12 7.9E-13   

Cs-135 1.2E-16 6.4E-17 9.5E-17   

Y-90 0.0E+00 0.0E+00 0.0E+00 親核種にて評価 

Rh-103m 0.0E+00 0.0E+00 0.0E+00 親核種にて評価 

Rh-106 0.0E+00 0.0E+00 0.0E+00 親核種にて評価 

Te-129 0.0E+00 0.0E+00 0.0E+00 親核種にて評価 

Ba-137m 0.0E+00 0.0E+00 0.0E+00 親核種にて評価 

Pr-144 0.0E+00 0.0E+00 0.0E+00 親核種にて評価 

Pr-144m 0.0E+00 0.0E+00 0.0E+00 親核種にて評価 

合計 1.7E-05 1.7E-05 1.9E-05  

  

Y-90 0.0E+00 0.0E+00 0.0E+00 親核種 Sr-90にて評価 

合計 6.2E-07 6.6E-07 7.5E-07  
 

測定・評価対象核種の選定に伴

う記載の適正化 
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変 更 前 変 更 後 変 更 理 由 

表 X-5 環境防護の評価結果（実測値（J1-Cタンク群）によるソースターム） 

核種 
被ばく評価結果（mGy/日） 

備考 
扁平魚 カニ 褐藻 

Fe-59 1.4E-05 1.4E-05 1.5E-05   

Sn-119m 2.5E-06 2.3E-06 1.7E-06   

Sn-123 2.0E-06 2.0E-06 2.1E-06   

Sn-126 1.7E-06 1.6E-06 1.6E-06   

Eu-152 3.1E-07 2.9E-07 3.1E-07   

Y-91 2.5E-07 1.5E-07 1.1E-06   

Ce-144 1.6E-07 9.5E-08 1.6E-07  

Tb-160 1.4E-07 1.4E-07 1.5E-07   

Pm-148 1.4E-07 1.3E-07 1.9E-07   

Eu-154 1.3E-07 1.2E-07 1.3E-07   

Co-60 1.1E-07 1.1E-07 1.2E-07   

Pm-148m 8.8E-08 8.5E-08 9.5E-08   

Cd-115m 4.8E-08 2.1E-07 9.1E-09   

Pm-146 4.7E-08 4.5E-08 4.9E-08   

Mn-54 3.1E-08 2.8E-08 3.1E-08   

Ce-141 2.7E-08 2.6E-08 2.8E-08   

Gd-153 2.3E-08 2.1E-08 2.7E-08   

Eu-155 1.8E-08 1.8E-08 1.8E-08  

Nb-95 1.4E-08 1.4E-08 1.4E-08   

C-14 1.1E-08 9.2E-09 7.4E-09  

Ru-106 1.1E-08 1.1E-08 1.3E-08  

Am-243 7.1E-09 8.6E-09 7.8E-09   

Co-58 5.5E-09 5.4E-09 5.4E-09   

H-3 4.7E-09 4.7E-09 1.8E-09   

Cm-243 3.9E-09 1.0E-08 6.3E-09   

Zn-65 1.9E-09 3.8E-09 1.8E-09   

Te-127m 1.5E-09 1.5E-09 1.4E-08   

Te-127 1.1E-09 1.1E-09 1.0E-08   

Te-129m 9.2E-10 9.4E-10 8.5E-09   

Am-241 7.6E-10 2.5E-09 7.8E-10   

Ag-110m 7.2E-10 4.0E-09 6.2E-10   

Ru-103 4.8E-10 4.8E-10 4.9E-10   

Pu-238 4.7E-10 3.2E-10 7.6E-10  

Ba-140 4.6E-10 6.3E-10 8.5E-10   

Cd-113m 4.5E-10 2.0E-09 3.7E-11   

Pu-240 4.4E-10 3.0E-10 7.1E-10   

Pu-239 4.3E-10 3.0E-10 7.1E-10   

Cs-134 2.3E-10 2.1E-10 2.2E-10   

Cs-137 2.1E-10 2.0E-10 2.1E-10   

Sb-124 2.0E-10 1.9E-10 2.4E-10   

表 X-5 環境防護の評価結果（実測値（J1-Cタンク群）によるソースターム） 

核種 
被ばく評価結果（mGy/日） 

備考 
扁平魚 カニ 褐藻 

Eu-154 1.3E-07 1.2E-07 1.3E-07  

Co-60 9.4E-08 9.4E-08 1.0E-07  

Ce-144 2.1E-08 1.2E-08 2.1E-08  

Eu-155 1.5E-08 1.4E-08 1.5E-08  

C-14 1.3E-08 1.1E-08 8.4E-09  

Fe-55 1.0E-08 2.0E-08 3.0E-08   

Mn-54 4.9E-09 4.4E-09 4.9E-09  

H-3 4.7E-09 4.7E-09 1.8E-09  

Ru-106 2.4E-09 2.4E-09 2.8E-09   

Se-79 9.0E-10 9.0E-10 3.9E-11   

Am-241 8.4E-10 2.7E-09 8.6E-10   

Pu-238 5.1E-10 3.5E-10 8.4E-10   

Pu-240 4.8E-10 3.3E-10 7.9E-10   

Pu-239 4.8E-10 3.3E-10 7.9E-10   

Cs-137 2.1E-10 2.0E-10 2.1E-10   

Cs-134 1.1E-10 1.1E-10 1.1E-10  

Sb-125 6.7E-11 6.3E-11 8.4E-11  

Pm-147 5.7E-11 7.6E-10 5.3E-10  

Cm-244 5.1E-11 6.6E-09 2.5E-09  

Ni-63 4.5E-11 1.1E-09 3.3E-10  

Te-125m 1.8E-11 1.9E-11 1.6E-10  

Pu-241 1.7E-11 1.2E-11 2.8E-11   

Tc-99 1.1E-11 2.5E-09 7.4E-09   

Np-237 4.2E-12 7.7E-11 1.0E-11   

Sr-90 1.8E-12 9.8E-12 1.7E-12   

I-129 1.7E-12 9.7E-10 4.2E-10   

U-234 1.6E-12 6.3E-12 1.5E-11   

U-238 1.4E-12 5.6E-12 1.3E-11   

Sm-151 2.9E-13 6.3E-12 2.6E-12   

Y-90 0.0E+00 0.0E+00 0.0E+00 親核種 Sr-90にて評価 

合計 2.9E-07 3.0E-07 3.3E-07  
 

 

 

 

測定・評価対象核種の選定に伴

う記載の適正化 
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変 更 前 変 更 後 変 更 理 由 

Cs-136 1.8E-10 1.8E-10 1.8E-10   

Rb-86 1.6E-10 1.2E-10 3.0E-10   

Sb-125 1.1E-10 1.1E-10 1.4E-10   

Pm-147 9.5E-11 1.3E-09 8.8E-10   

Cm-242 5.2E-11 6.7E-09 2.5E-09   

Cm-244 4.9E-11 6.3E-09 2.4E-09   

Ni-63 4.0E-11 9.6E-10 3.0E-10   

Te-125m 3.1E-11 3.2E-11 2.7E-10   

Te-123m 1.7E-11 1.7E-11 1.0E-10   

Pu-241 1.6E-11 1.1E-11 2.7E-11   

Am-242m 1.0E-11 1.1E-11 1.8E-11   

Tc-99 9.8E-12 2.2E-09 6.5E-09   

Sr-90 1.6E-12 5.9E-12 1.6E-12   

I-129 1.5E-12 8.5E-10 3.7E-10   

Sr-89 1.3E-12 4.7E-12 1.3E-12   

Sm-151 2.6E-13 5.5E-12 2.2E-12   

Cs-135 1.3E-17 7.1E-18 1.1E-17   

Y-90 0.0E+00 0.0E+00 0.0E+00 親核種にて評価 

Rh-103m 0.0E+00 0.0E+00 0.0E+00 親核種にて評価 

Rh-106 0.0E+00 0.0E+00 0.0E+00 親核種にて評価 

Te-129 0.0E+00 0.0E+00 0.0E+00 親核種にて評価 

Ba-137m 0.0E+00 0.0E+00 0.0E+00 親核種にて評価 

Pr-144 0.0E+00 0.0E+00 0.0E+00 親核種にて評価 

Pr-144m 0.0E+00 0.0E+00 0.0E+00 親核種にて評価 

合計 2.2E-05 2.2E-05 2.3E-05  

  

測定・評価対象核種の選定に伴

う記載の適正化 
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変 更 前 変 更 後 変 更 理 由 

表 X-6 環境防護の評価結果（実測値（J1-Gタンク群）によるソースターム） 

核種 
被ばく評価結果（mGy/日） 

備考 
扁平魚 カニ 褐藻 

Fe-59 3.6E-05 3.6E-05 3.8E-05   

Sn-119m 7.1E-06 6.8E-06 5.0E-06   

Sn-123 5.9E-06 5.7E-06 6.1E-06   

Sn-126 2.7E-06 2.6E-06 2.5E-06   

Pm-148 8.1E-07 7.8E-07 1.1E-06   

Eu-152 6.3E-07 5.9E-07 6.3E-07   

Y-91 5.3E-07 3.2E-07 2.4E-06   

Ce-144 4.8E-07 2.8E-07 4.8E-07   

Tb-160 4.4E-07 4.4E-07 4.7E-07   

Eu-154 3.6E-07 3.4E-07 3.6E-07   

Co-60 2.4E-07 2.4E-07 2.6E-07   

Pm-148m 2.3E-07 2.2E-07 2.5E-07   

Pm-146 1.3E-07 1.3E-07 1.4E-07   

Cd-115m 1.2E-07 5.5E-07 2.4E-08   

Mn-54 9.3E-08 8.5E-08 9.3E-08  

Gd-153 5.1E-08 4.7E-08 5.9E-08   

Nb-95 4.0E-08 3.9E-08 4.1E-08   

Ce-141 3.8E-08 3.7E-08 3.9E-08   

C-14 3.0E-08 2.5E-08 2.0E-08  

Eu-155 3.0E-08 2.9E-08 3.0E-08  

Am-243 1.8E-08 2.2E-08 2.0E-08   

Co-58 1.5E-08 1.5E-08 1.5E-08   

Ru-106 1.1E-08 1.1E-08 1.3E-08   

Cm-243 1.0E-08 2.6E-08 1.6E-08   

Zn-65 4.9E-09 9.8E-09 4.8E-09   

H-3 4.7E-09 4.7E-09 1.8E-09   

Te-127m 4.3E-09 4.3E-09 4.0E-08   

Te-127 3.0E-09 3.0E-09 2.8E-08   

Te-129m 2.4E-09 2.4E-09 2.2E-08   

Ag-110m 2.0E-09 1.1E-08 1.7E-09   

Am-241 2.0E-09 6.4E-09 2.0E-09  

Ru-103 1.4E-09 1.4E-09 1.4E-09   

Cd-113m 1.4E-09 6.2E-09 1.1E-10   

Pu-238 1.2E-09 8.2E-10 2.0E-09  

Ba-140 1.2E-09 1.6E-09 2.2E-09   

Pu-240 1.1E-09 7.6E-10 1.8E-09   

Pu-239 1.1E-09 7.6E-10 1.8E-09   

Cs-137 1.1E-09 1.0E-09 1.1E-09   

Cs-134 6.0E-10 5.7E-10 6.0E-10   

Sb-124 5.3E-10 5.0E-10 6.4E-10   

表 X-6 環境防護の評価結果（実測値（J1-Gタンク群）によるソースターム） 

核種 
被ばく評価結果（mGy/日） 

備考 
扁平魚 カニ 褐藻 

Eu-154 3.4E-07 3.2E-07 3.4E-07  

Co-60 2.0E-07 2.0E-07 2.2E-07  

Ce-144 6.3E-08 3.7E-08 6.4E-08  

C-14 3.4E-08 2.8E-08 2.2E-08  

Fe-55 3.1E-08 5.9E-08 9.1E-08   

Eu-155 2.2E-08 2.2E-08 2.2E-08   

Mn-54 1.5E-08 1.4E-08 1.5E-08   

H-3 4.7E-09 4.7E-09 1.8E-09   

Se-79 2.7E-09 2.7E-09 1.2E-10   

Ru-106 2.5E-09 2.5E-09 3.0E-09   

Am-241 2.2E-09 7.2E-09 2.3E-09   

Pu-238 1.3E-09 8.8E-10 2.1E-09   

Pu-240 1.3E-09 8.6E-10 2.1E-09   

Pu-239 1.3E-09 8.6E-10 2.1E-09  

Cs-137 1.2E-09 1.1E-09 1.1E-09  

Cs-134 3.0E-10 2.9E-10 3.0E-10  

Pm-147 1.5E-10 2.1E-09 1.4E-09  

Ni-63 1.4E-10 3.3E-09 1.0E-09  

Cm-244 1.3E-10 1.7E-08 6.4E-09  

Sb-125 1.3E-10 1.2E-10 1.6E-10  

Pu-241 4.1E-11 2.8E-11 6.8E-11   

Tc-99 3.6E-11 8.2E-09 2.4E-08   

Te-125m 3.5E-11 3.6E-11 3.0E-10   

Np-237 1.1E-11 2.0E-10 2.6E-11   

Sr-90 4.7E-12 2.6E-11 4.6E-12   

U-234 4.1E-12 1.6E-11 3.9E-11   

U-238 3.7E-12 1.5E-11 3.5E-11   

I-129 1.4E-12 8.0E-10 3.5E-10   

Sm-151 7.8E-13 1.7E-11 6.8E-12   

Y-90 0.0E+00 0.0E+00 0.0E+00 親核種 Sr-90 にて評価 

合計 7.2E-07 7.3E-07 8.2E-07  

  

 

 

 

測定・評価対象核種の選定に伴

う記載の適正化 
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変 更 前 変 更 後 変 更 理 由 

Rb-86 4.7E-10 3.5E-10 8.4E-10   

Cs-136 4.2E-10 4.2E-10 4.2E-10   

Pm-147 2.6E-10 3.5E-09 2.4E-09   

Sb-125 2.1E-10 2.0E-10 2.6E-10   

Cm-242 1.3E-10 1.7E-08 6.5E-09   

Ni-63 1.3E-10 3.0E-09 9.4E-10   

Cm-244 1.3E-10 1.6E-08 6.2E-09   

Te-125m 5.7E-11 6.0E-11 5.0E-10   

Pu-241 4.1E-11 2.8E-11 6.8E-11   

Te-123m 3.7E-11 3.8E-11 2.2E-10   

Tc-99 3.2E-11 7.3E-09 2.1E-08   

Am-242m 2.7E-11 3.0E-11 4.8E-11   

Sr-90 4.4E-12 1.6E-11 4.3E-12   

Sr-89 3.4E-12 1.2E-11 3.3E-12   

I-129 1.2E-12 7.1E-10 3.1E-10   

Sm-151 7.1E-13 1.5E-11 6.2E-12   

Cs-135 6.9E-17 3.8E-17 5.6E-17   

Y-90 0.0E+00 0.0E+00 0.0E+00 親核種にて評価 

Rh-103m 0.0E+00 0.0E+00 0.0E+00 親核種にて評価 

Rh-106 0.0E+00 0.0E+00 0.0E+00 親核種にて評価 

Te-129 0.0E+00 0.0E+00 0.0E+00 親核種にて評価 

Ba-137m 0.0E+00 0.0E+00 0.0E+00 親核種にて評価 

Pr-144 0.0E+00 0.0E+00 0.0E+00 親核種にて評価 

Pr-144m 0.0E+00 0.0E+00 0.0E+00 親核種にて評価 

合計 5.6E-05 5.5E-05 5.9E-05  
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変 更 前 変 更 後 変 更 理 由 

添付 XI 外部被ばく線量換算係数の保守性について 

 

外部被ばくの線量評価に使用した線量換算係数は、廃止措置工事環境影響評価ハンドブック（以下、

廃止措置ハンドブック）より引用したものであるが、γ線のみを対象としていることや、64核種のうち

一部の換算係数が用意されていないことなどの欠点もある。用意されていない換算係数には、βγ核種

には Co-60、α核種には Am-241 とそれぞれ最も保守的な換算係数を引用することで保守性を確保して

いるが、確認のため、海外で作成された外部被ばくの線量換算係数を用いて比較を行った。 

比較の対象としては、米国の環境保護庁（U.S. Environmental Protection Agency）が、米国民の放

射線防護のために提供している Federal Guidance Report No.15, “ External Exposure to 

Radionuclides in Air, Water and Soil”（Environmental Protection Agency,2019 以下、「FGR15」）

［XI-1］を使用した。FGR15 には、地表面、土壌、大気、水中の放射性物質から人が受ける外部被ばく

を計算するための線量換算係数が示されており、対象核種には ALPS処理水の評価対象 64核種が全て含

まれていることから、FGR15の線量換算係数を使用した評価を試みた。 

 

（中略） 

 

表 XI-1 FGR15 を用いた海水面からの放射線による実効線量換算係数 

核種 
実効線量換算係数 

((Sv/s)/(Bq/m3)) 
備考 

H-3 3.1E-27 

 

C-14 1.4E-21 

 

Mn-54 4.0E-17 

 

Fe-59 6.0E-17   

Co-58 4.6E-17   

Co-60 1.3E-16 

 

Ni-63 3.9E-24  

Zn-65 2.9E-17   

Rb-86 4.9E-18   

Sr-89 2.5E-19   

Sr-90 5.4E-20  

Y-90 4.7E-19  

Y-91 4.2E-19   

Nb-95 3.6E-17   

Tc-99 1.5E-20  

Ru-103 2.2E-17   

Ru-106 2.8E-25  

Rh-103m 5.1E-21   

Rh-106 1.0E-17   

Ag-110m 1.3E-16   

Cd-113m 5.2E-20   

Cd-115m 1.9E-18   

Sn-119m 8.3E-20   

Sn-123 5.6E-19   

Sn-126 7.4E-17 子孫核種 Sb-126m を考慮 

Sb-124 9.3E-17   

Sb-125 1.9E-17  

添付 XI 外部被ばく線量換算係数の保守性について 

 

外部被ばくの線量評価に使用した線量換算係数は、廃止措置工事環境影響評価ハンドブック（以下、

廃止措置ハンドブック）より引用したものであるが、γ線のみを対象としていることや、評価対象核種

のうち一部の換算係数が用意されていないことなどの欠点もある。用意されていない換算係数には、β

γ核種には Co-60、α核種には Am-241 とそれぞれ最も保守的な換算係数を引用することで保守性を確

保しているが、確認のため、海外で作成された外部被ばくの線量換算係数を用いて比較を行った。 

比較の対象としては、米国の環境保護庁（U.S. Environmental Protection Agency）が、米国民の放

射線防護のために提供している Federal Guidance Report No.15, “ External Exposure to 

Radionuclides in Air, Water and Soil”（Environmental Protection Agency,2019 以下、「FGR15」）

［XI-1］を使用した。FGR15 には、地表面、土壌、大気、水中の放射性物質から人が受ける外部被ばく

を計算するための線量換算係数が示されており、対象核種には ALPS 処理水の測定・評価対象核種が全

て含まれていることから、FGR15の線量換算係数を使用した評価を試みた。 

 

（中略） 

 

表 XI-1 FGR15 を用いた海水面からの放射線による実効線量換算係数 

核種 
実効線量換算係数 

((Sv/s)/(Bq/m3)) 
備考 

H-3 3.1E-27   

C-14 1.4E-21   

Mn-54 4.0E-17   

Fe-55 6.2E-27   

Co-60 1.3E-16   

Ni-63 3.9E-24   

Se-79 1.7E-21   

Sr-90 5.4E-20  

Y-90 4.7E-19  

Tc-99 1.5E-20  

Ru-106 1.0E-17 子孫核種 Rh-106を考慮 

Sb-125 1.9E-17   

Te-125m 3.0E-19   

I-129 2.6E-19   

Cs-134 7.3E-17   

Cs-137 2.8E-17 子孫核種 Ba-137を考慮 

Ce-144 3.1E-18 子孫核種 Pr-144,Pr-144mを考慮 

Pm-147 4.7E-21   

Sm-151 3.1E-23   

Eu-154 6.1E-17   

Eu-155 2.0E-18   

U-234 5.8E-21   

U-238 1.5E-18 子孫核種 Th-234、Pa-234mを考慮 

Np-237 9.7E-18 子孫核種 Pa-233を考慮 

Pu-238 3.3E-21  

Pu-239 3.6E-21  

Pu-240 3.2E-21  
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変 更 前 変 更 後 変 更 理 由 

Te-123m 5.5E-18  

Te-125m 3.0E-19  

Te-127 2.8E-19   

Te-127m 9.9E-20   

Te-129 2.9E-18   

Te-129m 1.5E-18   

I-129 2.6E-19  

Cs-134 7.3E-17  

Cs-135 1.2E-20   

Cs-136 1.0E-16   

Cs-137 5.2E-20  

Ba-137m 2.8E-17   

Ba-140 1.2E-16 子孫核種 La-140 を考慮 

Ce-141 2.9E-18   

Ce-144 6.8E-19  

Pr-144 2.2E-18   

Pr-144m 2.4E-19   

Pm-146 3.4E-17   

Pm-147 4.7E-21  

Pm-148 2.9E-17   

Pm-148m 9.3E-17   

Sm-151 3.1E-23  

Eu-152 5.6E-17   

Eu-154 6.1E-17  

Eu-155 2.0E-18  

Gd-153 2.8E-18   

Tb-160 5.5E-17   

Pu-238 3.3E-21  

Pu-239 3.6E-21  

Pu-240 3.2E-21  

Pu-241 5.7E-23  

Am-241 6.0E-19  

Am-242m 5.5E-19 子孫核種 Am-242 を考慮 

Am-243 8.6E-18 子孫核種 Np-239 を考慮 

Cm-242 3.8E-21   

Cm-243 5.0E-18   

Cm-244 3.9E-21  

 

 

Pu-241 5.7E-23  

Am-241 6.0E-19  

Cm-244 3.9E-21  
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変 更 前 変 更 後 変 更 理 由 

表 XI-2 FGR15 を用いた船体からの放射線による実効線量換算係数 

核種 
実効線量換算係数 

((Sv/s)/(Bq/m2)) 
備考 

H-3 6.7E-22  

C-14 6.1E-19  

Mn-54 5.3E-16  

Fe-59 7.3E-16   

Co-58 6.2E-16   

Co-60 1.5E-15  

Ni-63 8.0E-20  

Zn-65 3.6E-16   

Rb-86 1.6E-16   

Sr-89 8.9E-17   

Sr-90 6.5E-18  

Y-90 1.5E-16  

Y-91 9.4E-17   

Nb-95 4.9E-16   

Tc-99 2.0E-18  

Ru-103 3.2E-16   

Ru-106 1.7E-20  

Rh-103m 4.3E-20   

Rh-106 3.4E-16   

Ag-110m 1.7E-15   

Cd-113m 6.3E-18   

Cd-115m 1.1E-16   

Sn-119m 9.6E-19   

Sn-123 8.1E-17   

Sn-126 1.1E-15 子孫核種 Sb-126m を考慮 

Sb-124 1.2E-15   

Sb-125 2.7E-16  

Te-123m 7.7E-17   

Te-125m 4.1E-18  

Te-127 1.5E-17   

Te-127m 1.7E-18   

Te-129 1.1E-16   

Te-129m 5.1E-17   

I-129 4.4E-18  

Cs-134 1.0E-15  

Cs-135 1.6E-18   

Cs-136 1.3E-15   

Cs-137 7.9E-18  

Ba-137m 3.9E-16   

Ba-140 1.6E-15 子孫核種 La-140 を考慮 

表 XI-2 FGR15 を用いた船体からの放射線による実効線量換算係数 

核種 
実効線量換算係数 

((Sv/s)/(Bq/m2)) 
備考 

H-3 6.7E-22   

C-14 6.1E-19   

Mn-54 5.3E-16   

Fe-55 9.0E-26   

Co-60 1.5E-15   

Ni-63 8.0E-20   

Se-79 6.8E-19   

Sr-90 6.5E-18  

Y-90 1.5E-16  

Tc-99 2.0E-18  

Ru-106 3.4E-16 子孫核種 Rh-106を考慮 

Sb-125 2.7E-16   

Te-125m 4.1E-18   

I-129 4.4E-18   

Cs-134 1.0E-15   

Cs-137 4.0E-16 子孫核種 Ba-137を考慮 

Ce-144 2.2E-16 子孫核種 Pr-144,Pr-144m を考慮 

Pm-147 9.4E-19   

Sm-151 1.1E-19   

Eu-154 7.9E-16   

Eu-155 3.1E-17   

U-234 6.4E-20   

U-238 1.4E-16 子孫核種 Th-234、Pa-234mを考慮 

Np-237 1.4E-16 子孫核種 Pa-233を考慮 

Pu-238 2.1E-20  

Pu-239 4.2E-20  

Pu-240 2.2E-20  

Pu-241 1.7E-21  

Am-241 9.9E-18  

Cm-244 3.1E-20  
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変 更 前 変 更 後 変 更 理 由 

Ce-141 4.5E-17   

Ce-144 1.1E-17  

Pr-144 2.0E-16   

Pr-144m 3.5E-18   

Pm-146 4.8E-16   

Pm-147 9.4E-19  

Pm-148 4.6E-16   

Pm-148m 1.3E-15   

Sm-151 1.1E-19  

Eu-152 7.2E-16   

Eu-154 7.9E-16  

Eu-155 3.1E-17  

Gd-153 4.3E-17   

Tb-160 7.1E-16   

Pu-238 2.1E-20  

Pu-239 4.2E-20  

Pu-240 2.2E-20  

Pu-241 1.7E-21  

Am-241 9.9E-18  

Am-242m 1.4E-17 子孫核種 Am-242 を考慮 

Am-243 1.3E-16 子孫核種 Np-239 を考慮 

Cm-242 2.6E-20   

Cm-243 7.1E-17   

Cm-244 3.1E-20  
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変 更 前 変 更 後 変 更 理 由 

表 XI-3 FGR15 を用いた遊泳、海中作業における海水からの 

放射線による実効線量換算係数 

核種 
実効線量換算係数 

((Sv/s)/(Bq/m3)) 
備考 

H-3 6.2E-27  

C-14 2.8E-21  

Mn-54 8.0E-17  

Fe-59 1.2E-16   

Co-58 9.2E-17   

Co-60 2.5E-16  

Ni-63 7.8E-24  

Zn-65 5.7E-17   

Rb-86 9.8E-18   

Sr-89 5.1E-19   

Sr-90 1.1E-19  

Y-90 9.5E-19  

Y-91 8.4E-19   

Nb-95 7.3E-17   

Tc-99 3.1E-20  

Ru-103 4.5E-17   

Ru-106 5.7E-25  

Rh-103m 1.0E-20   

Rh-106 2.1E-17   

Ag-110m 2.7E-16   

Cd-113m 1.0E-19   

Cd-115m 3.8E-18   

Sn-119m 1.7E-19   

Sn-123 1.1E-18   

Sn-126 1.5E-16 子孫核種 Sb-126mを考慮 

Sb-124 1.9E-16   

Sb-125 3.8E-17  

Te-123m 1.1E-17   

Te-125m 6.0E-19  

Te-127 5.6E-19   

Te-127m 2.0E-19   

Te-129 5.7E-18   

Te-129m 3.1E-18   

I-129 5.1E-19  

Cs-134 1.5E-16  

Cs-135 2.3E-20   

Cs-136 2.1E-16   

Cs-137 1.0E-19  

Ba-137m 5.5E-17  

表 XI-3 FGR15 を用いた遊泳、海中作業における海水からの 

放射線による実効線量換算係数 

核種 
実効線量換算係数 

((Sv/s)/(Bq/m3)) 
備考 

H-3 6.2E-27   

C-14 2.8E-21   

Mn-54 8.0E-17   

Fe-55 1.2E-26   

Co-60 2.5E-16   

Ni-63 7.8E-24   

Se-79 3.3E-21   

Sr-90 1.1E-19  

Y-90 9.5E-19  

Tc-99 3.1E-20  

Ru-106 2.1E-17 子孫核種 Rh-106を考慮 

Sb-125 3.8E-17   

Te-125m 6.0E-19   

I-129 5.1E-19   

Cs-134 1.5E-16   

Cs-137 5.6E-17 子孫核種 Ba-137を考慮 

Ce-144 6.1E-18 子孫核種 Pr-144,Pr-144m を考慮 

Pm-147 9.4E-21   

Sm-151 6.1E-23   

Eu-154 1.2E-16   

Eu-155 3.9E-18   

U-234 1.2E-20   

U-238 2.9E-18 子孫核種 Th-234、Pa-234m を考慮 

Np-237 1.9E-17 子孫核種 Pa-233を考慮 

Pu-238 6.6E-21  

Pu-239 7.3E-21  

Pu-240 6.5E-21  

Pu-241 1.1E-22  

Am-241 1.2E-18  

Cm-244 7.9E-21  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

測定・評価対象核種の選定に伴

う記載の適正化 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

228



福島第一原子力発電所 特定原子力施設に係る実施計画変更比較表（参考資料_添付資料 2_添付 I～XIII，参考 A～G） 

70 

変 更 前 変 更 後 変 更 理 由 

Ba-140 2.5E-16 子孫核種 La-140を考慮 

Ce-141 5.8E-18  

Ce-144 1.4E-18  

Pr-144 4.3E-18   

Pr-144m 4.8E-19   

Pm-146 6.8E-17   

Pm-147 9.4E-21  

Pm-148 5.8E-17   

Pm-148m 1.9E-16   

Sm-151 6.1E-23  

Eu-152 1.1E-16   

Eu-154 1.2E-16  

Eu-155 3.9E-18  

Gd-153 5.6E-18   

Tb-160 1.1E-16   

Pu-238 6.6E-21  

Pu-239 7.3E-21  

Pu-240 6.5E-21  

Pu-241 1.1E-22  

Am-241 1.2E-18  

Am-242m 1.1E-18 子孫核種 Am-242を考慮 

Am-243 1.7E-17 子孫核種 Np-239を考慮 

Cm-242 7.5E-21   

Cm-243 1.0E-17   

Cm-244 7.9E-21   
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表 XI-4 FGR15 を用いた海浜砂からの放射線による実効線量換算係数 

核種 
実効線量換算係数 

((Sv/s)/(Bq/m3)) 
備考 

H-3 3.4E-23   

C-14 3.1E-20   

Mn-54 2.6E-17  

Fe-59 3.9E-17   

Co-58 3.0E-17   

Co-60 8.3E-17  

Ni-63 4.1E-21  

Zn-65 1.9E-17   

Rb-86 4.4E-18   

Sr-89 1.2E-18   

Sr-90 2.6E-19  

Y-90 2.3E-18  

Y-91 1.4E-18   

Nb-95 2.4E-17   

Tc-99 1.0E-19  

Ru-103 1.4E-17   

Ru-106 8.6E-22  

Rh-103m 6.6E-22   

Rh-106 1.0E-17   

Ag-110m 8.7E-17   

Cd-113m 2.5E-19   

Cd-115m 2.3E-18   

Sn-119m 1.2E-20   

Sn-123 1.3E-18   

Sn-126 4.8E-17 子孫核種 Sb-126mを考慮 

Sb-124 6.1E-17   

Sb-125 1.2E-17  

Te-123m 3.1E-18   

Te-125m 5.1E-20  

Te-127 4.6E-19   

Te-127m 2.9E-20   

Te-129 2.7E-18   

Te-129m 1.3E-18   

I-129 7.9E-20  

Cs-134 4.8E-17  

Cs-135 8.4E-20   

Cs-136 6.6E-17   

Cs-137 2.6E-19  

Ba-137m 1.8E-17   

Ba-140 8.3E-17 子孫核種 La-140を考慮 

表 XI-4 FGR15 を用いた海浜砂からの放射線による実効線量換算係数 

核種 
実効線量換算係数 

((Sv/s)/(Bq/m3)) 
備考 

H-3 3.4E-23   

C-14 3.1E-20   

Mn-54 2.6E-17   

Fe-55 3.4E-27   

Co-60 8.3E-17   

Ni-63 4.1E-21   

Se-79 3.5E-20   

Sr-90 2.6E-19  

Y-90 2.3E-18  

Tc-99 1.0E-19  

Ru-106 1.0E-17 子孫核種 Rh-106を考慮 

Sb-125 1.2E-17   

Te-125m 5.1E-20   

I-129 7.9E-20   

Cs-134 4.8E-17   

Cs-137 1.8E-17 子孫核種 Ba-137を考慮 

Ce-144 4.7E-18 子孫核種 Pr-144,Pr-144m を考慮 

Pm-147 4.8E-20   

Sm-151 5.5E-21   

Eu-154 3.9E-17   

Eu-155 9.5E-19   

U-234 1.9E-21   

U-238 2.6E-18 子孫核種 Th-234、Pa-234m を考慮 

Np-237 5.8E-18 子孫核種 Pa-233を考慮 

Pu-238 5.3E-22  

Pu-239 1.5E-21  

Pu-240 5.5E-22  

Pu-241 7.5E-23  

Am-241 2.2E-19  

Cm-244 1.0E-21  
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変 更 前 変 更 後 変 更 理 由 

Ce-141 1.8E-18   

Ce-144 4.2E-19  

Pr-144 4.2E-18   

Pr-144m 8.7E-20   

Pm-146 2.2E-17   

Pm-147 4.8E-20  

Pm-148 2.0E-17   

Pm-148m 6.0E-17   

Sm-151 5.5E-21  

Eu-152 3.6E-17   

Eu-154 3.9E-17  

Eu-155 9.5E-19  

Gd-153 1.2E-18   

Tb-160 3.5E-17   

Pu-238 5.3E-22  

Pu-239 1.5E-21  

Pu-240 5.5E-22  

Pu-241 7.5E-23  

Am-241 2.2E-19  

Am-242m 1.2E-18 子孫核種 Am-242を考慮 

Am-243 4.8E-18 子孫核種 Np-239を考慮 

Cm-242 5.9E-22   

Cm-243 2.9E-18   

Cm-244 1.0E-21   

 

 

測定・評価対象核種の選定に伴

う記載の適正化 
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変 更 前 変 更 後 変 更 理 由 

XI-3.  被ばく評価結果 

 以下の３ケースの外部被ばく線量評価結果について、表 6-1-22 の評価結果と比較したものを表 XI-6

に示す。 

実測値の核種組成によるソースターム 

i. K4タンク群（トリチウム以外の 63核種の告示濃度比総和 0.29） 

ii. J1-Cタンク群（トリチウム以外の 63核種の告示濃度比総和 0.35） 

iii. J1-Gタンク群（トリチウム以外の 63核種の告示濃度比総和 0.22） 

 

いずれの評価においても、廃止措置ハンドブックの換算係数を用いた評価が FGR15の換算係数を用い

た評価よりも大きい結果となった。廃止措置ハンドブックの換算係数による評価では、換算係数が算出

されていない核種について、Co-60 など保守的な換算係数を使用したことで、評価結果も保守的な結果

となっているものと考えられる。 

 

表 XI-6 FGR15 の線量換算係数を使用した外部被ばく線量評価結果との比較 

ソース 
ターム 

実測値によるソースターム 

ⅰ. K4 タンク群 ⅱ. J1-C タンク群 ⅲ. J1-G タンク群 

線量 
換算 
係数 

廃止措置 
ハンドブック 

FGR15 
廃止措置 

ハンドブック 
FGR15 

廃止措置 
ハンドブック 

FGR15 

海水面 6.5E-09 9.4E-10 1.7E-08 3.5E-10 4.7E-08 8.4E-10 

船体 4.8E-09 1.7E-09 1.2E-08 8.9E-10 3.3E-08 2.1E-09 

遊泳中 4.5E-09 4.6E-10 1.2E-08 1.7E-10 3.2E-08 4.1E-10 

海浜砂 7.8E-06 1.4E-06 2.1E-05 5.7E-07 5.6E-05 1.4E-06 

 

（現行記載なし） 

XI-3.  被ばく評価結果 

 以下の３ケースの外部被ばく線量評価結果について、表 6-1-22 の評価結果と比較したものを表 XI-6

に示す。 

実測値の核種組成によるソースターム 

i. K4タンク群（トリチウム以外の 29核種の告示濃度比総和 0.26） 

ii. J1-Cタンク群（トリチウム以外の 29核種の告示濃度比総和 0.21） 

iii. J1-Gタンク群（トリチウム以外の 29核種の告示濃度比総和 0.10） 

 

全体として、廃止措置ハンドブックの換算係数による評価と FGR15の換算係数を用いた評価は同程度

の結果となった。測定・評価対象核種選定により、廃止措置ハンドブックに換算係数が示されていない

核種が減ったことで、Co-60など保守的な換算係数の使用が減ったためと考えられる。 

 

 

表 XI-6 FGR15 の線量換算係数を使用した外部被ばく線量評価結果との比較 

ソース 
ターム 

実測値によるソースターム 

ⅰ. K4 タンク群 ⅱ. J1-C タンク群 ⅲ. J1-G タンク群 

線量 
換算 
係数 

廃止措置 
ハンドブック 

FGR15 
廃止措置 

ハンドブック 
FGR15 

廃止措置 
ハンドブック 

FGR15 

海水面 4.6E-10 3.7E-10 1.7E-10 8.6E-11 3.7E-10 2.1E-10 

船体 4.9E-10 6.1E-10 1.8E-10 2.1E-10 3.7E-10 3.9E-10 

遊泳中 3.2E-10 1.8E-10 1.2E-10 4.2E-11 2.5E-10 1.0E-10 

海浜砂 5.4E-07 3.2E-07 2.0E-07 7.5E-08 4.3E-07 1.8E-07 

 

XI-4.  年齢による外部被ばく評価結果の違いについて 

 

（中略） 

 

計算結果は、表 XI-9 に示すとおり、幼児、乳児は成人の 1.5 倍程度の被ばくとなったが、仮にこれ

を考慮し、幼児、乳児の外部被ばくを成人の 1.5倍として被ばく評価をしたとしても、外部被ばくの合

計値は E-07 オーダーであることおよび内部被ばくに対して 1～3 桁小さい（本文表 6-1-21 参照）こと

から、評価結果が線量限度 1mSv/年および線量拘束値 0.05mSv/年を十分下回るという結論に影響を及ぼ

すことはない。 

 

（中略） 

 

 

 

 

 

測定・評価対象核種の選定に伴

う記載の適正化 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

IAEA レビューミッションにお

ける議論を踏まえた記載の充

実 
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変 更 前 変 更 後 変 更 理 由 

添付 XII 被ばく評価に使用する海水濃度の評価範囲による影響について 

 

被ばく評価に使用する海水濃度は、6-1-2.(4)「被ばく評価の対象となる代表的個人の設定」において

は代表的個人の特性として漁業を想定したため、最寄りの漁港までの距離（約 6km）を踏まえて発電所

周辺 10km×10km の範囲の平均濃度を使用しているが、実際の代表的個人の行動には不確かさがあるこ

とから、評価対象範囲を 5km×5km、南北 20km×東西 10kmと変化させ、被ばく計算を実施した。 

 

 

（中略） 

 

表 XII-2 評価に使用する海水濃度 

（実測値（K4タンク群）の核種組成によるソースターム） 

対象 

核種 

年間放出量 

（Bq) 

評価に使用する海水濃度（Bq/L) 

5km×5km 

圏内全層平均 

5km×5km 

圏内最上層平均 

20km×10km 

圏内全層平均 

20km×10km 

圏内最上層平均 

H-3 2.2E+13 1.7E-01 2.4E-01 4.8E-02 1.1E-01 

C-14 1.7E+09 1.3E-05 1.9E-05 3.8E-06 8.7E-06 

Mn-54 7.8E+05 6.0E-09 8.5E-09 1.7E-09 3.9E-09 

Fe-59 2.0E+06 1.5E-08 2.1E-08 4.3E-09 9.8E-09 

Co-58 9.3E+05 7.2E-09 1.0E-08 2.0E-09 4.6E-09 

Co-60 5.1E+07 3.9E-07 5.6E-07 1.1E-07 2.5E-07 

Ni-63 2.5E+08 2.0E-06 2.8E-06 5.6E-07 1.3E-06 

Zn-65 1.7E+06 1.3E-08 1.9E-08 3.8E-09 8.7E-09 

Rb-86 2.2E+07 1.7E-07 2.4E-07 4.8E-08 1.1E-07 

Sr-89 1.2E+07 8.9E-08 1.3E-07 2.5E-08 5.8E-08 

Sr-90 2.5E+07 2.0E-07 2.8E-07 5.6E-08 1.3E-07 

Y-90 2.5E+07 2.0E-07 2.8E-07 5.6E-08 1.3E-07 

Y-91 2.5E+08 2.0E-06 2.8E-06 5.6E-07 1.3E-06 

Nb-95 1.2E+06 8.9E-09 1.3E-08 2.5E-09 5.8E-09 

Tc-99 8.1E+07 6.3E-07 8.8E-07 1.8E-07 4.1E-07 

Ru-103 1.2E+06 8.9E-09 1.3E-08 2.5E-09 5.8E-09 

Ru-106 1.9E+08 1.4E-06 2.0E-06 4.0E-07 9.3E-07 

Rh-103m 1.2E+06 8.9E-09 1.3E-08 2.5E-09 5.8E-09 

Rh-106 1.9E+08 1.4E-06 2.0E-06 4.0E-07 9.3E-07 

Ag-110m 6.5E+05 5.0E-09 7.1E-09 1.4E-09 3.2E-09 

Cd-113m 2.1E+06 1.6E-08 2.3E-08 4.5E-09 1.0E-08 

Cd-115m 7.4E+07 5.7E-07 8.1E-07 1.6E-07 3.7E-07 

Sn-119m 2.0E+07 1.5E-07 2.1E-07 4.3E-08 9.8E-08 

Sn-123 1.4E+08 1.1E-06 1.5E-06 3.0E-07 6.9E-07 

Sn-126 3.1E+06 2.4E-08 3.4E-08 6.8E-09 1.6E-08 

Sb-124 1.1E+06 8.5E-09 1.2E-08 2.4E-09 5.5E-09 

Sb-125 3.8E+07 3.0E-07 4.2E-07 8.3E-08 1.9E-07 

Te-123m 1.1E+06 8.2E-09 1.2E-08 2.3E-09 5.3E-09 

Te-125m 3.8E+07 3.0E-07 4.2E-07 8.3E-08 1.9E-07 

Te-127 3.7E+07 2.9E-07 4.0E-07 8.1E-08 1.9E-07 

添付 XII 被ばく評価に使用する海水濃度の評価範囲による影響について 

 

被ばく評価に使用する海水中の各核種濃度は、6-1-2.(4)「被ばく評価の対象となる代表的個人の設

定」においては代表的個人の特性として漁業を想定したため、最寄りの漁港までの距離（約 6km）を踏

まえて発電所周辺 10km×10km の範囲の平均濃度を使用しているが、実際の代表的個人の行動には不確

かさがあることから、評価対象範囲を 5km×5km、南北 20km×東西 10kmと変化させ、被ばく計算を実施

した。 

 

（中略） 

 

表 XII-2 評価に使用する海水濃度 

（実測値（K4タンク群）の核種組成によるソースターム） 

対象 

核種 

年間放出量 

（Bq) 

評価に使用する海水濃度（Bq/L) 

5km×5km 

圏内全層平均 

5km×5km 

圏内最上層平均 

20km×10km 

圏内全層平均 

20km×10km 

圏内最上層平均 

H-3 2.2E+13 1.7E-01 2.4E-01 4.8E-02 1.1E-01 

C-14 2.4E+09 1.8E-05 2.6E-05 5.1E-06 1.2E-05 

Mn-54 1.3E+04 1.0E-10 1.5E-10 2.9E-11 6.7E-11 

Fe-55 3.3E+08 2.6E-06 3.6E-06 7.2E-07 1.7E-06 

Co-60 3.5E+07 2.7E-07 3.8E-07 7.5E-08 1.7E-07 

Ni-63 3.3E+08 2.6E-06 3.6E-06 7.2E-07 1.7E-06 

Se-79 2.4E+08 1.8E-06 2.6E-06 5.1E-07 1.2E-06 

Sr-90 3.0E+07 2.3E-07 3.3E-07 6.5E-08 1.5E-07 

Y-90 3.0E+07 2.3E-07 3.3E-07 6.5E-08 1.5E-07 

Tc-99 1.1E+08 8.5E-07 1.2E-06 2.4E-07 5.5E-07 

Ru-106 6.6E+06 5.1E-08 7.2E-08 1.4E-08 3.3E-08 

Sb-125 1.4E+07 1.0E-07 1.5E-07 2.9E-08 6.8E-08 

Te-125m 1.4E+07 1.0E-07 1.5E-07 2.9E-08 6.8E-08 

I-129 3.3E+08 2.6E-06 3.6E-06 7.2E-07 1.7E-06 

Cs-134 1.2E+06 9.0E-09 1.3E-08 2.5E-09 5.8E-09 

Cs-137 5.8E+07 4.5E-07 6.3E-07 1.3E-07 2.9E-07 

Ce-144 8.3E+04 6.4E-10 9.1E-10 1.8E-10 4.2E-10 

Pm-147 7.1E+06 5.5E-08 7.7E-08 1.5E-08 3.5E-08 

Sm-151 1.4E+05 1.0E-09 1.5E-09 2.9E-10 6.8E-10 

Eu-154 1.2E+06 9.5E-09 1.3E-08 2.7E-09 6.1E-09 

Eu-155 2.4E+06 1.8E-08 2.6E-08 5.1E-09 1.2E-08 

U-234 9.9E+04 7.7E-10 1.1E-09 2.2E-10 5.0E-10 

U-238 9.9E+04 7.7E-10 1.1E-09 2.2E-10 5.0E-10 

Np-237 9.9E+04 7.7E-10 1.1E-09 2.2E-10 5.0E-10 

Pu-238 9.4E+04 7.3E-10 1.0E-09 2.1E-10 4.7E-10 

Pu-239 9.9E+04 7.7E-10 1.1E-09 2.2E-10 5.0E-10 

Pu-240 9.9E+04 7.7E-10 1.1E-09 2.2E-10 5.0E-10 

Pu-241 3.5E+06 2.7E-08 3.8E-08 7.5E-09 1.7E-08 

Am-241 9.7E+04 7.5E-10 1.1E-09 2.1E-10 4.9E-10 

Cm-244 8.0E+04 6.2E-10 8.7E-10 1.7E-10 4.0E-10 

 

 

測定・評価対象核種の選定に伴

う記載の適正化 
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変 更 前 変 更 後 変 更 理 由 

Te-127m 3.7E+07 2.9E-07 4.0E-07 8.1E-08 1.9E-07 

Te-129 3.7E+07 2.9E-07 4.0E-07 8.1E-08 1.9E-07 

Te-129m 3.7E+07 2.9E-07 4.0E-07 8.1E-08 1.9E-07 

I-129 2.4E+08 1.9E-06 2.7E-06 5.3E-07 1.2E-06 

Cs-134 5.2E+06 4.0E-08 5.7E-08 1.1E-08 2.6E-08 

Cs-135 2.9E+02 2.2E-12 3.2E-12 6.3E-13 1.4E-12 

Cs-136 3.5E+06 2.7E-08 3.8E-08 7.6E-09 1.7E-08 

Cs-137 4.9E+07 3.8E-07 5.3E-07 1.1E-07 2.4E-07 

Ba-137m 4.9E+07 3.8E-07 5.3E-07 1.1E-07 2.4E-07 

Ba-140 1.1E+07 8.5E-08 1.2E-07 2.4E-08 5.5E-08 

Ce-141 2.9E+06 2.2E-08 3.2E-08 6.3E-09 1.4E-08 

Ce-144 7.3E+06 5.6E-08 8.0E-08 1.6E-08 3.6E-08 

Pr-144 7.3E+06 5.6E-08 8.0E-08 1.6E-08 3.6E-08 

Pr-144m 7.3E+06 5.6E-08 8.0E-08 1.6E-08 3.6E-08 

Pm-146 1.1E+07 8.8E-08 1.2E-07 2.5E-08 5.7E-08 

Pm-147 2.2E+07 1.7E-07 2.4E-07 4.8E-08 1.1E-07 

Pm-148 5.8E+07 4.5E-07 6.3E-07 1.3E-07 2.9E-07 

Pm-148m 9.7E+05 7.5E-09 1.1E-08 2.1E-09 4.9E-09 

Sm-151 1.0E+05 8.1E-10 1.1E-09 2.3E-10 5.2E-10 

Eu-152 3.2E+06 2.5E-08 3.5E-08 7.1E-09 1.6E-08 

Eu-154 1.4E+06 1.1E-08 1.5E-08 3.0E-09 6.9E-09 

Eu-155 3.8E+06 3.0E-08 4.2E-08 8.3E-09 1.9E-08 

Gd-153 3.7E+06 2.9E-08 4.0E-08 8.1E-09 1.9E-08 

Tb-160 3.2E+06 2.5E-08 3.5E-08 7.1E-09 1.6E-08 

Pu-238 7.3E+04 5.6E-10 8.0E-10 1.6E-10 3.6E-10 

Pu-239 7.3E+04 5.6E-10 8.0E-10 1.6E-10 3.6E-10 

Pu-240 7.3E+04 5.6E-10 8.0E-10 1.6E-10 3.6E-10 

Pu-241 3.2E+06 2.5E-08 3.5E-08 7.1E-09 1.6E-08 

Am-241 7.3E+04 5.6E-10 8.0E-10 1.6E-10 3.6E-10 

Am-242m 4.5E+03 3.5E-11 4.9E-11 9.9E-12 2.3E-11 

Am-243 7.3E+04 5.6E-10 8.0E-10 1.6E-10 3.6E-10 

Cm-242 7.3E+04 5.6E-10 8.0E-10 1.6E-10 3.6E-10 

Cm-243 7.3E+04 5.6E-10 8.0E-10 1.6E-10 3.6E-10 

Cm-244 7.3E+04 5.6E-10 8.0E-10 1.6E-10 3.6E-10 

対象とする 

被ばく評価 

漁網から 

海産物摂取 

海水面から 

船体から 

漁網から 

海産物摂取 

海水面から 

船体から 

 

 

対象とする 

被ばく評価 

漁網から 

海産物摂取 

海水面から 

船体から 

漁網から 

海産物摂取 

海水面から 

船体から 
 

測定・評価対象核種の選定に伴

う記載の適正化 
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変 更 前 変 更 後 変 更 理 由 

表 XII-3 評価に使用する海水濃度 

（実測値（J1-Cタンク群）の核種組成によるソースターム） 

対象 

核種 

年間放出量 

（Bq) 

評価に使用する海水濃度（Bq/L) 

5km×5km 

圏内全層平均 

5km×5km 

圏内最上層平均 

20km×10km 

圏内全層平均 

20km×10km 

圏内最上層平均 

H-3 2.2E+13 1.7E-01 2.4E-01 4.8E-02 1.1E-01 

C-14 4.8E+08 3.7E-06 5.3E-06 1.1E-06 2.4E-06 

Mn-54 1.0E+06 7.9E-09 1.1E-08 2.2E-09 5.1E-09 

Fe-59 2.3E+06 1.8E-08 2.5E-08 5.1E-09 1.2E-08 

Co-58 1.1E+06 8.5E-09 1.2E-08 2.4E-09 5.5E-09 

Co-60 8.9E+06 6.8E-08 9.7E-08 1.9E-08 4.4E-08 

Ni-63 2.3E+08 1.8E-06 2.5E-06 5.0E-07 1.1E-06 

Zn-65 2.5E+06 1.9E-08 2.8E-08 5.5E-09 1.3E-08 

Rb-86 1.3E+07 1.0E-07 1.5E-07 2.9E-08 6.7E-08 

Sr-89 1.4E+06 1.1E-08 1.6E-08 3.2E-09 7.2E-09 

Sr-90 9.7E+05 7.5E-09 1.1E-08 2.1E-09 4.8E-09 

Y-90 9.7E+05 7.5E-09 1.1E-08 2.1E-09 4.8E-09 

Y-91 4.6E+08 3.5E-06 5.0E-06 1.0E-06 2.3E-06 

Nb-95 1.3E+06 1.0E-08 1.5E-08 2.9E-09 6.7E-09 

Tc-99 3.2E+07 2.5E-07 3.5E-07 7.0E-08 1.6E-07 

Ru-103 1.4E+06 1.1E-08 1.6E-08 3.1E-09 7.1E-09 

Ru-106 3.8E+07 2.9E-07 4.1E-07 8.2E-08 1.9E-07 

Rh-103m 1.4E+06 1.1E-08 1.6E-08 3.1E-09 7.1E-09 

Rh-106 3.8E+07 2.9E-07 4.1E-07 8.2E-08 1.9E-07 

Ag-110m 1.2E+06 8.9E-09 1.3E-08 2.5E-09 5.8E-09 

Cd-113m 2.3E+06 1.8E-08 2.5E-08 5.0E-09 1.1E-08 

Cd-115m 7.2E+07 5.6E-07 7.9E-07 1.6E-07 3.6E-07 

Sn-119m 1.1E+09 8.7E-06 1.2E-05 2.5E-06 5.6E-06 

Sn-123 1.8E+08 1.4E-06 1.9E-06 3.9E-07 8.9E-07 

Sn-126 7.8E+06 6.0E-08 8.5E-08 1.7E-08 3.9E-08 

Sb-124 2.6E+06 2.0E-08 2.8E-08 5.7E-09 1.3E-08 

Sb-125 6.2E+06 4.8E-08 6.7E-08 1.3E-08 3.1E-08 

Te-123m 2.5E+06 1.9E-08 2.7E-08 5.4E-09 1.2E-08 

Te-125m 6.2E+06 4.8E-08 6.7E-08 1.3E-08 3.1E-08 

Te-127 1.3E+08 9.7E-07 1.4E-06 2.8E-07 6.3E-07 

Te-127m 1.3E+08 1.0E-06 1.4E-06 2.9E-07 6.6E-07 

Te-129 3.8E+07 2.9E-07 4.1E-07 8.2E-08 1.9E-07 

Te-129m 3.8E+07 2.9E-07 4.1E-07 8.2E-08 1.9E-07 

I-129 3.2E+07 2.5E-07 3.5E-07 7.0E-08 1.6E-07 

Cs-134 2.0E+06 1.6E-08 2.2E-08 4.4E-09 1.0E-08 

Cs-135 3.2E+01 2.5E-13 3.5E-13 7.0E-14 1.6E-13 

Cs-136 1.3E+06 9.7E-09 1.4E-08 2.8E-09 6.3E-09 

Cs-137 5.1E+06 3.9E-08 5.6E-08 1.1E-08 2.5E-08 

表 XII-3 評価に使用する海水濃度 

（実測値（J1-Cタンク群）の核種組成によるソースターム） 

対象 

核種 

年間放出量 

（Bq) 

評価に使用する海水濃度（Bq/L) 

5km×5km 

圏内全層平均 

5km×5km 

圏内最上層平均 

20km×10km 

圏内全層平均 

20km×10km 

圏内最上層平均 

H-3 2.2E+13 1.7E-01 2.4E-01 4.8E-02 1.1E-01 

C-14 5.5E+08 4.3E-06 6.0E-06 1.2E-06 2.8E-06 

Mn-54 1.6E+05 1.3E-09 1.8E-09 3.5E-10 8.1E-10 

Fe-55 7.3E+07 5.7E-07 8.0E-07 1.6E-07 3.7E-07 

Co-60 7.3E+06 5.7E-08 8.0E-08 1.6E-08 3.7E-08 

Ni-63 2.5E+08 2.0E-06 2.8E-06 5.5E-07 1.3E-06 

Se-79 4.6E+07 3.5E-07 5.0E-07 1.0E-07 2.3E-07 

Sr-90 1.0E+06 8.0E-09 1.1E-08 2.3E-09 5.2E-09 

Y-90 1.0E+06 8.0E-09 1.1E-08 2.3E-09 5.2E-09 

Tc-99 3.7E+07 2.8E-07 4.0E-07 8.0E-08 1.8E-07 

Ru-106 8.3E+06 6.4E-08 9.0E-08 1.8E-08 4.1E-08 

Sb-125 3.7E+06 2.8E-08 4.0E-08 8.0E-09 1.8E-08 

Te-125m 3.7E+06 2.8E-08 4.0E-08 8.0E-09 1.8E-08 

I-129 3.7E+07 2.8E-07 4.0E-07 8.0E-08 1.8E-07 

Cs-134 1.0E+06 7.8E-09 1.1E-08 2.2E-09 5.0E-09 

Cs-137 5.2E+06 4.0E-08 5.7E-08 1.1E-08 2.6E-08 

Ce-144 2.0E+06 1.5E-08 2.1E-08 4.3E-09 9.8E-09 

Pm-147 1.3E+07 9.9E-08 1.4E-07 2.8E-08 6.4E-08 

Sm-151 3.4E+05 2.6E-09 3.7E-09 7.3E-10 1.7E-09 

Eu-154 2.9E+06 2.2E-08 3.1E-08 6.3E-09 1.4E-08 

Eu-155 7.3E+06 5.7E-08 8.0E-08 1.6E-08 3.7E-08 

U-234 9.8E+05 7.6E-09 1.1E-08 2.1E-09 4.9E-09 

U-238 9.8E+05 7.6E-09 1.1E-08 2.1E-09 4.9E-09 

Np-237 9.8E+05 7.6E-09 1.1E-08 2.1E-09 4.9E-09 

Pu-238 9.8E+05 7.6E-09 1.1E-08 2.1E-09 4.9E-09 

Pu-239 9.8E+05 7.6E-09 1.1E-08 2.1E-09 4.9E-09 

Pu-240 9.8E+05 7.6E-09 1.1E-08 2.1E-09 4.9E-09 

Pu-241 3.4E+07 2.6E-07 3.7E-07 7.3E-08 1.7E-07 

Am-241 9.8E+05 7.6E-09 1.1E-08 2.1E-09 4.9E-09 

Cm-244 9.2E+05 7.1E-09 1.0E-08 2.0E-09 4.6E-09 

対象とする 

被ばく評価 

漁網から 

海産物摂取 

海水面から 

船体から 

漁網から 

海産物摂取 

海水面から 

船体から 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

測定・評価対象核種の選定に伴

う記載の適正化 
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変 更 前 変 更 後 変 更 理 由 

Ba-137m 5.1E+06 3.9E-08 5.6E-08 1.1E-08 2.5E-08 

Ba-140 5.4E+06 4.1E-08 5.9E-08 1.2E-08 2.7E-08 

Ce-141 7.0E+06 5.4E-08 7.6E-08 1.5E-08 3.5E-08 

Ce-144 1.5E+07 1.2E-07 1.7E-07 3.3E-08 7.6E-08 

Pr-144 1.5E+07 1.2E-07 1.7E-07 3.3E-08 7.6E-08 

Pr-144m 1.5E+07 1.2E-07 1.7E-07 3.3E-08 7.6E-08 

Pm-146 1.8E+06 1.4E-08 2.0E-08 3.9E-09 9.0E-09 

Pm-147 2.1E+07 1.7E-07 2.3E-07 4.7E-08 1.1E-07 

Pm-148 6.2E+06 4.8E-08 6.7E-08 1.3E-08 3.1E-08 

Pm-148m 1.3E+06 1.0E-08 1.4E-08 2.8E-09 6.4E-09 

Sm-151 3.0E+05 2.3E-09 3.2E-09 6.4E-10 1.5E-09 

Eu-152 7.5E+06 5.8E-08 8.2E-08 1.6E-08 3.8E-08 

Eu-154 3.0E+06 2.3E-08 3.2E-08 6.4E-09 1.5E-08 

Eu-155 9.1E+06 7.0E-08 1.0E-07 2.0E-08 4.6E-08 

Gd-153 7.0E+06 5.4E-08 7.6E-08 1.5E-08 3.5E-08 

Tb-160 3.8E+06 2.9E-08 4.1E-08 8.2E-09 1.9E-08 

Pu-238 8.9E+05 6.8E-09 9.7E-09 1.9E-09 4.4E-09 

Pu-239 8.9E+05 6.8E-09 9.7E-09 1.9E-09 4.4E-09 

Pu-240 8.9E+05 6.8E-09 9.7E-09 1.9E-09 4.4E-09 

Pu-241 3.2E+07 2.5E-07 3.5E-07 7.0E-08 1.6E-07 

Am-241 8.9E+05 6.8E-09 9.7E-09 1.9E-09 4.4E-09 

Am-242m 1.6E+04 1.2E-10 1.7E-10 3.5E-11 7.9E-11 

Am-243 8.9E+05 6.8E-09 9.7E-09 1.9E-09 4.4E-09 

Cm-242 8.9E+05 6.8E-09 9.7E-09 1.9E-09 4.4E-09 

Cm-243 8.9E+05 6.8E-09 9.7E-09 1.9E-09 4.4E-09 

Cm-244 8.9E+05 6.8E-09 9.7E-09 1.9E-09 4.4E-09 

対象とする 

被ばく評価 

漁網から 

海産物摂取 

海水面から 

船体から 

漁網から 

海産物摂取 

海水面から 

船体から 
 

測定・評価対象核種の選定に伴

う記載の適正化 
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変 更 前 変 更 後 変 更 理 由 

表 XII-4 評価に使用する海水濃度 

（実測値（J1-Gタンク群）の核種組成によるソースターム） 

対象 

核種 

年間放出量 

（Bq) 

評価に使用する海水濃度（Bq/L) 

5km×5km 

圏内全層平均 

5km×5km 

圏内最上層平均 

20km×10km 

圏内全層平均 

20km×10km 

圏内最上層平均 

H-3 2.2E+13 1.7E-01 2.4E-01 4.8E-02 1.1E-01 

C-14 1.3E+09 1.0E-05 1.4E-05 2.8E-06 6.5E-06 

Mn-54 3.1E+06 2.4E-08 3.4E-08 6.8E-09 1.5E-08 

Fe-59 5.9E+06 4.5E-08 6.4E-08 1.3E-08 2.9E-08 

Co-58 3.0E+06 2.3E-08 3.3E-08 6.6E-09 1.5E-08 

Co-60 1.9E+07 1.4E-07 2.0E-07 4.1E-08 9.4E-08 

Ni-63 7.2E+08 5.5E-06 7.8E-06 1.6E-06 3.6E-06 

Zn-65 6.5E+06 5.0E-08 7.1E-08 1.4E-08 3.3E-08 

Rb-86 3.8E+07 3.0E-07 4.2E-07 8.4E-08 1.9E-07 

Sr-89 3.7E+06 2.8E-08 4.0E-08 8.0E-09 1.8E-08 

Sr-90 2.6E+06 2.0E-08 2.8E-08 5.7E-09 1.3E-08 

Y-90 2.6E+06 2.0E-08 2.8E-08 5.7E-09 1.3E-08 

Y-91 9.8E+08 7.6E-06 1.1E-05 2.1E-06 4.9E-06 

Nb-95 3.8E+06 3.0E-08 4.2E-08 8.4E-09 1.9E-08 

Tc-99 1.1E+08 8.2E-07 1.2E-06 2.3E-07 5.3E-07 

Ru-103 4.2E+06 3.2E-08 4.5E-08 9.1E-09 2.1E-08 

Ru-106 3.9E+07 3.0E-07 4.3E-07 8.5E-08 2.0E-07 

Rh-103m 4.2E+06 3.2E-08 4.5E-08 9.1E-09 2.1E-08 

Rh-106 3.9E+07 3.0E-07 4.3E-07 8.5E-08 2.0E-07 

Ag-110m 3.3E+06 2.5E-08 3.6E-08 7.1E-09 1.6E-08 

Cd-113m 7.0E+06 5.4E-08 7.6E-08 1.5E-08 3.5E-08 

Cd-115m 1.9E+08 1.4E-06 2.0E-06 4.1E-07 9.4E-07 

Sn-119m 3.3E+09 2.5E-05 3.6E-05 7.1E-06 1.6E-05 

Sn-123 5.1E+08 4.0E-06 5.6E-06 1.1E-06 2.6E-06 

Sn-126 1.2E+07 9.4E-08 1.3E-07 2.7E-08 6.1E-08 

Sb-124 6.8E+06 5.3E-08 7.5E-08 1.5E-08 3.4E-08 

Sb-125 1.1E+07 8.8E-08 1.2E-07 2.5E-08 5.7E-08 

Te-123m 5.5E+06 4.2E-08 6.0E-08 1.2E-08 2.7E-08 

Te-125m 1.1E+07 8.8E-08 1.2E-07 2.5E-08 5.7E-08 

Te-127 3.5E+08 2.7E-06 3.8E-06 7.6E-07 1.8E-06 

Te-127m 3.7E+08 2.8E-06 4.0E-06 8.0E-07 1.8E-06 

Te-129 9.8E+07 7.6E-07 1.1E-06 2.1E-07 4.9E-07 

Te-129m 9.8E+07 7.6E-07 1.1E-06 2.1E-07 4.9E-07 

I-129 2.7E+07 2.1E-07 2.9E-07 5.9E-08 1.3E-07 

Cs-134 5.5E+06 4.2E-08 6.0E-08 1.2E-08 2.7E-08 

Cs-135 1.7E+02 1.3E-12 1.9E-12 3.7E-13 8.6E-13 

Cs-136 2.9E+06 2.3E-08 3.2E-08 6.4E-09 1.5E-08 

Cs-137 2.7E+07 2.1E-07 2.9E-07 5.9E-08 1.3E-07 

表 XII-4 評価に使用する海水濃度 

（実測値（J1-Gタンク群）の核種組成によるソースターム） 

対象 

核種 

年間放出量 

（Bq) 

評価に使用する海水濃度（Bq/L) 

5km×5km 

圏内全層平均 

5km×5km 

圏内最上層平均 

20km×10km 

圏内全層平均 

20km×10km 

圏内最上層平均 

H-3 2.2E+13 1.7E-01 2.4E-01 4.8E-02 1.1E-01 

C-14 1.5E+09 1.1E-05 1.6E-05 3.2E-06 7.3E-06 

Mn-54 5.0E+05 3.8E-09 5.4E-09 1.1E-09 2.5E-09 

Fe-55 2.2E+08 1.7E-06 2.4E-06 4.8E-07 1.1E-06 

Co-60 1.6E+07 1.2E-07 1.7E-07 3.4E-08 7.8E-08 

Ni-63 8.0E+08 6.2E-06 8.7E-06 1.7E-06 4.0E-06 

Se-79 1.4E+08 1.1E-06 1.5E-06 3.0E-07 6.9E-07 

Sr-90 2.8E+06 2.1E-08 3.0E-08 6.0E-09 1.4E-08 

Y-90 2.8E+06 2.1E-08 3.0E-08 6.0E-09 1.4E-08 

Tc-99 1.2E+08 9.2E-07 1.3E-06 2.6E-07 6.0E-07 

Ru-106 8.6E+06 6.7E-08 9.4E-08 1.9E-08 4.3E-08 

Sb-125 6.9E+06 5.3E-08 7.5E-08 1.5E-08 3.4E-08 

Te-125m 6.9E+06 5.3E-08 7.5E-08 1.5E-08 3.4E-08 

I-129 3.0E+07 2.3E-07 3.3E-07 6.6E-08 1.5E-07 

Cs-134 2.8E+06 2.1E-08 3.0E-08 6.0E-09 1.4E-08 

Cs-137 2.8E+07 2.2E-07 3.1E-07 6.2E-08 1.4E-07 

Ce-144 6.0E+06 4.6E-08 6.5E-08 1.3E-08 3.0E-08 

Pm-147 3.5E+07 2.7E-07 3.8E-07 7.6E-08 1.7E-07 

Sm-151 9.0E+05 6.9E-09 9.8E-09 2.0E-09 4.5E-09 

Eu-154 7.7E+06 6.0E-08 8.4E-08 1.7E-08 3.9E-08 

Eu-155 1.1E+07 8.5E-08 1.2E-07 2.4E-08 5.5E-08 

U-234 2.6E+06 2.0E-08 2.8E-08 5.6E-09 1.3E-08 

U-238 2.6E+06 2.0E-08 2.8E-08 5.6E-09 1.3E-08 

Np-237 2.6E+06 2.0E-08 2.8E-08 5.6E-09 1.3E-08 

Pu-238 2.5E+06 1.9E-08 2.7E-08 5.4E-09 1.2E-08 

Pu-239 2.6E+06 2.0E-08 2.8E-08 5.6E-09 1.3E-08 

Pu-240 2.6E+06 2.0E-08 2.8E-08 5.6E-09 1.3E-08 

Pu-241 8.2E+07 6.3E-07 8.9E-07 1.8E-07 4.1E-07 

Am-241 2.6E+06 2.0E-08 2.8E-08 5.6E-09 1.3E-08 

Cm-244 2.4E+06 1.8E-08 2.6E-08 5.2E-09 1.2E-08 

対象とする 

被ばく評価 

漁網から 

海産物摂取 

海水面から 

船体から 

漁網から 

海産物摂取 

海水面から 

船体から 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

測定・評価対象核種の選定に伴

う記載の適正化 
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変 更 前 変 更 後 変 更 理 由 

Ba-137m 2.7E+07 2.1E-07 2.9E-07 5.9E-08 1.3E-07 

Ba-140 1.4E+07 1.1E-07 1.5E-07 3.0E-08 6.9E-08 

Ce-141 9.8E+06 7.6E-08 1.1E-07 2.1E-08 4.9E-08 

Ce-144 4.5E+07 3.5E-07 4.9E-07 9.8E-08 2.2E-07 

Pr-144 4.5E+07 3.5E-07 4.9E-07 9.8E-08 2.2E-07 

Pr-144m 4.5E+07 3.5E-07 4.9E-07 9.8E-08 2.2E-07 

Pm-146 5.1E+06 4.0E-08 5.6E-08 1.1E-08 2.6E-08 

Pm-147 5.9E+07 4.5E-07 6.4E-07 1.3E-07 2.9E-07 

Pm-148 3.7E+07 2.8E-07 4.0E-07 8.0E-08 1.8E-07 

Pm-148m 3.3E+06 2.6E-08 3.6E-08 7.3E-09 1.7E-08 

Sm-151 8.1E+05 6.3E-09 8.9E-09 1.8E-09 4.1E-09 

Eu-152 1.5E+07 1.2E-07 1.7E-07 3.4E-08 7.7E-08 

Eu-154 8.1E+06 6.3E-08 8.9E-08 1.8E-08 4.1E-08 

Eu-155 1.5E+07 1.1E-07 1.6E-07 3.2E-08 7.3E-08 

Gd-153 1.5E+07 1.2E-07 1.7E-07 3.4E-08 7.7E-08 

Tb-160 1.1E+07 8.8E-08 1.2E-07 2.5E-08 5.7E-08 

Pu-238 2.3E+06 1.8E-08 2.5E-08 5.0E-09 1.1E-08 

Pu-239 2.3E+06 1.8E-08 2.5E-08 5.0E-09 1.1E-08 

Pu-240 2.3E+06 1.8E-08 2.5E-08 5.0E-09 1.1E-08 

Pu-241 8.1E+07 6.3E-07 8.9E-07 1.8E-07 4.1E-07 

Am-241 2.3E+06 1.8E-08 2.5E-08 5.0E-09 1.1E-08 

Am-242m 4.2E+04 3.2E-10 4.5E-10 9.1E-11 2.1E-10 

Am-243 2.3E+06 1.8E-08 2.5E-08 5.0E-09 1.1E-08 

Cm-242 2.3E+06 1.8E-08 2.5E-08 5.0E-09 1.1E-08 

Cm-243 2.3E+06 1.8E-08 2.5E-08 5.0E-09 1.1E-08 

Cm-244 2.3E+06 1.8E-08 2.5E-08 5.0E-09 1.1E-08 

対象とする 

被ばく評価 

漁網から 

海産物摂取 

海水面から 

船体から 

漁網から 

海産物摂取 

海水面から 

船体から 

 

 

測定・評価対象核種の選定に伴

う記載の適正化 
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変 更 前 変 更 後 変 更 理 由 

XII-2 評価結果 

評価結果を表 XII-5～10に示す。評価対象範囲を 10km×10kmとした場合の評価結果 0.00003（3E-05）

～0.0004（4E-04）mSv/年に対し、5km×5kmとした場合、0.00006（6E-05）～0.001（1E-03）mSv/年と、

2倍～3倍の値となった。 

さらに、評価対象範囲を 20km×10kmとした場合、0.00002（2E-05）～0.0003（3E-04）mSv/年と、10km

×10kmの場合に比べてわずかに低下した。 

いずれの場合も一般公衆の線量限度 1mSv/年はもとより、線量拘束値に相当する国内の原子力発電所

に対する線量目標値 0.05mSv/年も大きく下回る結果は変わらなかった。 

また、実効線量係数が大きく、内部被ばくの評価値が高くなる乳児においても、海産物摂取による内

部被ばくの評価結果は、評価対象範囲を 10km×10kmとした場合の 0.000029（2.9E-05）～0.00071（7.1E-

04）mSv/年に対し、5km×5kmとした場合、0.000087（8.7E-05）～0.0022（2.2E-03）mSv/年と、3倍前

後の値となった。 

さらに、評価対象範囲を 20km×10kmとした場合は、0.000025（2.5E-05）～0.00061（6.1E-04）mSv/

年と、10km×10kmの場合に比べて低下した。 

 

表 XII-5 人に関する被ばく評価結果（実測値（K4 タンク群）によるソースターム） 

評価 
ケース 

濃度の評価 
範囲 

10km×10km 5km×5km 20km×10km 

海産物 
摂取量 

平均的 多い 平均的 多い 平均的 多い 

外部 
被ばく 

(mSv/年） 

海水面 6.5E-09 1.3E-08 6.0E-09 

船体 4.8E-09 9.5E-09 4.4E-09 

遊泳中 4.5E-09 4.5E-09 4.5E-09 

海浜砂 7.8E-06 7.8E-06 7.8E-06 

漁網 1.6E-06 4.9E-06 1.4E-06 

内部 
被ばく 

(ｍSv/年) 

飲水 3.3E-07 3.3E-07 3.3E-07 

しぶき 
吸入 

9.3E-08 9.3E-08 9.3E-08 

海産物 
摂取 

1.5E-05 6.1E-05 4.6E-05 1.9E-04 1.3E-05 5.2E-05 

合計 
（mSv/年） 

3E-05 7E-05 6E-05 2E-04 2E-05 6E-05 

  

XII-2 評価結果 

評価結果を表 XII-5～10 に示す。評価対象範囲を 10km×10km とした場合の評価結果 0.000002（2E-

06）～0.00003（3E-05）mSv/年に対し、5km×5km とした場合、0.000005（5E-06）～0.00009（0E-05）

mSv/年と、約 3倍の値となった。 

さらに、評価対象範囲を 20km×10kmとした場合、0.000002（2E-06）～0.00003（3E-05）mSv/年と、

10km×10kmの場合とほとんど変わらなかった。 

いずれの場合も一般公衆の線量限度 1mSv/年はもとより、線量拘束値に相当する国内の原子力発電所

に対する線量目標値 0.05mSv/年も大きく下回る結果は変わらなかった。 

また、実効線量係数が大きく、内部被ばくの評価値が高くなる傾向のある乳児においても、海産物摂

取による内部被ばくの評価結果は成人の値を超えることは無く、評価対象範囲を 10km×10km とした場

合の 0.0000017（1.7E-06）～0.000032（3.2E-05）mSv/年に対し、5km×5kmとした場合、0.000052（5.2E-

06）～0.000097（9.7E-05）mSv/年と、約 3倍の値となった。 

さらに、評価対象範囲を 20km×10kmとした場合は、0.0000015（1.5E-06）～0.000027（2.7E-05）mSv/

年と、10km×10kmの場合に比べて低下した。 

 

表 XII-5 人に関する被ばく評価結果（実測値（K4タンク群）によるソースターム） 

評価 
ケース 

濃度の評価 
範囲 

10km×10km 5km×5km 20km×10km 

海産物 
摂取量 

平均的 多い 平均的 多い 平均的 多い 

外部 
被ばく 

(mSv/年） 

海水面 4.6E-10 9.2E-10 4.2E-10 

船体 4.9E-10 9.9E-10 4.5E-10 

遊泳中 3.2E-10 3.2E-10 3.2E-10 

海浜砂 5.4E-07 5.4E-07 5.4E-07 

漁網 1.1E-07 3.2E-07 9.0E-08 

内部 
被ばく 

(ｍSv/年) 

飲水 3.4E-07 3.4E-07 3.4E-07 

しぶき 
吸入 

9.2E-10 9.2E-08 9.2E-08 

海産物 
摂取 

6.9E-06 3.1E-05 2.1E-05 9.3E-05 5.9E-06 2.6E-05 

合計 
（mSv/年） 

8E-06 3E-05 2E-05 9E-05 7E-06 3E-05 
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表 XII-6 人に関する被ばく評価結果（実測値（J1-Cタンク群）によるソースターム） 

評価 
ケース 

濃度の評価 
範囲 

10km×10km 5km×5km 20km×10km 

海産物 
摂取量 

平均的 多い 平均的 多い 平均的 多い 

外部 
被ばく 

(mSv/年) 

海水面 1.7E-08 3.5E-08 1.6E-08 

船体 1.2E-08 2.5E-08 1.1E-08 

遊泳中 1.2E-08 1.2E-08 1.2E-08 

海浜砂 2.1E-05 2.1E-05 2.1E-05 

漁網 4.3E-06 1.3E-05 3.7E-06 

内部 
被ばく 

(ｍSv/年) 

飲水 3.1E-07 3.1E-07 3.1E-07 

しぶき 
吸入 

2.0E-07 2.0E-07 2.0E-07 

海産物 
摂取 

2.8E-05 1.1E-04 8.5E-05 3.2E-04 2.4E-05 9.2E-05 

合計 
（mSv/年） 

5E-05 1E-04 1E-04 4E-04 5E-05 1E-04 

 

 

表 XII-6 人に関する被ばく評価結果（実測値（J1-Cタンク群）によるソースターム） 

評価 
ケース 

濃度の評価 
範囲 

10km×10km 5km×5km 20km×10km 

海産物 
摂取量 

平均的 多い 平均的 多い 平均的 多い 

外部 
被ばく 

(mSv/年) 

海水面 1.7E-10 3.4E-10 1.6E-10 

船体 1.8E-10 3.5E-10 1.6E-10 

遊泳中 1.2E-10 1.2E-10 1.2E-10 

海浜砂 2.0E-07 2.0E-07 2.0E-07 

漁網 3.9E-08 1.2E-07 3.4E-08 

内部 
被ばく 

(ｍSv/年) 

飲水 3.1E-07 3.1E-07 3.1E-07 

しぶき 
吸入 

1.9E-07 1.9E-07 1.9E-07 

海産物 
摂取 

1.2E-06 5.5E-06 3.8E-06 1.7E-05 1.1E-06 4.7E-06 

合計 
（mSv/年） 

2E-06 6E-06 5E-06 2E-05 2E-06 5E-06 
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表 XII-7 人に関する被ばく評価結果（実測値（J1-Gタンク群）によるソースターム） 

評価 
ケース 

濃度の評価 
範囲 

10km×10km 5km×5km 20km×10km 

海産物 
摂取量 

平均的 多い 平均的 多い 平均的 多い 

外部 
被ばく 
(mSv/年) 

海水面 4.7E-08 9.4E-08 4.3E-08 

船体 3.3E-08 6.6E-08 3.0E-08 

遊泳中 3.2E-08 3.2E-08 3.2E-08 

海浜砂 5.6E-05 5.6E-05 5.6E-05 

漁網 1.2E-05 3.5E-05 9.9E-06 

内部 
被ばく 

(ｍSv/年) 

飲水 3.2E-07 3.2E-07 3.2E-07 

しぶき 
吸入 

4.0E-07 4.0E-07 4.0E-07 

海産物 
摂取 

7.9E-05 3.0E-04 2.4E-04 9.1E-04 6.7E-05 2.6E-04 

合計 
（mSv/年） 

1E-04 4E-04 3E-04 1E-03 1E-04 3E-04 

 

表 XII-7 人に関する被ばく評価結果（実測値（J1-Gタンク群）によるソースターム） 

評価 
ケース 

濃度の評価 
範囲 

10km×10km 5km×5km 20km×10km 

海産物 
摂取量 

平均的 多い 平均的 多い 平均的 多い 

外部 
被ばく 

(mSv/年) 

海水面 3.7E-10 7.3E-10 3.4E-10 

船体 3.7E-10 7.3E-10 3.4E-10 

遊泳中 2.5E-10 2.5E-10 2.5E-10 

海浜砂 4.3E-07 4.3E-07 4.3E-07 

漁網 8.3E-08 2.5E-07 7.1E-08 

内部 
被ばく 

(ｍSv/年) 

飲水 3.1E-07 3.1E-07 3.1E-07 

しぶき 
吸入 

3.8E-07 3.8E-07 3.8E-07 

海産物 
摂取 

2.6E-06 1.1E-05 7.8E-06 3.4E-05 2.2E-06 9.5E-06 

合計 
（mSv/年） 

4E-06 1E-05 9E-06 4E-05 3E-06 1E-05 
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表 XII-8 年齢別の内部被ばく評価結果（実測値（K4タンク群）によるソースターム） 

評価 
ケース 

濃度の評価 
範囲 

10km×10km 5km×5km 20km×10km 

海産物 
摂取量 

平均的 多い 平均的 多い 平均的 多い 

飲水による 
内部被ばく 
(mSv/年） 

成人 3.3E-07 3.3E-07 3.3E-07 

幼児 5.7E-07 5.7E-07 5.7E-07 

乳児 － － － 

水しぶきの 
吸入による 
内部被ばく 
(mSv/年） 

成人 9.3E-08 9.3E-08 9.3E-08 

幼児 6.2E-08 6.2E-08 6.2E-08 

乳児 4.0E-08 4.0E-08 4.0E-08 

海産物摂取に
よる 

内部被ばく 
(mSv/年） 

成人 1.5E-05 6.1E-05 4.6E-05 1.9E-04 1.3E-05 5.2E-05 

幼児 2.4E-05 9.4E-05 7.2E-05 2.9E-04 2.0E-05 8.1E-05 

乳児 2.9E-05 1.1E-04 8.7E-05 3.3E-04 2.5E-05 9.3E-05 

  

表 XII-8 年齢別の内部被ばく評価結果（実測値（K4タンク群）によるソースターム） 

評価 
ケース 

濃度の評価 
範囲 

10km×10km 5km×5km 20km×10km 

海産物 
摂取量 

平均的 多い 平均的 多い 平均的 多い 

飲水による 
内部被ばく 
(mSv/年） 

成人 3.4E-07 3.4E-07 3.4E-07 

幼児 5.8E-07 5.8E-07 5.8E-07 

乳児 － － － 

水しぶきの 
吸入による 
内部被ばく 
(mSv/年） 

成人 9.2E-08 9.2E-08 9.2E-08 

幼児 6.0E-08 6.0E-08 6.0E-08 

乳児 3.9E-08 3.9E-08 3.9E-08 

海産物摂取に
よる 

内部被ばく 
(mSv/年） 

成人 6.9E-06 3.1E-05 2.1E-05 9.3E-05 5.9E-06 2.6E-05 

幼児 7.8E-06 3.6E-05 2.4E-05 1.1E-04 6.7E-06 3.1E-05 

乳児 6.9E-06 3.2E-05 2.1E-05 9.7E-05 5.9E-06 2.7E-05 
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表 XII-9 年齢別の内部被ばく評価結果（実測値（J1-C タンク群）によるソースターム） 

評価 
ケース 

濃度の評価 
範囲 

10km×10km 5km×5km 20km×10km 

海産物 
摂取量 

平均的 多い 平均的 多い 平均的 多い 

飲水による 
内部被ばく 
(mSv/年） 

成人 3.1E-07 3.1E-07 3.1E-07 

幼児 5.4E-07 5.4E-07 5.4E-07 

乳児 － － － 

水しぶきの 
吸入による 
内部被ばく 
(mSv/年） 

成人 2.0E-07 2.0E-07 2.0E-07 

幼児 1.1E-07 1.1E-07 1.1E-07 

乳児 6.5E-08 6.5E-08 6.5E-08 

海産物摂取に
よる 

内部被ばく 
(mSv/年） 

成人 2.8E-05 1.1E-04 8.5E-05 3.2E-04 2.4E-05 9.2E-05 

幼児 5.1E-05 2.0E-04 1.6E-04 6.0E-04 4.4E-05 1.7E-04 

乳児 6.7E-05 2.5E-04 2.0E-04 7.6E-04 5.7E-05 2.2E-04 

 

 

表 XII-9 年齢別の内部被ばく評価結果（実測値（J1-C タンク群）によるソースターム） 

評価 
ケース 

濃度の評価 
範囲 

10km×10km 5km×5km 20km×10km 

海産物 
摂取量 

平均的 多い 平均的 多い 平均的 多い 

飲水による 
内部被ばく 
(mSv/年） 

成人 3.1E-07 3.1E-07 3.1E-07 

幼児 5.3E-07 5.3E-07 5.3E-07 

乳児 － － － 

水しぶきの 
吸入による 
内部被ばく 
(mSv/年） 

成人 1.9E-07 1.9E-07 1.9E-07 

幼児 1.1E-07 1.1E-07 1.1E-07 

乳児 6.2E-08 6.2E-08 6.2E-08 

海産物摂取に
よる 

内部被ばく 
(mSv/年） 

成人 1.2E-06 5.5E-06 3.8E-06 1.7E-05 1.1E-06 4.7E-06 

幼児 1.5E-06 6.8E-06 4.6E-06 2.1E-05 1.3E-06 5.9E-06 

乳児 1.7E-06 8.1E-06 5.2E-06 2.4E-05 1.5E-06 6.9E-06 
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表 XII-10 年齢別の内部被ばく評価結果（実測値（J1-Gタンク群）によるソースターム） 

評価 
ケース 

濃度の評価 
範囲 

10km×10km 5km×5km 20km×10km 

海産物 
摂取量 

平均的 多い 平均的 多い 平均的 多い 

飲水による 
内部被ばく 
(mSv/年） 

成人 3.2E-07 3.2E-07 3.2E-07 

幼児 5.5E-07 5.5E-07 5.5E-07 

乳児 － － － 

水しぶきの 
吸入による 
内部被ばく 
(mSv/年） 

成人 4.0E-07 4.0E-07 4.0E-07 

幼児 2.2E-07 2.2E-07 2.2E-07 

乳児 1.2E-07 1.2E-07 1.2E-07 

海産物摂取に
よる 

内部被ばく 
(mSv/年） 

成人 7.9E-05 3.0E-04 2.4E-04 9.1E-04 6.7E-05 2.6E-04 

幼児 1.5E-04 5.6E-04 4.4E-04 1.7E-03 1.2E-04 4.8E-04 

乳児 1.9E-04 7.1E-04 5.8E-04 2.2E-03 1.6E-04 6.1E-04 

 

（現行記載なし） 

 

表 XII-10 年齢別の内部被ばく評価結果（実測値（J1-Gタンク群）によるソースターム） 

評価 
ケース 

濃度の評価 
範囲 

10km×10km 5km×5km 20km×10km 

海産物 
摂取量 

平均的 多い 平均的 多い 平均的 多い 

飲水による 
内部被ばく 
(mSv/年） 

成人 3.1E-07 3.1E-07 3.1E-07 

幼児 5.4E-07 5.4E-07 5.4E-07 

乳児 － － － 

水しぶきの 
吸入による 
内部被ばく 
(mSv/年） 

成人 3.8E-07 3.8E-07 3.8E-07 

幼児 2.0E-07 2.0E-07 2.0E-07 

乳児 1.1E-07 1.1E-07 1.1E-07 

海産物摂取に
よる 

内部被ばく 
(mSv/年） 

成人 2.6E-06 1.1E-05 7.8E-06 3.4E-05 2.2E-06 9.5E-06 

幼児 3.6E-06 1.6E-05 1.1E-05 4.9E-05 3.1E-06 1.4E-05 

乳児 4.6E-06 2.2E-05 1.4E-05 6.6E-05 3.9E-06 1.9E-05 

 

添付 XIII ALPS処理水の分析における不確かさの適用について 

 

（新規記載） 
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参考 A 福島第一原子力発電所の敷地境界線量評価と日本国内法における告示濃度限度について 

 

（中略） 

 

今般当社が計画している ALPS処理水の海洋放出では、 

 

① 海水による希釈前に、測定・確認用設備で、トリチウムを除く 63 核種の濃度について、告示濃度

比総和が 1を下回っていること 

② 海水による希釈後に、放水立坑において、トリチウムを含む 64 核種の濃度について、告示濃度比

総和が 1を下回っていること 

 

の 2つを確認することとしている。なお、②においては、トリチウム濃度が 1,500Bq/Lを下回るよう、

100 倍以上の海水により希釈することとしている。仮に 100 倍希釈でトリチウム濃度を 1,500Bq/Lまで

希釈できたと仮定すると、希釈前のトリチウム以外の告示濃度比総和を 1未満とするよう①で管理し、

かつトリチウムの濃度は 1,500Bq/L であることから、放水立坑における放射性物質の告示濃度比総和

は、最大で 

 

(63核種の告示濃度比総和) + (トリチウムの告示濃度比) 

=
𝑅①,63

100
+

1,500

60,000
=

1

100
+

1

40
= 0.035 

 

となる。 

 

（中略） 

 

 

参考 A 福島第一原子力発電所の敷地境界線量評価と日本国内法における告示濃度限度について 

 

（中略） 

 

今般当社が計画している ALPS処理水の海洋放出では、 

 

① 海水による希釈前に、測定・確認用設備で、トリチウムを除く核種の濃度について、告示濃度比総

和が 1を下回っていること 

② 海水による希釈後に、放水立坑において、トリチウムを含む核種の濃度について、告示濃度比総和

が 1を下回っていること 

 

の 2つを確認することとしている。なお、②においては、トリチウム濃度が 1,500Bq/Lを下回るよう、

100 倍以上の海水により希釈することとしている。仮に 100倍希釈でトリチウム濃度を 1,500Bq/Lまで

希釈できたと仮定すると、希釈前のトリチウム以外の告示濃度比総和を 1未満とするよう①で管理し、

かつトリチウムの濃度は 1,500Bq/L であることから、放水立坑における放射性物質の告示濃度比総和

は、最大で 

 

(トリチウム以外の核種の告示濃度比総和) + (トリチウムの告示濃度比) 

=
𝑅①

100
+

1,500

60,000
=

1

100
+

1

40
= 0.035 

 

となる。 

 

（中略） 
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参考 C 運用管理値の設定と仮想した ALPS処理水による被ばく評価について 

 

ALPS処理水の海洋放出では、トリチウム以外の 63核種（ALPS 除去対象の 62 核種および C-14）につ

いて告示濃度比総和 1未満であることを確認し、放出の際にはトリチウム濃度が告示濃度限度を大きく

下回るよう海水により 100倍以上に希釈することから、十分な安全性は担保されるが、環境中での移行

は核種によって異なるため、同じ告示濃度比でも被ばくへの影響は核種によって異なる。このようなソ

ースタームの不確かさを制限し、外部環境への影響のさらなる低減を図るため、被ばく上重要な 8核種

について個別の運用管理を行うこととした。運用管理値の設定は、以下の手順で行った。 

 

 

 

 

 

 

 

１．被ばく上重要な核種の選定 

２．選定した核種の運用管理値の設定 

 

設定した運用管理値を上回る濃度が検出された場合には、放出を行わず、二次処理に回すこととする。

ただし、これら 8核種については、今後行われる放出前の測定対象核種見直し時に、その見直し結果と

併せて必要に応じて見直すものとする。 

 

C1.運用管理対象核種の選定 

 

（中略） 

 

d．被ばく評価結果と運用管理対象核種の選定 

核種ごとに告示濃度限度で排水した場合の成人に対する内部被ばくの評価結果を、値の大きい順に並

べ替えたものを表 C-3 に示す。告示濃度限度で排水した場合の被ばく量が、0.001mSv/年を超える 8 核

種を、被ばく評価への影響の大きい核種として、運用管理対象核種として選定した。 

なお、海浜砂からの外部被ばくについても、告示濃度限度で排水した場合の被ばく量が 0.001mSv/年

を超える核種があるが、表 C-4に示すとおり、これらの核種はすべて Co-60の線量換算係数を使用した

核種であり、各核種が放出する光子のエネルギーや放出率を考慮すれば実際の外部被ばくへの影響は

Co-60に比べてわずかであり、運用管理の対象とする必要はないものと判断した。 

 

e．環境防護に関する確認 

 ここまでの検討は、人に対する被ばく影響に着目して行ったが、環境防護の観点から運用管理の対象

とすべき核種の確認を行った。 

 具体的には、ａ．のソースタームを用いて、7-2.「評価方法」に示した評価方法により海生動植物に

対する核種ごとの被ばく影響を評価した。評価結果を、値の大きい順に並べ替えたものを表 C-5に示す。 

 最も被ばく影響の大きい核種は、Fe-59 であるが、誘導考慮参考レベル（DCRL）の下限値よりも低い

結果となっている。Fe-59 が、人の被ばく低減の観点から運用管理の対象となっていること、その他の

核種は、Fe-59 に比べて評価値が 1桁以上小さいことから、環境防護の観点から運用管理の対象として

追加すべき核種はないものと判断した。 

 

（中略） 

 

参考 C 旧運用管理値の設定と仮想した ALPS処理水による被ばく評価について 

 

 ALPS 処理水の海洋放出では、トリチウム以外の核種について告示濃度比総和 1 未満であることを確

認し、放出の際にはトリチウム濃度が告示濃度限度を大きく下回るよう海水により 100倍以上に希釈す

ることから、十分な安全性は担保されるが、環境中での移行は核種によって異なるため、同じ告示濃度

比でも被ばくへの影響は核種によって異なる。設計段階の評価では、このようなソースタームの不確か

さを制限し、外部環境への影響のさらなる低減を図るため、被ばく上重要な 8核種について個別の運用

管理を行うことを提案した。 

一方、今般の建設段階での評価においては、新たに 30 核種にてソースタームを定義しなおしたこと

により、半減期が短いことなどの理由から 8核種のうち 7核種が測定・評価対象核種に選定されなかっ

たことを受け、ここで設定した運用管理は行わないこととするが、この参考 Cでは設計段階において設

定した運用管理対象核種（以下「旧運用管理対象核種」という）選定および運用管理値（以下「旧運用

管理値」という）の検討経緯を記録しておく。 

旧運用管理値の設定は、以下の手順で行った。 

 

１．被ばく上重要な核種の選定 

２．選定した核種の旧運用管理値の設定 

 

設定した旧運用管理値を上回る濃度が検出された場合には、放出を行わず、二次処理に回すこととし

た。ただし、これら 8核種については、今後行われる放出前の測定対象核種見直し時に、その見直し結

果と併せて必要に応じて見直すものとした。 

 

C1.旧運用管理対象核種の選定 

 

（中略） 

 

d．被ばく評価結果と旧運用管理対象核種の選定 

核種ごとに告示濃度限度で排水した場合の成人に対する内部被ばくの評価結果を、値の大きい順に並

べ替えたものを表 C-3 に示す。告示濃度限度で排水した場合の被ばく量が、0.001mSv/年を超える 8 核

種を、被ばく評価への影響の大きい核種として、旧運用管理対象核種として選定した。 

なお、海浜砂からの外部被ばくについても、告示濃度限度で排水した場合の被ばく量が 0.001mSv/年

を超える核種があるが、表 C-4に示すとおり、これらの核種はすべて Co-60 の線量換算係数を使用した

核種であり、各核種が放出する光子のエネルギーや放出率を考慮すれば実際の外部被ばくへの影響は

Co-60に比べてわずかであり、旧運用管理の対象とする必要はないものと判断した。 

 

e．環境防護に関する確認 

 ここまでの検討は、人に対する被ばく影響に着目して行ったが、環境防護の観点から旧運用管理の対

象とすべき核種の確認を行った。 

 具体的には、ａ．のソースタームを用いて、7-2.「評価方法」に示した評価方法により海生動植物に

対する核種ごとの被ばく影響を評価した。評価結果を、値の大きい順に並べ替えたものを表 C-5に示す。 

 最も被ばく影響の大きい核種は、Fe-59 であるが、誘導考慮参考レベル（DCRL）の下限値よりも低い

結果となっている。Fe-59 が、人の被ばく低減の観点から旧運用管理の対象となっていること、その他

の核種は、Fe-59 に比べて評価値が 1 桁以上小さいことから、環境防護の観点から旧運用管理の対象と

して追加すべき核種はないものと判断した。 

 

（中略） 
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変 更 前 変 更 後 変 更 理 由 

表 C-3 核種ごとに告示濃度限度で放出した場合の海産物摂取による内部被ばく評価結果（成人）

（0.001mSv/年を超える 8核種を運用管理対象として選定） 

No. 
対象 

核種 

告示濃度限度 

（Bq/L） 

海産物摂取による 

内部被ばく線量 

(mSv/年)  

備考 

1 Sn-126 6.0E+04 2.6E-02 
運用管理対象 

2 Sn-123 2.0E+03 2.3E-02 運用管理対象 

3 Sn-119m 1.0E+03 1.9E-02 
運用管理対象 

4 Fe-59 4.0E+02 5.6E-03 
運用管理対象 

5 Cd-115m 1.0E+03 1.4E-03 
運用管理対象 

6 C-14 2.0E+02 1.3E-03 
運用管理対象 

7 Cd-113m 6.0E+03 1.3E-03 
運用管理対象 

8 Ag-110m 2.0E+02 1.0E-03 運用管理対象 

9 Zn-65 3.0E+02 8.4E-04 
 

10 Mn-54 3.0E+02 5.2E-04 
 

11 Co-58 3.0E+01 2.5E-04 
 

12 Co-60 3.0E+02 2.3E-04 
 

13 Tc-99 3.0E+02 2.1E-04 
 

14 Te-129m 1.0E+03 1.4E-04  

15 Te-127 1.0E+03 1.3E-04 
 

16 Te-123m 1.0E+03 1.3E-04 
 

17 Eu-155 1.0E+02 1.3E-04 
 

18 Te-125m 2.0E+05 1.2E-04 
 

19 Pm-148m 3.0E+05 1.1E-04 
 

20 Eu-152 3.0E+02 1.1E-04  

21 Te-127m 4.0E+01 1.1E-04 
 

22 Gd-153 3.0E+02 1.1E-04 
 

23 Pm-146 2.0E+03 1.1E-04 
 

24 Pm-148 4.0E+02 1.1E-04 
 

25 Eu-154 2.0E+02 1.1E-04 
 

26 I-129 3.0E+02 1.1E-04  

27 Sm-151 8.0E+02 1.0E-04 
 

28 Pm-147 6.0E+02 1.0E-04 
 

29 Am-241 9.0E+02 1.0E-04 
 

30 Am-243 5.0E+03 1.0E-04 
 

31 Am-242m 3.0E+02 9.7E-05 
 

32 Pu-239 1.0E+04 8.4E-05  

33 Pu-240 3.0E+02 8.4E-05 
 

34 Ce-144 9.0E+00 8.4E-05 
 

35 Pu-241 6.0E+01 8.1E-05 
 

36 Pu-238 6.0E+02 7.8E-05 
 

37 Ni-63 3.0E+02 7.7E-05 
 

38 Cm-243 9.0E+01 6.3E-05  

表 C-3 核種ごとに告示濃度限度で放出した場合の海産物摂取による内部被ばく評価結果（成人）

（0.001mSv/年を超える 8核種を旧運用管理対象として選定） 

No. 
対象 

核種 

告示濃度限度 

（Bq/L） 

海産物摂取による 

内部被ばく線量 

(mSv/年)  

備考 

1 Sn-126 6.0E+04 2.6E-02 
旧運用管理対象 

2 Sn-123 2.0E+03 2.3E-02 旧運用管理対象 

3 Sn-119m 1.0E+03 1.9E-02 
旧運用管理対象 

4 Fe-59 4.0E+02 5.6E-03 
旧運用管理対象 

5 Cd-115m 1.0E+03 1.4E-03 
旧運用管理対象 

6 C-14 2.0E+02 1.3E-03 
旧運用管理対象 

7 Cd-113m 6.0E+03 1.3E-03 
旧運用管理対象 

8 Ag-110m 2.0E+02 1.0E-03 旧運用管理対象 

9 Zn-65 3.0E+02 8.4E-04 
 

10 Mn-54 3.0E+02 5.2E-04 
 

11 Co-58 3.0E+01 2.5E-04 
 

12 Co-60 3.0E+02 2.3E-04 
 

13 Tc-99 3.0E+02 2.1E-04 
 

14 Te-129m 1.0E+03 1.4E-04  

15 Te-127 1.0E+03 1.3E-04 
 

16 Te-123m 1.0E+03 1.3E-04 
 

17 Eu-155 1.0E+02 1.3E-04 
 

18 Te-125m 2.0E+05 1.2E-04 
 

19 Pm-148m 3.0E+05 1.1E-04 
 

20 Eu-152 3.0E+02 1.1E-04  

21 Te-127m 4.0E+01 1.1E-04 
 

22 Gd-153 3.0E+02 1.1E-04 
 

23 Pm-146 2.0E+03 1.1E-04 
 

24 Pm-148 4.0E+02 1.1E-04 
 

25 Eu-154 2.0E+02 1.1E-04 
 

26 I-129 3.0E+02 1.1E-04  

27 Sm-151 8.0E+02 1.0E-04 
 

28 Pm-147 6.0E+02 1.0E-04 
 

29 Am-241 9.0E+02 1.0E-04 
 

30 Am-243 5.0E+03 1.0E-04 
 

31 Am-242m 3.0E+02 9.7E-05 
 

32 Pu-239 1.0E+04 8.4E-05  

33 Pu-240 3.0E+02 8.4E-05 
 

34 Ce-144 9.0E+00 8.4E-05 
 

35 Pu-241 6.0E+01 8.1E-05 
 

36 Pu-238 6.0E+02 7.8E-05 
 

37 Ni-63 3.0E+02 7.7E-05 
 

38 Cm-243 9.0E+01 6.3E-05  
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39 Cm-244 8.0E+05 5.9E-05 
 

40 Ce-141 3.0E+02 5.7E-05 
 

41 Cm-242 1.0E+03 5.0E-05  

42 Tb-160 2.0E+02 4.9E-05  

43 Nb-95 2.0E+04 2.7E-05 
 

44 Sb-125 4.0E+04 2.4E-05 
 

45 Sb-124 9.0E+02 2.0E-05 
 

46 Ru-103 3.0E+03 2.0E-05 
 

47 Ru-106 3.0E+02 1.9E-05  

48 Y-91 5.0E+02 1.7E-05  

49 Cs-135 8.0E+03 6.2E-06 
 

50 Cs-137 6.0E+02 6.1E-06 
 

51 Cs-134 4.0E+02 5.9E-06 
 

52 Cs-136 3.0E+03 4.7E-06 
 

53 Te-129 3.0E+03 3.0E-06  

54 Y-90 5.0E+02 2.0E-06  

55 Ba-140 4.0E+00 9.8E-07 
 

56 Pr-144 4.0E+00 6.7E-07 
 

57 Rb-86 4.0E+00 6.3E-07 
 

58 Sr-90 2.0E+02 2.9E-07 
 

59 Sr-89 5.0E+00 2.7E-07  

60 Rh-103m 5.0E+00 1.8E-07  

61 H-3 5.0E+00 1.3E-07 
 

62 Rh-106 6.0E+01 0.0E+00 
親核種にて評価 

63 Ba-137m 6.0E+00 
0.0E+00 親核種にて評価 

64 Pr-144m 7.0E+00 
0.0E+00 親核種にて評価 

 
 

39 Cm-244 8.0E+05 5.9E-05 
 

40 Ce-141 3.0E+02 5.7E-05 
 

41 Cm-242 1.0E+03 5.0E-05  

42 Tb-160 2.0E+02 4.9E-05  

43 Nb-95 2.0E+04 2.7E-05 
 

44 Sb-125 4.0E+04 2.4E-05 
 

45 Sb-124 9.0E+02 2.0E-05 
 

46 Ru-103 3.0E+03 2.0E-05 
 

47 Ru-106 3.0E+02 1.9E-05  

48 Y-91 5.0E+02 1.7E-05  

49 Cs-135 8.0E+03 6.2E-06 
 

50 Cs-137 6.0E+02 6.1E-06 
 

51 Cs-134 4.0E+02 5.9E-06 
 

52 Cs-136 3.0E+03 4.7E-06 
 

53 Te-129 3.0E+03 3.0E-06  

54 Y-90 5.0E+02 2.0E-06  

55 Ba-140 4.0E+00 9.8E-07 
 

56 Pr-144 4.0E+00 6.7E-07 
 

57 Rb-86 4.0E+00 6.3E-07 
 

58 Sr-90 2.0E+02 2.9E-07 
 

59 Sr-89 5.0E+00 2.7E-07  

60 Rh-103m 5.0E+00 1.8E-07  

61 H-3 5.0E+00 1.3E-07 
 

62 Rh-106 6.0E+01 0.0E+00 
親核種にて評価 

63 Ba-137m 6.0E+00 
0.0E+00 親核種にて評価 

64 Pr-144m 7.0E+00 
0.0E+00 親核種にて評価 
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表 C-4 核種ごとに告示濃度限度で放出した場合の海浜砂からの外部被ばく評価結果 

 
核種 

告示濃度限度 

（Bq/L） 

海浜砂からの被ばく 

（mSv/年） 
備考 

1 Te-127 5.0E+03 1.0E-02 線量換算係数に Co-60の値を参照 

2 Eu-155 3.0E+03 6.2E-03 線量換算係数に Co-60の値を参照 

3 Gd-153 3.0E+03 6.2E-03 線量換算係数に Co-60の値を参照 

4 Sn-119m 2.0E+03 4.1E-03 線量換算係数に Co-60の値を参照 

5 Nb-95 1.0E+03 2.1E-03 線量換算係数に Co-60の値を参照 

6 Ru-103 1.0E+03 2.1E-03 線量換算係数に Co-60の値を参照 

7 Ce-141 1.0E+03 2.1E-03 線量換算係数に Co-60の値を参照 

8 Pm-146 9.0E+02 1.9E-03 線量換算係数に Co-60の値を参照 

9 Te-123m 6.0E+02 1.2E-03 線量換算係数に Co-60の値を参照 

10 Cs-135 6.0E+02 1.2E-03 線量換算係数に Co-60の値を参照 

11 Pm-148m 5.0E+02 1.0E-03 線量換算係数に Co-60の値を参照 

12 Tb-160 5.0E+02 1.0E-03 線量換算係数に Co-60の値を参照 

13 Co-58 1.0E+03 8.4E-04 線量換算係数に Co-60の値を参照 

14 Sn-123 4.0E+02 8.3E-04 
 

15 Mn-54 1.0E+03 7.0E-04 
 

16 Rb-86 3.0E+02 6.2E-04 線量換算係数に Co-60の値を参照 

17 Sr-89 3.0E+02 6.2E-04 線量換算係数に Co-60の値を参照 

18 Y-91 3.0E+02 6.2E-04 線量換算係数に Co-60の値を参照 

19 Ag-110m 3.0E+02 6.2E-04 線量換算係数に Co-60の値を参照 

20 Cd-115m 3.0E+02 6.2E-04 線量換算係数に Co-60の値を参照 

21 Sb-124 3.0E+02 6.2E-04 線量換算係数に Co-60の値を参照 

22 Te-127m 3.0E+02 6.2E-04 線量換算係数に Co-60の値を参照 

23 Te-129m 3.0E+02 6.2E-04 線量換算係数に Co-60の値を参照 

24 Cs-136 3.0E+02 6.2E-04 線量換算係数に Co-60の値を参照 

25 Ba-140 3.0E+02 6.2E-04 線量換算係数に Co-60の値を参照 

26 Pm-148 3.0E+02 6.2E-04 線量換算係数に Co-60の値を参照 

27 Eu-152 6.0E+02 5.5E-04 
 

28 Co-60 2.0E+02 4.1E-04 
 

29 Eu-154 4.0E+02 4.0E-04 
 

30 Sb-125 8.0E+02 2.9E-04 
 

31 Zn-65 2.0E+02 9.7E-05 
 

32 Cs-134 6.0E+01 8.2E-05 
 

33 Cs-137 9.0E+01 4.8E-05 
 

34 Ru-106 1.0E+02 1.9E-05 
 

35 Pu-241 2.0E+02 1.8E-05 
 

36 Ce-144 2.0E+02 8.8E-06 
 

37 Te-125m 9.0E+02 7.5E-06 
 

38 Sn-126 2.0E+02 4.6E-06 
 

39 Cm-243 6.0E+00 8.2E-07 線量換算係数に Am-243の値を参照 

40 Am-243 5.0E+00 6.8E-07 
 

表 C-4 核種ごとに告示濃度限度で放出した場合の海浜砂からの外部被ばく評価結果 

 
核種 

告示濃度限度 

（Bq/L） 

海浜砂からの被ばく 

（mSv/年） 
備考 

1 Te-127 5.0E+03 1.0E-02 線量換算係数に Co-60の値を参照 

2 Eu-155 3.0E+03 6.2E-03 線量換算係数に Co-60の値を参照 

3 Gd-153 3.0E+03 6.2E-03 線量換算係数に Co-60の値を参照 

4 Sn-119m 2.0E+03 4.1E-03 線量換算係数に Co-60の値を参照 

5 Nb-95 1.0E+03 2.1E-03 線量換算係数に Co-60の値を参照 

6 Ru-103 1.0E+03 2.1E-03 線量換算係数に Co-60の値を参照 

7 Ce-141 1.0E+03 2.1E-03 線量換算係数に Co-60の値を参照 

8 Pm-146 9.0E+02 1.9E-03 線量換算係数に Co-60の値を参照 

9 Te-123m 6.0E+02 1.2E-03 線量換算係数に Co-60の値を参照 

10 Cs-135 6.0E+02 1.2E-03 線量換算係数に Co-60の値を参照 

11 Pm-148m 5.0E+02 1.0E-03 線量換算係数に Co-60の値を参照 

12 Tb-160 5.0E+02 1.0E-03 線量換算係数に Co-60の値を参照 

13 Co-58 1.0E+03 8.4E-04 線量換算係数に Co-60の値を参照 

14 Sn-123 4.0E+02 8.3E-04 
 

15 Mn-54 1.0E+03 7.0E-04 
 

16 Rb-86 3.0E+02 6.2E-04 線量換算係数に Co-60の値を参照 

17 Sr-89 3.0E+02 6.2E-04 線量換算係数に Co-60の値を参照 

18 Y-91 3.0E+02 6.2E-04 線量換算係数に Co-60の値を参照 

19 Ag-110m 3.0E+02 6.2E-04 線量換算係数に Co-60の値を参照 

20 Cd-115m 3.0E+02 6.2E-04 線量換算係数に Co-60の値を参照 

21 Sb-124 3.0E+02 6.2E-04 線量換算係数に Co-60の値を参照 

22 Te-127m 3.0E+02 6.2E-04 線量換算係数に Co-60の値を参照 

23 Te-129m 3.0E+02 6.2E-04 線量換算係数に Co-60の値を参照 

24 Cs-136 3.0E+02 6.2E-04 線量換算係数に Co-60の値を参照 

25 Ba-140 3.0E+02 6.2E-04 線量換算係数に Co-60の値を参照 

26 Pm-148 3.0E+02 6.2E-04 線量換算係数に Co-60の値を参照 

27 Eu-152 6.0E+02 5.5E-04 
 

28 Co-60 2.0E+02 4.1E-04 
 

29 Eu-154 4.0E+02 4.0E-04 
 

30 Sb-125 8.0E+02 2.9E-04 
 

31 Zn-65 2.0E+02 9.7E-05 
 

32 Cs-134 6.0E+01 8.2E-05 
 

33 Cs-137 9.0E+01 4.8E-05 
 

34 Ru-106 1.0E+02 1.9E-05 
 

35 Pu-241 2.0E+02 1.8E-05 
 

36 Ce-144 2.0E+02 8.8E-06 
 

37 Te-125m 9.0E+02 7.5E-06 
 

38 Sn-126 2.0E+02 4.6E-06 
 

39 Cm-243 6.0E+00 8.2E-07 線量換算係数に Am-243の値を参照 

40 Am-243 5.0E+00 6.8E-07 
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変 更 前 変 更 後 変 更 理 由 

41 Sr-90 3.0E+01 1.6E-07 
 

42 I-129 9.0E+00 5.1E-08 
 

43 Pm-147 3.0E+03 4.6E-08 
 

44 Am-242m 5.0E+00 4.4E-08 
 

45 Am-241 5.0E+00 3.7E-08 
 

46 Fe-59 4.0E+02 2.8E-08 
 

47 Tc-99 1.0E+03 2.8E-08 
 

48 Sm-151 8.0E+03 2.2E-08 
 

49 Cm-242 6.0E+01 9.8E-09 
 

50 Cd-113m 4.0E+01 7.2E-09 
 

51 Cm-244 7.0E+00 1.1E-09 
 

52 Pu-238 4.0E+00 6.3E-10 
 

53 Pu-240 4.0E+00 6.2E-10 
 

54 Pu-239 4.0E+00 3.7E-10 
 

55 H-3 6.0E+04 0.0E+00 
 

56 C-14 2.0E+03 0.0E+00 
 

57 Ni-63 6.0E+03 0.0E+00 
 

58 Y-90 3.0E+02 0.0E+00 親核種にて評価 

59 Rh-103m 2.0E+05 0.0E+00 
親核種にて評価 

60 Rh-106 3.0E+05 0.0E+00 
親核種にて評価 

61 Te-129 1.0E+04 0.0E+00 親核種にて評価 

62 Ba-137m 8.0E+05 0.0E+00 親核種にて評価 

63 Pr-144 2.0E+04 0.0E+00 
親核種にて評価 

64 Pr-144m 4.0E+04 0.0E+00 
親核種にて評価 

※ハッチングは運用管理の対象核種 

 

41 Sr-90 3.0E+01 1.6E-07 
 

42 I-129 9.0E+00 5.1E-08 
 

43 Pm-147 3.0E+03 4.6E-08 
 

44 Am-242m 5.0E+00 4.4E-08 
 

45 Am-241 5.0E+00 3.7E-08 
 

46 Fe-59 4.0E+02 2.8E-08 
 

47 Tc-99 1.0E+03 2.8E-08 
 

48 Sm-151 8.0E+03 2.2E-08 
 

49 Cm-242 6.0E+01 9.8E-09 
 

50 Cd-113m 4.0E+01 7.2E-09 
 

51 Cm-244 7.0E+00 1.1E-09 
 

52 Pu-238 4.0E+00 6.3E-10 
 

53 Pu-240 4.0E+00 6.2E-10 
 

54 Pu-239 4.0E+00 3.7E-10 
 

55 H-3 6.0E+04 0.0E+00 
 

56 C-14 2.0E+03 0.0E+00 
 

57 Ni-63 6.0E+03 0.0E+00 
 

58 Y-90 3.0E+02 0.0E+00 親核種にて評価 

59 Rh-103m 2.0E+05 0.0E+00 
親核種にて評価 

60 Rh-106 3.0E+05 0.0E+00 
親核種にて評価 

61 Te-129 1.0E+04 0.0E+00 親核種にて評価 

62 Ba-137m 8.0E+05 0.0E+00 親核種にて評価 

63 Pr-144 2.0E+04 0.0E+00 
親核種にて評価 

64 Pr-144m 4.0E+04 0.0E+00 
親核種にて評価 

※ハッチングは旧運用管理の対象核種 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

測定・評価対象核種の選定に伴

う記載の適正化 
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変 更 前 変 更 後 変 更 理 由 

表 C-5 核種ごとに告示濃度限度で放出した場合の環境防護に関する評価結果 

 
核種 

告示濃度限度 

（Bq/L） 

被ばく評価結果（mGy/日） 
備考 

扁平魚 カニ 褐藻 

1 Fe-59 4.0E+02 5.4E-01 5.4E-01 5.8E-01  

2 Sn-126 2.0E+02 9.7E-03 9.3E-03 9.0E-03  

3 Pm-148m 5.0E+02 7.5E-03 7.2E-03 8.1E-03  

4 Mn-54 1.0E+03 6.6E-03 6.0E-03 6.6E-03  

5 Eu-152 6.0E+02 5.4E-03 5.1E-03 5.4E-03  

6 Pm-146 9.0E+02 5.1E-03 4.9E-03 5.4E-03  

7 Tb-160 5.0E+02 4.2E-03 4.2E-03 4.5E-03  

8 Eu-154 4.0E+02 3.8E-03 3.6E-03 3.8E-03  

9 Nb-95 1.0E+03 2.3E-03 2.3E-03 2.4E-03  

10 Gd-153 3.0E+03 2.2E-03 2.0E-03 2.5E-03  

11 Pm-148 3.0E+02 1.5E-03 1.4E-03 2.0E-03  

12 Eu-155 3.0E+03 1.3E-03 1.3E-03 1.3E-03  

13 Co-58 1.0E+03 1.1E-03 1.1E-03 1.1E-03  

14 Sn-123 4.0E+02 1.0E-03 9.7E-04 1.0E-03  

15 Sn-119m 2.0E+03 9.6E-04 9.1E-04 6.7E-04  

16 Ce-141 1.0E+03 8.6E-04 8.2E-04 8.9E-04  

17 Co-60 2.0E+02 5.6E-04 5.6E-04 6.1E-04  

18 Ce-144 2.0E+02 4.7E-04 2.7E-04 4.7E-04  

19 Ru-103 1.0E+03 7.4E-05 7.4E-05 7.6E-05  

20 Cd-115m 3.0E+02 4.4E-05 1.9E-04 8.3E-06  

21 Ag-110m 3.0E+02 4.1E-05 2.3E-04 3.5E-05  

22 Y-91 3.0E+02 3.6E-05 2.2E-05 1.6E-04  

23 Zn-65 2.0E+02 3.3E-05 6.6E-05 3.2E-05  

24 C-14 2.0E+03 1.0E-05 8.4E-06 6.7E-06  

25 Cs-136 3.0E+02 9.5E-06 9.4E-06 9.4E-06  

26 Te-127 5.0E+03 9.4E-06 9.4E-06 8.7E-05  

27 Am-243 5.0E+00 8.8E-06 1.1E-05 9.7E-06  

28 Ru-106 1.0E+02 6.4E-06 6.4E-06 7.6E-06  

29 Cm-243 6.0E+00 5.8E-06 1.5E-05 9.4E-06  

30 Ba-140 3.0E+02 5.6E-06 7.7E-06 1.0E-05  

31 Sb-124 3.0E+02 5.1E-06 4.8E-06 6.1E-06  

32 Sb-125 8.0E+02 3.2E-06 3.0E-06 4.0E-06  

33 Pm-147 3.0E+03 2.9E-06 3.9E-05 2.7E-05  

34 Cd-113m 4.0E+01 1.7E-06 7.8E-06 1.4E-07  

35 Te-129m 3.0E+02 1.6E-06 1.6E-06 1.5E-05  

36 Sm-151 8.0E+03 1.5E-06 3.3E-05 1.3E-05  

37 Cs-134 6.0E+01 1.5E-06 1.4E-06 1.5E-06  

38 Te-125m 9.0E+02 1.0E-06 1.0E-06 8.8E-06  

39 Am-241 5.0E+00 9.4E-07 3.1E-06 9.7E-07  

40 Te-123m 6.0E+02 9.0E-07 9.2E-07 5.4E-06  

表 C-5 核種ごとに告示濃度限度で放出した場合の環境防護に関する評価結果 

 
核種 

告示濃度限度 

（Bq/L） 

被ばく評価結果（mGy/日） 
備考 

扁平魚 カニ 褐藻 

1 Fe-59 4.0E+02 5.4E-01 5.4E-01 5.8E-01  

2 Sn-126 2.0E+02 9.7E-03 9.3E-03 9.0E-03  

3 Pm-148m 5.0E+02 7.5E-03 7.2E-03 8.1E-03  

4 Mn-54 1.0E+03 6.6E-03 6.0E-03 6.6E-03  

5 Eu-152 6.0E+02 5.4E-03 5.1E-03 5.4E-03  

6 Pm-146 9.0E+02 5.1E-03 4.9E-03 5.4E-03  

7 Tb-160 5.0E+02 4.2E-03 4.2E-03 4.5E-03  

8 Eu-154 4.0E+02 3.8E-03 3.6E-03 3.8E-03  

9 Nb-95 1.0E+03 2.3E-03 2.3E-03 2.4E-03  

10 Gd-153 3.0E+03 2.2E-03 2.0E-03 2.5E-03  

11 Pm-148 3.0E+02 1.5E-03 1.4E-03 2.0E-03  

12 Eu-155 3.0E+03 1.3E-03 1.3E-03 1.3E-03  

13 Co-58 1.0E+03 1.1E-03 1.1E-03 1.1E-03  

14 Sn-123 4.0E+02 1.0E-03 9.7E-04 1.0E-03  

15 Sn-119m 2.0E+03 9.6E-04 9.1E-04 6.7E-04  

16 Ce-141 1.0E+03 8.6E-04 8.2E-04 8.9E-04  

17 Co-60 2.0E+02 5.6E-04 5.6E-04 6.1E-04  

18 Ce-144 2.0E+02 4.7E-04 2.7E-04 4.7E-04  

19 Ru-103 1.0E+03 7.4E-05 7.4E-05 7.6E-05  

20 Cd-115m 3.0E+02 4.4E-05 1.9E-04 8.3E-06  

21 Ag-110m 3.0E+02 4.1E-05 2.3E-04 3.5E-05  

22 Y-91 3.0E+02 3.6E-05 2.2E-05 1.6E-04  

23 Zn-65 2.0E+02 3.3E-05 6.6E-05 3.2E-05  

24 C-14 2.0E+03 1.0E-05 8.4E-06 6.7E-06  

25 Cs-136 3.0E+02 9.5E-06 9.4E-06 9.4E-06  

26 Te-127 5.0E+03 9.4E-06 9.4E-06 8.7E-05  

27 Am-243 5.0E+00 8.8E-06 1.1E-05 9.7E-06  

28 Ru-106 1.0E+02 6.4E-06 6.4E-06 7.6E-06  

29 Cm-243 6.0E+00 5.8E-06 1.5E-05 9.4E-06  

30 Ba-140 3.0E+02 5.6E-06 7.7E-06 1.0E-05  

31 Sb-124 3.0E+02 5.1E-06 4.8E-06 6.1E-06  

32 Sb-125 8.0E+02 3.2E-06 3.0E-06 4.0E-06  

33 Pm-147 3.0E+03 2.9E-06 3.9E-05 2.7E-05  

34 Cd-113m 4.0E+01 1.7E-06 7.8E-06 1.4E-07  

35 Te-129m 3.0E+02 1.6E-06 1.6E-06 1.5E-05  

36 Sm-151 8.0E+03 1.5E-06 3.3E-05 1.3E-05  

37 Cs-134 6.0E+01 1.5E-06 1.4E-06 1.5E-06  

38 Te-125m 9.0E+02 1.0E-06 1.0E-06 8.8E-06  

39 Am-241 5.0E+00 9.4E-07 3.1E-06 9.7E-07  

40 Te-123m 6.0E+02 9.0E-07 9.2E-07 5.4E-06  
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変 更 前 変 更 後 変 更 理 由 

41 Cs-137 9.0E+01 8.0E-07 7.7E-07 8.0E-07  

42 Rb-86 6.0E+01 7.8E-07 9.9E-05 3.7E-05  

43 Cm-242 3.0E+02 7.7E-07 7.7E-07 7.2E-06  

44 Te-127m 5.0E+00 7.2E-07 8.0E-07 1.3E-06  

45 Am-242m 3.0E+02 6.7E-07 5.3E-07 1.3E-06  

46 Pu-238 4.0E+00 4.6E-07 3.1E-07 7.6E-07  

47 Pu-240 4.0E+00 4.3E-07 2.9E-07 7.1E-07  

48 Pu-239 4.0E+00 4.3E-07 2.9E-07 7.1E-07  

49 Ni-63 6.0E+03 2.3E-07 5.5E-06 1.7E-06  

50 Cm-244 7.0E+00 8.6E-08 1.1E-05 4.2E-06  

51 Tc-99 1.0E+03 6.7E-08 1.5E-05 4.5E-05  

52 Sr-89 3.0E+02 6.1E-08 2.1E-07 6.0E-08  

53 Cs-135 6.0E+02 5.3E-08 2.9E-08 4.3E-08  

54 Pu-241 2.0E+02 2.2E-08 1.5E-08 3.7E-08  

55 Sr-90 3.0E+01 1.1E-08 4.1E-08 1.1E-08  

56 H-3 6.0E+04 4.7E-09 4.7E-09 1.8E-09  

57 I-129 9.0E+00 9.1E-11 5.2E-08 2.3E-08  

58 Y-90 3.0E+02 0.0E+00 0.0E+00 0.0E+00 親核種にて評価 

59 Rh-103m 2.0E+05 0.0E+00 0.0E+00 0.0E+00 親核種にて評価 

60 Rh-106 3.0E+05 0.0E+00 0.0E+00 0.0E+00 親核種にて評価 

61 Te-129 1.0E+04 0.0E+00 0.0E+00 0.0E+00 親核種にて評価 

62 Ba-137m 8.0E+05 0.0E+00 0.0E+00 0.0E+00 親核種にて評価 

63 Pr-144 2.0E+04 0.0E+00 0.0E+00 0.0E+00 親核種にて評価 

64 Pr-144m 4.0E+04 0.0E+00 0.0E+00 0.0E+00 親核種にて評価 

※ハッチングは運用管理の対象核種 

 

 

41 Cs-137 9.0E+01 8.0E-07 7.7E-07 8.0E-07  

42 Rb-86 6.0E+01 7.8E-07 9.9E-05 3.7E-05  

43 Cm-242 3.0E+02 7.7E-07 7.7E-07 7.2E-06  

44 Te-127m 5.0E+00 7.2E-07 8.0E-07 1.3E-06  

45 Am-242m 3.0E+02 6.7E-07 5.3E-07 1.3E-06  

46 Pu-238 4.0E+00 4.6E-07 3.1E-07 7.6E-07  

47 Pu-240 4.0E+00 4.3E-07 2.9E-07 7.1E-07  

48 Pu-239 4.0E+00 4.3E-07 2.9E-07 7.1E-07  

49 Ni-63 6.0E+03 2.3E-07 5.5E-06 1.7E-06  

50 Cm-244 7.0E+00 8.6E-08 1.1E-05 4.2E-06  

51 Tc-99 1.0E+03 6.7E-08 1.5E-05 4.5E-05  

52 Sr-89 3.0E+02 6.1E-08 2.1E-07 6.0E-08  

53 Cs-135 6.0E+02 5.3E-08 2.9E-08 4.3E-08  

54 Pu-241 2.0E+02 2.2E-08 1.5E-08 3.7E-08  

55 Sr-90 3.0E+01 1.1E-08 4.1E-08 1.1E-08  

56 H-3 6.0E+04 4.7E-09 4.7E-09 1.8E-09  

57 I-129 9.0E+00 9.1E-11 5.2E-08 2.3E-08  

58 Y-90 3.0E+02 0.0E+00 0.0E+00 0.0E+00 親核種にて評価 

59 Rh-103m 2.0E+05 0.0E+00 0.0E+00 0.0E+00 親核種にて評価 

60 Rh-106 3.0E+05 0.0E+00 0.0E+00 0.0E+00 親核種にて評価 

61 Te-129 1.0E+04 0.0E+00 0.0E+00 0.0E+00 親核種にて評価 

62 Ba-137m 8.0E+05 0.0E+00 0.0E+00 0.0E+00 親核種にて評価 

63 Pr-144 2.0E+04 0.0E+00 0.0E+00 0.0E+00 親核種にて評価 

64 Pr-144m 4.0E+04 0.0E+00 0.0E+00 0.0E+00 親核種にて評価 

※ハッチングは旧運用管理の対象核種 
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変 更 前 変 更 後 変 更 理 由 

C2. 運用管理値の設定 

 これまでに分析したタンクおよび ALPS 出口水の分析結果において、運用管理対象核種のうち、C-14

を除く７核種は不検出であった。不検出の核種については、二次処理性能確認試験における検出下限値

（２タンク群の結果の数字が大きいもの）に、誤差を考慮して 20％を上乗せした濃度を切り上げて運用

管理値とし、検出されている C-14 については、最大値の 2 倍の濃度を切り上げて運用管理値として設

定した。 

運用管理値の設定フローを図 C-1、設定した運用管理値を表 C-6に示す。 

 

手順１

核種ごとに当該核種が告示濃度限度で含まれた
仮想の水を放出した場合の被ばく評価を実施

手順２

手順１の評価の結果、0.001mSv/年を
超える核種か？

手順３

これまでの分析で
検出されているか？

62核種＋C-14

運用管理対象核種 運用管理対象外

手順4-1

核種ごとにこれまで検出された濃度の
最大値の2倍を運用管理値とする

手順4-2

核種ごとの検出下限値の最大値に分析誤差20%を
上乗せした濃度を運用管理値とする

 
図 C-1 運用管理値設定の流れ 

 

C2. 旧運用管理値の設定 

 これまでに分析したタンクおよび ALPS 出口水の分析結果において、旧運用管理対象核種のうち、C-

14を除く７核種は不検出であった。不検出の核種については、二次処理性能確認試験における検出下限

値（２タンク群の結果の数字が大きいもの）に、誤差を考慮して 20％を上乗せした濃度を切り上げて旧

運用管理値とし、検出されている C-14 については、最大値の 2 倍の濃度を切り上げて旧運用管理値と

して設定した。 

旧運用管理値の設定フローを図 C-1、設定した旧運用管理値を表 C-6に示す。 

 

手順１

核種ごとに当該核種が告示濃度限度で含まれた
仮想の水を放出した場合の被ばく評価を実施

手順２

手順１の評価の結果、0.001mSv/年を
超える核種か？

手順３

これまでの分析で
検出されているか？

62核種＋C-14

旧運用管理対象核種 旧運用管理対象外

手順4-1

核種ごとにこれまで検出された濃度の
最大値の2倍を運用管理値とする

手順4-2

核種ごとの検出下限値の最大値に分析誤差20%を
上乗せした濃度を運用管理値とする

 
図 C-1 旧運用管理値設定の流れ 
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変 更 前 変 更 後 変 更 理 由 

表 C-6 設定した運用管理値 

不
検
出
核
種 

核種 
告示濃度限度 

（Bq/L） 

検出下限値 

（Bq/L） 

検出下限値×1.2 

（Bq/L） 

運用管理値 

（Bq/L） 
告示濃度比 

Fe-59 4.0E+02 8.66E-02 1.04E-01 2E-01 5.0E-04 

Ag-110m 3.0E+02 4.26E-02 5.11E-02 6E-02 2.0E-04 

Cd-113m 4.0E+01 8.55E-02 1.03E-01 2E-01 5.0E-03 

Cd-115m 3.0E+02 2.70E+00 3.24E+00 4E+00 1.3E-02 

Sn-119m 2.0E+03 4.24E+01 5.09E+01 6E+01 3.0E-02 

Sn-123 4.0E+02 6.59E+00 7.91E+00 8E+00 2.0E-02 

Sn-126 2.0E+02 2.92E-01 3.50E-01 4E-01 2.0E-03 

検
出
核
種 

核種 
告示濃度限度  

（Bq/L） 

検出最大値 

（Bq/L） 

検出最大値×2 

（Bq/L） 

運用管理値 

（Bq/L） 
告示濃度比 

C-14 2.0E+03 2.15E+02 4.30E+02 5E+02 2.5E-01 

 告示濃度比合計 3.2E-01 

 

 

表 C-6 設定した旧運用管理値 

不
検
出
核
種 

核種 
告示濃度限度 

（Bq/L） 

検出下限値 

（Bq/L） 

検出下限値×1.2 

（Bq/L） 

旧運用管理値 

（Bq/L） 
告示濃度比 

Fe-59 4.0E+02 8.66E-02 1.04E-01 2E-01 5.0E-04 

Ag-110m 3.0E+02 4.26E-02 5.11E-02 6E-02 2.0E-04 

Cd-113m 4.0E+01 8.55E-02 1.03E-01 2E-01 5.0E-03 

Cd-115m 3.0E+02 2.70E+00 3.24E+00 4E+00 1.3E-02 

Sn-119m 2.0E+03 4.24E+01 5.09E+01 6E+01 3.0E-02 

Sn-123 4.0E+02 6.59E+00 7.91E+00 8E+00 2.0E-02 

Sn-126 2.0E+02 2.92E-01 3.50E-01 4E-01 2.0E-03 

検
出
核
種 

核種 
告示濃度限度  

（Bq/L） 

検出最大値 

（Bq/L） 

検出最大値×2 

（Bq/L） 

旧運用管理値 

（Bq/L） 
告示濃度比 

C-14 2.0E+03 2.15E+02 4.30E+02 5E+02 2.5E-01 

 告示濃度比合計 3.2E-01 
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変 更 前 変 更 後 変 更 理 由 

C3. 仮想した ALPS処理水による人に対する被ばく評価 

 C2.で設定した運用管理値により、ソースタームの不確かさによるリスクが低減されていることを確

認するため、非常に保守的な評価として、実際にそのような ALPS 処理水が存在するわけではないが、

運用管理対象核種などの被ばくの影響が相対的に大きい核種だけが含まれると仮想した ALPS 処理水が

継続して放出される場合の被ばく評価を行った。 

 

a．ソースタームの設定 

以下の手順により、核種ごとのソースターム（年間放出量）を表 C-7のとおり設定した。 

・トリチウムの年間放出量は、上限である 22兆 Bq（2.2E+13Bq）とする。 

・評価に使用する ALPS 処理水のトリチウム濃度を、これまでに確認されたトリチウムの最低濃度（約

15万 Bq/L）を下回る 10万 Bq/Lと低く設定することで、ALPS処理水の年間排水量を 2.2億 L（2.2E+08L）

と多く見積もり、トリチウム以外の核種の年間放出量を多く見積もった。 

・トリチウム以外の 63 核種のうち、被ばくへの影響が相対的に大きい運用管理対象 8 核種の濃度は、

上限値である運用管理値とする。8核種の告示濃度比総和は 0.32である。 

・その他の 55 核種については、運用管理対象 8 核種の次に被ばくへの影響が相対的に大きい Zn-65 を

代表核種として評価することとし、Zn-65の濃度を告示濃度比 0.68に相当する 140Bq/Lとする。これ

により、トリチウム以外の 63核種の告示濃度比総和は放出管理上の上限値である 1となる。 

・運用管理対象 8核種および Zn-65の濃度に年間排水量 2.2億 Lを乗じて９核種の年間放出量を設定す

る。 

 

（中略） 

 

C4. 仮想した ALPS処理水による環境防護に関する評価 

 人に対する被ばく評価と同様、仮想した ALPS 処理水が継続して放出される場合の動植物に対する被

ばく評価を行った。 

 

a．ソースタームの設定 

C3. a.ソースタームの設定と同様に、以下の手順により、核種ごとのソースターム（年間放出量）を

表 C-11のとおり設定した。 

・トリチウムの年間放出量は、上限である 22兆 Bq（2.2E+13Bq）とする。 

・評価に使用する ALPS 処理水のトリチウム濃度を、これまでに確認されたトリチウムの最低濃度（約

15万 Bq/L）を下回る 10万 Bq/Lと低く設定することで、ALPS処理水の年間排水量を 2.2億 L（2.2E+08L）

と多く見積もる。これにより、トリチウム以外の核種の年間放出量を多く見積もることとなる。 

・トリチウム以外の 63 核種のうち、被ばくへの影響が相対的に大きい運用管理対象 2 核種の濃度は、

上限値である運用管理値とする。2 核種（Fe-59 および Sn-126）の告示濃度比総和は 0.0025（2.5E-

03）である。 

・その他の 61 核種については、運用管理対象 2 核種の次に被ばくへの影響が相対的に大きい Pm-148m

を代表核種として評価することとし、Pm-148m の濃度を告示濃度比 0.9975（9.975E-01）に相当する

499Bq/Lとする。これにより、トリチウム以外の 63核種の告示濃度比総和は放出管理上の上限値であ

る 1となる。 

・運用管理対象 2核種および Pm-148mの濃度に年間排水量 2.2億 Lを乗じて３核種の年間放出量を設定

する。 

 

（中略） 

 

 

C3. 仮想した ALPS処理水による人に対する被ばく評価 

 C2.で設定した旧運用管理値により、ソースタームの不確かさによるリスクが低減されていることを

確認するため、非常に保守的な評価として、実際にそのような ALPS処理水が存在するわけではないが、

旧運用管理対象核種などの被ばくの影響が相対的に大きい核種だけが含まれると仮想した ALPS 処理水

が継続して放出される場合の被ばく評価を行った。 

 

a．ソースタームの設定 

以下の手順により、核種ごとのソースターム（年間放出量）を表 C-7のとおり設定した。 

・トリチウムの年間放出量は、上限である 22兆 Bq（2.2E+13Bq）とする。 

・評価に使用する ALPS 処理水のトリチウム濃度を、これまでに確認されたトリチウムの最低濃度（約

15万 Bq/L）を下回る 10万 Bq/Lと低く設定することで、ALPS処理水の年間排水量を 2.2億 L（2.2E+08L）

と多く見積もり、トリチウム以外の核種の年間放出量を多く見積もった。 

・トリチウム以外の 63 核種のうち、被ばくへの影響が相対的に大きい旧運用管理対象 8核種の濃度は、

上限値である旧運用管理値とする。8核種の告示濃度比総和は 0.32である。 

・その他の 55 核種については、旧運用管理対象 8 核種の次に被ばくへの影響が相対的に大きい Zn-65

を代表核種として評価することとし、Zn-65の濃度を告示濃度比 0.68に相当する 140Bq/Lとする。こ

れにより、トリチウム以外の 63核種の告示濃度比総和は放出管理上の上限値である 1となる。 

・旧運用管理対象 8核種および Zn-65の濃度に年間排水量 2.2億 Lを乗じて９核種の年間放出量を設定

する。 

 

（中略） 

 

C4. 仮想した ALPS処理水による環境防護に関する評価 

人に対する被ばく評価と同様、仮想した ALPS 処理水が継続して放出される場合の動植物に対する被

ばく評価を行った。 

 

a．ソースタームの設定 

C3. a.ソースタームの設定と同様に、以下の手順により、核種ごとのソースターム（年間放出量）を

表 C-11のとおり設定した。 

・トリチウムの年間放出量は、上限である 22兆 Bq（2.2E+13Bq）とする。 

・評価に使用する ALPS 処理水のトリチウム濃度を、これまでに確認されたトリチウムの最低濃度（約

15万 Bq/L）を下回る 10万 Bq/Lと低く設定することで、ALPS処理水の年間排水量を 2.2億 L（2.2E+08L）

と多く見積もる。これにより、トリチウム以外の核種の年間放出量を多く見積もることとなる。 

・トリチウム以外の 63 核種のうち、被ばくへの影響が相対的に大きい旧運用管理対象 2核種の濃度は、

上限値である旧運用管理値とする。2核種（Fe-59および Sn-126）の告示濃度比総和は 0.0025（2.5E-

03）である。 

・その他の 61核種については、旧運用管理対象 2核種の次に被ばくへの影響が相対的に大きい Pm-148m

を代表核種として評価することとし、Pm-148m の濃度を告示濃度比 0.9975（9.975E-01）に相当する

499Bq/Lとする。これにより、トリチウム以外の 63核種の告示濃度比総和は放出管理上の上限値であ

る 1となる。 

・旧運用管理対象 2核種および Pm-148mの濃度に年間排水量 2.2億 Lを乗じて３核種の年間放出量を設

定する。 

 

（中略） 
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変 更 前 変 更 後 変 更 理 由 

参考 D ALPS処理水放出に係る放射線以外も含む環境影響の評価結果について 

 

（中略） 

 

表 D-2 ALPS処理水に含まれる放射性核種による 
放射線以外の環境影響評価の項目の当社の検討結果について 1 

影響要因 

 

環境要素 

施設の存在・施設の稼働 工事の実施 

ALPS処理水の海洋放出に関わる設備の存在 

・同設備を使用した ALPS処理水の放出 

ALPS 処理水の海洋放出に 

関わる設備の工事 

大気環境 

（大気質、騒音/

振動） 

ポンプまたは弁等動的機器を駆動する動力は電

動式または空気圧駆動方式を採用することと

し、大気汚染物質を排出する設備は設置しない。 

また、ALPS 処理水の放出のために通常稼働する

海水希釈ポンプ 3台および ALPS処理水移送ポン

プ 1台の合計流量（最大日量約 51万 m3）は、一

般の原子力発電所の循環水ポンプ通常運転時

（事故前の福島第一原子力発電所を例にする

と、最小の 1 号機で約 9 倍の日量約 425 万 m3）

に比べても小さい。 

発電所周辺は発電所の陸側を完全に取り囲むよ

うに中間貯蔵施設として利用されており、その

外側の帰還困難区域とも最も近い場所でも福島

第一原子力発電所敷地境界からは少なくとも

1km、工事が行われると想定する場所（5 号機海

側エリア）からは 2km程度離れており、騒音、振

動等が及ぶおそれがある範囲に生活環境への影

響を評価すべき対象は存在しない。 

工事に使用する船舶は、浚渫船 1隻、起重機船

2隻、コンクリートプラント船 1隻（同時稼働

しない）、重機は最大 20台/日程度、シールド

マシン（直径約 3m）1台、資材輸送最大 30台/

日程度である。 

取放水設備の設置以外は敷地外での工事はな

く、取放水設備の設置工事も大部分は海底トン

ネルの工事である。工事は、発電所構内および

日常的に漁業が行われていないエリア内に限ら

れること、また、発電所周囲は工事場所からお

よそ 2kmの範囲はすべて中間貯蔵施設となって

おり、工事の実施による騒音、振動等が及ぶお

それがある範囲に生活環境への影響を評価すべ

き対象は存在しない。 

 

水環境 

（水質・水温・

流速）※放射性

物質以外 

ALPS処理水は、凝集沈殿や吸着材、フィルター

などにより汚染水中に含まれる放射性物質を除

去したものであり、その除去過程で重金属、不

溶解性浮遊物、有機物等がともに除去され、

CODの増加等を招く汚濁負荷を増加させる処理

は行わない。 

なお、ALPS処理水の水質が排水基準を十分満足

していることは、過去の測定 2において確認済

みである。しかも、実際の ALPS処理水の排出

に当たっては、排出対象となる水を分析し、排

水基準を満足していることを確認することとし

ている。 

 

また、取放水する海水は、ALPS処理水の希釈に

使用するだけであり加熱等は行わないこと、お

よび陸上に保管されている ALPS処理水は気温

による水温変化が考えられるが、海水温とは平

衡状態にはなく、海水により 100倍以上に希釈

して放出されるため、排水と海水温の温度差は

ほとんどない。 

取水設備の工事は港湾内であること、及び放水

設備の大部分は海底トンネルとしてシールド工

法により施工すること、トンネル出口には岩礁

域を選定することから、工事の実施による水の

濁りの発生は限定的であると判断され、評価す

べき対象はない。 

 

参考 D ALPS処理水放出に係る放射線以外も含む環境影響の評価結果について 

 

（中略） 

 

表 D-2 ALPS処理水に含まれる放射性核種による 
放射線以外の環境影響評価の項目の当社の検討結果について 1 

影響要因 

 

環境要素 

施設の存在・施設の稼働 工事の実施 

ALPS 処理水の海洋放出に関わる設備の存在 

・同設備を使用した ALPS処理水の放出 

ALPS 処理水の海洋放出に 

関わる設備の工事 

大気環境 

（大気質、騒音/

振動） 

ポンプまたは弁等動的機器を駆動する動力は電

動式または空気圧駆動方式を採用することと

し、大気汚染物質を排出する設備は設置しない。 

また、ALPS 処理水の放出のために通常稼働する

海水希釈ポンプ 3台および ALPS処理水移送ポン

プ 1台の合計流量（最大日量約 51万 m3）は、一

般の原子力発電所の循環水ポンプ通常運転時

（事故前の福島第一原子力発電所を例にする

と、最小の 1 号機で約 9 倍の日量約 425 万 m3）

に比べても小さい。 

発電所周辺は発電所の陸側を完全に取り囲むよ

うに中間貯蔵施設として利用されており、その

外側の帰還困難区域とも最も近い場所でも福島

第一原子力発電所敷地境界からは少なくとも

1km、工事が行われると想定する場所（5 号機海

側エリア）からは 2km程度離れており、騒音、振

動等が及ぶおそれがある範囲に生活環境への影

響を評価すべき対象は存在しない。 

工事に使用する船舶は、浚渫船 1隻、起重機船

2隻、コンクリートプラント船 1隻（同時稼働

しない）、重機は最大 20台/日程度、シールド

マシン（直径約 3m）1台、資材輸送最大 30台/

日程度である。 

取放水設備の設置以外は敷地外での工事はな

く、取放水設備の設置工事も大部分は海底トン

ネルの工事である。工事は、発電所構内および

日常的に漁業が行われていないエリア内に限ら

れること、また、発電所周囲は工事場所からお

よそ 2kmの範囲はすべて中間貯蔵施設となって

おり、工事の実施による騒音、振動等が及ぶお

それがある範囲に生活環境への影響を評価すべ

き対象は存在しない。 

 

水環境 

（水質・水温・

流速）※放射性

物質以外 

ALPS 処理水は、凝集沈殿や吸着材、フィルター

などにより汚染水中に含まれる放射性物質を除

去したものであり、その除去過程で重金属、不

溶解性浮遊物、有機物等がともに除去され、

CODの増加等を招く汚濁負荷を増加させる処理

は行わない。 

なお、ALPS処理水の水質が排水基準を十分満足

していることは、過去の測定 2において確認済

みである。しかも、実際の ALPS処理水の排出

に当たっては、排出対象となる水を分析し、排

水基準を満足していることを確認することとし

ている。 

 

また、取放水する海水は、ALPS処理水の希釈に

使用するだけであり加熱等は行わないこと、お

よび陸上に保管されている ALPS処理水は気温

による水温変化が考えられるが、海水温とは平

衡状態にはなく、海水により 100倍以上に希釈

して放出されるため、排水と海水温の温度差は

ほとんどない。 

取水設備の工事は港湾内であること、及び放水

設備の大部分は海底トンネルとしてシールド工

法により施工すること、トンネル出口には岩礁

域を選定することから、工事の実施による水の

濁りの発生は限定的であると判断され、評価す

べき対象はない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

256



福島第一原子力発電所 特定原子力施設に係る実施計画変更比較表（参考資料_添付資料 2_添付 I～XIII，参考 A～G） 

98 

変 更 前 変 更 後 変 更 理 由 

放出口からの放出流速は、最大流量である海水

希釈ポンプ 3台運転時で約 1m/s程度の低速で

水深約 12mの海底から真上に放出する構造とし

ており、流速の変化は放出口のごく近傍に限ら

れる。 

その他の環境

（地形・地質、

地盤、土壌） 

放出口からの放出流速は、最大流量である海水

希釈ポンプ 3台運転時で約 1m/s程度の低速であ

り、海底から真上に放出する構造とし、かつ海底

高さからの飛び出しは約 3m 四方高さ約２m に限

定するとともに、放出口の周囲約 40m 四方（約

1,600m2）はコンクリートにて埋め戻すことから、

流速の変化は放出口のごく近傍に限られ、かつ

洗堀などが生じるおそれもない。 

また、地盤沈下の原因となる地下水のくみ上げ

は行わず、土壌汚染の原因となる物質は使用す

る予定はない。 

既設設備の流転用や岩盤内を掘進するため地形

改変が少ないシールド工法による海底トンネル

設置等による新たな地形改変の回避により、地

形改変は放出立坑（上流水槽約 670㎡、下流水

槽約 80㎡、合計約 750㎡）および海底トンネ

ル出口（約 1,600m2）のごく小さなエリアに限

定される。 

動物・植物・生

態系 

設備の大部分は発電所敷地内のすでに敷地造成

が行われた場所に設置すること、放出設備は海

底トンネルでありその出口付近の約 40m×約 40m

（約 1,600m2）の必要最小限の面積である。 

また、ALPS 処理水の放出にあたっては、近接

した海域の海水により 100 倍以上に希釈するこ

と、および放水の流速は約 1m/sの低流速である

ことから、海流等へ与える影響も小さく施設の

供用による生物への影響はほとんど無いものと

考えられる。 

既設設備の流転用やシールド工法による海底ト

ンネル設置等による新たな地形改変は回避され

る。工事を行う海域に重要な種や生息地等は確

認されていない。 

人と自然の豊か

なふれあい（景

観等） 

既設設備の流転用を行うことや新規設置する施

設の規模は小さく、評価すべき項目がない。 

設置する施設の規模が小さいことから、資材運

搬等の車両の通行量は最大でも 20台/日程度と

想定され、限定的である。 

環境への負荷 

（廃棄物、温室

効果ガスの排出

等） 

ALPS 処理水の海洋放出に伴い、新たに発生する

廃棄物はない。 

また、ALPS 処理水の海洋放出設備に用いられる

ポンプまたは弁等動的機器を駆動する動力に

は、電動式または空気圧駆動方式を採用するこ

ととし、化石燃料の燃焼等で発生するものを含

む温室効果ガスを排出しない。 

したがって、評価すべき項目がない。 

海底トンネルの掘削等に伴い、建設残土が発生

するが（約４万 m3）、発生量は少なく、発電所

構内の既存の土捨て場にて処分し、外部に搬出

しない。 

したがって、評価すべき項目がない。 

すでに環境中に

存在する放射性

物質 

計画中の放水口は、港湾外の岩礁を選んで設置

すること、周囲は 40m四方をコンクリート等で

埋め戻すこと、および放水の流速は毎秒１ｍ前

後の低流速で上方に放出することから、処理水

放出により海底土を巻き上げたり、放射性物質

が拡散したりすることはない。なお、ALPS処理

水の希釈用海水は、港湾内の海水濃度は周辺海

域の海水よりも若干高い放射性物質濃度となっ

ていることや、港湾内の海底土等の巻き上げの

港湾内における工事により、港湾内の堆砂の巻

き上げを抑制するため、工事用汚濁防止フェン

スの設置、通常よりも施工速度を落とし慎重に

施工するなどの対策により、放射性物質の拡散

等の影響はほとんどないと考えられる。 

このことは、至近 3年間に、港湾内で実施した

類似の工事（バックホウまたは作業船を使用し

て捨て石等の材料を海中投入）においても、工

事期間中海水中放射性物質濃度が有意に変動し

放出口からの放出流速は、最大流量である海水

希釈ポンプ 3台運転時で約 1m/s程度の低速で

水深約 12mの海底から真上に放出する構造とし

ており、流速の変化は放出口のごく近傍に限ら

れる。 

その他の環境

（地形・地質、

地盤、土壌） 

放出口からの放出流速は、最大流量である海水

希釈ポンプ 3台運転時で約 1m/s程度の低速であ

り、海底から真上に放出する構造とし、かつ海底

高さからの飛び出しは約 3m 四方高さ約２m に限

定するとともに、放出口の周囲約 40m 四方（約

1,600m2）はコンクリートにて埋め戻すことから、

流速の変化は放出口のごく近傍に限られ、かつ

洗堀などが生じるおそれもない。 

また、地盤沈下の原因となる地下水のくみ上げ

は行わず、土壌汚染の原因となる物質は使用す

る予定はない。 

既設設備の流転用や岩盤内を掘進するため地形

改変が少ないシールド工法による海底トンネル

設置等による新たな地形改変の回避により、地

形改変は放出立坑（上流水槽約 670㎡、下流水

槽約 80㎡、合計約 750㎡）および海底トンネ

ル出口（約 1,600m2）のごく小さなエリアに限

定される。 

動物・植物・生

態系 

設備の大部分は発電所敷地内のすでに敷地造成

が行われた場所に設置すること、放出設備は海

底トンネルでありその出口付近の約 40m×約 40m

（約 1,600m2）の必要最小限の面積である。 

また、ALPS 処理水の放出にあたっては、近接

した海域の海水により 100 倍以上に希釈するこ

と、および放水の流速は約 1m/sの低流速である

ことから、海流等へ与える影響も小さく施設の

供用による生物への影響はほとんど無いものと

考えられる。 

既設設備の流転用やシールド工法による海底ト

ンネル設置等による新たな地形改変は回避され

る。工事を行う海域に重要な種や生息地等は確

認されていない。 

人と自然の豊か

なふれあい（景

観等） 

既設設備の流転用を行うことや新規設置する施

設の規模は小さく、評価すべき項目がない。 

設置する施設の規模が小さいことから、資材運

搬等の車両の通行量は最大でも 20台/日程度と

想定され、限定的である。 

環境への負荷 

（廃棄物、温室

効果ガスの排出

等） 

ALPS 処理水の海洋放出に伴い、新たに発生する

廃棄物はない。 

また、ALPS 処理水の海洋放出設備に用いられる

ポンプまたは弁等動的機器を駆動する動力に

は、電動式または空気圧駆動方式を採用するこ

ととし、化石燃料の燃焼等で発生するものを含

む温室効果ガスを排出しない。 

したがって、評価すべき項目がない。 

海底トンネルの掘削等に伴い、建設残土が発生

するが（約４万 m3）、発生量は少なく、発電所

構内の既存の土捨て場にて処分し、外部に搬出

しない。 

したがって、評価すべき項目がない。 

すでに環境中に

存在する放射性

物質 

計画中の放水口は、港湾外の岩礁を選んで設置

すること、周囲は 40m四方をコンクリート等で

埋め戻すこと、および放水の流速は毎秒１ｍ前

後の低流速で上方に放出することから、処理水

放出により海底土を巻き上げたり、放射性物質

が拡散したりすることはない。なお、ALPS処理

水の希釈用海水は、港湾内の海水濃度は周辺海

域の海水よりも若干高い放射性物質濃度となっ

ていることや、港湾内の海底土等の巻き上げの

港湾内における工事により、港湾内の堆砂の巻

き上げを抑制するため、工事用汚濁防止フェン

スの設置、通常よりも施工速度を落とし慎重に

施工するなどの対策により、放射性物質の拡散

等の影響はほとんどないと考えられる。 

このことは、至近 3年間に、港湾内で実施した

類似の工事（バックホウまたは作業船を使用し

て捨て石等の材料を海中投入）においても、工

事期間中海水中放射性物質濃度が有意に変動し
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変 更 前 変 更 後 変 更 理 由 

可能性等を考慮し、5/6号機取水路開渠を仕切

堤（捨石傾斜堤＋シート）にて、1-4号機側の

港湾から締め切り、港湾外（5,6号機放水口北

側）から海水を引き込む計画である。 

この港湾外の海水を取水する場合に、取水海水

に存在しうる放射性物質の影響を考慮した場合

の被ばく評価は、添付 V「希釈水の取放水によ

る外部影響について」に示すとおり、9.6E-

05mSv/年であり、0.05mv/年を大幅に下回る。  

ていない 3ことは確認している。実際にも、港

湾内の海水中放射性物質濃度は、比較的濃度の

高い 1～4号機取水路開渠内（2021年時点で

Cs-137が 1E+00Bq/L オーダー、Sr-90が

1E+00Bq/L オーダー、トリチウムが 10E+2Bq/L

オーダー）4であり、国内の規制基準を下回って

いる。また、 

また、港湾外のトンネル出口工事については、

工事エリアに岩礁域を選定すること、掘削エリ

アは約 40m×40m と小さいこと、および周辺海

域の調査結果から海底土に含まれる放射性物質

は低濃度 5であることおよび工事期間中に海水

の濁りに有意な変動が見られた場合には一時的

に工事を中断するなどの措置をとることから、

海底土の巻き上がり等の影響はほとんどないも

のと考えられることから、工事による放射性物

質の拡散等の影響はほとんど無いと評価した。 

 

（中略） 

 

可能性等を考慮し、5/6号機取水路開渠を仕切

堤（捨石傾斜堤＋シート）にて、1-4号機側の

港湾から締め切り、港湾外（5,6号機放水口北

側）から海水を引き込む計画である。 

この港湾外の海水を取水する場合に、取水海水

に存在しうる放射性物質の影響を考慮した場合

の被ばく評価は、添付 V「希釈水の取放水によ

る外部影響について」に示すとおり、9.6E-

05mSv/年であり、0.05mSv/年を大幅に下回る。  

ていない 3ことは確認している。実際にも、港

湾内の海水中放射性物質濃度は、比較的濃度の

高い 1～4号機取水路開渠内（2021年時点で

Cs-137が 1E+00Bq/L オーダー、Sr-90が

1E+00Bq/L オーダー、トリチウムが 10E+2Bq/L

オーダー）4であり、国内の規制基準を下回って

いる。 

また、港湾外のトンネル出口工事については、

工事エリアに岩礁域を選定すること、掘削エリ

アは約 40m×40m と小さいこと、および周辺海

域の調査結果から海底土に含まれる放射性物質

は低濃度 5であることおよび工事期間中に海水

の濁りに有意な変動が見られた場合には一時的

に工事を中断するなどの措置をとることから、

海底土の巻き上がり等の影響はほとんどないも

のと考えられることから、工事による放射性物

質の拡散等の影響はほとんど無いと評価した。 

 

（中略） 

 

 

 

 

 

 

 

 

記載の適正化 
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変 更 前 変 更 後 変 更 理 由 

参考 E 国内外の利害関係者との協議の状況 

 

（中略） 

 

E2. 放射線影響評価報告書に関する意見募集への対応 

2021年 11月 17日の本報告書の公表後、当社が実施した意見募集においては、国内外より 400件を超え

る意見が寄せられた。当社は、この意見募集を通じて寄せられた意見も踏まえ、2022年 4月の報告書の

改訂を行った 3。 

 

 

（現行記載なし） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

（中略） 

 

E3. 国際社会への情報発信・協議 

（１）IAEAとの協力 

 

（中略） 

 

TORに基づき、本年 2月 14日から 18日にかけて、ALPS処理水の安全性に関するレビューが行われ、

IAEA職員及び国際専門家が福島第一原子力発電所を訪問し、経済産業省及び当社との会合を行った他、

レビューの対象となる ALPS、希釈放出前に処理水に含まれる放射性物質の濃度を確認する測定・確認用

タンクへ転用される予定の K4 タンク群、処理水の希釈用設備や放出設備の設置が検討されている港湾

部などの現地確認も行った 7。IAEAとの協議の内容は、本報告書の見直しにも反映した。 

 

参考 E 国内外の利害関係者との協議の状況 

 

（中略） 

 

E2. 放射線環境影響評価報告書に関する意見募集への対応 

2021 年 11 月 17 日の本報告書の公表後、報告書のさらなる充実を目的に当社が 1 か月にわたり日本

語に加え英語でも実施した意見募集においては、国内外より 400件を超える意見が寄せられた。当社は、

この意見募集を通じて寄せられた意見も踏まえ、2022年 4月の報告書の改訂を行った 3。意見募集結果

も踏まえた反映事項の例を表 E-1に示す。 

 

表 E-1：放射線環境影響評価報告書への意見募集の結果も踏まえた反映事項の例 
 反映内容の具体例 

評価の追加・見直し ◼ 被ばく経路の追加（遊泳中の飲水および海の水しぶきの吸入） 

◼ 潜在被ばく評価方法の見直し 

◼ 有機結合型トリチウムの影響の考慮 

◼ すでに環境に放出された放射性物質による影響 

◼ モデル境界での具体的濃度によるモデル外での影響の考察 

◼ 評価に用いる海水濃度に関するケーススタディ 

記載の充実化 ◼ 処分方法選定に経緯に関する章および参考の追加 

◼ 環境中での核種の蓄積に関する記載の追加 

◼ シミュレーションで使用したモデルおよび評価条件の追記 

◼ 報告書公表以降の検討および原子力規制庁による審査の進捗の反映 

◼ これまでに公表した文書記載の情報の転記（放出期間の考察など） 

◼ 放射線以外の環境影響に関する評価結果 

記載の適正化 ◼ わかりにくい表現の見直し 

◼ 英訳版の翻訳品質の改善 

◼ 誤記の修正 

 

（中略） 

 

E3. 国際社会への情報発信・協議 

（１）IAEAとの協力 

 

（中略） 

 

TOR に基づき、2022 年 2 月 14 日から 18 日にかけて、ALPS 処理水の安全性に関するレビューが行わ

れ、IAEA職員及び国際専門家が福島第一原子力発電所を訪問し、経済産業省及び当社との会合を行った

他、レビューの対象となる ALPS、希釈放出前に処理水に含まれる放射性物質の濃度を確認する測定・確

認用タンクへ転用される予定の K4 タンク群、処理水の希釈用設備や放出設備の設置が検討されている

港湾部などの現地確認も行った 7。IAEAとの協議の内容は、本報告書の見直しにも反映した。主な反映

箇所の例を表 E-2に示す。 

 

 

 

 

 

記載の適正化及びの充実 
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変 更 前 変 更 後 変 更 理 由 

（現行記載なし） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 E-2 IAEAレビュー結果を踏まえた報告書反映箇所の主な例 
No. IAEAコメント 当社の対応 反映箇所 

1 

事故後 12 年が経過していること

を考慮し、十分に保守的であって

も現実的なソースタームとすべ

きである。 

今後、評価対象核種について、追加すべ

き核種が無いかを含めて精査すること

としており、必要に応じて、本評価を見

直す予定であることを記載。 

本文 6-1-2(1)ソースターム 

2 

放出する ALPS 処理水に有機結合

型トリチウム（OBT：Organically 

Bound Tritium）がほとんど含ま

れていないとしても、評価の妥当

性を検証するため、OBTを考慮し

て被ばく評価を行い、モニタリン

グプログラムに含めるべきであ

る。 

海産物摂取に伴い摂取するトリチウム

の 10%を OBT として保守的に仮定し評

価。 

また、魚介類の OBT測定を含めたモニタ

リング計画を報告書に記載。 

本文 4.(2)トリチウム 

本文 9-3-1.東京電力による

福島第一原子力発電所周辺の

海域モニタリング 

添付 III トリチウムの被ばく

評価における有機結合型トリ

チウムの影響について 

3 

評価対象の海域を発電所周辺 10

㎞×10 ㎞とした根拠を文書化す

るべきである。 

漁業に関する評価対象の海域は、発電所

から最寄りの漁港までの距離が 5km 以

上離れていること、漁業は、漁港から出

港して漁港を中心に操業することから、

保守的に発電所南北 5km、沖合 10km（発

電所周辺 10km×10km）の範囲で行われ

るものと記載。 

また、評価対象海域の違いによる被ばく

評価への影響について、「評価対象とす

る海域の範囲による不確かさ（認識的不

確かさ）」として検討を実施。 

本文 6-1-2(4)②代表的個人

の特性 

本文 8-4-3. 評価対象とする

海域の範囲による不確かさ

（認識的不確かさ） 

添付 XII 被ばく評価に使用す

る海水濃度の評価範囲による

影響について 

4 

代表的個人の生活習慣の設定や

被ばくを受ける場所の設定は、将

来も踏まえて検討すべきである。 

被ばく評価の対象となる代表的個人の

設定に、「発電所周辺の状況」として、

「福島第一原子力発電所周辺の地域で

は、帰還困難区域、発電所の陸側を取り

囲む中間貯蔵施設などにより、一般の人

が居住できない措置が取られているた

め、既往の原子力施設の安全審査等に用

いられている値で評価した」ことを記

載。 

一方、砂浜滞在による被ばく（遊泳、砂

浜滞在による外部被ばく、飲水、しぶき

吸入による内部被ばく）の評価地点とし

て、将来海水浴等に利用される可能性を

考慮し、敷地北側の最寄りの居住可能エ

リアの海岸を設定。 

本文 6-1-2(4)①発電所周辺

の状況、および②代表的個人

の特性 

5 

想定される被ばく経路について

は、たとえ、寄与が小さいとして

も考慮していることを示すべき

である。 

寄与が小さいと考えていた経路につい

ても被ばく評価を行い、比較的被ばく 

影響の大きかった「遊泳等による海水の

飲水」、「海水の水しぶきの吸入」につ

いて、評価結果に追加。 

本文 6-1-2(3)被ばく経路の

設定 

添付 VI 評価対象以外の移行

経路、被ばく経路について 

6 

潜在被ばくのシナリオは、外部事

象による管理されない放出を考

慮すること。また、評価には全て

の被ばく経路を含めるとともに、

ソースタームはすべての放射性

核種を考慮するべきである。 

旧評価では、外部被ばくに限定し、被ば

くの大きい核種のみが大量に含まれる

現実にはあり得ない保守的なソースタ

ームにより評価を行ったが、外部事象

（地震）を考慮したシナリオを選定し、

実測値によるソースタームを使用して

通常時と同じ被ばく経路すべてについ

て評価。 

本文 6-2潜在被ばくの評価 

7 

トリチウムやその他の核種が、海

中において、セシウムと同じ挙動

をすることの根拠を示すべきで

ある。 

根拠について明確に記載。 本文 4(3)トリチウム以外の

核種の移行、蓄積の評価につ

いて 

記載の充実 
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変 更 前 変 更 後 変 更 理 由 

（現行記載なし） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

（中略） 

 

8 

放出期間が 30 年程度継続するこ

とを鑑み、放射性物質の環境中で

の蓄積を考慮し、被ばくが最大と

なるように評価するべきである。 

拡散において、海底土等への吸着による

海水濃度低下を考慮しないこととする

一方、海底土への吸着や生物への濃縮に

ついては、平衡状態となっているものと

していずれも保守的に設定することに

より評価したことを記載。 

本文 4(3)トリチウム以外の

核種の移行、蓄積の評価につ

いて 

9 

国際社会の関心に応えるため、近

隣諸国に与える影響を評価する

べきである。 

拡散シミュレーションの計算領域（南北

約 490㎞、東西約 270㎞）の境界部にお

いて、2014 年～2020 年の気象海象デー

タを用いて計算した年間平均濃度の最

大値は 0.00026Bq/L、日平均の最大値は

0.014Bq/Lとなり、日本周辺海域におけ

る海水中トリチウム濃度（約 0.1Bq/L）

と比較して十分低い評価結果となるこ

とを報告書に記載。 

本文 6-1-3(1)拡散シミュレ

ーション結果 

添付 VII 拡散シミュレーショ

ンの妥当性について 

10 

不確かさの考察では、感度解析

（パラメータの変更による影響

整理など）をするとよい。 

不確かさを「偶然的不確かさ」と「認識

的不確かさ」に大別し、可能なものは感

度解析を行い、この 2種類の不確かさの

面から考察を記載。 

本文 8.評価に係る不確かさ

に関する考察 

11 

トリチウムの放出上限が適切で

あることを示すため、および、必

要に応じてその他核種の放出上

限を確認するため、放射線影響評

価報告書へのインプットとして、

線量拘束値を用いるべきである。 

2022年 2月 16日原子力規制委員会は、

放射線影響評価の確認における考え方

と評価の目安として、「代表的個人につ

いて、評価結果が地域や生活環境等によ

る人の年間被ばく量の変動範囲に比べ

十分小さいものであること、すなわち 50

μSv/年を下回ることを確認する。50μ

Sv/年は、通常運転時の発電用軽水型原

子炉に適用される線量目標値であり、

IAEA 安全基準における線量拘束値に相

当する。」との見解を示したことも踏ま

え、年間 50μSv＝年間 0.05mSv を線量

拘束値として扱うことで評価。 

本文 4(1)線量拘束値 

本文 6-1-2(5)線量評価の方

法 

本文 6-1-3(3)被ばく評価結

果 

 

（中略） 

 

記載の充実 
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変 更 前 変 更 後 変 更 理 由 

（現行記載なし） 

 

 

 

（現行記載なし） 

 

参考 F ALPS除去対象核種選定の考え方 

 

（新規記載） 

 

参考 G 線量拘束値を踏まえた各核種の年間放出量上限および最適化評価結果 

 

（新規記載） 

 

測定・評価対象核種の選定に伴

う ALPS 除去対象核種選定の考

え方の記載位置変更 

 

記載の充実 
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2.50 ALPS 処理水希釈放出設備及び関連施設 

2.50.1 基本設計 

2.50.1.1  ALPS 処理水希釈放出設備 

2.50.1.1.1 設置の目的 

福島第一原子力発電所構内のタンク※には，多核種除去設備にて汚染水から放射性核種

（トリチウムを除く。）を十分に低い濃度になるまで除去した水（以下「ALPS 処理水等」

という。）を貯留している。 

本設備は，ALPS 処理水等がトリチウムを除く放射性核種の告示濃度比総和 1未満を満足

している ALPS 処理水であることを確認した上で，海水にて希釈し海洋へ放出することを

目的とする。 

※：RO 濃縮水貯槽，多核種処理水貯槽，Sr 処理水貯槽 

RO 濃縮水貯槽は，当初，逆浸透膜装置の濃縮水を貯留していたが，濃縮水の処理完了後は，ALPS

処理水等を貯留している。Sr 処理水貯槽は，当初，RO 濃縮水処理設備（廃止）の処理水を貯留し

ていたが，処理水の処理完了後は，ALPS 処理水等を貯留している。 

 

2.50.1.1.2 要求される機能 

(1) 海洋への放出量は，発生する汚染水の量（地下水，雨水の流入による増量分）を上回

る能力を有すること。  

(2) 希釈放出前の水が ALPS 処理水であることを確認するため，測定・確認用のタンク内お

よびタンク群の放射性物質濃度の均質化および試料採取ができること。 

(3) ALPS 処理水を海水で希釈し，放水設備へ排水できること。 

(4) 異常が発生した場合，速やかに ALPS 処理水の海洋への放出を停止できる機能を有す

ること。 

(5) ALPS処理水を 100倍以上及び海水希釈後のトリチウム濃度を 1,500Bq/L未満となるま

で希釈する能力を有すること。 
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2.50.1.1.3 設計方針 

(1) 放射性液体廃棄物の処理等 

ALPS 処理水希釈放出設備は，主に測定・確認用設備，移送設備，希釈設備により構成す

る。 

測定・確認用設備では，タンク内およびタンク群の放射性物質濃度を均質にした後，試

料採取・分析を行い，ALPS 処理水に含まれる，トリチウムを除く放射性核種の告示濃度比

総和が 1 未満であること及びトリチウム濃度を確認する。 

その後，移送設備により ALPS 処理水を希釈設備まで移送し，海水で希釈した上で，放水

設備へ排水する。 

 

a．海洋放出前のタンク内 ALPS 処理水の放射能濃度の均質化 

測定・確認用設備では，代表となる試料が得られるよう，採取する前にタンク群の水を

循環ポンプにより循環することでタンク群の放射性物質の濃度をほぼ均質にする。また，

各タンクに攪拌機器を設置し，均質化の促進を図る設計とする。 

 

b．ALPS 処理水の海水への混合希釈率の調整及び監視 

敷地境界における実効線量を達成できる限り低減するために，ALPS 処理水を海水で希釈

した後に放出する水（以下「放出水」という。）中に含まれるトリチウムの濃度が運用の上

限値である 1,500Bq/L 未満，海水による希釈倍率が 100 倍以上になるよう，希釈処理が可

能な設計とする。なお，ALPS 処理水希釈放出設備における混合希釈状態について，解析コ

ードを用いて評価を行う。 

また，放出水中に含まれるトリチウムの濃度が運用の上限値である 1,500Bq/L 未満とな

るよう，混合希釈率の調整及び監視が実施可能な設計とする。 

 

c．異常の検出と ALPS 処理水の海洋放出の停止 

供用期間中に想定される機器の故障等の異常により，「意図しない形での ALPS 処理水の

海洋放出」に至るおそれのある事象（以下「異常事象」という。）等が発生した場合に備え，

移送設備には緊急遮断弁を設置し，正常な運転状態を逸脱すると判断される場合において

はインターロックにより閉動作させるとともに，必要に応じて運転員の操作により ALPS 処

理水の海洋放出を停止することが可能な設計とする。 
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d．放射性物質の漏えい防止及び管理されない放出の防止 

ALPS処理水希釈放出設備は，放射性液体廃棄物として ALPS処理水を取り扱うことから，

その漏えい発生防止・汚染拡大防止等のため，次の各項を考慮した設計とする。ただし，

当該設備のうち，放水立坑（上流水槽）については，通常時において放出水のみを取り扱

うことから，放水設備以外への著しい流出が発生しないよう水密性を確保した設計とする。 

(a) 漏えいの発生を防止するため，機器等には設置環境や内部流体の性状に応じた適切な

材料を使用する。 

(b) 液体状の放射性物質が漏えいした場合は，漏えいの早期検出を可能にするとともに，

漏えい液体の除去を容易に行えるようにする。 

(c) 漏えい検知等の警報については，免震重要棟集中監視室に表示し，異常を確実に運転

員に伝え適切な措置をとれるようにする。 

 

e．被ばく低減 

ALPS 処理水希釈放出設備は，取り扱う放射性液体廃棄物の性状に応じて，機器等の設計

において遮へい機能を考慮した設計とする。 

 

(2) 準拠規格及び基準 

ALPS 処理水希釈放出設備を構成する構築物，系統及び機器の設計，材料の選定，製作及

び検査については，発電用原子力設備規格 設計・建設規格（JSME），（公社）土木学会等

の技術基準（規準），日本産業規格（JIS）等を適用することにより信頼性を確保する。 

 

(3) 自然現象に対する設計上の考慮 

a．地震に対する設計上の考慮 

ALPS 処理水希釈放出設備を構成する構築物，系統及び機器は，その安全機能の重要度，

地震によって機能の喪失を起こした場合の安全上の影響（公衆被ばく影響）や廃炉活動へ

の影響等を考慮した上で，核燃料物質を非密封で扱う燃料加工施設や使用施設等における

耐震クラス分類を参考にして耐震設計上の区分を行うとともに，適切と考えられる設計用

地震力に耐えられる設計とする。 

なお，主要な機器の耐震性を評価するにあたっては，原子力発電所耐震設計技術規程

（JEAC4601）等に準拠することを基本とするが，評価手法，評価基準について実態に合わ

せたものを採用する。 

ポリエチレン管，耐圧ホース等は，材料の可撓性により耐震性を確保する。 
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b．地震以外に想定される自然現象（津波，豪雨，台風，竜巻等）に対する設計上の考慮 

ALPS 処理水希釈放出設備は，地震以外の想定される自然現象（津波，豪雨，台風，竜巻

等）によって，施設の安全性が損なわれないよう設計する。 

 

(4) 外部人為事象に対する設計上の考慮 

ALPS 処理水希釈放出設備は，想定される外部人為事象によって，施設の安全性を損なう

ことのない設計とする。また，第三者の不法な接近等に対し，これを防御するため，適切

な措置を講じた設計とする。 

 

(5) 火災に対する設計上の考慮 

ALPS 処理水希釈放出設備は，火災の発生を防止し，火災の検知及び消火を行い，並びに

火災の影響を軽減するための対策を適切に組み合わせることにより，火災により施設の安

全性を損なうことのない設計とする。 

 

(6) 環境条件に対する設計上の考慮 

ALPS 処理水希釈放出設備の構築物，系統及び機器は，経年事象を含む想定されるすべて

の環境条件に適合できる設計とする。 

 

(7) 運転操作に対する設計上の考慮 

ALPS 処理水希釈放出設備は，運転員による誤操作を防止できる設計とするとともに，異

常事象や設備の運転に影響を及ぼしうる自然現象等が発生した状況下においても，運転員

がこれらの事象に対処するために必要な設備を容易に操作できる設計とする。 

 

(8) 信頼性に対する設計上の考慮 

ALPS 処理水希釈放出設備は，ヒューマンエラーや機器の故障による「意図しない形での

ALPS 処理水の海洋放出」が発生しないよう，高い信頼性を確保した設計とする。また，万

が一，「意図しない形での ALPS 処理水の海洋放出」が発生したとしても，その量が極めて

小さくなる設計とする。 

 

(9) 検査可能性に対する設計上の考慮 

ALPS 処理水希釈放出設備を構成する構築物，系統及び機器は，それらの健全性及び能

力を確認するために，適切な方法によりその機能を検査できる設計とする。 

 

(10) その他の設計上の考慮 

a．健全性に対する考慮 

ALPS 処理水希釈放出設備は，機器の重要度に応じた有効な保全が可能な設計とする。 
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b．監視・操作に対する考慮 

 ALPS 処理水希釈放出設備は，免震重要棟集中監視室の監視・制御装置により，遠隔操作

及び運転状況の監視が可能な設計とする。 

 

c．長期停止に対する考慮 

 ALPS 処理水希釈放出設備のうち，動的機器及び異常発生時に ALPS 処理水の海洋放出を

速やかに停止する機器については，故障により設備が長期停止することがないように 2系

列設置する。また，電源は異なる 2 系統の所内高圧母線から受電可能な設計とする。 

 

2.50.1.1.4 主要な機器 

ALPS 処理水希釈放出設備は，測定・確認用設備，移送設備，希釈設備により構成する。 

 

(1) 測定・確認用設備 

測定・確認用設備は，ALPS 処理水に含まれる放射性物質濃度の均質化および放出前の試

料採取を目的に，測定・確認用タンク，攪拌機器，循環ポンプ，循環配管，受入配管によ

り構成する。 

測定・確認用タンクは，現状の汚染水発生量と ALPS 処理水に含まれる放射性物質量の測

定・評価に要する時間を踏まえ，ALPS 処理水の海洋放出までには，少なくとも約 1 万 m3分

の容量が必要であることから，「Ⅱ 2.5 汚染水処理設備等」の多核種処理水貯槽に示す K4

エリアタンクのうち，10 基をタンク 1群として 3 群（30基）を兼用して，それぞれのタン

ク群を ALPS 処理水の受入工程，測定・確認工程及び放出工程に振り分けて運用する。 

攪拌機器は，測定・確認用タンクに 1台ずつ設置し，タンク内の攪拌を行う。 

循環ポンプは，2 台設置し，タンク 1群（10 基）の内部の水の循環攪拌を行う。 

なお，循環ポンプ，攪拌機器ともに K4 エリアタンク内の放射性物質濃度の均質化に十分

な処理容量を確保する。 

 

 (2) 移送設備 

移送設備は，測定・確認用設備にて ALPS 処理水であることを確認した水を希釈設備へ移

送するため，ALPS 処理水移送ポンプおよび移送配管により構成する。 

ALPS 処理水移送ポンプは，運転号機と予備機の２台構成とし，ALPS 処理水を希釈設備ま

で移送する。 

また，異常発生時に，速やかに移送停止ができるよう，緊急遮断弁-2 を海水配管ヘッダ

手前に，津波対策として緊急遮断弁-1を防潮堤内にそれぞれ１箇所設ける。 
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(3) 希釈設備 

希釈設備は，ALPS 処理水を海水で希釈し，放水立坑（上流水槽）まで移送し，放水設備

へ排水することを目的に，海水移送ポンプ，海水配管（海水配管ヘッダを含む），放水立坑

（上流水槽）により構成する。 

海水移送ポンプは，5号機の取水路から放水立坑まで海水の移送を行う。 

なお，移送設備により移送する ALPS 処理水のトリチウム濃度が 1,500Bq/L 未満となる

よう，ALPS 処理水を 100 倍以上に希釈する流量を確保する。 

 

2.50.1.1.5 供用期間中に確認する項目 

ALPS 処理水希釈放出設備は，移送設備により ALPS 処理水を希釈設備まで移送し，海水

で希釈した上で，放水設備へ排水できること。 

また，異常が発生した場合に速やかに ALPS 処理水の海洋放出を停止できること。 
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2.50.1.2 放水設備 

2.50.1.2.1 設置の目的 

 放水設備は，ALPS 処理水希釈放出設備の排水（海水で希釈して，トリチウムを含む全て

の放射性核種の告示濃度比総和が 1 を下回った水）を，放水立坑（下流水槽）と海面との

水頭差により，沿岸から約 1km離れた海洋から放出することを目的とする。 

 

2.50.1.2.2 要求される機能 

ALPS 処理水希釈放出設備の排水（海水で希釈して，トリチウムを含む全ての放射性核種

の告示濃度比総和が 1を下回った水）を，沿岸から約 1km 離れた海洋から放出できること。 

 

2.50.1.2.3 設計方針 

「措置を講ずべき事項」に準じて，以下の通り設計を行う。 

 

(1) 準拠規格及び基準 

 放水設備を構成する各設備の設計，材料の選定，製作について，（公社）土木学会等の

技術基準（規準）や日本産業規格（JIS）等の国内外の民間規格を適用することにより信

頼性を確保する。 

 

(2) 自然現象に対する設計上の考慮 

a．地震に対する設計上の考慮 

放水設備を構成する設備は，ALPS 処理水希釈放出設備の排水（海水で希釈して，トリ

チウムを含む全ての放射性核種の告示濃度比総和が 1 を下回った水）を取り扱うことを踏

まえ，耐震設計上の区分を行うとともに，適切と考えられる設計用地震力に耐えられる設

計とする。 

 

b．地震以外に想定される自然現象（津波，豪雨，台風，竜巻等）に対する設計上の考慮 

 放水設備は，地震以外の想定される自然現象（津波，台風）によって施設の安全性が損

なわれない設計とする。 

 

(3) 火災に対する設計上の考慮 

 放水設備は，火災発生を防止するため，実用上可能な限り不燃性又は難燃性材料を使用

する。 

なお，設備内部に海水が充水されていることから，火災のおそれは非常に低い。 
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(4) 環境条件に対する設計上の考慮 

放水設備を構成する設備は，経年事象を含む想定されるすべての環境条件に適合でき

る設計とする。 

 

(5) 検査可能性に対する設計上の考慮 

放水設備は，要求される機能を確認することができる設計とする。 

 

(6) その他の設計上の考慮 

a．水理設計 

放水立坑（下流水槽）内の水を放水立坑（下流水槽）と海面との水頭差により，約 1km

離れた放水口まで移送する設計とする。また，放水立坑（下流水槽）の壁高は，放水設備

における水理損失およびサージングによる水位上昇等を考慮した設計とする。 

 

b．構造 

放水設備を岩盤に設置することで，地震の影響を受けにくい構造とする。また，放水ト

ンネルについては，岩盤内部に設置することとし，海底部の掘進における施工時の安全性

や供用期間中の耐久性を考慮し，シールド工法を採用する。さらに，放水トンネルを構成

する鉄筋コンクリート製の覆工板にシール材を設けることで止水性を確保する。 

 

c．健全性に対する考慮 

長期荷重および短期荷重に対して，許容応力度以内であることを確認し，構造を設定し

ている。また，構造物の浮き上がりが生じないことを確認している。さらに，鉄筋コンク

リート製の躯体に生じるひび割れ幅および塩害の照査を実施し，適切な鉄筋かぶりを設定

し，供用期間中の耐久性が確保されることを確認している。 

また，一般土木構造物と同様に，点検長期計画に基づき維持管理する。 

 

2.50.1.2.4 主要な設備 

放水設備は，放水立坑（上流水槽）から放水立坑内の堰を越流し，放水立坑（下流水槽）

へ流入した水を，沿岸から約 1km 離れた海洋から放出することを目的に，放水立坑（下流

水槽），放水トンネル，放水口により構成する。 

 

2.50.1.2.5 供用期間中に確認する項目 

海水移送ポンプを起動して，放水立坑（下流水槽）と海面との水頭差により，放水トン

ネル，放水口を通じて海洋へ放出できること。 
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2.50.2 基本仕様 

2.50.2.1 ALPS 処理水希釈放出設備の主要仕様 

2.50.2.1.1  測定・確認用設備 

(1) 循環ポンプ（完成品） 

台  数 2 台 

容  量 160m3/h（1 台あたり） 

 

(2) 攪拌機器（完成品） 

台  数 30 台 

 

(3) 測定・確認用タンク※ 

    合計容量（公称） 30,000m3 

基  数 30基 

容量（単基） 1,000m3／基 

材  料 SS400 

板厚（側板） 15mm 

     

 

※：「Ⅱ 2.5 汚染水処理設備等」の多核種処理水貯槽のうち，K4 エリアタンクの一部を兼用する。な

お，公称容量を運用水位上限とする。 
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(4) 配管 

主要配管仕様（１／３） 

名 称 仕 様 

測定・確認用タンク出口から 

循環ポンプ入口まで 

（鋼管） 

呼び径／厚さ 

材質 

最高使用圧力 

最高使用温度 

200A/Sch.20S 

SUS316LTP 

0.49MPa 

40℃ 

（ポリエチレン管） 呼び径 

材質 

最高使用圧力 

最高使用温度 

200A 相当 

ポリエチレン 

0.49MPa 

40℃ 

（耐圧ホース） 呼び径 

材質 

最高使用圧力 

最高使用温度 

200A 相当 

合成ゴム 

0.49MPa 

40℃ 

（伸縮継手） 呼び径 

材質 

最高使用圧力 

最高使用温度 

200A 相当 

合成ゴム 

0.49MPa 

40℃ 

循環ポンプ出口から 

測定・確認用タンク入口まで 

（鋼管） 

呼び径／厚さ 

 

 

材質 

最高使用圧力 

最高使用温度 

125A/Sch.20S 

150A/Sch.20S 

200A/Sch.20S 

SUS316LTP 

0.98MPa 

40℃ 

（ポリエチレン管） 

 

呼び径 

材質 

最高使用圧力 

最高使用温度 

150A 相当 

ポリエチレン 

0.98MPa 

40℃ 

（伸縮継手） 呼び径 

材質 

最高使用圧力 

最高使用温度 

125A 相当 

合成ゴム 

0.98MPa 

40℃ 
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主要配管仕様（２／３） 

名 称 仕 様 

多核種除去設備出口から 
処理済水貯留用タンク・槽類※1まで※2 

（ポリエチレン管） 

呼び径 

材質 

最高使用圧力 

最高使用温度 

100A 相当 

ポリエチレン 

0.98MPa 

40℃ 

（鋼管） 呼び径／厚さ 

材質 

最高使用圧力 

最高使用温度 

100A/Sch.20S 

SUS316LTP 

0.98MPa 

40℃ 

（耐圧ホース） 呼び径 

材質 

最高使用圧力 

最高使用温度 

100A 相当 

合成ゴム 

0.98MPa 

40℃ 

サンプルタンク出口から 
多核種処理水貯槽，RO 濃縮水貯槽また
は Sr 処理水貯槽まで※2 

［増設多核種除去設備］ 

（鋼管） 

呼び径／厚さ 

材質 

最高使用圧力 

最高使用温度 

100A/Sch.20S 

SUS316LTP 

0.98MPa 

40℃ 

（ポリエチレン管） 呼び径 

材質 

最高使用圧力 

最高使用温度 

100A 相当 

ポリエチレン 

0.98MPa 

40℃ 

（耐圧ホース） 呼び径 

材質 

最高使用圧力 

最高使用温度 

100A 相当 

合成ゴム 

0.98MPa 

40℃ 

※1：多核種処理水貯槽，RO 濃縮水貯槽または Sr 処理水貯槽 

※2：測定・確認用タンク（多核種処理水貯槽と兼用）への配管のうち上記仕様の配管は，「Ⅱ 2.16.1 

多核種除去設備」，「Ⅱ 2.16.2 増設多核種除去設備」と兼用する。 
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主要配管仕様（３／３） 

名 称 仕 様 

サンプルタンク出口から 
多核種処理水貯槽，RO 濃縮水貯槽また
は Sr 処理水貯槽まで※3 

［高性能多核種除去設備］ 

（鋼管） 

呼び径／厚さ 

材質 

最高使用圧力 

最高使用温度 

100A/Sch.20S 

SUS316LTP 

0.98MPa 

40℃ 

（ポリエチレン管） 呼び径 

材質 

最高使用圧力 

最高使用温度 

100A 相当 

ポリエチレン 

0.98MPa 

40℃ 

（耐圧ホース） 呼び径 

材質 

最高使用圧力 

最高使用温度 

100A 相当 

合成ゴム 

0.98MPa 

40℃ 

※3：測定・確認用タンク（多核種処理水貯槽と兼用）への配管のうち上記仕様の配管は，「Ⅱ 2.16.3 

高性能多核種除去設備」と兼用する。 
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2.50.2.1.2  移送設備 

(1) ALPS 処理水移送ポンプ（完成品） 

台  数 2台 （うち予備 1 台） 

容  量 30m3/h（1 台あたり） 

 

(2) ALPS 処理水流量計 

 個  数    4 個 （うち予備 2 個）※ 

計測方式 差圧式 

 計測範囲 0 ～ 40m3/h 

 

(3) 放射線モニタ 

個  数    2 個 （うち予備 1 個） 

種  類    シンチレーション検出器 

計測範囲    10-1～105 s-1 

 

(4) 緊急遮断弁-1（完成品） 

台  数    2 台 （うち予備 1 台） 

 

(5) 緊急遮断弁-2（完成品） 

台  数    2 台 （うち予備 1 台） 

 

(6) ALPS 処理水流量調整弁（完成品） 

台  数    2 台 （うち予備 1 台） 

 

 

※：差圧伝送器の個数を示す。 
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(7) 配管 

主要配管仕様（１／２） 

名 称 仕 様 

測定・確認用タンク間 

（鋼管） 

呼び径／厚さ 

材質 

最高使用圧力 

最高使用温度 

200A/Sch.20S 

SUS316LTP 

0.49MPa 

40℃ 

（ポリエチレン管） 呼び径 

材質 

最高使用圧力 

最高使用温度 

200A 相当 

ポリエチレン 

0.49MPa 

40℃ 

（耐圧ホース） 呼び径 

材質 

最高使用圧力 

最高使用温度 

200A 相当 

合成ゴム 

0.49MPa 

40℃ 

測定・確認用タンク出口から 

ALPS 処理水移送ポンプ入口まで 

（鋼管） 

呼び径／厚さ 

 

材質 

最高使用圧力 

最高使用温度 

80A/Sch.20S 

150A/Sch.20S 

SUS316LTP 

0.49MPa 

40℃ 

（ポリエチレン管） 

 

呼び径 

 

材質 

最高使用圧力 

最高使用温度 

100A 相当 

150A 相当 

ポリエチレン 

0.49MPa 

40℃ 

（伸縮継手） 呼び径 

 

材質 

最高使用圧力 

最高使用温度 

100A 相当 

80A 相当 

合成ゴム 

0.49MPa 

40℃ 
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主要配管仕様（２／２） 

名 称 仕 様 

ALPS 処理水移送ポンプ出口から 

緊急遮断弁-1まで 

（鋼管） 

呼び径／厚さ 

 

 

材質 

最高使用圧力 

最高使用温度 

40A/Sch.20S 

100A/Sch.20S 

150A/Sch.20S 

SUS316LTP 

0.98MPa 

40℃ 

（ポリエチレン管） 呼び径 

材質 

最高使用圧力 

最高使用温度 

100A 相当 

ポリエチレン 

0.98MPa 

40℃ 

（伸縮継手） 呼び径 

材質 

最高使用圧力 

最高使用温度 

40A 相当 

合成ゴム 

0.98MPa 

40℃ 

緊急遮断弁-1から 

海水配管ヘッダ入口取合まで 

（鋼管） 

呼び径 

材質 

最高使用圧力 

最高使用温度 

100A/Sch.20S 

SUS316LTP 

0.60MPa 

40℃ 

（ポリエチレン管） 呼び径 

材質 

最高使用圧力 

最高使用温度 

100A 相当 

ポリエチレン 

0.60MPa 

40℃ 

（伸縮継手） 呼び径 

材質 

最高使用圧力 

最高使用温度 

100A 相当 

合成ゴム 

0.60MPa 

40℃ 
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2.50.2.1.3  希釈設備 

(1) 海水移送ポンプ（完成品） 

台  数 3台（うち予備 1台） 

容  量 7,086m3/h（1 台あたり） 

 

(2) 海水流量計 

 個  数      3 個（うち予備 1 個） 

計測方式   差圧式 

 計測範囲   0 ～ 10,000m3/h 

 

(3) 放水立坑（上流水槽） 

基  数 1 基 

主要寸法 たて 34,500mm × よこ 16,900mm × 高さ 6,000mm （内空） 

構  造 鉄筋コンクリート造 

（コンクリート：40N/mm2，鉄筋：SD345） 
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(4) 配管 

主要配管仕様（１／２） 

名 称 仕 様 

海水移送ポンプ出口から 

海水配管ヘッダ入口取合まで 

（鋼管） 

呼び径／厚さ 

 

材質 

最高使用圧力 

最高使用温度 

800A／12.7mm 

900A／12.7mm 

STPY400 

0.60MPa 

40℃ 

（鋼管） 呼び径／厚さ 

材質 

最高使用圧力 

最高使用温度 

900A／13mm 

SUS329J4L 

0.60MPa 

40℃ 

（鋼管） 呼び径／厚さ 

材質 

最高使用圧力 

最高使用温度 

900A／14mm 

SUS329J4LTPY 

0.60MPa 

40℃ 

（伸縮継手） 呼び径 

 

材質 

最高使用圧力 

最高使用温度 

800A 相当 

900A 相当 

合成ゴム 

0.60MPa 

40℃ 

海水配管ヘッダ 

（鋼管） 

呼び径／厚さ 

 

 

材質 

最高使用圧力 

最高使用温度 

900A／16mm 

1800A／16mm 

2200A／16mm 

SM400B 

0.60MPa 

40℃ 

（鋼管） 呼び径／厚さ 

材質 

最高使用圧力 

最高使用温度 

100A／Sch.40 

STPG370 

0.60MPa 

40℃ 
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主要配管仕様（２／２） 

名 称 仕 様 

海水配管ヘッダ出口から 

放水立坑（上流水槽）まで 

（鋼管） 

呼び径／厚さ 

材質 

最高使用圧力 

最高使用温度 

1800A／16mm 

SM400B 

0.60MPa 

40℃ 

（伸縮継手） 呼び径 

材質 

最高使用圧力 

最高使用温度 

1800A 相当 

合成ゴム 

0.60MPa 

40℃ 
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2.50.2.2 放水設備の主要仕様 

(1) 放水立坑（下流水槽） 

基  数 1 基 

主要寸法 たて 4,600mm × よこ 10,000mm × 高さ 17,200mm （内空） 

構  造 鉄筋コンクリート造 

（コンクリート：24N/mm2，鉄筋：SD345） 

 

(2) 放水トンネル 

基  数 1 式 

主要寸法 延長 1,031m 内径 2,590mm 

構  造 鉄筋コンクリート造 

（コンクリート：42N/mm2，鉄筋：SD345） 

鉄鋼コンクリート造 

（コンクリート：42N/mm2，鉄鋼：SM490A） 

 

 

(3) 放水口 

基  数 1 基 

主要寸法 たて 8,000mm × よこ 11,000mm × 高さ 8,300mm （内空） 

構  造 鉄筋コンクリート造 

（コンクリート：30N/mm2，鉄筋：SD345） 
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2.50.3 添付資料 

 添付資料－１ ：全体概要図及び系統構成図 

 添付資料－２ ：ALPS 処理水希釈放出設備及び関連施設の具体的な安全確保策等 

 添付資料－３ ：ALPS 処理水希釈放出設備の構造強度及び耐震性に関する説明書 

 添付資料－４ ：ALPS 処理水希釈放出設備及び関連施設に係る確認事項 

 添付資料－５ ：放水立坑（上流水槽）および放水設備の設計に関する説明書 

 添付資料－６ ：工事工程表 

 添付資料―７ ：検査可能性に関する考慮事項 
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添付資料－２ 

 

ALPS処理水希釈放出設備及び関連施設の具体的な安全確保策等 

 

ALPS処理水希釈放出設備で扱う液体は ALPS処理水であるものの，放射性物質を含むこと

から，同設備については，関連する措置を講ずべき事項等の規制基準を満たすために必要な

対策を講じる。特に，測定・確認用設備による放射性物質濃度の均質化，ALPS 処理水の海

水による混合希釈，「意図しない形での ALPS処理水の海洋放出」の防止，漏えい発生防止，

漏えい検知・漏えい拡大防止，運転員操作に対する設計上の考慮等について具体的な安全確

保策を定め，実施する。 

 

1．放射性固体廃棄物の処理・保管・管理 

ALPS 処理水希釈放出設備及び関連施設の設置に伴い発生する固体廃棄物の取扱いについ

ては，発電所全体の放射性固体廃棄物の処理・保管・管理の対応に従う。（「Ⅱ 1.8 放射性

固体廃棄物の処理・保管・管理」参照。） 

 

2． 放射性液体廃棄物の処理・保管・管理 

2.1 海洋放出前のタンク内 ALPS処理水の放射能濃度の均質化 

受入工程で，測定・確認用タンクに受け入れた ALPS処理水に含まれる放射性物質の濃度

は，移送元の貯蔵タンクごとにばらつきがあることから，ALPS処理水の海洋放出前の測定・

確認工程においては，当該工程にあるタンク群の 10基全てのタンクを連結し，循環ポンプ，

攪拌機器等により均質化した上で試料採取を行い，当該タンク群内の ALPS処理水に含まれ

る放射性物質の濃度を分析・評価する。 

また，均質化に要する循環攪拌時間については，第三リン酸ナトリウムを試薬として用い

た循環攪拌実証試験により，適切に設定する。 

さらに，ALPS 処理水を均質化した後の分析では，トリチウム及びトリチウム以外の放射

性核種の分析・評価を行い，同処理水中のトリチウム濃度を確認するとともに，トリチウム

以外の放射性核種の告示濃度限度比総和が 1 未満であることを確認した上で，ALPS 処理水

の放出可否を判断する。 
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2.2 ALPS処理水の海水への混合希釈率の調整及び監視 

ALPS処理水の希釈は，希釈海水が流れる海水配管ヘッダ内に ALPS処理水を注入すること

で行う。注入した ALPS処理水は海水配管内で流下しつつ，周囲の海水と混合して放射性物

質濃度を減少させる。 

(1) 混合希釈率の調整 

敷地境界における実効線量を達成できる限り低減するために，放出水中に含まれるトリ

チウムの濃度が運用の上限値である 1,500Bq/L 未満，海水による希釈倍率が 100 倍以上と

なるように以下の希釈処理及び評価を行う。 

 

(2) ALPS処理水の希釈に必要な海水量 

測定・確認工程で測定したトリチウム濃度に応じて，ALPS処理水移送ポンプ，ALPS処理

水流量調整弁，ALPS処理水流量計等により，ALPS処理水の流量を最大 500m3/日の範囲で設

定する。 

また，放出水中に含まれるトリチウム濃度を運用の上限値である 1,500Bq/L 未満かつ希

釈倍率を 100 倍以上とするため，容量 17 万 m3/日の海水移送ポンプを 3 台設置した上で，

ALPS 処理水の流量に応じて，海水移送ポンプを常時 2 台以上運転することにより，必要な

海水量を確保する。さらに，通常運転時においては，ALPS処理水流量を 500m3/日と設定し，

海水移送ポンプの運転台数を 2 台とする場合が，希釈倍率の観点で最も厳しい運転条件で

あることから，当該条件下において，放出水中のトリチウム濃度を運用の上限値である

1,500Bq/L 未満とするために，海洋放出する ALPS 処理水のトリチウム濃度の上限値を  

100万 Bq/Lにする。 

 

(3) 解析コードによる ALPS処理水の混合希釈状態の評価 

ALPS 処理水については，海水配管ヘッダ及び海水配管で希釈用の海水により混合希釈し

た後，放出水として海洋へ放出する。 

また，海水配管ヘッダ及び海水配管における ALPS処理水の混合希釈状態を確認するため，

解析コードを用いた数値シミュレーションにより，混合希釈効果を評価する。（解析の詳細

は別紙－１参照。） 

 

a．評価手法 

(a) 評価の考え方 

海水配管ヘッダ及び海水配管において，ALPS 処理水が十分に混合希釈されることを確認

するため，希釈用の海水中に移流・拡散した ALPS処理水の質量割合の分布を評価する。 

 

(b) 解析コード 

混合希釈状態の評価においては，流体挙動についての基本式（質量保存式，運動量保存式，
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エネルギー保存式）を解くことにより，3次元空間における流体の運動（流速，圧力）や温

度を解析評価することができ，乱流実験等により検証されている STAR-CCM+コードを用いる。 

なお，当該解析コードは，流体の流れ（流速，圧力，温度）を 3次元の数値流体計算で求

める機能に加え，流体の移流・拡散解析機能を有することから，希釈用の海水中に注入され

る ALPS処理水が混合・拡散される状況の解析評価が可能である。 

 

(c) 評価条件 

通常運転時に想定される運転条件のうち，ALPS 処理水流量を計画最大流量である   

500m3/日とし，海水流量を最低限の流量である 34万 m3/日とする。 

ALPS 処理水の海水配管ヘッダ及び海水配管内での拡散については，乱流による拡散を考

慮する。また，解析における乱流拡散挙動については，実験的に決定される乱流拡散係数（乱

流シュミット数）が支配的であることから，文献調査等により，乱流拡散挙動の影響が小さ

くなる乱流シュミット数を設定する。 

 

(d) 判断基準 

海水配管出口における ALPS処理水の最大質量割合が 1.0 %以下（希釈倍率が 100倍以上）

となること。 

 

(e) 評価結果 

ALPS 処理水の注入位置から海水配管立上り部終端における ALPS 処理水の最大質量割合

が 0.28%であり，海水配管内で 100倍以上の希釈倍率は実現可能であることから，海水配管

出口における判断基準を満足する。 

一方，海水配管中では単純希釈で想定した希釈倍率の 1/2 程度となる箇所が一部存在す

ることから，当該箇所を含めてトリチウム濃度の運用上限値 1,500Bq/L 未満を満足させる

ため，後述する混合希釈率の調整及び監視を実施する。 
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(4) 混合希釈率の調整及び監視 

放出水中に含まれるトリチウムの濃度が運用の上限値である 1,500Bq/L未満となるよう，

以下の方法で混合希釈率の調整及び監視を実施する。 

a．混合希釈率の調整 

ALPS 処理水の海水への混合希釈率の調整は，海水移送ポンプを定格運転するため，ALPS

処理水流量を制御する設計とする。 

具体的には，放出操作の際に，予め測定・確認した ALPS処理水のトリチウム濃度を監視・

制御装置へ登録し，当該トリチウム濃度と希釈後のトリチウム濃度の運用値を踏まえて，所

定の混合希釈率になるよう，ALPS処理水流量調整弁の開度を自動調整する設計とする。 

 

・ALPS処理水流量（運用値）算出式 

ALPS処理水流量(運用値)＝
海水流量×海水希釈後のトリチウム濃度(運用値)

ALPS処理水のトリチウム濃度－海水希釈後のトリチウム濃度(運用値)
 

 

b．混合希釈率の監視 

海水希釈後のトリチウム濃度は，ALPS 処理水流量と海水流量を監視することで実施する

設計とする。 

 

・トリチウム濃度評価式 

海水希釈後のトリチウム濃度＝
ALPS処理水トリチウム濃度× ALPS処理水流量

ALPS処理水流量＋海水流量
 

 

 

なお，海水希釈後のトリチウム濃度が 1,500Bq/L となる条件を，ALPS 処理水流量の上限

とし，上限に達した場合には警報を発報させると共に，緊急遮断弁を閉動作させる設計とす

ることで，トリチウム濃度が 1,500Bq/L を上回った状態での海洋放出を防止する設計とす

る。 

 

・ALPS処理水流量（上限値）算出式 

ALPS処理水流量(上限値)＝
海水流量×海水希釈後のトリチウム濃度(1,500Bq/L)

ALPS処理水のトリチウム濃度－海水希釈後のトリチウム濃度(1,500Bq/L)
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2.3 異常の検出と ALPS処理水の海洋放出の停止方法 

供用期間中に想定される機器の故障等の異常により，「意図しない形での ALPS 処理水の

海洋放出」に至るおそれのある事象等が発生した場合に備え，移送設備には緊急遮断弁を設

置し，正常な運転状態を逸脱すると判断される場合においてはインターロックにより閉動

作させるともに，必要に応じて運転員の操作により ALPS 処理水の海洋放出を停止させる。 

(1) インターロック 

以下の条件に合致する場合，緊急遮断弁を動作させ ALPS処理水の海洋への放出を停止さ

せる。 

a．ALPS 処理水の放出には，希釈設備の海水流量及び ALPS 処理水の移送流量を定めた上で

行うが，定めた海水流量が確保できない場合又は定めた ALPS処理水移送流量を超えた場

合に備え緊急遮断弁閉のインターロックを設ける。 

b．ALPS 処理水移送ラインに設置した放射線モニタ※で異常を検出した場合に備え，緊急遮

断弁閉のインターロックを設ける。 

※：測定・確認用設備において，放射性核種（トリチウムを除く。）の告示濃度比総和 1未満を確認するも

のの，万が一に備え移送設備に放射線モニタを設置する。 

 

(2) 運転員の操作による停止 

ALPS 処理水希釈放出設備及び関連施設に影響を及ぼしうる自然現象等が発生した場合，

海域モニタリングで異常値が検出された場合又はその他当直長が必要と認める場合には

ALPS処理水の海洋放出を手動で停止させる。 

 

(3) 設備構成 

緊急遮断弁を確実に動作させるため，ALPS処理水の移送経路に対し直列に 2台配置する。

直列配置した緊急遮断弁は，故障により設備が長期停止することがないように各々並列配

置した予備系を備える。 

 

(4) 配置 

緊急遮断弁は上記のインターロックが動作した際に，ALPS 処理水を早期に放出停止でき

るよう配置する。そのため，直列に 2 台配置した緊急遮断弁のうち下流側の緊急遮断弁-2

は，弁動作時の ALPS処理水放出量を最小化させるため，海水配管ヘッダ手前に設ける。ま

た，上流側の緊急遮断弁-1は，津波による設備損傷のおそれを考慮して防潮堤内に設ける。 
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2.4 放射性物質の漏えい防止及び漏えい拡大防止 

(1) 漏えい発生防止 

a．循環ポンプ及び ALPS処理水移送ポンプは，耐腐食性に優れた二相ステンレス鋼等を使用

するとともに，軸封部は漏えいの発生し難いメカニカルシール構造とする。 

b．ALPS処理水の移送配管は，耐腐食性を有するポリエチレン管，耐圧ホース，十分な肉厚

を有する炭素鋼鋼管またはステンレス鋼鋼管とする。主要配管の炭素鋼材料の内面には，

耐腐食性を有する塗装を施す。また，可撓性を要する部分は耐腐食性を有する合成ゴム製

伸縮継手とする。 

c．屋外に敷設される移送配管のうち，ポリエチレン管とポリエチレン管の接合部は漏えい

発生の防止のため融着構造とする。 

 

(2) 漏えい検知・漏えい拡大防止  

a．循環ポンプ，ALPS処理水移送ポンプ及び緊急遮断弁等は，以下の対応を行う。 

・漏えいの早期検知及び漏えいの拡大防止として，機器の周囲に堰を設けるとともに，堰内

に漏えい検知器を設置する。また，設備運転中は巡視点検により，漏えいの早期検知を図

る。 

・漏えい検知の警報は，免震重要棟集中監視室に表示し，運転員が流量等の運転監視パラメ

ータの状況を確認し，ポンプ運転・停止等の適切な対応がとれるようにする。 

b．ALPS処理水移送配管等は，以下の対応を行う。 

・屋外に敷設される移送配管について，鋼管と鋼管，ポリエチレン管と鋼管との取合い等で

フランジ接続となる箇所については，堰を設置し，漏えい拡大防止を図る。 

・移送配管は，万が一，漏えいしても排水路を通じて環境に放出することがないように，排

水路から可能な限り離隔するとともに，移送配管に使用するポリエチレン管は，管の外側

に外装管（接合部は防水カバー）を取り付けることで漏えい拡大を防止する施工を行う。 

・設備運転中は巡視点検により，移送配管からの漏えいの早期検知を図る。 

・移送配管に設置するベント弁の周辺には，鋼製のカバーを設置し，各フランジ部に漏えい

検知器を設置する。漏えい検知の警報は，免震重要棟集中監視室に表示し，運転員により

流量等の運転監視パラメータの状況を確認し，ポンプ運転・停止等の適切な対応がとれる

ようにする。 

 

2.5 被ばく低減 

ALPS 処理水はトリチウムを除く放射性核種を告示濃度比総和 1 未満としており， 

1,000m3/基のタンクに貯蔵しても，これを線源としたタンクエリアの空間線量当量率は最大

1μSv/h以下と評価されることから，機器等の設計において遮へい機能を考慮する必要はな

い。 
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3．放射性物質の放出抑制等による敷地周辺の放射線防護等 

ALPS処理水希釈放出設備による放射性液体廃棄物の排水による線量評価については，「Ⅲ 

第３編 2.2.3 放射性液体廃棄物等による線量評価」に記載の通り。 

 

4．作業者の被ばく線量の管理等 

ALPS 処理水希釈放出設備及び関連施設に対する作業者の被ばく線量の管理等は，発電所

全体の作業者の被ばく線量の管理等に従う。（「Ⅱ 1.12 作業者の被ばく線量の管理等」を

参照。） 

 

5．緊急時対策 

ALPS 処理水希釈放出設備及び関連施設に対する緊急時対策は，発電所全体の緊急時対策

に従う。（「Ⅱ 1.13 緊急時対策」を参照。） 

 

6．設計上の考慮 

6.1 準拠規格及び基準 

ALPS処理水希釈放出設備及び関連施設を構成する構築物，系統及び機器は，「実用発電用

原子炉及びその附属施設の技術基準に関する規則」において，廃棄物処理設備等に相当する

ものと位置づけられることから，その設計，材料の選定，製作及び検査において，それらが

果たすべき安全機能の重要度を考慮して，ALPS処理水を内包する容器及び鋼管については，

発電用原子力設備規格 設計・建設規格（JSME S NC1）のクラス３機器の規定を適用するこ

ととし，これら以外の機器等については，必要に応じて日本産業規格（JIS），（公社）土木

学会等の技術基準（規準）等の国内外の民間規格も適用する。また，JSME 規格で規定され

る材料の日本産業規格（JIS）年度指定は，技術的妥当性の範囲において材料調達性の観点

から考慮しない場合もある。 

具体的な規格及び基準は以下のとおり。 

・JIS G 3454 圧力配管用炭素鋼鋼管 

・JIS G 3457 配管用アーク溶接炭素鋼鋼管 

・JIS G 3459 配管用ステンレス鋼鋼管 

・JIS G 3468 配管用溶接大径ステンレス鋼鋼管 

・JWWA K 144 水道配水用ポリエチレン管 

・コンクリート標準示方書（設計編；2017 年制定）（公社）土木学会 

・コンクリート標準示方書（設計編；2012 年制定）（公社）土木学会 

・コンクリート標準示方書（構造性能照査編；2002 年制定）（公社）土木学会 

・道路橋示方書・同解説Ⅰ共通編 平成 24年（公社）日本道路協会 

・道路橋示方書・同解説Ⅳ下部構造編 平成 24年（公社）日本道路協会 

・道路橋示方書・同解説Ⅴ耐震設計編 平成 24年（公社）日本道路協会 
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・共同溝設計指針 1986年（公社）日本道路協会 

・水理公式集 2018年（公社）土木学会 

・プレキャスト式雨水地下貯留施設技術マニュアル（改訂版；2020年）（公財）日本下水

道新技術機構 

・エポキシ樹脂塗装鉄筋を用いる鉄筋コンクリートの設計施工指針（改訂版；2013 年）

（公社）土木学会 

・火力・原子力発電所土木構造物の設計（増補改訂版）（一社）電力土木技術協会 

・トンネル標準示方書〔共通編〕・同解説/〔シールド工法編〕・同解説（2016 年制定）（公

社）土木学会 

・トンネル標準示方書〔開削工法〕・同解説（2016年制定）（公社）土木学会 

・港湾の施設の技術上の基準・同解説 2018年（公社）日本港湾協会 

・内水圧が作用するトンネル覆工構造設計の手引き（1999年制定） （財団法人）先端建

設技術センター 

・シールド工事用標準セグメント 土木学会・日本下水道協会共編（2001年制定） 

・土木研究所資料 大規模地下構造物の耐震設計法・ガイドライン（案）-平成 4年 3月」 

建設省土木研究所・地震防災部耐震研究所 

・下水道施設の耐震対策指針と解説-2014年版（公社）日本下水道協会 

・下水道施設耐震計算例 処理場・ポンプ場編-2015年版（公社）日本下水道協会 

・下水道施設耐震計算例-管路施設編-2015年版（公社）日本下水道協会 

 ・トンネルライブラリー第 23号 セグメントの設計【改訂版】～許容応力度設計法から 

限界状態設計法まで～（2010年制定）（公社）土木学会 

 

6.2 自然現象に対する設計上の考慮 

(1) 地震に対する設計上の考慮 

ALPS 処理水希釈放出設備及び関連施設の地震に対する設計上の考慮は，「添付資料－３ 

ALPS 処理水希釈放出設備の構造強度及び耐震性に関する説明書」，「添付資料－５ 放水立

坑（上流水槽）および放水設備の設計に関する説明書」に記載の通り。 

 

(2) 地震以外に想定される自然現象（津波，豪雨，台風，竜巻等）に対する設計上の考慮 

ALPS 処理水希釈放出設備及び関連施設に対する地震以外に想定される自然現象に対する

設計上の考慮は以下の通り。 

a．津波 

ALPS処理水希釈放出設備のうち，希釈設備を除く，測定・確認用設備及び移送設備の一

部については津波が到達しないと考えられる T.P.約 33.5m以上の場所に設置する。 

また，津波注意報等が出た際は，津波による設備損傷のおそれを考慮して移送設備，希

釈設備を運転員が手動により免震重要棟集中監視室から停止できる設計とする。なお，緊
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急遮断弁-1については，津波による影響を緩和する観点から，T.P.約 11.5mのエリアに施

設する日本海溝津波防潮堤（天端高さ T.P.約 13.5m）の内側に設置する。 

放水設備は，津波に対する浸水は不可避であることから，復旧性に応じて，耐波圧性を

有する設計とする。 

 

b． 豪雨 

ALPS処理水希釈放出設備のうち，循環ポンプ，ALPS処理水移送ポンプ，緊急遮断弁-

1，制御盤等の電気品は，豪雨による影響を受けにくい屋内に設置する。 

 

c． 積雪 

多核種移送設備建屋及び 5,6号機東側電気品建屋は，積雪による設備の損傷を防止する

ため，建築基準法施行令及び福島県建築基準法施工細則に基づく積雪荷重に対して設計す

る。 

 

d．落雷 

ALPS処理水希釈放出設備のうち多核種移送設備建屋及び 5,6号機東側電気品建屋に設置

する電気設備に対して，避雷針の設置，機器接地等により落雷による損傷を防止する設計

とする。 

 

e．台風（強風，高潮） 

ALPS処理水希釈放出設備のうち，循環ポンプ，ALPS処理水移送ポンプ，制御盤等の電

気品は台風（強風）による設備損傷の可能性が低い多核種移送設備建屋又は 5,6号機東側

電気品建屋内に設置する。その他，屋外に設置する移送配管等の機械品においては基礎ボ

ルト等により固定することで転倒しない設計とする。 

なお，放水立坑（上流水槽）及び放水設備は，台風（高潮）で海面が上昇することによ

る影響についても考慮した設計とするとともに，高潮警報が発表された場合には，沿岸か

ら 1km離れた海洋へ放出ができないおそれがあるため，運転員が手動により免震重要棟集

中監視室から海洋放出を停止できる設計とする。 

 

f．竜巻 

ALPS処理水希釈放出設備は，竜巻注意情報が発表された場合，竜巻による設備損傷のお

それを考慮して，運転員が手動により免震重要棟集中監視室から設備を停止できる設計と

する。 

 

g． 凍結 

ALPS処理水希釈放出設備は，水の移送を停止した場合，屋外敷設のポリエチレン管は凍
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結による破損が懸念される。そのため，屋外敷設のポリエチレン管に保温材を取り付け，

凍結防止を図る。 

なお，保温材は高い気密性と断熱性を有する硬質ポリウレタン等を使用し，凍結しない

十分な厚さを確保する。 

 

h． 紫外線 

ALPS処理水希釈放出設備のうち屋外敷設箇所のポリエチレン管は，紫外線による劣化を

防ぐため，紫外線劣化防止効果のあるカーボンブラックを添加した保温材を取り付ける。

もしくは，カーボンブラックを添加していない保温材を使用する場合は，カーボンブラッ

クを添加した被覆材または紫外線による劣化のし難い材料（鋼板等）を取り付ける。 

 

i． 高温 

ALPS処理水希釈放出設備の材質として使用するポリエチレンは，ALPS処理水の温度がほ

ぼ常温のため，熱による材料の劣化の可能性は十分低い。 

 

j． 生物学的事象 

 ALPS処理水希釈放出設備は，海生生物（くらげ等）の襲来等や，建屋貫通孔等からの小

動物の侵入が想定されるため，前者は 5,6号機取水路開渠の北防波堤や仕切提等により侵

入を防止する設計とし，後者は建屋貫通孔や電路端部等に対してシール材を施工すること

により，侵入を防止する設計とすることで対策を行う。 

 

k． その他 

ALPS処理水希釈放出設備は，上記の自然現象の他，火山，森林火災等により設備損傷の

おそれがある場合は，運転員が手動により免震重要棟集中監視室から設備を停止できる設

計とする。 

 

6.3 外部人為事象に対する設計上の考慮 

ALPS 処理水希釈放出設備に対する主な外部人為事象は，発電所全体の外部人為事象に対

する設計上の考慮に従う。（「Ⅱ 1.14設計上の考慮」参照）。 

また，海洋放出の操作については，電気通信回線を介して行うことから，以下の外部人為

事象についても設計上考慮する。 

 

(1) 電磁的障害 

ALPS 処理水希釈放出設備は，電磁的障害による擾乱に対して，制御盤へ入線する電源受

電部へのラインフィルタや絶縁回路の設置，外部からの信号入出力部へのラインフィルタ

や絶縁回路の設置，通信ラインにおける光ケーブルの適用等により，影響を受けない設計と
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する。 

 

(2) 不正アクセス行為（サイバーテロを含む） 

不正アクセス行為（サイバーテロを含む）を未然に防止するため，ALPS 処理水希釈放出

設備の操作に係る監視・制御装置が，電気通信回線を通じて不正アクセス行為（サイバーテ

ロを含む）を受けることがないように，外部からの不正アクセスを遮断する設計とする。 

 

6.4 火災に対する設計上の考慮 

ALPS 処理水希釈放出設備及び関連施設は，火災の発生を防止し，火災の検知及び消火を

行い，並びに火災の影響を軽減するため，以下の対策を講じることにより，施設の安全性を

損なうことのない設計とする。なお，放水立坑（上流水槽）及び放水設備は，鉄筋コンクリ

ート造であり，火災のおそれは非常に低い。 

・火災の発生を防止し，火災の影響を軽減するため，実用上可能な限り不燃性又は難燃性材

料を使用する※とともに，設備周辺には可能な限り可燃物を排除し，海洋放出時において

常時２系列の動作が必要となる機器については，火災によりその機能が同時に損なわれ

ないよう，可能な限り機器間の離隔距離を確保する。 

・本設備では巡視点検を実施し火災の早期検知に努めるとともに，屋内に設置する循環ポン

プ，ALPS 処理水移送ポンプ及び電気品周辺については火災検知器による，火災の検知が

可能な設計とする。また，各設備の近傍に消火器を設置し，初期消火の対応を可能にし，

消火活動の円滑化を図る。さらに，多核種移送設備建屋及び 5,6号機東側電気品建屋内に

は避難時における誘導用のために誘導表示を設置する。 

※：配管の一部に使用する可燃性材料を不燃性又は難燃性材料で養生することを含む。 
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6.5 環境条件に対する設計上の考慮 

ALPS 処理水希釈放出設備及び関連施設において使用する材料等に対して，環境条件に対

する設計上の考慮は以下の通り。 

(1) 圧力及び温度 

ALPS 処理水希釈放出設備は通常運転時及び異常事象発生時に想定される圧力・温度を踏

まえて，適切な最高使用圧力・最高使用温度を有する機器等を選定する。 

 

(2) 腐食に対する考慮 

ALPS処理水希釈放出設備のうち，ALPS処理水を貯蔵又は通水する機器等については，耐

腐食性に優れた二相ステンレス鋼，耐腐食性を有するステンレス鋼，ポリエチレン，合成ゴ

ム，十分な肉厚を有する炭素鋼等を使用する。また，海水を貯蔵又は通水する機器等につい

ては，耐腐食性に優れた二相ステンレス鋼，耐腐食性を有する塗装を施した炭素鋼等を使用

する。 

 

(3) 放射線 

ALPS 処理水希釈放出設備の材質として使用するポリエチレン等については，放射線によ

る材料特性に有意な変化がない期間を評価した上で，当該期間を超えて使用する場合には，

あらかじめ交換等を行う。 

 

(4) ひび割れ・塩害 

放水立坑（上流水槽）および放水設備は，鉄筋コンクリート製の躯体に生じるひび割れ幅

および塩害の照査を実施し，適切な鉄筋かぶりを設定し，供用期間中の耐久性が確保される

ことを確認している。 

 

6.6 運転員操作に対する設計上の考慮 

ALPS処理水希釈放出設備の運転員操作に対する設計上の考慮は以下の通り。 

(1) ALPS処理水の海洋放出のために必要な情報を集約した監視・操作端末等は，機器の状態

表示や操作方法に統一性（色，形状等の視覚的要素での識別）を持たせることで，運転

員の誤操作を防止するとともに，容易に操作ができる設計とする。 

 

(2) 誤操作・誤判断を防止するため，放出・移送，工程停止等の重要な操作に関してはダブ

ルアクションを要する設計とする。なお，放出許可に係る操作についてはダブルアクシ

ョンに加えキースイッチによる操作を要する設計とする。 

 

(3) 測定・確認工程で確認したトリチウムの分析結果を，監視・制御装置に登録する際には，

スキャナ等の機械的読み取りを行うことで，人手による計算や転記ミスを防ぐ設計とす
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る。また，監視・制御装置に登録されたトリチウム濃度，稼働中の海水移送ポンプの流

量より，海水希釈後のトリチウム濃度が 1,500Bq/Lを満足できない場合には，次工程に

進めないインターロックを設けることにより，排水濃度 1,500Bq/L未満を満足させる設

計とする。 

 

(4) ALPS処理水の受入工程，測定・確認工程及び放出工程においては，３つのタンク群で構

成する測定・確認用タンク群のうち，それぞれの工程で適切なタンク群を選択していな

いと，次工程に進めないインターロックを設けることにより，測定・確認前の ALPS 処

理水を放出することがない設計とする。 

  

(5) ALPS処理水希釈放出設備では，通常運転から逸脱するような異常を検知した場合に，海

洋放出を停止させる機能を持つ緊急遮断弁を設置するとともに，当該弁を閉とするイン

ターロックを設けることで，運転員が操作することなく，ただちに海洋放出の停止が可

能な設計とする。 

 

6.7 信頼性に対する設計上の考慮 

ALPS処理水希釈放出設備の信頼性に対する設計上の考慮は以下の通り。 

・３つのタンク群で構成する測定・確認用タンクについては，タンク群間の混水を防止する

ため，タンクのバウンダリとなる弁を直列二重化する。 

・ALPS処理水流量計については，ALPS処理水の海水への混合希釈が設定値内で行われてい

るか否かを確認するため，差圧伝送器，伝送系を二重化する。 

・緊急遮断弁については，電動駆動の緊急遮断弁-1及び空気作動の緊急遮断弁-2を設置し，

遮断機構に対して多重性，駆動源に対して多様性を備えるとともに，外部電源喪失時等に

おいても確実に放出を停止できるようフェイルクローズ設計とする。 

 

6.8 検査可能性に対する設計上の考慮 

ALPS処理水希釈放出設備及び関連施設の検査可能性に対する設計上の考慮は，「添付資料

－７ 検査可能性に関する考慮事項」に記載の通り。 

 

7．別紙 

 別紙－１ ：ALPS処理水の混合希釈倍率に関する説明書 

 

以上 
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別紙－１ 

ALPS処理水の混合希釈倍率に関する説明書 

 

ALPS 処理水の混合希釈については，ALPS 処理水流量が 1 日当たり最大 500m3であるのに

対して，海水により 100倍以上に希釈を行うが，この混合希釈の挙動について確認した結果

について説明する。 

 

1．解析コードや条件について 

混合希釈挙動に関しては，表－1の解析コード・解析条件により，図－1に示す解析モデ

ルにて想定される希釈効果について評価した。 

 

表－1 解析コード・解析条件等一覧 

条件 内容 

1．解析コード・解析モデル 

(1) 解析コード STAR-CCM+（ver.11） 

(2) 基礎式 非圧縮性質量保存式，運動量保存式 

（レイノルズ平均ナビエ・ストークス（RANS）式） 

(3) 乱流モデル Realizable k-ε モデル 

(4) 壁面近傍の扱い 壁関数モデル 

(5) 離散化手法 有限体積法 

(6) 物質移流・拡散モデル 化学種移流拡散モデル 

2．境界条件 

(1) 希釈海水入口 170,000m3/日，運転中海水配管入口本数：2本 

(2) ALPS処理水入口 500m3/日 

(3) 海水配管出口 圧力境界（大気圧） 

3．流体物性 

(1) 温度 20℃ 

(2) 海水 密度：1025 kg/m3，粘度：1.080×10-3Pa･s 

(3) ALPS処理水（純水） 密度：998.2 kg/m3，粘度：1.002×10-3 Pa･s 
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ALPS処理水の混合希釈解析では乱流モデルの適用が必要であり，数値流体解析（CFD）で

一般的なものとなっているレイノルズ平均ナビエ・ストークス（RANS）式を基礎式として採

用した。 

RANS 式における乱流モデルは，CFD 解析で使用実績の多い渦粘性モデルを使用すること

とし，中でも適用実績が多い k-ε系の乱流モデルとした。 

解析においては，実験的に決定される乱流拡散係数（乱流シュミット数）に支配される乱

流拡散挙動が注入純水濃度に対する影響が大きい。 

このため，乱流シュミット数を諸文献※1,※2,※3調査から，乱流拡散が小さくなる（注入純

水の局所的な濃度が高くなる）ように，諸文献提示値のうち上限に近い乱流シュミット数を

設定し，解析を実施した。 

また，ALPS処理水（純水）・海水の密度・粘度は以下に基づき設定した。 

（密度）：純水 日本機械学会蒸気表（1999）CD-ROM版 

海水 海水の状態方程式 UNESCO（1981） 

（粘度）：純水 日本機械学会蒸気表（1999）CD-ROM版 

海水 中村，船舶流体力学関係の標準記号および水の密度，動粘性係数，造船協

会誌 429号（昭和 40年） 

 

※1：Gualtieri,G.,et al.,Fluids,2,17(2017) 

※2：Tominaga,Y.,et al.,Atmospheric Enviromment,42,37(2007) 

※3：Flesch,T,K.,et al.,Agricultural and Forest Meteorology,111(2002) 
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図－１ 解析形状モデル（１／２） 

 

モデル化 

移送配管 

測定・確認用設備より 
（ALPS処理水） 

海水移送ポンプより 
（海水） 

放水立坑（上流水槽）へ 

※：これより下流の配管水平部では空気流入によ
り解析結果と乖離が生じることが予想されること

から濃度評価範囲の対象外とした。 
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図－１ 解析形状モデル（２／２） 
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2．海水配管内の混合希釈の結果 

海水配管内の混合希釈に関する解析結果を図－２～６および表－２に示す。 

 

 

 

 

図－２ 海水配管内の混合希釈の計算結果 

 

図－２では，ALPS 処理水移送配管から海水配管ヘッダに注入した注入水（ALPS 処理水）

が海水配管内で流下しつつ，周辺の海水と混合している様子が確認できた。 

解析結果の状況をより詳細に見るために，図－３のように海水配管の横断面方向に評価

断面を設定し，各評価断面における注入水（ALPS処理水）の質量濃度を評価した。（図－４

および図－５参照） 

 

（水平断面） 

（垂直断面） 

主流管 3本のうち 2 本の管が 
各々定格流量で運転 

ALPS 処理水 
移送ポンプから 注入管 

海水配管 
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図－３ 評価断面の位置および名称 

 

 

 
図－４ 評価断面の質量分布 

 

00 
01 

02 

03 

04 

05 

06 

07 

08 

09 

10 

11 

00：純水注入位置 
01：ヘッダ絞り入口 
02：ヘッダ絞り出口 
03：立下りエルボ入口 
04：立下りエルボ出口 
05：水平エルボ入口 
06：水平エルボ出口 
07：海水配管下部水平部中間 
08：立上りエルボ入口 
09：立上りエルボ出口 
10：海水配管立上り部中間 
11：海水配管立上り部終端 

00：純水注入位置 
01：ヘッダ絞り入口 
02：ヘッダ絞り出口 
03：立下りエルボ入口 
04：立下りエルボ出口 
05：水平エルボ入口 
06：水平エルボ出口 
07：海水配管下部水平部中間 
08：立上りエルボ入口 
09：立上りエルボ出口 
10：海水配管立上り部中間 
11：海水配管立上り部終端 
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図－５ 海水配管での混合希釈の評価結果 
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図－５の各評価断面における質量濃度の最大値を表－２に，また各値の推移を図－６に

示す。 

 

この結果から，注入水は放水立坑（上流水槽）に向かう海水配管内で最大濃度部において

も，100/0.280≒357倍薄められているという結論を得ると共に，04：立下りエルボ出口で，

本設備で目標としている，100倍以上の希釈効果が得られることを確認した。 

また，評価断面の最も下流 11：海水管立上り部終端における最大濃度は 0.28%であり，理

論平均値 0.14％の 2 倍であることを確認した。 

 

3．まとめ 

ALPS 処理水の混合希釈について，CFD 解析を用いて海水配管内におけるその挙動を確認

した。結果，ALPS 処理水流量の最大値 500m3/日において，配管終端部の最大濃度部におい

ても平均値の 2 倍程度に留まるものの，海水配管内で 100 倍以上の希釈効果が得られるこ

とが分かった。 

 

 

以上 

 

 

表－２ 注入水の断面濃度最大値 

図－６ 注入水質量濃度の推移 
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添付資料－５ 

 

放水立坑（上流水槽）および放水設備の設計に関する説明書 

 

放水立坑（上流水槽）および放水設備（放水立坑（下流水槽），放水トンネル，放水口）

について，評価を行う。 

 

1．設計内容 

1.1 設計の基本方針 

 放水立坑（上流水槽）および放水設備は，下記に準拠して評価を行う。 

・コンクリート標準示方書（設計編；2017 年制定）（公社）土木学会 

・コンクリート標準示方書（設計編；2012 年制定）（公社）土木学会 

・コンクリート標準示方書（構造性能照査編；2002 年制定）（公社）土木学会 

・道路橋示方書・同解説Ⅰ共通編 平成 24 年（公社）日本道路協会 

・道路橋示方書・同解説Ⅳ下部構造編 平成 24 年（公社）日本道路協会 

・道路橋示方書・同解説Ⅴ耐震設計編 平成 24 年（公社）日本道路協会 

・共同溝設計指針 1986 年（公社）日本道路協会 

・水理公式集 2018 年（公社）土木学会 

・プレキャスト式雨水地下貯留施設技術マニュアル（改訂版；2020 年）（公財）日本下水

道新技術機構 

・エポキシ樹脂塗装鉄筋を用いる鉄筋コンクリートの設計施工指針（改訂版；2013 年）

（公社）土木学会 

・火力・原子力発電所土木構造物の設計（増補改訂版）（一社）電力土木技術協会 

・トンネル標準示方書〔共通編〕・同解説/〔シールド工法編〕・同解説（2016 年制定）（公

社）土木学会 

・トンネル標準示方書〔開削工法〕・同解説（2016 年制定）（公社）土木学会 

・港湾の施設の技術上の基準・同解説 2018 年（公社）日本港湾協会 

・内水圧が作用するトンネル覆工構造設計の手引き（1999 年制定）（財団法人）先端建設

技術センター 

・シールド工事用標準セグメント 土木学会・日本下水道協会共編（2001 年制定） 

・土木研究所資料 大規模地下構造物の耐震設計法・ガイドライン（案）-平成 4年 3月」 

建設省土木研究所・地震防災部耐震研究所 

・下水道施設の耐震対策指針と解説-2014 年版（公社）日本下水道協会 

・下水道施設耐震計算例 処理場・ポンプ場編-2015 年版（公社）日本下水道協会 

・下水道施設耐震計算例 管路施設編-2015 年版（公社）日本下水道協会 
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・トンネルライブラリー第 23号 セグメントの設計【改訂版】～許容応力度設計法から

限界状態設計法まで～（2010 年制定）（公社）土木学会 

 

1.2 耐震性の基本方針 

放水設備は, ALPS 処理水希釈放出設備の排水（海水で希釈して，トリチウムを含む全て

の放射性核種の告示濃度比総和が 1を下回った水）を取り扱うことを踏まえ，設備等の機

能喪失による公衆への放射線影響の程度により，耐震 Cクラスと位置付けられる。そのた

め，耐震 Cクラスの設備に要求される地震力に耐えられる設計とする。 
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2．設計の方法  

2.1 評価条件 

2.1.1 使用材料の許容応力度 

放水設備に用いる材料のうち，コンクリートは普通コンクリートとし，設計基準強度は

24N/mm2，30N/mm2，40N/mm2，42N/mm2とする。鉄筋は SD345 および鋼は SM490A とする。 

各使用材料の許容応力度を表－１～３に示す。 

 

表－１ コンクリートの許容応力度 

設計基準強度 

長期 短期 

圧縮 

（N/mm2） 

せん断

（N/mm2） 

圧縮

（N/mm2） 

せん断

（N/mm2） 

24 9.0 0.45 13.5 0.675 

30 11.0 0.50 16.5 0.750 

40 14.0 0.55 21.0 0.825 

42 16.0 0.73 24.0 1.095 

 

表－２ 鉄筋の許容応力度 

使用材料 

長期 短期 

圧縮・引張 

（N/mm2） 

圧縮・引張 

（N/mm2） 

SD345 200 300 

 

表－３ 鋼の許容応力度 

使用材料 

長期 短期 

圧縮・引張 

（N/mm2） 

圧縮・引張 

（N/mm2） 

SM490A 215 325 
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2.1.2 土質定数 

 設計に用いた土質定数を表－４に示す。 

 

表－４ 土質定数 

層数 土質 

単位体積

重量 

γ 

（kN/m2） 

粘着力 

C

（kN/m2） 

内部 

摩擦角 

φ 

（°） 

変形係数 E0

（kN/m2） 

1 盛土 18.0 0 30.0 17,700 

2 砂岩 18.4 0 38.6 94,400 

3 泥岩 17.1 1,500 0 506,000 

 

2.1.3 地下水位 

T.P.+2.5m 

 

2.1.4 単位体積重量 

 設計に用いた材料の単位体積重量を表－４に示す。 

 

表－４ 単位体積重量 

材料 単位体積重量（kN/m3） 

鉄筋コンクリート 24.5 

鋼 77.0 

地盤 表－３参照 

 

2.1.5 構造物の環境条件 

 構造物の環境条件は腐食性環境条件とし，ひび割れ幅の限界値は，構造物に応じて 0.035c

～0.005c（mm）で設定する。ただし，cは純かぶりを示す。 

 

2.1.6 荷重 

設計では，長期および短期荷重を考慮する。 

躯体に作用する地震力は，原則として震度法により計算する。 

P=K・W 

P：地震力 

K：設計水平震度 

W：躯体重量 
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2.2 評価方法 

表－５の照査を行うことで，供用期間中の健全性が確保されることを確認している。なお，

照査項目は，構造物の使用目的に適合するための要求性能を踏まえて設定している。 

 

表－５ 放水立坑（上流水槽）および放水設備の照査項目 

照査項目 

 

放水立坑 

(上流水槽) 

放水立坑 

(下流水槽) 

放水 

トンネル 

(鉄筋コンク

リート造) 

放水 

トンネル 

(鉄鋼コンク

リート造) 

放水口 照査内容 

長

期 

構造 ○ ○ ○ ○ ○ 

許容応力度

以内である

こと 

構造 

（波浪） 
- - ○ ○ ○ 

許容応力度

以内である

こと 

ひび割れ ○ ○ ○ - ○ 

ひび割れ幅

が許容ひび

割れ幅以下

であること 

塩害 ○ ○ ○ - ○ 

鋼材位置の

塩化物イオ

ン濃度が鋼

材腐食発生

限界に達し

ないこと 

浮上がり ○ ○ - - ○ 

浮上がりが

生じないこ

と 

短期 ○ ○ ○ -(※) ○ 

地震に対し

て許容応力

度以内であ

ること 

(※)放水トンネル（鉄筋コンクリート造）の検討結果より、クリティカルケースが長期荷重

を受ける場合であるため、地震に対して許容応力度以内であることの確認は省略。 
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2.3 評価結果 

2.3.1 放水立坑（上流水槽） 

 放水立坑（上流水槽）の作用応力を許容応力と比較し，作用応力/許容応力の比が最大と

なる部位の照査結果を表－６に示す。 

長期荷重および短期荷重に対して，許容応力度以内であることを確認し，構造を設定して

いる。また，構造物の浮上がりが生じないことを確認している。さらに，鉄筋コンクリート

製の躯体に生じるひび割れ幅および塩害の照査を実施し，供用期間中の耐久性が確保され

ることを確認している。 

また，一般土木構造物と同様に，点検長期計画に基づき維持管理する。 
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表－６ 放水立坑（上流水槽）の照査結果 

検討部位 
荷重 

ケース 
対象材料 応力 

作用応力 

（N/mm2） 

許容応力 

（N/mm2） 

作用応力/

許容応力 

底版 短期 鉄筋 曲げﾓｰﾒﾝﾄ 108 300 0.36 

側壁 短期 鉄筋 曲げﾓｰﾒﾝﾄ 117 300 0.39 

隔壁 短期 鉄筋 曲げﾓｰﾒﾝﾄ 177 300 0.59 

頂版 長期 ｺﾝｸﾘｰﾄ せん断力 0.14 0.55 0.26 

 

 

2.3.2 放水立坑（下流水槽） 

 放水立坑（下流水槽）の作用応力を許容応力と比較し，作用応力/許容応力の比が最大と

なる部位の照査結果を表－７に示す。 

長期荷重および短期荷重に対して，許容応力度以内であることを確認し，構造を設定して

いる。また，構造物の浮上がりが生じないことを確認している。さらに，鉄筋コンクリート

製の躯体に生じるひび割れ幅および塩害の照査を実施し，供用期間中の耐久性が確保され

ることを確認している。 

また，一般土木構造物と同様に，点検長期計画に基づき維持管理する。 

 

表－７ 放水立坑（下流水槽）の照査結果 

検討部位 
荷重 

ケース 
対象材料 応力 

作用応力 

（N/mm2） 

許容応力 

（N/mm2） 

作用応力/

許容応力 

底版 長期 鉄筋 曲げﾓｰﾒﾝﾄ 98 200 0.49 

側壁 長期 鉄筋 曲げﾓｰﾒﾝﾄ 148 200 0.74 
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2.3.3 放水トンネル 

2.3.3.1 放水トンネル（鉄筋コンクリート造） 

 放水トンネルの作用応力を許容応力と比較し，作用応力/許容応力の比が最大となる部位

の照査結果を表－８に示す。 

長期荷重および短期荷重に対して，許容応力度以内であることを確認し，構造を設定して

いる。また，鉄筋コンクリート製の覆工板に生じるひび割れ幅および塩害の照査を実施し，

供用期間中の耐久性が確保されることを確認している。 

 また，一般土木構造物と同様に，点検長期計画に基づき維持管理する。 

 

表－８ 放水トンネル（鉄筋コンクリート造）の照査結果 

検討部位 
荷重 

ケース 
対象材料 応力 

作用応力 

（N/mm2） 

許容応力 

（N/mm2） 

作用応力/

許容応力 

覆工板 

(発進部) 
長期 鉄筋 曲げﾓｰﾒﾝﾄ 78 200 0.39 

覆工板 

(最深部） 
長期 鉄筋 曲げﾓｰﾒﾝﾄ 91 200 0.46 

 

2.3.3.2 放水トンネル（鉄鋼コンクリート造） 

 鋼は長期荷重に対し作用応力を許容応力と比較し、作用応力/許容応力の比が最大となる

部位の照査結果を表－９に示す。 

なお，鉄鋼コンクリート製の覆工板は鋼に防錆塗装を施すため、鋼の腐食代は考慮せず、

塩害の照査を省略した。 

 また，一般土木構造物と同様に，点検長期計画に基づき維持管理する。 

 

表－９ 放水トンネル（鉄鋼コンクリート造）の照査結果 

検討部位 
荷重 

ケース 
対象材料 応力 

作用応力 

（N/mm2） 

許容応力 

（N/mm2） 

作用応力/

許容応力 

覆工板 

(到達部） 
長期 鋼 圧縮 92.8 215 0.43 
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2.3.4 放水口 

放水口の作用応力を許容応力と比較し，作用応力/許容応力の比が最大となる部位の照査

結果を表－１０に示す。 

長期荷重および短期荷重に対して，許容応力度以内であることを確認し，構造を設定して

いる。また，構造物の浮上がりが生じないことを確認している。さらに，鉄筋コンクリート

製の躯体に生じるひび割れ幅および塩害の照査を実施し，供用期間中の耐久性が確保され

ることを確認している。 

また，一般土木構造物と同様に，点検長期計画に基づき維持管理する。 

 

表－１０ 放水口の照査結果 

検討部位 
荷重 

ケース 
対象材料 応力 

作用応力 

（N/mm2） 

許容応力 

（N/mm2） 

作用応力/

許容応力 

底版 長期 ｺﾝｸﾘｰﾄ せん断力 0.23 0.50 0.46 

側壁 長期 ｺﾝｸﾘｰﾄ せん断力 0.24 0.50 0.48 

 

別紙－１ 耐久性照査に関する説明書 

別紙－２ 浮上がり照査に関する説明書 

別紙―３ 放水立坑（上流水槽）および放水設備（放水立坑（下流水槽），放水トンネ

ル，放水口）に関する概略図 

以上 
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別紙－１ 

 

耐久性照査に関する説明書 

 

放水立坑（上流水槽）および放水設備（放水立坑（下流水槽），放水トンネル，放水口）

について，耐久性照査に関する方法および照査結果を示す。 

 

1．照査方法 

1.1 ひび割れ幅 

ひび割れに対する照査は，発生曲げひび割れ幅 wが許容曲げひび割れ幅 wa以下であるこ

とを確認する。照査式を下記に示す。 

 

w / wa≦1.0 

 

算定式を以下に示す。 

 csd
p

pe

s

se
s EE

cckkkw またはφ7.041.1 321  

 

w： 曲げひび割れ幅（mm） 

k1：鉄筋の表面形状がひび割れ幅に及ぼす影響を表す係数（=1.0） 

  放水立坑（上流水槽）においては，エポキシ樹脂塗装鉄筋を採用するため 1.1 

k2：コンクリートの品質がひび割れ幅に及ぼす影響を表す係数 

k2 = 15 /（f'c +20）+0.7 

f'c：コンクリートの圧縮強度（N/mm2） 

k3：引張鉄筋の段数の影響を表す係数 

k3 = 5（n+2）/（7n+8） 

n：引張鉄筋の段数 

c：かぶり（mm）・・・・主鉄筋までのかぶりとする 

cs：鉄筋の中心間隔（mm） 

φ：引張鉄筋径で，鉄筋の公称径（mm） 

ε’csd：コンクリートの収縮及びクリープ等によるひび割れ幅の増加を考慮する 

ための数値 

（鋼材の腐食に対する照査を行う場合，ε’csdの値は 150×10-6程度） 

σse：表面に近い位置にある鉄筋応力度の増加量（N/mm2） 

Es：鉄筋のヤング係数（N/mm2）  
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1.2 塩害 

簡易設計方法により，耐久性の照査を行うこととし，照査の基本的な考え方を以下に示す。 

・ 与えられた環境条件のもと，塩害の照査を満足するために，かぶりの設計値 Cd と塩化

物イオンに対する設計拡散係数 Ddの組合せを適切に設定する。 

・ 設定した設計拡散係数 Dd 満足させるために，曲げひび割れ幅 w とコンクリートの水セ

メント比 W/C の組合せを適切に設定する。 

なお，準拠基準については，表－１の通りとする。 

 

表－１ 設備別準拠基準 

設備 準拠基準 備考 

放水立坑 

（上流水槽） 

コンクリート標準示方書（構

造性能照査編；2002 年制定） 

エポキシ樹脂塗装鉄筋を使

用するため 

放水立坑 

（下流水槽） 

コンクリート標準示方書（設

計編；2017 年制定） 
 

放水トンネル 
コンクリート標準示方書（設

計編；2017 年制定） 
 

放水口 
港湾の施設の技術上の基準・

同解説 2018 年 
 

 

鉄筋位置の塩化物イオン濃度の設計値 Cd を算定し，それが鋼材腐食発生限界濃度 Clim に

達していないことを確認する。照査式を下記に示す。 

γi・Cd / Clim ≦1.0 

 

γi  : 構造物係数（=1.0 とする） 

Cd  ：鉄筋位置における塩化物イオン濃度の設計用値（kg/m3） 

Clim ：鉄筋腐食発生限界濃度（kg/m3） 

  

 塩化物イオン濃度 Cdは次式により算定する。 

・放水立坑（上流水槽） 

 

γcl : Cd のばらつきを考慮した安全係数 

Dd：設計拡散係数 

Cep：エポキシ樹脂塗膜厚さの期待値(mm) 

Depd:エポキシ樹脂塗膜内への塩化物イオンの侵入を拡散現象とみなした場合の塩化

物イオンに対する見かけの拡散係数の設計用値(cm2/年)。一般に 2.0×10-6cm2/年。 
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・放水立坑（下流水槽），放水トンネル，放水口 

 

 

 

γcl : Cd のばらつきを考慮した安全係数 

C0  ：コンクリート表面における塩化物イオン濃度（kg/m3） 

Dd ：設計拡散係数 

 

設計拡散係数 Dd は次式で算定する。 

・放水立坑（上流水槽） 

 
0

2

D
w
w

l
wDD

a
kcd

 

 

γc  : コンクリートの材料係数（=1.0） 

Dk ：コンクリートの塩化物イオンに対する拡散係数特性値（cm2/年） 

D0 ：コンクリート中の塩化物イオンの移動に及ぼすひび割れの影響を表す係数

(cm2/年）（=200cm2/年） 

w/l ：ひび割れ幅とひび割れ間隔の比 

w  ：ひび割れ幅(mm） 

wa ：鋼材の腐食に対するひび割れ幅の限界値(mm) 

 

・放水立坑（下流水槽），放水トンネル，放水口 

 

 

γc  : コンクリートの材料係数（=1.0） 

Dk ：コンクリートの塩化物イオンに対する拡散係数特性値（cm2/年） 

D0 ：コンクリート中の塩化物イオンの移動に及ぼすひび割れの影響を表す係数

(cm2/年）（=400cm2/年） 

w/l ：ひび割れ幅とひび割れ間隔の比 

λ ：ひび割れの存在が拡散係数に及ぼすひび割れの影響を表す係数 

かぶりの設計値 cdは，施工誤差Δceを予め考慮して次式で求める。 

cd= c-Δce 

c : 設計図面上のかぶり  
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コンクリート表面における塩化物イオン濃度 C0 は，表－２に示す「コンクリート標準示

方書」の地域区分と海岸からの距離に基づき設定する。 

表－２ コンクリート表面における塩化物イオン濃度 C0 

 
 

放水口については，「港湾の施設の技術上の基準・同解説」の下式に基づき設定する。 

C0=-6.0x + 15.1 

 

C0  : 表面塩化物イオン量（kg/m3）で 6.0kg/m3を下回らないものとする。 

x ：海水面（H.W.L）から部材下面までの距離（m） 

 

放水口は，水面下に設置することから，C0=15.1 kg/m3とする。 

 

鋼材腐食発生限界濃度 Clim は，水セメント比およびセメントの種類に応じて設定する。

普通ポルトランドセメントおよび高炉セメント B種を適用し，Clim は下式により求める。 

・普通ポルトランドセメント 

放水立坑（上流水槽）  Clim= 1.2 

放水立坑（下流水槽）  Clim= -3.0(W/C)+3.4 

 

・高炉セメント B種（放水トンネル） 

Clim= -2.6(W/C)+3.1 

 

 放水口は，「港湾の施設の技術上の基準・同解説」に基づき，Clim=2.0kg/m3とする。 

 

コンクリートの塩化物イオンに対する拡散係数 Dkは，水セメント比およびセメントの種

類に応じて見かけの拡散係数との予測式より求める。普通ポルトランドセメントおよび高

炉セメント B種を適用し，Dkは下式により求める。 

・普通ポルトランドセメント 

放水立坑（上流水槽） log10Dk=-3.9(W/C)2+7.2(W/C)-2.5 

放水立坑（下流水槽）  log10Dk=3.0(W/C)-1.8 

 

・高炉セメント B種 

log10Dk = 2.5(W/C) – 1.8 
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耐久性照査に用いる設計条件は表－３の値を用いる。 

 

表－３ 耐久性照査に用いる設計条件 

 
放水立坑 

(上流水槽) 

放水立坑 

(下流水槽) 

放水 

トンネル 
放水口 

耐用年数 （年） 30 

セメント種類 - 
普通ﾎﾟﾙﾄﾗﾝ

ﾄﾞｾﾒﾝﾄ 

普通ﾎﾟﾙﾄﾗﾝ

ﾄﾞｾﾒﾝﾄ 

高炉セメン

ト B種 

高炉セメ

ント B種 

表面 

塩化物イオン 
Ｃ0（kg/m3） 13.0 13.0 9.0 15.1 

腐食発生限界

濃度 
Ｃlim（kg/m3） 1.20 1.84 2.19 2.00 

拡散係数 Ｄk（cm2/年） 0.69 0.58 0.05 0.28 

水セメント比 W/C 0.42 0.52 0.35 0.50 

 

2．照査結果 

2.1 ひび割れ幅 

2.1.1 放水立坑（上流水槽） 

 放水立坑（上流水槽）の発生曲げひび割れ幅を許容曲げひび割れ幅と比較し，発生曲げひ

び割れ幅/許容曲げひび割れ幅の比が最大となる部位の照査結果を表－４に示す。 

 

表－４ 放水立坑（上流水槽）の照査結果 

検討部位 
発生曲げひび割れ幅 

（mm） 

許容曲げひび割れ幅 

（mm） 

発生曲げひび割れ幅/

許容曲げひび割れ幅 

底版 0.19 0.27 0.70 

側壁 0.20 0.27 0.74 

隔壁 0.06 0.27 0.22 

頂版 0.04 0.15 0.27 
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2.1.2 放水立坑（下流水槽） 

 放水立坑（下流水槽）の発生曲げひび割れ幅を許容曲げひび割れ幅と比較し，発生曲げひ

び割れ幅/許容曲げひび割れ幅の比が最大となる部位の照査結果を表－５に示す。 

 

表－５ 放水立坑（下流水槽）の照査結果 

検討部位 
発生曲げひび割れ幅 

（mm） 

許容曲げひび割れ幅 

（mm） 

発生曲げひび割れ幅/

許容曲げひび割れ幅 

底版 0.34 0.50 0.68 

側壁 0.39 0.50 0.78 

 

2.1.3 放水トンネル 

 放水トンネルの発生曲げひび割れ幅を許容曲げひび割れ幅と比較し，発生曲げひび割れ

幅/許容曲げひび割れ幅の比が最大となる部位の照査結果を表－６に示す。 

 

表－６ 放水トンネルの照査結果 

検討部位 
発生曲げひび割れ幅 

（mm） 

許容曲げひび割れ幅 

（mm） 

発生曲げひび割れ幅/

許容曲げひび割れ幅 

覆工板 

（発進部） 
0.14 0.18 0.76 

覆工板 

（最深部） 
0.15 0.18 0.84 

 

2.1.4 放水口 

 放水口の発生曲げひび割れ幅を許容曲げひび割れ幅と比較し，発生曲げひび割れ幅/許容

曲げひび割れ幅の比が最大となる部位の照査結果を表－７に示す。 

 

表－７ 放水口の照査結果 

検討部位 
発生曲げひび割れ幅 

（mm） 

許容曲げひび割れ幅 

（mm） 

発生曲げひび割れ幅/

許容曲げひび割れ幅 

底版 0.26 0.40 0.66 

側壁 0.30 0.40 0.76 
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2.2 塩害 

2.2.1 放水立坑（上流水槽） 

 放水立坑（上流水槽）の鉄筋位置における塩化物イオン濃度を鉄筋腐食発生限界濃度と比

較し，鉄筋位置における塩化物イオン濃度/鉄筋腐食発生限界濃度の比が最大となる部位の

照査結果を表－８に示す。 

 

表－８ 放水立坑（上流水槽）の照査結果 

検討部位 

鉄筋位置における 

塩化物イオン濃度 

（kg/m3） 

鉄筋腐食発生限界 

濃度 

（kg/m3） 

鉄筋位置における塩

化物イオン濃度/鉄筋

腐食発生限界濃度 

底版 0.06 1.20 0.05 

側壁 0.06 1.20 0.05 

隔壁 0.04 1.20 0.03 

頂版 0.16 1.20 0.13 

 

2.2.2 放水立坑（下流水槽） 

 放水立坑（下流水槽）の鉄筋位置における塩化物イオン濃度を鉄筋腐食発生限界濃度と比

較し，鉄筋位置における塩化物イオン濃度/鉄筋腐食発生限界濃度の比が最大となる部位の

照査結果を表－９に示す。 

 

表－９ 放水立坑（下流水槽）の照査結果 

検討部位 

鉄筋位置における 

塩化物イオン濃度 

（kg/m3） 

鉄筋腐食発生限界 

濃度 

（kg/m3） 

鉄筋位置における塩

化物イオン濃度/鉄筋

腐食発生限界濃度 

底版 0.94 1.84 0.51 

側壁 1.66 1.84 0.90 
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2.2.3 放水トンネル 

 検討により求められた放水トンネルにおける塩化物イオン濃度を鉄筋腐食発生限界濃度

と比較し，鉄筋位置における塩化物イオン濃度/鉄筋腐食発生限界濃度の比が最大となる部

位の照査結果を表－１０に示す。 

 

表－１０ 放水トンネルの照査結果 

検討部位 

鉄筋位置における 

塩化物イオン濃度 

（kg/m3） 

鉄筋腐食発生限界 

濃度 

（kg/m3） 

鉄筋位置における塩

化物イオン濃度/鉄筋

腐食発生限界濃度 

覆工板 

（放水立坑部） 
1.81 2.19 0.83 

覆工板 

（最深部） 
2.02 2.19 0.92 

 

2.2.4 放水口 

 検討により求められた放水口における塩化物イオン濃度を鉄筋腐食発生限界濃度と比較

し，鉄筋位置における塩化物イオン濃度/鉄筋腐食発生限界濃度の比が最大となる部位の照

査結果を表－１１に示す。 

 

表－１１ 放水口の照査結果 

検討部位 

鉄筋位置における 

塩化物イオン濃度 

（kg/m3） 

鉄筋腐食発生限界 

濃度 

（kg/m3） 

鉄筋位置における塩

化物イオン濃度/鉄筋

腐食発生限界濃度 

底版 1.93 2.00 0.97 

側壁 1.95 2.00 0.98 

 

 

以上 
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別紙－２ 

 

浮上がり照査に関する説明書 

 

放水立坑（上流水槽）および放水設備（放水立坑（下流水槽），放水口）について，浮上

がり照査に関する方法および照査結果を示す。 

 

1．照査方法 

1.1 算定式 

浮上がりの検討について，以下の式にて行う。 

 

Fs = Ｗ／Ｕ 

Ｕ = Ｖw・γw 

 

Ｕ ：浮力（kN） 

Ｗ：鉛直荷重（kN） 

Ｖw：地下水位以下の容積（m3） 

γw：水(海水）の単位体積重量（kN/m3） 

 

1.2 検討条件 

浮上がりに対する安全率を表－１に示す。 

 

表－１ 浮上がりに対する安全率 

水槽内荷重条件

（海水荷重） 
供用時 

浮上がり安全率 1.20 

 

  



 Ⅱ-2-50-添 5-19 

2．照査結果 

2.1 放水立坑（上流水槽） 

放水立坑（上流水槽）の浮上がりの照査結果について，計算値がより厳しい条件での照査

結果を表－２に示す。 

 

表－２ 放水立坑（上流水槽）の浮上がりに対する照査結果 

 常時 

計算値 1.48 

浮上がり安全率 1.20 

 

2.2 放水立坑（下流水槽） 

放水立坑（下流水槽）の浮上がりの照査結果について，計算値がより厳しい条件での照査

結果を表－３に示す。 

 

表－３ 放水立坑（下流水槽）の浮上がりに対する照査結果 

 常時 

計算値 1.68 

浮上がり安全率 1.20 

 

2.3 放水口 

放水口の浮上がりの照査結果について，計算値がより厳しい条件での照査結果を表－４

に示す。 

 

表－４ 放水口の浮上がりに対する照査結果 

 波浪時 

計算値 1.99 

浮上がり安全率 1.20 

 

以上 
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別紙－３ 

 

放水立坑（上流水槽）および放水設備（放水立坑（下流水槽），放水トンネル，放水口）

に関する概略図 

 

放水立坑（上流水槽）および放水設備（放水立坑（下流水槽），放水トンネル，放水口）

に関する概略図を示す。 

 

1. 放水立坑（上流水槽） 

放水立坑（上流水槽）の寸法，据付・組立に関する概略図を図－１～３に示す。 

 

図－１ 放水立坑（上流水槽）平面図 

 

 

図－２ A-A 断面図 
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図－３ B-B 断面図 

 

2．放水設備 

2.1 放水立坑（下流水槽） 

放水立坑（下流水槽）の寸法に関する概略図を図－４～６に示す。 

 

図－４ 放水立坑（下流水槽）平面図 

 

 

図－５ A-A 断面図 
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図－６ B-B 断面図 

 

2.2 放水トンネル 

 放水トンネルの寸法，据付・組立に関する概略図を図－７－１～９－２に示す。 

 

図－７－１ 放水トンネル断面図（鉄筋コンクリート造） 

図－７－２ 放水トンネル断面図（鉄鋼コンクリート造） 
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図－８－１ セグメント標準断面図（円周方向）（鉄筋コンクリート造） 

 

 

図－８－２ セグメント標準断面図（円周方向）（鉄鋼コンクリート造） 

 

 

図－９－１ セグメント標準断面図（延長方向）（鉄筋コンクリート造） 

 

 

図－９－２ セグメント標準断面図（延長方向）（鉄鋼コンクリート造） 
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2.3 放水口 

放水口の寸法に関する概略図を図－１０～１２に示す。 

 

図－１０ 放水口平面図 

 

 

図－１１ A-A 断面図 
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図－１２ B-B 断面図 

 

以上 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

第１編 

 
（１号炉，２号炉，３号炉及び４号炉に係る保安措置） 
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（保安に関する職務） 

第５条 

保安に関する職務のうち，本社組織の職務は次のとおり。 

（１）社長は，トップマネジメントとして，管理責任者を指揮し，品質マネジメントシス

テムの構築，実施，維持，改善に関して，保安活動を統轄するとともに，関係法令

及び保安規定の遵守の意識を定着させるための活動並びに健全な安全文化を育成及

び維持するための活動を統轄する。また，保安に関する組織（原子炉主任技術者を

含む。）から適宜報告を求め，「原子力リスク管理基本マニュアル」及び｢トラブル等

の報告マニュアル｣に基づき，原子力安全を最優先し必要な指示を行う。 

（２）内部監査室長は，管理責任者として，品質保証活動に関わる監査を統括管理する。

また，関係法令及び保安規定の遵守の意識を定着させるための活動並びに健全な安

全文化を育成及び維持するための活動を統括する（内部監査室に限る。）。 

（３）福島第一原子力監査グループは，品質保証活動の監査を行う。 

（４）廃炉・汚染水対策最高責任者は，管理責任者として，プロジェクトマネジメント室，

廃炉安全・品質室，廃炉資材調達センター，原子力安全・統括部，原子力運営管理

部，原子力人財育成センターの長及び所長を指導監督し，廃炉・汚染水処理業務を

統括する。また，関係法令及び保安規定の遵守の意識を定着させるための活動並び

に健全な安全文化を育成及び維持するための活動を統括する（内部監査室を除く。）。 

（５）プロジェクトマネジメント室は，福島第一廃炉推進カンパニーにおける廃炉全体の

中長期的な工程，人的資源の計画，実施計画の策定及び管理並びに各プロジェクト

の進捗状況の監視・評価及び人的資源の再配分に関する業務を行う。 

（６）安全・リスク管理グループは，保安管理及び原子力安全の総括（安全評価，リスク

管理を含む。）に関する業務を行う。 

（７）品質向上グループは，不適合管理及び改善活動全般（設計・開発の変更管理，調達

を含む。）に関する業務を行う。 

（８）基盤整備グループは，品質保証体系の総括，品質管理のための基盤の整備及び原子

力保安検査に関する業務を行う。 

（９）廃炉資材調達センターは，調達先の評価・選定に関する業務を行う。 

（10）原子力安全・統括部は，福島第一廃炉推進カンパニーにおける安全・品質の管理に

関する業務を行う。 

（11）原子力運営管理部は，福島第一原子力発電所の運転に関する業務（プロジェクトマ

ネジメント室所管業務を除く。）を行う。 

（12）原子力人財育成センターは，保安教育及びその他必要な教育の総括に関する業務を

行う。 

２．保安に関する職務のうち，発電所組織の職務は次のとおり。なお，保全のために行う

設計，建設・設置及び保守管理については，第６８条（施設管理計画）に基づき実施す
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る。 

（１）所長は，廃炉・汚染水対策最高責任者を補佐し，発電所における保安に関する業務

を統括し，その際には主任技術者の意見を尊重する。 

（２）資材グループは，調達に関する業務を行う。 

（３）労務人事グループは，要員の計画・管理に関する業務を行う。 

（４）核セキュリティ運営管理グループは，周辺監視区域及び保全区域の境界の管理に関

する業務を行う。 

（５）核セキュリティ施設運用グループは，周辺監視区域及び保全区域の境界の設備の運

用に関する業務を行う。 

（６）サイバーセキュリティグループは，サイバーセキュリティの総括に関する業務を行

う。 

（７）汚染水対策プログラム部は，１～４号炉に係る安全確保設備等（「安全確保設備等」

の定義は第 11条による。）のうち，汚染水処理設備等，滞留水を貯留している建屋，

多核種除去設備等，サブドレン他水処理施設，雨水処理設備等及び油処理装置のプ

ロジェクトの計画及び管理に関する業務を行う。 

（８）プール燃料取り出しプログラム部は，１～４号炉に係る安全確保設備等のうち，使

用済燃料プール設備及び使用済燃料プールからの燃料取り出し設備，５号炉及び６

号炉に係る原子炉施設のうち，５・６号機燃料取扱系及び燃料貯蔵設備，その他安

全確保設備等のうち，使用済燃料乾式キャスク仮保管設備並びに使用済燃料共用プ

ール設備のプロジェクトの計画及び管理並びにこれらに係る燃料管理に関する業務

を行う。また，１～４号炉に係る安全確保設備等のうち，使用済燃料プール設備（使

用済燃料プール），使用済燃料プールからの燃料取り出し設備，その他安全確保設備

等のうち，使用済燃料乾式キャスク仮保管設備の機械設備並びに建築設備の設計，

建設・設置及び保守管理に関する業務を行う。 

（９）燃料デブリ取り出しプログラム部は，１～４号炉に係る安全確保設備等のうち，燃

料デブリ取り出しに関する設備，原子炉圧力容器・格納容器注水設備，原子炉圧力

容器・格納容器ほう酸水注入設備，原子炉格納容器内窒素封入設備，原子炉格納容

器ガス管理設備及び３号機原子炉格納容器内取水設備に係る設備のプロジェクトの

計画及び管理並びにこれらに係る機械設備の設計，建設・設置及び保守管理に関す

る業務（共用機械設備ＧＭが所管する業務を除く。）を行う。 

（10）廃棄物対策プログラム部は，その他安全確保設備等のうち，放射性固体廃棄物等の

管理施設及び関連施設，放射性物質分析・研究施設第１棟並びに減容処理設備のプ

ロジェクトの計画及び管理に関する業務を行う。また，その他安全確保設備等のう

ち，放射性固体廃棄物等の管理施設及び関連施設並びに大型廃棄物保管庫における

放射性廃棄物の管理に関する業務を行う。 

（11）敷地全般管理・対応プログラム部は，５号炉及び６号炉に係る原子炉施設，屋外エ
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リアのプロジェクトの計画及び管理に関する業務（各プログラム部長が所管する業

務を除く。）を行う。 

（12）ＡＬＰＳ処理水プログラム部は，１～４号炉に係る安全確保設備等のうち，多核種

除去設備等により，トリチウム以外の放射性物質を告示濃度限度比総和１未満まで

浄化処理した水（以下，ＡＬＰＳ処理水という。）の海洋放出に関連する設備のプロ

ジェクトの計画及び管理，運用方法の検討並びにＡＬＰＳ処理水希釈放出設備の運

転計画に関する業務並びにこれらに係る機械設備及び土木設備の設計及び建設・設

置に関する業務を行う。また，ＡＬＰＳ処理水の分析の計画に関する業務を行う。 

（13）機械技術グループは，機械設備の設計に関する業務（機械技術ＧＭ以外の各プログ

ラム部長及び各ＧＭが所管する業務を除く。）を行う。 

（14）地下水対策技術グループは，１～４号炉に係る安全確保設備等のうち，汚染水処理

設備等（滞留水移送装置），滞留水を貯留する建屋（陸側遮水壁），サブドレン他水

処理施設及び油処理装置に係る機械設備の設計に関する業務を行う。 

（15）処理・貯留設備技術グループは，１～４号炉に係る安全確保設備等のうち，汚染水

処理設備等（滞留水移送装置を除く。），多核種除去設備等及び雨水処理設備等に係

る機械設備の設計に関する業務を行う。 

（16）電気技術グループは，電気設備の設計に関する業務（配電・電路ＧＭが所管する業

務を除く。）を行う。 

（17）配電・電路グループは，構内配電線設備の設計，建設・設置及び保守管理に関する

業務を行う。 

（18）計装技術グループは，計装設備の設計に関する業務を行う。 

（19）通信システムグループは，通信設備の設計，建設・設置及び保守管理に関する業務

を行う。 

（20）土木基盤技術グループは，土木設備の設計に関する業務（土木基盤技術ＧＭ以外の

各プログラム部長及び各ＧＭが所管する業務を除く。）を行う。 

（21）土木水対策技術グループは，１～４号炉に係る安全確保設備等のうち，汚染水処理

設備等，滞留水を貯留する建屋，サブドレン他水処理施設，雨水処理設備等及び原

子炉圧力容器・格納容器注水設備（処理水バッファタンク），その他安全確保設備等

のうち，放射性固体廃棄物等の管理施設及び関連施設（サイトバンカ及び廃棄物集

中処理建屋）に係る土木設備の設計に関する業務を行う。 

（22）建築保守技術グループは，既設建築設備に係る設計に関する業務を行う。 

（23）建築建設技術グループは，新設建築設備に係る設計に関する業務を行う。 

（24）１～４号当直は，１～４号炉に係る安全確保設備等，その他安全確保設備等のうち，

使用済燃料共用プール設備の運転管理に関する業務（１～４号当直長以外の各プロ

グラム部長及び各ＧＭが所管する業務を除く。）を行う。 

（25）５・６号当直は，５号炉及び６号炉に係る原子炉施設，その他安全確保設備等のう
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ち，放射性固体廃棄物等の管理施設及び関連施設の運転管理に関する業務（５・６

号当直長以外の各プログラム部長及び各ＧＭが所管する業務を除く。）を行う。 

（26）水処理当直は，１～４号炉に係る安全確保設備等のうち，汚染水処理設備等，滞留

水を貯留する建屋，多核種除去設備等，サブドレン他水処理施設（地下水ドレン集

水設備を除く。）及びＡＬＰＳ処理水希釈放出設備の運転管理（運用支援ＧＭ，作業

管理ＧＭ及び水処理計画ＧＭが所管する業務を除く。）に関する業務を行う。 

（27）運用支援グループは，１～４号炉に係る安全確保設備等，５号炉及び６号炉に係る

原子炉施設，その他安全確保設備等のうち，使用済燃料共用プール設備，放射性固

体廃棄物等の管理施設及び関連施設（雑固体廃棄物焼却設備及び増設雑固体廃棄物

焼却設備を除く。）の運転管理のうち，マニュアル・手順書及び設備管理に関する業

務を行う。また，１～４号炉に係る安全確保設備等のうち，原子炉圧力容器・格納

容器注水設備（ろ過水タンク，純水タンク及び原水地下タンク），その他安全確保設

備等のうち，放射性固体廃棄物等の管理施設及び関連施設（雑固体廃棄物焼却設備

及び増設雑固体廃棄物焼却設備），大型機器除染設備並びに減容処理設備の運用に関

する業務を行う。 

（28）水処理計画グループは，１～４号炉に係る安全確保設備等の運転管理のうち，汚染

水及び滞留水の移送，処理及び貯留の運転計画に関する業務を行う。 

（29）作業管理グループは，１～４号炉に係る安全確保設備等，５号炉及び６号炉に係る

原子炉施設，その他安全確保設備等のうち，使用済燃料共用プール設備，放射性固

体廃棄物等の管理施設及び関連施設並びに大型機器除染設備の保守作業管理に関す

る業務を行う。また，運転管理に関する業務の支援（巡視点検，定例試験，各設備

の運転操作等）を行う（当直長が所管する業務に限る）。 

（30）保全計画グループは，保守の総括に関する業務を行う。 

（31）１～６号機械設備グループは，１～４号炉に係る安全確保設備等，５号炉及び６号

炉に係る原子炉施設に係る機械設備の建設・設置及び保守管理，水貯蔵タンク及び

使用済燃料プールの水質管理に関する業務（１～６号機械設備ＧＭ以外の各プログ

ラム部長及び各ＧＭが所管する業務を除く。）を行う。また，１～４号炉に係る安全

確保設備等のうち，原子炉圧力容器・格納容器注水設備（消防車），使用済燃料プー

ル設備（消防車及びコンクリートポンプ車），５号炉及び６号炉に係る原子炉施設の

うち，５・６号炉冷却用並びに使用済燃料プール用消防車の運用及び保守管理に関

する業務を行う。 

（32）共用機械設備グループは，その他安全確保設備等の機械設備の建設・設置及び保守

管理に関する業務（共用機械設備ＧＭ以外の各プログラム部長及び各ＧＭが所管す

る業務を除く。）を行う。また，１～４号炉に係る安全確保設備等のうち，原子炉圧

力容器・格納容器注水設備（ろ過水タンク，純水タンク及び原水地下タンク）に係

る機械設備の保守管理に関する業務を行う。 
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（33）地下水対策設備グループは，１～４号炉に係る安全確保設備等のうち，汚染水処理

設備等（滞留水移送装置）に係る機械設備の保守管理，滞留水を貯留する建屋（陸

側遮水壁），サブドレン他水処理施設に係る機械設備の建設・設置及び保守管理並び

に油処理装置に係る機械設備の建設・設置，運転管理及び保守管理に関する業務（運

用支援ＧＭ，作業管理ＧＭ，水処理計画ＧＭが所管する業務を除く。）を行う。 

（34）処理設備グループは，１～４号炉に係る安全確保設備等のうち，汚染水処理設備等

及び多核種除去設備等に係る機械設備の建設・設置及び保守管理に関する業務（地

下水対策設備ＧＭ，貯留設備ＧＭが所管する業務を除く。）を行う。 

（35）貯留設備グループは，１～４号炉に係る安全確保設備等のうち，汚染水処理設備等

（貯留設備）の土木設備及びＡＬＰＳ処理水希釈放出設備の機械設備の保守管理並

びに汚染水処理設備等（貯留設備の付帯設備）及び雨水処理設備等の建設・設置及

び保守管理に関する業務を行う。 

（36）電気設備保守グループは，電気設備の保守管理並びに電源車の運用及び保守管理に

関する業務（配電・電路ＧＭ及び建築設備保守ＧＭが所管する業務を除く。）を行う。 

（37）電気設備建設グループは，電気設備の建設・設置に関する業務（配電・電路ＧＭが

所管する業務を除く。）を行う。 

（38）燃料計装設備グループは，計装設備の建設・設置及び保守管理に関する業務（燃料

計装設備ＧＭ以外の各プログラム部長及び各ＧＭが所管する業務を除く。）を行う。 

（39）水処理計装設備グループは，１～４号炉に係る安全確保設備等のうち，汚染水処理

設備等，滞留水を貯留する建屋，多核種除去設備等，サブドレン他水処理施設，油

処理装置，３号機原子炉格納容器内取水設備，ＡＬＰＳ処理水希釈放出設備，５号

炉及び６号炉に係る原子炉施設のうち，５・６号炉仮設設備（滞留水貯留設備），そ

の他安全確保設備等のうち，放射性固体廃棄物等の管理施設及び関連施設，放射性

物質分析・研究施設第１棟，大型機器除染設備並びに減容処理設備に係る計装設備

の建設・設置及び保守管理に関する業務を行う。 

（40）土木基盤設備グループは，土木設備の建設・設置及び保守管理に関する業務（土木

基盤設備ＧＭ以外の各プログラム部長及び各ＧＭが所管する業務を除く。）を行う。 

（41）土木水対策設備グループは，１～４号炉に係る安全確保設備等のうち，汚染水処理

設備等（貯留設備を除く。），滞留水を貯留する建屋及びサブドレン他水処理施設，

雨水処理設備等及び原子炉圧力容器・格納容器注水設備（処理水バッファタンク），

その他安全確保設備等のうち，放射性固体廃棄物等の管理施設及び関連施設（サイ

トバンカ及び廃棄物集中処理建屋）に係る土木設備の建設・設置及び保守管理に関

する業務を行う。また，１～４号炉に係る安全確保設備等のうち，汚染水処理設備

等（貯留設備）に係る土木設備の建設・設置及びサブドレン他水処理施設（地下水

ドレン集水設備）の運転管理に関する業務を行う。 

（42）建築設備保守グループは，建築設備の保守管理に関する業務（建築設備保守ＧＭ以
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外の各プログラム部長及び各ＧＭが所管する業務を除く。）を行う。また，その他安

全確保設備等のうち，大型機器除染設備に係る電気設備の保守管理に関する業務を

行う。 

（43）建築設備建設グループは，建築設備の建設・設置に関する業務（建築設備建設ＧＭ

以外の各プログラム部長及び各ＧＭが所管する業務を除く。）を行う。 

（44）保安総括グループは，放射線管理のうち，放射線防護に係る装備品の管理，計測器

の管理，放射線防護教育，管理区域入域許可等の管理及び放射線従事者登録に関す

る業務（保安総括ＧＭ以外の各プログラム部長及び各ＧＭが所管する業務を除く。）

を行う。 

（45）放射線防護グループは，放射線管理のうち，出入管理，個人線量管理及び構内施設

（免震重要棟など）の放射線測定に関する業務を行う。 

（46）放出・環境モニタリンググループは，放射線管理のうち，発電所内外の陸域・海域

の環境モニタリング，放射性廃棄物管理のうち，液体廃棄物等の排水管理，１～４

号炉等からの気体廃棄物の放出測定管理及び５・６号炉からの放射性気体廃棄物の

放出管理に関する業務を行う。 

（47）分析評価グループは，分析施設の運用，放射能・化学分析機器の管理並びに放射性

物質分析・研究施設第１棟の運用及び保守管理，分析・データ評価に関する業務を

行う。 

（48）労働安全・防火グループは，防災安全の総括並びに初期消火活動のための設備の運

用及び体制の整備に関する業務を行う。 

（49）原子力防災グループは，原子力防災の総括及び緊急時対応の訓練計画・実施に関す

る業務を行う。 

３．各職位は次のとおり，当該業務にあたる。 

（１）プロジェクトマネジメント室長及び廃炉安全・品質室長は，廃炉・汚染水対策最高

責任者を補佐し，廃炉・汚染水対策最高責任者が各組織を指導監督するための報告

及び助言を行うとともに，発電所組織が業務を行うための支援及び助言を行う。ま

た，第４条の定めのとおり，当該室が所管するグループの業務を統括管理する。 

（２）本社各部長（廃炉資材調達センター所長及び原子力人財育成センター所長を含む。）

は，廃炉・汚染水対策最高責任者を補佐し，第４条の定めのとおり，当該部が所管

するグループの業務を統括管理する。 

（３）業務統括室長は，所長を補佐し，第４条の定めのとおり，所管するグループの業務

を統括管理する。 

（４）各プログラム部長は，所長を補佐し，所管するグループの業務を統括管理する。 

（５）計画・設計センター所長は，所長を補佐し，第４条の定めのとおり，所管するグル

ープの業務を統括管理する。 

（６）建設・運用・保守センター所長は，所長を補佐し，第４条の定めのとおり，所管す
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る各部の業務を統括管理する。 

（７）防災・放射線センター所長は，所長を補佐し，第４条の定めのとおり，所管する各

部の業務を統括管理する。 

（８）発電所各部長は，第４条の定めのとおり，当該部が所管するグループの業務を統括

管理する。 

（９）本社廃炉安全・品質室各グループマネージャー及び発電所各グループマネージャー

（以下「各ＧＭ」といい，当直長を含む。）は，グループ員（当直員を含む。）を指

示・指導し，所管する業務を遂行するとともに，所管業務に基づき緊急時の措置，

保安教育ならびに記録及び報告を行う。 

（10）グループ員（当直員を含む。）は，ＧＭの指示・指導に従い，業務を遂行する。 
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附  則 

 

附則（                      ） 

（施行期日） 

第１条 

この規定は，原子力規制委員会の認可を受けた日から１０日以内に施行する。 

２．第５条については，ＡＬＰＳ処理水希釈放出設備の運用を開始した時点から適用する

こととし，それまでの間は従前の例による。 

 

附則（令和５年４月１７日 原規規発第 23041712 号） 

（施行期日） 

第１条 

この規定は，令和５年４月２７日から施行する。 

２．添付１（管理区域図）の全体図及び添付２（管理対象区域図）の全体図の変更は，そ

れぞれの区域の変更をもって適用することとし，それまでの間は従前の例による。 

 

附則（令和５年３月２２日 原規規発第 2303227 号） 

（施行期日） 

第１条 

２．第６１条については，令和２年９月１１日に公布された放射性同位元素等の規制に関

する法律施行規則の施行までに適用することとし，それまでの間は従前の例による。 

 

附則（令和５年３月７日 原規規発第 2303075 号） 

（施行期日） 

第１条 

この規定は，令和５年５月１日から施行する。 

２．添付２（管理対象区域図）の全体図における瓦礫類一時保管エリアの変更は，それぞ

れの区域の変更をもって適用することとし，それまでの間は従前の例による。 

 

附則（令和５年２月２１日 原規規発第 2302212 号） 

（施行期日） 

第１条 

２．第４２条の２の表４２の２－１における固体廃棄物貯蔵庫第１０棟排気口から放出さ

れる放射性気体廃棄物の管理については，固体廃棄物貯蔵庫第１０棟の運用を開始した

時点から適用することとし，それまでの間は従前の例による。 
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３．添付１（管理区域図）の全体図及び固体廃棄物貯蔵庫第１０棟の管理区域図面並びに

添付２（管理対象区域図）の全体図及び固体廃棄物貯蔵庫第１０棟の管理対象区域図面

の変更は，それぞれの区域の区域区分の変更をもって適用することとし，それまでの間

は従前の例による。 

 

附則（令和４年１０月２７日 原規規発第 2210277 号） 

（施行期日） 

第１条 

２．第４２条については，１号大型カバー換気設備の運用を開始した時点から適用するこ

ととし，それまでの間は従前の例による。 

 

附則（令和４年４月２２日 原規規発第 2204221 号） 

（施行期日） 

第１条 

２．第４２条の表４２－１及び表４２－２における２号炉原子炉建屋オペレーティングフ

ロア及び燃料取り出し用構台換気設備から放出される気体廃棄物の管理については，２

号炉原子炉建屋オペレーティングフロア及び燃料取り出し用構台換気設備の運用を開始

した時点から適用することとし，それまでの間は従前の例による。 

３．第６０条及び第６１条については，２号炉燃料取り出し用構台におけるエリアモニタ

の運用を開始した時点から適用することとし，それまでの間は従前の例による。 

 

附則（令和３年４月６日 原規規発第 2104063 号） 

（施行期日） 

第１条 

２．第５条，第３８条，第３９条及び第４２条の２については，減容処理設備の運用を開

始した時点から適用することとし，それまでの間は従前の例による。 

３．添付１（管理区域図）の全体図及び減容処理建屋の管理区域図面並びに添付２（管理

対象区域図）の全体図及び減容処理建屋の管理対象区域図面の変更は，それぞれの区域

の区域区分の変更をもって適用することとし，それまでの間は従前の例による。 

 

附則（令和２年９月２９日 原規規発第 2009291 号） 

（施行期日） 

第１条 

２．第６１条については，使用済燃料乾式キャスク仮保管設備における新設エリアモニタ

の運用を開始した時点から適用することとし，それまでの間は従前の例による。 
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附則（令和２年８月３日 原規規発第 2008037 号） 

（施行期日） 

第１条 

２．添付１（管理区域図）の全体図における免震重要棟及び入退域管理棟，添付２（管理

対象区域図）の全体図における免震重要棟及び入退域管理棟並びに免震重要棟及び入退

域管理棟の管理対象区域図面の変更は，それぞれの区域の区域区分の変更をもって適用

することとし，それまでの間は従前の例による。 

 

附則（令和２年５月２７日 原規規発第 2005271 号） 

（施行期日） 

第１条 

２．第５条，第４０条及び第４２条の２については，大型廃棄物保管庫の運用を開始した

時点から適用することとし，それまでの間は従前の例による。 

３．添付１（管理区域図）の全体図及び大型廃棄物保管庫の管理区域図面並びに添付２（管

理対象区域図）の全体図及び大型廃棄物保管庫の管理対象区域図面の変更は，それぞれ

の区域の区域区分の変更をもって適用することとし，それまでの間は従前の例による。 

 

附則（令和２年２月１３日 原規規発第 2002134 号） 

（施行期日） 

第１条 

２．第５条，第３８条，第３９条及び第４２条の２の表４２の２－１における増設焼却炉

建屋排気筒から放出される放射性気体廃棄物の管理については，増設雑固体廃棄物焼却

設備の運用を開始した時点から適用することとし，それまでの間は従前の例による。 

 

附則（平成２８年１２月２７日 原規規発第 1612276 号） 

（施行期日） 

第１条 

２．第４０条の２における水位の監視については，水位計の設置が完了した貯留設備から

順次適用する。 

 

附則（平成２５年８月１４日 原規福発第 1308142 号） 

（施行期日） 

 第１条 

２．第１７条第３項及び第４項の１号炉復水貯蔵タンク水については，運用開始時点から

適用する。 



 

 

 

 

 

 

 

第２編 

 
（５号炉及び６号炉に係る保安措置） 
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（保安に関する職務） 

第５条 

保安に関する職務のうち，本社組織の職務は次のとおり。 

（１）社長は，トップマネジメントとして，管理責任者を指揮し，品質マネジメントシス

テムの構築，実施，維持，改善に関して，保安活動を統轄するとともに，関係法令

及び保安規定の遵守の意識を定着させるための活動並びに健全な安全文化を育成及

び維持するための活動を統轄する。また，保安に関する組織（原子炉主任技術者を

含む。）から適宜報告を求め，「原子力リスク管理基本マニュアル」及び｢トラブル等

の報告マニュアル｣に基づき，原子力安全を最優先し必要な指示を行う。 

（２）内部監査室長は，管理責任者として，品質保証活動に関わる監査を統括管理する。

また，関係法令及び保安規定の遵守の意識を定着させるための活動並びに健全な安

全文化を育成及び維持するための活動を統括する（内部監査室に限る。）。 

（３）福島第一原子力監査グループは，品質保証活動の監査を行う。 

（４）廃炉・汚染水対策最高責任者は，管理責任者として，プロジェクトマネジメント室，

廃炉安全・品質室，廃炉資材調達センター，原子力安全・統括部，原子力運営管理

部，原子力人財育成センターの長及び所長を指導監督し，廃炉・汚染水処理業務を

統括する。また，関係法令及び保安規定の遵守の意識を定着させるための活動並び

に健全な安全文化を育成及び維持するための活動を統括する（内部監査室を除く。）。 

（５）プロジェクトマネジメント室は，福島第一廃炉推進カンパニーにおける廃炉全体の

中長期的な工程，人的資源の計画，実施計画の策定及び管理並びに各プロジェクト

の進捗状況の監視・評価及び人的資源の再配分に関する業務を行う。 

（６）安全・リスク管理グループは，保安管理及び原子力安全の総括（安全評価，リスク

管理を含む。）に関する業務を行う。 

（７）品質向上グループは，不適合管理及び改善活動全般（設計・開発の変更管理，調達

を含む。）に関する業務を行う。 

（８）基盤整備グループは，品質保証体系の総括，品質管理のための基盤の整備及び原子

力保安検査に関する業務を行う。 

（９）廃炉資材調達センターは，調達先の評価・選定に関する業務を行う。 

（10）原子力安全・統括部は，福島第一廃炉推進カンパニーにおける安全・品質の管理に

関する業務を行う。 

（11）原子力運営管理部は，福島第一原子力発電所の運転に関する業務（プロジェクトマ

ネジメント室所管業務を除く。）を行う。 

（12）原子力人財育成センターは，保安教育及びその他必要な教育の総括に関する業務を

行う。 

２．保安に関する職務のうち，発電所組織の職務は次のとおり。なお，保全のために行う

設計，建設・設置及び保守管理については，第１０７条（施設管理計画）に基づき実施
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する。 

（１）所長は，廃炉・汚染水対策最高責任者を補佐し，発電所における保安に関する業務

を統括し，その際には主任技術者の意見を尊重する。 

（２）資材グループは，調達に関する業務を行う。 

（３）労務人事グループは，要員の計画・管理に関する業務を行う。 

（４）核セキュリティ運営管理グループは，周辺監視区域及び保全区域の境界の管理に関

する業務を行う。 

（５）核セキュリティ施設運用グループは，周辺監視区域及び保全区域の境界の設備の運

用に関する業務を行う。 

（６）サイバーセキュリティグループは，サイバーセキュリティの総括に関する業務を行

う。 

（７）汚染水対策プログラム部は，１～４号炉に係る安全確保設備等（「安全確保設備等」

の定義は第 11条による。）のうち，汚染水処理設備等，滞留水を貯留している建屋，

多核種除去設備等，サブドレン他水処理施設，雨水処理設備等及び油処理装置のプ

ロジェクトの計画及び管理に関する業務を行う。 

（８）プール燃料取り出しプログラム部は，１～４号炉に係る安全確保設備等のうち，使

用済燃料プール設備及び使用済燃料プールからの燃料取り出し設備，５号炉及び６

号炉に係る原子炉施設のうち，５・６号機燃料取扱系及び燃料貯蔵設備，その他安

全確保設備等のうち，使用済燃料乾式キャスク仮保管設備並びに使用済燃料共用プ

ール設備のプロジェクトの計画及び管理並びにこれらに係る燃料管理に関する業務

を行う。また，１～４号炉に係る安全確保設備等のうち，使用済燃料プール設備（使

用済燃料プール），使用済燃料プールからの燃料取り出し設備，その他安全確保設備

等のうち，使用済燃料乾式キャスク仮保管設備の機械設備並びに建築設備の設計，

建設・設置及び保守管理に関する業務を行う。 

（９）燃料デブリ取り出しプログラム部は，１～４号炉に係る安全確保設備等のうち，燃

料デブリ取り出しに関する設備，原子炉圧力容器・格納容器注水設備，原子炉圧力

容器・格納容器ほう酸水注入設備，原子炉格納容器内窒素封入設備，原子炉格納容

器ガス管理設備及び３号機原子炉格納容器内取水設備に係る設備のプロジェクトの

計画及び管理並びにこれらに係る機械設備の設計，建設・設置及び保守管理に関す

る業務（共用機械設備ＧＭが所管する業務を除く。）を行う。 

（10）廃棄物対策プログラム部は，その他安全確保設備等のうち，放射性固体廃棄物等の

管理施設及び関連施設，放射性物質分析・研究施設第１棟並びに減容処理設備のプ

ロジェクトの計画及び管理に関する業務を行う。また，その他安全確保設備等のう

ち，放射性固体廃棄物等の管理施設及び関連施設並びに大型廃棄物保管庫における

放射性廃棄物の管理に関する業務を行う。 

（11）敷地全般管理・対応プログラム部は，５号炉及び６号炉に係る原子炉施設，屋外エ
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リアのプロジェクトの計画及び管理に関する業務（各プログラム部長が所管する業

務を除く。）を行う。 

（12）ＡＬＰＳ処理水プログラム部は，１～４号炉に係る安全確保設備等のうち，多核種

除去設備等により，トリチウム以外の放射性物質を告示濃度限度比総和１未満まで

浄化処理した水（以下，ＡＬＰＳ処理水という。）の海洋放出に関連する設備のプロ

ジェクトの計画及び管理，運用方法の検討並びにＡＬＰＳ処理水希釈放出設備の運

転計画に関する業務並びにこれらに係る機械設備及び土木設備の設計及び建設・設

置に関する業務を行う。また，ＡＬＰＳ処理水の分析の計画に関する業務を行う。 

（13）機械技術グループは，機械設備の設計に関する業務（機械技術ＧＭ以外の各プログ

ラム部長及び各ＧＭが所管する業務を除く。）を行う。 

（14）地下水対策技術グループは，１～４号炉に係る安全確保設備等のうち，汚染水処理

設備等（滞留水移送装置），滞留水を貯留する建屋（陸側遮水壁），サブドレン他水

処理施設及び油処理装置に係る機械設備の設計に関する業務を行う。 

（15）処理・貯留設備技術グループは，１～４号炉に係る安全確保設備等のうち，汚染水

処理設備等（滞留水移送装置を除く。），多核種除去設備等及び雨水処理設備等に係

る機械設備の設計に関する業務を行う。 

（16）電気技術グループは，電気設備の設計に関する業務（配電・電路ＧＭが所管する業

務を除く。）を行う。 

（17）配電・電路グループは，構内配電線設備の設計，建設・設置及び保守管理に関する

業務を行う。 

（18）計装技術グループは，計装設備の設計に関する業務を行う。 

（19）通信システムグループは，通信設備の設計，建設・設置及び保守管理に関する業務

を行う。 

（20）土木基盤技術グループは，土木設備の設計に関する業務（土木基盤技術ＧＭ以外の

各プログラム部長及び各ＧＭが所管する業務を除く。）を行う。 

（21）土木水対策技術グループは，１～４号炉に係る安全確保設備等のうち，汚染水処理

設備等，滞留水を貯留する建屋，サブドレン他水処理施設，雨水処理設備等及び原

子炉圧力容器・格納容器注水設備（処理水バッファタンク），その他安全確保設備等

のうち，放射性固体廃棄物等の管理施設及び関連施設（サイトバンカ及び廃棄物集

中処理建屋）に係る土木設備の設計に関する業務を行う。 

（22）建築保守技術グループは，既設建築設備に係る設計に関する業務を行う。 

（23）建築建設技術グループは，新設建築設備に係る設計に関する業務を行う。 

（24）１～４号当直は，１～４号炉に係る安全確保設備等，その他安全確保設備等のうち，

使用済燃料共用プール設備の運転管理に関する業務（１～４号当直長以外の各プロ

グラム部長及び各ＧＭが所管する業務を除く。）を行う。 

（25）５・６号当直は，５号炉及び６号炉に係る原子炉施設，その他安全確保設備等のう
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ち，放射性固体廃棄物等の管理施設及び関連施設の運転管理に関する業務（５・６

号当直長以外の各プログラム部長及び各ＧＭが所管する業務を除く。）を行う。 

（26）水処理当直は，１～４号炉に係る安全確保設備等のうち，汚染水処理設備等，滞留

水を貯留する建屋，多核種除去設備等，サブドレン他水処理施設（地下水ドレン集

水設備を除く。）及びＡＬＰＳ処理水希釈放出設備の運転管理（運用支援ＧＭ，作業

管理ＧＭ及び水処理計画ＧＭが所管する業務を除く。）に関する業務を行う。 

（27）運用支援グループは，１～４号炉に係る安全確保設備等，５号炉及び６号炉に係る

原子炉施設，その他安全確保設備等のうち，使用済燃料共用プール設備，放射性固

体廃棄物等の管理施設及び関連施設（雑固体廃棄物焼却設備及び増設雑固体廃棄物

焼却設備を除く。）の運転管理のうち，マニュアル・手順書及び設備管理に関する業

務を行う。また，１～４号炉に係る安全確保設備等のうち，原子炉圧力容器・格納

容器注水設備（ろ過水タンク，純水タンク及び原水地下タンク），その他安全確保設

備等のうち，放射性固体廃棄物等の管理施設及び関連施設（雑固体廃棄物焼却設備

及び増設雑固体廃棄物焼却設備），大型機器除染設備並びに減容処理設備の運用に関

する業務を行う。 

（28）水処理計画グループは，１～４号炉に係る安全確保設備等の運転管理のうち，汚染

水及び滞留水の移送，処理及び貯留の運転計画に関する業務を行う。 

（29）作業管理グループは，１～４号炉に係る安全確保設備等，５号炉及び６号炉に係る

原子炉施設，その他安全確保設備等のうち，使用済燃料共用プール設備，放射性固

体廃棄物等の管理施設及び関連施設並びに大型機器除染設備の保守作業管理に関す

る業務を行う。また，運転管理に関する業務の支援（巡視点検，定例試験，各設備

の運転操作等）を行う（当直長が所管する業務に限る）。 

（30）保全計画グループは，保守の総括に関する業務を行う。 

（31）１～６号機械設備グループは，１～４号炉に係る安全確保設備等，５号炉及び６号

炉に係る原子炉施設に係る機械設備の建設・設置及び保守管理，水貯蔵タンク及び

使用済燃料プールの水質管理に関する業務（１～６号機械設備ＧＭ以外の各プログ

ラム部長及び各ＧＭが所管する業務を除く。）を行う。また，１～４号炉に係る安全

確保設備等のうち，原子炉圧力容器・格納容器注水設備（消防車），使用済燃料プー

ル設備（消防車及びコンクリートポンプ車），５号炉及び６号炉に係る原子炉施設の

うち，５・６号炉冷却用並びに使用済燃料プール用消防車の運用及び保守管理に関

する業務を行う。 

（32）共用機械設備グループは，その他安全確保設備等の機械設備の建設・設置及び保守

管理に関する業務（共用機械設備ＧＭ以外の各プログラム部長及び各ＧＭが所管す

る業務を除く。）を行う。また，１～４号炉に係る安全確保設備等のうち，原子炉圧

力容器・格納容器注水設備（ろ過水タンク，純水タンク及び原水地下タンク）に係

る機械設備の保守管理に関する業務を行う。 
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（33）地下水対策設備グループは，１～４号炉に係る安全確保設備等のうち，汚染水処理

設備等（滞留水移送装置）に係る機械設備の保守管理，滞留水を貯留する建屋（陸

側遮水壁），サブドレン他水処理施設に係る機械設備の建設・設置及び保守管理並び

に油処理装置に係る機械設備の建設・設置，運転管理及び保守管理に関する業務（運

用支援ＧＭ，作業管理ＧＭ，水処理計画ＧＭが所管する業務を除く。）を行う。 

（34）処理設備グループは，１～４号炉に係る安全確保設備等のうち，汚染水処理設備等

及び多核種除去設備等に係る機械設備の建設・設置及び保守管理に関する業務（地

下水対策設備ＧＭ，貯留設備ＧＭが所管する業務を除く。）を行う。 

（35）貯留設備グループは，１～４号炉に係る安全確保設備等のうち，汚染水処理設備等

（貯留設備）の土木設備及びＡＬＰＳ処理水希釈放出設備の機械設備の保守管理並

びに汚染水処理設備等（貯留設備の付帯設備）及び雨水処理設備等の建設・設置及

び保守管理に関する業務を行う。 

（36）電気設備保守グループは，電気設備の保守管理並びに電源車の運用及び保守管理に

関する業務（配電・電路ＧＭ及び建築設備保守ＧＭが所管する業務を除く。）を行う。 

（37）電気設備建設グループは，電気設備の建設・設置に関する業務（配電・電路ＧＭが

所管する業務を除く。）を行う。 

（38）燃料計装設備グループは，計装設備の建設・設置及び保守管理に関する業務（燃料

計装設備ＧＭ以外の各プログラム部長及び各ＧＭが所管する業務を除く。）を行う。 

（39）水処理計装設備グループは，１～４号炉に係る安全確保設備等のうち，汚染水処理

設備等，滞留水を貯留する建屋，多核種除去設備等，サブドレン他水処理施設，油

処理装置，３号機原子炉格納容器内取水設備，ＡＬＰＳ処理水希釈放出設備，５号

炉及び６号炉に係る原子炉施設のうち，５・６号炉仮設設備（滞留水貯留設備），そ

の他安全確保設備等のうち，放射性固体廃棄物等の管理施設及び関連施設，放射性

物質分析・研究施設第１棟，大型機器除染設備並びに減容処理設備に係る計装設備

の建設・設置及び保守管理に関する業務を行う。 

（40）土木基盤設備グループは，土木設備の建設・設置及び保守管理に関する業務（土木

基盤設備ＧＭ以外の各プログラム部長及び各ＧＭが所管する業務を除く。）を行う。 

（41）土木水対策設備グループは，１～４号炉に係る安全確保設備等のうち，汚染水処理

設備等（貯留設備を除く。），滞留水を貯留する建屋及びサブドレン他水処理施設，

雨水処理設備等及び原子炉圧力容器・格納容器注水設備（処理水バッファタンク），

その他安全確保設備等のうち，放射性固体廃棄物等の管理施設及び関連施設（サイ

トバンカ及び廃棄物集中処理建屋）に係る土木設備の建設・設置及び保守管理に関

する業務を行う。また，１～４号炉に係る安全確保設備等のうち，汚染水処理設備

等（貯留設備）に係る土木設備の建設・設置及びサブドレン他水処理施設（地下水

ドレン集水設備）の運転管理に関する業務を行う。 

（42）建築設備保守グループは，建築設備の保守管理に関する業務（建築設備保守ＧＭ以
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外の各プログラム部長及び各ＧＭが所管する業務を除く。）を行う。また，その他安

全確保設備等のうち，大型機器除染設備に係る電気設備の保守管理に関する業務を

行う。 

（43）建築設備建設グループは，建築設備の建設・設置に関する業務（建築設備建設ＧＭ

以外の各プログラム部長及び各ＧＭが所管する業務を除く。）を行う。 

（44）保安総括グループは，放射線管理のうち，放射線防護に係る装備品の管理，計測器

の管理，放射線防護教育，管理区域入域許可等の管理及び放射線従事者登録に関す

る業務（保安総括ＧＭ以外の各プログラム部長及び各ＧＭが所管する業務を除く。）

を行う。 

（45）放射線防護グループは，放射線管理のうち，出入管理，個人線量管理及び構内施設

（免震重要棟など）の放射線測定に関する業務を行う。 

（46）放出・環境モニタリンググループは，放射線管理のうち，発電所内外の陸域・海域

の環境モニタリング，放射性廃棄物管理のうち，液体廃棄物等の排水管理，１～４

号炉等からの気体廃棄物の放出測定管理及び５・６号炉からの放射性気体廃棄物の

放出管理に関する業務を行う。 

（47）分析評価グループは，分析施設の運用，放射能・化学分析機器の管理並びに放射性

物質分析・研究施設第１棟の運用及び保守管理，分析・データ評価に関する業務を

行う。 

（48）労働安全・防火グループは，防災安全の総括並びに初期消火活動のための設備の運

用及び体制の整備に関する業務を行う。 

（49）原子力防災グループは，原子力防災の総括及び緊急時対応の訓練計画・実施に関す

る業務を行う。 

３．各職位は次のとおり，当該業務にあたる。 

（１）プロジェクトマネジメント室長及び廃炉安全・品質室長は，廃炉・汚染水対策最高

責任者を補佐し，廃炉・汚染水対策最高責任者が各組織を指導監督するための報告

及び助言を行うとともに，発電所組織が業務を行うための支援及び助言を行う。ま

た，第４条の定めのとおり，当該室が所管するグループの業務を統括管理する。 

（２）本社各部長（廃炉資材調達センター所長及び原子力人財育成センター所長を含む。）

は，廃炉・汚染水対策最高責任者を補佐し，第４条の定めのとおり，当該部が所管

するグループの業務を統括管理する。 

（３）業務統括室長は，所長を補佐し，第４条の定めのとおり，所管するグループの業務

を統括管理する。 

（４）各プログラム部長は，所長を補佐し，所管するグループの業務を統括管理する。 

（５）計画・設計センター所長は，所長を補佐し，第４条の定めのとおり，所管するグル

ープの業務を統括管理する。 

（６）建設・運用・保守センター所長は，所長を補佐し，第４条の定めのとおり，所管す
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る各部の業務を統括管理する。 

（７）防災・放射線センター所長は，所長を補佐し，第４条の定めのとおり，所管する各

部の業務を統括管理する。 

（８）発電所各部長は，第４条の定めのとおり，当該部が所管するグループの業務を統括

管理する。 

（９）本社廃炉安全・品質室各グループマネージャー及び発電所各グループマネージャー

（以下「各ＧＭ」といい，当直長を含む。）は，グループ員（当直員を含む。）を指

示・指導し，所管する業務を遂行するとともに，所管業務に基づき緊急時の措置，

保安教育ならびに記録及び報告を行う。 

（10）グループ員（当直員を含む。）は，ＧＭの指示・指導に従い，業務を遂行する。 
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附  則 

 

附則（                      ） 

（施行期日） 

第１条 

この規定は，原子力規制委員会の認可を受けた日から１０日以内に施行する。 

２．第５条については，ＡＬＰＳ処理水希釈放出設備の運用を開始した時点から適用する

こととし，それまでの間は従前の例による。 

 

附則（令和５年４月１７日 原規規発第 23041712 号） 

（施行期日） 

第１条 

この規定は，令和５年４月２７日から施行する。 

２．添付１（管理区域図）の全体図及び添付２（管理対象区域図）の全体図の変更は，そ

れぞれの区域の変更をもって適用することとし，それまでの間は従前の例による。 

 

附則（令和５年３月２２日 原規規発第 2303227 号） 

（施行期日） 

第１条 

２．第１０２条については，令和２年９月１１日に公布された放射性同位元素等の規制に

関する法律施行規則の施行までに適用することとし，それまでの間は従前の例による。 

 

附則（令和５年３月７日 原規規発第 2303075 号） 

（施行期日） 

第１条 

この規定は，令和５年５月１日から施行する。 

２．添付２（管理対象区域図）の全体図における瓦礫類一時保管エリアの変更は，それぞ

れの区域の変更をもって適用することとし，それまでの間は従前の例による。 

 

附則（令和５年２月２１日 原規規発第 2302212 号） 

（施行期日） 

第１条 

２．第８９条の表８９－１における固体廃棄物貯蔵庫第１０棟排気口から放出される放射

性気体廃棄物の管理については，固体廃棄物貯蔵庫第１０棟の運用を開始した時点から

適用することとし，それまでの間は従前の例による。 
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３．添付１（管理区域図）の全体図及び固体廃棄物貯蔵庫第１０棟の管理区域図面並びに

添付２（管理対象区域図）の全体図及び固体廃棄物貯蔵庫第１０棟の管理対象区域図面

の変更は，それぞれの区域の区域区分の変更をもって適用することとし，それまでの間

は従前の例による。 

 

附則（令和３年４月６日 原規規発第 2104063 号） 

（施行期日） 

第１条 

２．第５条，第８７条，第８７条の２及び第８９条については，減容処理設備の運用を開

始した時点から適用することとし，それまでの間は従前の例による。 

３．添付１（管理区域図）の全体図及び減容処理建屋の管理区域図面並びに添付２（管理

対象区域図）の全体図及び減容処理建屋の管理対象区域図面の変更は，それぞれの区域

の区域区分の変更をもって適用することとし，それまでの間は従前の例による。 

 

附則（令和２年８月３日 原規規発第 2008037 号） 

（施行期日） 

第１条 

２．添付１（管理区域図）の全体図における免震重要棟及び入退域管理棟，添付２（管理

対象区域図）の全体図における免震重要棟及び入退域管理棟並びに免震重要棟及び入退

域管理棟の管理対象区域図面の変更は，それぞれの区域の区域区分の変更をもって適用

することとし，それまでの間は従前の例による。 

 

附則（令和２年５月２７日 原規規発第 2005271 号） 

（施行期日） 

第１条 

２．第５条については，大型廃棄物保管庫の運用を開始した時点から適用することとし，

それまでの間は従前の例による。 

３．添付１（管理区域図）の全体図及び大型廃棄物保管庫の管理区域図面並びに添付２（管

理対象区域図）の全体図及び大型廃棄物保管庫の管理対象区域図面の変更は，それぞれ

の区域の区域区分の変更をもって適用することとし，それまでの間は従前の例による。 

 

附則（令和２年２月１３日 原規規発第 2002134 号） 

（施行期日） 

第１条 

２．第５条，第８７条，第８７条の２及び第８９条の表８９－１における増設焼却炉建屋

排気筒から放出される放射性気体廃棄物の管理については，増設雑固体廃棄物焼却設備
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の運用を開始した時点から適用することとし，それまでの間は従前の例による。 

 

附則（平成２５年８月１４日 原規福発第 1308142 号） 

（施行期日） 

 第１条 

第６１条において，非常用発電機の運用を開始するまでは，必要な電力供給が可能な

場合，他号炉の非常用ディーゼル発電機又は可搬式発電機を非常用発電設備とみなすこ

とができる。 



 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

  

 

 

 

  

 

  

 

 

  

 

  

 

  

 

 



 

 

  

 

 

 

 
  



 

 

  

 

 

 

  

 



 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



  

 

 

 

 
 



  

 

 

 
 



  

 

 

 
 



 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

 

 

 

 

 

 

  

 ALPS  



 

 

 

 

 

  

  

  

 



  

 

 
 



  

 

 

 
 



  

 

 

 
 



  

 

 
 

 



  

 

 
 



 

 

 

  

 

 

 

 

  

 
 

  

  

 

  



  

 

 

 
 

 



 

 

 

 

 

 

 

  

   

   

   

   

  
 

  
 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

  

 

 

 

  

 

 

 

 

 

  



 

 

 

 

 

 

   

  

 

     

 

     

 

  

 
 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

    

    

   
 

 

 



 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

22 Bq  

 

 

 

 

 

  



 

 

 

  

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

  

 

 

 



 

 

 

  

   

   

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 



 

 

 

 

  

  

  

  

 

 

 

 

  

 

 

 

  

 

 

 



 

 

 

  

 

 

 

 

 

 



  

 

 
 

 
 

 
 

 
 

  

 

 

 

 

 

 

 
 

 
 

 

 

  
 

 
 

  

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 
 

 

 
 

 

 

  

 

 

 

  

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 



  

 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

  

 

 

 

 

 

 

 
 

 
 

 

 

  
 

 

 

 
   

  

  

 

 

 

 

 

  
 

 
   

 

 

 

 
  

  

 

 

 

 

 

 
 

 

 



  

 

 

 
 

 
 

 
 

 

  

 

 

 

 

 

 

 
 

 
 

 

 

  
 

 

 

 
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

  

 

 

 

 

 

 

 
  

 

 



  

 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

  

 

 

 

 

 

 

 
 

 
 

 

 

  
 

 
 

  

 
  

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



  

 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

  

 

 

 

 

 

 

 
 

 
 

 

 

  
 

 
 

 

 
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

  

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 



 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

  

 

 

 

  

 

  

   

  
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

 

 

  

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

  

 


